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Chapter 1
PADS Layout GUI リ フ ァ レンス

このセクシ ョ ンでは、 PADS Layout の全 GUI 要素に関する情報を記載し ます。

BGA のピン ラベルを追加ダイアログボ ッ クス
[BGA のピン ラベルを追加 ] ダイアログボ ッ クスを使用し て、 ダイ部品のサブ
ス ト レー ト ボン ドパッ ド にラベル付けを し ます。 通常、 ラベルは接続された BGA
ピンの名前と同じにな り ます。

ヒ ン ト ： 

• パッ ドは、 パッ ド毎、 グループ毎、 ダイ部品毎に選択できます。 

• ダイ部品を選択する と [ 結線一覧 ] にすべてのピンが表示されます。

• 選択し たダイ部品のサブス ト レー ト ボン ドパッ ドは Die Pin# 欄で強調表示され
ます。 BGA ピン ラベルは BGA Pad 欄に一覧表示されます。

ア クセス

• BGA ツールバーボタ ン > ワイヤボン ド ダイアグラムボタ ン > BGA ピンを選択

Figure 1-1. [BGA のピン ラベルを追加 ] ダイアログボ ッ クス
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関連 ト ピ ッ ク

ピン ラベルの追加

文書 ( ド キュ メ ン ト ) の追加 / 編集ダイアログボ ッ
クス

[ 文書 ( ド キュ メ ン ト ) を追加 ] や [ 文書 ( ド キュ メ ン ト ) を編集 ] ダイアログボ ッ ク
スを使用し て、 CAM 文書を定義し ます。 この 2 つのダイアログボ ッ クスの違いは、
[ 文書 ( ド キュ メ ン ト ) を編集 ] ダイアログボ ッ クスは選択し た文書の情報が入力され
た状態で開き、 [ 文書 ( ド キュ メ ン ト ) を追加 ] ダイアログボ ッ クスは空の状態で開 く
こ と です。

Table 1-1. [BGA のピン ラベルを追加 ] ダイアログボ ッ クスの内容

名前 説明

ダイ実装部品 実装部品名を表示し ます。

BGA 実装部品 使用可能な BGA 実装部品を表示し ます。

結線一覧 • Die Pin #―選択し たダイ部品のサブス ト レー ト ボン
ドパッ ド を表示し ます。

• BGA Pad―BGA ピン ラベルを表示し ます。
ヒ ン ト ： ラベルを編集するにはダブルク リ ッ ク し ま
す。

[ ダイ ピンのパッ ド ] ダイアログボ ッ クスを開きます。
制限事項 ： 結線一覧で BGA Pad セル内をダブルク リ ッ
クする と このボタ ンが使用できるよ う にな り ます。

複数の BGA パッ ド に
接続されているピン
のみを表示

複数の BGA ピンパッ ド に接続されたダイ ピンのみを
[ 結線一覧 ] で表示するよ う指定し ます。

フ ォ ン ト 使用可能なフ ォ ン ト 。 
ヒ ン ト ： 
• ス ト ローク フ ォ ン ト またはシステムフ ォ ン ト を選択

し ます。
• システムフ ォ ン ト では、 フ ォ ン ト ス タ イルボタ ン

またはス タ イルの組み合わせを選択できます。
B は太字、 I は斜体、 U は下線です。

層 文字を配置できる層。

高さ 寸法を指定し ます。

線幅 線幅を指定し ます。
制限事項 ： ス ト ローク フ ォ ン ト のみのオプシ ョ ンです。



PADS Layout GUI リ フ ァ レンス
文書 ( ド キュ メ ン ト ) の追加 / 編集ダイアログボ ッ クス

PADS Layout User’s Guide, PADS 9.0 45

ア クセス

• フ ァ イルメ ニュー > CAM > 追加ボタ ン

または

• フ ァ イルメ ニュー > CAM > 文書名を選択 > 編集ボタ ン

Figure 1-2. [ 文書 ( ド キュ メ ン ト ) を追加 / 編集 ] ダイアログボ ッ クス

Table 1-2. [ 文書 ( ド キュ メ ン ト ) を追加 / 編集 ] ダイアログボッ クスの内容

名前 説明

記録文書名 CAM 文書の名前
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記録文書形式 CAM 文書を追加する際、 作成し たい CAM 文書の形式
を選択する必要があ り ます。 CAM 文書ご とに特定のオ
プシ ョ ンが用意されています。
ヒ ン ト ： デフ ォル ト の CAM 文書形式が、 部品形状の層
の使用に適し ていないこ と もあ り ます。 作成する文書形
式で必要なすべての設計要素が表示されているかど う
か、 CAM 確認画面で文書を必ず確認し て く だ さい。
• 個別設定―独自の文書定義を作成し ます。[ 項目選択 ]

ダイアログボ ッ クスを使用し て、 どのオブジ ェ ク ト
を文書に表示するかを指定し ます。

• CAM 内層―CAM 内層を文書化し ます。 PADS Layout
では CAM 内層は常に全面銅箔と な り ます。 作業領
域の可視性を高めるため、 CAM 内層はネガ画像と な
り、 PADS Layout の背景色が使われます。 CAM 確認
画面オプシ ョ ンで、 CAM 文書のネガ画像を反転でき
ます。 デフ ォル ト では、 導体要素は CAM 確認画面
で白で表示されます。 層 25( 増加層モー ド では 120)
は、 追加ベタが非ベタ ( ネガ層 ) である CAM 内層オ
ブジ ェ ク ト に頻繁に使用されます。 また層 25 はサー
マルと アンチパッ ドの超過寸法の定義にも使用され
ます ( 以前の方法 )。 ただ し、 プロ ッ ト オプシ ョ ンダ
イアログボ ッ クスで CAM 内層のカス タムサーマル
設定を行う方法が推奨されます。 必要な場合、 [ 項目
を選択 ] ダイアログボ ッ クスで層 25 を追加し ます。

• 配線 / 分割内層接続層―内層接続領域と配線の両方も
し く はいずれかを含む層を文書化し ます。 分割 / 混
在内層や非内層接続層にはこの形式を使用し ます。
導体要素は CAM 確認画面で黒で表示されます。

• シルク―部品面と半田面のシルク図形層を文書化し
ます。 層 20( 増加層モー ド では 120) は、 シルク図形
外形線の代わり に、 配置や押し退けの外形線に使用
されます。 必要な場合、 [ 項目選択 ] ダイアログボッ
クスで層 20 を追加し ます。 シルク項目は CAM 確認
画面で黒で表示されます。

• メ タルマスク―部品面と半田面のメ タルマスク層を
文書化し ます。 黒 く 表示された領域はメ タル位置で
す。 白 く 表示された領域はメ タルマスクです。 メ タ
ルは表面実装部品にのみ使用されます。 貫通穴実装
部品のパッ ドは表示されません。

• レジス ト ―部品面と半田面のレジス ト 層を文書化し
ます。 黒 く 表示された領域はソルダー位置です。
白 く 表示された領域はレジス ト です。 

Table 1-2. [ 文書 ( ド キュ メ ン ト ) を追加 / 編集 ] ダイアログボッ クスの内容 
(cont.)

名前 説明
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記録文書形式
( 続き )

• アセンブ リ図面―アセンブ リ図面を文書化し ます。
部品面層と シルク図形層、 また / も し く は層 20 に実
装部品外形線が作成されている場合があ り ます。 [ 項
目選択 ] ダイアログボ ッ クスで必要な層を追加し ま
す。 アセンブ リ項目は CAM 確認画面で黒で表示さ
れます。

• ド リル確認図面―ド リル位置を文書化し ます。 ド リ
ルテーブルが自動的に追加され、 ド リル穴図画オプ
シ ョ ンダイアログボ ッ クスで指定し た位置に表示さ
れます。

• NC ド リル―NC ド リルフ ァ イルを作成し ます。 この
文書は閲覧目的ではな く 、 設計で必要な x、 y 位置と
各ド リル寸法が含まれています。 

• フ ォ ト データ検証―既存の文書の表示と検証を行い
ます。 別の設計から文書を閲覧する こ と も可能です。
フ ォ ト データ検証ではマク ロ、 アパーチャ選択、
PADS Layout ガーバー出力の領域塗潰し コ マン ド を
サポー ト し ています。 フ ォ ト プロ ッ ト 検証では、
PADS Layout で作成された RS-274-X ガーバーフ ァ イ
ルのみ処理できます。

出力フ ァ イル CAM 出力フ ァ イルの名前を指定し ます。 デフ ォル ト 名
を使用するか、 出力フ ァ イルに使用する名前を入力し ま
す。

製造層 後処理で CAM350 を使用する層。
ヒ ン ト ： 製造層は、 CAM350 リ ン ク を使用する CAM350
データベースへの変換の際のみに使用されます。

要約 選択し た CAM 文書の概要を表示し ます。

層ボタ ン [ 項目選択 ] ダイアログボ ッ クスを開きます。

オプシ ョ ンボタ ン 選択し たプロ ッ ト 形式に応じ た以下のオプシ ョ ンダイア
ログボ ッ クスが表示されます。
• プロ ッ ト オプシ ョ ン―プ リ ン タ、 ペン、 フ ォ ト

プロ ッ ト
• ド リル図面オプシ ョ ン―ド リル図面

制限事項 ： 文書形式と し て ド リル図面が選択されて
いる場合のみ、 [ プロ ッ ト オプシ ョ ン ] ダイアログ
ボ ッ クスから使用できます。

• NC ド リルオプシ ョ ン―NC ド リル出力

アセンブ リボタ ン [ アセンブ リバリ アン ト を選択 ] ダイアログボッ クスを
開きます。

Table 1-2. [ 文書 ( ド キュ メ ン ト ) を追加 / 編集 ] ダイアログボッ クスの内容 
(cont.)

名前 説明
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PADS Layout GUI リ フ ァ レンス
面取り図形を追加ダイアログボ ッ クス

関連 ト ピ ッ ク

CAM 文書の追加と編集

面取り図形を追加ダイアログボ ッ クス
面取り図形のベタ形状を選択する と、 [ 面取り図形を追加 ] ダイアログボ ッ クスが
表示されます。 ベタ を設計に追加する前に、 面取り図形パラ メ ータ を設定し ます。

ア クセス

• 作図ツールバー > ベタボタ ン > 右ク リ ッ ク > 面取り図形

ヒ ン ト ： OK のク リ ッ ク (DRC を OFF) が必要な場合があ り ます。

印刷ボタ ン [ 実行 ] を ク リ ッ クする と文書がプ リ ン タへ送信される
よ う指定し ます。

ペンボタ ン [ 実行 ] を ク リ ッ ク し た際に出力にペンプロ ッ タ を使用
するよ う指定し ます。

フ ォ ト ボタ ン [ 実行 ] を ク リ ッ ク し た際に出力にフ ォ ト ペンプロ ッ タ
を使用するよ う指定し ます。

ド リルボタ ン ド リルの使用を指定し ます。

選択内容の確認
画面ボタ ン

[CAM の確認画面 ] ダイアログボ ッ クスを開きます。

デバイス設定
ボタ ン

選択し たデバイス形式に応じ たオプシ ョ ンを設定できる
ダイアログボ ッ クスを開きます ： プ リ ン タ設定、 ペンプ
ロ ッ ト 設定、 フ ォ ト プロ ッ ト 設定、 NC ド リル設定。

デフ ォル ト と し て
保存ボタ ン

この CAM 文書形式と出力デバイスに対し て、 現在の設
定をデフ ォル ト 設定と し て保存し ます。
ヒ ン ト ： ド リルテーブルを手動で作成し、 それをデフ ォ
ル ト のド リルテーブルと し て使用し たい場合、 このオプ
シ ョ ンが役に立ちます。

実行ボタ ン 定義し た文書を生成し ます。

層の設定ボタ ン [ 層構成を定義 ] ダイアログボ ッ クスを開きます。

Table 1-2. [ 文書 ( ド キュ メ ン ト ) を追加 / 編集 ] ダイアログボッ クスの内容 
(cont.)

名前 説明
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Figure 1-3. [ 面取り図形を追加 ] ダイアログボッ クス

関連 ト ピ ッ ク

面取り図形パラ メ ータの設定

ク ラス タ スク を追加ダイアログボ ッ クス
参照 ： ネ ッ ト タ スク / ク ラス タ スク を追加ダイアログボ ッ クス

Table 1-3. [ 面取り図形を追加 ] ダイアログボ ッ クスの内容

名前 説明

外形線幅 ベタ外形の幅の値を指定し ます。
ヒ ン ト ： ベタは外形線と塗潰し で作成されるため、 外形
線幅の値を非常に小さ く する と、 鋭角を持つコーナーが
作成できます。 コーナーを鋭角にするには値を小さ く
し、 丸 く するには値を大き く し ます。 すべてのコーナー
は、 外形線幅の半分と等しい半径を使用し て丸 く 処理さ
れます。

面取り図形幅 ベタ図形の全体的な幅の値を指定し ます。

コーナー部の面取り比率 面取り図形幅に対する面取り コーナーの比率を指定し ま
す。 比率が 1.0 の場合、 面取り コーナーの幅は面取り図
形と同じにな り ます。 面取り コーナーを さ らに狭 く する
場合は、 この比率を小さ く し ます。

設定角度以下のコーナー
を面取り処理

90 ～ 180 度の角度を入力し、 それよ り小さい角度はす
べて面取りするよ う指定し ます。 90 度よ り小さい外側
のコーナーは常に面取り されます。
ヒ ン ト ： 90 度よ り小さい角度のみ面取りするには、
このチ ェ ッ クボ ッ クスをオフにし て く だ さい。
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PADS Layout GUI リ フ ァ レンス
コマン ド追加ダイアログボ ッ クス

コマン ド追加ダイアログボ ッ クス
[ コマン ド追加 ] ダイアログボ ッ クスを使用し て、 メ ニュー項目やツールバーボタ ン
と し て使用できる コ マン ド を作成し ます。

ア クセス

• ツールメ ニュー > カス タ マイズ > コマン ド タ ブ > 新規ボタ ン

Figure 1-4. [ コ マン ド追加 ] ダイアログボッ クス

Table 1-4. [ コ マン ド追加 ] ダイアログボ ッ クスの内容

名前 説明

コ マン ド名 新規コマン ドの名前。
ヒ ン ト ： Alt キーシ ョ ー ト カ ッ ト と し て使用し たい
文字の前にアンパサン ド を入力し ます。

次に基づ く ： 新規コマン ドの元とする コマン ド。

引数 新規コマン ドの引数。
ヒ ン ト ： 複数の引数はスペースで分けて く だ さい。
引数にスペースが含まれる場合、引数は “ “ で囲んで
く だ さい。
制限事項 ： PADS Router のみのオプシ ョ ンです。

説明 コマン ドの動作を表示し ます。

デフ ォル ト イ メ ージを
使用

推奨画像を使用し ます。

ユーザー定義イ メ ージを
使用

新規コマン ド と関連付ける独自の画像を選択または
作成し ます。
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関連 ト ピ ッ ク

実装部品ボン ドパッ ド を追加ダイアログボ ッ クス
[ 実装部品ボン ドパッ ド を追加 ] ダイアログボ ッ クスを使用し て、 設計上にボン ド
パッ ド を新規作成し ます。

制限事項 : この情報は BGA ツールキ ッ ト のみに当てはま り ます。

ア クセス

• BGA ツールバーボタ ン > ワイヤボン ド エデ ィ タボタ ン > BGA を ク リ ッ ク  > 
右ク リ ッ ク  > CBP を追加

Figure 1-5. [ 実装部品ボン ドパッ ド を追加 ] ダイアログボッ クス

新規 [ ボタ ンイ メ ージを編集 ] ダイアログボ ッ クスを
開きます。

編集 [ ボタ ンイ メ ージを編集 ] ダイアログボ ッ クスを
開きます。

カス タムコマン ドの作成

カス タムメ ニューの作成

Table 1-4. [ コ マン ド追加 ] ダイアログボ ッ クスの内容

名前 説明
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PADS Layout GUI リ フ ァ レンス
ダイ部品を追加ダイアログボ ッ クス

関連 ト ピ ッ ク

実装部品ボン ドパッ ドの追加

ダイ部品を追加ダイアログボ ッ クス
[ ダイ部品を追加 ] ダイアログボ ッ クス を使用し て、ダイ部品を Library IQ から PADS 
Layout にデータ入力し ます。

制限事項 : この情報は BGA ツールキ ッ ト のみに当てはま り ます。

ア クセス

• BGA ツールバーボタ ン > ダイ部品を追加ボタ ン

Table 1-5. [ 実装部品ボン ドパッ ド を追加 ] ダイアログボ ッ クスの内容

名前 説明

パッ ド番号 現在選択されている実装部品ボン ドパッ ド に番号を指定し ます。
デフ ォル ト では接続されているサブス ト レー ト ボン ドパッ ド と
同じ番号です。

関数 現在選択されているボン ドパッ ド関数を定義し ます。

形状リ ス ト 現在選択されているボン ドパッ ド に形状 ( 長方形または長円形 )
を指定し ます。

長さ 現在選択されているボン ドパッ ド に物理的な長さ を現在の設計
単位で指定し ます。

幅 現在選択されているボン ドパッ ド に物理的な幅を現在の設計単
位で指定し ます。

追加ボタ ン カーソルにサブス ト レー ト ボン ドパッ ド とワイヤボン ド を動的
に貼り付け、 配置できるよ う にし ます。
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Figure 1-6. [ ダイ部品を追加 ] ダイアログボッ クス

Table 1-6. [ ダイ部品を追加 ] ダイアログボ ッ クスの内容

名前 説明

確認画面領域 [ ダイ部品 ] リ ス ト で選択し たラ イブ ラ リ IQ のダイ部品
および次の関連情報を表示し ます。

フ ァ イル ダイ部品フ ァ イル名

修正 最終更新日

チ ッ プボン ドパッ ド ダイ部品内のチ ッ プボン ドパッ ドの数

サブス ト レー ト
ボン ドパッ ド

ダイ部品内のサブス ト レー ト ボン ドパッ ドの数

ワイヤボン ド ダイ部品内のワイヤボン ドの数

フ リ ッ プチ ッ プ ダイ部品のフ リ ッ プチ ッ プ識別

ダイ部品リ ス ト 現在のフ ォルダにあるすべてのラ イブ ラ リ IQ ダイ部品
を一覧表示し ます。

引込 ダイ部品を検索する フ ォルダを表示し ます。
ヒ ン ト : ダイ部品フ ォルダを検索するには参照ボタ ンを
ク リ ッ ク し ます。



PADS Layout User’s Guide, PADS 9.054

PADS Layout GUI リ フ ァ レンス
作図項目追加ダイアログボ ッ クス

関連 ト ピ ッ ク

LIQ からダイ部品を追加

作図項目追加ダイアログボ ッ クス
参照 ： 作図プロパテ ィ ダイアログボ ッ クス

任意文字を追加ダイアログボ ッ クス
[ 任意文字を追加 ] ダイアログボ ッ クスを使用し て、 任意の文字や他オブジ ェ ク ト に
属さ ない文字を追加し ます。

ア クセス

• 設計ツールバーボタ ン > 文字ボタ ン

適用ボタ ン ダイ部品の検索フ ォルダを設定し ます。

追加 >> ボタ ン 選択し たラ イブ ラ リ IQ ダイ部品を DIE Part Type 表に
追加し ます。

<< 削除ボタ ン 選択し た ダイ部品を  DIE Part Type 表から削除し ます。

ダイパー ト タ イプ列 追加する ラ イブ ラ リ IQ ダイ部品

部品名列 ダイパー ト タ イプに自動割り当て される参照名。 変更す
るには、 部品名をダブルク リ ッ ク し新たな名前を入力し
ます。

ダイの輪郭とパッ ド ダイ外形とパッ ドが表示される層を定義し ます。 リ ス ト
から層を選択し ます。

ワイヤボン ド ワイヤボン ドが表示される層を定義し ます。 リ ス ト から
層を選択し ます。

ダイパッ ド関数名
からネ ッ ト 作成

PADS Layout にダイ部品を追加する と、 一致するピン名
を持つピンにネ ッ ト を自動作成し ます。 ネ ッ ト 名はピン
関数に一致し ます。

Table 1-6. [ ダイ部品を追加 ] ダイアログボ ッ クスの内容 (cont.)
名前 説明
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Figure 1-7. [ 任意文字を追加 ] ダイアログボッ クス

Table 1-7. [ 任意文字を追加 ] ダイアログボ ッ クスの内容

名前 説明

文字 使用する文字列。
ヒ ン ト ： 1 つの文字列に対し て、 最大 128 文字まで使用
できます。

フ ォ ン ト 使用可能なフ ォ ン ト 。 
ヒ ン ト ： 
• ス ト ローク フ ォ ン ト またはシステムフ ォ ン ト を選択

し ます。
• システムフ ォ ン ト では、 フ ォ ン ト ス タ イルボタ ン

またはス タ イルの組み合わせを選択できます。
B は太字、 I は斜体、 U は下線です。

層 文字を配置できる層。

X、 Y 指定の位置に部品形状ラベルを配置し ます。

回転 ラベルの回転角度を指定し ます。

寸法 寸法を指定し ます。

線幅 線幅を指定し ます。
制限事項 ： ス ト ローク フ ォ ン ト のみのオプシ ョ ンです。

反転 ラベルを反転し、 基板の底部から文字を読めるよ う にし
ます。
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PADS Layout GUI リ フ ァ レンス
ネ ッ ト タ スク / ク ラス タ スク を追加ダイアログボ ッ クス

関連 ト ピ ッ ク

任意文字の追加

ネ ッ ト タ スク / ク ラス タ スク を追加ダイアログボ ッ
クス

ネ ッ ト やク ラスに対し、 特定の電気特性検査を実行する こ とができます。

ア クセス

• ツールメ ニュー > 設計検証 > 高速回路検査 > 設定ボタ ン > ネ ッ ト 追加ボタ ン

または

• ツールメ ニュー > 設計検証 > 高速回路検査 > 設定ボタ ン > ク ラス追加ボタ ン

水平、 垂直 文字、 属性値、 寸法、 幅などが変更された時にオブジ ェ
ク ト 間で正し く 配置が行われるよ う、 文字の水平 / 垂直
方向の位置調整を設定し ます。
ヒ ン ト ： 
• 垂直方向の位置調整には、 左側、 中央、 右側があ り

ます。 水平方向の位置調整には、 上側、 中央、 下側
があ り ます。 

• 文字を選択し、 右ク リ ッ ク メ ニューの水平方向調整
を ク リ ッ ク、 次に左側、 中央、 右側のいずれかを選
択するか、 右ク リ ッ ク メ ニューの垂直方向調整を ク
リ ッ ク し て、 上側、 中央、 下側を選択し ます。

デフ ォル ト PADS Layout のデフ ォル ト 設定に戻し ます。

間隙 文字と その周囲のオブジ ェ ク ト 間の間隙値を指定し ま
す。

Table 1-7. [ 任意文字を追加 ] ダイアログボ ッ クスの内容 (cont.)
名前 説明
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Figure 1-8. [ ネ ッ ト タ スク / ク ラス タ スク を追加 ] ダイアログボ ッ クス

関連 ト ピ ッ ク

高速回路検査にネ ッ ト またはク ラスを追加

ク ラスにネ ッ ト を追加ダイアログボ ッ クス
[ ク ラスにネ ッ ト を追加 ] ダイアログボ ッ クスを使用し て、 共通する設計規則を指定
する こ とができるネ ッ ト の集合を作成し ます。

ア クセス

• ネ ッ ト を選択 > 右ク リ ッ ク  > ク ラスを構築

Figure 1-9. [ ク ラスにネ ッ ト を追加 ] ダイアログボッ クス

Table 1-8. [ ネ ッ ト タ スク / ク ラス タ スク を追加 ] ダイアログボ ッ クスの内容

名前 説明

ネ ッ ト / ク ラス リ ス ト 設計で使用可能なネ ッ ト またはク ラスを表示し ます。
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関連 ト ピ ッ ク

ク ラスの作成

新規属性を ラ イブ ラ リ に追加ダイアログボ ッ クス
新規属性を ラ イブ ラ リ に追加する際に、 [ 新規属性を ラ イブ ラ リ に追加 ] ダイアログ
ボッ クスで名前と値のプロパテ ィ を設定し ます。

ア クセス

• フ ァ イルメ ニュー > ラ イブ ラ リ  > ラ イブ ラ リ マネージャダイアログボ ッ クス > 
属性マネージャボタ ン > 属性追加ボタ ン

Figure 1-10. [ 新規属性を ラ イブ ラ リ に追加 ] ダイアログボ ッ クス

Table 1-9. [ ク ラスにネ ッ ト を追加 ] ダイアログボ ッ クスの内容

名前 説明

新規ク ラスを作成 選択し たネ ッ ト の新規ク ラスを作成し ます。

既存ク ラスに追加 選択し たネ ッ ト を既存ク ラスに追加し ます。

選択済ネ ッ ト 設計内のすべてのネ ッ ト を記載し ます。

ク ラスに追加 ： 新規ク ラスの名前を指定し ます。
ヒ ン ト ： [ 既存ク ラスに追加 ] を選択し た場合、 この
オプシ ョ ンは使用できません。

既存のク ラス ： 選択し たネ ッ ト を追加できる ク ラスを表示し ます。
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関連 ト ピ ッ ク

新規部品形状ラベルを追加ダイアログボ ッ クス
[ 新規部品形状ラベルを追加 ] ダイアログボ ッ クスを使用し て、 部品形状の属性
ラベルを作成し ます。

ア クセス

• ツールメ ニュー > 部品形状エデ ィ タ  > 作図 ボタ ン > 新規ラベルを追加ボタ ン >
部品形状を選択

Table 1-10. [ 新規属性を ラ イブ ラ リ に追加 ] ダイアログボ ッ クスの内容

名前 説明

ラ イブ ラ リ属性参照 ラ イブ ラ リ属性を参照ダイアログボ ッ クスを開きま
す。

属性名 新規属性の名前。

属性値 新規属性の値。

新規属性に名前と値のプロパテ ィ を設定

ラ イブ ラ リ マネージャダイアログボ ッ クス

部品情報の設定―属性
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Figure 1-11. [ 新規部品形状ラベルを追加 ] ダイアログボ ッ クス

Table 1-11. [ 新規形状ラベルを追加 ] ダイアログボ ッ クスの内容

名前 説明

属性 使用可能な属性。 ジャ ンパのラベルを作成する場合
は、 ラベルには参照名しか使用できません。
ヒ ン ト ： 非表示属性は、 非表示属性が設定される前
にラベル作成用に選択されていない限り、 [ 属性 ]
リ ス ト には表示されません。
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値 選択し た属性の値。 
ヒ ン ト ：
• [属性] リ ス ト で [参照名]または[パー ト タ イプ ] を

ク リ ッ ク し た場合、 属性が読取専用の場合、 ま
たは異なる属性形式のラベルの [ プロパテ ィ ] ダ
イアログボ ッ クスを開いた場合は、 このボ ッ ク
スは使用できません。 ただ し、 選択し たラベル
が同じ タ イプの属性に属する場合、 このボ ッ ク
スの内容を編集できます。

• 属性が異なる値を持っている場合、 このボ ッ ク
スは空欄にな り ます。 ボ ッ クスに新規の値を入
力する と、 選択し た属性ラベルと その親オブ
ジ ェ ク ト すべてに適用できます。

• 属性が ECO 登録済みで、PADS Layout が ECO モー
ド ではない場合も、 このボ ッ クスは使用できま
せん。 

表示 ラベルの表示設定 ( 構成属性のラベル時 ) を制御し
ます。 
• な し―非表示にし ます。
• 値―ラベル値のみ表示し ます。
• 名称と値―名前と値を表示し ます。
• 名称全体と値―完全な名前と値を表示し ます。

ヒ ン ト ： ラベルは、 [ 画面表示色を定義 ] ダイアロ
グボ ッ クスで、 ラベルの色を背景色と違う色に設定
し ない限り、 非表示と な り ます。 

フ ォ ン ト 使用可能なフ ォ ン ト 。 
ヒ ン ト ： 
• ス ト ローク フ ォ ン ト またはシステムフ ォ ン ト を

選択し ます。
• システムフ ォ ン ト では、 フ ォ ン ト ス タ イルボタ

ンまたはス タ イルの組み合わせを選択できます。
B は太字、 I は斜体、 U は下線です。

層 使用可能な層。

相対座標 実装部品またはジャ ンパに相対的な X、 Y 座標にラ
ベルを配置し ます。 このチ ェ ッ クボ ッ クスを OFF に
する と、 ラベルは設計の基準原点に相対的な X、 Y
位置に配置されます。

X、 Y 指定の位置に部品形状ラベルを配置し ます。

回転 ラベルの回転角度を指定し ます。

寸法 寸法を指定し ます。

Table 1-11. [ 新規形状ラベルを追加 ] ダイアログボ ッ クスの内容 (cont.)
名前 説明
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関連 ト ピ ッ ク

新規部品形状ラベルの追加

新規部品ラベルを追加ダイアログボ ッ クス
[ 新規部品ラベルを追加 ] ダイアログボ ッ クスを使用し て、 実装部品やジャ ンパの
属性ラベル、 パー ト タ イプ ラベル、 参照名ラベルを作成できます。 

ヒ ン ト ：

• ジャ ンパのラベルに関し ては、 参照名のラベルのみ作成できます。

• 可視性情報を設定し ない場合、 デフ ォル ト 位置が使用されます。 

参照 ： PADS Layout コ ンセプ ト ガイ ドの 「属性と ラベルを使った作業」 章の
「ラベルのデフ ォル ト 」 項目

ア クセス

• 部品を選択 > 右ク リ ッ ク > 新規ラベルの追加

線幅 線幅を指定し ます。
制限事項 ： ス ト ローク フ ォ ン ト のみのオプシ ョ ンで
す。

反転 ラベルを反転し、 基板の底部から文字を読めるよ う
にし ます。

水平、 垂直 文字、 属性値、 寸法、 幅などが変更された時にオブ
ジ ェ ク ト 間で正し く 配置が行われるよ う、 文字の水
平 / 垂直方向の位置調整を設定し ます。
ヒ ン ト ： 
• 垂直方向の位置調整には、 左側、 中央、 右側が

あ り ます。 水平方向の位置調整には、 上側、 中
央、 下側があ り ます。 

• 文字を選択し、 右ク リ ッ ク メ ニューの水平方向
調整を ク リ ッ ク、 次に左側、 中央、 右側のいず
れかを選択するか、 右ク リ ッ ク メ ニューの垂直
方向調整を ク リ ッ ク し て、 上側、 中央、 下側を
選択し ます。

表示方向 ラベルが ( 左から右、 も し く はラベルが回転する
場合は下から上に ) 読めるかを制御し ます。 な し、
90°方向、 斜めボタ ンのいずれかを ク リ ッ ク し、
ラベルを読む方向を指定し ます。

Table 1-11. [ 新規形状ラベルを追加 ] ダイアログボ ッ クスの内容 (cont.)
名前 説明
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Figure 1-12. [ 新規部品ラベルを追加 ] ダイアログボ ッ クス

Table 1-12. [ 新規部品ラベルを追加 ] ダイアログボ ッ クスの内容

名前 説明

属性 使用可能な属性。 ジャ ンパのラベルを作成する場合
は、 ラベルには参照名しか使用できません。
ヒ ン ト ： 非表示属性は、 非表示属性が設定される前
にラベル作成用に選択されていない限り、 [ 属性 ]
リ ス ト には表示されません。
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値 選択し た属性の値。 
ヒ ン ト ：
• [属性] リ ス ト で [参照名]または[パー ト タ イプ ] を

ク リ ッ ク し た場合、 属性が読取専用の場合、 ま
たは異なる属性形式のラベルの [ プロパテ ィ ]
ダイアログボ ッ クスを開いた場合は、 このボ ッ
クスは使用できません。 ただ し、 選択し たラベ
ルが同じ タ イプの属性に属する場合、 このボ ッ
クスの内容を編集できます。

• 属性が異なる値を持っている場合、 このボ ッ ク
スは空欄にな り ます。 ボ ッ クスに新規の値を入
力する と、 選択し た属性ラベルと その親オブ
ジ ェ ク ト すべてに適用できます。

• 属性が ECO 登録済みで、PADS Layout が ECO モー
ド ではない場合も、 このボ ッ クスは使用できま
せん。 

表示 ラベルの表示設定 ( 構成属性のラベル時 ) を制御し
ます。 
• な し―非表示にし ます。
• 値―ラベル値のみ表示し ます。
• 名称と値―名前と値を表示し ます。
• 名称全体と値―完全な名前と値を表示し ます。

ヒ ン ト ： ラベルは、 [ 画面表示色を定義 ] ダイアロ
グボ ッ クスで、 ラベルの色を背景色と違う色に設定
し ない限り、 非表示と な り ます。 

フ ォ ン ト 使用可能なフ ォ ン ト 。 
ヒ ン ト ： 
• ス ト ローク フ ォ ン ト またはシステムフ ォ ン ト を

選択し ます。
• システムフ ォ ン ト では、 フ ォ ン ト ス タ イルボタ

ンまたはス タ イルの組み合わせを選択できます。
B は太字、 I は斜体、 U は下線です。

層 使用可能な層。

相対座標 実装部品またはジャ ンパに相対的な X、 Y 座標にラ
ベルを配置し ます。 このチ ェ ッ クボ ッ クスを OFF に
する と、 ラベルは設計の基準原点に相対的な X、 Y
位置に配置されます。

X、 Y 指定の位置に部品形状ラベルを配置し ます。

回転 ラベルの回転角度を指定し ます。

寸法 寸法を指定し ます。

Table 1-12. [ 新規部品ラベルを追加 ] ダイアログボ ッ クスの内容 (cont.)
名前 説明
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関連 ト ピ ッ ク

新規部品ラベルの追加

グループにピンペアを追加ダイアログボ ッ クス
[ グループにピンペアを追加 ] ダイアログボ ッ クスを使用し て、 共通する設計規則を
指定する こ とができるピンペアの集合を作成し ます。 

ア クセス

• ピンペアを選択 > 右ク リ ッ ク  > グループを構築

線幅 線幅を指定し ます。
制限事項 ： ス ト ローク フ ォ ン ト のみのオプシ ョ ンで
す。

反転 ラベルを反転し、 基板の底部から文字を読めるよ う
にし ます。

水平、 垂直 文字、 属性値、 寸法、 幅などが変更された時にオブ
ジ ェ ク ト 間で正し く 配置が行われるよ う、 文字の水
平 / 垂直方向の位置調整を設定し ます。
ヒ ン ト ： 
• 垂直方向の位置調整には、 左側、 中央、 右側が

あ り ます。 水平方向の位置調整には、 上側、 中
央、 下側があ り ます。 

• 文字を選択し、 右ク リ ッ ク メ ニューの水平方向
調整を ク リ ッ ク、 次に左側、 中央、 右側のいず
れかを選択するか、 右ク リ ッ ク メ ニューの垂直
方向調整を ク リ ッ ク し て、 上側、 中央、 下側を
選択し ます。

表示方向 ラベルが ( 左から右、 も し く はラベルが回転する
場合は下から上に ) 読めるかを制御し ます。 な し、
90°方向、 斜めボタ ンのいずれかを ク リ ッ ク し、
ラベルを読む方向を指定し ます。

Table 1-12. [ 新規部品ラベルを追加 ] ダイアログボ ッ クスの内容 (cont.)
名前 説明
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Figure 1-13. [ グループにピンペアを追加 ] ダイアログボ ッ クス

関連 ト ピ ッ ク

グループの作成

サブス ト レー ト ボン ドパッ ド を追加ダイアログボ ッ
クス

[ サブス ト レー ト ボン ドパッ ド を追加 ] ダイアログボ ッ クスを使用し て、 設計上に
ボン ドパッ ド を新規作成し ます。

制限事項 : この情報は BGA ツールキ ッ ト のみに当てはま り ます。

ア クセス

• BGA ツールバーボタ ン > ワイヤボン ド エデ ィ タボタ ン > BGA を ク リ ッ ク  > 
右ク リ ッ ク  > SBP を追加

Table 1-13. [ グループにピンペアを追加 ] ダイアログボ ッ クスの内容

名前 説明

新規グループを作成 選択し たピンペアの新規グループを作成し ます。

既存グループに追加 選択し たピンペアを既存グループに追加し ます。

選択済のピンペア 設計内のすべてのピンペアを表示し ます。

グループに追加 ： 新規グループの名前を指定し ます。
ヒ ン ト ： [ 既存グループに追加 ] を選択し た場合、 この
オプシ ョ ンは使用できません。

既存グループ ： 選択し たピンペアを追加できるグループを表示し ます。
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Figure 1-14. [ サブス ト レー ト ボン ドパッ ド を追加 ] ダイアログボ ッ クス

関連 ト ピ ッ ク

サブス ト レー ト ボン ドパッ ドの追加

ター ミ ナルを追加ダイアログボ ッ クス
[ ター ミ ナルを追加 ] ダイアログボ ッ クスを使用し て、 パッ ドやピンを部品形状と
関連付けます。 

Table 1-14. [ サブス ト レー ト ボン ドパッ ド を追加 ] ダイアログボ ッ クスの内容

名前 説明

ピン名 現在選択されているサブス ト レー ト ボン ドパッ ド にピン番号
を指定し ます。 

関数 現在選択されているボン ドパッ ドの関数を定義し ます。

層リ ス ト 特定の層で SBP を作成できるよ う、 SBP 作成用の全電気層
を一覧表示し ます。 

長さ 現在選択されているボン ドパッ ドの物理的な長を現在の設計
単位で指定し ます。

幅 現在選択されているボン ドパッ ドの物理的な幅を現在の設計
単位で指定し ます。

追加ボタ ン カーソルにボン ドパッ ド を動的に貼り付け、 配置できるよ う
にし ます。
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ア クセス

• ツールメ ニュー > 部品形状エデ ィ タ  > 作図ツールバーボタ ン > ター ミ ナル
ボタ ン

Figure 1-15. [ ター ミ ナルを追加 ] ダイアログボ ッ クス

Table 1-15. [ ター ミ ナルを追加 ] ダイアログボ ッ クスの内容

名前 説明

接頭 ピンに使用する接頭辞。
ヒ ン ト ： 
• 英数字が使用できます。 例 ： A1、 1A。
• 1つの数字に対し、[接頭]または[接尾]ボ ッ クスの

いずれかに値を入力し、 も う一方のボ ッ クスは
空欄にし ておきます。

接尾 ピンに使用する接尾辞。
ヒ ン ト ： 
• 英数字が使用できます。 例 ： A1、 1A。
• 1つの数字に対し、[接頭]または[接尾]ボ ッ クスの

いずれかに値を入力し、 も う一方のボ ッ クスは
空欄にし ておきます。

ピン数 [ 接頭 ] および [ 接尾 ] ボ ッ クスの入力に応じ たピン
番号のプレビ ューがボ ッ クスの下に表示されます。

接頭辞増加 / 接尾辞増加 接頭辞と接尾辞のどち ら を増加するか指定し ます。

ステ ッ プ ピン番号を連続または段階的に増減するための、 正
または負の数字。

JEDEC ピン番号配列を
行う

有効な英数字が使用されるよ う にし ます。
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関連 ト ピ ッ ク

ター ミ ナルの追加

部品を整列ダイアログボ ッ クス
[ 部品を整列 ] ダイアログボ ッ クスを使用し て、 選択し たオブジ ェ ク ト の左側整列、
右側整列、 垂直の中央整列、 上側整列、 水平の中央整列を行います。 

ア クセス

• 整列し たい部品を選択 > 右ク リ ッ ク > 整列

Figure 1-16. [ 部品を整列 ] ダイアログボ ッ クス

Table 1-16. [ 部品を整列 ] ダイアログボ ッ クスの内容

名前 説明

選択し た項目を、 左端に合わせて垂直に整列させます。

選択し た項目を、 中央を通って垂直に整列させます。

選択し た項目を、 右端に合わせて垂直に整列させます。

選択し た項目を、 上端に合わせて水平に整列し ます。

選択し た項目を、 中央を通って水平に整列させます。 
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関連 ト ピ ッ ク

オブジ ェ ク ト の整列

矢印のプロパテ ィ ダイアログボ ッ クス
[ 矢印のプロパテ ィ ] ダイアログボ ッ クスには、 選択し た矢印の座標情報が表示され、
変更可能なオプシ ョ ン もあ り ます。

OK またはキャ ンセルを ク リ ッ クするまで、 [ 矢印のプロパテ ィ ] ダイアログボ ッ クス
は開いた状態です。 ダイアログボ ッ クスが開いている時に他の矢印を選択する と、
ダイアログの内容は選択し た矢印についての情報に更新されます。  

ア クセス

• 矢印を選択 > 右ク リ ッ ク > プロパテ ィ

Figure 1-17. [ 矢印のプロパテ ィ ] ダイアログボ ッ クス

選択し た項目を、 下端に合わせて水平に整列し ます。

Table 1-16. [ 部品を整列 ] ダイアログボッ クスの内容 (cont.)
名前 説明



PADS Layout GUI リ フ ァ レンス
アスキーフ ァ イルを出力ダイアログボ ッ クス

PADS Layout User’s Guide, PADS 9.0 71

関連 ト ピ ッ ク

寸法線と寸法線オブジ ェ ク ト の移動

アスキーフ ァ イルを出力ダイアログボ ッ クス
アスキーフ ァ イルを使用し て、 PADS Layout と外部 ト ラ ンスレータ も し く は以前の
バージ ョ ンの PADS Layout 間で、 設計データの交換ができます。

ア クセス

• フ ァ イルメ ニュー > 各種データ出力 > アスキーフ ァ イル形式を選択 > 保存

Table 1-17. [ 矢印のプロパテ ィ ] ダイアログボ ッ クスの内容

名前 説明

X と Y の値 選択し た 1 つまたは複数オブジ ェ ク ト の X、 Y 座標を表
示し ます。

ペアレン ト ボタ ン 選択し たオブジ ェ ク ト に付属する寸法線オブジ ェ ク ト の
[ 寸法線のプロパテ ィ ] ダイアログボ ッ クスを開きます。

[ 層 ] リ ス ト 現在使用されている層を表示し ます。 層を変更するに
は、 リ ス ト から新しい層を選択し ます。

寸法線長 現在の矢印の尾部の長さ で、 矢印を超えて伸びている線
を指定し ます。 長さ を変えるには、 別の値を入力し ま
す。

現在の矢印の形式を表示し ます。 変更するには別のボタ
ンを ク リ ッ ク し て く だ さい。

文字間隙 現在の矢印尾部と測定値文字の間隔を指定し ます。 間隔
を変えるには、 別の値を入力し ます。

線幅 尾部および矢印の現在の線幅を表示し ます。 線幅を変更
するには、 別の値を入力し ます。

矢印幅 矢印の高さ と なる、 現在の矢印の幅を表示し ます。 幅を
変更するには、 別の値を入力し ます。

矢印長 現在の矢印の先端から終端における長さ を表示し ます。
矢印の長さ を変えるには、 別の値を入力し ます。
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Figure 1-18. [ アスキーフ ァ イルを出力 ] ダイアログボ ッ クス

Table 1-18. [ アスキーフ ァ イルを出力 ] ダイアログボ ッ クスの内容

名前 説明

フ ァ イル名 データ出力する フ ァ イルの名前。

出力内容 データ出力し たいアスキーフ ァ イルの出力内容を
指定し ます。
参照 ： 出力される項目の説明

全選択 [ 出力内容 ] リ ス ト 内の全項目を選択し ます。

全選択解除 [ 出力内容 ] リ ス ト 内の全項目の選択を解除し ます。
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出力される項目の説明

Table 1-19 では、 [ アスキーフ ァ イルを出力 ] ダイアログボ ッ クスの [ 出力内容 ] 領域
にある各項目の説明を し ます。 

形式 アスキーフ ァ イルの形式を指定し ます。
ヒ ン ト ：
• PowerPCB および PowerBGA V3.0 のアスキー形式

両方で出力する場合は、 PowerPCB V3.0 をご使用
く だ さい。

• PADS Layout では PADS-Perform V6 のアスキー形
式フ ァ イルへの出力はできません。

単位系 データ出力する単位系を指定し ます。
ヒ ン ト ： アスキーフ ァ イルを、 外部 ト ラ ンスレータ
やアスキーフ ァ イルを読み込む別のプログラムで使
用する場合、 [ 現在の単位系 ] を選択し て く だ さい。
アスキーフ ァ イルを再入力し て、 .pcb データベース
と し て保存する場合は、 [ 基本単位系 ] を選択し て
く だ さい。 基本単位系は、 ソ フ ト ウエア内部での値
を格納する方法を表わし ます。 基本単位系では、 標
準的な単位系は使用されませんが、 データベース項
目の正確な位置の値が記録されます。

部品 属性階層の上位階層から継承された属性の出力を指
定し ます。

ネ ッ ト 属性階層の上位階層から継承された属性の出力を指
定し ます。

Table 1-19. ASCII 出力項目の説明

項目 出力する情報

PCB パラ メ ータ 単位や色などの一般的な設計情報 

再利用 (PDR) 物理的設計再利用の要素と定義

文字 文字

ラ イ ン ( 線分 ) 2D ラ イ ン項目

ク ラス タ ク ラス タ とユニオン

ビア ( 懸垂ビアなどの ) ビア、 ジャ ンパ、 パッ ド ス タ ッ ク情報

部品形状 フ ッ ト プ リ ン ト 情報

パッ ケージ 電気情報を出力

部品 実装部品のイ ンス タ ンスを出力

Table 1-18. [ アスキーフ ァ イルを出力 ] ダイアログボ ッ クスの内容 (cont.)
名前 説明
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ASCII フ ァ イルの出力

PADS Layout コ ンセプ ト ガイ ドの 「フ ァ イルのイ ンポー ト / エクスポー ト 項目」

ジャ ンパ ジャ ンパ
ヒ ン ト ： PowerPCB V1.1 ASCII フ ォーマ ッ ト を ク リ ッ クす
る と、 完全なジャ ンパ情報を出力できません。 PADS Layout
ではジャ ンパピンをビア と し て扱う ため、 [ ビア ] チ ェ ッ ク
ボッ クスを選択する と、 [ ジャ ンパ ] チ ェ ッ クボ ッ クスが
OFF でも、 ジャ ンパはビア と し て出力されます。

結線 未配線のピンペア

配線 ループ配線を含む配線

テ ィ ア ド ロ ッ プ テ ィ ア ド ロ ッ プ
ヒ ン ト ： PowerPCB V1.1 ASCII フ ォーマ ッ ト を ク リ ッ ク
する と、 テ ィ ア ド ロ ッ プを出力できません。 
必須事項 ： テ ィ ア ド ロ ッ プを出力するには、 配線を出力
し て く だ さい。

その他 上記以外の情報

規則 間隙、 配線、 高速回路の規則

CAM CAM コ マン ド を使用し て生成された、 プロ ッ ト フ ァ イル
構成の関連情報

ベタ 自動ベタ項目

アセンブ リ
バリ アン ト

アセンブ リバリ アン ト

テス ト ポイ ン ト テス ト ポイ ン ト と テス ト 面 ( 部品面、 半田面、 両方 )

属性 属性辞書データおよび設計内のすべての個別属性と指定
値。 属性のステータ ス ( 読取属性、 ECO 登録属性、 非表示
属性 ) も出力されます。 属性は 3.0 以前のバージ ョ ンの
フ ォーマ ッ ト で使用できる範囲で出力されます。 旧バー
ジ ョ ンでは、 一部のデフ ォル ト 属性がサポー ト されていま
せん。
ヒ ン ト ： 属性階層内の値は出力されません。

Table 1-19. ASCII 出力項目の説明 (cont.)
項目 出力する情報
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アセンブ リバリ アン ト ダイアログボ ッ クス
[ アセンブ リバリ アン ト ] ダイアログボ ッ クスを使用し て、 バリ アン ト の新規作成、
既存バリ アン ト のレビ ューや編集、 バリ アン ト のプレビ ュー、 バリ アン ト の削除、
バリ アン ト のレポー ト 作成などを行います。

ア クセス

• ツールメ ニュー > アセンブ リバリ アン ト

Figure 1-19. [ アセンブ リバリ アン ト ] ダイアログボ ッ クス

Table 1-20. [ アセンブ リバリ アン ト ] ダイアログボ ッ クスの内容

名前 説明

形式リ ス ト 表に表示する ものを指定し ます ： アセンブ リバリ アン ト また
は実装部品。

表示リ ス ト 選択内容に基づき、 バリ アン ト の表を フ ィ ルタ リ ングし ま
す ： 全部品、 挿入済部品、 未挿入部品、 代替済部品。

動詞モー ド レ イアウ ト エデ ィ タ ( ダイアログボ ッ クスの外側 ) で実装部
品に行う動作を指定し ます ： 挿入、 未挿入、 代替、 実装な
し。

名称 表に記載し たいアセンブ リバリ アン ト または実装部品の名前
を指定し ます。
ヒ ン ト ： 変更は形式リ ス ト の選択モー ド に依存し ます。 

新規置換名 新規バリ アン ト の名前を 26 文字までで指定し ます。
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[ アセンブ リバリ アン ト ] ダイアログボ ッ クスの使用

CBP を リ ングに指定ダイアログボ ッ クス
制限事項 : この情報は BGA ツールキ ッ ト のみに当てはま り ます。

このダイアログボ ッ クスを使用し て、 どの実装部品ボン ドパッ ドから どのリ ングまで
ワイヤボン ド を行うかを指定し ます。 確認画面モー ド で配置をプレビ ューする こ とが
できます。

ア クセス

• BGA ツールバーボタ ン > ワイヤボン ド ウ ィ ザー ド ボタ ン > CBP を指定ボタ ン

[ 状況 ] 領域 選択し たバリ アン ト のステータ スを指定し ます ：
挿入済、 未挿入、 置換済。 
ヒ ン ト ： [ 置換 ] を ク リ ッ クする と [ バリ アン ト / 置換 ] ダイ
アログボ ッ クスが開きます。

編集ボタ ン [ バリ アン ト / 置換 ] ダイアログボ ッ クスを開きます。
制限事項 ： 実装部品が既に置換済みでない限り、 使用できま
せん。

確認画面ボタ ン 確認画面ダイアログボッ クスを開きます。

作成ボタ ン 新規バリ アン ト を作成し、 名称リ ス ト に追加し ます。

削除ボタ ン 選択されたバリ アン ト を名称リ ス ト から削除し ます。

レポー ト ボタ ン [ レポー ト ] ダイアログボ ッ クスを開きます。

バリ アン ト /
実装部品表

名称リ ス ト で選択し たバリ アン ト または実装部品の名前と
ステータ スを表示し ます。
ヒ ン ト ： 変更は形式リ ス ト の選択モー ド に依存し ます。 

Table 1-20. [ アセンブ リバリ アン ト ] ダイアログボ ッ クスの内容 (cont.)
名前 説明
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Figure 1-20. [CBP を リ ングに指定 ] ダイアログボ ッ クス

Table 1-21. [CBP を リ ングに指定 ] ダイアログボ ッ クスの内容

名前 説明

画面表示 実装部品ボン ドパッ ド データ を CBP リ ス ト で表示する
際のオプシ ョ ンを選択し ます ： CBP、 CBP 機能、 SBP
機能

未指定 CBP のみを
表示

CBP リ ス ト に未指定の実装部品ボン ドパッ ドのみを表示
し ます。

選択済の片側 CBP の
みを表示

[ ワイヤボン ド ウ ィ ザー ド ] ダイアログボッ クスの
[ フ ァ ンアウ ト 作成 ] 領域で指定された実装部品ボン ド
パッ ドのみを表示し ます。 このオプシ ョ ンを選択し ない
場合、 [ フ ァ ンアウ ト 作成 ] 領域の現在の設定にかかわ
らず、 すべての実装部品ボン ドパッ ド を リ ス ト し ます。

CBP 列 CBP 番号を表示し ます。
制限事項 : 画面表示リ ス ト で CBP を選択し た場合のみ
表示されます。



PADS Layout User’s Guide, PADS 9.078

PADS Layout GUI リ フ ァ レンス
全層に対する画面表示色を指定ダイアログボ ッ クス

関連 ト ピ ッ ク

CBP を リ ングに指定

全層に対する画面表示色を指定ダイアログボ ッ クス
[ 全層に対する画面表示色を指定 ] ダイアログボ ッ クスで、 設計内の複数オブジ ェ ク
ト を表示または非表示にできます。

ア クセス

• 設定メ ニュー > 画面表示色を定義 > 全てに指定ボタ ン

CBP Function 列 実装部品ボン ドパッ ド機能。
制限事項 ： [ 画面表示 ] リ ス ト で CBP または CBP を選択
し た場合のみ表示されます。

SBP Function 列 サブス ト レー ト ボン ドパッ ド機能。
制限事項 ： [ 画面表示 ] リ ス ト で CBP または SBP 
Function を選択し た場合のみ表示されます。

CBP Count サブス ト レー ト ボン ドパッ ド関数に対する実装部品ボン
ドパッ ド数。
制限事項 ： [ 画面表示 ] リ ス ト で CBP Function または
SBP Function を選択し た場合のみ表示されます。

全選択ボタ ン 現在選択されている リ ングに指定するよ う、 CBP リ ス ト
にある全実装部品ボン ドパッ ド を選択し ます。

選択済反転ボタ ン 現在リ ス ト で選択されているすべての内容を反転し ま
す。 1 つの項目が選択されている場合にこのボタ ンを ク
リ ッ クする と、 その項目の選択が解除され、 残りの全項
目が選択されます。

[ 指定先 ] 領域 選択し た実装部品ボン ドパッ ドやパッ ド を指定する リ ン
グを選択し ます。 実装部品ボン ドパッ ドの指定には、 一
度に複数リ ングを選択できます。

適用ボタ ン 設定を適用し て、 実装部品ボン ドパッ ド を リ ングに指定
し ます。 指定先リ ス ト の選択内容も ク リ ア されます。 適
用ボタ ンを ク リ ッ ク し ても [CBP を リ ングへ指定 ] ダイ
アログボ ッ クスは閉じ ないため、 継続し て指定を実行で
きます。

Table 1-21. [CBP を リ ングに指定 ] ダイアログボッ クスの内容 (cont.)
名前 説明
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Figure 1-21. [ 全層に対する画面表示色を指定 ] ダイアログボ ッ クス

Table 1-22.  [ 全層に対する画面表示色を指定 ] ダイアログボッ クス

名前 説明

自動的にオブジ ェ ク ト を
可視属性に設定

オブジ ェ ク ト を表示するよ う指定し ます。

画面表示色 設計内でのオブジ ェ ク ト の表示設定を指定し ます。
• オブジ ェ ク ト 毎の画面表示色―現在背景色に設

定されている特定のオブジ ェ ク ト タ イプに対し、
全層上で色を設定し ます。 隣にある タ イルの色
設定に従って色が指定されます。 隣り合う タ イ
ルが存在し ない場合は、 カ ラーパレ ッ ト の順序
に従って指定されます。

• 層毎の画面表示色―現在背景色に設定されてい
る全オブジ ェ ク ト に対し、 同一層上で色を設定
し ます。 隣にある タ イルの色設定に従って色が
指定されます。 隣り合う タ イルが存在し ない場
合は、 カ ラーパレ ッ ト の順序に従って指定され
ます。

• 選択済表示色―背景色に設定されている全オブ
ジ ェ ク ト に対し、 [ 画面表示色を定義 ] ダイアロ
グボ ッ クスのカ ラーパレ ッ ト から選択し た色を
全層上で設定し ます。

[ 可視属性チ ェ ッ クボッ
クスを更新 ] チ ェ ッ ク
ボ ッ クス

このオプシ ョ ンを選択する と、 層にデータが存在す
る場合、 カ ラーマ ト リ クス周囲の可視性チ ェ ッ ク
ボ ッ クスが ON にな り、 データが存在し ない場合は
OFF にな り ます。

[ 使用可能状況を更新 ]
チ ェ ッ クボ ッ クス

層の有効 / 無効ダイアログボ ッ クスの層設定に基づ
いて、 色の指定を行います。 このチ ェ ッ クボ ッ クス
を選択する と、 データ を含まない非電気層は無効に
な り ます。
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関連 ト ピ ッ ク

全オブジ ェ ク ト を表示

画面上でオブジ ェ ク ト を非表示にする

ゲー ト の部品形状を指定ダイアログボ ッ クス
[ ゲー ト の部品形状を指定 ] ダイアログボ ッ クスを使用し て、 ゲー ト にデフ ォル ト
および代替 CAE 部品形状を指定し ます。

ヒ ン ト ： このダイアログボ ッ クスでは、 [ 部品情報 ] ダイアログボ ッ クスの [PCB 部品
形状 ] タ ブ と同様の機能を持ちますが、 PCB 部品形状ではな く ロジ ッ ク部品形状を扱
います。

ア クセス

• フ ァ イルメ ニュー > ラ イブ ラ リ  > ラ イブ ラ リ を選択 > 部品ボタ ン > 部品を選択 
> 新規または編集ボタ ン > ゲー ト タ ブ > CAE 形状タ ブをダブルク リ ッ ク  > 
参照ボタ ン

Figure 1-22. [ ゲー ト の部品形状を指定 ] ダイアログボ ッ クス

全オブジ ェ ク ト を背景色
に指定

このオプシ ョ ンを選択する と、 全層上の全オブジ ェ
ク ト の色が現在の背景色に変更され、 全層上の全オ
ブジ ェ ク ト が非表示にな り ます。

Table 1-22.  [ 全層に対する画面表示色を指定 ] ダイアログボ ッ クス (cont.)
名前 説明
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関連 ト ピ ッ ク

ゲー ト に CAE 部品形状を指定

実装部品にピン番号を割り当てダイアログボ ッ クス
の使用

パー ト タ イプを変更し て、 部品形状やピン番号が変更される場合、 新たな部品形状
ピン番号に結線を再指定する必要があ り ます。 [ 実装部品にピン番号を割り当て ]
ダイアログボッ クスを使用し て、 旧部品形状結線を新規部品形状結線を正し く マ ッ プ
し ます。

ア クセス

• 設計内で部品 / 実装部品を変更し ます。

Table 1-23. [ ゲー ト の部品形状を指定 ] ダイアログボ ッ クスの内容

名前 説明

ラ イブ ラ リ リ ス ト 使用可能なすべてのラ イブ ラ リが表示されます。

フ ィ ルタ 未指定部品形状リ ス ト を絞り込みます。 
ヒ ン ト ： ワイルド カー ド も使用できます。

ピン数 選択し たゲー ト のピン数が表示されます。

適用 フ ィ ルタ引数を実行し ます。

確認画面 選択し た部品形状を表示し ます。

未指定部品形状リ ス ト 選択し たラ イブ ラ リの選択ゲー ト に指定できる未指定
部品形状がすべて一覧表示されます。

新規指定 [ 新規ゲー ト 部品形状を指定 ] ダイアログボ ッ クスを
開きます。

指定 >> 選択し た部品形状を [ 未指定部品形状 ] リ ス ト から
[ 指定済部品外形 ] リ ス ト に移動し ます。

<< 解除 選択し た部品形状を [ 指定済部品外形 ] リ ス ト から
[ 未指定部品形状 ] リ ス ト に移動し ます。

指定済部品外形リ ス ト 選択し たラ イブ ラ リの選択ゲー ト に指定された部品
形状がすべて表示されます。

上 / 下 選択し た部品形状を上または下に移動し ます。
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Figure 1-23. [ 実装部品にピン番号を割り当て ] ダイアログボ ッ クス

Table 1-24. [ 実装部品にピン番号割り当て ] ダイアログボ ッ クスの内容

名前 説明

[ ネ ッ ト 名称 ] 列 既存の部品形状ピン番号に接続されたネ ッ ト を表示し ま
す。

既存 ネ ッ ト に接続された既存のピン番号を表示し ます。

新規 ネ ッ ト に接続された新規ピン番号を指定し ます。
ヒ ン ト ： 可能な限り新規の部品形状ピン番号は一致し て
います。 新コ ラムのセルは空および / または未指定のピ
ン リ ス ト にピン番号が表示されます。

解除ボタ ン 選択し た新規ピンを [ 解除済みピン ] リ ス ト に移動し ま
す。

指定ボタ ン 選択し た未指定ピンを選択し た新規ピンセルに移動し ま
す。

解除済みピン リ ス ト この実装部品と関連付けられた未指定ピンをすべて表示
し ます。

現在のピンマ ッ ピン
グを他の実装部品に
使用する

他のすべての実装部品に対し て このピンマ ッ ピングを使
用するよ う指定し ます。
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関連 ト ピ ッ ク

[ ピン番号を指定 ] ダイアログボ ッ クスの使用

シ ョ ー ト カ ッ ト 割り当てダイアログボ ッ クス
[ シ ョ ー ト カ ッ ト 割り当て ] ダイアログボ ッ クスを使用し て、 新規シ ョ ー ト カ ッ ト
キーを作成し ます。

ア クセス

• ツールメ ニュー > カス タ マイズ > キーボー ド と マウス タ ブ > 新規ボタ ン

Figure 1-24. [ シ ョ ー ト カ ッ ト 割り当て ] ダイアログボ ッ クス

属性辞書ダイアログボ ッ クス
[ オブジ ェ ク ト の属性 ] ダイアログボ ッ クス ( オブジ ェ ク ト を選択 > 右ク リ ッ ク >
属性 ) を使用し て新規属性を設計オブジ ェ ク ト に追加できますが、 属性値のプロパ
テ ィ 設定には属性辞書を使う必要があ り ます。 設計における新規属性の作成や、 設計
内の属性の編集や削除には、 属性辞書の使用を推奨し ます。 また、 設計に属性を指定
し た り、 オブジ ェ ク ト から属性を削除する際にも、 属性辞書を使用できます。

Table 1-25. [ シ ョ ー ト カ ッ ト キー割り当て ] ダイアログボ ッ クスの内容

名前 説明

新規シ ョ ー ト カ ッ ト キー 使用し たいシ ョ ー ト カ ッ ト キーを入力し ます。

ポイ ン タ イベン ト を選択 ポイ ン タ イベン ト シ ョ ー ト カ ッ ト を設定し ます。

他のコマン ド に割り当て
られた同様のコマン ド

他のコマン ド に割り当てられたシ ョ ー ト カ ッ ト を
表示し ます。
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ア クセス

• 編集メ ニュー > 属性辞書

Figure 1-25. [ 属性辞書 ] ダイアログボ ッ クス

Table 1-26. [ 属性辞書 ] ダイアログボ ッ クスの内容

名前 説明

属性 属性リ ス ト で選択し た属性の名前。

グループ 選択し たグループのみ表示するよ う、 属性リ ス ト を絞り
込みます。

属性リ ス ト 使用できる属性がすべて表示されます。

非表示属性も表示 表示属性を持たない属性グループ も表示するよ う指定し
ます。 
ヒ ン ト ： 属性を非表示にするかど うかは、 属性プロパ
テ ィ ダイアログボ ッ クス、 オブジ ェ ク ト タ ブで設定し ま
す。

新規 [ 属性プロパテ ィ ] ダイアログボ ッ クスを開きます。

削除 選択し た属性を削除し ます。
ヒ ン ト ： デフ ォル ト 属性を削除する こ と もできますが、
推奨し てお り ません。 デフ ォル ト 属性は設計のみに用意
され、 オブジ ェ ク ト には割り当てられていないため、 削
除する必要はあ り ません。
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関連 ト ピ ッ ク

属性辞書の使用

属性マネージャダイアログボ ッ クス
属性マネージャ を使用し て、 設計内の全てのオブジ ェ ク ト の全属性を見る こ とができ
ます。 属性マネージャでは、 設計内の全ての属性をスプレ ッ ド シー ト 形式で表示し ま
す。 属性マネージャ を使用し て、 複数のオブジ ェ ク ト 形式の属性値を追加、 編集、 削
除できます。 また、 同じ形式のオブジ ェ ク ト に指定された属性のそれぞれの値に基づ
いた、 属性値の要約を作成する こ と も可能です。 

ア クセス

• 編集メ ニュー > 属性

プロパテ ィ [ 属性プロパテ ィ ] ダイアログボ ッ クスを開きます。
必須事項 ： 属性が ECO 登録済みの場合は、 ECO モー ド
を使用し ないと属性を編集できません。 
ヒ ン ト ： デフ ォル ト 属性を修正する こ と もできますが、
推奨し てお り ません。

V3.0β 設計自動読込 設計が読み込まれたら、 属性を自動的に更新し ます。

読込開始 現在のラ イブ ラ リのパー ト タ イプ と部品形状の属性を属
性辞書へ自動的に読み込みます。

Table 1-26. [ 属性辞書 ] ダイアログボッ クスの内容 (cont.)
名前 説明
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Figure 1-26. [ 属性マネージャ ] ダイアログボ ッ クス

Table 1-27. [ 属性マネージャ ] ダイアログボ ッ クスの内容

名前 説明

[ 画面表示 ] 領域 スプレ ッ ド シー ト のタ ブに表示する内容を指定し ます。
• 選択済―設計内で選択し た属性を表示し ます。
• フ ィ ルタ―未指定部品形状リ ス ト を絞り込みます。

ヒ ン ト ： ワイルド カー ド も使用できます。
ヒ ン ト ： [ 属性を画面表示 ] ダイアログボッ クスで表示
する属性を選択し ないと、 属性はスプレ ッ ド シー ト に
表示されません。

フ ィ ルタ適用 フ ィ ルタ引数を実行し ます。

表示 [ 属性を画面表示 ] ダイアログボ ッ クスを開きます。

非表示 選択し た列をスプレ ッ ド シー ト のタ ブで非表示にし ま
す。

階層レベル 属性値が持つ優先順位。 リ ス ト の最上部にあるオブジ ェ
ク ト の優先順位が一番高 く な り ます。

スプレ ッ ド シー ト の
タ ブ

[ 画面表示 ] と [ 属性 ] 領域での選択内容に基づき、 現在
のタ ブに応じ た属性が表示されます ： 実装部品、 ネ ッ ト
ク ラス、 ネ ッ ト 、 部品形状、 パー ト タ イプ、 ピン、 ビ
ア。

追加 ボタ ン 選択し たセルに属性を追加し ます。

削除ボタ ン 選択し たセルから属性を削除し ます。
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関連 ト ピ ッ ク

属性マネージャの使用

属性プロパテ ィ ダイアログボ ッ クス、 オブジ ェ ク ト
タ ブ

[ オブジ ェ ク ト ] タ ブを使用し て、 オブジ ェ ク ト に属性を指定し、 その属性の階層を
設定し ます。

属性がシステム属性の場合、 ダイアログボ ッ クス内の項目は、 [ オブジ ェ ク ト ] タ ブ
にあるシステム属性オプシ ョ ン以外は、 すべて使用できな く な り ます。 ( システム
属性オプシ ョ ンは、 システム属性フ ラグを OFF にするのに使用し ます。 )

ア クセス

• 編集メ ニュー > 属性辞書 > 属性を選択 > プロパテ ィ ボタ ン > オブジ ェ ク ト タ ブ

または

• 編集メ ニュー > 属性辞書 > 新規ボタ ン > オブジ ェ ク ト タ ブ

編集ボタ ン 選択し たセルを編集できるよ う にし ます。

列全体ボタ ン その列のあるセルに入力し た内容を、 列内のすべての
セルに入力し ます。

Table 1-27. [ 属性マネージャ ] ダイアログボッ クスの内容 (cont.)
名前 説明
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Figure 1-27. [ オブジ ェ ク ト ] タ ブ

Table 1-28. [ オブジ ェ ク ト ] タ ブの内容

名前 説明

属性 属性の名前。

ラ イブ ラ リ属性参照
ボタ ン

ラ イブ ラ リ属性を参照ダイアログボ ッ クスを開きます。

オブジ ェ ク ト 属性に対し て使用できるオブジ ェ ク ト のリ ス ト 。

階層 属性値が持つ優先順位。 リ ス ト の最上部にあるオブジ ェ
ク ト の優先順位が一番高 く な り ます。

上側 / 下側ボタ ン 選択し たオブジ ェ ク ト 階層を上または下に移動し ます。
リ ス ト の最上部にあるオブジ ェ ク ト の優先順位が一番高
く な り ます。
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関連 ト ピ ッ ク

属性プロパテ ィ の設定

属性プロパテ ィ ダイアログボ ッ クス、 形式タ ブ
このタ ブを使用し て属性形式を設定し ます。

ア クセス

• 編集メ ニュー > 属性辞書 > 属性を選択 > プロパテ ィ ボタ ン 

または

• 編集メ ニュー > 属性辞書 > 新規ボタ ン 

デフ ォル ト 階層使用 デフ ォル ト 階層を変更し たい場合、 このチ ェ ッ クボ ッ ク
スをオフにし ます。
制限事項 ： 階層の修正は禁止されています。 PADS 
Layout では、 特定の論理階層が自動的に設定されます。
た と えば、 通常、 ネ ッ ト ク ラスからネ ッ ト を作成する こ
とはできないので、 ネ ッ ト よ り上の階層にネ ッ ト ク ラス
を置 く こ とができません。 PADS Layout では、 ネ ッ ト は
ネ ッ ト ク ラスよ り上の階層に自動的に配置されます。

ECO 登録有効 属性が ECO 登録の場合、 指定する こ とができます。 そ
の場合、 属性への変更内容は ECO フ ァ イルへ記録され
ます。 このチ ェ ッ クボ ッ クスを選択する と、 ECO ツー
ルボ ッ クスが開いている時 (ECO モー ド ) のみ、 属性を
修正できます。

システム属性 属性がシステム属性かど うかを表示し ます。 システム属
性は、 PADS Layout や、 オー ト メ ーシ ョ ンスク リ プ ト
(Sax Basic など ) といった外部プログラムで使用されま
す。 このチ ェ ッ クボ ッ クスを選択する と、 内部設定され
た属性や、 PADS Layout の動作に重大な影響を及ぼす属
性を修正できないよ う にな り ます。 

読取属性 属性値が読み取り専用かど うかを表示し ます。 読み取り
専用の場合、 属性値はラ イブ ラ リ以外では変更できませ
ん。 ただ し、 属性プロパテ ィ を修正する こ とは可能で
す。 属性値を変更する場合は、 ラ イブ ラ リ内で行って く
だ さい。

非表示属性 属性が隠れるため、 属性を見る こ とや修正する こ とはで
きません。 属性は、 どのダイアログボ ッ クスにも現れま
せん。 

Table 1-28. [ オブジ ェ ク ト ] タ ブの内容 (cont.)
名前 説明
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[ 形式 ] タ ブの内容は、 選択し たものに応じ て異な り ます。 主な違いは以下のとお り
です ：

• Figure 1-28: [ 形式 ] タ ブ―整数

• Figure 1-29: [ 形式 ] タ ブ―測定

• Figure 1-30: [ 形式 ] タ ブ―一覧

Figure 1-28. [ 形式 ] タ ブ―整数
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Figure 1-29. [ 形式 ] タ ブ―測定
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Figure 1-30. [ 形式 ] タ ブ―一覧

Table 1-29. [ 形式 ] タ ブの内容

名前 説明

属性 属性の名前。

ラ イブ ラ リ属性参照
ボタ ン

ラ イブ ラ リ属性を参照ダイアログボ ッ クスを開きます。

任意文字 属性値と し て文字列を入力できます。

はい / いいえ 属性値と し て 「はい」、 「いいえ」 を選択できる リ ス ト を
作成し ます。

整数 属性値と し て整数を入力する こ とができます。

浮動小数点 属性値と し て浮動小数点を入力する こ とができます。

測定 属性値の測定を決定する こ とができます。 単位と関連付
けられた物理量と な り ます。

一覧 値を選択するためのリ ス ト を作成できます。
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関連 ト ピ ッ ク

属性プロパテ ィ の設定

バッ クワー ド ア ノ テーシ ョ ンダイアログボ ッ クス
DxDesigner Link では、 バッ クワー ド ア ノ テーシ ョ ンを行う と PADS Layout 設計
フ ァ イルから DxDesigner 回路図にデータが送信され、 PADS Layout 設計と一致する
よ う回路図が更新されます。

[ バッ クワー ド ア ノ テーシ ョ ン ] ダイアログボ ッ クスで、 バッ クワー ド ア ノ テーシ ョ
ンに使用するレ イアウ ト 設計データ を指定し ます。

ヒ ン ト ： バッ クワー ド ア ノ テーシ ョ ン時の予期せぬ変更を避けるため、 バッ クワー ド
ア ノ テーシ ョ ン前にデータの比較を行って く だ さい。

ア クセス

• ツールメ ニュー > DxDesigner > PCB からバッ クワー ド ボタ ン

大文字小文字を区別 リ ス ト の内容の大文字 ・ 小文字を保持し ます。 
ヒ ン ト ： この設定は、 探索ダイアログボ ッ クスや属性マ
ネージャダイアログボ ッ クスのソー ト や検索にも影響し
ます。

制限 　 最小 / 最大 測定属性形式の範囲を指定できます。 [ 最小 ] および
[ 最大 ] ボ ッ クスに数値を入力し、 範囲を設定し ます。
PADS Layout は、 [ 制限 ] 領域の値に対し て検査を行い
ます。 

短縮 単位系に使用する略語。

単位系 単位の名前。

数量 数量 ( 測定する もの )。

一覧リ ス ト 属性のユーザー定義のリ ス ト を指定し ます。

設定ボタ ン リ ス ト に項目を追加し ます。

消去ボタ ン 選択し た項目を リ ス ト から削除し ます。

全初期化ボタ ン リ ス ト から全項目を削除し ます。

ユーザー初期化
ボタ ン

リ ス ト からユーザー定義の単位をすべて削除し ます。
デフ ォル ト の単位はリ ス ト から削除されません。

Table 1-29. [ 形式 ] タ ブの内容 (cont.)
名前 説明
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Figure 1-31. [ バッ クワー ド ア ノ テーシ ョ ン ] ダイアログボ ッ クス

関連 ト ピ ッ ク

バッ クワー ド ア ノ テーシ ョ ン

Table 1-30. [ バッ クワー ド ア ノ テーシ ョ ン ] ダイアログボ ッ クスの内容

名前 説明

ECO 各種定義 • 既存のECO フ ァ イルを使用—既存のECO フ ァ イルを
使用し ます。
ヒ ン ト : バッ クワー ド ア ノ テーシ ョ ン操作では、 レ
イアウ ト 設計と同じ名前で .eco 拡張子を持つフ ァ イ
ルがまず検索されます。 そのよ う なフ ァ イルが見つ
からない場合は、 ECO フ ァ イルを選択できます。

• ネ ッ ト リ ス ト 比較を使用し て ECO フ ァ イルを作成 —
DxDesigner で PADS Layout 設計と回路図を比較し、
ECO フ ァ イルを新規作成し ます。

回路図に伝達する
データ

DxDesigner 回路図に送信するデータ を選択し ます。 以下
を送信できます :
• 部品、 ネ ッ ト リ ス ト 、 属性名と属性値
• 設計規則

ヒ ン ト ： バッ クワー ド ア ノ テーシ ョ ン操作で設計規則を
含めるには、 [ 各種定義 ] タ ブで設計規則を比較を選択
し ていても、 [ 設計規則 ] オプシ ョ ンを選択し て く だ さ
い。

回路図を更新する前
に停止

更新によ り DxDesigner 回路図へ行われる変更箇所を含
む ECO フ ァ イルをレビ ューできます。
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ベーシ ッ クスク リ プ ト エデ ィ タ ダイアログボ ッ クス
ベーシ ッ ク (Basic) は、 シンプルなスク リ プ ト 言語です。 Microsoft Word や Excel と
いった多 く の Windows アプ リ ケーシ ョ ン と同様、 PADS アプ リ ケーシ ョ ンにはベー
シ ッ クの機能が含まれ、 標準のスク リ プ ト 言語を使用し てアプ リ ケーシ ョ ンを カス タ
マイズできるよ う になっています。

ベーシ ッ クスク リ プ ト エデ ィ タ を使用し て、 PADS アプ リ ケーシ ョ ンからベーシ ッ ク
スク リ プ ト の作成、 編集、 実行、 ト ラ ブルシューテ ィ ングが可能です。 

ア クセス

• ツールメ ニュー > ベーシ ッ クスク リ プ ト  > ベーシ ッ クスク リ プ ト エデ ィ タ

(PADS Router では、 アウ ト プ ッ ト ウ ィ ン ド ウを ク リ ッ ク し、 [ ベーシ ッ ク ]
タ ブを選択する こ と もできます。 )

Figure 1-32. ベーシ ッ クスク リ プ ト エデ ィ タ

PADS Layout および PADS Logic PADS Router
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関連 ト ピ ッ ク

ベーシ ッ クスク リ プ ト ダイアログボ ッ クス
[ ベーシ ッ クスク リ プ ト ] ダイアログボ ッ クスを使用し てスク リ プ ト にアクセス し ま
す。 このダイアログボ ッ クスで、 使用頻度の高いスク リ プ ト を読み込み、 実行する こ
とが可能です。 使用頻度の低いスク リ プ ト をアンロー ド する こ と もできます。 この
ダイアログボッ クスでは、 既存のサンプルスク リ プ ト のみ実行し ます。 

ア クセス

• ツールメ ニュー > ベーシ ッ クスク リ プ ト > ベーシ ッ クスク リ プ ト

Figure 1-33. [ ベーシ ッ クスク リ プ ト ] ダイアログボ ッ クス

スク リ プ ト の管理 スク リ プ ト のデバッ グ

スク リ プ ト の作成 マク ロ言語

スク リ プ ト の実行 Routing コ ンセプ ト ガイ ドの 「プログラ ミ
ング」 章の 「ベーシ ッ クスク リ プ ト 」

PADS Layout コ ンセプ ト ガイ ドの 「設計」
章の 「ベーシ ッ クスク リ プ ト 」

Table 1-31. [ ベーシ ッ クスク リ プ ト ] ダイアログボ ッ クスの内容

名前 説明

スク リ プ ト リ ス ト 読み込まれたスク リ プ ト を表示し ます。 スク リ プ ト ド ロ ッ
プダウン リ ス ト と スク リ プ ト リ ス ト は同期し ています。
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関連 ト ピ ッ ク

ベーシ ッ クエデ ィ タ ダイアログボ ッ クス

BGA 配線ウ ィ ザー ド ダイアログボ ッ クス
BGA ツールバーで BGA 配線ウ ィ ザー ド ボタ ンを選択する と、 [BGA 配線ウ ィ ザー ド ]
ダイアログボッ クスが表示されます。 [BGA 配線ウ ィ ザー ド ] ダイアログボ ッ クスを
使用し て、 結線のみ生成または結線と配線の生成が行えます。

制限事項 : この情報は BGA ツールキ ッ ト のみに当てはま り ます。

初めて [BGA 配線ウ ィ ザー ド ] ダイアログボ ッ クスを開 く 際 ( 設計毎 ) に、 現在の設
計の論理フ ァ ミ リ に基づき、 ダイ参照名および BGA 参照名ド ロ ッ プダウン リ ス ト が
自動的に表示されます。

ヒ ン ト : ダイ参照名については、 BGA 配線ウ ィ ザー ドはダイ部品またはフ リ ッ
プチ ッ プ 「特殊用途」 設定を持つ部品を探し ます。 複数みつかった場合は、 そ

X ボタ ンを ク リ ッ クする と、 ダイアログボ ッ クスの下半分
が非表示にな り、 ダイアログボ ッ クスの左上部分のみ操作
可能と な り ます。 縮小モー ド では、 リ ス ト からスク リ プ ト
を選択し て Enter キーを押すか、 リ ス ト 内のスク リ プ ト を
ダブルク リ ッ ク し ます。

メ ニュー組込 ツールメ ニューの [ ベーシ ッ クスク リ プ ト ] サブ メ ニュー
にスク リ プ ト を追加し ます。 [ ベーシ ッ クスク リ プ ト ] ダイ
アログボ ッ クスを開かな く ても、 頻繁に使用するスク リ プ
ト を メ ニューから直接実行できるよ う にな り ます。

実行 現在選択中のスク リ プ ト を実行し ます。 

編集 選択し たスク リ プ ト を編集できる [Sax Basic Engine] ダイア
ログボ ッ クスが表示されます。

フ ァ イル読込 スク リ プ ト を リ ス ト に読み込みます。 最大 32,767 のスク リ
プ ト を読み込み可能です。 スク リ プ ト は、 読み込み時には
コ ンパイルされません。 スク リ プ ト を実行する と、 コ ンパ
イルされます。
このダイアログボ ッ クスに読み込んだスク リ プ ト のリ ス ト
は、 VBScripts.ini フ ァ イルに保存され、 [ ベーシ ッ クスク リ
プ ト ] ダイアログボ ッ クスを開 く たびに、 これらのスク リ
プ ト が読み込まれます。

フ ァ イル解除 選択し たスク リ プ ト を このダイアログボ ッ クスからアン
ロー ド し ます。

Table 1-31. [ ベーシ ッ クスク リ プ ト ] ダイアログボ ッ クスの内容 (cont.)
名前 説明
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の内の 1 つがラ ンダムに選択されます。 いずれもみつからない場合、 実装部品
がラ ンダムに選択されます。

ヒ ン ト : BGA 参照名については、 BGA 配線ウ ィ ザー ドは BGA 論理フ ァ ミ リ を
探し ます。 この論理フ ァ ミ リ を持つダイが見つからない場合、 実装部品がラ ン
ダムに選択されます。 複数のダイがこの論理フ ァ ミ リ を持っている場合、 その
論理フ ァ ミ リから 1 つのダイがラ ンダムに選択されます。

[ 実行 ] または [OK] を ク リ ッ クする と、 [BGA 配線ウ ィ ザー ド ] ダイアログボ ッ クス 
で行った変更が設計で保存されます。

ダイウ ィ ザー ド には 4 つのタ ブがあ り ます ：

• 結線仕様

• 配線仕様

• パッ ド選択

• BGA フ ァ ンアウ ト

使用可能な タ ブは [ 動作内容 ] 領域で、 [ 結線を生成 ] を選択し たか [ 結線と配線を生
成 ] を選択し たかによ って異な り ます。 

• [ 結線を生成 ] を選択し た場合、 [ 配線仕様 ] タ ブはグレー表示されます。 

• [ 結線と配線を生成 ] を選択し た場合、 [ 結線仕様 ] タ ブはグレー表示されます。

• 片面設計を作成する場合、 [BGA フ ァ ンアウ ト ] タ ブはグレー表示されます。

ア クセス

• BGA ツールバーボタ ン > 配線ウ ィ ザー ド ボタ ン
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Figure 1-34. [BGA 配線ウ ィ ザー ド ] ダイアログボ ッ クス

Table 1-32. [BGA 配線ウ ィ ザー ド ] ダイアログボ ッ クスの内容

名前 説明

ダイ参照名リ ス ト 初めて [BGA 配線ウ ィ ザー ド ] ダイアログボ ッ クスを開
く 際 ( 設計毎 ) に、 現在の設計の論理フ ァ ミ リ を基にダ
イ参照名を表示し ます。 BGA 配線ウ ィ ザー ドはダイ部品
またはフ リ ッ プチ ッ プ 「特殊用途」 設定を持つ部品を探
し ます。 複数みつかった場合は、 その内の 1 つがラ ンダ
ムに選択されます。 いずれもみつからない場合、 実装部
品がラ ンダムに選択されます。

BGA 参照名リ ス ト 初めて [BGA 配線ウ ィ ザー ド ] ダイアログボ ッ クスを開
く 際 ( 設計毎 ) に、 現在の設計の論理フ ァ ミ リ を基に
BGA 参照名を表示し ます。 BGA 配線ウ ィ ザー ドは BGA
論理フ ァ ミ リ を探し ます。 この論理フ ァ ミ リ を持つダイ
が見つからない場合、 実装部品がラ ンダムに選択されま
す。 複数のダイがこの論理フ ァ ミ リ を持っている場合、
その論理フ ァ ミ リから 1 つのダイがラ ンダムに選択され
ます。
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[ 動作内容 ] 領域 • 結線を生成 — ダイ と BGA 実装部品ピン間の論理結線
を作成し ます。 結線は配線されませんが、 結線仕様
タ ブで指定し てお く と BGA フ ァ ンアウ ト および SBP
フ ァ ンアウ ト が作成されます。

• 結線と配線を生成 — 実装部品ピン間で論理結線を作
成し、 配線を行う配線パターンを作成し ます。 処理
中に以下が行われます ：
• BGA フ ァ ンアウ ト が作成されます。 これは両面設

計でのみ実行されます。
• 屈曲配線と  メ ッキ付き尾部が作成されます。
• SBP は屈曲配線およびダイ ピン間の論理結線の終

端に論理的に割り当て され、 BGA ピンが作成され
ます。

• SBP フ ァ ンアウ ト と任意角度結合配線が作成され
ます。

• BGA 配線ウ ィ ザー ドはダイ層と BGA 層にのみ配線
パターンを作成し ます。 BGA 層には BGA フ ァ ン
アウ ト のみが含まれます。 他のすべての配線パ
ターン ( 屈曲配線と メ ッキ付き尾部、 SBP フ ァ ン
アウ ト と任意角度結合配線 ) の部品はダイ層に作
成されます。

タ ブ • 結線仕様
• 配線仕様
• パッ ド選択
• BGA フ ァ ンアウ ト

設定保存ボタ ン BGA 配線ウ ィ ザー ド ダイアログボ ッ クスで行った選択
を .brw 拡張子の付いたテキス ト フ ァ イルに保存し ます。 
このフ ァ イルは \PADS Projects フ ォルダに保存されま
す。

設定読込ボタ ン BGA 配線ウ ィ ザー ド設定を格納する .brw フ ァ イルを
開きます。

実行ボタ ン BGA 配線ウ ィ ザー ド ダイアログボ ッ クスで行った選択
を使用し て配線プロセスを実行し ます。 

最終実行取消ボタ ン 設計を、 配線処理を行う前の状態に戻し ます。 最終実行
取消 は、 配線プロセスを実行するまで使用できません。 

Table 1-32. [BGA 配線ウ ィ ザー ド ] ダイアログボ ッ クスの内容 (cont.)
名前 説明
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Figure 1-35. BGA 配線ウ ィ ザー ド、 [ 結線仕様 ] タ ブ

Table 1-33. [ 結線仕様 ] タ ブの内容

名前 説明

既存のネ ッ ト 前も って定義された結線処理を制御し ます。
• このオプシ ョ ンを選択する と、 BGA および SBP フ ァ

ンアウ ト が作成される
よ う、 事前定義された結線処理が行われます。

• このオプシ ョ ンを選択し ない場合、 既に信号に属し
ているダイおよび BGA ピンは処理から除外されま
す。 [ 結線仕様 ] タ ブで指定される BGA フ ァ ンアウ
ト および SBP フ ァ ンアウ ト 処理も前も って定義され
た結線には行われません。

BGA ウ ィ ザー ドはピンを障害物と解釈するため、 迂回
を行いながら配線を行います。 新規配線が既存配線と干
渉する場合、 シ ョ ー ト は配置されず、 新規結線は配線解
除されます。 BGA または SBP ピンに既存フ ァ ンアウ ト
がある と、 処理時に使われます。
ヒ ン ト ： [ パッ ド選択 ] タ ブを使用し て事前定義の結線
の一部を除外する こ とができます。
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サブス ト レー ト
ボン ドパッ ド を
フ ァ ンアウ ト

結線作成時に SBP フ ァ ンアウ ト を作成し ます。 SBP
フ ァ ンアウ ト 領域でエスケープ長と配線幅を指定し ま
す。

BGA フ ァ ンアウ ト 結線作成時に BGA フ ァ ンアウ ト を作成し ます。 この
オプシ ョ ンは両面実装基板パッ ケージでのみ使用可能で
す。

[ 領域指定 ] 領域 [ パッ ド選択 ] タ ブに表示される領域指定を制御し、 接
続を行う ダイパッ ド と BGA パッ ドのセ ッ ト を作成し ま
す。
• 片側 — ダイは方向で領域指定され、 パッ ド セ ッ ト は

以下と な り ます ： 右、 左、 上、 下。
• 象限 — ダイは四分円で領域指定されます ：

左上、 右上、 左下、 右下。
参照 ： コ ンセプ ト ガイ ドの 「ダイの分割」

ピン関数からネ ッ ト
名を取得

新規ネ ッ ト 名の生成を制御し ます。 ピン関数を基に新規
ネ ッ ト に名前をつける場合、 このオプシ ョ ンを選択し ま
す。

[ ネ ッ ト 名の各種定義
] 領域

• 同一ネ ッ ト 名のパッ ド と結合 — 同じ関数名を持つ
ダイパッ ド を 1 つのネ ッ ト へ結合し ます。

• 反復ネ ッ ト 名 — 同じ名前を持つ各ダイパッ ド に対し
て個別のネ ッ ト を作成し ます。 た と えば、 複数の
GND ダイパッ ドは GND1、 GND2 といったネ ッ ト 名
を与えられます。

ネ ッ ト 名の定義は [ 結線仕様 ] タ ブ と [ 配線仕様 ] タ ブ
間で共有されます。 いずれかのタ ブでネ ッ ト 名の定義を
変更する と、 も う一方のタ ブでも変更されます。

Table 1-33. [ 結線仕様 ] タ ブの内容 (cont.)
名前 説明
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配線長 SBP フ ァ ンアウ ト 配線長を定義し ます。 配線長はパッ ド
端から配線末まで測定されます。 値に 0 が入力される と
配線は作成されません。 この配線作成時には、 SMD か
ら コーナーの規則も考慮されます。 この規則によ り、
BGA 配線ウ ィ ザー ドは配線長ボ ッ クスで要求された配
線よ り も長い配線を作成できます。

配線幅 SBP フ ァ ンアウ ト 配線幅を定義し ます。 配線幅は [ 間隙
規則 ] ダイアログボ ッ クスで設定された最小 / 最大規則
に従う必要があ り ます。
参照 ： 設計規則の設定

Table 1-33. [ 結線仕様 ] タ ブの内容 (cont.)
名前 説明
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Figure 1-36. BGA 配線ウ ィ ザー ド、 [ 配線仕様 ] タ ブ

Table 1-34. [ 配線仕様 ] タ ブの内容

名前 説明

配線の結合と SBP
フ ァ ンアウ ト

SBP フ ァ ンアウ ト および任意角度接続配線のパターン
作成時に使われる配線幅の規則を定義し ます。
最小値および推奨値ボ ッ クスに値を入力し ます。 [ 間隙
規則 ] ダイアログボ ッ クスで定義されている配線幅の最
小 / 最大値の間の値を入力し て く だ さい。
参照 ： 設計規則の設定
BGA 配線ウ ィ ザー ドは、 可能な場合は推奨値を使いま
す。 推奨値で配線できない
接続の場合のみ最小値が使われます。

屈曲配線と メ ッキ
付き尾部

屈曲パターンおよび メ ッ キ付き尾部の配線パターン作成
時に使われる配線幅の規則を定義し ます。
最小値および推奨値ボ ッ クスに値を入力し ます。 [ 間隙
規則 ] ダイアログボ ッ クスで定義されている配線幅の最
小 / 最大値の間の値を入力し て く だ さい。
参照 ： 設計規則の設定
BGA 配線ウ ィ ザー ドは、 可能な場合は常に推奨値を使
います。 推奨値で配線できない接続の場合のみ最小値が
使われます。

規則ボタ ン [ デフ ォル ト 規則 ] ダイアログボ ッ クスを開きます。
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既存のネ ッ ト 事前に定義された結線処理を制御し ます。
• このオプシ ョ ンを選択する と、 BGA および SBP フ ァ

ンアウ ト が作成されるよ う、 事前に定義された結線
処理が行われます。

• このオプシ ョ ンを選択し ない場合、 既に信号に属し
ているダイおよび BGA ピンは処理から除外されま
す。 [ 結線仕様 ] タ ブで指定される BGA フ ァ ンアウ
ト および SBP フ ァ ンアウ ト 処理も前も って定義され
た結線には行われません。

BGA ウ ィ ザー ドはピンを障害物と解釈するため、 迂回
を行いながら配線を行います。 新規配線が既存配線と
干渉する場合、 シ ョ ー ト は配置されず、 新規結線は配線
解除されます。 BGA または SBP ピンに既存フ ァ ンアウ
ト がある と、 処理時に使われます。
ヒ ン ト ： パッ ド選択タ ブを使用し て事前定義の結線の
一部を除外する こ とができます。

メ ッキ付尾部 屈曲配線時のメ ッ キ付尾部の作成を指定し ます。

ピン関数からネ ッ ト
名を抽出

新規ネ ッ ト 名の生成を制御し ます。 ピン関数を基に新規
ネ ッ ト に名前をつける場合、 このオプシ ョ ンを選択し ま
す。 次のオプシ ョ ンが使用可能と な り ます。 

[ ネ ッ ト 名の各種定義
] 領域

• 同一ネ ッ ト 名のパッ ド と結合 — 同じ関数名を持つ
ダイパッ ド を 1 つのネ ッ ト へ結合し ます。

• 反復ネ ッ ト 名 — 同じ名前を持つ各ダイパッ ド に対し
て個別のネ ッ ト を作成し ます。 た と えば、 複数の
GND ダイパッ ドは GND1、 GND2 といったネ ッ ト 名
を与えられます。

ネ ッ ト 名の定義は [ 結線仕様 ] タ ブ と [ 配線使用 ] タ ブ
間で共有されます。 いずれかのタ ブでネ ッ ト 名の定義を
変更する と、 も う一方のタ ブでも同じ変更が行われま
す。

Table 1-34. [ 配線仕様 ] タ ブの内容 (cont.)
名前 説明
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尾部の長さ BGA ( 片面実装基板パッ ケージ ) の外側の段または BGA
フ ァ ンアウ ト ビア ( 両面実装基板パッ ケージ ) から メ ッ
キ付尾部の終点までのメ ッ キ付尾部ワイヤの長さ を定義
し ます。 片面実装基板のパッ ケージでは、 ワイヤの長さ
は、 テス ト ポイ ン ト ビアが追加されている場合でも、
BGA パッ ドの中心から メ ッ キ付尾部の終点までが測定
されます。

両面実装基板のパッ ケージでは、 ワイヤの長さは、 テス
ト ポイ ン ト ビアが追加されている場合でも、 BGA パッ
ドの中心から メ ッ キ付尾部の終端まで測定されます。

注意 ： BGA 配線ウ ィ ザー ド では、 BGA 配線ウ ィ ザー ド
レポー ト でエラーを生成せず、 必要に応じ て メ ッ キ付き
尾部は基板外形線の外側まで延長されます。 ただ し この
場合、 間隙検査でエラーが発生し ます。

テス ト ポイ ン ト で
配線終了

新規メ ッキ尾部終端にテス ト ポイ ン ト を作成し ます。
ヒ ン ト ： フ ァ イルメ ニューでレポー ト を ク リ ッ ク し ま
す。配線に メ ッキ付き尾部があるかを確認するには DFT 
Extended test point report を実行し ます。

ビア形式リ ス ト テス ト ポイ ン ト に使用するビアの形式を定義し ます。 こ
のリ ス ト には各部品の PCB 部品形状エデ ィ タ で定義さ
れるビアが含まれます。

Table 1-34. [ 配線仕様 ] タ ブの内容 (cont.)
名前 説明
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Figure 1-37. BGA 配線ウ ィ ザー ド、 [ パッ ド選択 ] タ ブ

Table 1-35. [ パッ ド選択 ] タ ブの内容

名前 説明

方向選択 / 象限選択 使用可能な領域指定は、 [ 動作内容 ] 領域で [ 結線を生
成 ] と [ 結線および配線を生成 ] オプシ ョ ンのどち らが
選択されているかに依存し ます。
領域指定セ ッ ト を選択するには [ 領域指定 ] チ ェ ッ ク
ボ ッ クスを使います。 使用可能な領域指定方向設定は、
右側、 左側、 上側、 下側です。 使用可能な領域指定象限
設定は左上、 右上、 左下、 右下です。
選択されたセ ッ ト のピンのみがサブス ト レー ト ボン ド
パッ ド および BGA ピン リ ス ト に表示されます。
参照 ： コ ンセプ ト ガイ ドの 「BGA 操作」

画像で選択ボタ ン  [ 画像で選択 ] ダイアログボ ッ クスを開きます。
参照 ： 画像で選択モー ドの使用

[ サブス ト レー ト
ボン ドパッ ド ] 領域

処理に含めるまたは処理から除外するサブス ト レー ト
ボン ドパッ ドや BGA パッ ド を表示し ます。
ヒ ン ト : [ 結線仕様 ] タ ブで [ 既存ネ ッ ト ] が選択されて
いない限り、 信号に属すダイやパッ ドは処理から除外さ
れます。
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Figure 1-38. BGA 配線ウ ィ ザー ド、 [ BGA フ ァ ンアウ ト ] タ ブ

BGA ピン リ ス ト 処理に含めるあるいは除外する BGA ピンを リ ス ト し ま
す。
ヒ ン ト : [ 結線仕様 ] タ ブで [ 既存ネ ッ ト ] が選択されて
いない限り、 信号に既に属し ているダイや BGA ピンは
処理から除外されます。

除外ボタ ン 選択ピンを設置リ ス ト から削除し、 除外リ ス ト に加えま
す。

設置ボタ ン 選択ピンを除外リ ス ト から削除し、 設置リ ス ト に加えま
す。

設置パッ ドの数 設置リ ス ト にあるパッ ドの数を表示し ます。

Table 1-36. [BGA フ ァ ンアウ ト ] タ ブの内容

名前 説明

フ ァ ンアウ ト 形式
リ ス ト

フ ァ ンアウ ト パターンを設定し ます。 使用可能なフ ァ ン
アウ ト 形式はグ リ ッ ド配列の形状に依存し ます。 通常の
( 千鳥ではない ) 配列では、 ヘ リ ンボン ( 綾織 ) および
45 度方向のパターンが使用可能です。 千鳥型配列では
ボルテ ッ クス ( 渦巻き ) と ダブルボルテ ッ クスが使用可
能です。 

Table 1-35. [ パッ ド選択 ] タ ブの内容 (cont.)
名前 説明
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関連 ト ピ ッ ク

BGA 配線ウ ィ ザー ドの使用

ワイヤボン ド フ ァ ンアウ ト の作成

PADS Layout コ ンセプ ト ガイ ドの 「BGA 操作」

[ 方向 ] 領域 • 出力 —BGA フ ァ ンアウ ト を設計の外側に向けます。
• 入力 —BGA フ ァ ンアウ ト を設計の内側に向けます。
• 時計方向 —BGA フ ァ ンアウ ト を時計回り方向に向け

ます。
• 反時計回り —BGA フ ァ ンアウ ト を反時計回り方向に

向けます。
外側の段に対し て 90°方向または内側の段に対し て
90°方向のいずれかが選択されている と、 BGA パッ ド
が 2 列以上存在する場合の中心列内部の BGA フ ァ ン
アウ ト にのみ方向オプシ ョ ンが適用されます。 

外側の段に対し て
90°方向

外側の段の BGA フ ァ ンアウ ト をダイに対し て直角方向
で外側に切り換えます。 このオプシ ョ ンが選択されてい
る と、 方向オプシ ョ ンは外側の段には適用されません。 

内側の段に対し て
90°方向

内側の段の BGA フ ァ ンアウ ト をダイに対し て直角方向
で内側に切り換えます。 このオプシ ョ ンが選択されてい
る と、 方向オプシ ョ ンは内側の段には適用されません。

配線幅 BGA フ ァ ンアウ ト に使用する配線幅を定義し ます。 配
線幅は間隙規則ダイアログボ ッ クスに設定されている最
小と最大の規則に従う必要があ り ます。
参照 ： 設計規則の設定

ビア形式リ ス ト BGA フ ァ ンアウ ト に使用するビア タ イプを定義し ます。
現在の設計に対し て設定メ ニューのパッ ド ス タ ッ ク で
定義されたビアが表示されます。

確認画面ウ ィ ン ド ウ [BGA フ ァ ンアウ ト ] タ ブでの現在の設定で定義される
フ ァ ンアウ ト パターンを表示し ます。 [ パッ ド選択 ] タ
ブ上で処理から除外されたパッ ド にはフ ァ ンアウ ト パ
ターンがつかないこ とが、 このウ ィ ン ド ウで確認できま
す。
ヒ ン ト ： [ 結線仕様 ] タ ブまたは [ 配線仕様 ] タ ブで既存
ネ ッ ト が選択されている と、 現在は前も って定義された
結線の一部ではないパッ ド も含むすべてのパッ ド にフ ァ
ンアウ ト パターンが指定されます。

Table 1-36. [BGA フ ァ ンアウ ト ] タ ブの内容 (cont.)
名前 説明
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BoardSim ダイアログボ ッ クス
[BoardSim] ダイアログボッ クスを使用し て、 設計を HYP 形式のフ ァ イルにデータ出
力し て、 BoardSim で開きます。 HYP フ ァ イルのフ ォーマ ッ ト 情報、 BoardSim と親和
性のある設計の作成については、 HyperLynx オン ラ イ ンヘルプをご覧 く だ さい。 

HyperLynx BoardSim を イ ンス ト ール済みの場合は、 このダイアログボ ッ クスを使用す
るのが一番早い方法です。 イ ンス ト ールし ていな く ても、 HYP フ ァ イルを作成し て他
のコ ンピ ュータに送信する必要がある場合は、 フ ァ イル > 各種データ出力から作成で
きます。 HYP Export ダイアログボ ッ クスをご参照 く だ さい。

PADS Layout は、 Value、 Tolerance、 Voltage、 HyperLynx、 PowerGround 属性を HYP
フ ァ イルに渡し ます。 BoardSim はこれらの属性を使用し て、 抵抗やコ ンデンサの値
を取得し た り、 固定済電源ネ ッ ト に関する情報を送信し ます。

ア クセス

• ツールメ ニュー > 解析 > シグナル / パワーイ ンテグ リ テ ィ

Figure 1-39. [BoardSim] ダイアログボ ッ クス

Table 1-37. [BoardSim] ダイアログボ ッ クスの内容

名前 説明

モー ド
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シグナルイ ンテグ リ テ ィ シグナルイ ンテグ リ テ ィ を実行するにはこのオプ
シ ョ ンを選択し ます。 
ヒ ン ト ： 2.30 よ り下のバージ ョ ンのフ ァ イルが作成
されます。 バージ ョ ンはフ ァ イルのヘ ッ ダーに表示
されます。

パワーイ ンテグ リ テ ィ パワーイ ンテグ リ テ ィ を実行するにはこのオプシ ョ
ンを選択し ます。
ヒ ン ト : 
• バージ ョ ン 2.34 のフ ァ イルが作成されます。 バー

ジ ョ ンはフ ァ イルのヘ ッ ダーに表示されます。
• このオプシ ョ ンは、 シグナルイ ンテグ リ テ ィ と

パワーイ ンテグ リ テ ィ のいずれに対し ても全般
的に使用する こ とができます。 ただ し、 パワー
イ ンテグ リ テ ィ オプシ ョ ンで転送されるデータ
量の方が大幅に多いため、 パワーイ ンテグ リ
テ ィ の解析を行わない場合は、 データ量の少な
いシグナルイ ンテグ リ テ ィ フ ァ イルを使用し た
方がよい場合があ り ます。

制限事項 ： HyperLynx 8.0 よ り前のバージ ョ ンでは
このオプシ ョ ンは使用できません。 このプロセスで
は BoardSim でフ ァ イルを開 く ため、 バージ ョ ン 8 
以降がイ ンス ト ールされていない場合は、 このオプ
シ ョ ン使用不可と な り ます。 BoardSim v8 でパワー
イ ンテグ リ テ ィ フ ァ イルを作成し て、 他のコ ン
ピ ュータに送信できます。
参照 ： HYP Export ダイアログボ ッ クス

出力

ネ ッ ト とネ ッ ト ク ラスの
属性

ネ ッ ト とネ ッ ト ク ラスの属性をデータ出力し ます。
ヒ ン ト ： このオプシ ョ ンでデータ出力し た情報を使
用するには HyperLynx バージ ョ ン 6.0 以降が必要で
す。

電源とグラウン ド ネ ッ ト
の属性

電源ネ ッ ト とグラウン ド ネ ッ ト の属性をデータ出力
し ます。
制限事項 ： このチ ェ ッ クボ ッ クスは、 ネ ッ ト の
PowerGround 属性が Yes に設定され、 Voltage 属性に
値がある場合のみ使用できます。

.REF IC 自動マ ッ ピング
フ ァ イル

HyperLynx の .ref フ ァ イルを作成し、 設計の IC 参照
名のマ ッ プから、 BoardSim モデルに IC を記述し ま
す。 BoardSim で自動的にモデルを読み込み、 シ ミ ュ
レーシ ョ ンのネ ッ ト を選択し た際に使用されます。
制限事項 ： このチ ェ ッ クボ ッ クスは、 実装部品が値
のある HyperLynx.Model 属性を持つ場合のみ使用で
きます。

Table 1-37. [BoardSim] ダイアログボ ッ クスの内容 (cont.)
名前 説明
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関連 ト ピ ッ ク

HYP Export ダイアログボ ッ クス

HyperLynx BoardSim の作成―HYP フ ァ イル

特殊シンボル参照ダイアログボ ッ クス
[ 特殊シンボル参照 ] ダイアログボ ッ クスを使用し て、 ピン タ イプに 1 つまたは複数
の CAE 部品形状 ( 特殊シンボル ) を指定し ます。 特殊シンボルは、 PADS Logic での
コネク タ ピンの機能を示し ます。

未配線出力 未配線ネ ッ ト をデータ出力し ます。

銅箔面領域と自動べタ 銅箔面領域と自動ベタ をデータ出力し ます。
ヒ ン ト ： このオプシ ョ ンでデータ出力し た情報を使
用するには HyperLynx バージ ョ ン 6.0 以降が必要で
す。

ベタ と銅箔面領域のハッ
チ外形線をデータ出力

ベタ と銅箔面領域のハッ チ外形線をデータ出力し ま
す。
ヒ ン ト ： このオプシ ョ ンは [ 銅箔面領域と自動ベタ
] が選択されている場合のみ使用できます。

ベタ と銅箔面領域の外形
線をデータ出力

ベタ と銅箔面領域の外形線をデータ出力し ます。
ヒ ン ト ： このオプシ ョ ンは [ 銅箔面領域と自動ベタ
] が選択されている場合のみ使用できます。

未配線オプシ ョ ン

仮定層 未配線ネ ッ ト を実装する層を指定し ます。
ヒ ン ト ： このオプシ ョ ンは [ 未配線出力 ] を選択し
た場合のみ使用できます。

マンハッ タ ン配線長を
超える超過距離

配線長を予測するための値を指定し ます。
ヒ ン ト ： 
• このオプシ ョ ンは[未配線出力]を選択し た場合の

み使用できます。
• 非直線配線経路を考慮し、 この値によ り一定の

割合のマンハッ タ ン長が配線長に加算されます。
ネ ッ ト の長さは、 ピンぺア間のマンハッ タ ン距
離、 すなわちデルタ X とデルタ Y の合計に基づ
いています。

Table 1-37. [BoardSim] ダイアログボ ッ クスの内容 (cont.)
名前 説明
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ア クセス

• フ ァ イルメ ニュー> ラ イブ ラ リ  > ラ イブ ラ リ を選択> 部品ボタ ン >部品を選択> 
新規または編集ボタ ン > コネク タ タ ブ > 特殊シンボルセルをダブルク リ ッ ク > 
参照ボタ ン

Figure 1-40. [ 特殊シンボル参照 ] ダイアログボ ッ クス

関連 ト ピ ッ ク

特殊シンボルを選択

ラ イブ ラ リ属性を参照ダイアログボ ッ クス
[ ラ イブ ラ リ属性を参照 ] ダイアログボ ッ クスを使用し て、 設計に使用可能なすべて
の部品と部品形状のリ ス ト から、 属性を選択し ます。

Table 1-38. [ 特殊シンボル参照 ] ダイアログボ ッ クスの内容

名前 説明

確認画面 ゲー ト 部品形状リ ス ト で選択された項目を表示し ます。

ゲー ト 形状 使用可能なゲー ト 形状のリ ス ト 。

ラ イブ ラ リ リ ス ト 使用可能なすべてのラ イブ ラ リが表示されます。

項目 ゲー ト 形状リ ス ト を絞り込みます。 
ヒ ン ト ： ワイルド カー ド も使用できます。

適用ボタ ン フ ィ ルタ引数を実行し ます。
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ア クセス

• フ ァ イルメ ニュー > ラ イブ ラ リ  > ラ イブ ラ リ マネージャダイアログボ ッ クス > 
属性マネージャボタ ン > ラ イブ ラ リ参照ボタ ン

• フ ァ イルメ ニュー > ラ イブ ラ リ  > ラ イブ ラ リ マネージャダイアログボ ッ クス > 
属性マネージャボタ ン > 属性追加ボタ ン > ラ イブ ラ リ属性参照ボタ ン

Figure 1-41. [ ラ イブ ラ リ属性を参照 ] ダイアログボ ッ クス

関連 ト ピ ッ ク

ク ラス タ構築を設定ダイアログボ ッ クス
[ ク ラス タ構築を設定 ] ダイアログボ ッ クスを使用し て、 部品とユニオンから新規
ク ラス タ を作成し ます。 作成は、 接続状況に基づいて行われます。

Table 1-39. [ ラ イブ ラ リ属性を参照 ] ダイアログボ ッ クスの内容

名前 説明

属性 選択された属性が表示されます。

グループ 属性リ ス ト を絞り込みます。

初期化ボタ ン 属性リ ス ト を手動で更新し ます。

全てのラ イブ ラ リの属性を表示
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ア クセス

• ツールメ ニュー > ク ラス タの自動配置 > ク ラス タ を構築ボタ ン > 設定ボタ ン

Figure 1-42. [ ク ラス タ構築を設定 ] ダイアログボ ッ クス

Table 1-40. [ ク ラス タ構築を設定 ] ダイアログボ ッ クスの内容

名前 説明

無制限 ク ラス タの最大部品を無制限に設定し ます。

1 ク ラス タの最大部品
数

1 つのク ラス タに実行可能な部品の最大数を設定し ま
す。

部品面部品最低個数 実行可能な部品面のク ラス タの最小数を設定し ます。 部
品面レベルのク ラス タは、 他のク ラス タに含まれる こ と
はあ り ません。 こ こに低い数字を設定し、 [1 ク ラス タの
最大部品数 ] を [ 無制限 ] に設定する と、 全ての部品が
1 つの大きなク ラス タにグループ化されます。

新ク ラス タ を作成 新規ク ラス タの作成を許可し ます。 以前作成し たク ラス
タ を修正するだけの場合は、 このチ ェ ッ クボ ッ クスを
OFF にし ます。

固定解除の部品数 設計上にある、 位置固定されていない部品の数を表示し
ます。 このボ ッ クスの数字は編集できません。
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関連 ト ピ ッ ク

ク ラス タ部品の自動配置ダイアログボ ッ クスの使用

CAM Plus ダイアログボ ッ クス
CAM Plus コマン ドは、 さ まざまな自動アセンブ リやピ ッ ク & プレースマシン と互換
性のある CAM( コ ンピ ュータ支援製造 ) 出力フ ァ イルを生成し ます。 CAM Plus を使
用する前に、 情報フ ァ イル (part.def) を準備し て く だ さい。

ア クセス

• フ ァ イルメ ニュー > CAM Plus

[ 構築モー ド ] 領域 ク ラス タは、 「開いている」 または 「閉じ ている」 もの
と し て認識されます。
オープン ク ラス タ を再構築―ク ラス タの自動作成中に、
オープン ク ラス タ を削除し た り、 置き換えた りする こ と
ができます。 自動的に作成されたク ラス タは、 デフ ォル
ト で開きます。
オープン ク ラス タ を整備―ク ラス タの自動作成中に、 ク
ローズク ラス タ を削除し た り、 置き換えた りする こ とは
できません。 手動で作成されたク ラス タは、 デフ ォル ト
で閉じ ています。

Table 1-40. [ ク ラス タ構築を設定 ] ダイアログボ ッ クスの内容 (cont.)
名前 説明
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Figure 1-43. [CAM Plus] ダイアログボッ クス

Table 1-41. [CAM Plus] ダイアログボ ッ クスの内容

名前 説明

部品定義フ ァ イル名 部品定義フ ァ イル (part.def) の名前。 part.def フ ァ イルは
デフ ォル ト で \Libraries フ ォルダから読み込まれます。

実装面 レポー ト し たい基板の面 ： 部品面または半田面。

部品 レポー ト に記載するパー ト タ イプを指定し ます ：
表面実装部品、 貫通ピン部品、 全部品、 選択済み。 
ヒ ン ト ： 選択済み部品は、 挿入ク ラス と し てマシンで選
択された形式に指定された部品です。

部品定義を読込み part.def フ ァ イルに含まれる追加情報を設計内の部品に
追加し ます。 この情報は全部品の挿入ク ラスを定義し ま
す。 [ 部品定義を読込み ] は、 データベース内の部品情
報について、 部品定義フ ァ イルをスキャ ン し ます。 デー
タベースのパー ト タ イプ名と定義フ ァ イルのパー ト タ イ
プ名で完全に一致し たものがみつかった場合、 製造出力
用に情報が統合されます。
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値属性を読込 PADS Layout 設計の各部品の値属性を読み込み、 各パー
ト タ イプを part.def. フ ァ イルと比較する際に値属性 を
パー ト タ イプ名に追加し ます。 
例 ： た と えば、 値属性が 100K のパー ト タ イプ R1/4W
は、 部品定義フ ァ イルに次のよ う に登録されます ：
R1/4W{100K},ins=un6241,bodydiam=200,leaddiam=30,anvil
=2

比較フ ァ イル ASCII 検証フ ァ イルを生成し ます。
この ASCII フ ァ イルは、 
\PADS Projects\Cam\<board_file_name> フ ォルダに保存さ
れます。 フ ァ イルには挿入部品のパスを記述する 2D
ラ イ ンデータが含まれます。 フ ァ イル名は、 作成される
イ ン ターフ ェースプログラム名に .asc 拡張子が付いたも
のと な り ます。 このフ ァ イルは ASCII In コ マン ド を使
用し て PADS Layout に読み込むこ とができます。 挿入パ
スは層 19 に 2D ラ イ ン と し て記載し ます。 部品の
Part_Num 値が見つからない場合、 Part_Num は
"Missing"( 不明 ) と し て表示されます。

バッ チ部品定義
フ ァ イル

すべての出力を 1 つのコマン ド で実行し ます。
実行される各プログラムに対し、 bt または bb の接尾辞
を持つ出力フ ァ イルが生成されます ( 例 ： dym318bt.smt、
un6241bb.put)。 このフ ァ イルが既に存在する場合は、
「既存フ ァ イルを上書き し ますか ?」 とい う メ ッ セージ
が表示されます。 「はい」 または 「いいえ」 を選択し ま
す。 「はい」 を選択する と、 フ ァ イルは上書き され、
CAM サブ フ ォルダに置かれます。 選択し たカテゴ リの
各部品がフ ァ イルに追加されます。 insert.lst レポー ト に
各部品と挿入を行う フ ァ イルが追加されます。 バッ チコ
マン ド では検証フ ァ イルは作成されません。

X/Y オフセ ッ ト 基板オフセ ッ ト の値を入力し、 0、 0 システム原点から、
マシンの位置だぼオフセ ッ ト を設定し ます。
このオフセ ッ ト 値は設計座標をマシン原点に変換し ま
す。 設定できる値は 0 ～ 10 の範囲です。 オフセ ッ ト 値
はイ ンチ と な り ます ( 例 ： 1250 は 1.25 イ ンチ )。 各マシ
ンに対し て新たに基板オフセ ッ ト 設定が必要な場合もあ
り ます。

Table 1-41. [CAM Plus] ダイアログボ ッ クスの内容 (cont.)
名前 説明
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関連 ト ピ ッ ク

CAM Plus アセンブ リ マシン イ ン ターフ ェースの使用

CAM 確認画面を設定ダイアログボ ッ クス
[CAM 確認画面を設定 ] ダイアログボ ッ クスを使用し て、 文書を反転し た り、 プロ ッ
ト 方向を表示し た り、 複数の CAM 文書をオーバーレ イできます。 すべての文書のプ
レビ ュー属性を変更できます。 

ヒ ン ト ： 確認画面の設定を行う には、 1 つ以上の CAM 文書を選択する必要があ り ま
す。

X/Y 回数と  
X-/Y- 距離

出力プログラムフ ァ イル作成時に基板を単一設計と扱う
か、 同時に複数の基板を挿入するかを定義し ます。
複数の基板を挿入する際、 反復回数を X と Y 方向で、
また使用する イ ン ターバルを定義できます。 下記の表を
ご参照 く だ さい。 CAM Plus はオフセ ッ ト と間隔と反復
に現在の単位系を使用し ます。 各マシンには 現在の設
計単位に関わらず、 常にデータが変換される独自の単位
系があ り ます。 CAM Plus はすべての基板に部品を挿入
するアセンブ リ プログラムフ ァ イルを生成し ます。 
• X 回数―X 方向でのコ ピー数。 最大数は 20 です。
• Y 回数―Y 方向でのコ ピー数。 最大数は 20 です。
• X 距離―各基板の原点間の X 方向の距離。最大数は 10

です。
• Y 距離―各基板の原点間の Y 方向の距離。最大数は 10

です。
デフ ォル ト では、 間隔 / 反復な し (X 回数と Y 回数 1) で
す。

出力形式 マシン形式を指定し ます。
フ ァ イルは選択し たク ラスのすべての部品に対し て作成
されます ： マスク、 貫通穴、 SMT、 部品面、 半田面な
ど。 ク ラス内のすべての部品は、 この出力に含まれま
す。

共通ツールと
共通軸出力

必要に応じ て設定を行います。 
制限事項 ： Universal マシン形式またはバッ チ部品定義
フ ァ イルを選択し た 場合、 Universal 固有のイ ンス ト ラ
クシ ョ ンが使用可能です。

状況メ ッ セージ 現在の出力状況を表示し ます。 [ 実行 ] を ク リ ッ ク し た
後に表示されます。

実行 出力フ ァ イルを生成し ます。

Table 1-41. [CAM Plus] ダイアログボ ッ クスの内容 (cont.)
名前 説明
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ア クセス

• フ ァ イルメ ニュー > CAM > 文書を選択 > 確認画面ボタ ン > 設定ボタ ン

Figure 1-44. [CAM 確認画面を設定 ] ダイアログボ ッ クス

関連 ト ピ ッ ク

CAM プレビ ューオプシ ョ ンの設定

CAM350 リ ン クダイアログボ ッ クス
[CAM350] ダイアログボ ッ クスを使用し て、 .cam 出力フ ァ イルのオプシ ョ ン設定と
生成を行います。  

ア クセス

• フ ァ イルメ ニュー > 各種データ出力 > CAM350 フ ァ イルを選択 > 保存

Table 1-42. [CAM 確認画面を設定 ] ダイアログボ ッ クスの内容

名前 説明

文書 文書名を表示し ます。

可視属性 文書の可視性を有効にする こ とによ り、 複数の CAM 文書の
オーバーレ イが可能です。

反転 CAM 文書の表示を反転し ます。 CAM 内層接続層はネガ層で、
他の層とは表示が異なるため、 反転表示が必要な場合があ り ま
す。

方向 CAM 文書プロ ッ ト オプシ ョ ンで定義されたプレビ ューデータの
縮尺と方向を指定し ます。
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Figure 1-45. [CAM350 リ ン ク ] ダイアログボ ッ クス

Table 1-43. [CAM350 リ ン ク ] ダイアログボ ッ クスの内容

名前 説明

[ モー ド ] 領域 使用する CAM350 モー ド を指定し ます。
• [ フ ァ イルのみ作成 ] を選択する と、.cam フ ァ イル作成

のみ行います。 
• [ フ ァ イルを作成し て CAM350 を起動 ] を選択する と、

CAM350 の .cam フ ァ イルを作成し、 CAM350 を起動
し、 フ ァ イルをロー ド し ます。

[ 層オプシ ョ ン ] 領域 CAM350 データベースに転送する PADS 設計の詳細を指
定し ます。
• CAM 文書 ( ネ ッ ト と部品を含む )―部品とネ ッ ト の

情報を含む CAM 文書を変換し ます。 CAM 文書で
指定されたプロ ッ ト 方向は適用されません。 この
オプシ ョ ンは、 CAM350 でネ ッ ト リ ス ト および DRC
を検証するのに有効です。

必須事項 ： このオプシ ョ ンを使用する前に、 ベタは
すべて塗潰し、 分割 / 混在内層接続層はすべて接続
し ます。 また、 ツール > オプシ ョ ン >[ 分割内層接続
層 / 混在内層接続層 ] タ ブの [PCB フ ァ イルに保存 ]
領域で [ 全内層接続データ ] を選択し ます。 これによ
り、 すべてのベタデータが CAM350 に渡されます。
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[ 層オプシ ョ ン ] 領域
( 続き )

• CAM 文書 ( 画像のみ、 方向は適用済 )―オフセ ッ ト 、
回転、 反転表示、 比率を含むプロ ッ ト 方向を持つ
CAM 文書を変換し ます。 これは、 実装部品または
ネ ッ ト の情報を必要と し ない CAM350 にガーバー
フ ァ イルを直接変換する際に便利です。

必須事項 ： このオプシ ョ ンを使用する前に、 (PADS 
Layout のフ ォ ト プロ ッ ト 出力フ ォーマ ッ ト が RS-
274D に設定されている場合 )CAM350 のデフ ォル ト
単位 ( ミ ルまたはイ ンチ ) と CAM350 のデフ ォル ト
精度が、 PADS Layout の単位および PADS Layout の
フ ァ イル /CAM フ ォ ト プロ ッ ト 出力用の精度と それ
ぞれ一致し ている こ と を確認し ます。 

CAM350 リ ン クは、 このオプシ ョ ン と共に pads3.arl
( イ ンチ単位系 ) と pads3m.arl( メ ー ト ル単位系 ) フ ァ
イルを使用し ます ( ガーバーフ ァ イルが RS274-D
フ ォーマ ッ ト の場合 )。 *.arl フ ァ イルによ り、 PADS 
Layout の CAM で生成されるアパーチャ レポー ト
フ ァ イル (*.rep) が CAM350 でどのよ う に解釈される
かが決定し ます。

• CAD 層⇒ CAM 層 ( 同番号層 )―CAM ド キュ メ ン ト の
変換は行いません。 PADS Layout データベースで定
義された とお り に CAD 層を変換し ます。 これは、
CAM350 の PADS-ASCII フ ォーマ ッ ト データ入力操
作を使用し て CAD 層を変換する、 従来の CAM プロ
セスで役立ちます。 

必須事項 ： このオプシ ョ ンを使用する前に、 ベタは
すべて塗潰し、 分割 / 混在内層接続層はすべて接続
し ます。 また、 ツール > オプシ ョ ン > [ 分割内層接続
層 / 混在内層接続層 ] タ ブの [PCB フ ァ イルに保存 ]
領域で [ 全内層接続データ ] を選択し ます。 これによ
り、 すべてのベタデータが CAM350 に渡されます。

円弧近接許容誤差 実際の円弧経路と近似直線線分間の許容距離の最小値を
指定し ます。 
ヒ ン ト ： これは、 [ 一般設定 ] タ ブで設定し た設計単位
で表示されます。

CAM350 フ ァ イル名 CAM350 フ ァ イルのパス と名前を指定し ます。 デフ ォル
ト のフ ァ イル名およびパスは、 現在の設計フ ァ イル名と
パス と同じ です。
ヒ ン ト ： 参照ボタ ンを ク リ ッ ク し て、 フ ァ イルの場所を
選択し ます。

Table 1-43. [CAM350 リ ン ク ] ダイアログボ ッ クスの内容 (cont.)
名前 説明
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関連 ト ピ ッ ク

CAM350 にデータ出力

CAMCAD Professional Link ダイアログボ ッ クス
[CAMCAD Professional リ ン ク ] ダイアログボ ッ クスを使用し て、 設計要素の CC
フ ァ イルを設定し て CAMCAD Professional に転送し ます。

ア クセス

• ツールメ ニュー > 製造関連 > CAMCAD Professional

Figure 1-46. [CAMCAD Professional リ ン ク ] ダイアログボ ッ クス

Table 1-44. [CAMCAD Professional リ ン ク ] ダイアログボ ッ クスの内容

名前 説明

レジス ト オプシ ョ ン

レジス ト 層不変データ を
使用

設計上のレジス ト 層データ をそのまま使用する場
合、 このオプシ ョ ンを選択し ます。 追加パッ ドは加
えられず、 超過 / 以下寸法も適用されません。

CAM 処理データ を使用 関連付けられた部品面層または半田面層から コ ピー
され、 自動的に作成されるパッ ド および超過 / 以下
寸法を使用する場合、 このオプシ ョ ンを選択し ま
す。
• 各パッ ド ス タ ッ ク内でレジス ト 形状を作成する

必要はあ り ません。 データ出力中にパッ ドが外
層から レジス ト 層にコ ピーされ、 それがレジス ト
形状と し て使用されます。

• 超過 / 以下寸法は階層的な優先順位に従います。
詳細 ： レジス ト と メ タルの制御
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関連 ト ピ ッ ク

CC/CCZ データ出力ダイアログボ ッ クス

CBP プロパテ ィ ダイアログボ ッ クス
[CBP プロパテ ィ ] ダイアログボッ クスは選択された実装部品ボン ドパッ ドのパッ ド
番号、 関数、 位置、 寸法を表示し ます。 ワイヤボン ド エデ ィ タ で 1 つまたは複数の
CBP が選択された状態で右ク リ ッ ク メ ニューから プロパテ ィ を開き、 CBP プロパ
テ ィ の編集を行います。

制限事項 : この情報は BGA ツールキ ッ ト のみに当てはま り ます。

ア クセス

• BGA ツールバーボタ ン > ワイヤボン ド エデ ィ タボタ ン > CBP を選択 >
右ク リ ッ ク  > プロパテ ィ

超過 ( 以下 ) 寸法 ： すべてのレジス ト パッ ド に適用する超過または以下
寸法の値を入力し ます。
ヒ ン ト ： このグローバル設定が可能な値の最も低い
階層と な り ます。 詳細 ： レジス ト と メ タルの制御

メ タルオプシ ョ ン

メ タル層不変データ を
使用

設計上のメ タル層データ をそのまま使用する場合、
このオプシ ョ ンを選択し ます。 追加パッ ドは加えら
れ、 超過 / 以下寸法も適用されません。

CAM 処理データ を使用 関連付けられた部品面層または半田面層から コ ピー
され、 自動的に作成されるパッ ド および超過 / 以下
寸法を使用する場合、 このオプシ ョ ンを選択し ま
す。
• 各パッ ド ス タ ッ ク内で メ タル形状を作成する必

要はあ り ません。 データ出力中、 パッ ドが外層
から レジス ト 層にコ ピーされ、 それがメ タル形状
と し て使用されます。

• 超過 / 以下寸法は階層的な優先順位に従います。
詳細 ： レジス ト と メ タルの制御

超過 ( 以下 ) 寸法 ： すべてのメ タルパッ ド に適用する超過または以下寸
法の値を入力し ます。
ヒ ン ト : このグローバル設定が可能な値の最も低い
階層と な り ます。 詳細 ： レジス ト と メ タルの制御

Table 1-44. [CAMCAD Professional リ ン ク ] ダイアログボ ッ クスの内容

名前 説明
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Figure 1-47. [CBP プロパテ ィ ] ダイアログボ ッ クス

Table 1-45. [CBP プロパテ ィ ] ダイアログボ ッ クスの内容

名前 説明

パッ ド番号 現在選択されている実装部品ボン ドパッ ド に番号を指定し
ます。 デフ ォル ト では接続されているサブス ト レー ト ボン
ドパッ ド と同一番号です。

関数 現在選択されているボン ドパッ ドの関数を定義し ます。

フ ァ ンアウ ト
出力方向

CBP がワイヤボン ド される SBP ガイ ドの方向 ( 左側、
上側、 右側、 下側 ) を選択し ます。

ワイヤボン ド サブス ト レー ト ボン ドパッ ドの名前を表示し、 ワイヤボン
ド で接続されている実装部品ボン ドパッ ド を表示し ます。

X、 Y ボン ドパッ ドの X および Y 座標を表示し ます。 ボン ドパッ
ド を移動させる新規値を入力し ます。

形状リ ス ト 現在選択されているボン ドパッ ド に形状 ( 長方形または
長円形 ) を指定し ます。

長さ 現在選択されているボン ドパッ ド に対し物理的長さ を現在
の設計単位で指定し ます。

幅 現在選択されているボン ドパッ ド に対し物理的な幅を現在
の設計単位で指定し ます。
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関連 ト ピ ッ ク

実装部品ボン ドパッ ドの編集

CC/CCZ データ出力ダイアログボ ッ クス
[CC/CCZ データ出力 ] ダイアログボ ッ クスを使用し て、 設計要素を CAMCAD、
visECAD、 visEDOC にデータ出力できます。

ア クセス

• フ ァ イルメ ニュー > 各種データ出力 > CC/CCZ フ ァ イルを選択 > 保存

Figure 1-48. [CC/CCZ データ出力 ] ダイアログボ ッ クス

SBP ボタ ン 現在選択されているサブス ト レー ト ボン ドパッ ド に接続さ
れている実装部品ボン ドパッ ド で SBP プロパテ ィ ダイアロ
グボ ッ クスを開きます。 接続されている実装部品ボン ド
パッ ドがない場合、 このボタ ンは使用できません。

WB ボタ ン 現在選択されているパッ ド に接続されているワイヤボン ド
のワイヤボン ド プロパテ ィ ダイアログボ ッ クスを開きま
す。 接続されている実装部品ボン ドパッ ドがない場合、 こ
のボタ ンは使用できません。

Table 1-46. [CC/CCZ データ出力 ] ダイアログボ ッ クスの内容

名前 説明

レジス ト オプシ ョ ン

レジス ト 層不変データ を
使用

設計上のレジス ト 層データ をそのまま使用する場
合、 このオプシ ョ ンを選択し ます。 追加パッ ドは
加えられず、 超過 / 以下寸法も適用されません。

Table 1-45. [CBP プロパテ ィ ] ダイアログボッ クスの内容 (cont.)
名前 説明



PADS Layout GUI リ フ ァ レンス
CC/CCZ データ出力ダイアログボ ッ クス

PADS Layout User’s Guide, PADS 9.0 127

関連 ト ピ ッ ク

CC/CCZ フ ァ イルのデータ出力

CAM 処理データ を使用 関連付けられた部品面層または半田面層から コ ピー
され、 自動的に作成されるパッ ド および超過 / 以下
寸法を使用する場合、 このオプシ ョ ンを選択し ま
す。
• 各パッ ド ス タ ッ ク内でレジス ト 形状を作成する

必要はあ り ません。 CAM が外層からパッ ド形状
をレジス ト 層にコ ピーし、 それがレジス ト 形状と
し て使用されます。

• 超過 / 以下寸法は階層的な優先順位に従います。
詳細 ： レジス ト と メ タルの制御

超過 ( 以下 ) 寸法 ： すべてのレジス ト パッ ド に適用する超過または以下
寸法の値を入力し ます。
ヒ ン ト ： このグローバル設定が可能な値の最も低い
階層と な り ます。 詳細 ： レジス ト と メ タルの制御

メ タルオプシ ョ ン

メ タル層不変データ を
使用

設計上のメ タル層データ をそのまま使用する場合、
このオプシ ョ ンを選択し ます。 追加パッ ドは加えら
れ、 超過 / 以下寸法も適用されません。

CAM 処理データ を使用 関連付けられた部品面層または半田面層から コ ピー
され、 自動的に作成されるパッ ド および超過 / 以下
寸法を使用する場合、 このオプシ ョ ンを選択し ま
す。
• 各パッ ド ス タ ッ ク内で メ タル形状を作成する必

要はあ り ません。 CAM が外層からパッ ド形状を
レジス ト 層にコ ピーし、 それがメ タル形状と し て
使用されます。

• 超過 / 以下寸法は階層的な優先順位に従います。
詳細 ： レジス ト と メ タルの制御

超過 ( 以下 ) 寸法 ： すべてのメ タルパッ ド に適用する超過または以下寸
法の値を入力し ます。
ヒ ン ト : このグローバル設定が可能な値の最も低い
階層と な り ます。 詳細 ： レジス ト と メ タルの制御

CC または CCZ CCZ フ ォーマ ッ ト は CC フ ァ イルの圧縮バージ ョ ン
です。 フ ァ イルサイズを小さ く し たい場合、 CCZ
フ ォーマ ッ ト を使用し て く だ さい。

Table 1-46. [CC/CCZ データ出力 ] ダイアログボ ッ クスの内容

名前 説明
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テ ィ ア ド ロ ッ プを検査ダイアログボ ッ クス
[ テ ィ ア ド ロ ッ プを検査 ] ダイアログボ ッ クスを使用し て、 テ ィ ア ド ロ ッ プエラーの
検査と表示を行います。 エラー箇所、 層、 エラーの概要がレポー ト されます。

必須事項 ： 検査を行う前にテ ィ ア ド ロ ッ プを有効にする必要があ り ます。
ツールメ ニュー > オプシ ョ ン > 配線タ ブ > テ ィ ア ド ロ ッ プ生成チ ェ ッ クボ ッ クスを
選択 > OK を ク リ ッ ク。

ア クセス

• ツールメ ニュー > オプシ ョ ン > テ ィ ア ド ロ ッ プ タ ブ > 検査ボタ ン

Figure 1-49. [ テ ィ ア ド ロ ッ プを検査 ] ダイアログボ ッ クス

Table 1-47. [ テ ィ ア ド ロ ッ プを検査 ] ダイアログボ ッ クスの内容

名前 説明

位置座標リ ス ト テ ィ ア ド ロ ッ プエラーの位置座標。 
ヒ ン ト ： エラーを ク リ ッ クする と、 設計上のエラー箇所
にパン し ます。

エラー 設計上のテ ィ ア ド ロ ッ プエラーの総数を表示し ます。

内容説明リ ス ト 位置座標リ ス ト で選択し たエラーの理由。

画面移動禁止 位置座標リ ス ト で選択し たエラーにパン し ないよ う にし
ます。

エラー消去ボタ ン 設計内のエラー記号を消去し ます。

開始ボタ ン テ ィ ア ド ロ ッ プの検査を開始し ます。

レポー ト 表示ボタ ン 最後に実行し た検査のレポー ト 結果をデフ ォル ト のテキ
ス ト エデ ィ タ で表示し ます。
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関連 ト ピ ッ ク

ネ ッ ト プロパテ ィ の修正

ク ラスの規則ダイアログボ ッ クス
[ ク ラスの規則 ] ダイアログボ ッ クスを使用し て、 ネ ッ ト のク ラスを作成、 管理し、
それらに適用する設計規則を定義し ます。

ア クセス

• 設定メ ニュー > 設計の規則 > ク ラスボタ ン

Figure 1-50. [ ク ラスの規則 ] ダイアログボ ッ クス

レポー ト フ ァ イル
ボタ ン

エラーレポー ト の名前と保存場所を指定する [ 名前を
付けて保存 ] ダイアログボ ッ クスを開きます。

Table 1-48. [ ク ラスの規則 ] ダイアログボ ッ クス

名前 説明

ク ラス名 ク ラスの名前を指定し ます。

ク ラス リ ス ト すべてのク ラス名を表示し ます。

Table 1-47. [ テ ィ ア ド ロ ッ プを検査 ] ダイアログボ ッ クスの内容 (cont.)
名前 説明
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関連 ト ピ ッ ク

ク ラスの設計規則の設定

間隙検査内容を設定ダイアログボ ッ クス
[ 間隙検査内容を設定 ] ダイアログボ ッ クスを使用し て、 間隙検証の際に検査する
間隙を指定し ます。

追加ボタ ン ク ラス リ ス ト にク ラス名を追加し ます。

削除ボタ ン 選択し たク ラスを ク ラス リ ス ト から削除し ます。

名称変更ボタ ン ク ラス リ ス ト で選択し たク ラスを [ ク ラス名 ] ボッ クス
の名前に変更し ます。

規則による ク ラスを
表示

規則のある ク ラスのみ表示するよ う指定し ます。

間隙 [ 間隙規則 ] ダイアログボ ッ クスを開きます。

配線 [ 配線規則 ] ダイアログボ ッ クスを開きます。

高速回路 [ 高速回路規則 ] ダイアログボ ッ クスを開きます。

レポー ト [ 規則をレポー ト 出力 ] ダイアログボ ッ クスを開きます。

使用可能ネ ッ ト
リ ス ト

ク ラスで使用可能なネ ッ ト を表示し ます。
ヒ ン ト ： ネ ッ ト は複数のク ラスに存在する こ とはできま
せん。 [ 使用可能 ] リ ス ト には、 ク ラスに割り当てられ
ていないネ ッ ト のみが表示されます。

選択済ネ ッ ト リ ス ト このク ラスで選択されたネ ッ ト を表示し ます。

追加 >> ネ ッ ト を使用可能リ ス ト から選択済リ ス ト に移動し ま
す。

<< 解除 ネ ッ ト を選択済リ ス ト から使用可能リ ス ト に移動し ま
す。

規則ボタ ンの下の
グラ フ ィ ッ ク

各タ イプの規則ボタ ンの下のイ ラス ト は、 その規則タ イ
プに対し、 どの規則階層レベルが使用されるかを示し て
います。 イ ラス ト は、 [ 規則 ] ダイアログボッ クスの
[ 階層 ] 領域内のボタ ン と対応し ています。 た と えば、
[ ク ラス ] リ ス ト でク ラスを選択し た場合、 間隙ボタ ン
の下に緑色の多角形が表示され、 デフ ォル ト の値がその
ク ラスに適用されます。

デフ ォル ト ボタ ン 選択し たク ラスからデフ ォル ト ではない規則を排除し、
デフ ォル ト 規則のみ適用されるよ う にし ます。

Table 1-48. [ ク ラスの規則 ] ダイアログボ ッ クス (cont.)
名前 説明
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ア クセス

• ツールメ ニュー > 設計検証 > 間隙検査 > 設定ボタ ン

Figure 1-51. [ 間隙検査内容を設定 ] ダイアログボ ッ クス

Table 1-49. [ 間隙検査内容を設定 ] ダイアログボ ッ クス

名前 説明

ネ ッ ト 全て 規則階層の全レベルで間隙規則を検査し ます ( 全ネ ッ ト
対全禁止領域 )。

基板外形線 基板外形線と基板カ ッ ト アウ ト の間隙配線規則を検査
し ます。 基板外形線に対する間隙検査を行う場合、 オブ
ジ ェ ク ト の端点は、 基板外形線の中心線に対し て検査さ
れます。

基板外文字 基板外文字を検査し、 基板外文字のすべてのイ ンス タ ン
スを間隙エラーと し て記録し ます。

禁止領域 禁止領域制限違反を検査し ます。
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同ネ ッ ト 同一ネ ッ ト のオブジ ェ ク ト 同士の間隙を検査し ます。
オブジ ェ ク ト 間の検査については、 以下に記載し ます。

• パッ ド端点とパッ ド端点

• パッ ド端点と配線の内側コーナー

• SMD 端点とパッ ド端点

• SMD 端点と配線の内側コーナー

• パッ ド と配線間の鋭角

ド リル⇔ド リル すべてのド リル穴間の間隙を検査し ます。 メ ッ キされた
穴の直径は、 パッ ド ス タ ッ ク ド リル径と ド リル超過寸法
を足し て計算されます。
制限事項 ： ド リルと ド リル間のエラーレポー ト は、 ド リ
ルペアの 1 層のみを対象と し ます。 

非貫通ビア ド リル 基板製造中に ド リル時に問題と な り得る、 以下のよ う な
ビアの構成をチ ェ ッ ク し ます。
• 2 つの非貫通ビアが同じ位置にある
• 2 つの非貫通ビアのド リル寸法が異なる
• 2 つの非貫通ビアが層を共有し ている

( 例 ： VIA1-2、 VIA2-4)
制限事項 ： このオプシ ョ ンは、 ド リル⇔ド リルが選択さ
れている場合のみ使用可能です。

配線幅 最小 / 最大幅を超過し ていないか、 配線を検査し ます。

Table 1-49. [ 間隙検査内容を設定 ] ダイアログボ ッ クス (cont.)
名前 説明
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関連 ト ピ ッ ク

間隙検査の設定

間隙規則ダイアログボ ッ クス
[ 間隙規則 ] ダイアログボ ッ クスを使用し て、 オブジ ェ ク ト 同士のエ ッ ジ間の最小間
隔や、 配線幅を定義し ます。 オン ラ イ ン DRC と設計検証では、 間隙違反を検査し、
レポー ト し ます。 同一のオブジ ェ ク ト タ イプに対し てだけでな く 、 配線などの異なる
オブジ ェ ク ト タ イプに対し ても、 検査が行われます。

外形⇔外形 実際の部品外形と実際の部品外形と を照合し ます。 部品
外形とは、 以下の層上の部品形状オブジ ェ ク ト の一番遠
い部分を さ し ます。
• 実装部品層 ( 部品面または半田面 )
• 実装部品層の関連シルク層 ( シルク部品面または半田

面 )
• 層 0 ( ゼロ )

通常、 最も遠いオブジ ェ ク ト はシルク、 パッ ド、 または
その両方の組み合わせと な り ます。
層 20 によ り大きな配置外形がある場合は、 配置外形の
検査をご覧 く だ さい。
制限事項 ： ラテ ィ ウム設計検査では、 このオプシ ョ ンは
使用できません。

配置外形 デフ ォル ト 層モー ド では、 配置外形を、 電気層ではな く
層 20 の外形線に対し て検査し ます。
ヒ ン ト ： デフ ォル ト 層モー ドから増加層モー ド に変更す
る と、 すべての非電気層は 100 単位で増加し ます。 その
ため、 増加層モー ド では、 外形線が層 120 の外形線と照
合されます。 
実際のシルク実装部品外形線と正確に合致し ていない層
20( または層 120) 上に外形線を作成できます。 この層に
よ り大きな外形線を設定する こ と で、 他の目的のため、
実装部品付近の領域を空ける こ とができます。 配置外形
検査を行う こ と で、 この領域を確実に空ける こ とが可能
です。 参照 ： 重複部品の押し退け

ラテ ィ ムエラー記号 ラテ ィ ムエラー記号を表示し ます。 ラテ ィ ウムエラー記
号は、 設計内にラテ ィ ウム規則がある こ と を示し ます。
設計検証ダイアログボ ッ クスの [ ラ テ ィ ウム設計検証 ]
オプシ ョ ンを使用し た場合のみ、 ラテ ィ ウム規則を検査
する こ とができます。

Table 1-49. [ 間隙検査内容を設定 ] ダイアログボ ッ クス (cont.)
名前 説明
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ア クセス

• 設定メ ニュー > 設計の規則 > デフ ォル ト ボタ ン > 間隙ボタ ン

Figure 1-52. [ 間隙規則 ] ダイアログボ ッ クス

Table 1-50. [ 間隙規則 ] ダイアログボ ッ クス

名前 説明

[ 同ネ ッ ト ] 領域 同一ネ ッ ト 上の項目間の間隙値を指定し ます。
ヒ ン ト ： 行または列全体に同じ値を設定する場合、 列見
出し、 行見出し、 または [ 全て ] を ク リ ッ ク し ます。 値
を入力し て OK を ク リ ッ クする と、 値が適用されます。

[ 配線幅 ] 領域 • 最小値―対話型配線の際の最小幅
• 推奨値―配線を開始する時に使用する幅
• 最大値―対話型配線の際の最大幅

ヒ ン ト ： 最小および最大配線幅の値は、 イ ンピーダンス
整合のよ う な、 高速配線機能を実現するためにさ まざま
な配線幅を使用する際に使われます。

[ 間隙 ] 領域 項目間の間隙値を指定し ます。
ヒ ン ト ： 行または列全体に同じ値を設定する場合、 列見
出し、 行見出し、 または [ 全て ] を ク リ ッ ク し ます。 値
を入力し て OK を ク リ ッ クする と、 値が適用されます。

[ その他 ] 領域 ド リルと実装部品本体のオブジ ェ ク ト との間隙を指定し
ます。

削除 この間隙規則を設定を削除し ます。
ヒ ン ト ： デフ ォル ト の間隙規則は削除できません。
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関連 ト ピ ッ ク

間隙設計規則の設定

ク ラス タ情報のプロパテ ィ ダイアログボ ッ クス
[ ク ラス タ情報プロパテ ィ ] ダイアログボ ッ クスでは、 ク ラス タに属する、 選択し た
実装部品またはユニオンのク ラス タ属性を修正し ます。

ア クセス

• ク ラス タ内のユニオンを選択 > 右ク リ ッ ク > プロパテ ィ > ク ラス タ情報ボタ ン

Figure 1-53. [ ク ラス タ情報のプロパテ ィ ] ダイアログボ ッ クス

関連 ト ピ ッ ク

ユニオンのプロパテ ィ ダイアログボ ッ クス

ク ラス タ マネージャダイアログボ ッ クス
ク ラス タ構成部品とユニオンの表示や管理には、 ク ラス タ マネージャ を使用し ます。
ク ラス タ構成部品とユニオンを別ク ラス タへ移動し た り、 ク ラス タ を破棄 ( 削除 ) で
きます。 ク ラス タ マネージャは、 Microsoft Windows Explorer と同じ よ う な機能を持っ
ています。 部品面レベル、 または階層のいずれのレベルでも項目を表示する こ とが可
能です。

Table 1-51. [ ク ラス タ情報のプロパテ ィ ] ダイアログボ ッ クスの内容

名前 説明

派生 構築および増加操作時に、 ク ラス タ を基礎、 つま り ト ッ
プレベルのク ラス タ と し て認識し ます。 追加可能な他の
ク ラス タ を確認するため、 PADS Layout ではシー ドから
外に向かって検索し ます。

ク ラス タ構築中は
省略

構成部品の増加や自動追加の操作時に、 ユニオンやク ラ
ス タ を無視し ます。



PADS Layout User’s Guide, PADS 9.0136

PADS Layout GUI リ フ ァ レンス
ク ラス タ マネージャダイアログボ ッ クス

ア クセス

• ツールメ ニュー > ク ラス タ マネージャ

Figure 1-54. [ ク ラス タ マネージャ ] ダイアログボ ッ クス

Table 1-52. [ ク ラス タ マネージャ ] ダイアログボ ッ クスの内容

名前 説明

階層 現在のク ラス タ階層の進路を追跡し ます。 部品面がデ
フ ォル ト レベルです。 ク ラス タ を展開する と、 ク ラス
タ、 ユニオン、 構成部品の名前が、 スラ ッ シュ (/) で分
けられて表示されます。

名称 強調表示されたク ラス タ またはユニオンの名称を表示し
ます。 名前を変更するには、 新規名称を入力し て、 [ 名
称変更 ] を ク リ ッ ク し ます。 

名称変更 選択し たク ラス タの名前を変更し ます。
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関連 ト ピ ッ ク

ク ラス タ部品を自動配置ダイアログボ ッ クスの使用

ク ラス タ配置

ク ラス タ部品を自動配置ダイアログボ ッ クス
[ ク ラス タ部品を自動配置 ] ダイアログボ ッ クスを使用し て、 新規ク ラス タの作成、
基板外形線内へのク ラス タ配置、 基板外形線内への部品配置などを行います。

ア クセス

• ツールメ ニュー > ク ラス タの自動配置

リ ス ト ボ ッ クス 設計上の全てのク ラス タ、 ユニオン、 実装部品を見るに
は、 2 つのリ ス ト ボ ッ クスのいずれかを使用し ます。
[ 部品面層 ] ラジオボタ ンで、 アク テ ィ ブな リ ス ト を ON
にし ます。 リ ス ト 内の項目は、 以下の接頭辞によ って
識別されます。
• ク ラス タ―CLU
• ユニオン―UNI
• 実装部品―com

[ 移動 ] 領域 ク ラス タの構成部品を一方のリ ス ト から も う一方へ移動
し ます。

拡張ボタ ン ク ラス タ内のオブジ ェ ク ト のみ表示するよ う、 リ ス ト
ボ ッ クスの内容を変更し ます。 [ 部品面層 ] ラジオボタ
ンを ク リ ッ クする と、 ク ラス タ名を表示し ます。

破棄ボタ ン 階層表示を折り たたみ、 部品面レベルの表示に戻り ま
す。

中断ボタ ン 選択し たク ラス タ を削除し ます。 [OK] を ク リ ッ クする
まで、 ク ラス タはメ モ リから削除されません。

探索ボタ ン 表示された階層内にある特定のク ラス タ、 ユニオンまた
は実装部品名を検索する、 [ 階層内を探索 ] ダイアログ
ボ ッ クスを開きます。 検索し た名前がク ラス タ または
ユニオンの一部だった場合、 展開し て全ての構成部品を
表示し ます。

Table 1-52. [ ク ラス タ マネージャ ] ダイアログボ ッ クスの内容 (cont.)
名前 説明
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Figure 1-55. [ ク ラス タ部品を自動配置 ] ダイアログボ ッ クス

Table 1-53. [ ク ラス タ部品を自動配置 ] ダイアログボ ッ クスの内容

名前 説明

ク ラス タ を構築 基板外形線の外側に新規ク ラス タ を自動的に作成し ま
す。 自動的に作成されたク ラス タは、 デフ ォル ト で開き
ます。 ク ラス タ構築を カス タ マイズするには、 設定ボタ
ンを ク リ ッ ク し ます。
参照 ： ク ラス タ構築を設定ダイアログボ ッ クス

設定ボタ ン ク ラス タ構築を設定ダイアログボ ッ クスを開きます。

ク ラス タ を配置 ク ラス タ を基板外形線内に自動的に配置し ますが、 関連
付けされた部品は実際には移動し ません。 

設定ボタ ン 配置ク ラス タ を設定ダイアログボ ッ クスを開きます。

部品を配置 部品の自動配置操作を行います。 ク ラス タ配置を カス タ
マイズするには、 設定ボタ ンを ク リ ッ ク し ます。

設定ボタ ン 配置部品を設定ダイアログボ ッ クスを開きます。

実行ボタ ン [ ク ラス タ部品配置 ] ダイアログボ ッ クスでボタ ンを選
択する と、 実行ボタ ンが使用可能にな り ます。 ク ラス タ
構築、 ク ラス タ配置やパスご との部品配置などの複数操
作が可能です。

不可視ネ ッ ト 無視 構築または配置設計仕様から、 不可視ネ ッ ト を除外し ま
す。 不可視ネ ッ ト を含めるには、 このオプシ ョ ンを OFF
にし ます。

内層接続ネ ッ ト 無視 構築または配置設計仕様から、 内層接続ネ ッ ト を除外し
ます。 内層接続ネ ッ ト を含めるには、 このオプシ ョ ンを
OFF にし ます。
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関連 ト ピ ッ ク

ク ラス タ部品を自動配置ダイアログボ ッ クスの使用

ク ラス タ配置

ク ラス タ部品配置の状況ダイアログボ ッ クス
[ ク ラス タ部品配置の状況 ] ダイアログボ ッ クスには、 [ 設定 ] で有効にし た各パスに
対する完了のパーセンテージが表示されます。 ダイアログボ ッ クスの右側に配置パス
の予定時間と経過時間を表示し ます。

分散ボタ ン 位置固定し ない実装部品を基板外形線の外側に配置し、
基板内部を消去し ます。 分散は部品高さに基づいて行わ
れ、 部品長さによ ってソー ト されます。 位置固定済み部
品は影響を受けません。 ク ラス タ表示モー ド で分散を使
用する と、 ク ラス タは分散されます。

配線長最短化ボタ ン 基板上のピンペアを再配列し ます。 ピンペアは、 配線規
則で設定し た配線長最短化の基準に基づいて計算されま
す。

押退ボタ ン 自動モー ド で押し退けパスを起動し ます。 間隙検査に
パス し なかった部品は、 自動的に調整されます。
ヒ ン ト ：
• 押し退けではテス ト ポイ ン ト は固定されたオブジ ェ

ク ト とみな されます。  
• 押し退けでは、 物理的再利用の一部である実装部品

は無視されます。

保存ボタ ン 3 つすべての操作に関し て、 現在の設計仕様を保存し ま
す。

ロー ド ボタ ン 保存された設計仕様フ ァ イルを開きます。

Table 1-53. [ ク ラス タ部品を自動配置 ] ダイアログボ ッ クスの内容 (cont.)
名前 説明
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Example 1-1. [ ク ラス タ部品配置の状況 ] ダイアログボ ッ クス

配置操作の終了後、 [ 部品配置の違反 ] ダイアログボ ッ クスにエラーが表示されます。
リ ス ト 内の項目をダブルク リ ッ クする と、 詳細が表示されます。

関連 ト ピ ッ ク

ク ラス タ部品を自動配置ダイアログボ ッ クスの使用

ク ラス タ配置

ク ラス タのプロパテ ィ ダイアログボ ッ クス
[ ク ラス タのプロパテ ィ ] ダイアログボ ッ クスを使用し て、 選択し たク ラス タの情報
の取得や編集を行います。

ア クセス

• ク ラス タ を選択 > 右ク リ ッ ク > プロパテ ィ

Table 1-54. [ ク ラス タ部品配置の状況 ] ダイアログボ ッ クスの内容

名前 説明

割込みボタ ン 進行中のパスを停止し ます。
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Figure 1-56. [ ク ラス タのプロパテ ィ ] ダイアログボ ッ クス

Table 1-55. [ ク ラス タのプロパテ ィ ] ダイアログボ ッ クスの内容

名前 説明

名称 現在選択されている ク ラス タの名称を表示し ます。 ク ラス
タの名称変更を行う には、 新しい名前を入力し ます。 

X/Y 位置座標 ク ラス タの現在の座標を表示し ます。 ク ラス タの位置を移
動するには、 新規の位置を入力し ます。

固定済 手動や自動による部品配置プロセス中に、 ク ラス タが移動
し ないよ う にし ます。

部品面領域 /
半田面領域

ク ラス タの各構成部品の領域に基づ く 、 ク ラス タが包含す
る範囲。

構成部品 選択し たク ラス タの構成部品である、 個々の部品を表示し
ます。

削除ボタ ン ク ラス タ を削除し、 その構成部品を個々の部品に変換し ま
す。

派生切換ボタ ン ク ラス タの構築を開始する部品を選択し ます。 ク ラス タに
追加するその他の部品の分析は、 これらの部品と その接続
状況に基づきます。

増加ボタ ン ク ラス タに新たな構成部品を イ ン ク リ メ ン タルに追加する
ための、[ ク ラス タの発達 • 増加 ] ダイアログボ ッ クスを開き
ます。
参照 ： 既存ク ラス タの修正
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関連 ト ピ ッ ク

ク ラス タ部品を自動配置ダイアログボ ッ クスの使用

ク ラス タ配置

コ ラボレーシ ョ ンデータ入力ダイアログボ ッ クス
[ コ ラボレーシ ョ ンデータ入力 ] ダイアログボ ッ クスを使用し て、 データ入力された
2D ラ イ ンを特定のド キュ メ ン ト 層にターゲ ッ ト し ます。 コ ラボレーシ ョ ンデータに
は、 課題と物理的に関連付けられたマークア ッ プが含まれます。 マークア ッ プは、 こ
のダイアログボ ッ クスで選択された ド キュ メ ン ト 層に 2D ラ イ ン と し てデータ入力さ
れます。

ア クセス

• Collaboration Markups ダイアログボッ クスで、 Import ボタ ンを ク リ ッ ク し、
選択し たフ ァ イルまでブ ラウズし、 Open を ク リ ッ ク し ます。

自動ボタ ン ク ラス タに新たな構成部品を自動的に追加する、 [ ク ラス タ
容量限界の定義 ] ダイアログボ ッ クスを開きます。 
参照 ： 既存ク ラス タの修正

派生 構築および増加操作時に、 ク ラス タ を基礎、 つま り ト ッ プ
レベルのク ラス タ と し て認識し ます。 追加可能な他のク ラ
ス タ を確認するため、 PADS Layout ではシー ドから外に向
かって検索し ます。

優勢 部品の配置操作において、 ク ラス タの構成部品を可能な限
り近接し て配置し ます。 配置の最小間隔は、 設計規則にお
ける部品の間隙の間隔と同じ です。

閉鎖 ク ラス タ部品配置のク ラス タ構築パス中に、 ク ラス タが削
除されるのを保護し ます。

ク ラス タ構築中は
スキ ッ プ

構成部品の増加や自動追加の操作時に、 ク ラス タ を無視し
ます。

Table 1-55. [ ク ラス タのプロパテ ィ ] ダイアログボ ッ クスの内容 (cont.)
名前 説明
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Figure 1-57. [ コ ラボレーシ ョ ンデータ入力 ] ダイアログボ ッ クス

比較 /ECO ツールダイアログボ ッ クス、 比較タ ブ
[ 比較 /ECO ツール ] ダイアログボ ッ クスの [ 比較 ] タ ブを使用し て、 設計比較を行う
要素を指定し ます。

ヒ ン ト ： 設計比較の際、 PADS Layout は再利用定義を無視し、 物理的設計再利用の
実際の要素を使用し ます。

ア クセス

• ツールメ ニュー > 比較 /ECO ツール > 比較タ ブ

Table 1-56. [ コ ラボレーシ ョ ンデータ入力 ] ダイアログボ ッ クスの内容

名前 説明

マークア ッ プ層 コ ラボレーシ ョ ンデータに含まれる 2D ラ イ ンマー
クア ッ プの位置と し て、 リ ス ト から ド キュ メ ン ト 層
を選択し ます。

層の名前を以下に変更 層の名前を [ 層構成を定義 ] に記載された名前に自
動的に変更するには、 このチ ェ ッ クボ ッ クスを選択
し ます。 デフ ォル ト の層名を使用するか、 新規名称
を入力し ます。
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Figure 1-58. [ 比較 ] タ ブ

Table 1-57. [ 比較 ] タ ブの内容

名前 説明

ECO 登録部品のみ
比較

非 ECO 登録部品を比較から除外し ます。 非 ECO 登録部
品には PCB 設計に存在し、 回路図には存在し ない機械
部品 / 非機械部品が含まれる こ とがあ り ます。 比較にす
べての部品を含めるには、 このチ ェ ッ クボ ッ クスを OFF
にし ます。
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ECO 登録属性のみ
比較

非 ECO 登録属性を比較から除外し ます。
ヒ ン ト ：
• [属性の比較レベル]領域で [全属性を無視]を選択し た

場合、 このオプシ ョ ンは選択できません。
• ビア属性は ECO 登録ではないため、 ECO 処理時に

追加、 削除、 変更する こ とはできません。

部品形状を比較 比較に部品形状を含めます。

名称比較オプシ ョ ン
領域

• ネ ッ ト 名と参照名を比較 ： 必要に応じ て名称変更―
参照名と ネ ッ ト 名を使用し て差分を比較し ます。
配線済みの配線への変更を最小限に抑えるのに適し
ています。 このオプシ ョ ンを選択する と、 部品の位
置交換が必要になる場合があ り ます。 た と えば、 R1 
と R12 を交換する と配線済の配線への変更が最小限
と なる場合、 R12 が R1 に、 R1 が R12 に同時変更さ
れ、 その後 R1 と R12 が元のネ ッ ト に再接続されま
す。 

• ネ ッ ト 名と参照名を比較 ： 名称変更の代わり に部品
を追加または削除を優先―参照名の変更がほとんど
行われず、 ネ ッ ト 名の変更が行われなかった とい う
こ とに基づき、 参照名と ネ ッ ト 名で差分を比較し ま
す。
部品の位置交換と その結果生じ る発生する可能性の
ある設計の分裂を最小限に抑えるのに適し ています。  

• 接続性と名称でな く ト ポロジを比較 ： 必要に応じ て
名称変更―参照名やネ ッ ト 名を使わずに、 差分を比
較し ます。 差分の比較には ピン名やパー ト タ イプ名
などを使用し ます。 部品と ネ ッ ト が名称変更され、
小規模な相互接続の変更が行われた場合 ( 設計上で
自動番号変更だけを実行し た場合など ) の設計の比
較に適し ています。 

未使用 ピンのネ ッ ト
を無視

元の設計内の未使用ピンネ ッ ト を比較から除外し ます。
未使用ピンのネ ッ ト には、 論理的なネ ッ ト 関連性を持た
ないピンが含まれます。 PCB 設計プロセスにおいて
SPECCTRA や他ツールで配線を行う と未使用ピンネ ッ
ト が作成される場合があ り ます。 
ヒ ン ト ： このオプシ ョ ンを OFF にし、 回路図や以前の
PCB レ イアウ ト から PCB 設計を更新する と、 未使用ピ
ンネ ッ ト が削除される場合があ り ます。

ネ ッ ト 名 未使用ピンネ ッ ト の名前。 ネ ッ ト 名の最大の長さは 47
文字です。 括弧 { }、 アス タ リ スク *、 スペース、 クエ
スチ ョ ンマーク (?)、 コ ンマ (,) を除 く 英数字を使用でき
ます。

Table 1-57. [ 比較 ] タ ブの内容 (cont.)
名前 説明
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[ 属性と設計の規則を
比較 ] 領域

参照 ： Table 1-58 設計要素の属性の比較

比較オブジ ェ ク ト
領域

[ 属性と設計の規則を比較 ] 領域で選択し た内容を表示
し ます。

実行 設計を比較し ます。 
制限事項 ： [ ド キュ メ ン ト ] タ ブの [ アウ ト プ ッ ト オプ
シ ョ ン ] 領域でオプシ ョ ンを選択する と、 このボタ ンが
使用可能にな り ます。

Table 1-58.  設計要素の属性の比較

選択 比較内容 比較対象

属性を比較 PADS Logic
オブジ ェ ク ト タ イプ
ヒ ン ト ： 部品のみ定義さ
れた PADS Logic ネ ッ ト
リ ス ト を比較するにはこ
のオプシ ョ ンを選択し ま
す。

部品属性のみ ( 部品と ネ ッ ト )
各部品は対応する部品形状および
パー ト タ イプから部品を取得し ます
が、 修正は部品レベルでのみ行われ
ます。

DxDesigner オブジ ェ ク ト
ヒ ン ト ： 基板属性、 部品
属性、 ネ ッ ト 属性、 ピン
属性が定義された
DxDesigner ネ ッ ト リ ス ト
を比較する際に、 このオ
プシ ョ ンを選択し ます。

基板、 部品、 ネ ッ ト 、 ピン属性。
各部品 は対応する部品形状および
パー ト タ イプから属性を受け取り ま
す。 ネ ッ ト は自身が属するネ ッ ト ク
ラスから属性を引き継ぎます。 部品
とネ ッ ト の差分はそれぞれ、 部品ま
たはネ ッ ト レベルでのみ更新されま
す。 ピン属性には引き継がれる階層
はあ り ません。

全オブジ ェ ク ト タ イプ
ヒ ン ト ： 異なるバージ ョ
ンの PADS Layout 設計を
比較する場合、 このオプ
シ ョ ンを選択し ます。

全属性 ( 基板、 部品ネ ッ ト 、 ピン、
ネ ッ ト ク ラス、 パー ト タ イプ、 部品
形状 )。
属性階層は引き継がれず、 すべての
オブジ ェ ク ト タ イプが現在の階層で
比較され、 更新されます。

設計の規則を
比較

PADS Logic
オブジ ェ ク ト タ イプ

ネ ッ ト とネ ッ ト ク ラス規則

DxDesigner
オブジ ェ ク ト タ イプ

• ネ ッ ト とネ ッ ト ク ラス規則
• 一般規則
• 差動ペア規則

全オブジ ェ ク ト タ イプ すべての設計規則

Table 1-57. [ 比較 ] タ ブの内容 (cont.)
名前 説明
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関連 ト ピ ッ ク

設計の比較と更新

比較 /ECO ツールダイアログボ ッ クス、 ド キュ メ ン
ト タ ブ
[ 比較 /ECO ツール ] ダイアログボ ッ クスの [ ド キュ メ ン ト ] タ ブを使用し て、 設計
比較と作成する フ ァ イルを指定し ます。 

ア クセス

• ツールメ ニュー > 比較 /ECO ツール

属性を比較 
と設計の規則
を比較の両方
を選択し た
場合

PADS Logic
オブジ ェ ク ト タ イプ

• 部品とネ ッ ト 属性
• ネ ッ ト とネ ッ ト ク ラス規則
• 一般規則と条件付規則
• 差動ペア規則

DxDesigner 
オブジ ェ ク ト タ イプ

• 基板、 部品、 ネ ッ ト 、 ピン属性
• ネ ッ ト とネ ッ ト ク ラス規則
• 一般規則
• 差動ペア規則

全オブジ ェ ク ト タ イプ • 全オブジ ェ ク ト タ イプの属性
• すべての設計規則

Table 1-58.  設計要素の属性の比較 (cont.)
選択 比較内容 比較対象
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Figure 1-59. [ ド キュ メ ン ト ] タ ブ

Table 1-59. [ ド キュ メ ン ト ] タ ブの内容

名前 説明

比較と更新する
元の設計

• 現在の PCB 設計を使用 ―現在の設計を、 比較と更新
する元の設計と し て指定し ます。

• 元の設計フ ァ イル ― 比較と更新を行う元のフ ァ イル
と し て、 別のフ ァ イルを指定し ます。

ヒ ン ト ： 別の設計フ ァ イルを指定するには、 「現在の
PCB 設計を使用」 チ ェ ッ クボ ッ クスを OFF にし ます。
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関連 ト ピ ッ ク

設計の比較と更新

比較 /ECO ツールダイアログボ ッ クス、 更新タ ブ
[ 比較 /ECO ツール ] ダイアログボ ッ クスの [ 更新 ] タ ブを使用し て、 元の設計内で更
新するデータ タ イプの指定と ラ イブ ラ リデータ を更新するかど うかを指定し ます。 

ア クセス

• ツールメ ニュー > 比較 /ECO ツール > 更新タ ブ

変更内容のある
新規設計

• 現在の PCB 設計を使用―変更内容を含む新規設計と
し て、 現在の PCB 設計を使用し ます。

• 新規設計フ ァ イル―変更内容を含む新規設計と し て、
別のフ ァ イルを指定し ます。

ヒ ン ト ： 別の設計フ ァ イルを指定するには、 「現在の
PCB 設計を使用」 チ ェ ッ クボ ッ クスを OFF にし ます。

差分レポー ト を生成 2 つのバージ ョ ンの設計フ ァ イル間の差分を説明し たレ
ポー ト フ ァ イルを生成し ます。 フ ァ イル名は Layout.rep
と な り、 \PADS Projects フ ォルダに格納されます。

ECO フ ァ イルを生成  ECO フ ァ イルを作成し ます。 ECO フ ァ イル名を入力す
るか、 参照ボタ ンで指定し ます。 ECO フ ァ イルには新
規設計に一致するよ う元の設計を更新するための内容が
含まれます。

回路図にバッ クア ノ
テー ト する ASCII
フ ァ イルを生成

回路図に戻す情報を含むフ ァ イルを作成するには、 回路
図にバッ クア ノ テー ト する ASCII フ ァ イルを生成
チ ェ ッ クボ ッ クスを選択し ます。 ASCII フ ァ イル名ボ ッ
クスにフ ァ イルへのパス と名前を入力し て く だ さい。

実行ボタ ン 設計を比較し ます。 
制限事項 ： [ アウ ト プ ッ ト オプシ ョ ン ] 領域でオプシ ョ
ンを選択する と、 このボタ ンが使用可能にな り ます。

Table 1-59. [ ド キュ メ ン ト ] タ ブの内容 (cont.)
名前 説明
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Figure 1-60. [ 更新 ] タ ブ

Table 1-60. [ 更新 ] タ ブの内容

名前 説明

[ 更新オプシ ョ ン ]
領域

設計比較結果の ECO フ ァ イルを PADS Layout に自動的
に入力する こ とによ り、 メ モ リ内の PCB レ イアウ ト を
新規設計と一致するよ う更新し ます。
ヒ ン ト ： [ 元の設計を更新 ] オプシ ョ ンは、 以下のオプ
シ ョ ンが両方選択されていないと、 使用できません。
• [ ド キュ メ ン ト ] タ ブの [ 比較と更新する元の設計 ]

領域の現在の PCB 設計を使用
• [ ド キュ メ ン ト ] タ ブの ECO フ ァ イルを生成
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関連 ト ピ ッ ク

設計の比較と更新

実装部品層を指定ダイアログボ ッ クス
[ 実装部品層を指定 ] ダイアログボ ッ クスを使用し て、 部品面または半田面を実装部
品面層と設定し た場合、 選択し た層を文書層に関連付け指定やマ ッ プする こ とができ
ます。 CAM( ネガ ) 銅箔面は、 単独ネ ッ ト に指定されている必要があ り ます。 分割 /
混在銅箔面には、 複数ネ ッ ト の指定が可能です。

このダイアログボ ッ クスで行われる層の関連付けは、 CAM 出力ルーチンで使用され
ます。 た と えば、 部品面のシルク を出力する場合には、 シルクスク リーンに関連付け
た文書層が、 自動的に CAM 記録文書に追加されます。   

元の設計を更新する
前に停止

ECO フ ァ イルを自動的に メ モ リ内の元の PADS Layout
設計にデータ入力する前に、 差分レポー ト または ECO
フ ァ イルを表示するよ う指定し ます。
• 制限事項： [更新] タ ブで [元の設計を更新]が選択され

てお り、 [ ド キュ メ ン ト ] タ ブの [ 比較と更新する元
の設計 ] 領域の [ 現在の PCB 設計を使用 ] が選択さ
れている場合のみ、 有効にな り ます。

ラ イブ ラ リのパー ト
タ イプを更新

DxDesigner の ViewPCB で生成された PADS フ ォーマ ッ
ト ASCII パー ト タ イプ フ ァ イル (.p) を自動的に入力する
こ とによ り、 PADS Layout のパー ト タ イプ ラ イブ ラ リ を
更新し ます。

パー ト タ イプ ASCII 
フ ァ イル

使用する ASCII フ ァ イルを指定し ます。 フ ァ イル名を入
力するか、 参照ボタ ンを使用し て選択し ます。

データ入力先リ ス ト 更新分を入力する ラ イブ ラ リ を指定し ます。

新規ラ イブ ラ リ
ボタ ン

更新分を入力する ラ イブ ラ リ を新規作成し ます。

[ ラ イブ ラ リ部品の
入力モー ド ] 領域

変更点の入力方法を指定し ます。
• 既存部品に重ね書き禁止
• 既存部品に重ね書き
• 部品毎に重ね書きを確認

実行 設計を比較し ます。 
制限事項 ： [ ド キュ メ ン ト ] タ ブの [ アウ ト プ ッ ト オプ
シ ョ ン ] 領域でオプシ ョ ンを選択する と、 このボタ ンが
使用可能にな り ます。

Table 1-60. [ 更新 ] タ ブの内容 (cont.)
名前 説明
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ア クセス

• 設定メ ニュー > 層構成を定義 > 関連性ボタ ン

Figure 1-61. [ 実装部品層を指定 ] ダイアログボ ッ クス

Table 1-61. [ 実装部品層を指定 ] ダイアログボ ッ クスの内容

名前 説明

名前 [ 層構成を定義 ] ダイアログボ ッ クスで選択された
層の名前。 この層が、 実装部品と関連付ける層と な
り ます。

シルク 関連付けるシルク層を選択し ます。
• な し
• Silkscreen Bottom
• Silkscreen Top

メ タル 関連付ける メ タル層を選択し ます。
• な し
• Paste Mask Bottom
• Paste Mask Top

レジス ト 関連付けるレジス ト 層を選択し ます。
• な し
• Solder Mask Bottom
• Solder Mask Top

アセンブ リ 関連付けるアセンブ リ層を選択し ます。
• な し
• Assembly Drawing Bottom
• Assembly Drawing Top
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関連 ト ピ ッ ク

実装部品面層と文書層の関連付け

実装部品のプロパテ ィ ダイアログボ ッ クス
[ 実装部品のプロパテ ィ ] ダイアログボ ッ クスを使用し て、 実装部品の配置、 部品形
状、 ク ラス タ、 ラベル情報を修正し ます。

間隔と反復の配列には 3 種類あ り ます ：

ア クセス

• 実装部品を選択 > 右ク リ ッ ク > プロパテ ィ

Figure 1-62. [ 実装部品のプロパテ ィ ] ダイアログボ ッ クス

部品タ ブ 部品に関するすべての情報を記載し ます。

ク ラス タ タ ブ ク ラス タ を除外または基礎のク ラス タ と し て設定し ます。

ラベルタ ブ [ 部品ラベル ] プロパテ ィ を設定し ます。

Table 1-62. [ 実装部品のプロパテ ィ ] ダイアログボ ッ クス

名前 説明

参照名 選択し た部品の参照名。

X、 Y 座標 その部品の現在座標を表示し ます。 別の座標の値を入力
する と、 部品が移動し ます。
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部品タ ブ

[ 実装部品のプロパテ ィ ] ダイアログボ ッ クスの [ 部品 ] タ ブは、 部品に関するすべて
の情報を表示する際に使用し ます。 ダイアログボ ッ クスの内容は編集できません。

回転リ ス ト 部品の現在の回転角度を表示し ます。 別の回転角度を入
力する と、 部品の回転が変更し ます。

層リ ス ト 部品が配置されている層を表示し ます。 実装部品を別の
層に移動するには、 リ ス ト でその層を ク リ ッ ク し ます。

固定済 実装部品を固定するかど うかを設定し ます。 実装部品を
基板に固定し、 実装部品が移動し ないよ う にする場合、
[ 固定済 ] を選択し ます。 実装部品の固定を解除するに
は、 チ ェ ッ クボ ッ クスを OFF にし ます。
複数部品が選択されてお り、 固定済みと未固定の部品が
混在する場合、 [ 固定済 ] チ ェ ッ クボ ッ クスはグレーに
な り ます ( 未定義の状態 )。 チ ェ ッ クボ ッ クスを ク リ ッ
ク し て ON にする と、 全ての選択部品が固定済みにな り
ます。 チ ェ ッ クボ ッ クスを ク リ ッ ク し て OFF にし、 全
ての選択部品の固定を解除する こ と も可能です。 

結線数 部品に接続された結線の数を表示し ます。

形状リ ス ト 現在の部品形状を表示し ます。 部品形状を変更するに
は、 リ ス ト で別の形状を選択し ます。
ヒ ン ト ： ECO モー ド でない場合も、 このダイアログ
ボ ッ クスを使用し て部品形状を指定できます。 属性が
ECO 登録済みであっても、 属性変更が可能です。 例え
ば、 U1 の部品形状を、 Geometry.Height 属性が 200 に設
定された DIP14 から、 Geometry.Height 属性が 100 に設
定された SOIC14 に変更できます。 ECO モー ド でない場
合には、 その変更は .eco フ ァ イルには記録されません。 

部品外形の線幅 実装部品外形線の現在の幅を表示し ます。 PADS Layout
では、 設計内の全実装部品ではな く 、 選択し た実装部品
の部品形状の部品外形の線幅のみが変更されます。 
参照 ： 部品外形線幅の変更

パッ ド ス タ ッ ク
ボタ ン

選択し た実装部品で 1 つまたは複数のパッ ド ス タ ッ ク を
修正し ます。

属性ボタ ン オブジ ェ ク ト 属性ダイアログボ ッ クスを開きます。 こ こ
で、 選択し たオブジ ェ ク ト に属性や値を指定できます。

規則ボタ ン [ 実装部品の規則 ] ダイアログボ ッ クスを開きます。 [ 実
装部品 ] リ ス ト では、 選択し た実装部品が強調表示され
ます。
参照 ： 設計規則の設定

Table 1-62. [ 実装部品のプロパテ ィ ] ダイアログボ ッ クス (cont.)
名前 説明
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Figure 1-63. [ 部品 ] タ ブ

ク ラス タ タ ブ

[ 実装部品のプロパテ ィ ] ダイアログボ ッ クスの [ ク ラス タ ] タ ブを使用し て、 ク ラス
タ を除外し た り、 基礎のク ラス タ と し て設定し ます。 

Figure 1-64. [ ク ラス タ ] タ ブ

Table 1-63. [ ク ラス タ ] タ ブの内容

名前 説明

ク ラス タ構築中は
省略

実装部品を ク ラス タ構築から除外し ます。 選択し た部品
を ク ラス タ構築操作から外すには、 このチ ェ ッ クボ ッ ク
スを ク リ ッ ク し ます。
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ラベルタ ブ

Figure 1-65. [ ラベル ] タ ブ

関連 ト ピ ッ ク

実装部品プロパテ ィ の修正

実装部品の規則ダイアログボ ッ クス
[ 実装部品の規則 ] ダイアログボ ッ クスを使用し て、 実装部品に適用する設計規則を
定義し ます。

派生 構築および増加操作時に、 ク ラス タ を基礎、 つま り ト ッ
プレベルのク ラス タ と し て認識し ます。 追加可能な他の
ク ラス タ を確認するため、 PADS Layout ではシー ドから
外に向かって検索し ます。

Table 1-64. [ ラベル ] タ ブの内容

名前 説明

ラベルリ ス ト 作成または編集し たいラベルを指定し ます。

部品ラベル
プロパテ ィ

部品ラベルプロパテ ィ ダイアログボ ッ クスを開きます。

Table 1-63. [ ク ラス タ ] タ ブの内容 (cont.)
名前 説明
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ア クセス

• 設定メ ニュー > 設計の規則 > 実装部品ボタ ン

Figure 1-66. [ 実装部品の規則 ] ダイアログボ ッ クス

Table 1-65. [ 実装部品の規則 ] ダイアログボ ッ クス

名前 説明

実装部品リ ス ト 設計内のすべての実装部品を表示し ます。

規則のある実装部品
を表示

規則のある実装部品のみ表示するよ う指定し ます。

使用中の部品形状 特定の部品形状の実装部品を表示するよ う指定し ます。
ヒ ン ト ： ( 全部品形状 ) を選択する と、 すべての部品形
状が表示されます。

間隙 [ 間隙規則 ] ダイアログボ ッ クスを開きます。

配線 [ 配線規則 ] ダイアログボ ッ クスを開きます。

フ ァ ンアウ ト [ フ ァ ンアウ ト 規則 ] ダイアログボ ッ クスを開きます。

パッ ド入力角度 [ パッ ド入力角度規則 ] ダイアログボ ッ クスを開きます。

レポー ト [ 規則をレポー ト 出力 ] ダイアログボ ッ クスを開きます。
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関連 ト ピ ッ ク

実装部品の設計規則の設定

制約条件付の規則を設定ダイアログボ ッ クス
[ 制約条件付の規則を設定 ] ダイアログボ ッ クスを使用し て、 規則内で名前を付けら
れたオブジ ェ ク ト 同士が近接し ている場合、 または特定の層上にある場合に適用され
る、 間隙規則および高速回路規則を設定し ます。 例えば、 ネ ッ ト 間のデフ ォル ト の間
隙を X と し、 ネ ッ ト A がネ ッ ト B に近接し ている場合は、 間隙を Y と設定できま
す。

必須事項 ： 制約条件規則の設定には、 [ 高度な規則 ] オプシ ョ ンが必要です。

ヒ ン ト ： 条件付き規則は、 設計階層内の設計規則と高速回路規則に優先し ます。

ア クセス

• 設定メ ニュー > 設計の規則 > 制約条件規則ボタ ン

規則ボタ ンの下の
グラ フ ィ ッ ク

各タ イプの規則ボタ ンの下のイ ラス ト は、 その規則タ イ
プに対し、 どの規則階層レベルが使用されるかを示し て
います。 イ ラス ト は、 [ 規則 ] ダイアログボッ クスの
[ 階層 ] 領域内のボタ ン と対応し ています。 た と えば、
[ ク ラス ] リ ス ト でク ラスを選択し た場合、 間隙ボタ ン
の下に緑色の多角形が表示され、 デフ ォル ト の値がその
ク ラスに適用されます。

選択済 ： 実装部品リ ス ト 内で選択された実装部品を表示し ます。

パー ト タ イプ ： 実装部品リ ス ト で選択された実装部品に関連付けられた
パー ト タ イプを表示し ます。

部品形状 実装部品リ ス ト で選択された実装部品に関連付けられた
部品形状を表示し ます。

デフ ォル ト 選択し た実装部品からデフ ォル ト ではない規則を排除
し、 デフ ォル ト 規則のみ適用されるよ う にし ます。

Table 1-65. [ 実装部品の規則 ] ダイアログボ ッ クス (cont.)
名前 説明
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Figure 1-67. [ 制約条件付の規則を設定 ] ダイアログボ ッ クス

Table 1-66. [ 制約条件付の規則を設定 ] ダイアログボ ッ クス

名前 説明

信号源規則
オブジ ェ ク ト

規則を設定するオブジ ェ ク ト を指定し ます。

ネ ッ ト から 特定ネ ッ ト のピンペアの表示を指定し ます。
ヒ ン ト ： ( 全ネ ッ ト ) を選択する と、 すべてのピンペアが表
示されます。
制限事項 ： [ 信号源規則オブジ ェ ク ト ] 領域で [ ピンペア ]
が選択されている場合のみ使用できます。

規則違反の
オブジ ェ ク ト

規則を設定する対象のオブジ ェ ク ト を指定し ます。
ヒ ン ト ： オブジ ェ ク ト がピンペアの場合、 [ ネ ッ ト から ]
リ ス ト でネ ッ ト を選択し、 そのネ ッ ト のピンペアを表示す
る こ とができます。

ネ ッ ト から 特定ネ ッ ト のピンペアの表示を指定し ます。
ヒ ン ト ： ( 全ネ ッ ト ) を選択する と、 すべてのピンペアが表
示されます。
制限事項 ： [ 規則違反のオブジ ェ ク ト ] 領域で [ ピンペア ]
が選択されている場合のみ使用できます。
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関連 ト ピ ッ ク

制約条件規則の設定

結線状況設定ダイアログボ ッ クス
設計検証中に、 結線状況検査を使って、 単一配線ビア と単一千鳥ビアをレポー ト する
こ とができます。 ( 単一千鳥ビアは、 どのハッ チ外形線やベタ領域にも接続されてい
ません。 ) ただ し、 単一千鳥ビアの検査と レポー ト を行う には、 まず CAM 銅箔接続
を無視するよ う設定する必要があ り ます。

ア クセス

• ツールメ ニュー > 設計検証 > 結線状況検査 > 設定ボタ ン

Figure 1-68. [ 結線状況設定 ] ダイアログボ ッ クス

層に適用 制約条件付き規則を特定の層に適用する場合に指定し ま
す。
ヒ ン ト ： ( 全層 ) を選択する と、 すべての層に適用されま
す。
制限事項 ： [ 規則違反のオブジ ェ ク ト ] 領域で [ 層 ] が選択
されている場合は使用できません。

既存の規則設定
リ ス ト

以前作成されたすべての規則を表示し ます。

間隙 間隙規則の設定である こ と を指定し ます。 [ オブジ ェ ク ト
⇔オブジ ェ ク ト ] ボッ クスに間隙を入力し ます。

マ ト リ クスボタ ン [ 間隙規則 ] ダイアログボ ッ クスを開きます。

高速回路 高速回路規則の設定である こ と を指定し ます。 ボ ッ クスに
同層平行と層間平行と間隙を入力し ます。

作成ボタ ン 規則を作成し、 [ 既存の規則設定 ] リ ス ト に表示し ます。

削除ボタ ン 選択された規則を [ 既存の規則設定 ] リ ス ト から削除し ま
す。

Table 1-66. [ 制約条件付の規則を設定 ] ダイアログボ ッ クス (cont.)
名前 説明
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関連 ト ピ ッ ク

孤立千鳥ビア検査の設定

ピンのペアを面取り図形に変換ダイアログボ ッ クス
[ ピンのペアを面取り図形に変換 ] ダイアログボ ッ クスを使用し て、 配線を面取り ベ
タに変換し ます。 配線をベタ面取り図形に変換する こ とは、 単にベタ面取り図形を作
成する こ とに比べて 2 つの利点があ り ます。 また、 よ り強力な対話型配線機能を使用
し てまず配線を行い、 配線を面取り図形に変換し て、 自動的にネ ッ ト 指定を行う こ と
もできます。

ア クセス

• ピンペア ( 複数可 ) またはネ ッ ト を選択 > 右ク リ ッ ク  > 配線の面取り処理

制限事項 ： 未配線または部分的に配線されたピンペア、 または再利用ブロ ッ ク
に付属するピンペアは選択から除外されます。

Table 1-67. [ 結線状況設定 ] ダイアログボ ッ クスの内容

名前 説明

CAM 内層に接続され
た孤立ビアを表示

検査中に検出された孤立し た千鳥ビアは、 他のエラーと
と もにエラーと し て報告し、 設計内に記号を付けます。
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Figure 1-69. [ ピンのペアを面取り図形に変換 ] ダイアログボ ッ クス

Table 1-68. [ ピンのペアを面取り図形に変換 ] ダイアログボ ッ クスの内容

名前 説明

選択済みピンペア
リ ス ト

設計内で選択し たピンを表示し ます。

全選択ボタ ン [ 選択済みピンペア ] リ ス ト のすべての項目を選択し ます。

全選択解除ボタ ン [ 選択済みピンペア ] リ ス ト のすべての項目の選択を解除
し ます。

選択済み配線幅 選択し た配線の幅の範囲を表示し ます。

外形線幅 ベタ外形の幅の値を指定し ます。
ヒ ン ト ： ベタは外形線と塗潰し で作成されるため、 外形線
幅の値を非常に小さ く する と、 鋭角を持つコーナーが作成
できます。 コーナーを鋭角にするには値を小さ く し、 丸 く
するには値を大き く し ます。 すべてのコーナーは、 外形線
幅の半分と等しい半径を使用し て丸 く 処理されます。
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関連 ト ピ ッ ク

配線をベタ面取り図形に変換

ク ラ ッ シュ検出ダイアログボ ッ クス
[ ク ラ ッ シュ検出 ] ダイアログボ ッ クスはク ラ ッ シュ時に開き、 PADS 環境レポー ト や
該当する フ ァ イルを圧縮された PADS Dump フ ァ イルに保存できるよ う になっていま
す。 その時にはこのフ ァ イルを Mentor カス タ マーサポー ト に提出できます。 レポー
ト にフ ィ ー ドバッ ク を添付し た り、 オプシ ョ ン と し て BMW メ デ ィ アやプロジ ェ ク ト
フ ァ イルも添付できます。

ア クセス

• ソ フ ト ウ ェ アがク ラ ッ シュ し、 ソ フ ト ウ ェ アの .ini フ ァ イルでク ラ ッ シュ検出
が有効になっていない限り このダイアログボ ッ クスにはアクセスできません。

配線幅を使う 配線幅を面取り図形の幅と し て使用するよ う にし ます。 複
数の配線幅が存在する場合、 実際の配線幅が使用されま
す。 [ 変換パラ メ ータ ] 領域上部の [ 選択済み配線幅 ] の値
には、 [ 選択済みピンペア ] リ ス ト 内の項目の配線幅の範
囲が表示されます。
ヒ ン ト ： [ 変換面取り図形幅 ] に値を入力するには、 この
チ ェ ッ クボ ッ クスの選択を解除し ます。

コーナー部の
面取り比率

面取り図形幅に対する面取り コーナーの比率を指定し ま
す。 比率が 1.0 の場合、 面取り コーナーの幅は面取り図形
と同じにな り ます。 面取り コーナーを さ らに狭 く する場合
は、 この比率を小さ く し ます。

設定角度以下の
コーナーを面取り
処理

90 度よ り小さい角度のみ面取りするには、 設定角度以下
の コーナーを面取り処理 チ ェ ッ クボ ッ クスを OFF にし ま
す 。 または設定角度以下の コーナーを面取り処理チ ェ ッ
クボ ッ クスを選択し て、 90 ～ 180 度の角度を入力し、 そ
れよ り小さい角度は全て面取りするよ う指定し ます。 90
度よ り小さい外側のコーナーは常に面取り されます。

Table 1-68. [ ピンのペアを面取り図形に変換 ] ダイアログボ ッ クスの内容 (cont.)
名前 説明
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Figure 1-70. [ ク ラ ッ シュ検出 ] ダイアログボ ッ クス

Table 1-69. [ ク ラ ッ シュ検出 ] ダイアログボ ッ クスの内容

名前 説明

コ メ ン ト ボ ッ クス エラー発生時の操作やその他ク ラ ッ シュの調査に
役立ちそ う な事項を記述し ます。

BMW データ添付チ ェ ッ ク
ボ ッ クス

BMW データやプロジ ェ ク ト フ ァ イルを添付する こ
とができます。 カス タ マーサポー ト ではこのデータ
を使用し てク ラ ッ シュの原因と なった設計上の操作
を再現し ます。 BMW 機能が有効になっていない場
合、 このチ ェ ッ クボ ッ クスは使用できません。
参照 ： BMW と BLT
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関連 ト ピ ッ ク

ク ラ ッ シュ検出ダイアログボ ッ クス

アレ イ作成ダイアログボ ッ クス
[ アレ イ作成 ] ダイアログボ ッ クスを使用し て、 アレ イ作成のオプシ ョ ンを設定し ま
す。

Figure 1-71. [ プ ラナー形状 ] タ ブ

保存ボタ ン レポー ト フ ァ イルを作成するには保存ボタ ンを ク
リ ッ ク し て く だ さい。 保存ボタ ンを ク リ ッ クする
と、 [ 名前を付けて保存 ] ダイアログボ ッ クスが表
示されます。 作成される フ ァ イルは PADS Dump
フ ァ イルと呼ばれ zip 形式で圧縮されます。 この
フ ァ イルがカス タ マーサポー ト に送信する フ ァ イル
と な り ます。 これにはレポー ト 、 BMW データ、 プ
ロジ ェ ク ト フ ァ イルが含まれます。

Table 1-69. [ ク ラ ッ シュ検出 ] ダイアログボ ッ クスの内容

名前 説明
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Figure 1-72. [ 円筒形状 ] タ ブ

Figure 1-73. [ アレ イ作成 ] ダイアログボ ッ クス

Table 1-70. [ アレ イ作成 ] ダイアログボ ッ クスの内容

名前 説明

列⇔列間隔 列対列の距離を現在の設計単位で設定し ます。

欄⇔欄間隔 欄対欄の距離を現在の設計単位で設定し ます。

列の番号 アレ イ内の列数を設定し ます。
1 以上の値を入力し ます。 この値に基づいて、 [ 欄 ] ボ ッ クス
の値が自動的に更新されます。

欄の番号 アレ イ内の欄数を設定し ます。
1 以上の値を入力し ます。 この値に基づいて、 [ 列 ] ボ ッ クス
の値が自動的に更新されます。
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[ 順番 ] 領域 • 列―プ ラナーアレ イで配置される実装部品の順番を決定
し ます。 [ 列 ] を選択する と、 部品は選択内容によ り分類
され、 最下列よ り列ご とに配置されます。 部品は左から
右へと配置されます。 

• 欄―プ ラナーアレ イで配置される実装部品の順番を決定
し ます。 [ 欄 ] を選択する と、 部品は選択内容によ り分類
され、 最下列よ り列ご とに配置されます。 部品は左から
右へと配置されます。

内径 極座標グ リ ッ ド または円弧アレ イの内円半径を、 現在の設計
単位で設定し ます。 0 や負の値は使用できません。

⊿半径 極座標グ リ ッ ド または円弧アレ イの近接する円間の半径の距
離を、 現在の設計単位で設定し ます。
円弧アレ イには、 0 や負の値は使用できません。

開始角度 最初のグ リ ッ ド または円弧アレ イの位置の対極線角度を設定
し ます。 0.000 ～ 359.999 の範囲で値を入力できます。

角度範囲 オブジ ェ ク ト を配置し たい範囲を設定し ます。 360 を入力す
る と、 完全な円のグ リ ッ ドやアレ イが設定されます。 これよ
り小さい値はセク ター型のグ リ ッ ドやアレ イにな り ます。

⊿角度 円内で近接する位置間の角距離を設定し ます。

リ ング上の位置 グ リ ッ ド またはアレ イの各円に対する位置の数を設定し ま
す。 2 以上の値を入力し ます。 0 や負の値は使用できません。

固定済 放射移動の [ 角度範囲 ]、 [ ⊿角度 ]、 [ リ ング上の位置 ] を自
動的に調整し ます。 極座標の間隔と反復の、 [ 回数 ]、 [ 角度
]、 [ 角度範囲 ] を自動的に調整し ます。
これらの 3 つの設定は互いに依存し ます。 各値は他の 2 つの
値によ って変わり ます。 オプシ ョ ンの 1 つを設定し て固定し
ます。 固定されていない値の内の 1 つを設定する と、 も う 1
つのオプシ ョ ンが自動的に更新されます。 た と えば、 [ 角度
範囲 ] を 360 に設定し、 [ リ ング上の位置 ] を 36 に設定する
と、 [ ⊿角度 ] は 10 に更新されます。

Table 1-70. [ アレ イ作成 ] ダイアログボッ クスの内容 (cont.)
名前 説明
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極座標グ リ ッ ドの設定

PADS Layout コ ンセプ ト ガイ ドの 「部品の配置」 章の 「アレ イの定義」 項目

ダイ を作成ダイアログボ ッ クス
制限事項 : この情報は BGA ツールキ ッ ト のみに当てはま り ます。

回転方向 グ リ ッ ド または円弧アレ イで位置が配置される方向を、 時計
方向、 反時計方向から選択し ます。 時計方向も し く は反時計
方向と な り ます。

回転 選択し た実装部品の位置を修正するかど うかを設定し ます。
方向を変更するには、 このオプシ ョ ンを選択し、 [ 方向 ]
ボ ッ クスに値を度数で入力し ます。 各実装部品の現在の位置
を保持するには、 [ 回転 ] チ ェ ッ クボ ッ クスを OFF にし ま
す。

方向 選択し た実装部品の方向を設定し ます。 位置の値を度数で入
力する と、 アレ イ内の各実装部品に適用されます。

参照名で
並べ替え

アレ イの作成も し く は修正中、 または放射移動の際、 選択し
た項目を参照名で並べ替えます。 このオプシ ョ ンが OFF に
なっている と、 項目は、 選択された順番で並べられます。

整列 アレ イ内での実装部品の整列方法を指定し ます。
• 基準原点―実装部品の基準原点はアレ イ位置に引き込ま

れます。 
• 中間点―実装部品の中間点がアレ イ位置に引き込まれま

す。

計算 実装部品が、 部品外形対部品外形の間隙の設計規則に違反し
ないで、 できるだけ互いに近接し て配置されるよ う に、 アレ
イのパラ メ ータ を定義し ます。 以下の計算を行います。
• 全て―プ ラナーアレ イのイ ンス タ ンス、 欄数、 列数を計

算し ます。
円筒形状アレ イでは、 [ 開始角度 ] と [ 回転方向 ] 以外の
すべてのオプシ ョ ンを計算し ます。 [ 計算 ] では常に、
360 度の [ 角度範囲 ] で 1 つの円配列のオプシ ョ ンが計算
されます。

• 距離―[列⇔列間隔 ] および [欄⇔欄間隔 ] を計算し ます。プ
ラナーアレ イのみと な り ます。

• 半径、デルタ半径―[ 円筒形状 ] タ ブ内の他の全ての値に基
づき、 [ 内径 ] および [ ⊿半径 ] を計算し ます。 円弧アレ
イのみと な り ます。

Table 1-70. [ アレ イ作成 ] ダイアログボッ クスの内容 (cont.)
名前 説明
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ア クセス

• BGA ツールバーボタ ン > ダイウ ィ ザー ド ボタ ン

Figure 1-74. [ ダイ を作成 ] ダイアログボ ッ クス

関連 ト ピ ッ ク

新規ダイの作成

カス タ マイズ ダイアログボ ッ クス―コ マン ド タ ブ
[ コマン ド ] タ ブを使用し て、 メ ニューやツールバーにコ マン ド を追加し た り、 カス
タム メ ニューを作成できます。

ア クセス

• ツールメ ニュー > カス タ マイズ > コマン ド タ ブ

Table 1-71. [ ダイ を作成 ] ダイアログボ ッ クスの内容

名前 説明

テキス ト ボタ ン ダイウ ィ ザー ド  - テキス ト フ ァ イルから作成ダイアログボ ッ
クスを開きます。

助変数ボタ ン ダイウ ィ ザー ド  - パラ メ ーターを設定し て作成ダイアログ
ボ ッ クスを開きます。

GDSII フ ァ イル
ボタ ン

ダイウ ィ ザー ド  - GDSII フ ァ イルから作成ダイアログボッ ク
スを開きます。
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Figure 1-75. [ コ マン ド ] タ ブ

関連 ト ピ ッ ク

カス タ マイズ ダイアログボ ッ クス、 キーボー ド と マ
ウス タ ブ

[ カス タ マイズ ] ダイアログボ ッ クスの [ キーボー ド と マウス ] タ ブを使用し て、
シ ョ ー ト カ ッ ト キーの作成やカス タ マイズを し ます。 

Table 1-72. [ コマン ド ] タ ブの内容

名前 説明

カテゴ リーリ ス ト コマン ドのリ ス ト を絞り込みます。

コ マン ド リ ス ト メ ニューまたはツールバーに追加する こ とのできる
コマン ドのリ ス ト 。

新規コマン ドの追加や追加し たコマン ドの削除、
追加し たコマン ドの名前変更を行えます。
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ア クセス

• ツールメ ニュー > カス タ マイズ > キーボー ド と マウス タ ブ

Figure 1-76. [ キーボー ド と マウス ] タ ブ

Table 1-73. [ キーボー ド と マウス ] タ ブの内容

名前 説明

モー ド リ ス ト コマン ドのリ ス ト を絞り込みます。

コ マン ド リ ス ト シ ョ ー ト カ ッ ト を割り当てる こ とのできる コマン ド
のリ ス ト 。

新規コマン ドの追加 ( コ マン ド追加ダイアログボ ッ
クスが開きます ) や追加し たコ マン ドの削除、 追加
し たコマン ドの名前変更 ([ コマン ドの編集 ]
ダイアログボ ッ クスが開きます ) を行えます。

現在のシ ョ ー ト カ ッ ト
リ ス ト

選択し たコマン ド に割り当てられたシ ョ ー ト カ ッ ト
のリ ス ト 。

新規シ ョ ー ト カ ッ ト の追加 ( シ ョ ー ト カ ッ ト 割り当
てダイアログボ ッ クスが開きます ) や、 追加し た
シ ョ ー ト カ ッ ト の削除を行えます。

説明 選択し たコマン ドの動作を表示し ます。

全て リ セ ッ ト ボタ ン 選択し たツールバーやシ ョ ー ト カ ッ ト メ ニューを
デフ ォル ト 設定に戻し ます。
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カス タ マイズダイアログボ ッ クス、 マク ロ フ ァ イル
タ ブ
マク ロ フ ァ イルから コ マン ド を作成し、 [ マク ロ フ ァ イル ] タ ブを使用し てツール
バーやメ ニューに追加する こ とができます。

ヒ ン ト ： マク ロ コ マン ド フ ァ イルから コ マン ド を作成するには、 マク ロ コ マン ド
フ ァ イル (.mcr) が存在し ている必要があ り ます。 マク ロは、 PADS ツールで記録する
か、 マク ロ言語でスク リ プ ト を記述し て作成できます。 詳細 ： マク ロの作成。

ア クセス

• ツールメ ニュー > カス タ マイズ > マク ロ フ ァ イルタ ブ

Figure 1-77. [ マク ロ フ ァ イル ] タ ブ

レポー ト ボタ ン 現在のシ ョ ー ト カ ッ ト コマン ド すべてのレポー ト を
保存し ます。

シ ョ ー ト カ ッ ト キーのカス タ マイズ

Table 1-73. [ キーボー ド と マウス ] タ ブの内容

名前 説明
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関連 ト ピ ッ ク

マク ロの作成

カス タ マイズダイアログボ ッ クス、 オプシ ョ ン タ ブ
[ カス タ マイズ ] ダイアログボ ッ クスの [ オプシ ョ ン ] タ ブを使用し て メ ニューや
ツールバーの外観を変更する こ とによ り、 PADS イ ン ターフ ェースを カス タ マイズで
きます。

ア クセス

• ツールメ ニュー > カス タ マイズ > オプシ ョ ン タ ブ

Figure 1-78. [ オプシ ョ ン ] タ ブ

Table 1-74. [ マク ロ フ ァ イル ] タ ブの内容

名前 説明

マク ロ コマン ド フ ァ イル
リ ス ト

開いたマク ロ フ ァ イルのリ ス ト 。

マク ロを リ ス ト に追加 ([ マク ロを開 く ] ダイアログ
ボ ッ クスが開きます )、 リ ス ト からマク ロを削除、
追加し たマク ロの場所を変更できます。

説明 選択し たマク ロの動作を表示し ます。
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画面表示のカス タ マイズ

カス タ マイズダイアログボ ッ クス―ツールバーと
シ ョ ー ト カ ッ ト メ ニュータ ブ

[ カス タ マイズ ] ダイアログボ ッ クスの [ ツールバーと メ ニュー ] タ ブを使用し て、
カス タムのツールバーやシ ョ ー ト カ ッ ト メ ニューを作成し ます。

ヒ ン ト ： カス タムのメ イ ン メ ニューを作成するには、 [ カス タ マイズ ] ダイアログ
ボッ クスの [ コマン ド ] タ ブを使用し ます。 参照 ： カス タム メ ニューの作成

ア クセス

• ツールメ ニュー > カス タ マイズ > ツールバーと メ ニュータ ブ

Table 1-75. [ オプシ ョ ン ] タ ブの内容

名前 説明

アイ コ ンにツールチ ッ プ
を表示する

ツールバーボタ ンにカーソルを近づけた時にボタ ン
名を表示し ます。

アイ コ ンにシ ョ ー ト
カ ッ ト を表示

ツールチ ッ プに名前を表示する他に、 ボタ ンの
シ ョ ー ト カ ッ ト を表示し ます。

大きいアイ コ ン ツールバー上にデフ ォル ト サイズよ り大きなアイ コ
ンを表示し ます。

メ ニューアニ メ ーシ ョ ン
リ ス ト

メ ニューのアニ メ ーシ ョ ン タ イプ ： な し、 展開、
スラ イ ド、 フ ェー ド。

メ ニューの影 メ ニューに影を表示し ます。

長いシ ョ ー ト カ ッ ト は
<Enter> を押し てから
実行する

Enter キーを押すまでシ ョ ー ト カ ッ ト キーの実行を
遅らせます。

最近使用し たコマン ド を
表示

最近使用し た メ ニューコマン ド を リ ス ト の一番上に
表示し ます。

少し時間経過し たら全て
のメ ニューを表示

少し時間を置いてからすべてのメ ニューを表示し ま
す。

初期設定に戻すボタ ン メ ニューやツールバーのコマン ド セ ッ ト をデフ ォル
ト 設定に戻し ます。 
ヒ ン ト ： このオプシ ョ ンでは、 明示的に行ったカス
タ マイズは元に戻し ません。
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Figure 1-79. [ ツールバーと メ ニュー ] タ ブ

Table 1-76. [ ツールバーと メ ニュー ] タ ブの内容

名前 説明

ツールバーリ ス ト メ イ ンウ ィ ン ド ウに表示するツールバーを指定し
ます。

新規ツールバーの追加や追加し たツールバーの削
除、 追加し たツールバーの名前変更を行えます。

テキス ト ラベル表示 アイ コ ンに加え、 ボタ ンにテキス ト ラベルを表示
し ます。

シ ョ ー ト カ ッ ト
メ ニュー選択

カス タ マイズし たいシ ョ ー ト カ ッ ト メ ニューを指
定し ます。
制限事項 ： PADS Router のみのオプシ ョ ンです。

リ セ ッ ト ボタ ン 選択し たツールバーやシ ョ ー ト カ ッ ト メ ニューを
デフ ォル ト 設定に戻し ます。

全て リ セ ッ ト ボタ ン すべてのツールバーやシ ョ ー ト カ ッ ト メ ニューを
デフ ォル ト 設定に戻し ます。
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関連 ト ピ ッ ク

部品形状属性ダイアログボ ッ クス
このダイアログボ ッ クスを使用し て、 Geometry.Height などの部品形状属性を指定し ま
す。 この情報は部品形状と と もに移動し ます。

ア クセス

• ツールメ ニュー > 部品形状エデ ィ タ  > 編集メ ニュー > 属性

Figure 1-80. [ 部品形状属性 ] ダイアログボ ッ クス

ツールバーと シ ョ ー ト カ ッ ト メ ニューの
カス タ マイズ

Table 1-77. [ 部品形状属性 ] ダイアログボ ッ クスの内容

名前 説明

属性テーブル • [ 属性 ] 列―部品形状に指定された属性を表示し ます。
• [値]列―部品形状に指定された属性の値を表示し ます。

値の単位を指定できます。

追加ボタ ン 属性テーブルの一番下に列を新規追加し ます。

削除ボタ ン 選択された項目を属性リ ス ト から削除し ます。

編集ボタ ン 選択し たセルを編集できるよ う にし ます。

ラ イブ ラ リ属性参照
ボタ ン

[ ラ イブ ラ リ属性を参照 ] ダイアログボ ッ クスを開きま
す。
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部品形状ラベルプロパテ ィ ダイアログボ ッ クス
[ 部品形状ラベルプロパテ ィ ] ダイアログボ ッ クスを使用し て、 部品形状ラベルを
修正し た り、 ラベルが表示する属性を変更できます。 

ヒ ン ト ： 複数のラベルを選択し た場合、 このダイアログボ ッ クスで行う設定は選択
し たすべてのラベルに適用されます。

ア クセス

• 部品形状ラベルを選択 > 右ク リ ッ ク > プロパテ ィ

Figure 1-81. [ 部品形状ラベルプロパテ ィ ] ダイアログボ ッ クス

Table 1-78. [ 部品形状ラベルプロパテ ィ ] ダイアログボ ッ クスの内容

名前 説明

属性 使用可能な属性。 ジャ ンパのラベルを作成する場合は、
ラベルには参照名しか使用できません。
ヒ ン ト ： 非表示属性は、 非表示属性が設定される前にラ
ベル作成用に選択されていない限り、 [ 属性 ] リ ス ト には
表示されません。
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値 選択し た属性の値。 
ヒ ン ト ：
• [属性] リ ス ト で[参照名]または[パー ト タ イプ ]を ク リ ッ

ク し た場合、 属性が読取専用の場合、 または異なる属
性形式のラベルの [ プロパテ ィ ] ダイアログボ ッ クス
を開いた場合は、 このボ ッ クスは使用できません。 た
だ し、 選択し たラベルが同じ タ イプの属性に属する場
合、 このボ ッ クスの内容を編集できます。

• 属性が異なる値を持っている場合、 このボ ッ クスは空
欄にな り ます。 ボ ッ クスに新規の値を入力する と、 選
択し た属性ラベルと その親オブジ ェ ク ト すべてに適用
できます。

• 属性が ECO 登録済みで、PADS Layout が ECO モー ド で
はない場合も、 このボ ッ クスは使用できません。 

表示 ラベルの表示設定 ( 構成属性のラベル時 ) を制御し ます。 
• な し―非表示にし ます。
• 値―ラベル値のみ表示し ます。
• 名称と値―名前と値を表示し ます。
• 名称全体と値―完全な名前と値を表示し ます。

ヒ ン ト ： ラベルは、 [ 画面表示色を定義 ] ダイアログボ ッ
クスで、 ラベルの色を背景色と違う色に設定し ない限り、
非表示と な り ます。 

フ ォ ン ト 使用可能なフ ォ ン ト 。 
ヒ ン ト ： 
• ス ト ローク フ ォ ン ト またはシステムフ ォ ン ト を選択し

ます。
• システムフ ォ ン ト では、 フ ォ ン ト ス タ イルボタ ンまた

はス タ イルの組み合わせを選択できます。 B は太字、
I は斜体、 U は下線です。

層 使用可能な層。

相対座標 実装部品またはジャ ンパに相対的な X、 Y 座標にラベル
を配置し ます。 このチ ェ ッ クボ ッ クスを OFF にする と、
ラベルは設計の基準原点に相対的な X、 Y 位置に配置さ
れます。

X、 Y 指定の位置に部品形状ラベルを配置し ます。

回転 ラベルの回転角度を指定し ます。

寸法 寸法を指定し ます。

線幅 線幅を指定し ます。
制限事項 ： ス ト ローク フ ォ ン ト のみのオプシ ョ ンです。

Table 1-78. [ 部品形状ラベルプロパテ ィ ] ダイアログボ ッ クスの内容 (cont.)
名前 説明
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関連 ト ピ ッ ク

部品形状ラベルプロパテ ィ の修正

部品形状の規則ダイアログボ ッ クス
[ 部品形状の規則 ] ダイアログボ ッ クスを使用し て、 部品形状に適用する設計規則を
定義し ます。

制限事項 ： 部品形状規則は PADS Layout で定義できますが、 PADS Router でのみ使用
されます。

ア クセス

• 設定メ ニュー > 設計の規則 > 部品形状ボタ ン

反転 ラベルを反転し、 基板の底部から文字を読めるよ う にし
ます。

水平、 垂直 文字、 属性値、 寸法、 幅などが変更された時にオブジ ェ
ク ト 間で正し く 配置が行われるよ う、 文字の水平 / 垂直方
向の位置調整を設定し ます。
ヒ ン ト ： 
• 垂直方向の位置調整には、 左側、 中央、 右側があ り ま

す。 水平方向の位置調整には、 上側、 中央、 下側があ
り ます。 

• 文字を選択し、 右ク リ ッ ク メ ニューの水平方向調整を
ク リ ッ ク、 次に左側、 中央、 右側のいずれかを選択す
るか、 右ク リ ッ ク メ ニューの垂直方向調整を ク リ ッ ク
し て、 上側、 中央、 下側を選択し ます。

表示方向 ラベルが ( 左から右、 も し く はラベルが回転する場合は下
から上に ) 読めるかを制御し ます。 な し、 90°方向、 斜め
ボタ ンのいずれかを ク リ ッ ク し、 ラベルを読む方向を指
定し ます。

Table 1-78. [ 部品形状ラベルプロパテ ィ ] ダイアログボ ッ クスの内容 (cont.)
名前 説明
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Figure 1-82. [ 部品形状の規則 ] ダイアログボ ッ クス

Table 1-79. [ 部品形状の規則 ] ダイアログボ ッ クス

名前 説明

部品形状リ ス ト 設計内のすべての部品形状を表示し ます。

規則のある部品形状
を表示

規則のある部品形状のみ表示するよ う指定し ます。

間隙 [ 間隙規則 ] ダイアログボ ッ クスを開きます。

配線 [ 配線規則 ] ダイアログボ ッ クスを開きます。

フ ァ ンアウ ト [ フ ァ ンアウ ト 規則 ] ダイアログボ ッ クスを開きます。

パッ ド入力角度 [ パッ ド入力角度規則 ] ダイアログボ ッ クスを開きます。

レポー ト [ 規則をレポー ト 出力 ] ダイアログボ ッ クスを開きます。

規則ボタ ンの下の
グラ フ ィ ッ ク

各タ イプの規則ボタ ンの下のイ ラス ト は、 その規則タ イ
プに対し、 どの規則階層レベルが使用されるかを示し て
います。 イ ラス ト は、 [ 規則 ] ダイアログボッ クスの
[ 階層 ] 領域内のボタ ン と対応し ています。 た と えば、
[ ク ラス ] リ ス ト でク ラスを選択し た場合、 間隙ボタ ン
の下に緑色の多角形が表示され、 デフ ォル ト の値がその
ク ラスに適用されます。

選択済 ： 部品形状リ ス ト で選択された部品形状を記載し ます。

実装部品 ： 結線リ ス ト で選択された部品形状に関連付けられた実装
部品を記載し ます。
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関連 ト ピ ッ ク

部品形状の設計規則の設定

部品形状の規則ダイアログボ ッ クス ( 部品形状エ
デ ィ タ  )

[ 部品形状規則 ] ダイアログボ ッ クスを使用し て、 部品形状エデ ィ タ で部品形状に適
用する設計規則を定義し ます。

制限事項 ： 部品形状規則は PADS Layout で定義できますが、 PADS Router でのみ使用
されます。

ア クセス

• ツールメ ニュー > 部品形状エデ ィ タ > 設定メ ニュー > 部品形状の規則

Figure 1-83. [ 部品形状規則 ] ダイアログボッ クス ( 部品形状エデ ィ タ )

デフ ォル ト ボタ ン 選択し た部品形状からデフ ォル ト ではない規則を排除
し、 デフ ォル ト 規則のみ適用されるよ う にし ます。

Table 1-80. [ 部品形状規則 ] ダイアログボ ッ クス ( 部品形状エデ ィ タ )
名前 説明

間隙 [ 間隙規則 ] ダイアログボ ッ クスを開きます。

配線 [ 配線規則 ] ダイアログボ ッ クスを開きます。

フ ァ ンアウ ト [ フ ァ ンアウ ト 規則 ] ダイアログボ ッ クスを開きます。

パッ ド入力角度 [ パッ ド入力角度規則 ] ダイアログボ ッ クスを開きます。

Table 1-79. [ 部品形状の規則 ] ダイアログボ ッ クス (cont.)
名前 説明
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関連 ト ピ ッ ク

部品形状エデ ィ タ で部品形状の設計規則を設定

デフ ォル ト の規則ダイアログボ ッ クス
[ デフ ォル ト の規則 ] ダイアログボ ッ クスを使用し て、 設計内の ( 高優先度の規則を指
定し たオブジ ェ ク ト を除 く ) 全オブジ ェ ク ト に適用する設計規則を定義し ます。

ア クセス

• 設定メ ニュー > 設計の規則 > デフ ォル ト ボタ ン

Figure 1-84. [ デフ ォル ト の規則 ] ダイアログボ ッ クス

関連 ト ピ ッ ク

デフ ォル ト 設計規則の設定

CAM 記録文書の定義ダイアログボ ッ クス
[CAM 記録文書の定義 ] ダイアログボ ッ クスを使用し て、 最大 250 の CAM 文書を定
義 / 保存し ます。

Table 1-81. [ デフ ォル ト の規則 ] ダイアログボ ッ クス

名前 説明

間隙 [ 間隙規則 ] ダイアログボ ッ クスを開きます。

配線 [ 配線規則 ] ダイアログボ ッ クスを開きます。

高速回路 [ 高速回路規則 ] ダイアログボ ッ クスを開きます。

フ ァ ンアウ ト [ フ ァ ンアウ ト 規則 ] ダイアログボ ッ クスを開きます。

パッ ド入力角度 [ パッ ド入力角度規則 ] ダイアログボ ッ クスを開きます。

レポー ト [ 規則をレポー ト 出力 ] ダイアログボ ッ クスを開きます。
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ヒ ン ト ： CAM 文書に追加された変更を設計フ ァ イルに組み込むには、 設計フ ァ イル
の保存が必要です。

ア クセス

• フ ァ イルメ ニュー > CAM

Figure 1-85. [CAM 記録文書の定義 ] ダイアログボ ッ クス

Table 1-82. [CAM 記録文書の定義 ] ダイアログボ ッ クスの内容

名前 説明

記録文書名 CAM 文書の名前

製造層 後処理で CAM350 を使用する層。

追加ボタ ン [ 文書 ( ド キュ メ ン ト ) を選択 ] ダイアログボ ッ クスを開きま
す。 CAM 文書設定を作成し、 [CAM 文書の定義 ] ダイアログ
ボ ッ クスに戻り設定を保存し、 設計に対し て設定を実行し ま
す。

編集ボタ ン 文書設定を編集するための [ 文書 ( ド キュ メ ン ト ) を編集 ]
ダイアログボ ッ クスを開きます。

削除ボタ ン 選択し た CAM 文書を削除し ます。

上側ボタ ン 選択し た CAM 文書を 1 つ上に移動し ます。

下側ボタ ン 選択し た CAM 文書を 1 つ下に移動し ます。

要約 選択し た CAM 文書の概要を表示し ます。

実行ボタ ン 現在の設計に対し、 選択し た CAM 文書設定を実行し ます。
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関連 ト ピ ッ ク

CAM 文書の定義

ネ ッ ト リ ス ト から SBP 関数を抽出ダイアログボ ッ
クス

[ ネ ッ ト リ ス ト から SBP 関数を抽出 ] ダイアログボ ッ クスを使用し て、 BGA、 PADS 
Layout、 または PADS Logic の ネ ッ ト リ ス ト アスキーフ ァ イルから SBP 関数をデータ
入力し ます。

制限事項 : この情報は BGA ツールキ ッ ト のみに当てはま り ます。

参照 : ASCII フ ァ イルのデータ出力

一覧ボタ ン CAM 文書のリ ス ト を保存するための [ リ ス ト 化フ ァ イル名 ]
ダイアログボ ッ クスを開きます。 リ ス ト は印刷し た り、 設計
文書と と もに保存する こ と もできます。

CAM デ ィ レ ク ト リ CAM 出力フ ァ イルの場所を指定し ます。 
ヒ ン ト ： 
• デフ ォル ト のフ ォルダは \PADS Projects\Cam\default です。
• 新規デ ィ レ ク ト リ を作成するには、 リ ス ト で <Create> を

選択し ます。

アパーチャ レポー ト
ボタ ン

CAM 文書で使用されるアパーチャれのレポー ト を作成し ま
す。
必須事項 ： アパーチャ レポー ト を作成するには、 設計に対し
て CAM 文書フ ォ ト プロ ッ ト 設定を実行し ている必要があ り
ます。 CAM 文書が印刷またはペン出力に設定されている場
合、 レポー ト は作成されません。

入力ボタ ン .pcb フ ァ イルの CAM 設定に使用するための、 データ出力さ
れた設定を呼び出すこ とができる、 [CAM 入力フ ァ イル名 ]
ダイアログボ ッ クスを開きます。 

出力ボタ ン 後で入力し て類似し た .pcb フ ァ イルに使用できるよ う、 設定
を別フ ァ イルに保存し ます。 
ヒ ン ト ： フ ァ イルの名前を default.cam とする と、 各 .pcb フ ァ
イルに対し て使用されるデフ ォル ト の CAM 設定と な り ます。

確認画面ボタ ン 設計に対し て設定を適用する前に、 CAM 文書設定の結果を
見る こ とができる、 [CAM の確認画面 ] ダイアログボ ッ クス
を開きます。

Table 1-82. [CAM 記録文書の定義 ] ダイアログボ ッ クスの内容 (cont.)
名前 説明
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ヒ ン ト : [SBP プロパテ ィ ] ダイアログボ ッ クスで現在定義されている SBP 番号が
使用されます。

ア クセス

• BGA ツールバーボタ ン > ワイヤボン ド ウ ィ ザー ド ボタ ン > SBP のネー ミ ング
ボタ ン > ネ ッ ト リ ス ト から抽出ボタ ン > フ ァ イルを開 く

Figure 1-86. [ ネ ッ ト リ ス ト から SBP 関数を抽出 ] ダイアログボ ッ クス

Table 1-83. [ ネ ッ ト リ ス ト から SBP 関数を抽出 ] ダイアログボ ッ クスの内容

名前 説明

ネ ッ ト リ ス ト
フ ァ イル

使用し ている フ ァ イルの名前。
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関連 ト ピ ッ ク

SBP 関数の入力

DFT ダイアログボ ッ クス、 割当タ ブ
[ 割当 ] タ ブを使用し て、 実装部品やビア タ イプへのテス ト ポイ ン ト 割り当てを許可 /
禁止し ます。 デフ ォル ト では、 ネ ッ ト 上のすべてのピンにテス ト ピン割り当てが可能
であ り、 その重み付けも均等に割り当てられています。 

ヒ ン ト ： 設計の手戻り を防ぐため、 [DFT 検査 ] オプシ ョ ンの設定に際し てはテス ト
エンジニア と ご相談 く だ さい。 

ア クセス

• ツールメ ニュー > DFT 検査 > 割当タ ブ

実装部品を選択
領域

取り込まれた ASCII フ ァ イルのネ ッ ト リ ス ト から全実装
部品の参照名とパー ト タ イプを表示し ます。
リ ス ト からダイ実装部品を選択し ます。 実装部品を選択
する と、 [SBP 関数を画面表示 ] 領域の SBP Function 列
が、 入力フ ァ イルの選択実装部品のピンに定義されてい
るネ ッ ト 名で更新されます。 

SBP 関数を画面表示
領域

この領域には SBP と SBP Function の列のリ ス ト が含ま
れます。
[ 実装部品を選択 ] 領域で実装部品を選択する と、 ワイ
ヤボン ド ウ ィ ザー ドが SBP Function 列名の更新を行いま
す。 Function 列名は入力 ASCII フ ァ イルの選択実装部品
のピンに割り当てられたネ ッ ト 名で更新されます。

Table 1-83. [ ネ ッ ト リ ス ト から SBP 関数を抽出 ] ダイアログボ ッ クスの内容 
(cont.)

名前 説明
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Figure 1-87. [ 割当 ] タ ブ

Table 1-84. [ 割当 ] タ ブの内容

名前 説明

[ 実装部品 ] 列 使用可能な実装部品が表示されます。

[ 除外 ] 列 実装部品のテス ト ポイ ン ト と し ての使用の禁止を指定し
ます。
ヒ ン ト ： 重み付けを均等に割り当てるには、 除外と優先
のチ ェ ッ クボ ッ クスを両方 OFF にし ます。

[ 優先 ] 列 実装部品のテス ト ポイ ン ト と し ての使用の優先を指定し
ます。
ヒ ン ト ： 重み付けを均等に割り当てるには、 除外と優先
のチ ェ ッ クボ ッ クスを両方 OFF にし ます。

[ ビア タ イプ ] 列 使用可能なビアが表示されます。

[ 除外 ] 列 ビアのテス ト ポイ ン ト と し ての使用の禁止を指定し ま
す。
ヒ ン ト ： 重み付けを均等に割り当てるには、 除外と優先
のチ ェ ッ クボ ッ クスを両方 OFF にし ます。
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関連 ト ピ ッ ク

テス ト ポイ ン ト 割り当ての設定

DFT ダイアログボ ッ クス、 オプシ ョ ン タ ブ
[DFT 検査 ] ダイアログボ ッ クスの [ オプシ ョ ン ] タ ブにはテス ト ポイ ン ト 配置のオプ
シ ョ ンがあ り ます。  

ヒ ン ト ： 設計の手戻り を防ぐため、 [DFT 検査 ] オプシ ョ ンの設定に際し てはテス ト
エンジニア と ご相談 く だ さい。 

ア クセス

• ツールメ ニュー > DFT 検査 > オプシ ョ ン タ ブ

[ 優先 ] 列 ビアのテス ト ポイ ン ト と し ての使用の優先を指定し ま
す。
ヒ ン ト ： 重み付けを均等に割り当てるには、 除外と優先
のチ ェ ッ クボ ッ クスを両方 OFF にし ます。

実行ボタ ン 自動検査プロセスが開始し ます。 

Table 1-84. [ 割当 ] タ ブの内容 (cont.)
名前 説明
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Figure 1-88. [ オプシ ョ ン ] タ ブ

Table 1-85. [ オプシ ョ ン ] タ ブの内容

名前 説明

配線中に作成 PADS Router リ ン ク を使用する際は、 このチ ェ ッ クボ ッ
クスを選択し て、 PADS Router でのネ ッ ト 配線時のテス
ト ポイ ン ト 作成を有効にし ます。
PADS Layout 使用時は、 このチ ェ ッ クボッ クスは何の機
能も持ちません。

テス ト ポイ ン ト 保存 テス ト ポイ ン ト に指定されている既存のビアや実装部品
ピンを、 再割り当て、 削除、 押し退け、 編集できないよ
う にし ます。 

テス ト ポイ ン ト ビア
挿入

アクセスできない配線済みネ ッ ト に対し てテス ト ポイ ン
ト を追加し ます。 設計は自動的に PADS Router に転送さ
れて、 テス ト ポイ ン ト が追加されます。 PADS Router で
は、 新規テス ト ポイ ン ト の場所を確保するために、 他の
配線を押し退けるよ う な場合もあ り ます。
挿入するビアの形式を [ テス ト ポイ ン ト ビア使用 ] リ ス
ト から選択し ます。
ネ ッ ト を適用可能にするために、 短いス タ ブを許可する
かど うかも指定できます。
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アクセスできない
テス ト ポイ ン ト ビア
にオフボー ド テス ト
ポイ ン ト を追加

PADS Router が適用不可能なネ ッ ト に対し てテス ト ポイ
ン ト を追加し ます。 PADS Layout によ って、 基板外形線
の外側にテス ト ポイ ン ト ビアが配置されます。 基板上で
これらの位置を手動で調整できます。
挿入するビアの形式を [ テス ト ポイ ン ト ビア使用 ] リ ス
ト から選択し ます。

テス ト ポイ ン ト ビア
使用

テス ト ポイ ン ト に使用するビアの形式を選択し ます。 こ
のリ ス ト は、 次のいずれかのチ ェ ッ クボ ッ クスを選択す
る と、 有効にな り ます。
• テス ト ポイ ン ト ビア挿入
• アクセスできないテス ト ポイ ン ト ビアにオフボー ド

テス ト ポイ ン ト を追加
また、 こ こでの設定によ って、 [ テス ト ポイ ン ト を追加
] や [ テス ト ポイ ン ト を追加し て配線終了 ] コマン ド で
使用されるビア形式が決ま り ます。 

ス タ ブ許可 ス タ ブを許可するよ う指定し ます。

[ 使用配置ビア位置 ]
領域

ビアテス ト ポイ ン ト の配置に使用するグ リ ッ ドの形式を
指定し ます ： ビアグ リ ッ ド またはテス ト ポイ ン ト グ リ ッ
ド。 

PCB 部品面側 PCB 部品面あるいは半田面からのプローブを行います。
ヒ ン ト ： ピンは、 [PCB 部品面 ] チ ェ ッ クボ ッ クスの選
択状況に関わらず、 半田面からのプローブが常に可能で
す。 部品面からのみプローブを指定し たい場合には、 
PCB 部品面のみのプローブをご参照 く だ さい。

ビア ビアをテス ト ポイ ン ト と し て使用するよ う指定し ます。

ヒ ン ト ： ビアにテス ト ポイ ン ト フ ラグがついている場
合、 [ オプシ ョ ン ] ダイアログボ ッ クスの [ 配線 ] タ ブで
[ テス ト ポイ ン ト 表示 ] が選択されている と、 設計上で
そのビアに矢印が表示されます。

Table 1-85. [ オプシ ョ ン ] タ ブの内容 (cont.)
名前 説明
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ピン ピンをテス ト ポイ ン ト と し て使用するよ う指定し ます。

ヒ ン ト ： ピンにテス ト ポイ ン ト フ ラグがついている場
合、 [ オプシ ョ ン ] ダイアログボ ッ クスの [ 配線 ] タ ブで
[ テス ト ポイ ン ト 表示 ] が選択されている と、 設計上で
そのピンに矢印が表示されます。

未使用ピン 自動テス ト の際に未使用ピンへのアクセスを許可し ま
す。 設計に含まれるすべての未使用ピンに使用される
ネ ッ ト 名を入力し ます。
未使用ピンが SMD パッ ド である場合、 DFT 検査は各未
使用 SMD ピンに対し て 1 つの単一ピンネ ッ ト を追加し
てテス ト ポイ ン ト を作成し ます。 未使用ピンが貫通実装
部品ピンである場合、 DFT 検査はその未使用ピンをテス
ト ポイ ン ト と し て割り当てます。

使用可能なネイル径 ネイル径は各種定義順に リ ス ト され、 最初の入力内容が
最も優先されます。 ネイル径名には最大で 15 整数文字
しか使えません。 
• 名称―プローブ径を指定し ます。 この名前を使用し

てプローブ タ イプを識別し ます。 
テス ト ポイ ン ト の配置または割り当て時に、 DFT 検
査は [ 名称 ] セルに指定された値をビアあるいはピン
の属性と し て割り当てます。 これらの値を変更する
と、 この値を指定されたすべてのビアならびにピン
の属性が更新されます。

• 使用可能な ド リル径―フ ィ クスチャのド リル穴直径
です。
推奨 ： プローブ径に関連する全規則の計算に使用さ
れる もので、 通常、 直径はプローブ径よ り若干大き
く 設定し ます。

• 有効―自動テス ト に際し て関連するプローブを使用
するかど うか指定し ます。 

追加ボタ ン テーブルの一番下に列を追加し ます。

削除ボタ ン 選択された列をテーブルから削除し ます。

上側ボタ ン 選択し た列を 1 つ上に移動し ます。

下側ボタ ン 選択し た列を 1 つ下に移動し ます。

Table 1-85. [ オプシ ョ ン ] タ ブの内容 (cont.)
名前 説明
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関連 ト ピ ッ ク

テス ト ポイ ン ト の配置

DFT ダイアログボ ッ クス、 プロパテ ィ タ ブ
[DFT 検査 ] ダイアログボ ッ クスの [ プロパテ ィ ] タ ブには、 テス ト ポイ ン ト のプロパ
テ ィ が用意されています。

ヒ ン ト ： 設計の手戻り を防ぐため、 [DFT 検査 ] オプシ ョ ンの設定に際し てはテス ト
エンジニア と ご相談 く だ さい。 

ア クセス

• ツールメ ニュー > DFT 検査 > プロパテ ィ タ ブ

Figure 1-89. [ プロパテ ィ ] タ ブ

最小パッ ド プローブ
径

プローブが接触するのに十分な領域を確保するため、 ビ
ア と実装部品ピンの両方に対し、 最小パッ ド プローブ径
を設定し ます。

実行ボタ ン 自動検査プロセスが開始し ます。 

Table 1-85. [ オプシ ョ ン ] タ ブの内容 (cont.)
名前 説明
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関連 ト ピ ッ ク

テス ト ポイ ン ト プロパテ ィ の設定

ダイ フ ラグウ ィ ザー ド ダイアログボ ッ クス
[ ダイ フ ラグウ ィ ザー ド ] ダイアログボ ッ クスを使って以下を行えます ：

• 作成する リ ング数の定義。

• 作成中のダイ フ ラグと リ ングの層、 形状、 寸法、 ネ ッ ト 接続などの各種
プロパテ ィ の定義。

制限事項 ： この情報は BGA ツールキ ッ ト のみに当てはま り ます。

Table 1-86. [ プロパテ ィ ] タ ブの内容

名前 説明

プローブ最短距離 [ プローブ最短距離 ] のオプシ ョ ンを使用し て、 プロー
ブ と他の設計オブジ ェ ク ト の間の最小距離を指定し ま
す。  
ヒ ン ト ： プローブ と他の設計オブジ ェ ク ト の間に必要と
される間隙は、 主と し て ICT( イ ンサーキ ッ ト テス ト )
で使用される ATE( 自動試験装置 ) の物理的制約によ っ
て決ま り ます。 ATE フ ィ クスチャから出ているプロー
ブは、 障害物な しに PCB と接触する必要があ り ます。
これは、 テス ト ポイ ン ト が実装部品本体やパッ ド、 取り
付け穴、 基板のエ ッ ジから固定距離を維持し、 また、 そ
れらの間には最短距離がある必要がある こ と を意味し ま
す。 

ス タ ブ長 ネ ッ ト をテス ト プローブにアクセス可能とするための配
線ス タ ブの最大長を指定し ます。  

[ 複数のテス ト ポイ ン
ト のあるネ ッ ト ] 表

ネ ッ ト 名、 ネ ッ ト ピン、 ネ ッ ト ビアを表示し ます。 ネイ
ルピンを指定し ます。
ヒ ン ト ： 
• ネ ッ ト 上にネイルピンを必要と し ない場合、 ネ ッ ト

の [ ネイルピン ] セルをダブルク リ ッ ク し て、 ゼロ
(0) を入力し ます。  

• 別のコ ラムを使って リ ス ト を ソー ト するには、 リ ス
ト 上部にある コ ラムヘ ッ ダーを ク リ ッ ク し ます。

1 以外のネイルピンの
ネ ッ ト のみを表示

ネイルピンがないか、 複数のネイルピンを持つネ ッ ト の
み表示するよ う指定し ます。

実行ボタ ン 自動検査プロセスが開始し ます。 
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ア クセス

• BGA ツールバーボタ ン > ダイ フ ラグウ ィ ザー ド ボタ ン

Figure 1-90. [ ダイ フ ラグウ ィ ザー ド ] ダイアログボ ッ クス

Table 1-87. [ ダイ フ ラグウ ィ ザー ド ] ダイアログボ ッ クスの内容

名前 説明

ダイ フ ラグと リ ング
領域

現在定義されているすべてのダイ フ ラグ形状を リ ス ト し
ます。 形状にはダイ フ ラグ、 リ ング 1、 リ ング 2 と続
く 、 システム定義された名称があ り ます。 これらの名前
はダイアログボ ッ クスにのみ表示され、 設計のベタ形状
の名前ではあ り ません。
形状を選択し、 形状、 ダイ フ ラグ、 リ ングの設定の表示
や修正を行います。 ダイアログボ ッ クスで変更された設
定は、 現在選択されている形状にのみ適用されます。
選択し た形状を作成するには、 チ ェ ッ クボ ッ クスを ク
リ ッ ク し ます。 形状チ ェ ッ クボ ッ クスが選択されていな
い場合、 ダイ フ ラグウ ィ ザー ドはその形状を作成し ませ
ん。 ただ し、 他の形状の作成時に形状の間隔が考慮され
ます。
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追加ボタ ン 選択し ている形状 ( ダイ フ ラグまたはリ ング ) の周囲に
新規リ ングを挿入し ます。 この新規リ ングは選択形状と
同じ設定と な り ます。 追加できる リ ング数に限度はあ り
ませんが、 ダイ フ ラグは 1 つのみ許可されます。

削除ボタ ン 現在選択されている リ ングをダイ フ ラグウ ィ ザー ドが作
成する リ ス ト から削除し ます。
ダイ フ ラグは削除できません。

層リ ス ト 設計内のすべての層を一覧表示し ます。 現在選択されて
いる形状の層を指定し ます。

形状リ ス ト ダイ フ ラグやリ ングの形状を指定し ます ：
• 長方形
• 円弧コーナーカ ッ ト
• コーナーカ ッ ト
• 円弧四辺

間隔 ダイ フ ラグ リ ングの内側端点およびダイ外形間の距離を
指定し ます。 他のリ ングに対し て、 この選択は選択リ ン
グの内側端点と その中に収まる リ ングの外側端点との間
の距離を定義し ます。
間隔の値は正数、 負数、 または 0 を設定可能です。

幅 選択リ ング ( ダイ フ ラグ リ ングを含む ) に対し、 現在の
設計単位で幅を割り当てます。 0 よ り大きい値を入力し
て く だ さい。

円弧高さ 円弧形状の高さ を割り当てます。 0 以上の値を入力し て
く だ さい。

ネ ッ ト リ ス ト ネ ッ ト 名を リ ス ト し ます。 現在選択されている形状に割
り当てるネ ッ ト 名を選択し ます。

新規ネ ッ ト ボタ ン 使用可能なネ ッ ト のリ ス ト に新規ネ ッ ト 名を追加する、
[ 新規ネ ッ ト 名の定義 ] ダイアログボ ッ クスが表示され
ます。

レジス ト 形状作成 チ ェ ッ クボ ッ クスが選択されている場合、 選択されてい
る形状のソルダーレジス ト を作成し ます。

レジス ト の層 ソルダーレジス ト を作成する層を選択し ます。
層リ ス ト にはソルダーレジス ト に関連付けされている設
計内の層の名前が表示されます。

Table 1-87. [ ダイ フ ラグウ ィ ザー ド ] ダイアログボ ッ クスの内容 (cont.)
名前 説明
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関連 ト ピ ッ ク

ダイ フ ラグと リ ングの作成

内側で補正 ソルダーレジス ト 形状を導体形状の内側と重複させる
か、 導体形状よ り小さい形状とする場合の寸法を定義し
て く だ さい。 ソルダーレジス ト を導体形状の内側に重複
するよ う に作成する場合には正の値を入力し て く だ さ
い。 ソルダーレジス ト を導体形状の内側よ り内側に作成
するには、 負の値を入力し て く だ さい。

外側で補正 ソルダーレジス ト 形状を導体形状の内側と重複させる
か、 導体形状よ り小さい形状とする場合の寸法を定義し
て く だ さい。 ソルダーレジス ト を導体形状の外側に重複
するよ う に作成する場合には正の値を入力し て く だ さ
い。 ソルダーレジス ト を導体形状の外側よ り外側に作成
するには、 負の値を入力し て く だ さい。

本数 ダイ フ ラグのスポーク数を リ ス ト し ます。 4、 8、 12、 16
よ り選択し て く だ さい。

線幅 ダイ フ ラグのスポーク幅を選択し ます。

マイ ター寸法 ダイ フ ラグのスポークがリ ングまたはパドルへ接続する
位置で、 鋭角のマイ ター処理を行う直線線分寸法を選択
し ます。
0 よ り大きい数値を選択し て く だ さい。 セン ターパドル
の外側と ダイ フ ラグ リ ングの内側間の距離を超えた値は
使用できません。
ヒ ン ト ： アシ ッ ド ト ラ ッ プを避けるため、 鋭角は使用で
きません。

コーナーから
プロジ ェ ク ト

スポーク設定を コーナーから プロジ ェ ク ト するかど うか
を選択し ます。 コーナーから プロジ ェ ク ト が OFF にな
る と、 スポークはコーナーからオフセ ッ ト されます。

適用範囲 ダイ フ ラグのセン ターパドルの寸法を定義し ます。 これ
はセン ターパドルのダイ フ ラグ全体に対する比率です。
ダイ フ ラグ全体はセン ターパドル、 スポーク、 ダイ フ ラ
グ リ ングを包括し ます。
0 から 100 の間の値を選択し ます。 0 ではセン ターパド
ルが作成されません。 値が 100 の場合、 セン ターパド
ル、 スポークまたはリ ングが定義されていない 1 つの塗
り潰し形状と し てダイ フ ラグが作成されます。

作成ボタ ン リ ス ト ボ ッ クスでチ ェ ッ ク されているすべての形状を作
成し、 設定を保存し、 [ ダイ フ ラグウ ィ ザー ド ] ダイア
ログボ ッ クスを閉じ ます。

Table 1-87. [ ダイ フ ラグウ ィ ザー ド ] ダイアログボ ッ クスの内容 (cont.)
名前 説明
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PADS Layout コ ンセプ ト ガイ ドの 「BGA 操作」 章の 「ダイ フ ラグウ ィ ザー ド」 項目 

ダイウ ィ ザー ド  - GDSII フ ァ イルから作成ダイアロ
グボ ッ クス

[ ダイウ ィ ザー ド  – GDSII フ ァ イルから作成 ] ダイアログボ ッ クスは、 現在の設計や
ラ イブ ラ リ に新規ダイ を追加し ます。

制限事項 : この情報は BGA ツールキ ッ ト のみに当てはま り ます。

ダイアログボッ クスは次の用途で使用し ます :

• GDSII フ ァ イルからダイ外形を定義

• GDSII フ ァ イルから CBP セ ッ ト を定義

• CBP の番号指定を定義

• GDSII フ ァ イルからパッ ドの関数を定義

• ダイ実装部品作成の各種定義を設定

ダイウ ィ ザー ド には 5 種類のタ ブがあ り ます ：

• ダイ寸法

• CBP

• パッ ド番号

• パッ ド関数

• ダイ各種定義

ア クセス

• BGA ツールバーボタ ン > ダイウ ィ ザー ド ボタ ン > GDSII フ ァ イルボタ ン
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Figure 1-91. [ ダイウ ィ ザー ド  - GDSII フ ァ イルから作成 ] ダイアログボ ッ クス

Table 1-88. [ ダイウ ィ ザー ド  - GDSII フ ァ イルから作成 ] ダイアログの内容

名前 説明

フ ァ イル ダイ作成に使用するテキス ト フ ァ イル名を表示し ます。
ヒ ン ト : [ 開 く ] ダイアログボ ッ クス を開き、 フ ァ イル
を選択するには、 参照ボタ ンを ク リ ッ ク し ます。

GDS 単位系
( ミ ク ロン ) の寸法 

GDS フ ァ イル単位の寸法を ミ ク ロンで表示し ます。
必要に応じ て値を修正し ます。

ダイパー ト タ イプ ダイ作成に使用するダイ部品のタ イプ名を入力し ます。

フ リ ッ プチ ッ プ 下向き実装の IC ダイ を選択し ます。 フ リ ッ プチ ッ プ実
装部品にはピン (SBP) のみが含まれます。

反転形状 ダイ表示の形状 ( ダイ図形データ ) の ミ ラーまたは反転
表示を行います。

タ ブ • ダイ寸法
• CBP
• パッ ド番号
• パッ ド関数
• ダイ各種定義
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[ ダイデータ
ステータ ス ] 領域

ダイ寸法、 チ ッ プボン ドパッ ド数、 信号数を表示し ます

[ 単位系 ] 領域 システム単位を一般的な測定単位に変換するには一般単
位を選択し ます
• ミ ル — ミ ルで表示 (1 ミ ル = 2.54*10^-5 m)
• ミ リ — ミ リ で表示 (1mm = 1.0*10^-3  m)
• イ ンチ — イ ンチで表示 (1'' = 2.54*10^-2 m)

ダイ表示部では、 すべての値が選択された単位で表示さ
れます。
ヒ ン ト ： システム単位と し て ミ ク ロンは使用できませ
ん。 入力フ ァ イルの値が ミ ク ロンで表されている場合は
ミ リ を使います。

拡張ボタ ン ダイ定義内の全アイテムに占有される最大 x および y 領
域で設計を表示し ます。

表示色ボタ ン 確認画面表示色ダイアログボ ッ クスが開き、 設計のプレ
ビ ューが見やすい色を選択できます。

全表示 全表示を選択する と、 ダイ表示領域には、 ダイ外形や
CBP などのダイ項目に加えて GDSII フ ァ イルからのそ
の他の形状といった両方が表示されます。
チ ェ ッ クボ ッ クスを OFF にする と、 ダイ項目と し て選
択された形状のみが表示されます。

確認画面 ダイ設計を表示し ます。 カーソルを置き、 ク リ ッ クする
と拡大、 右ク リ ッ クする と縮小し ます。

確認画面ウ ィ ン ド ウ
表示の寸法

ダイ表示の寸法を現在の測定単位で表示し ます。

カーソル位置表示 ダイ表示上のカーソル位置を表示し ます。

Table 1-88. [ ダイウ ィ ザー ド  - GDSII フ ァ イルから作成 ] ダイアログの内容 
(cont.)

名前 説明



PADS Layout User’s Guide, PADS 9.0200

PADS Layout GUI リ フ ァ レンス
ダイウ ィ ザー ド  - GDSII フ ァ イルから作成ダイアログボ ッ クス

Figure 1-92. ダイウ ィ ザー ド  - GDSII フ ァ イルから作成、 [ ダイ寸法 ] タ ブ

Table 1-89. [ ダイ寸法 ] タ ブの内容

名前 説明

[ ダイ寸法 ] タ ブ • 設定寸法 — ダイ寸法と ダイ外形位置の設定を手動で
設定し ます。

• GDS形状から選択— ダイ外形と なる GDS形状を選択
し ます。 GDS 形状から選択を選択する と、 高さ制御
は変更できますが、 寸法設定領域で他のパラ メ ータ
の修正は行えません。

長さ X 寸法と なるダイの長さ を入力または選択し ます。

幅 Y 寸法と なるダイの長さ を入力または選択し ます。

高さ ダイの厚さ を定義する、 ダイの高さ を入力または選択し
ます。

ダイ地点リ ス ト X と Y で表す基準点を示す座標 ( 中心、 左下、 左上、
右上、 右下 )。

X X の基準点と し て定義する X 軸沿いのダイ地点を入力
または選択し ます。

Y Y の基準点と し て定義する X 軸沿いのダイ地点を入力
または選択し ます。

GDS 層 GDSII フ ァ イルで定義された層を表示し ます。 ダイ外形
形状が位置する層を選択するのに使用し ます。



PADS Layout GUI リ フ ァ レンス
ダイウ ィ ザー ド  - GDSII フ ァ イルから作成ダイアログボ ッ クス

PADS Layout User’s Guide, PADS 9.0 201

Figure 1-93. ダイウ ィ ザー ド  - GDSII フ ァ イルから作成、 [CBP] タ ブ

GDS 形状 ダイ外形の形状と し て選択可能なすべての GDS 形状の
名前を表示し ます。 GDSII フ ァ イルにある、 閉じ た塗り
つぶし形状のみが GDS 層リ ス ト に表示されます。
[ ダイ表示 ] 領域に選択済層上の形状の色で形状が表示
されます。

Table 1-90. [CBP] タ ブの内容

名前 説明

最小寸法 CBP の GDS 形状を フ ィ ルタする最小寸法を現在のシステ
ム単位で定義し ます。

最大寸法 CBP の GDS 形状を フ ィ ルタする最大寸法を定義し ます。

GDS 層 CBP の GDS 形状が位置する層を選択するのに使用し ます。

外形の内側の形状 フ ィ ルタ リ ングには、 ダイ外形の内側にある形状のみ含み
ます。

パッ ド形状 パッ ド形状 ( 長方形または長円形 ) を定義し ます。 
• 長方形—CBP形状はGDS形状から外接長方形と し て抽出

されます。
• 長円形—CBP形状はGDS形状から外接長円形と し て抽出

されます。

Table 1-89. [ ダイ寸法 ] タ ブの内容 (cont.)
名前 説明
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Figure 1-94. ダイウ ィ ザー ド  - GDSII フ ァ イルから作成、 [ パッ ド番号 ] タ ブ

Table 1-91. [ パッ ド番号 ] タ ブの内容

名前 説明

番号指定モー ド • 円周順番号指定 — 円弧順に番号を指定し ます。
• JEDEC—JEDEC の番号指定を行います。

P ピン行は上から下へ A から文字付けされ、 ピン列は左
から右へ 1 から番号指定されます。 I、 O、 Q、 S、 X、 およ
び Z 文字は使用されません。 20 行以上の配列では、 行
21 が AA 割り当て と な り以降の行は AB、 AC、 と割り当
てが続きます。

[ 方向 ] 領域 使用する番号指定方向を選択し ます ：
時計方向 — 番号指定はパッ ド 1 から開始し、 時計回り に続
きます。
反時計 — 番号指定はパッ ド 1 から開始し、 反時計回り に続
きます。

[1 番ピン側 ] 
領域

1 番ピンにするパッ ド を配置する設計の側面を選択し ます ：
左側 —1 番ピンにするパッ ド を設計の左側に配置し ます。
上側 —1 番ピンにするパッ ド を設計の上側に配置し ます。
右側 —1 番ピンにするパッ ド を設計の右側に配置し ます。
下側 —1 番ピンにするパッ ド を設計の下側に配置し ます。
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Figure 1-95. ダイウ ィ ザー ド  - GDSII フ ァ イルから作成、 [ パッ ド関数 ] タ ブ

[1 番ピン位置
座標 ] 領域

1 番ピンにするパッ ド を配置する設計の側面での位置を選択
し ます。
中央 — 指定側の中央にあるパッ ドのピンを 1 番と し て番号
指定し ます。
左側 — 指定側の最左にあるパッ ドのピンを 1 番と し て番号
指定し ます。
右側 — 指定側の最右にあるパッ ドのピンを 1 番と し て番号
指定し ます。
指定 — 設計内で指定された側にあるパッ ド を指定し、 その
ピンを 1 番を し て番号指定し ます。 1 番と し たいパッ ドの番
号を入力または選択し ます

Table 1-92. [ パッ ド関数 ] タ ブの内容

名前 説明

Pad 列 各実装部品のボン ドパッ ド番号を表示し ます。 Pad 列
ヘ ッ ダを ク リ ッ クする と、 パッ ド番号が昇順または降順
でソー ト されます。

Function 列 実装部品ボン ドパッ ド番号に対応するすべての関数名を
表示し ます。 Function 列ヘ ッ ダを ク リ ッ クする と、 関数
名が昇順または降順でソー ト されます。 関数名を変更す
るには関数をダブルク リ ッ ク し ます。

Table 1-91. [ パッ ド番号 ] タ ブの内容

名前 説明
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Figure 1-96. ダイウ ィ ザー ド  - GDSII フ ァ イルから作成、 [ ダイ各種定義 ] タ ブ

[ 関数指定 ] 領域 関数指定方法を指定し ます。
• テキス ト フ ァ イル— このオプシ ョ ンを選択し た場合、

参照を ク リ ッ ク し て、 パッ ド関数指定に使用する
フ ァ イルを選択し ます。

• 層上 GDS テキス ト から — パッ ド関数を割り当てる
GDS 層を選択し ます。

指定ボタ ン 新規関数名をすべてのパッ ド に指定し ます。

Table 1-93. [ ダイ各種定義 ] タ ブの内容

名前 説明

パー ト タ イプ 設計に追加するダイパー ト タ イプを特定し ます。

[ 部品作成モー ド ]
領域

ダイ外形線とパッ ド を表示する層を設定し ます。 リ ス ト
から層を選択し て く だ さい。
• 設計に部品を追加 — 現在開いている設計に部品を追

加し ます。
設計上のダイ実装部品に自動的に割り当てる参照名
を指定し ます。 参照名を変更するには、 部品名を ク
リ ッ ク し て別の名前を入力し ます。 

• ラ イブ ラ リ に保存 — 指定ラ イブ ラ リ に部品を保存し
ます。
部品を保存する ラ イブ ラ リ を選択し ます。

ダイ外形線とパッ ド ダイ外形とパッ ド を作成する層を設定し ます。 層を リ ス
ト から選択し ます。

Table 1-92. [ パッ ド関数 ] タ ブの内容 (cont.)
名前 説明
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関連 ト ピ ッ ク

GDSII フ ァ イルからダイ を作成

ダイウ ィ ザー ド  - テキス ト フ ァ イルから作成ダイア
ログボ ッ クス

[ ダイウ ィ ザー ド―テキス ト フ ァ イルから作成 ] ダイアログボ ッ クスは、 現在の設計
やラ イブ ラ リ に新規ダイ を追加し ます。

制限事項 ： この情報は BGA ツールキ ッ ト のみに当てはま り ます。

ダイアログボッ クスは次の用途で使います ：

• ダイ外形を定義

• テキス ト フ ァ イルから CBP 形状を修正

• テキス ト フ ァ イルから CBP 形状を定義

• テキス ト フ ァ イルからパッ ド関数を修正

• ダイ実装部品作成の各種定義を設定

ダイウ ィ ザー ド には 5 種類のタ ブがあ り ます。

• ダイ寸法

• CBP

• パッ ド番号

• パッ ド関数

• ダイ各種定義

ア クセス

• BGA ツールバーボタ ン > ダイウ ィ ザー ド ボタ ン > テキス ト ボタ ン
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Figure 1-97. [ ダイウ ィ ザー ド  - テキス ト フ ァ イルから作成 ] ダイアログボ ッ クス

Table 1-94. [ ダイウ ィ ザー ド  - テキス ト フ ァ イルから作成 ] ダイアログの内容

名前 説明

フ ァ イル ダイ作成に使用するテキス ト フ ァ イル名を表示し ます。
ヒ ン ト : 参照ボタ ンを ク リ ッ クする と、 フ ァ イルを選択
するための [ 開 く ] ダイアログボ ッ クスが表示されます

データ入力された
フ ァ イルの単位系
( ミ リ ) 

入力フ ァ イルのデータに使用されている測定単位を ミ ク
ロンで表示し ます。 必要に応じ て値を修正し て く だ さい

ダイパー ト タ イプ ダイ作成に使用するダイ部品のタ イプ名を入力し ます。

フ リ ッ プチ ッ プ 下向き実装には IC ダイ を選択し ます。 フ リ ッ プチ ッ プ
実装部品はピン (SBP) のみが含まれます。

反転形状 ダイ表示の形状 ( ダイ図形データ ) の ミ ラーまたは反転
表示を し ます。

タ ブ • ダイ寸法
• CBP
• パッ ド番号
• パッ ド関数
• ダイ各種定義



PADS Layout GUI リ フ ァ レンス
ダイウ ィ ザー ド  - テキス ト フ ァ イルから作成ダイアログボ ッ クス

PADS Layout User’s Guide, PADS 9.0 207

Figure 1-98. ダイウ ィ ザー ド  - テキス ト フ ァ イルから作成、 [ ダイ寸法 ] タ ブ

[ ダイデータ
ステータ ス ] 領域

ダイ寸法、 チ ッ プボン ドパッ ド数、 信号数を表示し ま
す。

[ 単位 ] 領域 システム単位を一般的な測定単位に変換するには一般単
位を選択し ます。
• ミ ル — ミ ルで表示 (1 ミ ル = 2.54*10^-5 m)
• ミ リ — ミ リ で表示 (1mm = 1.0*10^-3  m)
• イ ンチ — イ ンチで表示 (1'' = 2.54*10^-2 m)

すべての値は選択された単位でダイ表示部に表示されま
す。
ヒ ン ト ： システム単位と し て ミ ク ロンは使用できませ
ん。 入力フ ァ イル値が ミ ク ロンで表されている場合は ミ
リ を使います。

拡張ボタ ン ダイ定義内の全アイテムに占有される最大 x および y 領
域で設計を表示し ます。

表示色ボタ ン 確認画面表示色の設定ダイアログボ ッ クスが開き、 設計
のプレビ ューが見やすい色を選択できます。

確認画面 ダイ設計を表示し ます。 カーソルを置き、 ク リ ッ クする
と拡大、 右ク リ ッ クする と縮小し ます

確認画面ウ ィ ン ド ウ
表示の寸法

ダイ表示の寸法を現在の測定単位で表示し ます。

カーソル位置表示 ダイ表示上のカーソル位置を表示し ます。

Table 1-94. [ ダイウ ィ ザー ド  - テキス ト フ ァ イルから作成 ] ダイアログの内容 
(cont.)

名前 説明
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Figure 1-99. ダイウ ィ ザー ド  - テキス ト フ ァ イルから作成、 [ CBP] タ ブ

Table 1-95. [ ダイ寸法 ] タ ブの内容

名前 説明

長さ X 寸法と なるダイの長さ を入力または選択し ます。

幅 Y 寸法と なるダイの長さ を入力または選択し ます。

高さ ダイの厚さ を定義する、 ダイの高さ を入力または選択し ま
す。

ダイ外形線基準点
リ ス ト

X と Y で表す基準点を示す座標 ( 中心、 左下、 左上、
右上、 右下 )。

X X の基準点と し て定義する X 軸沿いのダイ地点を入力また
は選択し ます。

Y Y の基準点と し て定義する X 軸沿いのダイ地点を入力また
は選択し ます。

Table 1-96. [CBP] タ ブの内容

名前 説明

パッ ド形状を無視 フ ァ イルの値を無視し、 形状、 長さ、 幅ボ ッ クスに入力し た
値を使ってすべてのパッ ドの形状を定義し ます。

形状 パッ ド形状 ( 長方形または長円形 ) を定義し ます。

長さ パッ ド長の値を入力または選択し ます。

幅 パッ ド幅の値を入力または選択し ます
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Figure 1-100. ダイウ ィ ザー ド  - テキス ト フ ァ イルから作成、 [ パッ ド番号 ] タ ブ

Table 1-97. [ パッ ド番号 ] タ ブの内容

名前 説明

パッ ド番号を無視 フ ァ イルの値を無視し、 新し く 入力し た値でパッ ド番号を上
書き し ます。

番号指定モー ド • 円周順番号指定 — 円弧順に番号を指定し ます。
• JEDEC—JEDEC の番号指定を行います。

P ピン行は上から下へ A から文字付けされ、 ピン列は左
から右へ 1 から番号指定されます。 I、 O、 Q、 S、 X、 およ
び Z 文字は使用されません。 20 行以上の配列では、 行 21
が AA 割り当て と な り以降の行は AB、 AC、 と割り当て
が続きます。

[ 方向 ] 領域 使用する番号指定方向を選択し ます ：
時計方向 — 番号指定はパッ ド 1 から開始し、時計回り に続き
ます。
反時計 — 番号指定はパッ ド 1 から開始し、反時計回り に続き
ます。

[1 番ピン側 ] 
領域

1 番ピンにするパッ ド を配置する設計の側面を選択し ます ：
左側 —1 番ピンにするパッ ド を設計の左側に配置し ます。
上側 —1 番ピンにするパッ ド を設計の上側に配置し ます。
右側 —1 番ピンにするパッ ド を設計の右側に配置し ます。
下側 —1 番ピンにするパッ ド を設計の下側に配置し ます。
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Figure 1-101. ダイウ ィ ザー ド  - テキス ト フ ァ イルから作成、 [ パッ ド関数 ] タ ブ

[1 番ピン位置
座標 ] 領域

1 番ピンにするパッ ド を配置する設計の側面での位置を選択
し ます。
中央 — 指定側の中央にあるパッ ドのピンを 1 番と し て番号指
定し ます。
左側 — 指定側の最左にあるパッ ドのピンを 1 番と し て番号指
定し ます。
右側 — 指定側の最右にあるパッ ドのピンを 1 番と し て番号指
定し ます。
指定 — 設計内で指定された側にあるパッ ド を指定し、 そのピ
ンを 1 番を し て番号指定し ます。 1 番と し たいパッ ドの番号
を入力または選択し ます

Table 1-98. [ パッ ド関数 ] タ ブの内容

名前 説明

Pad 列 各実装部品のボン ドパッ ド番号を表示し ます。 Pad 列ヘ ッ
ダを ク リ ッ クする と、 パッ ド番号が昇順または降順でソー
ト されます。

Function 列 実装部品ボン ドパッ ド番号に対応するすべての関数名を表
示し ます。 Function 列ヘ ッ ダを ク リ ッ クする と、 関数名が
昇順または降順でソー ト されます。 関数名を変更するには
関数をダブルク リ ッ ク し ます。

Table 1-97. [ パッ ド番号 ] タ ブの内容 (cont.)
名前 説明
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Figure 1-102. ダイウ ィ ザー ド  - テキス ト フ ァ イルから作成、 [ ダイ各種定義 ] タ ブ

関連 ト ピ ッ ク

テキス ト フ ァ イルからダイ を作成

ダイウ ィ ザー ド  - パラ メ ーターを設定し て作成ダイ
アログボ ッ クス

[ ダイウ ィ ザー ド―パラ メ ーターを設定し て作成 ] ダイアログボ ッ クスは、 現在の設
計やラ イブ ラ リ に新規ダイ を追加し ます。

制限事項 : この情報は BGA ツールキ ッ ト のみに当てはま り ます。

Table 1-99. [ ダイ各種定義 ] タ ブの内容

名前 説明

パー ト タ イプ 設計に追加するダイパー ト タ イプを特定し ます。

[ 部品作成モー ド ]
領域

ダイ外形線とパッ ド を表示する層を設定し ます。 リ ス ト
から層を選択し て く だ さい。
• 設計に部品を追加 — 現在開いている設計に部品を追

加し ます。
設計上のダイ実装部品に自動的に割り当てる参照名
を指定し ます。 参照名を変更するには、 部品名を ク
リ ッ ク し て別の名前を入力し ます。 

• ラ イブ ラ リ に保存 — 指定ラ イブ ラ リ に部品を保存し
ます。 部品を保存する ラ イブ ラ リ を選択し ます。

ダイ外形線とパッ ド ダイデータ を作成する層を指定し ます。
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ダイアログボッ クスは次の用途で使います ：

• ダイ外形を定義

• CBP セ ッ ト を定義

• CBP の番号指定を定義

• パッ ドの関数を定義

• ダイ実装部品作成の各種定義を設定

• 現在の設計または部品ラ イブ ラ リ にダイ を追加

[CBP] タ ブでは以下の 2 つの方法でパッ ド数を設定できます ：

• 合計、 GND %、 PWR % を使用し て、 ダイの総パッ ド数を側面に沿って均等に
自動的に分配し ます。

• Side、 Total pads、 GND、 PWR を使用し て、 ダイの各側面に特定のパッ ド数を
指定し ます。

ダイウ ィ ザー ド には 5 種類のタ ブがあ り ます

• ダイ寸法

• CBP

• パッ ド番号

• パッ ド関数

• ダイ各種定義

ア クセス

• BGA ツールバーボタ ン > ダイウ ィ ザー ド ボタ ン > 助変数ボタ ン
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Figure 1-103. [ ダイウ ィ ザー ド  - パラ メ ーターを設定し て作成 ] ダイアログ

Table 1-100. [ ダイウ ィ ザー ド  - パラ メ ーターを設定し て作成 ] ダイアログの内容

名前 説明

ダイパー ト タ イプ ダイ作成に使用するダイ部品のタ イプ名を入力し ます。

フ リ ッ プチ ッ プ 下向き実装には IC ダイ を選択し ます。 フ リ ッ プチ ッ プ
実装部品はピン (SBP) のみが含まれます。

反転形状 ダイ表示の形状 ( ダイ図形データ ) の ミ ラーまたは反転
表示を し ます。

タ ブ • ダイ寸法
• CBP
• パッ ド番号
• パッ ド関数
• ダイ各種定義

[ ダイデータ
ステータ ス ] 領域

ダイ寸法、 チ ッ プボン ドパッ ド数、 信号数を表示し ま
す。
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Figure 1-104. ダイウ ィ ザー ド  - パラ メ ーターを設定し て作成、 [ ダイ寸法 ] タ ブ

[ 単位 ] 領域 システム単位を一般的な測定単位に変換するには一般単
位を選択し ます。
• ミ ル — ミ ルで表示 (1 ミ ル = 2.54*10^-5 m)
• ミ リ — ミ リ で表示 (1mm = 1.0*10^-3  m)
• イ ンチ — イ ンチで表示 (1'' = 2.54*10^-2 m)

すべての値は選択された単位でダイ表示部に表示されま
す。
ヒ ン ト ： システム単位と し て ミ ク ロンは使用できませ
ん。 入力フ ァ イル値が ミ ク ロンで表されている場合は ミ
リ を使います。

拡張ボタ ン ダイ定義内の全アイテムに占有される最大 x および y 領
域で設計を表示し ます。

表示色ボタ ン 確認画面表示色の設定ダイアログボ ッ クスが開き、 設計
のプレビ ューが見やすい色を選択できます。

確認画面 ダイ設計を表示し ます。 カーソルを置き、 ク リ ッ クする
と拡大、 右ク リ ッ クする と縮小し ます

確認画面ウ ィ ン ド ウ
表示の寸法

ダイ表示の寸法を現在の測定単位で表示し ます。

カーソル位置表示 ダイ表示上のカーソル位置を表示し ます。

Table 1-100. [ ダイウ ィ ザー ド  - パラ メ ーターを設定し て作成 ] ダイアログの内容 
(cont.)

名前 説明
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Figure 1-105. ダイウ ィ ザー ド  - パラ メ ーターを設定し て作成、 [CBP] タ ブ

Table 1-101. [ ダイ寸法 ] タ ブの内容

名前 説明

長さ X 寸法と なるダイの長さ を入力または選択し ます。

幅 Y 寸法と なるダイの長さ を入力または選択し ます。

高さ ダイの厚さ を定義する、 ダイの高さ を入力または選択し ま
す。

ダイ地点リ ス ト X と Y で表す基準点を示す座標 ( 中心、 左下、 左上、 右上、
右下 )。

X X の基準点と し て定義する X 軸沿いのダイ地点を入力また
は選択し ます。

Y Y の基準点と し て定義する Y 軸沿いのダイ地点を入力また
は選択し ます。

Table 1-102. [CBP] タ ブの内容

名前 説明

合計 ダイの総パッ ド数を入力または選択し ます。 総パッ ド数
を変更する と、 パッ ドは 4 つの側面で均等に分配されま
す。
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GND % グラウン ドパッ ド と し て割り当てる総ピン数の割合を
パーセンテージで入力または選択し ます。 値を変更する
と、 各側面のグラウン ドパッ ドは合計数から割り出され
ます。

PWR % 電源パッ ド と し て割り当てる総ピン数の割合をパーセン
テージで入力または選択し ます。 値を変更する と、 各側
面の電源パッ ドは合計数から割り出されます。

Side 列 ダイの側面を一覧表示し ます。

Total Pads 列 ダイの各側面にあるパッ ド総数を表示し ます。 ダブル
ク リ ッ クで値を変更できます。 値を変更する と、 合計、
GND %、 PWR % がそれに準じ て変更されます。

GND 列 ダイの各側面にあるグラウン ドパッ ドの総数を表示し ま
す。 ダブルク リ ッ クで値を変更できます。 値を修正する
と、 合計、 GND %、 PWR % がそれに準じ て変更されま
す。

PWR 列 ダイの各側面にある電源パッ ドの総数を表示し ます。
ダブルク リ ッ クで値を変更できます。 値を修正する と、
合計、 GND %、 PWR % がそれに準じ て変更されます。

パッ ド間隔 パッ ド間の距離を定義し ます。 1 つのパッ ドの左側から次
に隣接するパッ ドの左側までの距離が測定されます。

列間隔 千鳥行パターン作成を制御するための、 列の間隔を定義
し ます。 ダイの周囲の直線が一行の場合、 0 を入力し ま
す。 千鳥行パターンを作成するには、 特定の正または負
の数を入力し ます。

ダイ端点からの距離 パッ ド行と ダイ端点間の距離を定義し ます。

パッ ド形状 サーマルリ リーフの形状 ( 円状、 四角、 長方形、 長円形 )
を定義し ます。

パッ ド長さ パッ ド長の値を入力または選択し ます。

パッ ド幅 パッ ド幅の値を入力または選択し ます。

Table 1-102. [CBP] タ ブの内容 (cont.)
名前 説明
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Figure 1-106. ダイウ ィ ザー ド  - パラ メ ーターを設定し て作成、 [ パッ ド番号 ] タ ブ

Table 1-103. [ パッ ド番号 ] タ ブの内容

名前 説明

番号指定モー ド • 円周順番号指定 — 円弧順に番号を指定し ます。
• JEDEC—JEDEC の番号指定を行います。

P ピン行は上から下へ A から文字付けされ、 ピン列は左
から右へ 1 から番号指定されます。 I、 O、 Q、 S、 X、 およ
び Z 文字は使用されません。 20 行以上の配列では、 行 21
が AA 割り当て と な り以降の行は AB、 AC、 と割り当て
が続きます。

[ 方向 ] 領域 使用する番号指定方向を選択し ます ：
時計方向 — 番号指定はパッ ド 1 から開始し、時計回り に続き
ます。
反時計 — 番号指定はパッ ド 1 から開始し、反時計回り に続き
ます。

[1 番ピン側 ] 
領域

1 番ピンにするパッ ド を配置する設計の側面を選択し ます ：
左側 —1 番ピンにするパッ ド を設計の左側に配置し ます。
上側 —1 番ピンにするパッ ド を設計の上側に配置し ます。
右側 —1 番ピンにするパッ ド を設計の右側に配置し ます。
下側 —1 番ピンにするパッ ド を設計の下側に配置し ます。
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Figure 1-107. ダイウ ィ ザー ド  - パラ メ ーターを設定し て作成、 [ パッ ド関数 ] タ ブ

[1 番ピン位置
座標 ] 領域

1 番ピンにするパッ ド を配置する設計の側面での位置を選択
し ます。
中央 — 指定側の中央にあるパッ ドのピンを 1 番と し て番号指
定し ます。
左側 — 指定側の最左にあるパッ ドのピンを 1 番と し て番号指
定し ます。
右側 — 指定側の最右にあるパッ ドのピンを 1 番と し て番号指
定し ます。
指定 — 設計内で指定された側にあるパッ ド を指定し、そのピ
ンを 1 番を し て番号指定し ます。 1 番と し たいパッ ドの番号
を入力または選択し ます

Table 1-104. [ パッ ド関数 ] の内容

名前 説明

Pad 列 各実装部品のボン ドパッ ド番号を表示し ます。 Pad 列
ヘ ッ ダを ク リ ッ クする と、 パッ ド番号が昇順または降順
でソー ト されます。

Function 列 実装部品ボン ドパッ ド番号に対応するすべての関数名を
表示し ます。 Function 列ヘ ッ ダを ク リ ッ クする と、 関数
名が昇順または降順でソー ト されます。 関数名を変更す
るには関数をダブルク リ ッ ク し ます。

信号関数接頭辞 信号パッ ド名の元と し て使用する関数接頭辞を表示し ま
す。 入力も行えます。

Table 1-103. [ パッ ド番号 ] タ ブの内容 (cont.)
名前 説明
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Figure 1-108. ダイウ ィ ザー ド  - パラ メ ーターを設定し て作成、 [ ダイ各種定義 ] タ
ブ

GND パッ ド関数 グラウン ドパッ ド と し て使用する関数名を表示し ます。
入力も行えます。

PWR パッ ド関数 電源パッ ド と し て使用する関数名を表示し ます。 入力も
行えます。

指定ボタ ン 新規関数名をすべてのパッ ド に指定し ます。

Table 1-105. [ ダイ各種定義 ] タ ブの内容

名前 説明

パー ト タ イプ 設計に追加するダイパー ト タ イプを特定し ます。

[ 部品作成モー ド ]
領域

ダイ外形線とパッ ド を表示する層を設定し ます。 リ ス ト
から層を選択し て く だ さい。
• 設計に部品を追加 — 現在開いている設計に部品を追

加し ます。
設計上のダイ実装部品に自動的に割り当てる参照名
を指定し ます。 参照名を変更するには、 部品名を ク
リ ッ ク し て別の名前を入力し ます。 

• ラ イブ ラ リ に保存 — 指定ラ イブ ラ リ に部品を保存し
ます。 部品を保存する ラ イブ ラ リ を選択し ます。

ダイ外形線とパッ ド ダイデータ を作成する層を指定し ます。

Table 1-104. [ パッ ド関数 ] の内容 (cont.)
名前 説明
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関連 ト ピ ッ ク

パラ メ ータ を設定し てダイ を作成

ダイウ ィ ザー ドの確認画面表示色ダイアログボ ッ ク
ス

[ ダイウ ィ ザー ドの確認画面表示色 ] ダイアログボ ッ クス を使用し て、 ダイ設計の
画面表示色を設定し ます。

制限事項 : この情報は BGA ツールキ ッ ト のみに当てはま り ます。

このダイアログボ ッ クスで設定し た色は、 [ 画面表示色を定義 ] ダイアログボ ッ クス
での設定色には影響し ません。

ア クセス

• BGAツールバーボタ ン > ダイウ ィ ザー ド ボタ ン > 任意のボタ ン > 表示色ボタ ン

Figure 1-109. [ ダイウ ィ ザー ド  の確認画面色 ] ダイアログボ ッ クス

Table 1-106. [ ダイウ ィ ザー ドの確認画面色 ] ダイアログボ ッ クスの内容

名前 説明

[ 選択済画面表示色 ] 
領域

ダイアログボ ッ クス内で 1 つまたは複数の項目に適用す
る色を選択し ます。

背景 ダイ表示領域の背景色を設定し ます。
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関連 ト ピ ッ ク

ダイの確認画面色を設定

差動ペアダイアログボ ッ クス
[ 差動ペア ] ダイアログボ ッ クスを使用し て、 差動ペア と し て電気的に機能するネ ッ
ト またはピンペアを識別し、 作動ペアの設計規則を定義し ます。

制限事項 ： 差動ペア規則は PADS Layout で定義できますが、 PADS Router でのみ使用
されます。

必須事項 ： 差動ペアの設計規則を設定するには、 [ 高度な規則 ] オプシ ョ ンが必要で
す。

ア クセス

• 設定メ ニュー > 設計の規則 > 差動ペアボタ ン

ヒ ン ト ： 選択し た タ ブに応じ て、 ネ ッ ト またはピンペアの [ 差動ペア ] 規則を設定で
きます。

強調表示 ダイ表示領域の強調表示色を設定し ます。

ダイ外形線 ダイ表示領域でのダイ外形色を設定し ます。

CBP ダイ表示領域での CBP 色を設定し ます。

CBP 番号 ダイ表示領域での CBP 番号の色を設定し ます。

全形状 ダイ表示領域でのすべての GDS 形状の色を設定し ます。
このダイアログボ ッ クスの [GDSII 形状 ] 領域は GDSII
フ ァ イルからダイ作成時のみ有効にな り ます。

形状 ( 選択済層上 ) 選択された GDS 層に表示される GDSII フ ァ イルの GDS
形状のダイ表示領域での表示色を設定し ます。 色は [ ダ
イ寸法 ] タ ブまたは [ パッ ド関数 ] タ ブがアク テ ィ ブ時
のみ表示されます。 このダイアログボ ッ クスの [GDSII
形状 ] 領域は GDSII フ ァ イルからダイ作成時のみ有効に
な り ます。

Table 1-106. [ ダイウ ィ ザー ドの確認画面色 ] ダイアログボ ッ クスの内容 (cont.)
名前 説明
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Figure 1-110. [ 差動ペア ] ダイアログボ ッ クス

Table 1-107. [ 差動ペア ] ダイアログボ ッ クス

名前 説明

[ 選択可能 ] リ ス ト 差動ペア作成に使用できるネ ッ ト ( またはピンペア ) を
表示し ます。
ヒ ン ト ： ネ ッ ト ( ピンペア ) は複数の差動ペアに存在す
る こ とはできません。 [ 選択可能 ] リ ス ト には、 差動ペ
アに割り当てられていないネ ッ ト ( ピンペア ) のみが表
示されます。

[ ペア ] リ ス ト 作成されたピンペアを表示し ます。

選択ボタ ン 最初のネ ッ ト と 2 番目のネ ッ ト ( またはピンペア ) を
一時的なエ リ アに移動し、 次に [ ペア ] リ ス ト に移動
し ます。
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関連 ト ピ ッ ク

差動ペア設計規則の設定

選択解除ボタ ン 最初のネ ッ ト と 2 番目のネ ッ ト ( またはピンペア ) を
[ 選択可能 ] リ ス ト に戻し ます。

追加ボタ ン 選択し たネ ッ ト ( またはピンペア ) をペア リ ス ト に移動
し ます。
ヒ ン ト ： 2 つのネ ッ ト ( またはピンペア ) が選択され、
一時的な待機エ リ アにない限り、 このボタ ンは使用でき
ません。

削除ボタ ン 選択し たペアをペア リ ス ト から使用可能リ ス ト に戻し ま
す。

最短配線長 配線の最小長を指定し ます。

最長配線長 配線の最大長を指定し ます。

自動配線中に層の
変更を制限

ペアを強制的に同一層上で配線し ます。 
ヒ ン ト ： この設定は、 対話型配線時の層変更を制限し ま
せん。

[ 層毎にペアの線幅と
間隙を設定 ] 表

層毎の配線幅と間隙を指定し ます。
• 層―線幅と間隙の値を指定し ます。
• 幅―特定の層上の差動ペアの幅の値を指定し ます。
• 間隙―特定の層上の差動ペアの間隙の値を指定し ま

す。

追加ボタ ン 他の層の幅と間隙値を指定するため、 テーブルの一番下
に列を追加し ます。

削除ボタ ン 選択された列をテーブルから削除し ます。
制限事項 ： < 全層 > 行は削除できません。

ペアを障害物の周囲
に分割

一時的にペアの配線間隙を超過し、 管理された間隙エ リ
ア内にある障害物の周り に配線を行う よ う にし ます。

障害物の最大個数 [ 障害物の最大個数 ] ボ ッ クスに、 障害物の周り に配線
を行える最大数を指定し ます。 開始ゾーンおよび終了
ゾーンでは、 分割し ません。

障害物の最大幅 [ 障害物の最大幅 ] ボ ッ クスに、 障害物の周り を配線す
るためにピンペアを分割できる最大距離値を指定し ま
す。 この値は、 障害物の水平寸法または垂直寸法のいず
れか長い方に適用されます。 開始ゾーンおよび終了ゾー
ンにある障害物の寸法はチ ェ ッ ク されません。

確認画面 設定内容に基づき、 差動ペアがどのよ う に障害物の周囲
に分割されるかを表示し ます。

Table 1-107. [ 差動ペア ] ダイアログボ ッ クス (cont.)
名前 説明
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寸法線のプロパテ ィ ダイアログボ ッ クス
[ 寸法線のプロパテ ィ ] ダイアログボ ッ クスは、 現在選択されている寸法測定の形式
( 垂直寸法、 水平寸法、 斜辺寸法 ) を反映し ています。

ア クセス

• 自動寸法線を選択 > 右ク リ ッ ク > プロパテ ィ

Figure 1-111. [ 寸法線のプロパテ ィ ] ダイアログボ ッ クス

Table 1-108. [ 寸法線のプロパテ ィ ] ダイアログボ ッ クスの内容

名前 説明

形式 選択し た寸法線の形式を表示し ます。

X/Y 寸法線オブジ ェ ク ト の X、 Y 座標を指定し ます。 座標
は、 延長線の 1 つの下端から、 円弧の場合は半径の点か
ら計算されます。 位置を変更するには、 別の値を入力し
ます。

文字回転 現在の回転の値を指定し ます。 正の値は反時計回り に文
字を回転し ます。 負の値は時計回り に文字を回転し ま
す。 回転を変更するには、 別の値を入力し ます。

[ 層 ] リ ス ト [ オプシ ョ ン ] ダイアログボ ッ クスの自動寸法線タ ブで、
文字と ラ イ ンに別の層が指定されていても、 こ こ では、
寸法線オブジ ェ ク ト 全体を指定する新規層を指定し ま
す。

円寸法 半径または直径の測定を指示し て、 円弧の寸法線が変更
できます。 ボタ ンを ク リ ッ ク し て、 測定形式を変更し ま
す。  
• 半径―半径で円寸法を測定し ます。
• 直径―直径で円寸法を測定し ます。
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関連 ト ピ ッ ク

自動寸法プロセス

寸法線文字のプロパテ ィ ダイアログボ ッ クス
[ 寸法線文字のプロパテ ィ ] ダイアログボ ッ クスには、 選択し た文字列の情報が表示
され、 文字列を変更するオプシ ョ ン もあ り ます。 OK またはキャ ンセルを押すまで、
ダイアログボッ クスは開いた状態と な り ます。 ダイアログボ ッ クスが開いている時に
他の文字オブジ ェ ク ト を選択する と、 ダイアログの内容は選択し た文字についての情
報に更新されます。 

寸法線の文字オブジ ェ ク ト の作成後、 既存の寸法線に合わせるため、 文字列の位置変
更が必要な場合があ り ます。 ダイナ ミ ッ ク ド ラ ッ グも し く は移動コ マン ド を使用し
て、 オブジ ェ ク ト を移動し ます。

ア クセス

• 寸法線文字を選択 > 右ク リ ッ ク > プロパテ ィ

Figure 1-112. [ 寸法線文字のプロパテ ィ ] ダイアログボ ッ クス
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関連 ト ピ ッ ク

自動寸法プロセス

内層接続データ を破棄ダイアログボ ッ クス
[ 内層接続データ を破棄 ] ダイアログボ ッ クスで、 どの内層接続データ を保存するか
を指定し ます。

ア クセス

[ 内層接続データ を破棄 ] ダイアログボ ッ クスは、 [ オプシ ョ ン ] ダイアログボ ッ クス
で [ 内層接続データ を破棄するか問い合わせる ] オプシ ョ ンを選択し ている場合、 内
層接続データがある フ ァ イルの保存時に自動的に表示されます。

Table 1-109. [ 寸法線文字のプロパテ ィ ] ダイアログボ ッ クスの内容

名前 説明

文字 選択された文字列の現時点の内容を表示し ます。 文字列
を変更するには、 このボ ッ クスに新しい値を入力し ま
す。
ヒ ン ト ： 文字列の内容を変更し ても、 延長線は新規文字
列の長さに合わせて調整されません。 長さ変更コ マン ド
で延長線の位置を変更し、 文字列を更新し て く だ さい。

層リ ス ト 現在使用されている層を表示し ます。 リ ス ト から新しい
層を選択し ます。

X/Y ボ ッ クス 文字列の左下コーナーから計算された、 寸法線文字の
X、 Y 座標位置を表示し ます。 文字の位置を変更するに
は、 新しい値を入力し ます。

寸法 現在の文字の高さ を表示し ます。 高さ を変えるには、 別
の値を入力し ます。

線幅 寸法線オブジ ェ ク ト に使用されている現在の線幅を表示
し ます。 線幅を変更するには、 別の値を入力し ます。

回転 現在の回転の値を表示し ます。 正の値は反時計回り に文
字を回転し ます。 負の値は時計回り に文字を回転し ま
す。 回転を変更するには、 別の値を入力し ます。

反転 文字を反転表示し ます。 このチ ェ ッ クボ ッ クスが OFF
になっている場合、 文字は通常どお り に表示されます。

ペアレン ト ボタ ン 選択し たオブジ ェ ク ト に付属する寸法線オブジ ェ ク ト の
[ 寸法線のプロパテ ィ ] ダイアログボ ッ クスを開きます。
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Figure 1-113. [ 内層接続データ を破棄 ] ダイアログボ ッ クス

画面表示色を定義ダイアログボ ッ クス
[ 画面表示色を定義 ] ダイアログボ ッ クスを使用し て、 表示色の設定 ・ 保存 ・ 復元、
カ ラーパレ ッ ト の変更、 部品形状エデ ィ タ での色の設定、 オブジ ェ ク ト の表示 ・ 非表
示の設定を行います。

ヒ ン ト ： [ 画面表示色を定義 ] ダイアログボ ッ クスで色の設定に行った変更は、 無効
層には適用されません。 

ア クセス

• 設定メ ニュー > 画面表示色を定義

Table 1-110. [ 内層接続データの破棄 ] ダイアログボ ッ クスの内容

名前 説明

次回からは告知し ない 次回以降のフ ァ イル保存時にこのメ ッ セージを表示
させないよ う にし ます。

進行 銅箔面多角形のみを保存し ます。

全保存 全銅箔面データ を保存し、 今後の保存時のために設
定を変更し ます。
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Figure 1-114. [ 画面表示色を定義 ] ダイアログボ ッ クス

Table 1-111. [ 画面表示色を定義 ] ダイアログボ ッ クスの内容

名前 説明

[ 選択済の色 ] 領域 層上の項目に割り当てる色をパレ ッ ト から選択し ま
す。 こ こで色を選択し たら、 [ 層の表示色 ] 領域で、
その色を割り付けたい項目のタ イルを ク リ ッ ク し ま
す。 
参照 ： カ ラーパレ ッ ト を変更する

パレ ッ ト 新規配色や作成し たい色を選択できる、 [ 色の設定 ]
ダイアログボ ッ クスを開きます。    
参照 ： カ ラーパレ ッ ト を変更する

デフ ォル ト パレ ッ ト すべての色や設定をデフ ォル ト 設定に戻し ます。
ヒ ン ト ： 設定内容をデフ ォル ト の名称で保存する
と、 デフ ォル ト 設定を変更できます。

全てに指定ボタ ン [ 全層に対する画面表示色を指定 ] ダイアログボ ッ
クスを開きます。
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関連 ト ピ ッ ク

画面上のオブジ ェ ク ト の色を設定

カ ラーパレ ッ ト を変更する

部品形状エデ ィ タ での色の設定

色の指定を保存

部品形状エデ ィ タ での色の設定

全オブジ ェ ク ト に適用
ボタ ン

層上のすべてのオブジ ェ ク ト に同じ色を指定し ま
す。  
参照 ： 層上の全オブジ ェ ク ト に同じ色を指定

全層に適用ボタ ン すべての層上の 1 つのオブジ ェ ク ト に色を指定し ま
す。 
参照 ： 全層上の特定のオブジ ェ ク ト に色を指定

可視属性制限 可視層のみを このダイアログボ ッ クスに表示し ま
す。 少な く と も 1 枚のタ イルに非背景色が割り当て
られていれば、 層は表示されます。

[ 層の表示色 ] マ ト リ ク
ス

この領域を使用し て、 異なる層上の異なるオブジ ェ
ク ト にさ まざまな色を割り当てる こ とができます。 
ヒ ン ト ： [ 層構成を定義 ] ダイアログボ ッ クスで指
定し た層の名称が、 マ ト リ クスの左側に表示されま
す。
参照 ： 異なる層上のオブジ ェ ク ト に色を指定

[ その他 ] 領域 その他の項目に対し、 全体的に色の割り当てを行い
ます。 [ 選択済の色 ] 領域から色を選択し て、 その
項目のタ イルを ク リ ッ ク し ます。 以下のオブジ ェ ク
ト に対する色を調整する こ とができます。
• 背景―他のオブジ ェ ク ト を この色に表示する と、

非表示にな り ます。
• 選択内容―編集対象と し て選択されたオブジ ェ

ク ト 。
• 強調表示―編集対象と し て選択されていな く て

も、 強調表示されているオブジ ェ ク ト 。
• 基板外形線―基板外形線と基板カ ッ ト アウ ト に

適用されます。
• 結線―未配線のピンペアや " ラ ッ ツネス ト "。

[ 設定内容 ] リ ス ト 保存された設定内容のリ ス ト 。

保存ボタ ン [ 構成フ ァ イル ] ダイアログボ ッ クスが表示されま
す。

削除ボタ ン 選択された項目を設定内容リ ス ト から削除し ます。

Table 1-111. [ 画面表示色を定義 ] ダイアログボ ッ クスの内容 (cont.)
名前 説明
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図形コーナーのプロパテ ィ ダイアログボ ッ クス
[ 図形コーナーのプロパテ ィ ] ダイアログボ ッ クスを使用し て、 オブジ ェ ク ト タ イプ、
層の関連付け、 配線の間隙、 指定されたネ ッ ト などを確認し ます。 位置座標でコー
ナーを移動し た り、 ネ ッ ト 情報を表示し た り、 ペアレン ト 形状を選択できます。

ア クセス

• 図形コーナーを選択 > 右ク リ ッ ク > プロパテ ィ

Figure 1-115. [ 図形コーナーのプロパテ ィ ] ダイアログボ ッ クス

関連 ト ピ ッ ク

図形コーナーのプロパテ ィ 修正

Table 1-112. [ 図形コーナーのプロパテ ィ ] ダイアログボ ッ クスの内容

名前 説明

形式 オブジ ェ ク ト タ イプを表示し ます。

X、 Y コーナーの現在の X、 Y 位置を表示し ます。 コーナーを
移動するには、 このボ ッ クスに新たに値を入力し ます。

層 オブジ ェ ク ト が配置されている層を表示し ます。

配線の間隔 コーナーと その周囲のオブジ ェ ク ト 間の間隙値を指定し
ます。

ネ ッ ト コーナーと関連付けされたネ ッ ト を表示し ます。

ネ ッ ト ボタ ン ネ ッ ト のプロパテ ィ ダイアログボ ッ クスを開きます。

ペアレン ト ボタ ン そのコーナーが属する作図オブジ ェ ク ト の作図プロパ
テ ィ ダイアログボ ッ クスを開きます。
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図形端点のプロパテ ィ ダイアログボ ッ クス
[ 図形端点のプロパテ ィ ] ダイアログボ ッ クスを使用し て、 オブジ ェ ク ト タ イプ、 層
の関連付け、 配線の間隙、 指定されたネ ッ ト などを確認し ます。 位置座標による端点
の移動、 半径や開始 / 終了角度による円弧の移動、 ネ ッ ト 情報へのアクセス、 ペアレ
ン ト 形状の選択が可能です。 

例外 ：

• 円形の場合、 中心点と半径のみ変更できます。

• 円弧の場合、 円弧の終了点に X1、 Y1 および X2、 Y2 フ ィ ールド を使用し ます。
円弧の定義には、 これらのフ ィ ールドのサブセ ッ ト だけが必要にな り ます。 円
弧を再定義する場合、 一度に 1 つのフ ィ ールドのみ変更し ます。 解釈不可能な
変更を行った場合、 このコ マン ドは取り消されます。

ア クセス

• 図形端点を選択 > 右ク リ ッ ク > プロパテ ィ

Figure 1-116. [ 図形端点のプロパテ ィ ] ダイアログボ ッ クス
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図形端点のプロパテ ィ 修正

作図プロパテ ィ ダイアログボ ッ クス
作図形状を、 個別に、 または複数項目をま とめて選択 / 編集できます。 修正できるプ
ロパテ ィ は、 作図オブジ ェ ク ト のコーナー、 作図オブジ ェ ク ト の端点、 作図オブジ ェ
ク ト 全体、 2D ラ イ ンやベタや文字のペアレン ト オブジ ェ ク ト の、 どれを選択し たか
によ って変わり ます。

Table 1-113. [ 図形端点のプロパテ ィ ] ダイアログボ ッ クスの内容

名前 説明

X1、 Y1/
X2、 Y2 ボ ッ クス

端点の最初と 2 番目のコーナーの、 現在の X、 Y 座標を
示し ます。 両方またはいずれかのコーナーを移動するに
は、 このボ ッ クスに新たに値を入力し ます。

XC、 YC ボ ッ クス 円弧または円形の中心の座標。

[ 半径 ] ボ ッ クス 円形または円弧の半径。 半径の値を新たに入力し ます。

[ 開始角度 ] ボ ッ クス 円弧の開始角度。 0 度は正の X 軸で、 正の角度は反時計
回り に作成されます。

[ 指定⊿角度 ]
ボ ッ クス

角度の度数。 正の角度は反時計回り に作成されます。
ヒ ン ト ：
• 円の場合、 中心点と半径しか変更できません。
• 円弧の場合、 円弧の終了点に X1、 Y1 および X2、 Y2

フ ィ ールド を使用し ます。 円弧の定義には、 これら
のフ ィ ールドのサブセ ッ ト だけが必要にな り ます。
円弧を再定義する場合、 一度に 1 つのフ ィ ールドの
み変更し ます。 解釈不可能な変更を行った場合、 こ
のコマン ドは取り消されます。

線幅 端点の線幅を表示し ます。

配線長 端点の長さ を表示し ます。

層 オブジ ェ ク ト が配置されている層を表示し ます。

配線の間隔 コーナーと その周囲のオブジ ェ ク ト 間の間隙値を指定し
ます。

ネ ッ ト 端点と関連付けられたネ ッ ト を表示し ます。

ネ ッ ト ボタ ン ネ ッ ト のプロパテ ィ ダイアログボ ッ クスを開きます。

ペアレン ト ボタ ン そのコーナーが属する作図オブジ ェ ク ト の作図プロパ
テ ィ ダイアログボ ッ クスを開きます。
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例外 ： オブジ ェ ク ト が物理的再利用の一部である場合、 ダイアログボ ッ クスで使用で
きないオプシ ョ ン もあ り ます。

ア クセス

• 作図形状を選択 > 右ク リ ッ ク > プロパテ ィ

Figure 1-117. [ 作図プロパテ ィ ] ダイアログボ ッ クス

Table 1-114. [ 作図プロパテ ィ ] ダイアログボ ッ クスの内容

名前 説明

形式 選択し た形状を別の形状タ イプに変換し ます ： 2D ラ イ
ン、 基板カ ッ ト アウ ト 、 ベタ、 ベタ カ ッ ト アウ ト 、 禁止
領域、 自動ベタ、 内層接続領域、 内層接続領域のカ ッ ト
アウ ト 。

線幅 オブジ ェ ク ト の線幅を指定し ます。

倍率 オブジ ェ ク ト の倍率を指定し ます。
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近接エラー 円弧の縮尺変更時の許可できる近接エラーを指定し ま
す。 円弧は、 円弧に近似し た直線の線分のセ ッ ト に変換
されます。 近接エラーは、 実際の円弧経路と近似直線線
分の間の垂線の距離です。 

回転 オブジ ェ ク ト の回転を指定し ます。

配線の間隔 作図オブジ ェ ク ト と その周囲のオブジ ェ ク ト 間の間隙値
を指定し ます。

G36, 37 処理 形状をベタ ( 銅箔 ) で塗潰し ます。

オプシ ョ ンボタ ン 塗り潰し とハッ チオプシ ョ ンダイアログボ ッ クスを開き
ます。

ネ ッ ト ボタ ン ネ ッ ト のプロパテ ィ ダイアログボ ッ クスを開きます。

層リ ス ト オブジ ェ ク ト が配置される層を指定し ます。

ネ ッ ト リ ス ト オブジ ェ ク ト にネ ッ ト を割り当てます。
制限事項 ： 電気的な作図オブジ ェ ク ト でのみ使用可能で
す。

部品配置 禁止領域への部品配置を禁止し ます。
制限事項 ： 禁止領域作図オブジ ェ ク ト でのみ使用可能で
す。

実装部品高さ 指定された高さ よ り も高さのある実装部品を制限し ま
す。 
制限事項 ：
• 禁止領域作図オブジ ェ ク ト でのみ使用可能です。
• [ 部品配置 ] チ ェ ッ クボ ッ クスを選択し ないと、このオ

プシ ョ ンは使用できません。

実装部品ド リル径 ド リル貫通穴を含む実装部品を制限し ます。
制限事項 ： 禁止領域作図オブジ ェ ク ト でのみ使用可能で
す。

［全選択］ ボタ ン [ 制限 ] 領域の [ 実装部品ド リル径 ] 意外のすべての
チ ェ ッ クボ ッ クスを選択し ます。

配線とベタ 配線とベタ禁止領域を制限し ます。

自動ベタ と銅箔面領
域

自動ベタの塗潰し と、 分割 / 混在内層接続層の銅箔面接
続を制限し ます。

ビア と ジャ ンパ ビア と ジャ ンパ禁止領域を制限し ます。

テス ト ポイ ン ト テス ト ポイ ン ト 禁止領域を制限し ます。

Table 1-114. [ 作図プロパテ ィ ] ダイアログボ ッ クスの内容 (cont.)
名前 説明
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関連 ト ピ ッ ク

作図オブジ ェ ク ト のプロパテ ィ 修正

ド リル穴図画オプシ ョ ンダイアログボ ッ クス
[ ド リル穴図画オプシ ョ ン ] ダイアログボ ッ クスを使用し て、 ド リル図画の凡例と
マーカーパラ メ ータ を設定し ます。

ア クセス

• フ ァ イルメ ニュー > CAM > 追加ボタ ン > 記録文書名リ ス ト から ド リル図面を
選択 > オプシ ョ ンボタ ン

または

• フ ァ イルメ ニュー > CAM > 文書名を選択 > 編集ボタ ン > 記録文書名から
ド リル図面を選択 > オプシ ョ ンボタ ン

アコーデ ィ オン アコーデ ィ オン禁止領域を制限し ます。

ヒ ン ト ： このオプシ ョ ンは PADS Layout で設定できます
が、 PADS Router でのみ適用されます。

ク リ ッ ク し てネ ッ ト
を指定

設計内のオブジ ェ ク ト を ク リ ッ ク し て、 ネ ッ ト を電気的
な作図オブジ ェ ク ト に指定し ます。 ピン、 ビア、 配線、
ネ ッ ト 、 ベタ、 未配線などのオブジ ェ ク ト を ク リ ッ ク
し、 オブジ ェ ク ト のネ ッ ト 名をベタ形状に指定する こ と
ができます。

Table 1-114. [ 作図プロパテ ィ ] ダイアログボ ッ クスの内容 (cont.)
名前 説明
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Figure 1-118. [ ド リル穴図画オプシ ョ ン ] ダイアログボ ッ クス

Table 1-115. [ ド リル穴図画オプシ ョ ン ] ダイアログボ ッ クスの内容

名前 説明

一覧表 プロ ッ ト に凡例も入れるよ う指定し ます。

文字高 文字の高さ を現在の単位系で指定し ます。

図面枠の線幅 図面枠の線幅を設計単位で指定し ます。
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X、 Y 位置座標 穴径一覧の位置を現在の単位系で指定し ます。
ヒ ン ト ： [ デフ ォル ト で保存 ] ボタ ンを ク リ ッ ク し ても、
位置は保存されません。

文字の高さ ド リルシンボルマークの文字高さ を指定し ます。

シンボルの線幅 ド リルマーカーシンボルとすべての文字に対する線幅を
指定し ます。

シンボルの高さ ド リルマーカーシンボルの高さ を指定し ます。

貫通 / 非貫通コ ラムを
表示

テーブル内で [ 貫通 / 非貫通 ] 列を表示し ます。

ド リルサイズ単位 ド リル径に使用する単位系を指定し ます。

デフ ォル ト 許容差 テーブル内の [ 許容誤差 ] 列で使用する許容誤差を指定
し ます。

[ シンボル ] と [ 径 ]
列

シンボルは、 ド リル径がテーブルに読み込まれる順番で
割り当てられます。 手動で入力された項目に対し ては、
次に使用できるシンボルが使用されます。 シンボルの使
用はド リル径に限定されます。 64 の対応シンボルに対
するシンボルの割り当ては以下のとお り です ：
• 使用可能な12のグラ フ ィ ッ クシンボルの内の6個が最

初に使用されます (+、 X、 長方形、 ひしがた、 砂時
計、 リボン型 )。

• 文字シンボル +A から +Z が割り当てられます。
• 残り 6つのグラ フ ィ ッ クシンボルが割り当てられます

( 長方形 +、 長方形 X、 ひしがた +、 ひしがた X、 円
+、 円 X)。

• 長方形 +A から長方形 +Z が割り当てられます。

[ 個数 ] 列 個数列には、 設計内の各ド リル径の数が表示されま
す。 デフ ォル ト の CAM フ ァ イルから読み込まれた ド
リル径や、 設計データベースに含まれていても現在の
設計で使用されていない代替ド リル径に対し ては、 0
値が含まれる場合があ り ます。

[ メ ッキ ] 列 メ ッキ列には、 各ド リル径がメ ッ キあ り (Yes)、 メ ッ キ
な し (No) で表示されます。 それぞれが独自のメ ッキ形
式を持つ場合、 テーブル内で ド リル寸法が重複し て表示
される場合があ り ます。

Table 1-115. [ ド リル穴図画オプシ ョ ン ] ダイアログボ ッ クスの内容 (cont.)
名前 説明
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ド リル図画オプシ ョ ンの設定

CAM 文書の追加と編集

[ 貫通 / 非貫通 ] 列 [ 貫通 / 非貫通 ] 列のチ ェ ッ クボ ッ クスは、 その列に表
示された ド リルが文書に出力される ( チ ェ ッ クボ ッ クス
選択 )、 または出力されない ( チ ェ ッ クボッ クス解除 )
を指定し ます。 デフ ォル ト ではチ ェ ッ クボ ッ クスは選択
されています。
ヒ ン ト ：
• [ ド リルデータ ]領域で[貫通/非貫通列を表示]チ ェ ッ ク

ボ ッ クスが選択されている場合のみ、 この列が表示
されます。

• この列が表示されている時、 貫通と非貫通ド リルの
両方で ド リル径が存在する場合、 これらは別々にカ
ウン ト され、 別々の列に表示されます。 この列が表
示されていない場合、 貫通と非貫通ド リルの両方で
ド リル径が存在する場合、 これらは 1 つと し てカウ
ン ト され、 同じ列に表示されます。

[ 許容誤差 ] 列 ド リル径の許容誤差を指定し ます。

メ ッキ付きを追加
ボタ ン

ド リルテーブルに、 メ ッ キ付き ド リル径を追加し ます。
次に使用可能な ド リルシンボルが新規エン ト リ に割り当
てられます。

メ ッキな し を追加
ボタ ン

ド リルテーブルに、 メ ッ キな し ド リル径を追加し ます。
次に使用可能な ド リルシンボルが新規エン ト リ に割り当
てられます。

削除ボタ ン 選択し た ド リル径をテーブルから削除し ます。

増加ボタ ン リ ス ト でまだ定義されていない、 現在の設計フ ァ イルの
項目のド リル径を自動的に生成 ( 追加 ) し ます。

再生成ボタ ン ド リルテーブルを消去し、 既存データ を設計データベー
スのデータ で置き換えます。

デフ ォル ト で保存
ボタ ン

ド リルテーブルを手動で作成し た場合、 またはすべての
CAM ド リル図面に対し てテーブルの内容をデフ ォル ト
と し て再利用し たい場合、 テーブルの内容をデフ ォル ト
と し て保存できます。 
ヒ ン ト ： [ デフ ォル ト で保存 ] ボタ ンを ク リ ッ ク し ても、
一覧表の位置は保存されません。

Table 1-115. [ ド リル穴図画オプシ ョ ン ] ダイアログボ ッ クスの内容 (cont.)
名前 説明
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ド リルペアを設定ダイアログボ ッ クス
[ ド リルペアを設定 ] ダイアログボ ッ クスを使用し て、 製造中に ド リルと メ ッキを合
わせて実行する層を定義し ます。 最初に層の定義を行う と、 同時に ド リルを実行し な
い、 複数層をまたぐ非貫通ビアを定義し た り挿入し て し ま うのを避ける こ とができま
す。 

ア クセス

• 設定メ ニュー > ド リルペア

Figure 1-119. [ ド リルペアを設定 ] ダイアログボ ッ クス

Table 1-116. [ ド リルペアを設定 ] ダイアログボ ッ クスの内容

名前 説明

NO. ド リルペア内の層の番号を表示し ます。

開始層 ド リルペアの開始層を設定し ます。

NO. ド リルペア内の層の番号を表示し ます。

終了層 ド リルペアの終了層を設定し ます。

追加ボタ ン テーブルの一番下に列を追加し ます。

削除ボタ ン 選択し た行を削除し ます。

編集ボタ ン 選択し たセルを編集できるよ う にし ます。
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関連 ト ピ ッ ク

ド リルペアの設定

DxDesigner Link ダイアログボ ッ クス、 ド キュ メ ン
ト タ ブ
DxDesigner Link の [ ド キュ メ ン ト ] タ ブを使って、 DxDesigner の回路図と PADS 
Layout のレ イアウ ト 設計を接続し てフ ォワー ド / バッ クワー ド ア ノ テーシ ョ ン、
およびク ロスプローブを行います。

必須事項 ： DxDesigner でク ロスプロービングが有効になっている こ と を確認し て く だ
さい。 セ ッ ト ア ッ プ > ク ロスプロービングを ク リ ッ ク し ます。 [ ク ロスプロービング ]
の左側にチ ェ ッ クマークがあれば、 ク ロスプロービングは有効になっています。

ア クセス

• ツール メ ニュー > DxDesigner

Figure 1-120. [DxDesigner Link] ダイアログボ ッ クス、 [ ド キュ メ ン ト ] タ ブ

Table 1-117. [ ド キュ メ ン ト ] タ ブの内容

名前 説明

PADS Layout デザイ ン DxDesigner と リ ン クする PADS Layout 設計の名前。 
ヒ ン ト : フ ァ イルを探すには [ 参照 ] を ク リ ッ ク し ます。
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関連 ト ピ ッ ク

DxDesigner と PADS Layout 間の接続

接続解除 / 接続
ボタ ン

PADS Layout に接続されているかによ り、 このボタ ンの
状態は異な り ます。 フ ァ イルへ接続するには [ 接続 ]
を、 接続を解除するには [ 接続解除 ] を ク リ ッ ク し ま
す。

DxDesigner プロジ ェ
ク ト フ ァ イル

PADS Layout と リ ン ク させたい DxDesigner プロジ ェ ク
ト フ ァ イルの名前。
ヒ ン ト : フ ァ イルを探すには [ 参照 ] を ク リ ッ ク し ます。

接続解除 / 接続ボタ ン DxDesigner に接続されているかによ り、 このボタ ンの状
態は異な り ます。 フ ァ イルへ接続するには [ 接続 ] を、
接続を解除するには [ 接続解除 ] を ク リ ッ ク し ます。

設計名  DxDesigner フ ァ イル内の設計を リ ス ト し ます。 使用し
たい設計を選択し ます。

フ ォワー ド / バッ ク
ワー ド定義フ ァ イル

使用する コ ン フ ィ ギュ レーシ ョ ン フ ァ イルの名前。 通常 
pads<latest_release>.cfg と な り ます。
ヒ ン ト : フ ァ イルを探すには [ 参照 ] を ク リ ッ ク し ます。

編集ボタ ン テキス ト エデ ィ タ で コ ン フ ィ ギュ レーシ ョ ン フ ァ イルを
開きます。

設計の比較ボタ ン DxDesigner Link は以下のフ ァ イルを作成 ・ 表示し ます。
• 差分フ ァ イル (.dif)―回路図と レ イアウ ト 設計フ ァ イ

ルの差分をレポー ト し ます。
• エラーレポー ト (.err)
• 回路設計変更フ ァ イル (.eco)―フ ォワー ド / バッ ク

ワー ド ア ノ テーシ ョ ンではこのフ ァ イルを使用し て、
レ イアウ ト 設計と回路図フ ァ イルを一致させます。

ヒ ン ト : 最初に [ 各種定義 ] タ ブで比較し たい項目を選
択し て く だ さい。
参照 ： 設計の比較

PCB へフ ォワー ド
ボタ ン

[ フ ォワー ド ア ノ テーシ ョ ン ] ダイアログボッ クスを開
きます。

PCB からバッ クワー
ド ボタ ン

[ バッ クワー ド ア ノ テーシ ョ ン ] ダイアログボッ クスを
開きます。

Table 1-117. [ ド キュ メ ン ト ] タ ブの内容 (cont.)
名前 説明
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DxDesigner Link ダイアログボ ッ クス、 ラ イブ ラ リ
タ ブ
回路図からのデータ で PADS Layout 設計の更新を行う際、 ラ イブ ラ リパーツの転送や
更新も必要な場合があ り ます。 DxDesigner Link ダイアログボ ッ クスの [ ラ イブ ラ リ ]
タ ブを使用し て、 DxDesigner Link 情報の保存先 PADS Layout ラ イブ ラ リ と保存方法
を指定し ます。

ア クセス

• ツール メ ニュー > DxDesigner > ラ イブ ラ リ  タ ブ

Figure 1-121. [DxDesigner Link] ダイアログボ ッ クス、 [ ラ イブ ラ リ ] タ ブ

Table 1-118. [ ラ イブ ラ リ ] タ ブの内容

名前 説明

[ ラ イブ ラ リ部品に
対するデータ入力
モー ド ] 領域

ラ イブ ラ リ部品入力のモー ド を指定し ます ：
• 既存部品に重ね書きを し ない―回路図の部品で設計

ラ イブ ラ リの部品を上書き し ません。
• 既存部品に重ね書きを行う―回路図の部品で設計

ラ イブ ラ リの部品を上書き し ます。
• 各部品に重ね書きを行う場合には確認する―回路図

の部品で設計ラ イブ ラ リの部品を上書きする前に確
認し ます。
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関連 ト ピ ッ ク

ラ イブ ラ リ部品のデータ入力

DxDesigner Link ダイアログボ ッ クス、 実装部品配
置タ ブ

ク ロスプローブ時、 どの部品が配置済でどの部品が未配置なのかを識別し たい場合が
あ り ます。 識別する こ と で、 容易に部品を選択し て配置する こ とができるよ う にな り
ます。 回路図と設計での部品の配置を表示するには、 DxDesigner Link ダイアログボ ッ
クスの [ 実装部品配置 ] タ ブを使用し ます。

ヒ ン ト : このタ ブは、 DxDesigner Link が PADS Layout と DxDesigner の両方に接続さ
れている場合のみ使用できます。

ア クセス

• ツールメ ニュー > DxDesigner > 実装部品配置タ ブ

ラ イブ ラ リ リ ス ト DxDesigner の部品を保存する ラ イブ ラ リ を指定し ます。

新規ラ イブ ラ リ
ボタ ン

部品を新規ラ イブ ラ リ に保存するよ う指定し ます。

Table 1-118. [ ラ イブ ラ リ ] タ ブの内容 (cont.)
名前 説明
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Figure 1-122. [DxDesigner Link] ダイアログボ ッ クス、 [ 実装部品配置 ] タ ブ

関連 ト ピ ッ ク

配置および未配置部品の表示

Table 1-119. [ 実装部品配置 ] タ ブの内容

名前 説明

[ 実装部品を表示 ]
領域

表示し たい実装部品のタ イプを選択し ます :
配置済部品、 未配置部品

回路図内で選択 [DxDesigner のコ ンポーネン ト ] リ ス ト に記載された
回路図上のすべての実装部品を選択し ます。

DxDesigner の
コ ンポーネン ト
リ ス ト

[ 配置済部品 ] を選択し ている場合は DxDesigner で配置
済みの実装部品を、 [ 未配置部品 ] を選択し ている場合
は DxDesigner で未配置の実装部品を記載し ます。

PADS Layout の
コ ンポーネン ト
リ ス ト

[ 配置済部品 ] を選択し ている場合は PADS Layout で配
置済みの実装部品を、 [ 未配置部品 ] を選択し ている場
合は PADS Layout で未配置の実装部品を記載し ます。
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DxDesigner Link ダイアログボ ッ クス、 各種定義タ
ブ

DxDesigner Link では、 フ ォワー ド / バッ クワー ド ア ノ テーシ ョ ン操作の両方において
回路図と PADS Layout 設計の比較が行われます。 フ ォワー ド ア ノ テーシ ョ ンでは比較
結果を使って PADS Layout 設計を更新し ます。 バッ クワー ド ア ノ テーシ ョ ンでは比較
結果を使って DxDesigner 回路図を更新し ます。 

DxDesigner Link の [ 各種定義 ] タ ブで、 比較する項目を選択し ます。

ヒ ン ト ：

• 設計の比較やフ ォワー ド / バッ クワー ド ア ノ テーシ ョ ンを行う前に各種定義を
設定し ます。

• DxDesigner Link では、 以後の比較やア ノ テーシ ョ ン操作のため、 各種定義を
保存し ます。 これら を変更し たい場合のみ、 各種定義を設定し ます。

ア クセス

• ツールメ ニュー > DxDesigner > 各種定義タ ブ

Figure 1-123. [DxDesigner Link] ダイアログボ ッ クス、 [ 各種定義 ] タ ブ
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Table 1-120. [ 各種定義 ] タ ブの内容

名前 説明

ECO 登録済部品のみ
を比較

PCB 設計にあって回路図にない機械部品や非電気部品な
どの非 ECO 登録済部品を比較し ません。 
すべての部品を比較するには、 [ECO 登録済部品のみを
比較 ] チ ェ ッ クボ ッ クスを OFF にし ます。

ECO 登録済属性のみ
を比較 

非 ECO 登録済属性を比較から外し ます。
ヒ ン ト ： ビア属性は ECO 登録済ではな く 、 ECO 処理時
に追加、 削除、 変更する こ とはできません。

部品形状を比較 部品形状も比較し ます。

部品配置の比較 部品配置も比較し ます。
ヒ ン ト ： このオプシ ョ ンは、 ePlanner で作成されたネ ッ
ト スケジュール情報比較専用の機能です。

[ 名前比較オプシ ョ ン
] 領域

設計要素の名称をどのよ う に比較するかを選択し ます。
• ネ ッ ト 名と REFDES の比較 :

必要に応じ て名前を変更 — 参照名と ネ ッ ト 名を使用
し て差分を比較し ます。 配線済みの配線への変更を
最小限に抑えるのに適し ています。 このオプシ ョ ン
を選択する と、 部品の位置交換が必要になる場合が
あ り ます。 た と えば、 R1 と R12 を交換する と配線済
の配線への変更が最小限と なる場合、 R12 が R1 に、
R1 が R12 に同時変更され、 その後 R1 と R12 が元の
ネ ッ ト に再接続されます。

• ネ ッ ト 名と REFDES の比較 :
名前を変更する代わり に部品の追加や削除を行う —
参照名の変更がほとんど行われず、 ネ ッ ト 名の変更
が行われなかった とい う こ とに基づき、 参照名と
ネ ッ ト 名で差分を比較し ます。 部品の位置交換と そ
の結果生じ る発生する可能性のある設計の分裂を最
小限に抑えるのに適し ています。 

• 接続と ト ポロジーの比較 :
必要に応じ て名前を変更 — 参照名やネ ッ ト 名を使わ
ずに、 差分を比較し ます。 差分の比較には ピン名や
パー ト タ イプ名などを使用し ます。
部品と ネ ッ ト が名称変更され、 小規模な相互接続の
変更が行われた場合 ( 設計上で自動番号変更だけを
実行し た場合など ) の設計の比較に適し ています。
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関連 ト ピ ッ ク

ア ノ テーシ ョ ンの各種定義の設定

DxDesigner Link ダイアログボ ッ クス、 選択動作タ
ブ

ク ロスプローブ時、 2 つのアプ リ ケーシ ョ ンでどのよ う にオブジ ェ ク ト が選択される
かを設定し たい場合があ り ます。 その場合、 DxDesigner Link ダイアログボ ッ クスの
[ 選択動作 ] タ ブで PADS Layout と DxDesigner 間でのオブジ ェ ク ト 選択動作を設定し
ます。 

ヒ ン ト ： このタ ブは、 DxDesigner Link が PADS Layout と DxDesigner の両方に接続
されている場合にのみ使用できます。

ア クセス

• ツールメ ニュー > DxDesigner > 選択動作タ ブ

未使用ピン ・ ネ ッ ト
を無視

設計比較から、 PADS Layout 設計の未使用ピンのネ ッ ト
を外し ます。 未使用ピンネ ッ ト の名前を入力し ます。
ネ ッ ト 名は 47 文字以下で指定し ます。 {}、 アス タ リ ス
ク  *、 スペース以外の全ての英数字が使えます。 未使用
ピンのネ ッ ト には、 論理的なネ ッ ト 関連性を持たないピ
ンが含まれます。 PCB 設計プロセスにおいて
SPECCTRA や他ツールで配線を行う と未使用ピンネ ッ
ト が作成される場合があ り ます。
警告 ： このオプシ ョ ンを OFF にし、 回路図や以前の
PCB レ イアウ ト から PCB 設計を更新する と、 未使用ピ
ンネ ッ ト が削除される場合があ り ます。

Table 1-120. [ 各種定義 ] タ ブの内容 (cont.)
名前 説明
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Figure 1-124. [DxDesigner Link] ダイアログボ ッ クス、 [ 選択動作 ] タ ブ

Table 1-121. [ 選択動作 ] タ ブの内容タ ブの内容

名前 説明

DxDesigner から
PADS Layout

選択された DxDesigner オブジ ェ ク ト に対応する PADS 
Layout オブジ ェ ク ト の選択を許可し ます。

PADS Layout から  
DxDesigner

選択された PADS Layout オブジ ェ ク ト に対応する
DxDesigner オブジ ェ ク ト の選択を許可し ます。

PADS Layout/ 拡大 PADS Layout でのズームレベルを指定し ます。
• None— も う一方のアプ リ ケーシ ョ ンで選択が行われ

ても、 表示の変更を行いません。
• Zoom to Selected— も う一方のアプ リ ケーシ ョ ンで

選択された場合、 その実装部品にズームし ます。
• Pan to Selected— も う一方のアプ リ ケーシ ョ ンで選択

された場合、 その実装部品にパン し ます。

DxDesigner 選択内容
リ ス ト

 DxDesigner で選択されているオブジ ェ ク ト を表示し ま
す。

PADS Layout 選択内容
リ ス ト

PADS Layout で選択されているオブジ ェ ク ト を表示し ま
す。
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関連 ト ピ ッ ク

ク ロスプローブ選択の設定

DxDesigner Link ダイアログボ ッ クス、 バリ アン ト
タ ブ

DxDesigner Link ダイアログボ ッ クスの [ バリ アン ト ] タ ブは、 DxDesigner のバリ アン
ト マネージャ と PADS Layout のアセンブ リバリ アン ト 機能間でアセンブ リバリ アン ト
情報をやり取りするのに使用し ます。

ア クセス

• [ ツール ] メ ニューで DxDesigner を選択し、DxDesigner Link ダイアログボ ッ クス
で [ バリ アン ト ] タ ブを ク リ ッ ク し ます。

制限事項 ： [ バリ アン ト ] タ ブは、 DxDesigner または PADS Layout の設計のい
ずれかに接続し た場合のみ、 使用可能にな り ます。

Figure 1-125. [DxDesigner Link] ダイアログボ ッ クス、 [ バリ アン ト ] タ ブ
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Table 1-122. [ バリ アン ト ] タ ブの内容

名前 説明

DxDesigner AV ASCII file DxDesigner で作成し たアセンブ リバリ アン ト ASCII
フ ァ イルへのパスを入力するか、 参照ボタ ンを使用
し てフ ァ イルを選択し ます。 このフ ァ イルは、
DxDesigner の .prj フ ァ イルと同じ場所に格納されて
います。

Create DxD AV file DxDesigner のバリ アン ト マネージャからアセンブ リ
バリ アン ト ASII フ ァ イルを作成するには、 このボ
タ ンを ク リ ッ ク し ます。 作成された .asc フ ァ イルは
DxDesigner プロジ ェ ク ト の .prj フ ァ イルと同じ場所
に保存されます。 また、 [DxDesigner AV ASCII file]
フ ィ ールド に入力がない場合、 このフ ァ イルへの
パスが入力されます。
制限事項 ： このボタ ンは、 DxDesigner 接続時のみ
有効にな り ます。

Show DxD Variants  [DxDesigner AV ASCII file] フ ィ ールド に リ ス ト ア ッ
プ されたアセンブ リバリ アン ト  .asc フ ァ イルを表示
するには、 このボタ ンを ク リ ッ ク し ます。

Import AV to PADS Layout アセンブ リバリ アン ト 情報を DxDesigner アセンブ リ
バリ アン ト  ASCII フ ァ イルから PADS Layout にデー
タ入力するには、 このボタ ンを ク リ ッ ク し ます。
制限事項 ： DxDesigner Link が DxDesigner に接続さ
れていて、 [DxDesigner AV ASCII file] フ ィ ールド に 
DxDesigner アセンブ リバリ アン ト  ASCII フ ァ イルへ
のパスが入力されている場合のみ、 このボタ ンが有
効にな り ます。

PADS Layout AV ASCII file PADS Layout で作成し たアセンブ リバリ アン ト  
ASCII フ ァ イルへのパスを入力するか、 参照ボタ ン
を使用し てフ ァ イルを選択し ます。 フ ァ イルは
PADS Layout の .pcb フ ァ イルと同じ場所に格納され
ています。

Create PADS AV file PADS Layout のアセンブ リバリ アン ト 機能からアセ
ンブ リバリ アン ト  ASCII フ ァ イルを作成するには、
このボタ ンを ク リ ッ ク し ます。 作成された .asc フ ァ
イルは PADS Layout の .pcb フ ァ イルと同じ場所に保
存されます。 また、 [PADS Layout AV ASCII file]
フ ィ ールド に入力がない場合、 このフ ァ イルへの
パスが入力されます。
制限事項 ： このボタ ンは、 PADS Layout 接続時のみ
有効にな り ます。
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関連 ト ピ ッ ク

DxDesigner’s Variant Manager Users Manual

バリ アン ト データ を PADS Layout に入力

バリ アン ト データ を PADS Layout に手動で入力

バリ アン ト データ を DxDesigner に出力

バリ アン ト データ フ ァ イルの比較

Show PADS Variants [PADS Layout AV ASCII file] フ ィ ールド に リ ス ト
ア ッ プ されたアセンブ リバリ アン ト  .asc フ ァ イルを
表示するには、 このボタ ンを ク リ ッ ク し ます。

Import AV to DxDesigner アセンブ リバリ アン ト 情報を PADS Layout アセンブ
リバリ アン ト  ASCII フ ァ イルから DxDesigner に
入力するには、 このボタ ンを ク リ ッ ク し ます。 
制限事項 ： DxDesigner Link が PADS Layout に接続さ
れていて、 [PADS Layout AV ASCII file] フ ィ ールド
に PADS Layout バリ アン ト ASCII フ ァ イルへのパス
が入力されている場合のみ、 このボタ ンが有効にな
り ます。

Auto regenerate default AV 
ASCII files

DxDesigner または PADS Layout のいずれかにバリ ア
ン ト 情報をデータ入力し た後、 アセンブ リバリ アン
ト フ ァ イルを自動的に再生成する場合、 このチ ェ ッ
クボ ッ クスを選択し ます。

Compare AV ASCII files DxDesigner のアセンブ リバリ アン ト と PADS Layout
のアセンブ リバリ アン ト を比較する場合、 このボタ
ンを ク リ ッ ク し ます。 レポー ト フ ァ イル に差分の概
要が表示されます。
制限事項 ： このボタ ンは、 DxDesigner と PADS 
Layout の [AV ASCII file] フ ィ ールド にそれぞれの
バリ アン ト へのパスが入力されている場合のみ機能
し ます。

Table 1-122. [ バリ アン ト ] タ ブの内容 (cont.)
名前 説明
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DXF データ出力ダイアログボ ッ クス
[DXF データ出力 ] ダイアログボッ クスを使用し て、 DXF 形式のフ ァ イルを
AutoCAD2004 に出力し ます。

ア クセス

• フ ァ イルメ ニュー > 各種データ出力 > DXF フ ァ イルを選択 > 保存

Figure 1-126. [DXF データ出力 ] ダイアログボッ クス

Table 1-123. [DXF データ出力 ] ダイアログボ ッ クスの内容

名前 説明

DXF フ ァ イル名 データ入力する DXF フ ァ イルの名前。

データ出力形式

標準 ブロ ッ ク、 ネス ト されたブロ ッ ク、 広範囲におよぶ層設
定を作成する イ ンテ リ ジ ェ ン ト 出力を行う場合、 このオ
プシ ョ ンを選択し ます。
た と えば、 部品形状を構成するオブジ ェ ク ト が完全な
ブロ ッ クになっている場合などです。 部品形状の一部を
選択する と、 部品形状全体が選択されます。
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フ ラ ッ ト ブロ ッ クな し で、 基本的な層設定のフ ラ ッ ト な出力を行
う には、 このオプシ ョ ンを選択し ます。
た と えば、 部品形状を構成するオブジ ェ ク ト がブロ ッ ク
内に並べられておらず、 各オブジ ェ ク ト を個々に動かせ
る場合などです。 
制限事項 : フ ラ ッ ト 出力オプシ ョ ンを選択し た場合、 
[ DXF ド リル径と シンボルを設定 ] ダイアログボ ッ クス
は使用できません。

層の選択内容

使用可能リ ス ト 入力に使用可能な層のリ ス ト 。

選択済リ ス ト 入力するよ う選択された層のリ ス ト 。

追加 > ボタ ン 選択し た層を使用可能リ ス ト から選択済リ ス ト に移動
し ます。

全追加 >> ボタ ン すべての層を使用可能リ ス ト から選択済リ ス ト に 移動
し ます。

< 解除ボタ ン 選択し た層を選択済リ ス ト から使用可能リ ス ト に 移動
し ます。

<< 全解除ボタ ン すべての層を選択済リ ス ト から使用可能リ ス ト に 移動
し ます。

Table 1-123. [DXF データ出力 ] ダイアログボ ッ クスの内容 (cont.)
名前 説明
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[ 入力項目を選択 ] 領域 チ ェ ッ クボ ッ クスを選択し、 選択済リ ス ト の層に出力
し たい設計項目を選択し ます。 これらの選択は、 選択済
リ ス ト のすべての層に適用されます。
ヒ ン ト ： すべての項目を選択するには [ 全項目 ] を
ク リ ッ ク し ます。
• 基板外形―基板外形線およびカ ッ ト アウ ト 。
• 2D ラ イ ン―2D ラ イ ン。
• ベタ―ベタ項目。
• 自動ベタ―自動ベタ項目。 個別の自動ベタ属性につ

いて、 下記の設定を含みます ： ハッ チグ リ ッ ド、
円滑化半径、 ハッ チ方向、 ビア重ね塗潰し。
ト ラ ンスレータは、 以下の作図オプシ ョ ンを使用し
ます。 最小ハッ チ領域、 円滑化半径、 表示、 自動ベ
タの表示モー ド。 
参照 ： 作図オプシ ョ ンの編集

• 文字―文字。
右方向読み文字列がサポー ト されます。 
参照 ： ラベル

• 部品面部品―基板の部品面 ( 最初の配線層 ) に実装さ
れた実装部品。
部品が以下のプロパテ ィ をのいずれかを持っている
場合、 高さ情報が出力されます。
• Geometry.Height 一般属性
• 層 30 に $height または $height1 height2 の書式で文字

列 ：
• height および height1 は実装部品の高さ を表し ます。
• height2 は、 実装部品を実装する際のオフセ ッ ト を

表し ます。
• 半田面部品―基板の半田面 ( 最後の配線層 ) に実装さ

れた実装部品。
出力される高さ情報に関し ては、 本表の 「部品面部
品」 の項をご参照 く だ さい。

• 配線―配線と ビア。
ヒ ン ト ： [ モー ド ] 領域で [ 追加 ] チ ェ ッ クボ ッ クス
が選択されている場合、 このチ ェ ッ クボ ッ クスは
OFF にな り ます。

• 禁止領域―基板と部品形状の禁止領域。
DXF では [ 禁止領域を反転 ] 設定が使用されます。 
参照 ： 作図オプシ ョ ンの編集
DXF では、 禁止領域ハッ チグ リ ッ ド設定が使用され
ます。 
参照 ： グ リ ッ ド オプシ ョ ンの編集

Table 1-123. [DXF データ出力 ] ダイアログボ ッ クスの内容 (cont.)
名前 説明
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関連 ト ピ ッ ク

DXF フ ァ イルのデータ出力

PADS オブジ ェ ク ト から DXF 層へのマ ッ ピング―標準アウ ト プ ッ ト

PADS Layout コ ンセプ ト ガイ ドの 「フ ァ イルのイ ンポー ト / エクスポー ト 」

DXF 入力ダイアログボ ッ クス
AutoCAD 2004 DXF 形式を使用し て、 DXF 形式の特殊形状を部品形状や設計に入力す
る こ とができます。

制限事項 ： DXF 入力では、 以下のジオ メ ト リのみサポー ト し ています。 POINT、
LINE、 ARC、 CIRCLE、 ELLIPS、 TRACE、 SOLID、 3DFACE、 POLYLINE、
LWPOLYLINE (AutoCAD R14)、 階層付き BLOCKS。

ア クセス

• 作図ツールバーボタ ン > DXF フ ァ イルを入力ボタ ン > .dxf フ ァ イルを開 く

• 属性―データ入力のみでの使用 ： 参照名、 パー ト タ
イプ、 属性ラベル、 属性のステータ ス ( 読取属性、
システム属性、 ECO 登録属性、 非表示属性 )。 ジャ
ンパ名は、 参照名ラベルと し て扱われます。

データ出力のみでの使用 ： 属性辞書、 個々の属性お
よび指定値、 属性ラベル、 属性のステータ ス ( 読取
属性、 システム属性、 ECO 登録属性、 非表示属性 )。
属性階層は出力されません。

ヒ ン ト ：
• 属性は、全て ECO 登録が OFF の状態でデータ入力

されます。 属性辞書に既に属性が存在する場合は、
変更されません。

• DXF では、 参照名の長さ を 15 文字までサポー ト
し ています。

参照 ： ラベル、 ジャ ンパの設定

DXF フ ァ イル単位 DXF フ ァ イルで使用される単位系。 単位を設定する
必要がない場合は、 このリ ス ト は使用できません。

設定ボタ ン DXF ド リル径と シンボルを設定ダイアログボッ クスを
開きます。

Table 1-123. [DXF データ出力 ] ダイアログボ ッ クスの内容 (cont.)
名前 説明
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Figure 1-127. [DXF 入力 ] ダイアログボッ クス

関連 ト ピ ッ ク

DXF フ ォーマ ッ ト で RF 形状を入力

Table 1-124. [DXF 入力 ] ダイアログボ ッ クスの内容

名前 説明

DXF フ ァ イル名 開いた .dxf フ ァ イルの名前。

DXF フ ァ イル単位 この .dxf フ ァ イルで使用される単位 ：
ミ ル、 ミ リ、 イ ンチ。

DXF 層 この .dxf フ ァ イルで使用できる DXF 層を表示し ます。

追加 層を入力するかど うかを指定し ます。

PCB 層 DXF 項目を入力し たい PCB 層を指定し ます。
制限事項 ： < 全層 > に設定された PCB 層はベタ と し て
入力できません。 部品形状エデ ィ タ では、 < 全層 > 上に
ベタ項目を持つこ とはできません。

タ イプ 層上の項目のタ イプを指定し ます ： 2D ラ イ ンまたはベ
タ。
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DXF データ入力ダイアログボ ッ クス
[DXF データ入力 ] ダイアログボッ クスを使用し て、 AutoCAD 2004 形式のフ ァ イルを
入力し ます。

ア クセス

• フ ァ イルメ ニュー > 各種データ入力 >DXF フ ァ イルを選択 > 開 く

Figure 1-128. [DXF データ入力 ] ダイアログボッ クス

Table 1-125. [DXF データ入力 ] ダイアログボ ッ クスの内容

名前 説明

DXF フ ァ イル名 データ入力する DXF フ ァ イルの名前。

使用可能リ ス ト 入力に使用可能な層のリ ス ト 。

選択済リ ス ト 入力するよ う選択された層のリ ス ト 。

追加 > ボタ ン 選択し た層を使用可能リ ス ト から選択済リ ス ト に
移動し ます。

全追加 >> ボタ ン すべての層を使用可能リ ス ト から選択済リ ス ト に
移動し ます。

< 解除ボタ ン 選択し た層を選択済リ ス ト から使用可能リ ス ト に
移動し ます。

<< 全解除ボタ ン すべての層を選択済リ ス ト から使用可能リ ス ト に
移動し ます。
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[ 入力項目を選択 ] 領域 チ ェ ッ クボ ッ クスを選択し、 選択済リ ス ト の層に入
力し たい設計項目を選択し ます。 これらの選択は、
選択済リ ス ト のすべての層に適用されます。
ヒ ン ト ： すべての項目を選択するには [ 全項目 ] を
ク リ ッ ク し ます。
• 基板外形―基板外形線およびカ ッ ト アウ ト 。
• 2D ラ イ ン―2D ラ イ ン。
• ベタ―ベタ項目。
• 自動ベタ―自動ベタ項目。 個別の自動ベタ属性

について、 下記の設定を含みます ： ハッ チグ
リ ッ ド、 円滑化半径、 ハッ チ方向、 ビア重ね塗
潰し。
ト ラ ンスレータは、 以下の作図オプシ ョ ンを使
用し ます。 最小ハッ チ領域、 円滑化半径、 表示、
自動ベタの表示モー ド。 
参照 ： 作図オプシ ョ ンの編集

• 文字―文字。
右方向読み文字列がサポー ト されます。 
参照 ： ラベル

• 部品面部品―部品面(最初の配線層)に実装された
実装部品。
部品が以下のプロパテ ィ をのいずれかを持って
いる場合、 高さ情報が出力されます。
• Geometry.Height 一般属性
• 層30に$heightまたは$height1 height2の書式で文

字列 ：
• height および height1 は実装部品の高さ を表し ま

す。
• height2 は、 実装部品を実装する際のオフセ ッ

ト を表し ます。
• 半田面部品―基板の半田面(最後の配線層)に実装

された実装部品。
出力される高さ情報に関し ては、 本表の 「部品
面部品」 の項をご参照 く だ さい。

• 配線―配線と ビア。
ヒ ン ト ： [ モー ド ] 領域で [ 追加 ] チ ェ ッ クボ ッ
クスが選択されている場合、 このチ ェ ッ クボ ッ
クスは OFF にな り ます。

• 禁止領域―基板と部品形状の禁止領域。
DXF では [ 禁止領域を反転 ] 設定が使用されま
す。 
参照 ： 作図オプシ ョ ンの編集
DXF では、 禁止領域ハッ チグ リ ッ ド設定が使用
されます。 
参照 ： グ リ ッ ド オプシ ョ ンの編集

Table 1-125. [DXF データ入力 ] ダイアログボ ッ クスの内容 (cont.)
名前 説明
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関連 ト ピ ッ ク

DXF フ ァ イルのデータ入力

PADS Layout コ ンセプ ト ガイ ドの 「フ ァ イルのイ ンポー ト / エクスポー ト 」

回路設計変更 (ECO) のオプシ ョ ンダイアログボ ッ ク
ス

[ 回路設計変更 (ECO) のオプシ ョ ン ] ダイアログボ ッ クスを使用し て技術変更を保存
する フ ァ イルを定義し ます。 デフ ォル ト のフ ァ イル名は design filename.eco にな り ま
す。

• 属性―データ入力のみでの使用 ： 参照名、 パー
ト タ イプ、 属性ラベル、 属性のステータ ス ( 読取
属性、 システム属性、 ECO 登録属性、 非表示属
性 )。 ジャ ンパ名は、 参照名ラベルと し て扱われ
ます。

データ出力のみでの使用 ： 属性辞書、 個々の属
性および指定値、 属性ラベル、 属性のステータ
ス ( 読取属性、 システム属性、 ECO 登録属性、
非表示属性 )。 属性階層は出力されません。

ヒ ン ト ：
• 属性は、全て ECO 登録が OFF の状態でデータ入

力されます。 属性辞書に既に属性が存在する
場合は、 変更されません。

• DXF では、 参照名の長さ を 15 文字までサポー
ト し ています。

参照 ： ラベル、 ジャ ンパの設定

DXF フ ァ イル単位 DXF フ ァ イルで使用される単位系。 単位を設定する
必要がない場合は、 このリ ス ト は使用できません。

新規 PADS Layout から出力された DXF フ ァ イルをデー
タ入力し ます。 このオプシ ョ ンでは、 フ ァ イルの
PADS Layout 層と ビア情報が読み込まれます。

追加 ネイテ ィ ブの AutoCAD DXF フ ァ イルを入力し ます。
フ ァ イル内の 2D ラ イ ン、 文字、 禁止領域、 ベタ項
目を読み込みます。 このオプシ ョ ンでは、 PADS 
Layout から出力される DXF フ ァ イルの層と ビアの
情報は無視されます。

Table 1-125. [DXF データ入力 ] ダイアログボ ッ クスの内容 (cont.)
名前 説明
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[ 回路設計変更 (ECO) のオプシ ョ ン ] ダイアログボ ッ クスは各設計につき一度しか
表示されません (PADS Layout を起動し てから ECO モー ド に入った場合と新規設計
フ ァ イルを開いて ECO モー ド に入った場合 )。 [ 回路設計変更 (ECO) のオプシ ョ ン ]
ダイアログボッ クスを開 く には、 以下のいずれかを行います。

ア クセス

• ツールメ ニュー > ECO オプシ ョ ン

または

• ECO ツールバー > ECO オプシ ョ ンツールバー

Figure 1-129. [ECO オプシ ョ ン ] ダイアログボ ッ クス

Table 1-126. [ECO オプシ ョ ン ] ダイアログボ ッ クスの内容

名前 説明

ECO フ ァ イルに書込 すべての ECO 操作を フ ァ イルに記録し ます。 このフ ァ
イルを使用し て回路図のバッ クワー ド ア ノ テー ト を行う
こ とができます。  
参照 ： ECO フ ァ イルの保存
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フ ァ イルに追加 前回の PADS Layout セ ッ シ ョ ン中に作成された .eco
フ ァ イルの末尾に ECO 操作を追加する場合、 この
チ ェ ッ クボ ッ クスを選択し ます。
前回の PADS Layout セ ッ シ ョ ン中に作成された .eco
フ ァ イルを上書きする場合、 このチ ェ ッ クボ ッ クスは
オフにし ます。
制限事項 : このオプシ ョ ンは現在のセ ッ シ ョ ンには適用
されません。 こ こでの設定にかかわらず、 現在の PADS 
Layout セ ッ シ ョ ンでは、 .eco フ ァ イルは常に追加されて
いき、 同じ PADS Layout セ ッ シ ョ ン中に上書き されてい
く こ とはあ り ません。 た と えば、 ECO ツールバーを繰返
し使用し ても、 PADS Layout を閉じ るまでは常に同じ
フ ァ イルに追加されていきます。 PADS Layout を閉じ て
再起動し、 [ フ ァ イルに追加 ] オプシ ョ ンがオフの状態
で ECO 操作を行う と、 前回のセ ッ シ ョ ンで作成された
.eco フ ァ イルは上書き されます。

フ ァ イル名 フ ァ イル名を入力するか、 参照ボタ ンを ク リ ッ ク し て
既存のフ ァ イルを選択し ます。

ECO ツールボ ッ クス
を閉じ てから ECO
フ ァ イルに書き込む

ECO ツールバーを閉じ て ECO モー ド を終了し た時点で 
.eco フ ァ イルを更新し ます。 フ ァ イルをすぐに確認でき
ます。  
ECO ツールバーを閉じ て、 設計を保存するまで 「元に
戻す」 機能を使用し たい場合は、 このチ ェ ッ クボ ッ クス
をオフにし ます。 ( 設計保存時に .eco フ ァ イルが書き込
まれ、 undo バッ フ ァが消去されます ) 
参照 ： ECO フ ァ イルの保存

拡張部品属性 .eco フ ァ イル内のパー ト タ イプや基板など設計階層の上
位レベルの属性を記録し ます。 また、 回路図キャ プチャ
プログラムで読み込み可能な上位レベルに属性を移動し
ます。

拡張ネ ッ ト 属性 .eco フ ァ イル内の基板など設計階層の上位レベルの属性
を記録し ます。 また、 回路図キャ プチャ プログラムに
よ って読み込み可能な上位レベルに属性を移動し ます。

ECO 登録部品のみ
出力

ECO 登録済み部品への変更のみを記録し ます。

部品形状変更を出力 部品の変更を ECO フ ァ イルに記録し ます。 このオプ
シ ョ ンが選択されている場合や PADS Layout が ECO
モー ド でない場合、 [ 実装部品のプロパテ ィ ] ダイアロ
グボ ッ クスでの部品形状変更といった部品変更操作が
すべて禁止されます。

Table 1-126. [ECO オプシ ョ ン ] ダイアログボ ッ クスの内容 (cont.)
名前 説明
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関連 ト ピ ッ ク

ECO モー ド での作業

EDC パラ メ ータ ダイアログボ ッ クス
[EDC パラ メ ータ ] ダイアログボッ クスを使用し て、 層の厚さやベタ厚といった一般
的な規則を定義し ます。 設計検証レポー ト をど こ まで詳し く 表示するかを指定する こ
と もできます。

ア クセス

• ツールメ ニュー > 設計検証 > 高速回路検査 > 設定ボタ ン > パラ メ ータボタ ン

Figure 1-130. [EDC パラ メ ータ ] ダイアログボ ッ クス

Table 1-127. [EDC パラ メ ータ ] ダイアログボ ッ クスの内容

名前 説明

[ 層構成定義 ] 表 • 名前―層の名前。
• 種類―層の種類 ： プ リ プレグまたはサブス ト レー ト 。
• 厚み―必要な コーテ ィ ングを指定し ます。

例外 ： コーテ ィ ングが必要ない場合、 厚さは 0 に設
定し ます。

• 絶縁層―誘電率の値を指定し ます。
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基板厚 基板厚さの合計を現在の設計単位系で表示し ます。

編集ボタ ン

層ボタ ン [ 層構成を定義 ] ダイアログボ ッ クスを開きます。

銅箔厚の単位系 使用し たい銅箔の厚さの単位を指定し ます ：
• 重量 ( オンス /oz)―平方面積あた りの銅の重さ をオン

スで表し ます。
• 設計―現在のデータベースの単位系と同様の計測単

位系で表し ます。

同層平行の違反検査 検査の範囲を指定し ます。
• ネ ッ ト / ピンペア―ネ ッ ト 全体またはピンペアに対し

て、 同層平行と層間平行の配線規則を検査し ます。
• 線分―個々の線分に対し て、 同層平行と層間平行の

配線規則を検査し ます。

同層平行の詳細報告 報告の範囲を指定し ます。
• ネ ッ ト 名のみ―ネ ッ ト 名と違反のみを表示し ます。
• 侵略 / 損失―特定の侵略側と損失側ネ ッ ト を表示し ま

す。
• 線分―侵略ネ ッ ト と損害ネ ッ ト に加えて、 線分座標

と層を表示し ます。

連鎖接続 ( デ ィ ジー
チ ェ イ ン ) 報告の設定

報告の範囲を指定し ます。
• ネ ッ ト 名のみ―T 分岐の数と、 ネ ッ ト がデ ィ ジーチ ェ

イ ンかど うかを報告し ます。
• ス タ ブ―各ス タ ブ内のピングループ、 各グループ内

の合計ス タ ブ長、 T 分岐の個数、 ネ ッ ト がデ ィ ジー
チ ェ イ ンかど うかを含みます。

• ピンペア―すべてのピンペアのピンから ピンまでの
長さ、 ス タ ブ作成のためにま とめて追加される合計
ピンペア長、 T 分岐の数、 ネ ッ ト がデ ィ ジーチ ェ イ
ンかど うかを含みます。

• 線分―すべての配線コーナーの座標および層、 すべ
てのピンペアのピンから ピンまでの長さ、 ス タ ブ作
成のためにま とめて追加される合計ピンペア長、 T
分岐の数、 ネ ッ ト がデ ィ ジーチ ェ イ ンかど うかを含
みます。

その他の検査の違反
検査

長さ と遅延規則の範囲を指定し ます。
• ネ ッ ト / ピンペア―ネ ッ ト 全体またはピンペアに対し

て、 配線長と遅延配線規則を検査し ます。
• 線分―個々の線分に対し て、 配線長と遅延配線規則

を検査し ます。

Table 1-127. [EDC パラ メ ータ ] ダイアログボ ッ クスの内容 (cont.)
名前 説明
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関連 ト ピ ッ ク

EDC パラ メ ータの設定

CAM 文書の編集ダイアログボ ッ クス
参照 ： 文書 ( ド キュ メ ン ト ) の追加 / 編集ダイアログボ ッ クス

ダイ寸法を編集ダイアログボ ッ クス
[ ダイ寸法を編集 ] ダイアログボ ッ クス を使用し て、 ダイの寸法を変更し ます。

制限事項 : この情報は BGA ツールキ ッ ト のみに当てはま り ます。

その他の検査の報告
の設定

静電容量、 イ ンピーダンス、 遅延、 配線長の報告の範囲
を指定し ます。
• ネ ッ ト ―ネ ッ ト の開始ピンおよび終了ピンのほか、

静電容量、 イ ンピーダンス、 遅延、 配線長のネ ッ ト
値を含みます。

• ピンペアーピン間のポイ ン ト と ピンペア値のほか、
静電容量、 イ ンピーダンス、 遅延、 配線長のネ ッ ト
値を含みます。

• 線分―個々の線分座標のほか、 静電容量、 イ ンピー
ダンス、 遅延、 配線長の線分値を含みます。

ベタ も含む 静電容量の計算に、 信号名を持つベタ多角形を含むよ う
にし ます。

計算にフ ィ ールド
ソルバー使用

イ ンピーダンス、 遅延 ( 単位長さ ご と )、 静電容量 ( 単
位長さ ご と ) などの伝送線の電気的パラ メ ータ を計算し
ます。
参照 ： BoardSim User’s Guide

線分座標をサポー ト [ 同層平行 ]、 [ 連鎖接続 ( デ ィ ジーチ ェ イ ン )]、 [ その他
の検査 ] セクシ ョ ンのいずれかの [ 詳細報告 ] で [ 線分 ]
が選択されている場合、 線分座標をレポー ト に入ます。

違反のみをレポー ト 高速回路レポー ト 内で、 違反を含む項目のみを リ ス ト し
ます。

パッ ド下の線分を
削除

パッ ド領域内の配線線分を無視するよ う指定し ます。 配
線時、 パッ ド中央に配線されます。 最終線分は除外され
ます。

Table 1-127. [EDC パラ メ ータ ] ダイアログボ ッ クスの内容 (cont.)
名前 説明
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ア クセス

• BGA ツールバーボタ ン > ワイヤボン ド エデ ィ タボタ ン > BGA を ク リ ッ ク > 
右ク リ ッ ク  > ダイ寸法を編集

Figure 1-131. [ ダイ寸法を編集 ] ダイアログボ ッ クス

関連 ト ピ ッ ク

ダイ寸法の編集

電気特性検査ダイアログボ ッ クス
[ 電気特性検査 ] ダイアログボ ッ クスを使用し て、 個々のネ ッ ト と ク ラス、 または設
計全体の高速回路検査を有効にし ます。

必須事項 ： EDC 実行前に [ 層構成を定義 ] ダイアログボ ッ クスで、 内層接続層を定義
し てお く 必要があ り ます。 2 層の基板に関し ては、 一時的に、 どち らかの層を内層接
続層と設定し ます。

ア クセス

• ツールメ ニュー > 設計検証 > 高速回路検査 > 設定ボタ ン

Table 1-128. [ ダイ寸法を編集 ] ダイアログボ ッ クスの内容

名前 説明

長さ ダイの新規長さ を指定し ます。

幅 ダイの新規幅を指定し ます。

高さ この値を使用するプログラムに対し、 ダイの物理的な
高さ を指定し ます。
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Figure 1-132. [ 電気特性検査 ] ダイアログボ ッ クス

Table 1-129. [ 電気特性検査 ] ダイアログボ ッ クスの内容

名前 説明

タ スク一覧 検査を行いたい特定ネ ッ ト やク ラスの検査を表示し ま
す。 タ スク一覧では各項目に対し て異なる検査を有効に
する こ とができます。
ヒ ン ト ： リ ス ト 一覧では、 項目がネ ッ ト であれば (N)
が、 ク ラスであれば (C) が表示されます。

ネ ッ ト 追加ボタ ン [ ネ ッ ト ・ タ スク を追加 ] ダイアログボ ッ クスを開きま
す。

ク ラス追加ボタ ン [ ク ラス ・ タ スク を追加 ] ダイアログボ ッ クスを開きま
す。

削除ボタ ン タ スク一覧から タ スク を削除し ます。

静電容量検査 ラ イ ン長の機能。 静電容量値は、 配線の配線長を変更す
る と変わり ます。 [ 高速回路の規則 ] ダイアログボッ ク
スを使用し て、 最小および最大静電容量値を設定し ま
す。

イ ンピーダンス検査 配線幅とベタ厚に基づいて計算されます。 配線幅やベタ
厚を変更する と、 イ ンピーダンス値も変化し ます。 [ 高
速回路の規則 ] ダイアログボ ッ クスを使用し て、 最小お
よび最大イ ンピーダンス値を設定し ます。
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関連 ト ピ ッ ク

高速回路規則 ( 電気特性検査 ) の設定

同層平行検査 近すぎた り長すぎた り し てク ロス ト ーク問題を起こす可
能性のある同一層上の配線を検索できます。 [ 高速回路
の規則 ] ダイアログボ ッ クスを使用し て、 許容可能な同
層平行の最大長、 最小間隔、 ネ ッ ト の侵略 (aggressor) 特
性または被害 (victim) 特性を定義し ます。

層間平行検査 近すぎた り長すぎた り し てク ロス ト ーク問題を起こす可
能性のある、 異なる層上の配線を検索できます。 [ 高速
回路の規則 ] ダイアログボ ッ クスを使用し て、 許容可能
な層間平行の最大長、 最小間隔、 ネ ッ ト の侵略
(aggressor) 特性または被害 (victim) 特性を定義し ます。
参照 ： 制約条件規則の設定

配線長検査 不整合と なる信号長を決定できます。 [ 高速回路の規則
] ダイアログボ ッ クスを使用し て、 最小長および最大長
を設定し ます。

遅延検査 配線幅に基づいて計算されます。 配線長が変更される
と、 遅延値も変化し ます。 [ 高速回路の規則 ] ダイアロ
グボ ッ クスを使用し て、 最小および最大遅延値を設定し
ます。

ス タ ブ検査 ス タ ブ長は適切な線分終端のために重要です。 [ 高速回
路の規則 ] ダイアログボ ッ クスを使用し て、 最大ス タ ブ
値を設定し ます。

ループ検査 デ ィ ジーチ ェ イ ンのネ ッ ト には、 ループや T 分岐があ り
ません。

パラ メ ータボタ ン [EDC パラ メ ータ ] ダイアログボ ッ クスを開きます。

規則ボタ ン [ 規則 ] ダイアログボ ッ クスを開きます。

開 く ボタ ン .edp フ ァ イルから設定を取得するための、 [ フ ァ イルを
開 く ] ダイアログボ ッ クスを開きます。

保存ボタ ン 設定を \PADS Projects フ ォルダの .edp フ ァ イルに設計と
同じ名前で保存し ます。

命名保存ボタ ン ユーザー指定の名前と場所で設定を .edp フ ァ イルに保
存するための、 [ フ ァ イルを名前をつけて保存 ] ダイア
ログボ ッ クスを開きます。

Table 1-129. [ 電気特性検査 ] ダイアログボ ッ クスの内容 (cont.)
名前 説明
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層の有効 / 無効ダイアログボ ッ クス
[ 層の有効 / 無効 ] ダイアログボ ッ クスを使用し て、 どの非電気層を有効 / 無効にする
かを決定し ます。

ヒ ン ト ： 増加層モー ド に切り換えても、 層のモー ド ( 有効 / 無効 ) には影響し ません。 

ア クセス

• 設定メ ニュー > 層構成を定義 > 有効 / 無効ボタ ン

Figure 1-133. [ 層の有効 / 無効 ] ダイアログボ ッ クス

関連 ト ピ ッ ク

層を有効 / 無効にする

Table 1-130. [ 層の有効 / 無効 ] ダイアログボ ッ クスの内容

名前 説明

使用可能 指定された層が使用可能である こ と を表し ます。

データ有 指定された層にデータが存在するかど うかを表し ます。

名称 指定された層の名前を表示し ます。

形式 指定された層の形式を表示し ます。



PADS Layout GUI リ フ ァ レンス
延長線のプロパテ ィ ダイアログボ ッ クス

PADS Layout User’s Guide, PADS 9.0 269

延長線のプロパテ ィ ダイアログボ ッ クス
[ 延長線のプロパテ ィ ] ダイアログボ ッ クスには、 選択し た延長線の座標情報が表示
され、 変更可能なオプシ ョ ン もあ り ます。 

[ 適用 ] を ク リ ッ ク し て修正を適用するか、 [ キャ ンセル ] を ク リ ッ ク し て変更を取り
消し ます。

OK またはキャ ンセルを ク リ ッ クするまで、 [ 延長線のプロパテ ィ ] ダイアログボ ッ ク
スは開いた状態です。 ダイアログボ ッ クスが開いている時に他の延長線を選択する
と、 ダイアログの内容は選択し たオブジ ェ ク ト についての情報に更新されます。  

ア クセス

• 延長線を選択 > 右ク リ ッ ク > プロパテ ィ

Figure 1-134. [ 延長線のプロパテ ィ ] ダイアログボ ッ クス

Table 1-131. [ 延長線のプロパテ ィ ] ダイアログボ ッ クスの内容

名前 説明

X、 Y 選択し たオブジ ェ ク ト の X、 Y 座標を表示し ます。

層リ ス ト 現在使用されている層を表示し ます。 リ ス ト から新しい
層を選択し ます。

線幅 寸法線オブジ ェ ク ト に使用されている現在の線幅を表示
し ます。 線幅を変更するには、 別の値を入力し ます。

指示範囲 選択し た点と延長線の端点との現在の間隔を表示し ます。
間隔を変えるには、 別の値を入力し ます。

矢印オフセ ッ ト 矢印が示すポイ ン ト を超えて延長線が延びる、 現在の長
さ を表示し ます。 長さ を変更するには、 別の値を入力し
ます。
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関連 ト ピ ッ ク

自動寸法プロセス

基板製造工程検査条件を設定ダイアログボ ッ クス
[ 基板製造工程検査条件を設定 ] ダイアログボ ッ クスを使用し て、 基板製造検査を有
効にするか、 既存の CAM350 データベースから DFF エラーを読み込み、 設計にア ノ
テー ト し ます。

ア クセス

• ツールメ ニュー > 設計検証 > 製造関連検査 > 設定ボタ ン

Figure 1-135. [ 基板製造工程検査条件を設定 ] ダイアログボ ッ クス

ペアレン ト ボタ ン 選択し たオブジ ェ ク ト に付属する寸法線オブジ ェ ク ト の
[ 寸法線のプロパテ ィ ] ダイアログボ ッ クスを開きます。

Table 1-131. [ 延長線のプロパテ ィ ] ダイアログボ ッ クスの内容 (cont.)
名前 説明
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Table 1-132. [ 基板製造工程検査条件を設定 ] ダイアログボ ッ クスの内容

名前 説明

基板製造工程検査の
設定

• 基板製造工程検査を実行―PADS Layout での製造関連
検査の実行を指定し ます。

• DFFエラーを戻す―CAM350フ ァ イルから DFFエラー
をロー ド するよ う指定し ます。 製造関連エラーの検
査に CAM350 を使用し ている場合は、 このオプシ ョ
ンを選択し て く だ さい。

アシ ッ ド ト ラ ッ プ アシ ッ ドが溜ま って し ま う よ う な小さ な領域を検出し ま
す。 この検査は、 CAM ド キュ メ ン ト で定義されたすべ
ての電気層で実行されます。

最大寸法 検出するアシ ッ ド と ラ ッ プの最大値を指定し ます。 この
値よ り小さい領域に対し、 フ ラグをつけます。

最大角度 その層に存在する配線やパッ ド などの最大角度を指定し
ます。 これよ り小さい角度を構成する項目は全て、
アシ ッ ド ト ラ ッ プ と し てフ ラグが付けられます。

スラ イバー ベタ スラ イバーと ソルダーマスクスラ イバー領域の検査
を実行し ます。 この検査では、 CAM ド キュ メ ン ト に定
義される とお り、 部品面ソルダーマスク層と部品面電気
層、 および半田面ソルダーマスク層と半田面電気層を比
較し ます。

最小ベタ領域 ベタ スラ イバーの最小値を指定し ます。 この値よ り小さ
いスラ イバーに対し フ ラグを付けます。

最小マスク ソルダーマスクスラ イバーの最小値を指定し ます。 可視
状態になっている場合、 部品面および半田面ソルダーマ
スク層を検査し、 この値よ り小さい幅のスラ イバーにフ
ラグを付けます。 

欠落サーマル 各サーマル接続が有効かど うか、 また隣接データがサー
マルスポークに重複し ていないかを検証し ます。
制限事項 ： 欠落サーマルは、 ネガ CAM 内層でのみ検査
されます。

最小間隙 別のオブジ ェ ク ト によ ってブロ ッ ク されないサーマルス
ポークのパーセンテージを指定し ます。 開口部の不足
は、 全て 「欠落」 とみな されます。

最小スポーク数 別のオブジ ェ ク ト によ ってブロ ッ ク されないサーマルス
ポークの最小数を指定し ます。 これよ り小さい数の場
合、 全て 「欠落」 とみな されます。

配線幅 / パッ ド径 小さすぎる配線やパッ ド にフ ラグを付けます。 CAM ド
キュ メ ン ト で定義されたすべての電気層に対し て検査を
行います。
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最小配線幅 最小配線幅の値を指定し ます。 この値よ り小さい配線幅
に対し フ ラグを付けます。 この検査は、 すべての可視電
気層で実行されます。

最小パッ ド 最小パッ ド径を指定し ます。 この値よ り小さい直径の
パッ ド に対し フ ラグを付けます。 この検査は、 すべての
可視電気層で実行されます。

パッ ド上のシルク
図形

CAM ド キュ メ ン ト に定義される とおり、 部品面層と半
田面層でパッ ド上のシルクスク リーンを検査し ます。

最小間隙 シルクスク リーン と ソルダーマスクによる露出領域の間
の最小許容距離を入力し ます。

アニュ ラ リ ング 電気層、 ド リル層、 マスク層と比較し て、 部品面と半田
面で最小アニュ ラ リ ングに対し フ ラグを付けます。

パッ ド⇔マスク パッ ド と そのソルダーマスク開口部の間の間隙を検査し
ます。 オフセ ッ ト およびアニュ ラ リ ングは、 指定し た間
隙値に対し て検査されます。 これによ り、 部品面電気層
と部品面ソルダーマスク層、 および半田面電気層と半田
面ソルダーマスク層を比較し ます。 

層リ ス ト 検査に使用する層を指定し ます。

ド リル⇔マスク ド リルと そのソルダーマスク開口部の間の間隙を検査し
ます。 オフセ ッ ト およびアニュ ラ リ ングは、 指定し た間
隙値に対し て検査されます。 これによ り、 部品面ド リル
層と部品面ソルダーマスク層、 および半田面ド リル層と
半田面ソルダーマスク層を比較し ます。

層リ ス ト 検査に使用する層を指定し ます。

ド リル⇔パッ ド ド リルと関連するパッ ド間の間隙を検査し ます。 オフ
セ ッ ト およびアニュ ラ リ ングは、 指定し た間隙値に対し
て検査されます。 この検査は、 指定し た各層で実行され
ます。

層リ ス ト 検査に使用する層を指定し ます。

ソルダーブ リ ッ ジ ソルダーマスク ブ リ ッ ジの検査を行います。 同一マスク
開口部で、 パッ ドのベタが隣接するオブジ ェ ク ト に過度
に接近し、 ブ リ ッ ジが作成される こ とがあ り ます。 隣接
オブジ ェ ク ト が、 この距離よ り もパッ ドから離れている
場合、 マスク層が露出し ても、 ブ リ ッ ジ とはみな されま
せん。 これによ り、 CAM ド キュ メ ン ト に定義される と
お り、 部品面ソルダーマスク層と部品面電気層、 または
半田面ソルダー マスク層と半田面電気層を比較し ます。

最小間隙 最小間隙の値を指定し ます。

Table 1-132. [ 基板製造工程検査条件を設定 ] ダイアログボ ッ クスの内容 (cont.)
名前 説明
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関連 ト ピ ッ ク

製造関連検査の設定

フ ァ ンアウ ト 規則ダイアログボ ッ クス
[ フ ァ ンアウ ト 規則 ] ダイアログボ ッ クスを使用し て、 フ ァ ンアウ ト 規則を指定し ま
す。 フ ァ ンアウ ト を使用し て、 配線を容易にし、 確実な結線の作成を行います。
PADS Router は、 フ ァ ンアウ ト ビアを最適な位置に配置し、 ビアから、 指示された実
装部品や個々のピンが対応するピンへと配線し ます。 フ ァ ンアウ ト 機能は、 BGA な
どの複雑な SMD に有効です。 

ア クセス

• 設定メ ニュー > 設計の規則 > デフ ォル ト ボタ ン > フ ァ ンアウ ト ボタ ン

層リ ス ト 検査に使用する層を指定し ます。

CAM350 フ ァ イル名 設計検証のため DFF エラーを PADS Layout にバッ クア
ノ テー ト する .cam フ ァ イルの名前と場所を指定し ます。
ヒ ン ト ： 参照ボタ ンを ク リ ッ ク し て、 フ ァ イルの場所を
選択し ます。

Table 1-132. [ 基板製造工程検査条件を設定 ] ダイアログボ ッ クスの内容 (cont.)
名前 説明
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Figure 1-136. [ フ ァ ンアウ ト 規則 ] ダイアログボ ッ クス

Table 1-133. [ フ ァ ンアウ ト 規則 ] ダイアログボ ッ クス

名前 説明

整列 ビアの配置を指定し ます。
• 直線状―PADS Router のフ ァ ンアウ ト グ リ ッ ド上にフ ァ

ンアウ ト ビアを配列し ます。
• 千鳥―フ ァ ンアウ ト ビアを交互に配列し ます。 た と え

ば、 最初のピンは左側にフ ァ ンアウ ト し、 2 番目のピン
は右側にフ ァ ンアウ ト する とい うパターンが繰り返し行
われます。

複数段 ピンを持つ実装部品の各側に 2 段ビアを作成し ます。

出力方向 実装部品の外形線に対し て相対的な、 フ ァ ンアウ ト ビアの
希望位置を ク リ ッ ク し ます。
• 内側―すべてのフ ァ ンアウ ト ビアは実装部品外形の内側

に配置されます。
• 外側―すべてのフ ァ ンアウ ト ビアは実装部品外形の外側

に配置されます。
• 両側―フ ァ ンアウ ト ビアは実装部品外形の内側と外側両

方に配置されます。
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関連 ト ピ ッ ク

フ ァ ンアウ ト 規則の設定

探索ダイアログボ ッ クス
[ 探索 ] コ マン ド を使用する と、 参照名、 パー ト タ イプ、 線幅などの属性を指定し て、
1 つまたは複数のオブジ ェ ク ト の検索と選択が可能です。 

ビア間隔 フ ァ ンアウ ト ビアの間隔を指定し ます。
• グ リ ッ ド使用―フ ァ ンアウ ト ビアは、 フ ァ ンアウ ト

グ リ ッ ド上に配置されます。
• 配線 (1)―単一配線の幅。 PADS Router が近接するビアの

間に配線を 1 本配置できるよ う、 ビアグ リ ッ ド を設定し
ます。

• 配線 (2)―配線 2 本の幅。PADS Router が近接するビアの間
に配線を 2 本配置できるよ う、 ビアグ リ ッ ド を設定し ま
す。

貫通ピン ビアを使用するよ り費用が安 く なる場合、 貫通ピンにフ ァ
ンアウ ト 配線し ます。

SMD ピン ビアを使用するよ り費用が安 く なる場合、 SMD ピンに接続
し ます。 このオプシ ョ ンが選択されていない場合、 PADS 
Router は、 各 SMD パッ ド をピンまたはビアに直接フ ァ ン
アウ ト 配線し ます。

ビア 共有ビアにフ ァ ンアウ ト 配線し ます。 このオプシ ョ ンが選
択されていない場合、 PADS Router は、 各表面実装パッ ド
に固有ビアを使用し ます。

配線 共有配線へ接続し、 T 分岐を作成し ます。

内層接続 内層接続ネ ッ ト に属するピンのフ ァ ンアウ ト を作成し ます。

信号 信号ネ ッ ト に属するピンのフ ァ ンアウ ト を作成し ます。

未使用ピン 信号ネ ッ ト にも内層接続ネ ッ ト にも属さ ないピンのフ ァ ン
アウ ト を作成し ます。

無制限 フ ァ ンアウ ト 長を制限し ません。

最大長 [ 無制限 ] チ ェ ッ クボ ッ クスを OFF にし た場合、 フ ァ ンア
ウ ト 長制限を指定し ます。

確認画面 選択内容に基づ く フ ァ ンアウ ト のレ イアウ ト を表示し ます。

削除ボタ ン 規則階層から現在のフ ァ ンアウ ト 規則設定を削除し ます。 
制限事項 ： デフ ォル ト のフ ァ ンアウ ト 規則は削除できませ
ん。

Table 1-133. [ フ ァ ンアウ ト 規則 ] ダイアログボ ッ クス (cont.)
名前 説明
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指定する選択モー ド によ って、 検索方法は以下の 2 種類があ り ます。

• 選択モー ド―検索では、 検索フ ィ ルタの設定は無視され、 検索に該当する
すべてが選択されます。 

• 動詞モー ド―検索では、 動詞モー ド で使用できる項目のみが検出されます。 

ア クセス

• 編集メ ニュー > 探索

Figure 1-137. [ 探索 ] ダイアログボ ッ クス
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Table 1-134. [ 探索 ] ダイアログボ ッ クスの内容

名前 説明

オブジ ェ ク ト タ イプ
リ ス ト

検索する方法を決定し ます。 以下で検索できます ：
• 参照名
• ネ ッ ト 群
• 線幅群
• パー ト タ イプ
• ピンペア
• ビア形式
• 部品形状群
• ネ ッ ト ク ラス群
• グループ群
• 物理的再利用
• ク ラス タ群
• ユニオン群
• ベタ領域
• 浮動銅箔領域
• パッ ド径
• サーマル属性
• ジャ ンパビア
• 禁止領域
• 属性
• ラベルのフ ォ ン ト
• 文字列のフ ォ ン ト
• テス ト ポイ ン ト 形式

操作 検索し た項目に実行する操作を指定し ます。
• 選択
• 強調表示
• 強調表示中止
• 回転 90 度
• 部品搭載面変更
• 順次移動

例外 ： テス ト ポイ ン ト に対し ては、 回転 90 度、
搭載面変更、 順次移動は使用できません。
ヒ ン ト ： [ 探索 ] ダイアログボ ッ クスでオブジ ェ ク
ト を選択する と、 シ ョ ー ト カ ッ ト メ ニューの表示
は、 そのオブジ ェ ク ト に対応し た編集コマン ド に切
り替わり ます。

値 値ボ ッ クスに入力する こ と で、 検索を絞り込むこ と
ができます。 ワイルド カー ドや式も使用できます。
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関連 ト ピ ッ ク

オブジ ェ ク ト の検索

部品配置時に [ 探索 ] ダイアログボ ッ クスを使用

塗り潰し とハッ チオプシ ョ ンダイアログボ ッ クス
[ 塗り潰し とハッ チオプシ ョ ン ] ダイアログボ ッ クスを使用し て、 自動ベタや分割 /
混在内層接続層領域の独自の表示設定を行います。

ヒ ン ト ： 独自の表示設定を行う前に、 ベタ または内層接続領域の外形線を表示させる
必要があ り ます。 自動ベタ領域の場合は、 領域を選択し、 モー ド レスコ マン ド PO を
使用し ます。 分割 / 混在内層接続層領域の場合は、 モー ド レス コマン ド SPO を使用し
ます。

ア クセス

• ベタ または内層接続領域の端点を選択>右ク リ ッ ク > 形状を選択 >右ク リ ッ ク > 
プロパテ ィ  > オプシ ョ ンボタ ン

選択内容に追加 検索し た項目を選択し ます。 選択し た各項目は、
[ 選択済項目 ] の確認画面領域に表示されます。
ヒ ン ト ： [ 探索 ] ダイアログボ ッ クスでオブジ ェ ク
ト を選択する と、 シ ョ ー ト カ ッ ト メ ニューの表示
は、 そのオブジ ェ ク ト に対応し た編集コマン ド に切
り替わり ます。

[ 選択済項目 ] 確認画面 選択し た項目が表示されます。

検索リ ス ト リ ス ト の内容と見出しは、 [ 探索内容 ] リ ス ト で選
択し た項目によ って変わり ます。 た と えば、 [ 探索
内容 ] で参照名を選択し た場合、 左側の検索リ ス ト
には参照名接頭辞が表示されます。 検索する参照名
接頭辞と し て "D" を選択する と、 右側のリ ス ト には
接頭辞が D の参照名がすべて表示されます。 検索対
象と し て、 D2 など特定の D 参照名接頭辞を選択す
る と、 検索結果を さ らに絞り込むこ とができます。

中止ボタ ン 検索に時間がかかっている場合、 検索プロセスを
キャ ンセルできます。

フ ィ ルタボタ ン 選択フ ィ ルタ を開きます。

Table 1-134. [ 探索 ] ダイアログボ ッ クスの内容 (cont.)
名前 説明
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Figure 1-138. [ 塗り潰し とハッ チオプシ ョ ン ] ダイアログボ ッ クス

Table 1-135. [ 塗り潰し とハッ チオプシ ョ ン ] ダイアログボ ッ クスの内容

名前 説明

デフ ォル ト PADS Layout のデフ ォル ト 設定に戻し ます。
ハッ チ設定を使用するには、 このチ ェ ッ クボ ッ クスを
OFF にし て く だ さい。

ハッ チグ リ ッ ド ハッ チ線間の距離を指定し ます。

円滑化半径 円弧コーナーの分解能を指定し ます。 この値を大き く す
る と、 よ り円滑な丸みを帯びたコーナーと な り ます。

ハッ チ方向 ハッ チラ イ ンの方向を指定し ます。

ビア重ね塗潰し 同一ネ ッ ト の一部である分割 / 混在内層接続層内の任意
のビアを塗潰し ます。
ヒ ン ト ： 
• この設定を変更し、 選択し たオブジ ェ ク ト に対し て

適用する と、 これが新規に作成される内層接続領域
および自動ベタに対するデフ ォル ト 設定と な り ます。
( 選択し たオブジ ェ ク ト を除 く ) 既存のオブジ ェ ク ト
には適用されません。

• ビア重ね塗潰し を行う と、 サーマルリ リーフエラー
レポー ト である therm.err フ ァ イルが生成され、 デ
フ ォル ト のテキス ト エデ ィ タ で自動的に表示されま
す。 このレポー ト には、 [ サーマル ] タ ブで設定し た
ものとは異なる塗潰し設定を使用するビアが記載さ
れます。

基板外形の間隙値を
無視

基板とベタ間の間隙設定を無視し、 基板領域の外側を自
動ベタ で塗潰し ます。
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関連 ト ピ ッ ク

ベタや内層接続領域の設定の修正

フ ォ ン ト 置き換えダイアログボ ッ クス
[ フ ォ ン ト 置き換え ] ダイアログボ ッ クスを使用し て、 設計内の不明のフ ォ ン ト の置
換方法を管理し ます。

ア クセス

システムにイ ンス ト ールされていないフ ォ ン ト で作成し た設計を開 く と、 [ フ ォ ン ト
置き換え ] ダイアログボ ッ クスが表示されます。

ヒ ン ト ： 設計内で、 システムにイ ンス ト ールされていないフ ォ ン ト や文字セ ッ ト を使
用し た場合、 文字や記号が表示される部分に空のボ ッ クスが表示されます。 フ ォ ン ト
置き換え処理が完了する と、 記号は正し く 表示されます。

塗潰し優先順位 選択し たオブジ ェ ク ト に対し て自動ベタ塗潰し優先順位
を指定し ます。 優先順位の番号 ( 数字 ) が低いオブジ ェ
ク ト は、 優先順位の番号 ( 数字 ) が高いオブジ ェ ク ト よ
り も先に塗潰し されます。 異なる層にある自動ベタは、
個別に処理されます。
ヒ ン ト ： 
• 0 ～ 250 の範囲で値を入力し ます。
• 埋め込み内層接続面を作成し た場合、 内側にある小

さい方の内層接続面は、 外側の大きな内層接続面よ
り も優先順位の番号が低 く な く てはいけません。 こ
の番号を大き く する と、 内側の内層接続領域が外側
の内層接続領域によ って重ねて塗潰されて し まいま
す。

Table 1-135. [ 塗り潰し とハッ チオプシ ョ ン ] ダイアログボ ッ クスの内容 (cont.)
名前 説明
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Figure 1-139. [ フ ォ ン ト 置き換え ] ダイアログボ ッ クス

ヒ ン ト ：

• 自動置き換えを行う フ ォ ン ト と手動置き換えを行う フ ォ ン ト を選択し、 それ以
外のフ ォ ン ト の置き換えは省略するよ う設定する こ とができます。

• 同一設計内にス ト ローク フ ォ ン ト と システムフ ォ ン ト を組み合わせて持つこ と
ができます。

Table 1-136. [ フ ォ ン ト 置き換え ] ダイアログボ ッ クスの内容

名前 説明

モー ド フ ォ ン ト の置き換えモー ド を指定し ます。
• 自動―PADS Layout が選択し たフ ォ ン ト と自動的

に置き換えます。
• 手動―[ フ ォ ン ト を置換え ] リ ス ト から選択し た

フ ォ ン ト と置き換えます。
• 省略―元のフ ォ ン ト を維持し ます。

不明フ ォ ン ト この設計で使用されてお り、 システムにイ ンス ト ー
ルされていないフ ォ ン ト の名前。

フ ォ ン ト を置換え [ 手動 ] を選択し た場合、 不明フ ォ ン ト の置き換え
に使用可能なフ ォ ン ト が表示されます。
[ 自動 ] を選択し た場合、 不明フ ォ ン ト の置き換え
に PADS Layout が選択し たフ ォ ン ト が表示されま
す。
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• 設計内の各文字列と ラベルのいずれか、 または両方にフ ォ ン ト を設定する必要
があ り ます。 文字列またはラベルにフ ォ ン ト を設定する と、 [ プロパテ ィ ] ダ
イアログボ ッ クスを使用し て、 選択し た全オブジ ェ ク ト にフ ォ ン ト やフ ォ ン ト
の特性を適用する こ とができます。

制限事項 ：

• システムにイ ンス ト ールされていないフ ォ ン ト や文字セ ッ ト が設計内で使用さ
れている場合、 フ ォ ン ト の置換処理がフ ァ イル読み込み時に自動的に開始し ま
す。 この処理中に、 システムに存在し ないフ ォ ン ト の代替フ ォ ン ト を選択する
よ う求められます。

• 塗潰し モー ドが ON の場合、 システムフ ォ ン ト テキス ト は RS274X ガーバー
フ ォーマ ッ ト でサポー ト されます。 システムフ ォ ン ト テキス ト は、 塗潰された
多角形のセ ッ ト と し て、 ガーバーフ ォーマ ッ ト で出力されます。

• システムフ ォ ン ト は、 RS-274 CAM 出力フ ォーマ ッ ト ではサポー ト されていま
せん。 システムフ ォ ン ト でこのフ ォーマ ッ ト を使用し よ う とする と、 警告メ ッ
セージが表示されます。 そのまま進める と、 システムフ ォ ン ト は出力されませ
ん。 システムフ ォ ン ト では、 274X フ ォーマ ッ ト を使用する必要があ り ます。

• Type 1 フ ォ ン ト はサポー ト し ていません。

関連 ト ピ ッ ク

フ ォ ン ト の置き換え

フ ォ ン ト を検索

フ ォワー ド ア ノ テーシ ョ ンダイアログボ ッ クス
DxDesigner Link でフ ォワー ド ア ノ テーシ ョ ンを行う と、 DxDesigner 回路図から PADS 
Layout 設計フ ァ イルへデータが送信され、 回路図と一致するよ う PADS Layout 設計が
更新されます。 

[ フ ォワー ド ア ノ テーシ ョ ン ] ダイアログボ ッ クスを使用し て、 フ ォワー ド ア ノ テー
シ ョ ンに使用する回路図データ を フ ィ ルタ リ ングし ます。

ア クセス

• ツールメ ニュー > DxDesigner > PCB へフ ォワー ド ボタ ン
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Figure 1-140. [ フ ォワー ド ア ノ テーシ ョ ン ] ダイアログボ ッ クス

関連 ト ピ ッ ク

フ ォワー ド ア ノ テーシ ョ ン

From SPECCTRA ダイアログボ ッ クス
From SPECCTRA ダイアログボ ッ クスを使用し て、 SPECCTRA で変更された設計
データ を .pcb 設計フ ァ イルへ戻し ます。

ア クセス

• Windows Explorer で ...\SDD_HOME\Programs デ ィ レ ク ト リ に移動し、pads2sp.exe
をダブルク リ ッ ク  > From SPECCTRA ボタ ン

Table 1-137. [ フ ォワー ド ア ノ テーシ ョ ン ] ダイアログボ ッ クスの内容

名前 説明

フ ォワー ド
ア ノ テーシ ョ ン

• PCBを作成—PADS Layoutの新規PCB設計を作成し ます。
• PCB を更新 — 既存の PADS Layout 設計を更新し ます

[PCB に伝達する
データ ] 領域

DxDesigner Link には ASCII フ ァ イル (.asc) の選択データが
含まれ、 フ ォワー ド ア ノ テーシ ョ ン処理の際に使用されま
す。 以下を送信できます ：
• 部品、 ネ ッ ト リ ス ト 、 属性名と属性値
• 設計規則
• ラ イブ ラ リ部品情報

ヒ ン ト ： フ ォワー ド ア ノ テーシ ョ ン操作で設計規則を含め
るには、 [ 各種定義 ] タ ブで設計規則を比較を選択し ていて
も、 [ 設計規則 ] オプシ ョ ンを選択し て く だ さい。

PCB 設計を更新
する前に停止

PADS Layout 設計に行われる変更箇所を含む ECO フ ァ イル
をレビ ューする こ とができます。
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Figure 1-141. From SPECCTRA ダイアログボ ッ クス

関連 ト ピ ッ ク

SPECCTRA から PADS Layout への設計データ変換

Table 1-138. From SPECCTRA ダイアログボ ッ クスの内容

名前 説明

SPECCTRA Routes SPECCTRA 処理後に返される配線情報フ ァ イルを指定し
ます。 .do フ ァ イルの末尾に自動配線後にこのフ ァ イルを
書き込むコ マン ド を含めます。
ヒ ン ト ： Browse を ク リ ッ ク し てフ ァ イルを探し ます。

Session File 配置および配線情報フ ァ イルを指定し ます。 SPECCTRA 配
置機能を使用し なかった場合、 このフ ァ イル名を指定する
必要はあ り ません。
ヒ ン ト ： Browse を ク リ ッ ク し てフ ァ イルを探し ます。

Original PCB File 元の ( ソース ) .pcb フ ァ イルを指定し ます。
ヒ ン ト ： Browse を ク リ ッ ク し てフ ァ イルを探し ます。

New PCB File SPECCTRA フ ァ イルから作成される フ ァ イルを指定し ま
す。
ヒ ン ト ： Browse を ク リ ッ ク し てフ ァ イルを探し ます。

Options ボタ ン Options ダイアログボ ッ クスを開きます。
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作図形状を生成ダイアログボ ッ クス
ター ミ ナルの外形線を、 新規作図形状のベース と し て使用する こ とができます。

ア クセス

• ツールメ ニュー > 部品形状エデ ィ タ  > ター ミ ナルを選択 > 右ク リ ッ ク  > 
作図形状を生成を ク リ ッ ク

Figure 1-142. [ 作図形状を生成 ] ダイアログボ ッ クス

Table 1-139. [ 作図形状を生成 ] ダイアログボ ッ クスの内容

名前 説明

タ イプ 生成できる作図形状のタ イプを表示し ます。

層 この形状を配置できる層を表示し ます。

幅 新規形状の線幅を設定し ます。

超過 / 寡少な値 新規形状の寸法を設定し ます ：
• ター ミ ナル外形線よ り も大きな作図形状を新規作成する

場合、 正の値を入力し ます。
• ター ミ ナルと同じサイズの作図形状を新規作成する場

合、 0 を入力し ます。
• ター ミ ナル外形線よ り も小さい作図形状を新規作成する

場合、 負の値を入力し ます。

作成ボタ ン この設定で新規形状を作成し ます。 他の形状を作成できる
よ う、 ダイアログボ ッ クスは開いたままにな り ます。

完了ボタ ン この設定で新規形状を作成し、 ダイアログボ ッ クスを閉じ
ます。
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関連 ト ピ ッ ク

ター ミ ナルから作図形状を生成

ラ イブ ラ リから作図項目を取得ダイアログボ ッ クス
[ ラ イブ ラ リから作図項目を取得 ] ダイアログボ ッ クスを使用し て、 ラ イブ ラ リから
作図項目を設計に追加し ます。 作図項目を ラ イブ ラ リ に保存する こ と もできます。 

ア クセス

• 作図ツールバーボタ ン > ラ イブ ラ リから読込みボタ ン

Figure 1-143. [ ラ イブ ラ リから作図項目を取得 ] ダイアログボ ッ クス

Table 1-140. [ ラ イブ ラ リから作図項目を取得 ] ダイアログボ ッ クスの内容

名前 説明

確認画面 選択し た作図項目を表示し ます。

作図項目 選択し たラ イブ ラ リ内の作図項目を表示し ます。 表示され
るオブジ ェ ク ト の数はフ ィ ルタ設定に依存し ます。

ラ イブ ラ リ リ ス ト 使用し たいラ イブ ラ リ を指定し ます。

項目 検索を絞り込みます。 ワイルド カー ドや式も使用できます。
アス タ リ スク (*) を入力する と、 リ ス ト 内の全部品が表示
されます。

適用ボタ ン 指定された項目を ラ イブ ラ リ で検索し ます。
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関連 ト ピ ッ ク

“ラ イ ン” ラ イブ ラ リへの作図オブジ ェ ク ト の追加 / 削除

ラ イブ ラ リからパー ト タ イプを取得ダイアログボ ッ
クス
部品を追加または更新する際、 [ ラ イブ ラ リからパー ト タ イプを取得 ] ダイアログ
ボッ クスを使用し て、 ラ イブラ リから部品を取得し ます。 

部品を追加し ているか更新し ているかによ って、 ダイアログボ ッ クスの内容は多少異
な り ます。

ア クセス

• ECO ツールバーボタ ン > 実装部品を追加ボタ ン

Figure 1-144. [ ラ イブ ラ リからパー ト タ イプを取得 ] ダイアログボ ッ クス

または

• ECO ツールバーボタ ン > 部品を選択 > 実装部品を変更ボタ ン
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Figure 1-145. [ ラ イブ ラ リからパー ト タ イプを取得 ] ダイアログ―実装部品を変更

Table 1-141. [ ラ イブ ラ リからパー ト タ イプを取得 ] ダイアログボ ッ クスの内容

名前 説明

確認画面 選択し たパー ト タ イプを表示し ます。

パー ト タ イプ フ ィ ルタ設定に基づ く 部品の検索結果がこのリ ス ト に表
示され、 こ こで使用し た部品を選択する こ とができま
す。 このウ ィ ン ド ウの左にあるビ ューアでは、 部品を選
択する と部品形状が表示されます。

追加ボタ ン 選択し たパー ト タ イプを設計に追加し ます。
制限事項 ： このオプシ ョ ンは実装部品を追加コ マン ド で
のみ使用可能です。

置換ボタ ン 設計上で選択し たパー ト タ イプをパー ト タ イプ リ ス ト で
選択し たパー ト タ イプ と交換し ます。
制限事項 ： このオプシ ョ ンは実装部品を変更コ マン ド で
のみ使用可能です。 

ラ イブ ラ リから
パー ト タ イプを更新

ラ イブ ラ リのパー ト タ イプに基づいて選択し た部品の
パー ト タ イプデータ を更新し ます 
制限事項 ： このオプシ ョ ンは実装部品を変更コ マン ド で
のみ使用可能です。 

ラ イブ ラ リ リ ス ト 使用し たいラ イブ ラ リ を指定し ます。

項目 検索を絞り込みます。 ワイルド カー ドや式も使用できま
す。 アス タ リ スク (*) を入力する と、 リ ス ト 内の全部品
が表示されます。

適用ボタ ン 指定された項目を ラ イブ ラ リ で検索し ます。
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関連 ト ピ ッ ク

実装部品の追加

ラ イブ ラ リから PCB 部品形状を取得ダイアログ
ボ ッ クス

[ ラ イブ ラ リから PCB 部品形状を取得 ] ダイアログボ ッ クスを使用し て、 編集し たい
部品形状を開きます。

ア クセス

• ツールメ ニュー > 部品形状エデ ィ タ > 開 く ボタ ン

Figure 1-146. [ ラ イブ ラ リから PCB 部品形状を取得 ] ダイアログボ ッ クス

Table 1-142. [ ラ イブ ラ リから PCB 部品形状を取得 ] ダイアログボ ッ クスの内容

名前 説明

確認画面 PCB 部品形状リ ス ト で選択された項目を表示し ま
す。

PCB 部品形状リ ス ト 選択し たラ イブ ラ リ内の使用できる部品形状を表示
し ます。

ラ イブ ラ リ リ ス ト 使用可能なすべてのラ イブ ラ リが表示されます。

項目 PCB 部品形状リ ス ト を絞り込みます。 
ヒ ン ト ： ワイルド カー ド も使用できます。

適用ボタ ン フ ィ ルタ引数を実行し ます。
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関連 ト ピ ッ ク

部品形状エデ ィ タ で部品形状を開 く

グループの規則ダイアログボ ッ クス
[ グループの規則 ] ダイアログボ ッ クスを使用し て、 ピンペアのグループを追加、
管理し、 それらに適用する設計規則を定義し ます。

ア クセス

• 設定メ ニュー > 設計の規則 > グループボタ ン

Figure 1-147. [ グループの規則 ] ダイアログボ ッ クス

Table 1-143. [ グループの規則 ] ダイアログボ ッ クスの内容

名前 説明

グループ名 グループの名前を指定し ます。

グループ リ ス ト すべてのグループ名を表示し ます。

追加 グループ リ ス ト にグループ名を追加し ます。

削除 選択し たグループをグループ リ ス ト から削除し ます。

名称変更 グループ リ ス ト で選択し たグループを [ グループ名 ]
ボ ッ クスの名前に変更し ます。

間隙 [ 間隙規則 ] ダイアログボ ッ クスを開きます。
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関連 ト ピ ッ ク

グループの設計規則の設定

高速回路規則ダイアログボ ッ クス
[ 高速回路規則 ] ダイアログボ ッ クスを使用し て、 高速回路の規則を設定し ます。

ア クセス

• 設定メ ニュー > 設計の規則 > デフ ォル ト ボタ ン > 高速回路ボタ ン

配線 [ 配線規則 ] ダイアログボ ッ クスを開きます。

高速回路 [ 高速回路規則 ] ダイアログボ ッ クスを開きます。

レポー ト [ 規則をレポー ト 出力 ] ダイアログボ ッ クスを開きます。

規則ボタ ンの下の
グラ フ ィ ッ ク

各タ イプの規則ボタ ンの下のイ ラス ト は、 その規則タ イ
プに対し、 どの規則階層レベルが使用されるかを示し て
います。 イ ラス ト は、 [ 規則 ] ダイアログボッ クスの
[ 階層 ] 領域内のボタ ン と対応し ています。 た と えば、
[ ク ラス ] リ ス ト でク ラスを選択し た場合、 間隙ボタ ン
の下に緑色の多角形が表示され、 デフ ォル ト の値がその
ク ラスに適用されます。

規則のあるグループ
を表示

規則のあるグループのみ表示するよ う指定し ます。

デフ ォル ト 選択し たク ラスからデフ ォル ト ではない規則を排除し、
デフ ォル ト 規則のみ適用されるよ う にし ます。

ネ ッ ト 源 使用できるネ ッ ト を表示し ます。

使用可能結線リ ス ト ク ラスで使用可能な結線を表示し ます。
ヒ ン ト ： 結線は複数のグループに存在する こ とはできま
せん。 [ 使用可能 ] リ ス ト には、 グループに指定されて
いない結線のみが表示されます。

選択済結線リ ス ト このグループで選択された結線を表示し ます。

追加 >> ボタ ン 結線を使用可能リ ス ト から選択済リ ス ト に移動し ます。

<< 解除ボタ ン 結線を選択済リ ス ト から使用可能リ ス ト に移動し ます。

Table 1-143. [ グループの規則 ] ダイアログボ ッ クスの内容 (cont.)
名前 説明
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Figure 1-148. [ 高速回路規則 ] ダイアログボ ッ クス

Table 1-144. [ 高速回路規則 ] ダイアログボ ッ クスの内容

名前 説明

同層平行 同層平行の長さ と間隙の値を指定し ます。
ヒ ン ト ： [ 制約条件付の規則を設定 ] ダイアログボッ ク
スで指定し た同層平行規則は、 このダイアログボ ッ クス
で設定し た規則に優先し ます。

層間平行 層間平行の長さ と間隙の値を指定し ます。
ヒ ン ト ： [ 制約条件付の規則を設定 ] ダイアログボッ ク
スで指定し た層間平行規則は、 このダイアログボ ッ クス
で設定し た規則に優先し ます。

侵害 オブジ ェ ク ト を侵害と し て指定し ます。

シールド 選択されたネ ッ ト を電磁妨害から保護するため、 内層接
続層への配線を自動的に行う よ う指定し ます。 
例外 ： ビアでシールド をする場合はシールド処理の規則
は適用されません。 
ヒ ン ト ： 
• 設計に内層接続層が含まれない場合は、 [ シールド

処理 ] 領域のオプシ ョ ンは使用できません。
• PADS Layout ではシールド処理を行う ネ ッ ト を自動的

に配線し ません。 また、 シールドの規則もチ ェ ッ ク
されません。

使用ネ ッ ト リ ス ト [ シールド処理配線を行いたい内層接続層と関連付けら
れたネ ッ ト を表示し ます。

間隙 シールド と シールド処理されるネ ッ ト 間の間隙を指定し
ます。

長さ 許可される最小長および最大長を指定し ます。

ス タ ブ長 T 分岐点から配線の終点までの距離を指定し ます。



PADS Layout GUI リ フ ァ レンス
HYP Export ダイアログボ ッ クス

PADS Layout User’s Guide, PADS 9.0 293

関連 ト ピ ッ ク

高速回路規則の設定

HYP Export ダイアログボ ッ クス
[HYP Export] ダイアログボ ッ クスを使用し て、 設計を HYP 形式のフ ァ イルにデータ
出力し ます。 HYP フ ァ イルのフ ォーマ ッ ト 情報、 BoardSim と親和性のある設計の作
成については、 HyperLynx オン ラ イ ンヘルプをご覧 く だ さい。 

HyperLynx BoardSim が未イ ンス ト ールで、 HYP フ ァ イルを他のコ ンピ ュータに送信
する必要がある場合は、 このデータ出力機能を使用し ます。 HyperLynx BoardSim を
イ ンス ト ール済みの場合は、 ツールメ ニュー > 解析 ＞ シグナル / パワーイ ンテグ リ
テ ィ から フ ァ イルをデータ出力し て HyperLynx BoardSim で開 く こ とができます。
BoardSim ダイアログボ ッ クスをご参照 く だ さい。

PADS Layout は、 Value、 Tolerance、 Voltage、 HyperLynx、 PowerGround 属性を HYP
フ ァ イルに渡し ます。 BoardSim はこれらの属性を使用し て、 抵抗やコ ンデンサの値
を取得し た り、 固定済電源ネ ッ ト に関する情報を送信し ます。

ア クセス

• フ ァ イルメ ニュー > 各種データ出力 > HYP フ ァ イルを選択 > 保存

遅延 nS 許可される最小および最大遅延を指定し ます。

静電容量 pF 許可される最小および最大静電容量を指定し ます。

イ ンピーダンス Ω 許可される最小および最大イ ンピーダンスを指定し ま
す。

整合長 整合長で自動的に配線を行う よ う指定し ます。
ヒ ン ト ： PADS Layout では、 整合長規則をチ ェ ッ ク し ま
せん。

許容誤差 整合長グループでの最小長と最大長間の最大許容差値を
指定し ます。

削除ボタ ン 規則階層から現在の高速回路規則設定を削除し ます。 
制限事項 ： デフ ォル ト の高速回路規則は削除できませ
ん。

Table 1-144. [ 高速回路規則 ] ダイアログボ ッ クスの内容 (cont.)
名前 説明
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Figure 1-149. [HYP Export] ダイアログボ ッ クス

Table 1-145. [HYP Export] ダイアログボ ッ クスの内容

名前 説明

モー ド

シグナルイ ンテグ リ テ ィ シグナルイ ンテグ リ テ ィ を実行するにはこのオプ
シ ョ ンを選択し ます。 
ヒ ン ト ： 2.30 よ り下位バージ ョ ンのフ ァ イルが作成
されます。 バージ ョ ンはフ ァ イルのヘ ッ ダーに表示
されます。
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パワーイ ンテグ リ テ ィ パワーイ ンテグ リ テ ィ を実行するにはこのオプシ ョ
ンを選択し ます。
ヒ ン ト : 
• バージ ョ ン 2.34 のフ ァ イルが作成されます。 バー

ジ ョ ンはフ ァ イルのヘ ッ ダーに表示されます。
• このオプシ ョ ンは、 シグナルイ ンテグ リ テ ィ と

パワーイ ンテグ リ テ ィ のいずれに対し ても全般
的に使用する こ とができます。 ただ し、 パワー
イ ンテグ リ テ ィ オプシ ョ ンで転送されるデータ
量の方が大幅に多いため、 パワーイ ンテグ リ
テ ィ の解析を行わない場合は、 データ量の少な
いシグナルイ ンテグ リ テ ィ フ ァ イルを使用し た
方がよい場合があ り ます。

制限事項 ： HyperLynx 8.0 よ り前のバージ ョ ンでは
パワーイ ンテグ リ テ ィ 機能がないため、 このフ ァ イ
ルをデータ入力できません。

出力

ネ ッ ト とネ ッ ト ク ラスの
属性

ネ ッ ト とネ ッ ト ク ラスの属性をデータ出力し ます。
ヒ ン ト ： このオプシ ョ ンでデータ出力し た情報を使
用するには HyperLynx バージ ョ ン 6.0 以降が必要で
す。

電源とグラウン ド ネ ッ ト
の属性

電源ネ ッ ト とグラウン ド ネ ッ ト の属性をデータ出力
し ます。
ヒ ン ト ： このオプシ ョ ンでデータ出力し た情報を使
用するには HyperLynx バージ ョ ン 6.0 以降が必要で
す。

.REF IC 自動マ ッ ピング
フ ァ イル

IC を表す BoardSim モデルに設計の IC 参照名をマ ッ
プする、 HyperLynx の .ref フ ァ イルを作成し ます。 
シ ミ ュ レーシ ョ ンでネ ッ ト を選択し た際に、
BoardSim はこのマ ッ ピングを使用し て自動的にモデ
ルを読み込みます。
制限事項 ： このチ ェ ッ クボ ッ クスは、 実装部品が値
のある HyperLynx.Model 属性を持つ場合のみ使用で
きます。

未配線出力 未配線ネ ッ ト をデータ出力し ます。

銅箔面領域と自動べタ 銅箔面領域と自動ベタ をデータ出力し ます。
ヒ ン ト ： このオプシ ョ ンでデータ出力し た情報を使
用するには HyperLynx バージ ョ ン 6.0 以降が必要で
す。

Table 1-145. [HYP Export] ダイアログボ ッ クスの内容 (cont.)
名前 説明
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関連 ト ピ ッ ク

BoardSim ダイアログボ ッ クス

HyperLynx BoardSim の作成―HYP フ ァ イル

IDF データ を出力ダイアログボ ッ クス
[IDF データ を出力 ] ダイアログボ ッ クスを使用し て、 PADS Layout と機械設計システ
ム間で設計データ を交換できます。 IDF フ ァ イルを出力し て、 基板外形線、 禁止領
域、 実装部品、 穴を機械設計システムへ出力できます。

ヒ ン ト ： IDF 出力を正確に行う ために、 IDF 特有の部品高さ情報加工済穴情報や、
部品外形線情報を設定し ます。

ア クセス

• フ ァ イルメ ニュー > 各種データ出力 > IDF フ ァ イルを選択 > 保存

ベタ と銅箔面領域のハッ
チ外形線をデータ出力

ベタ と銅箔面領域のハッ チ外形線をデータ出力し ま
す。
ヒ ン ト ： このオプシ ョ ンは [ 銅箔面領域と自動ベタ
] が選択されている場合のみ使用できます。

ベタ と銅箔面領域の外形
線をデータ出力

ベタ と銅箔面領域の外形線をデータ出力し ます。
ヒ ン ト ： このオプシ ョ ンは [ 銅箔面領域と自動ベタ
] が選択されている場合のみ使用できます。

未配線オプシ ョ ン

仮定層 未配線ネ ッ ト を実装する層を指定し ます。
ヒ ン ト ： このオプシ ョ ンは [ 未配線出力 ] を選択し
た場合のみ使用できます。

マンハッ タ ン配線長を
超える超過距離

配線長を予測するための値を指定し ます。
ヒ ン ト ： 
• このオプシ ョ ンは[未配線出力]を選択し た場合の

み使用できます。
• 非直線配線経路を考慮し、 この値によ り一定の

割合のマンハッ タ ン長が配線長に加算されます。
ネ ッ ト の長さは、 ピンぺア間のマンハッ タ ン距
離、 すなわちデルタ X とデルタ Y の合計に基づ
いています。

Table 1-145. [HYP Export] ダイアログボ ッ クスの内容 (cont.)
名前 説明
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Figure 1-150. [IDF データ を出力 ] ダイアログボ ッ クス

Table 1-146. [IDF データ を出力 ] ダイアログボ ッ クスの内容

名前 説明

IDF フ ァ イル名 データ出力する フ ァ イルの名前。 .emn( 基板と配置 )
フ ァ イルと .emp( 部品ラ イブ ラ リ ) フ ァ イルが作成
されます。 

形状入力層 この設計から機械設計システムに出力する部品形状
の外形線情報を含む層を指定し ます。 

形式 使用する IDF のバージ ョ ンを指定し ます。
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[ 出力項目を選択 ] 領域 チ ェ ッ クボ ッ クスを選択し、 形状入力層リ ス ト の層
に出力し たい項目を選択し ます。 
ヒ ン ト ： すべての項目を選択するには [ 全項目 ] を
ク リ ッ ク し ます。
• 基板外形線―基板外形線、 カ ッ ト アウ ト 、 穴。
• 加工済穴―ド リル径やメ ッキ状況など、 取り付

け穴に関連付けられた ド リル穴データ。
• 部品面部品―基板の部品面に実装された実装部

品と その位置情報。
• 半田面部品―基板の半田面に実装された実装部

品と その位置情報。
• 部品ド リル―ド リル径やメ ッキ状況など、 部品

ピンに関連付けられた ド リル穴データ。
ヒ ン ト ： このオプシ ョ ンは IDF 2.0 では使用でき
ません。 また、 [ 部品面部品 ] および [ 半田面部
品 ] チ ェ ッ クボ ッ クスが OFF になっている場合
も、 このオプシ ョ ンは使用できません。

• ビア ド リル―ド リル径やメ ッキ状況など、 ビア
に関連付けられた ド リル穴データ。
ヒ ン ト ： このオプシ ョ ンは IDF 2.0 では使用でき
ません。 また、 データ入力中も このオプシ ョ ン
は使用できません。

• 配置禁止領域―高さ制限のある禁止領域と その
位置など、 配置の禁止領域情報。
IDF フ ァ イルには以下の情報が含まれる場合があ
り ます ：
• 基板レベルの配置禁止領域
• [ オプシ ョ ン ] ダイアログボ ッ クスの [ 作図の各

種定義 ] タ ブで基板全体に定義された、 部品面
と半田面の実装部品の高さ制限

• 配線禁止領域―配線の禁止領域と その位置情報。
部品面、 半田面、 両面、 内側 (IDF V3.0 のみ )、
および全層上にある禁止領域のみがサポー ト さ
れます。 単数内層上の配線禁止領域はサポー ト
されません。 
制限事項 ： このオプシ ョ ンは、 IDF V2.0 では使
用できません。 

• ビア禁止領域―ビアの禁止領域と その位置情報。
IDF は、 全層に適用するビア禁止領域のみをサ
ポー ト し ます。 データ入力されたビア禁止領域
は、 常に全層に設定されます。
制限事項 ： このオプシ ョ ンは、 IDF V2.0 では使
用できません。 

Table 1-146. [IDF データ を出力 ] ダイアログボ ッ クスの内容 (cont.)
名前 説明
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関連 ト ピ ッ ク

IDF フ ァ イルの出力

IDF データ入力ダイアログボ ッ クス
[IDF データ入力 ] ダイアログボ ッ クスを使用し て、 基板外形線、 禁止領域、 実装
部品、 穴を機械設計システムから入力し ます。 PADS Layout では、 .emp ラ イブ ラ リ
フ ァ イルに情報を入力する こ とはできません。 

ア クセス

• フ ァ イルメ ニュー > 各種データ入力 >IDF フ ァ イルを選択 > 開 く

Figure 1-151. [IDF データ入力 ] ダイアログボ ッ クス

部品面 / 半田面 データ出力し たい実装部品の最小高さ を指定し ま
す。
ヒ ン ト ： 指定し た高さ よ り小さい部品は出力されま
せん。 最小高さの値によ って部品が出力されなかっ
た場合、 ステータ スログフ ァ イルに メ ッ セージが書
き込まれます。

設計単位系 このフ ァ イルの設計単位を指定し ます。

Table 1-147. [IDF データ入力 ] ダイアログボ ッ クスの内容

名前 説明

IDF フ ァ イル名 データ入力する フ ァ イルの名前。

Table 1-146. [IDF データ を出力 ] ダイアログボ ッ クスの内容 (cont.)
名前 説明
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[ 入力項目を選択 ] 領域 データ入力し たい項目のチ ェ ッ クボ ッ クスを選択
し ます。
ヒ ン ト ： すべての項目を選択するには [ 全項目 ] を
ク リ ッ ク し ます。
• 基板外形線―基板外形線、 カ ッ ト アウ ト 、 穴。
• 加工済穴―ド リル径やメ ッキ状況など、 取り付

け穴に関連付けられた ド リル穴データ。
• 部品面部品―基板の部品面に実装された実装部

品と その位置情報。
• 半田面部品―基板の半田面に実装された実装部

品と その位置情報。
• 部品ド リル―ド リル径やメ ッキ状況など、 部品

ピンに関連付けられた ド リル穴データ。
ヒ ン ト ： このオプシ ョ ンは IDF 2.0 では使用でき
ません。 また、 [ 部品面部品 ] および [ 半田面部
品 ] チ ェ ッ クボ ッ クスが OFF になっている場合
も、 このオプシ ョ ンは使用できません。

• ビア ド リル―ド リル径やメ ッキ状況など、 ビア
に関連付けられた ド リル穴データ。
ヒ ン ト ： このオプシ ョ ンは IDF 2.0 では使用でき
ません。 また、 データ入力中も このオプシ ョ ン
は使用できません。

• 配置禁止領域―高さ制限のある禁止領域と その
位置など、 配置の禁止領域情報。
IDF フ ァ イルには以下の情報が含まれる場合が
あ り ます ：
• 基板レベルの配置禁止領域
• [ オプシ ョ ン ] ダイアログボ ッ クスの [ 作図の各

種定義 ] タ ブで基板全体に定義された、 部品面
と半田面の実装部品の高さ制限

• 配線禁止領域―配線の禁止領域と その位置情報。
部品面、 半田面、 両面、 内側 (IDF V3.0 のみ )、
および全層上にある禁止領域のみがサポー ト さ
れます。 単数内層上の配線禁止領域はサポー ト
されません。 
制限事項 ： このオプシ ョ ンは、 IDF V2.0 では使
用できません。 

• ビア禁止領域―ビアの禁止領域と その位置情報。
IDF は、 全層に適用するビア禁止領域のみをサ
ポー ト し ます。 データ入力されたビア禁止領域
は、 常に全層に設定されます。
制限事項 ： このオプシ ョ ンは、 IDF V2.0 では
使用できません。 

Table 1-147. [IDF データ入力 ] ダイアログボ ッ クスの内容 (cont.)
名前 説明
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関連 ト ピ ッ ク

IDF フ ァ イルのデータ入力

イ ンス ト ールオプシ ョ ンダイアログボ ッ クス、 ラ イ
センスフ ァ イルタ ブ

ノ ー ド ロ ッ ク ラ イセンスを使用中の場合は、 ラ イセンスフ ァ イルの内容を表示できま
す。 フ ローテ ィ ングラ イセンスを使用中の場合は、 実際のラ イセンスフ ァ イルは表示
できませんが、 サーバーラ イセンスに関連付けられた機能のステータ スを表示できま
す。

ア クセス

• ヘルプ メ ニュー > イ ンス ト ールオプシ ョ ン  > ラ イセンスフ ァ イルタ ブ

Figure 1-152. [ イ ンス ト ールオプシ ョ ン ] ダイアログ、 [ ラ イセンスフ ァ イル ] タ ブ

Table 1-148. [ ラ イセンスフ ァ イル ] タ ブの内容

名前 説明

ラ イセンスフ ァ イル
列

ユーザーのコ ンピ ュータ上にある ラ イセンスフ ァ イルの
場所を表示し ます。
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関連 ト ピ ッ ク

ラ イセンスフ ァ イルまたはラ イセンスステータ スの表示

イ ンス ト ールオプシ ョ ンダイアログボ ッ クス、 オプ
シ ョ ン タ ブ

[ オプシ ョ ン ] タ ブを使用し て、 ラ イセンス情報を設定できます。 フ ローテ ィ ングラ イ
センスをご使用の場合は、 通常、 個別ラ イセンスのチ ェ ッ ク イ ン / チ ェ ッ クアウ ト が
必要にな り ます。 設定は powerpcb.ini フ ァ イルに保存されます。 

ヒ ン ト : ノ ー ド ロ ッ ク ラ イセンスの場合、 ラ イセンスの付与されたすべてのオプシ ョ
ンが使用可能で、 チ ェ ッ クアウ ト されています。 フ ローテ ィ ングラ イセンスの場合、
最初にログイ ン し たユーザーが使用可能なオプシ ョ ンを制御し ます。 

ア クセス

• ヘルプ メ ニュー > イ ンス ト ールオプシ ョ ン  > オプシ ョ ン タ ブ

ソース列 ラ イセンスのソースを表示し ます。

表示ボタ ン ボタ ンを ク リ ッ クする と、 ラ イセンスフ ァ イルの内容を
[ ラ イセンス情報 ] ボ ッ クスに表示し ます。
制限事項 : ノ ー ド ロ ッ ク ラ イセンスのみ。

状況ボタ ン [ ラ イセンス情報 ] ボ ッ クスにラ イセンスのステータ ス
を表示し ます。
制限事項 : フ ローテ ィ ングラ イセンスのみ。

ラ イセンス情報
ボ ッ クス

選択し たラ イセンスの内容 ( ノ ー ド ロ ッ クの場合 ) また
は状況 ( フ ローテ ィ ングの場合 ) を表示し ます。

Table 1-148. [ ラ イセンスフ ァ イル ] タ ブの内容 (cont.)
名前 説明
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Figure 1-153. [ イ ンス ト ールオプシ ョ ン ] ダイアログボ ッ クス、 [ オプシ ョ ン ] タ ブ

Table 1-149. [ オプシ ョ ン ] タ ブの内容

名前 説明

使用できる全ての
オプシ ョ ンを取り出
す

使用可能なすべてのラ イセンスオプシ ョ ンをチ ェ ッ クア
ウ ト / チ ェ ッ ク イ ン し ます。 各 PADS Layout モジュール
に関連する個別オプシ ョ ンを選択し、 オプシ ョ ンでデー
タベース制限を選択し たい場合は、 このチ ェ ッ クボ ッ ク
スを OFF にし ます。

オプシ ョ ン列 使用可能なオプシ ョ ンが表示されます。 チ ェ ッ クマーク
はユーザーによる指定を意味し ます。

ステータ ス列 該当のオプシ ョ ンが使用可能かど うかを示し ます。

モジュール領域 1 つまたは複数の PADS Layout モジュールに関連付けら
れた定義済みのオプシ ョ ンセ ッ ト を表示し ます。 
ヒ ン ト : 複数のモジュールで特定のオプシ ョ ンを設定し
ている場合、 その内の 1 つのモジュールを OFF にし て
も共有オプシ ョ ンは OFF にはな り ません。 使用し てい
るすべてのモジュールが OFF になった と きのみ、 共有
オプシ ョ ンが OFF にな り ます。 また、 オプシ ョ ンに
よ って、 他のオプシ ョ ンを制御する ものもあ り ます。 た
と えば、 ア ドバンスパッ ケージツールキッ ト オプシ ョ ン
を OFF にする と BGA オプシ ョ ン も OFF にな り ます。



PADS Layout User’s Guide, PADS 9.0304

PADS Layout GUI リ フ ァ レンス
IPC データ出力ダイアログボ ッ クス

関連 ト ピ ッ ク

ラ イセンスオプシ ョ ンのチ ェ ッ ク イ ン と チ ェ ッ クアウ ト

IPC データ出力ダイアログボ ッ クス
このダイアログボ ッ クスを使用し て、 IPC-D-356 ネ ッ ト リ ス ト フ ォーマ ッ ト を選択
し ます。

ア クセス

• フ ァ イルメ ニュー > 各種データ出力 > IPC356 フ ァ イルを選択 > 保存

Figure 1-154. [IPC データ出力 ] ダイアログボ ッ クス

データベースの範囲 [ データベースの範囲 ] 領域で、 ユーザーのラ イセンス
形態に適し たデータベース制限を指定し ます。 データ
ベース制限は使用できる結線 ( ピンペア ) 数に関連付け
られ、 標準データベースの場合は 1500、 拡張データ
ベースの場合は 6250 です。 ラ イセンスに応じ て、 デー
タベース制限の [Standard]、 [Expanded]、 [Unlimited] を選
択し、 選択し た制限の可用性を確認し ます。

Table 1-150. [IPC データ出力 ] ダイアログボ ッ クスの内容

名前 説明

IPC-D-356 はだか基板テス ト 情報ネ ッ ト リ ス ト をベーシ ッ クな 356
フ ォーマ ッ ト で作成するには、 このオプシ ョ ンを選択し ま
す。

IPC-D-356A はだか基板テス ト 情報ネ ッ ト リ ス ト をよ り高度な 356 
Revision A フ ォーマ ッ ト  で作成するには、 このオプシ ョ ン
を選択し ます。

Table 1-149. [ オプシ ョ ン ] タ ブの内容 (cont.)
名前 説明
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関連 ト ピ ッ ク

The IPC-D-356 Netlist

Exporting an IPC-D-356 Netlist

JEDEC 配列ピンを設定ダイアログボ ッ クス
[JEDEC 配列ピンを設定 ] ダイアログボ ッ クスを使用し て、 JEDEC 標準に従い、
アレ イ内の各ピンに英数字文字列を割り当てます。 

上のピン列から下に向かって、 A から割り当てていきます。 I、 O、 Q、 S、 X、 Z は
使用されません。 

ピン段は 1 から番号が始ま り ます。 段の番号は、 実装部品タ イプの場合は左から右、
サブス ト レー ト タ イプの場合は右から左に付けられます 20 列以上の配列の場合、 21
列目は AA と指定されます。 それ以降の列は、 AB、 AC…とい う よ う に指定されます。 

ア クセス

• ツールメ ニュー > 部品形状エデ ィ タ  > ツールメ ニュー > JEDEC ピンの指定

Figure 1-155. [JEDEC 配列ピンを設定 ] ダイアログボ ッ クス

関連 ト ピ ッ ク

JEDEC ピン配列を指定

Table 1-151. [JEDEC 配列ピンを設定 ] ダイアログボッ クスの内容

名前 説明

部品形状形式を指定 部品形状が実装部品かサブス ト レー ト かを指定し ます。

確認画面 実装部品またはサブス ト レー ト 形状タ イプでの、 英数字
名称の代入方向を表示し ます。
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ジャ ンパ名プロパテ ィ ダイアログボ ッ クス
[ ジャ ンパ名プロパテ ィ ] ダイアログボ ッ クスを使用し て、 ジャ ンパ名と その属性を
修正し ます。

ア クセス

• ジャ ンパ名を選択 > 右ク リ ッ ク > プロパテ ィ

または

• ジャ ンパを選択 > 右ク リ ッ ク > プロパテ ィ > ラベルボタ ン

Figure 1-156. [ ジャ ンパ名プロパテ ィ ] ダイアログボ ッ クス

Table 1-152. [ ジャ ンパ名プロパテ ィ ] ダイアログボ ッ クスの内容

名前 説明

属性 使用可能な属性。 ジャ ンパのラベルを作成する場合は、 ラベル
には参照名しか使用できません。
ヒ ン ト ： 非表示属性は、 非表示属性が設定される前にラベル作
成用に選択されていない限り、 [ 属性 ] リ ス ト には表示されま
せん。
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値 選択し た属性の値。 
ヒ ン ト ：
• [属性] リ ス ト で [参照名]または[パー ト タ イプ ]を ク リ ッ ク し

た場合、 属性が読取専用の場合、 または異なる属性形式の
ラベルの [ プロパテ ィ ] ダイアログボ ッ クスを開いた場合
は、 このボ ッ クスは使用できません。 ただ し、 選択し たラ
ベルが同じ タ イプの属性に属する場合、 このボ ッ クスの内
容を編集できます。

• 属性が異なる値を持っている場合、 このボ ッ クスは空欄に
な り ます。 ボ ッ クスに新規の値を入力する と、 選択し た属
性ラベルと その親オブジ ェ ク ト すべてに適用できます。

• 属性がECO登録済みで、PADS LayoutがECO モー ド ではない
場合も、 このボ ッ クスは使用できません。 

表示 ラベルの表示設定 ( 構成属性のラベル時 ) を制御し ます。 
• な し―非表示にし ます。
• 値―ラベル値のみ表示し ます。
• 名称と値―名前と値を表示し ます。
• 名称全体と値―完全な名前と値を表示し ます。

ヒ ン ト ： ラベルは、 [ 画面表示色を定義 ] ダイアログボ ッ クス
で、 ラベルの色を背景色と違う色に設定し ない限り、 非表示と
な り ます。 

フ ォ ン ト 使用可能なフ ォ ン ト 。 
ヒ ン ト ： 
• ス ト ローク フ ォ ン ト またはシステムフ ォ ン ト を選択し ます。
• システムフ ォ ン ト では、 フ ォ ン ト ス タ イルボタ ンまたは

ス タ イルの組み合わせを選択できます。 B は太字、 I は
斜体、 U は下線です。

層 使用可能な層。

相対座標 実装部品またはジャ ンパに相対的な X、 Y 座標にラベルを配置
し ます。 このチ ェ ッ クボ ッ クスを OFF にする と、 ラベルは設
計の基準原点に相対的な X、 Y 位置に配置されます。

X、 Y 指定の位置に部品形状ラベルを配置し ます。

回転 ラベルの回転角度を指定し ます。

高さ 寸法を指定し ます。

線幅 線幅を指定し ます。
制限事項 ： ス ト ローク フ ォ ン ト のみのオプシ ョ ンです。

反転 ラベルを反転し、 基板の底部から文字を読めるよ う にし ます。

Table 1-152. [ ジャ ンパ名プロパテ ィ ] ダイアログボ ッ クスの内容 (cont.)
名前 説明
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関連 ト ピ ッ ク

ジャ ンパ名プロパテ ィ の修正

ジャ ンパピンプロパテ ィ の修正

ジャ ンパプロパテ ィ の修正

ジャ ンパの使用

[ ジャ ンパピンプロパテ ィ ] ダイアログボ ッ クス

[ ジャ ンパプロパテ ィ ] ダイアログボ ッ クス

ジャ ンパピンプロパテ ィ ダイアログボ ッ クス
[ ジャ ンパピンプロパテ ィ ] ダイアログボ ッ クスを使用し て、 ジャ ンパピンが属する
ネ ッ ト 、 参照名、 ピン番号、 ジャ ンパピンが付随する結線、 選択し たジャ ンパピンの
座標を表示し ます。 

ア クセス

• ジャ ンパピンを選択 > 右ク リ ッ ク > プロパテ ィ

水平、 垂直 文字、 属性値、 寸法、 幅などが変更された時にオブジ ェ ク ト 間
で正し く 配置が行われるよ う、 文字の水平 / 垂直方向の位置調
整を設定し ます。
ヒ ン ト ： 
• 垂直方向の位置調整には、 左側、 中央、 右側があ り ます。

水平方向の位置調整には、 上側、 中央、 下側があ り ます。 
• 文字を選択し、 右ク リ ッ ク メ ニューの水平方向調整を

ク リ ッ ク、 次に左側、 中央、 右側のいずれかを選択するか、
右ク リ ッ ク メ ニューの垂直方向調整を ク リ ッ ク し て、 上側、
中央、 下側を選択し ます。

表示方向 ラベルが ( 左から右、 も し く はラベルが回転する場合は下から
上に ) 読めるかを制御し ます。 な し、 90°方向、 斜めボタ ンの
いずれかを ク リ ッ ク し、 ラベルを読む方向を指定し ます。

ジャ ンパボタ ン ジャ ンパプロパテ ィ ダイアログボ ッ クスを開きます。

Table 1-152. [ ジャ ンパ名プロパテ ィ ] ダイアログボ ッ クスの内容 (cont.)
名前 説明
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Figure 1-157. [ ジャ ンパピンプロパテ ィ ] ダイアログボ ッ クス

Table 1-153. [ ジャ ンパピンプロパテ ィ ] ダイアログボ ッ クスの内容

名前 説明

信号 ジャ ンパが属するネ ッ ト の指定。

参照名 ジャ ンパの参照名。

ピン番号 ジャ ンパ内のピンの番号。 ピン 1 はジャ ンパに入力し た最
初のピンです。

X/Y 選択し たピンの X、 Y 座標。 ピン位置を変更するには、 別
の値を入力し ます。

結線 ジャ ンパが付随する結線。

内層接続サーマル ピンまたはビアがサーマル受領に該当するかを判断し ます。
サーマルの状態はピンやビアで個々に設定され、 サーマル
イ ンジケータは内層接続層のみに表示されます。 ビアやピ
ンをどのベタにも接続し ない場合は、 このチ ェ ッ クボ ッ ク
スを OFF にし ます。
ピンやビアがサーマルを受領する対象と されても、 サーマ
ル属性は自動的には指定されません。
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テス ト ポイ ン ト ビアやピンをテス ト ポイ ン ト に設定し ます。 
参照 ： テス ト ポイ ン ト 検査の実施
選択し たオブジ ェ ク ト の状態によ って、 3 種類の状態がある
チ ェ ッ クボ ッ クスです。 選択し たすべてのビアやピンがテ
ス ト ポイ ン ト の場合は、 このチ ェ ッ クボ ッ クスは ON にな
り ます。 選択し たビアやピンがテス ト ポイ ン ト ではない場
合、 このチ ェ ッ クボ ッ クスは OFF にな り ます。 テス ト ポイ
ン ト であるビアやピンが混在する場合は、 チ ェ ッ クボ ッ ク
スは未定義の状態と な り ます。 
[ テス ト ポイ ン ト ] を有効にし て [ 適用 ] を選択する こ と で、
選択し たすべてのビアやピンをテス ト ポイ ン ト に設定でき
ます。 [ テス ト ポイ ン ト ] を無効にし て [ 適用 ] を選択する
と、 選択し たすべてのビアやピンから テス ト ポイ ン ト を削
除できます。 [ 適用 ] を ク リ ッ クする と、 ビアやピンをテス
ト ポイ ン ト にできるか、 パッ ド ス タ ッ クが自動的に検査さ
れます。 た と えば、 ベ リー ド ビアの場合、 プローブがベ
リー ド ビアに接続できないため、 テス ト ポイ ン ト にはでき
ません。

ヒ ン ト ： ビアまたはピンにテス ト ポイ ン ト フ ラグがついて
いる場合、 [ オプシ ョ ン ] ダイアログボ ッ クスの [ 配線 ] タ
ブで [ テス ト ポイ ン ト 表示 ] が選択されている と、 設計上で
そのビアまたはピンに矢印が表示されます。

部品面アクセス DFT 検査で部品面と半田面からテス ト ポイ ン ト のプローブ
を試みます。 デフ ォル ト は半田面です。 [ 部品面アクセス ]
が OFF の場合、 DFT 検査は自動的に半田面から テス ト ポイ
ン ト のプローブを試みます。 
参照 ： テス ト ポイ ン ト 検査の実施
[ 適用 ] を ク リ ッ クする と、 部品面アクセスが可能かど うか、
パッ ド ス タ ッ クが自動的に検査されます。 た と えば、 ビア
をテス ト ポイ ン ト と し て使用し たい場合、 部品面アクセス
のみで有効な非貫通ビアを割り当てる必要があ り ます。
ビアやピンがテス ト ポイ ン ト ([ テス ト ポイ ン ト ] が ON) の
場合、 [ 部品面アクセス ] オプシ ョ ンのみ設定できます。

パッ ド ス タ ッ ク
ボタ ン

[ ピンのパッ ド ス タ ッ クのプロパテ ィ ] ダイアログボ ッ クス
を開きます。 ジャ ンパ内の個々のピンのパッ ド ス タ ッ ク を
変更できます。 
参照 ： 部品形状エデ ィ タ でパッ ド ス タ ッ ク を編集

Table 1-153. [ ジャ ンパピンプロパテ ィ ] ダイアログボ ッ クスの内容 (cont.)
名前 説明
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関連 ト ピ ッ ク

ジャ ンパ名プロパテ ィ の修正

ジャ ンパピンプロパテ ィ の修正

ジャ ンパプロパテ ィ の修正

ジャ ンパの使用

ジャ ンパ名プロパテ ィ ダイアログボ ッ クス

[ ジャ ンパプロパテ ィ ] ダイアログボ ッ クス

ネ ッ ト と内層接続を接続

PADS Layout コ ンセプ ト ガイ ドの 「対話型配線」 章の 「ピンやビアをサーマルと し て
設定」 項目

ジャ ンパプロパテ ィ ダイアログボ ッ クス
[ ジャ ンパプロパテ ィ ] ダイアログボ ッ クスを使用し て、 ジャ ンパの位置、 ラベル、
寸法などを修正し ます。 

ア クセス

• ジャ ンパを選択 > 右ク リ ッ ク > プロパテ ィ

ジャ ンパボタ ン ジャ ンパ全体の設定を編集できる、 ジャ ンパプロパテ ィ ダ
イアログボ ッ クスを開きます。

属性ボタ ン オブジ ェ ク ト 属性ダイアログボ ッ クスを開き、 選択し たオ
ブジ ェ ク ト の属性情報を表示し ます。 テス ト ポイ ン ト 属性
を含む、 実装部品ピン、 ビア、 ジャ ンパピンのネイル径や
ネイルピン番号属性の表示と修正が行えます。

Table 1-153. [ ジャ ンパピンプロパテ ィ ] ダイアログボ ッ クスの内容 (cont.)
名前 説明
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Figure 1-158. [ ジャ ンパプロパテ ィ ] ダイアログボ ッ クス

Table 1-154. [ ジャ ンパプロパテ ィ ] ダイアログボ ッ クスの内容

名前 説明

参照名 ジャ ンパの参照名。

信号 ジャ ンパが属するネ ッ ト の指定。

X1/Y1 ボ ッ クス ピン 1 の X、 Y 座標。 位置を変更するには、 別の値を入力し
ます。

回転 ジャ ンパの回転。 回転を変更するには、 別の値を入力し ま
す。

長さ ジャ ンパの長さ。 長さ を変更するには、 別の値を入力し ま
す。 最小長と最大長の値の範囲内で入力し て く だ さい。

X2/Y2 ピン 2 の X、 Y 座標。 位置を変更するには、 別の値を入力し
ます。

最短長 ジャ ンパの最短長を指定し ます。

最大配線長 ジャ ンパの最大長を指定し ます。

増加間隔 最小長と最大長の範囲内でジャ ンパを引き伸ばす増分間隔を
指定し ます。
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関連 ト ピ ッ ク

ジャ ンパ名プロパテ ィ の修正

ジャ ンパピンプロパテ ィ の修正

ジャ ンパプロパテ ィ の修正

ジャ ンパの使用

ジャ ンパ名プロパテ ィ ダイアログボ ッ クス

ジャ ンパピンプロパテ ィ ダイアログボ ッ クス

シルク表示 ジャ ンパのシルク図形の外形表示を有効にし ます。
ヒ ン ト ： 
• CAM 出力では、 ジャ ンパのシルク図形外形のプロ ッ ト を

行う前に、 ジャ ンパが存在する層の [ 実装部品外形線 ] を
有効にする必要があ り ます。

• ジャ ンパ外形は 10 ミ ルに設定され、 修正は行えません。

ラベル 参照名、 パー ト タ イプ、 属性の既存ラベルを表示し ます。 既
存ラベルを編集するには、 リ ス ト 内でラベルを ク リ ッ ク し、
タ ブにあるボタ ンを ク リ ッ ク し ます。 実装部品ではな く ラベ
ルが選択され、 対応する [ ラベルプロパテ ィ ] ダイアログ
ボ ッ クスが表示されます。 そこ でラベルを修正し ます。
新規ラベルを作成するには、 リ ス ト から < 新規 > を ク リ ッ
ク し、 タ ブにあるボタ ンを ク リ ッ ク し ます。 新規ラベルの設
定を行う ための新規部品ラベルを追加ダイアログボ ッ クスが
表示されます。
ヒ ン ト ： ジャ ンパ名のプロパテ ィ を修正する場合、 使用可能
なラベルは参照名のみと な り ます。

ラベルリ ス ト で既存ラベルが選択されている場合、 対応する
[ ラベルプロパテ ィ ] ダイアログボ ッ クスが開きます。
ヒ ン ト ： ラベルの現在の色が背景色に設定されている場合、
このオプシ ョ ンは使用できません。 ラベルを有効にするに
は、 画面表示色を定義ダイアログボ ッ クスでラベルに非背景
色を指定し ます。
ラベルリ ス ト で < 新規 > が選択されている場合新規部品ラ
ベルを追加ダイアログボ ッ クスが開きます。

パッ ド ス タ ッ ク
ボタ ン

[ ピンのパッ ド ス タ ッ クのプロパテ ィ ] ダイアログボ ッ クス
を開きます。 ジャ ンパ内の個々のピンのパッ ド ス タ ッ ク を変
更できます。 
参照 ： 部品形状エデ ィ タ でパッ ド ス タ ッ ク を編集

Table 1-154. [ ジャ ンパプロパテ ィ ] ダイアログボ ッ クスの内容 (cont.)
名前 説明
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ジャ ンパダイアログボ ッ クス
[ ジャ ンパ ] ダイアログボ ッ クスを使用し て、 ジャ ンパまたはジャ ンパパッ ド ス タ ッ
ク を設定 / 修正し ます。 部品面または半田面にある SMD ジャ ンパ ( 単一層ジャ ンパ )
を作成し た り修正が行えます。 

ア クセス

• 設定メ ニュー > ジャ ンパ

[ ジャ ンパ ] ダイアログボ ッ クスの内容は、 選択し たパッ ド形状に応じ て異な り ます。
主な 3 つの違いは以下のとお り です ：

• Figure 1-159: [ ジャ ンパ ] ダイアログボ ッ クス―パッ ド  

• Figure 1-160: [ ジャ ンパ ] ダイアログボ ッ クス―サーマル

• Figure 1-161: [ ジャ ンパ ] ダイアログボ ッ クス―アンチパッ ド

Figure 1-159. [ ジャ ンパ ] ダイアログボ ッ クス―パッ ド
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Figure 1-160. [ ジャ ンパ ] ダイアログボ ッ クス―サーマル

Figure 1-161. [ ジャ ンパ ] ダイアログボ ッ クス―アンチパッ ド
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Table 1-155. [ ジャ ンパ ] ダイアログボ ッ クスの内容

名前 説明

適用オブジ ェ ク ト デフ ォル ト ―デフ ォル ト ジャ ンパを設定し ます。
設計―特定の設計でのジャ ンパを設定し ます。

参照名 使用できる参照名を表示し ます。

形状 寸法 層 ジャ ンパパッ ド ス タ ッ クの変更を行う層を表示し ます。
例外 ： 設計ジャ ンパの修正時、 設計の個々の層を リ ス ト
に追加し、 設計ジャ ンパを カス タ マイズできます。 形状
/ 直径 / 層リ ス ト を維持するには追加 / 削除ボタ ンを使用
し ます。

追加ボタ ン [ 層を追加 ] ダイアログボ ッ クスを開きます。

削除ボタ ン 選択し た形状を削除し ます。

ピン リ ス ト 使用可能なピンが表示されます。

ピン追加ボタ ン ピン リ ス ト に既存ピンを追加できる、 [ ピンを追加 ]
ダイアログボ ッ クスを開きます。

ピン削除ボタ ン 選択し たピンをピン リ ス ト から削除し ます。 

最短長 ジャ ンパの最小長を指定し ます。

最大長 ジャ ンパの最大長を指定し ます。

増加間隔 最小長と最大長の範囲内でジャ ンパを引き伸ばす増分間
隔を指定し ます。

全体にデフ ォル ト
使用ボタ ン

サーマルと アンチパッ ド形状を、 [ オプシ ョ ン ] ダイア
ログボ ッ クスの [ サーマル ] タ ブで指定された形状に設
定し ます。
制限事項 ： このオプシ ョ ンは、 [ パッ ド形状 ] がサーマ
ルまたはアンチパッ ド に設定されている場合に使用可能
です。 
参照 ： サーマルの設定
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パッ ド形式 パッ ドの形式を指定し ます ： パッ ド、 サーマル、 アンチ
パッ ド。
サーマルまたはアンチパッ ド を選択する と、 分割 / 混在
層や CAM ネガ内層で使用されるサーマルまたはアンチ
パッ ドの寸法や形状を設定する コ ン ト ロールを表示し ま
す (RS-274 出力の場合 )。 
参照 ： サーマルの設定
[ 長穴パラ メ ータ ] 領域で [ 長穴 ] チ ェ ッ クボ ッ クスを選
択し た場合は、 サーマルの長さは、 長穴の長さから ド リ
ル径を引いて、 内径幅を足し た合計と な り ます。
サーマルの外径の長さは、 長穴の長さから ド リル径を引
いて、 外径幅を足し た合計と な り ます。
ヒ ン ト ： [ 内径 ] と [ 外径 ] では、 サーマルの内径、 外径
を指定し ます。 内層接続面へのソ リ ッ ド接続 ( 塗り潰し
) をするには、 これらのオプシ ョ ンを同じ設定にし ます。
現在のパッ ド径は内径と し て使用され、 外径は、 同一
ネ ッ ト の [ パッ ド と コーナー ] 間のデフ ォル ト 規則によ
り設定されます。 アンチパッ ド については、 直径の初期
設定は、 現在のデフ ォル ト のパッ ド とベタ間規則に従っ
たものと な り ます。 [ オプシ ョ ン ] ダイアログボ ッ クス
の [ 分割内層接続層 / 混在内層接続層 ] タ ブで、 [ サーマ
ルと アンチパッ ド に設計規則を使用 ] を選択し た場合に
は、 外径は無視され、 外径が内径よ り小さい場合を除
き、 間隙規則が使用されます。 ただ し、 内径および外径
オプシ ョ ンでは、 常に塗り潰し を制御し ます。
アンチパッ ドの長さは、 長穴の長さから ド リル径を引い
て、 幅を足し た合計と な り ます。
ヒ ン ト ： 外層のアンチパッ ドは作成できません。
[ 形状 寸法 層 ] リ ス ト で外層を選択し た場合、 アンチ
パッ ドは使用できません。

形状ボタ ン [ 形状 寸法 層 ] リ ス ト で選択し た層に、 パッ ド形状を指
定し ます。 ビアパッ ド ス タ ッ ク を、 円形、 正方形、 環
状、 不定形、 長円形、 長方形と し て指定できます。
環状では、 内部パッ ド径を指定でき、 パッ ド内径を ド リ
ル外径の内側に引き込むこ とができます。 ベタパッ ドの
中心にあるパイ ロ ッ ト デ ィ ンプルは、 手動でプロ ト タ イ
プを製作する際の目印と なるよ う表示されています。
不定形のパッ ド形状は、 モアレ状のパッ ドや登録記号な
どの描画に便利です。 円形の外形線のみで、 通常はエア
ギャ ッ プ検査の印をつけるための領域と し て使用されま
す。

ド リル径に対する
パッ ド径

ド リル径に相対的なパッ ドの内径および外径を表示し ま
す。

Table 1-155. [ ジャ ンパ ] ダイアログボ ッ クスの内容 (cont.)
名前 説明
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関連 ト ピ ッ ク

ジャ ンパの設定

[ パッ ドパラ メ ータ ]
領域

選択し た形状によ り、 パッ ド形状の寸法のオプシ ョ ンは
異な り ます。
円形―直径 ( 長穴でない場合 )、 線幅 ( 長穴の場合 ) パッ
ド形状がサーマルの場合 ： 内径、 外径、 スポーク、 ス
ポーク角度、 スポーク幅。
正方形―寸法、 幅 ( 長穴でない場合 )、 コーナー形式と
半径。 パッ ド形状がサーマルの場合 ： 内径、 外径、 ス
ポーク、 スポーク角度、 スポーク幅。
環状―直径と内径
不定形―直径

Figure 1-162. 半径の例

ド リル径 ジャ ンパが貫通穴ジャ ンパの場合、 ド リル径を指定し ま
す。 
ヒ ン ト ： 円形パッ ドの表面実装ジャ ンパの場合、 ド リル
径を 0 にし ます。

シルク表示 ジャ ンパのシルク図形の外形を表示し ます。
ヒ ン ト ：
• CAM 出力では、 ジャ ンパのシルク図形外形のプロ ッ

ト を行う前に、 ジャ ンパが存在する層の [ 実装部品外
形線 ] を有効にする必要があ り ます。

• ジャ ンパ外形は 10 ミ ルに設定され、 修正は行えませ
ん。

パッ ド確認画面 現在のオプシ ョ ンでのパッ ド形状や寸法を表示し ます。

ネガ 確認画面の表示をネガ表示にし ます。
制限事項 ： サーマル形状でのみ有効です。

Table 1-155. [ ジャ ンパ ] ダイアログボ ッ クスの内容 (cont.)
名前 説明
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ラ テ ィ ム (Latium) 検査内容を設定ダイアログボ ッ
クス

ア クセス

• ツールメ ニュー > 設計検証 > ラ テ ィ ウム設計検証検査 > 設定ボタ ン

Figure 1-163. [ ラテ ィ ム (Latium) 検査内容を設定 ] ダイアログボ ッ クス

Table 1-156. [ ラテ ィ ム (Latium) 検査内容を設定 ] ダイアログボッ クスの内容

名前 説明

全てのネ ッ ト 各ネ ッ ト または階層レベルにおいて、 他の禁止領域に対し て間
隙検査を行います。 

基板外形線 基板外形線と基板カ ッ ト アウ ト の間隙配線規則を検査し ます。

基板外文字 基板外文字を検査し、 基板外文字のすべてのイ ンス タ ンスを間
隙エラーと し て記録し ます。

禁止領域 禁止領域制限違反を検査し ます。

同ネ ッ ト [ 間隙規則 ] ダイアログボ ッ クスで指定された とお り、 同一ネ ッ
ト のオブジ ェ ク ト 間の間隙を検査し ます。

ド リル⇔ド リル すべてのド リル穴間の間隙を検査し ます。 メ ッ キされた穴の直
径は、 パッ ド ス タ ッ ク ド リル径と ド リル超過寸法を足し て計算
されます。
ヒ ン ト ： ド リルと ド リル間のエラーレポー ト は、 ド リルペアの
1 層のみを対象と し ます。 
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関連 ト ピ ッ ク

ラテ ィ ム検査の設定

層の厚さ ダイアログボ ッ クス
[ 層の厚さ ] ダイアログボ ッ クスを使用し て、 層の厚さやサブス ト レー ト の厚さ、
誘電率などの定義ができます。 この情報は、 設計検証の際に電気特性検査 (EDC) で
使用されます。 

高速回路のプ リ ン ト 基板上の配線は、 隣接する導体に干渉を拡散させる伝送線と し て
機能する場合があ り ます。 高速回路の配線規則モジュールで、 ネ ッ ト ク ラス、 ネ ッ
ト 、 ピン間接続に対し て間隙を設定し て、 その後、 高速回路検査を行い、 イ ンピーダ
ンス、 遅延、 配線長、 デ ィ ジーチ ェーン ( 連鎖接続 )、 平行配線などのプロパテ ィ を
レポー ト し て く だ さい。 これらの障害は干渉が引き起こ し、 プロ ト タ イプのコ ス ト 上
の問題の原因と な り ます。 これらの検査は、 基板全体または特定のネ ッ ト に対し て実
行できます。 

必須事項 ：

配線幅 [ 間隙規則 ] ダイアログボ ッ クスで指定されている最小幅と最大
幅を超過し ていないかど うか、 配線を検査し ます。

配置外形 • デフ ォル ト 層モー ド では、 外形線を、 電気層ではな く 層 20
の外形線と照合し ます。 

• 増加層モー ド では、 外形線を、 層 120 の外形線と照合し ま
す。

ヒ ン ト ： 実際の実装部品外形線と正確に合致し ていない層 20
( または層 120) 上に外形線を作成できます。 この層によ り大き
な外形線を設定する こ と で、 実装部品付近の領域を他の目的の
ために空ける こ とができます。 この領域が空いているかを この
検査で確認し ます。

SMD 上のビア SMD 上のビア違反を検査し ます。

差動ペア 差動ペア違反を検査し ます。

配線長 配線長違反を検査し ます。

テス ト ポイ ン ト 設計上のテス ト ポイ ン ト を検査し ます。 この検査は、 プローブ
間隙、 プローブ用の最小ビア / パッ ド径、 SMD ピンプローブ、
実装部品面側の実装部品ピン上のテス ト ポイ ン ト 、 ネ ッ ト ご と
のテス ト ポイ ン ト 数、 ネイル直径の設定をチ ェ ッ ク し、 それら
の設定を DFT 検査プログラムでの設定内容と照合し ます °  

Table 1-156. [ ラテ ィ ム (Latium) 検査内容を設定 ] ダイアログボッ クスの内容 
(cont.)

名前 説明
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• 電気特性検査 (EDC) を実行する前にこれらの定義を設定し て く だ さい。

• EDC 実行前に、 [ 層構成を定義 ] ダイアログボ ッ クスで内層接続層を定義し て
お く 必要があ り ます。 2 層の基板に関し ては、 一時的に、 どち らかの層を内層
接続層と設定し ます。

ア クセス

• 設定メ ニュー > 層構成を定義 > 厚さボタ ン

Figure 1-164. [ 層の厚さ ] ダイアログボ ッ クス

Table 1-157. [ 層の厚さ ] ダイアログボ ッ クスの内容

名前 説明

名前 層の名前。

種類 層の種類を指定し ます。 編集可能な層は絶縁層のみです。 リ ス
ト からサブス ト レー ト またはプ リ プレグを選択し て く だ さい。

厚み 層の厚さ を指定し ます。
ヒ ン ト ： コーテ ィ ングが必要ない場合、 厚さは 0 に設定し ます。

絶縁層 誘電率の値を指定し ます。

編集ボタ ン 選択し たセルを編集できるよ う にし ます。
例外 ： グレーで表示されたセルは編集できません。

重量 ( オンス ) 銅箔の厚さ を平方面積あた りの重さ で表示 / 編集し ます。

設計 銅箔の厚さ を現在のデータベースの単位系と同じ単位で表示 /
編集し ます。

基板厚 基板厚さの合計を現在の設計単位系で表示し ます。
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層の厚さ を設定する

層構成を定義ダイアログボ ッ クス
[ 層構成を定義 ] ダイアログボ ッ クスを使用し て、 各層を定義し ます。

ア クセス

• 設定メ ニュー > 層構成を定義

Figure 1-165. [ 層構成を定義 ] ダイアログボ ッ クス
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Table 1-158. [ 層構成を定義 ] ダイアログボ ッ クスの内容

名前 説明

層リ ス ト • [ 層 ] 列―層番号を表示し ます。層 1 と最後の電気
層は、 実装部品面層と配線層に使用されてお り、
基板の部品面と半田面は、 自動的に部品実装面
層に指定されます。 さ らに電気層を追加する と、
最後の電気層が新たに半田面層にな り ます。
参照 ： 電気層数の修正

リ ス ト 内で最終電気層に続 く 層は、 非電気層か
文書層 ( ド キュ メ ン ト 層 ) です。 アセンブ リ図面
層、 ソルダーレジス ト 層やペース ト マスク層出
力などのため、 これらの層には文字や作図線分
を適用し ます。

• [ 形式 ] 列―層形式を表示し ます ：
• CM―実装部品面と非内層接続銅箔面
• RT―配線層と非内層接続銅箔面
• PL―配線層と CAM 内層接続銅箔面
• CP―実装部品面と CAM 内層接続銅箔面
• CX―実装部品面と分割 / 混在内層接続銅箔面
• RX―配線層と分割 / 混在内層接続銅箔面

• [ 方向 ] 列―指定された配線方向を表示し ます。
水平 (H)、 垂直 (V)、 任意方向 (A)、 ＋ 45 度方向
(/)、 － 45 度方向 (\)。

• [ 名称 ] 列―選択し た層の名前を指定し ます。

名称 層の機能を定義する名前。 テキス ト ボ ッ クスに、
層の機能が簡単に分かるよ う な名称を入力し ます。
この名称は、 層リ ス ト の名称欄と標準ツールバーの
層リ ス ト 内の名称欄に表示されます。

[ 電気層形式 ] 領域 • 部品実装面層―層を部品配置層と し て設定し ま
す。 

• 配線―層を配線層と し て設定し ます。 
部品面と半田面層を実装部品面と し て設定し、 部品
配置に使用する こ とができます。 内層は、 実装部品
面層と し て設定できません。 
電気層はすべて、 配線、 内層接続、 分割 / 混在層と
し て設定できます。 層が、 内層接続層や分割 / 混在
内層接続銅箔面層の場合には、 [ ネ ッ ト 指定 ] を使
用し て、 層に接続するネ ッ ト を指定する こ とができ
ます。   
部品面や半田面を実装部品面層と設定し ている場合
には、 関連性ボタ ンを使用し て、 選択し た層に ド
キュ メ ン ト 層 ( 文書層 ) を、 「マ ッ プ」 ( 関連付け )
する こ とができます。   
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[ 内層銅箔面形式 ] 領域 層リ ス ト 内の選択された層に層形式を指定し ます。
使用可能な層形式は以下のとお り です ：
• 配線層
• CAM 内層
• 分割 / 混在

[ 配線方向 ] 領域 すべての電気層に基本の配線方向を指定する必要が
あ り ます。 以下から選択し て く だ さい ：
• 水平
• 垂直
• 任意方向
• ＋ 45°
• － 45° 

ヒ ン ト ： 非電気層は配線方向を指定できません。 
配線方向は手動 / 自動配線のパフ ォーマンスに影響
し ます。 た と えば、 水平方向を選択し ても層上の配
線のほとんどが垂直と なる場合には、 配線編集の実
行が遅 く な り ます。 また、 任意方向を選んでも、 配
線編集の実行に影響する場合があ り ます。

関連性ボタ ン 実装部品層を指定ダイアログボ ッ クスを開きます。
ヒ ン ト ： 関連性ボタ ンは、 層リ ス ト で実装部品層を
選択し た場合に表示されます。 
参照 ： 実装部品面層と文書層の関連付け

ネ ッ ト 指定ボタ ン 内層接続層のネ ッ ト ダイアログボ ッ クスを開きま
す。 
ヒ ン ト ： ネ ッ ト 指定ボタ ンは、 層リ ス ト でグラウン
ド または電源層を選択し た場合に表示されます。 

片面基板 以下を指定し ます ：
• 接続性検査で、 非メ ッキ ド リル穴付きの実装部品

ピンの接続性エラーはレポー ト されません。 部品
面層に配置された実装部品と ジャ ンパは半田面
層のパッ ド にソルダージ ョ イ ン ト で接続されて
いる とみな されます。

• CAM 出力では、 パッ ド ス タ ッ クでの設定にかか
わらず、 すべての貫通穴ピン と ビアは非メ ッキ
とみな されます。

ヒ ン ト : 
• 電気層が 2 つある基板でのみ使用可能です。
• このオプシ ョ ンを選択し た場合、 修正ボタ ンは

使用できな く な り ます。

修正ボタ ン 電気層数を修正ダイアログボ ッ クスを開きます。

再指定ボタ ン 電気層を再指定ダイアログボ ッ クスを開きます。

厚さボタ ン 層の厚さ ダイアログボ ッ クスを開きます。

Table 1-158. [ 層構成を定義 ] ダイアログボ ッ クスの内容 (cont.)
名前 説明
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関連 ト ピ ッ ク

PADS Layout コ ンセプ ト ガイ ドの 「層モー ド」 項目

引出線分のプロパテ ィ ダイアログボ ッ クス
[ 引出線分のプロパテ ィ ] ダイアログボ ッ クスには、 選択し た寸法線矢印の座標情報
が表示され、 変更可能なオプシ ョ ン もあ り ます。

必須事項 ： このダイアログボ ッ クスを表示するには、 矢印がある引出線の最初の線分
を選択する必要があ り ます。

OK またはキャ ンセルを ク リ ッ クするまで、 [ 引出線分のプロパテ ィ ] ダイアログ
ボッ クスは開いた状態です。 ダイアログボ ッ クスが開いている時に他の引出線分を
選択する と、 ダイアログの内容は選択し た矢印についての情報に更新されます。  

ア クセス

• 寸法線の引出線分を選択 > 右ク リ ッ ク > プロパテ ィ

Figure 1-166. [ 引出線分のプロパテ ィ ] ダイアログボ ッ クス

有効 / 無効ボタ ン 層の有効 / 無効ダイアログボ ッ クスを開きます。

最大ボタ ン [ 最大層番号を増加 ] ダイアログボ ッ クスを開きま
す。 
ヒ ン ト ： 増加層モー ド に変更し た場合には、 すべて
の非電気層は 100 ずつ増加し ます。  

Table 1-158. [ 層構成を定義 ] ダイアログボ ッ クスの内容 (cont.)
名前 説明
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関連 ト ピ ッ ク

自動寸法プロセス

ラ イブ ラ リの一覧ダイアログボ ッ クス
[ ラ イブ ラ リの一覧 ] ダイアログボ ッ クスを使用し て、 設計に使用可能なラ イブ ラ リ
やラ イブ ラ リ検索の順序、 検索関連のオプシ ョ ンなどを指定し ます。 このダイアログ
ボッ クスで行う設定は、 [ ラ イブ ラ リ マネージャ ] ダイアログボ ッ クス内の [ ラ イブ ラ
リ ] リ ス ト の内容に影響し ます。

ア クセス

• フ ァ イルメ ニュー > ラ イブ ラ リ  > ラ イブ ラ リ一覧ボタ ン

Table 1-159. [ 引出線分のプロパテ ィ ] ダイアログボ ッ クスの内容

名前 説明

X、 Y 寸法線オブジ ェ ク ト の X、 Y 座標を表示し ます。 座標
は、 延長線の 1 つの下端から、 円弧の場合は半径の点
から計算されます。 位置を変えるには、 別の値を入力し
ます。

ペアレン ト ボタ ン 選択し たオブジ ェ ク ト に付属する寸法線オブジ ェ ク ト の
[ 寸法線のプロパテ ィ ] ダイアログボ ッ クスを開きます。

[ 層 ] リ ス ト 現在使用されている層を表示し ます。 リ ス ト から新しい
層を選択し ます。

線幅 寸法線オブジ ェ ク ト に使用されている現在の線幅を表示
し ます。 線幅を変更するには、 別の値を入力し ます。
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Figure 1-167. [ ラ イブ ラ リの一覧 ] ダイアログボ ッ クス

関連 ト ピ ッ ク

ラ イブ ラ リ マネージャダイアログボ ッ クス
[ ラ イブ ラ リ マネージャ ] ダイアログボ ッ クスを使用し て、 ラ イブ ラ リの作成、 ラ イ
ブ ラ リ内容の表示、 ラ イブ ラ リ内容の管理を行います。

Table 1-160. [ ラ イブ ラ リの一覧 ] ダイアログボ ッ クスの内容

名前 説明

ラ イブ ラ リ リ ス ト ラ イブ ラ リ マネージャのラ イブ ラ リ リ ス ト に現在記載
されている ラ イブ ラ リ。

読込属性 ステータ ス表示のみ。 このボッ クスは常にグレー表示
されています。

共有 このラ イブ ラ リ をネ ッ ト ワークで共有し ます。 複数の
ユーザーがこのラ イブ ラ リ フ ァ イルに同時にアクセス
できるよ う にな り ます。

検索許可 部品追加など、 ラ イブ ラ リ に関す X る操作を実行する
際に、 このラ イブ ラ リ を対象に含めます。

追加ボタ ン ラ イブ ラ リ リ ス ト にラ イブ ラ リ を追加し ます。

解除ボタ ン ラ イブ ラ リ リ ス ト から ラ イブ ラ リ を削除し ます。

上側 / 下側ボタ ン ラ イブ ラ リ リ ス ト 内のラ イブ ラ リの順序を変更し ます。

ラ イブ ラ リの可用性と検索オプシ ョ ンの設定
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ヒ ン ト ：

• 部品を設計に追加する際は、 ラ イブ ラ リ マネージャではな く 、 [ECO の部品を
追加 ] コマン ド をご使用 く だ さい。
参照 ： 実装部品の追加

• ラ イブ ラ リは、 部品形状およびパー ト タ イプの属性と属性ラベルを保存し ます
が、 属性値は保存し ません。  

• ラ イブ ラ リ マネージャは、 最大 65,536 個の実装部品をサポー ト し ています。  

• [ ラ イブ ラ リ マネージャ ] ダイアログボ ッ クス内には、 選択された項目の部品形
状、 CAE 形状、 ラ イ ンのグラ フ ィ ッ ク を表示し ます。 部品については、 最初に
割り当てられた部品形状が表示されます。

ア クセス

• フ ァ イルメ ニュー > ラ イブ ラ リ

Figure 1-168. [ ラ イブ ラ リ マネージャ ] ダイアログボ ッ クス
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Table 1-161. [ ラ イブ ラ リ マネージャ ] ダイアログボ ッ クスの内容

名前 説明

ラ イブ ラ リ リ ス ト 使用可能なすべてのラ イブ ラ リが表示されます。

新規ラ イブ ラ リ ボタ ン 新規ラ イブ ラ リの名前を場所を指定する [ 新規ラ イブ ラ
リ ] ウ ィ ン ド ウを開きます。

ラ イブ ラ リ一覧ボタ ン ラ イブ ラ リの一覧ダイアログボッ クスを開きます。

属性マネージャボタ ン ラ イブ ラ リ属性を管理ダイアログボ ッ クスを開きます。

確認画面 フ ィ ルタ リ ス ト 内で選択された項目を表示し ます。

[ フ ィ ルタ ] 領域 フ ィ ルタ リ ス ト を形状、 部品、 ラ イ ン、 ロジ ッ クで絞り
込みます。 フ ィ ルタボッ クスにワイルド カー ド を入力す
る と さ らに絞り込むこ とができます。

フ ィ ルタ リ ス ト フ ィ ルタ領域での設定による結果。

新規ボタ ン 動作はフ ィ ルタによ って異な り ます。
• 形状―新規部品形状で部品形状エデ ィ タ を開きます。
• 部品―名前の付いていない部品で [部品情報 ] ダイアロ

グボッ クスの [ ゲー ト ] タ ブを開きます。
• ラ イ ン―使用できません。 特別なラ イブ ラ リ ラ イ ンエ

デ ィ タはあ り ません。 ラ イ ンを作成、
編集し てラ イブ ラ リ に保存するには、 作図ツールをご
使用 く だ さい。
参照 ： PADS Layout コ ンセプ ト ガイ ドの 「作図」 章

• CAE―使用できません。CAE 部品形状の作成や編集に
は、 PADS Logic をご使用 く だ さい。

編集ボタ ン 動作はフ ィ ルタによ って異な り ます。
• 形状―選択し た部品形状で部品形状エデ ィ タ を開きま

す。
• 部品―選択し た部品で [部品情報 ] ダイアログボ ッ クス

の [ ゲー ト ] タ ブを開きます。
• ラ イ ン―使用できません。 特別なラ イブ ラ リ ラ イ ンエ

デ ィ タはあ り ません。 ラ イ ンを作成、 編集し てラ イブ
ラ リ に保存するには、 作図ツールをご使用 く だ さい。
参照 ： PADS Layout コ ンセプ ト ガイ ドの 「作図」 章

• CAE―使用できません。CAE 部品形状の作成や編集に
は、 PADS Logic をご使用 く だ さい。

削除ボタ ン 選択し た項目を ラ イブ ラ リから削除し ます。

コ ピーボタ ン 選択し た項目を別の名前でコ ピー、 または別のラ イブ ラ
リ にコ ピーし ます。

各種入力ボタ ン アスキーフ ァ イルから ラ イブ ラ リデータ を入力し ます。
フ ァ イル形式はフ ィ ルタによ って異な り ます。
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関連 ト ピ ッ ク

ログテス ト ダイアログボ ッ クス
BLT を使用し て、 BMW で作成し たセ ッ シ ョ ン再生メ デ ィ アを再生し ます。 

ア クセス

• BLT と入力 > Enter キー

ヒ ン ト : 何も起こ らない場合は、 PADS Layout を終了し て再起動し て く だ さい。

各種出力ボタ ン アスキーフ ァ イルにラ イブ ラ リデータ を出力し ます。
フ ァ イル形式はフ ィ ルタによ って異な り ます。

一覧を フ ァ イル出力
ボタ ン

動作はフ ィ ルタによ って異な り ます。
• 形状―1 つのラ イブ ラ リ内の部品形状のリ ス ト を作成

し ます。
• 部品―1 つのラ イブ ラ リ またはすべてのラ イブ ラ リ内

の部品のリ ス ト を作成し ます。
• ラ イ ン―1 つのラ イブ ラ リ内の部品形状のリ ス ト を作

成し ます。
• CAE―1 つのラ イブ ラ リ内の CAE 形状またはロジ ッ ク

シンボルのリ ス ト を作成し ます。

ラ イブ ラ リの作成 ラ イブ ラ リの可用性と検索オプシ ョ ンの
設定

ラ イブ ラ リの編集 ラ イブ ラ リ属性の管理

ラ イブ ラ リ内の全項目の削除 ラ イブ ラ リの入力と出力

ラ イブ ラ リ内の部品のレポー ト ラ イブ ラ リ内の部品形状、 ラ イ ン、
ロジ ッ ク記号のレポー ト

Table 1-161. [ ラ イブ ラ リ マネージャ ] ダイアログボ ッ クスの内容 (cont.)
名前 説明
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Figure 1-169. [ ログテス ト ] ダイアログボ ッ クス

関連 ト ピ ッ ク

セ ッ シ ョ ン再生メ デ ィ アの BLT での再生

ロジ ッ ク フ ァ ミ リ ダイアログボ ッ クス
[ ロジ ッ ク フ ァ ミ リ ] ダイアログボ ッ クスを使用し て、 ロジ ッ ク フ ァ ミ リ を追加、
削除、 編集し、 ロジ ッ ク フ ァ ミ リの参照名接頭辞を指定し ます。

ア クセス

• フ ァ イルメ ニュー > ラ イブ ラ リ  > ラ イブ ラ リ を選択 > 部品ボタ ン > 部品を選択 
> 新規 または編集ボタ ン > 一般設定タ ブ > フ ァ ミ リボタ ン

Table 1-162. [ ログテス ト ] ダイアログボ ッ クスの内容

名前 説明

メ デ ィ アデ ィ レ ク ト リ セ ッ シ ョ ン再生メ デ ィ アフ ァ イルを一覧表示し ます。

新名称 選択し た メ デ ィ アデ ィ レ ク ト リの名前を変更し ます。

名称変更 選択し た メ デ ィ アデ ィ レ ク ト リ を [ 新名称 ] ボッ クスの
名前で変更し ます。
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Figure 1-170. [ ロジ ッ ク フ ァ ミ リ ] ダイアログボ ッ クス

関連 ト ピ ッ ク

ロジ ッ ク フ ァ ミ リの追加、 削除、 修正

再利用を作成ダイアログボ ッ クス
[ 再利用を作成 ] ダイアログボ ッ クスを使用し て、 作成中の PDR の再利用形式と
再利用名を指定し ます。 

ア クセス

• 再利用に入れるオブジ ェ ク ト を選択 > 右ク リ ッ ク > 再利用構成を構築

Table 1-163. [ ロジ ッ ク フ ァ ミ リ ] ダイアログボ ッ クスの内容

名前 説明

フ ァ ミ リ ロジ ッ ク フ ァ ミ リの名前。

接頭辞 ロジ ッ ク フ ァ ミ リの接頭辞。

追加ボタ ン リ ス ト の一番下に行が追加され、 新規ロジ ッ ク フ ァ ミ リ を
追加できます。

編集ボタ ン 選択し たセルを編集できるよ う にし ます。

削除ボタ ン 選択し た行を削除し ます。
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Figure 1-171. [ 再利用を作成 ] ダイアログボ ッ クス

Table 1-164. [ 再利用を作成 ] ダイアログボ ッ クスの内容

名前 説明

再利用形式 PDR と その機能を説明し ます。 再利用形式はラ イブ ラ
リパー ト タ イプ と似ています。 PDR の再利用形式名を
255 文字以内で入力し ます。 スラ ッ シュ (\ /)、 コ ロン (:)、
アス タ リ スク (*)、 クエスチ ョ ンマーク (?)、 引用符 (")、
小な り、 大な り マーク (< >)、 パイプ (|)、 ピ リ オ ド (.) は
使用できません。 形式には空白 ( スペース ) を入れる こ
とができますが、 1 文字目または最後の文字と し てス
ペースを使用する こ とはできません。
同一の再利用形式名が存在し ないかど うか、 チ ェ ッ クが
行われます。 その形式名が既に使用されている場合、
エラー メ ッ セージが表示されます。 その場合は別の形式
を指定し て く だ さい。
ヒ ン ト ： 設計上で、 再利用名と再利用形式を表示する
方法はあ り ません。

再利用名 この PDR イ ンス タ ンスを識別するための名前を指定し
ます。 PDR の名前を 15 文字以内で入力し ます。 コ ンマ
(,)、 括弧 ({ })、 アス タ リ スク (*)、 スペース、 ピ リ オ ド
(.) は使用できません。
デフ ォル ト の再利用名は、 再利用形式に基づいたものと
な り ます。 た と えば、 設計再利用形式が Power Supply の
場合、 デフ ォル ト の再利用名は Power_Supply_1 と な り
ます。
同一の再利用名が存在し ないかど うか、 チ ェ ッ クが行わ
れます。 既にその再利用名が使用されている場合、 エ
ラー メ ッ セージが表示されます。 その場合は別の名前を
指定し て く だ さい。
ヒ ン ト ： 設計上で、 再利用名と再利用形式を表示する方
法はあ り ません。
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関連 ト ピ ッ ク

設計または設計内部品の再利用

ラ イブ ラ リ属性を管理ダイアログボ ッ クス
[ ラ イブ ラ リ属性を管理 ] ダイアログボ ッ クスを使用し て、 ラ イブ ラ リ毎の属性を
管理し ます。 個々も し く は全ラ イブ ラ リ に含まれる全ての部品や部品形状の属性を
追加、 削除、 名称変更できます。 また、 属性が全項目または個別の項目に適用される
場合でも、 ラ イブ ラ リ内の全ての属性を表示する こ とができます。

フ ァ イルに保存 他の設計で使用できるよ う、 PDR を フ ァ イルに保存
し ます。 現在の起動フ ァ イルの内容も PDR と共に保存
されます。 
参照 ： 起動フ ァ イルの作成
このオプシ ョ ンを選択し た場合、 OK を ク リ ッ クする と
[ 再利用を命名保存 ] ダイアログボ ッ クスが開きます。
新規作成される PDR を保存する フ ォルダを指定し て く
だ さい。 デフ ォル ト のフ ォルダは \PADS Projects\Reuse
です。
再利用フ ァ イルの拡張子は .reu で、 フ ァ イルメ ニューの
[ 開 く ] を選択し てフ ァ イルを開 く こ とができます。 
参照 ： 物理的再利用を開 く

選択解除レポー ト C:\MentorGraphics\<latest_release>PADS\SDD_HOME\Pro
grams フ ォルダにレポー ト フ ァ イルを作成し、 デフ ォル
ト のテキス ト エデ ィ タ で開きます。 フ ァ イルには、 PDR
では無効なため選択から除外された項目の一覧が含まれ
ます。
ヒ ン ト ： 選択解除レポー ト と選択内容レポー ト は、 同じ
フ ァ イル名で作成されます。 このフ ァ イルを保存し たい
場合、 デフ ォル ト のテキス ト エデ ィ タ を使用し て、 別の
フ ァ イル名で保存し て く だ さい。

選択内容レポー ト C:\MentorGraphics\<latest_release>PADS\SDD_HOME\Pro
grams フ ォルダにフ ァ イルを作成し、 デフ ォル ト のテキ
ス ト エデ ィ タ で開きます。 フ ァ イルには、 PDR に含ま
れる項目が記載されます。
ヒ ン ト ： 選択解除レポー ト と選択内容レポー ト は、 同じ
フ ァ イル名で作成されます。 このフ ァ イルを保存し たい
場合、 デフ ォル ト のテキス ト エデ ィ タ を使用し て、 別の
フ ァ イル名で保存し て く だ さい。

Table 1-164. [ 再利用を作成 ] ダイアログボ ッ クスの内容 (cont.)
名前 説明
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ア クセス

• フ ァ イルメ ニュー > ラ イブ ラ リ  > 属性マネージャボタ ン

Figure 1-172. [ ラ イブ ラ リ属性を管理 ] ダイアログボ ッ クス

Table 1-165. [ ラ イブ ラ リ属性を管理 ] ダイアログボ ッ クスの内容

名前 説明

ラ イブ ラ リ選択リ ス ト 使用可能なすべてのラ イブ ラ リが表示されます。

項目形式リ ス ト ラ イブ ラ リ リ ス ト の属性で表示する項目の形式を絞り込
みます。

ラ イブ ラ リ属性参照
ボタ ン

ラ イブ ラ リ属性を参照ダイアログボ ッ クスを開きます。

新規名称を編集ボタ ン 選択し た属性名を編集できるよ う にし ます。
ヒ ン ト ： [ 名称変更の選択済属性 ] で [ 新規名 ] 列の属性
が選択されている場合のみ、 このボタ ンを使用できます。

ラ イブ ラ リ中の属性
リ ス ト

選択し たラ イブ ラ リ内の属性リ ス ト 。
ヒ ン ト ： [ 名称変更の選択済属性 ] で [ 新規名 ] 列の属性
が選択されている場合のみ、 このボタ ンを使用できます。

追加 >> ボタ ン 名称変更リ ス ト に選択し た属性を追加し ます。

<< 解除ボタ ン 選択し た属性を名称変更リ ス ト から削除し ます。

<< 全解除ボタ ン すべての属性を名称変更リ ス ト から削除し ます。

名称変更の選択済属性
リ ス ト

名称変更するため選択し た属性のリ ス ト 。
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Markups ダイアログボ ッ クス
[Markups] ダイアログボ ッ クスを使用し て、 設計に関する課題を確認し た り ログを取
る こ とができます。 課題に対し て 2D ラ イ ンマークア ッ プを追加し、 その位置を外形
表示または強調表示できます。 マークア ッ プに設計オブジ ェ ク ト を リ ン ク させる こ と
も可能です。 その後、 課題のみまたは設計と課題をデータ出力し、 visECAD で追加情
報を参照し た り ログを取る こ とができます。

ア クセス

• 編集メ ニュー > マークア ッ プ

属性追加ボタ ン 新規属性を ラ イブ ラ リ に追加ダイアログボ ッ クスを開き
ます。

属性削除ボタ ン 選択し た属性を選択ラ イブ ラ リから削除し ます。

属性名変更ボタ ン 選択し たラ イブ ラ リ内で、 新規名称をつけたすべての属
性の名称変更を行います。

Table 1-165. [ ラ イブ ラ リ属性を管理 ] ダイアログボ ッ クスの内容 (cont.)
名前 説明
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Figure 1-173. [Markups] ダイアログボ ッ クス

Table 1-166. [Markups] ダイアログボ ッ クスの内容

名前 説明

ト ピ ッ ク を追加ボタ ン コ ラボレーシ ョ ンデータ ツ リーに新規 ト ピ ッ ク を
追加し ます。

課題を追加ボタ ン ツ リー内で現在アク テ ィ ブになっている ト ピ ッ クの
下に新規課題を追加し ます。
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関連 ト ピ ッ ク

マークア ッ プの追加

マークア ッ プのデータ入力

マークア ッ プのデータ出力

メ デ ィ アウ ィ ザー ド ダイアログボ ッ クス
BMW( ベーシ ッ ク メ デ ィ アウ ィ ザー ド ) は、 PADS Logic、 PADS Layout、 PADS Router
のセ ッ シ ョ ンを記録し、 再生するツールです。 PADS ツールにおいて問題が発生し た
場合、 その問題の特定と解決を行う PADS テ クニカルサポー ト エンジニアに情報を提
供をする際に役立ちます。

マークア ッ プを追加
ボタ ン

現在アク テ ィ ブな課題に新規マークア ッ プを追加
し ます。

削除ボタ ン コ ラボレーシ ョ ンデータ ツ リーから現在アク テ ィ ブ
な項目を削除し ます。

データ入力ボタ ン コ ラボレーシ ョ ンデータ フ ァ イル (*.clb) をブ ラウズ
し てデータ入力し ます。

データ出力ボタ ン コ ラボレーシ ョ ンを任意の名前のフ ァ イル (*.clb) に
データ出力し ます。

コ ラボレーシ ョ ンデータ
ツ リー

ダイアログボ ッ クス上部のツ リーで、 コ ラボレー
シ ョ ンデータが階層形式で表示されます。

エレ メ ン ト ツ リー マークア ッ プに リ ン ク されたエレ メ ン ト が表示され
ます。

ユーザー ボ ッ クスにユーザー名を入力する と、 アク テ ィ ブな
コ ラボレーシ ョ ンツ リー項目とユーザー名を関連付
ける こ とができます。

日付 現在アク テ ィ ブな コ ラボレーシ ョ ン項目の作成日時
を表示し ます。

コ メ ン ト 現在アク テ ィ ブな コ ラボレーシ ョ ン項目にコ メ ン ト
を入力し て追加し ます。

テキス ト マークア ッ プのテキス ト が表示されます。 PADS 
Layout では使用できませんが、 他のソ フ ト ウ ェ アで
は作成されたマークア ッ プ と関連付けられたテキス
ト が表示されます。

フ ァ イル コ ラボレーシ ョ ン フ ァ イルをデータ入力 / 出力する
際に、 フ ァ イルのパス と名前が表示されます。

Table 1-166. [Markups] ダイアログボ ッ クスの内容

名前 説明
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ア クセス

• BMW と入力 > Enter キー

Figure 1-174. [ メ デ ィ アウ ィ ザー ド ] ダイアログボ ッ クス

関連 ト ピ ッ ク

BMW と BLT

Table 1-167. [ メ デ ィ アウ ィ ザー ド ] ダイアログボ ッ クスの内容

名前 説明

メ デ ィ アウ ィ ザー ド
領域

メ デ ィ アウ ィ ザー ド での実行内容を指定し ます。
• 現在のセ ッ シ ョ ンのメ デ ィ アを作成 — 再現するセ ッ

シ ョ ンが PADS ツールのク ラ ッ シュ を起こ さ なかっ
た場合は、 この手順を使用し ます。

• 直前のセ ッ シ ョ ンのメ デ ィ アを作成 — 再現するセ ッ
シ ョ ンで PADS ツールがク ラ ッ シュ し、 ク ラ ッ シュ
し たセ ッ シ ョ ンのセ ッ シ ョ ン再生メ デ ィ アの自動作
成 に記載された制約事項に該当するため、 自動作成
手順が使用できない場合は、 この手順を使用し ます。

• ログ中止 — メ デ ィ アウ ィ ザー ド で以降の動作をログ
し ないよ う にし ます。

ユーザーイニシャル ユーザーのイニシャルを指定し ます。 フ ァ イルのオー
ナーを特定できるよ う、 再生メ デ ィ アフ ァ イル名には
ユーザーのイニシャルが入り ます。

最終保存の前に動作
を削除

[ 開 く ] コマン ド を最初に使用し てから最後の [ 保存 ] コ
マン ド までの間に記録された入力内容を全て削除し ま
す。 これで問題の原因と なった一連の操作の前に行われ
た操作を削除する こ とができます。 テ クニカルサポー ト
エンジニアが問題を特定しやす く な り ます。
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高さ を喪失ダイアログボ ッ クス
[ 高さ を喪失 ] ダイアログボ ッ クスは、 IDF への出力時、 設計上のパー ト タ イプ と
部品形状ペアの高さ情報が不明な場合に表示されます。 

ア クセス

Geometry.Height 属性が存在し ない場合や、 IDF に出力されるパー ト タ イプや部品形状
ペアの高さが 0 に設定されている場合、 [ 高さ を喪失 ] ダイアログボ ッ クスが表示さ
れます。

Figure 1-175. [ 高さ を喪失 ] ダイアログボ ッ クス

関連 ト ピ ッ ク

IDF へのデータ出力中に欠けている高さ を指定

混在内層を設定ダイアログボ ッ クス
[ 混在内層を設定 ] ダイアログボ ッ クスを使用し て、 内層検査を設定し ます。

Table 1-168. [ 高さ を喪失 ] ダイアログボ ッ クスの内容

名前 説明

そのパー ト タ イプに
は高さがあ り ません

高さ を喪失し ているパー ト タ イプを表示し ます。

使用中の形状 パー ト タ イプ と関連付けされた部品形状を表示し ます。

高さ パー ト タ イプ と部品形状ペアのパッ ケージ高さ と設置
高さ を入力し ます。
ヒ ン ト ： 高さに値 0 を指定する と、 IDF フ ァ イルは正し
く データ入力されますが、 機械設計システムによ って
は、 高さの入力を要求される場合があ り ます。  

設計単位系 設計単位を表示し ます。

全部品対象 すべてのパー ト タ イプ と部品形状ペアにこの高さ を適用
し ます。
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ア クセス

• ツールメ ニュー > 設計検証 > 内層接続検査 > 設定ボタ ン

Figure 1-176. [ 混在内層を設定 ] ダイアログボ ッ クス

関連 ト ピ ッ ク

内層接続検査の設定

モー ド レス コ マン ド ダイアログボ ッ クス
モー ド レスコ マン ド と よばれる コ マン ドのシ ョ ー ト カ ッ ト キーを使用し て、 一部の
機能の設定や変更をいつでも行う こ とができます。

Table 1-169. [ 混在内層を設定 ] ダイアログボ ッ クスの内容

名前 説明

[ 形式 ] 領域 • サーマル接続状況のみを確認―設計において、 分割 /
混在または CAM 内層接続サーマルの接続性を検査
し ます。 この検査を使用し て、 サーマル属性設定を
持たないピンやビアを検索し た り、 内層接続層にな
いピン ( サーマルが接続されない ) を検索し ます。
[ ジャ ンパピンのプロパテ ィ ]、 [ ピンのプロパテ ィ
]、 [ ビアのプロパテ ィ ] ダイアログボ ッ クスでサー
マル属性を設定できます。

• 間隙と接続状況のみを確認―設計において、 分割 /
混在内層接続の間隙と接続性エラーを検査し ます。
設計内で分割 / 混在内層接続層が接続されていない
場合、 検査開始前に銅箔接続が行われます。

同一層の結線状況 分割 / 混在内層接続層上で、 銅箔面領域が連続的である
こ と を確実にし ます。 特定のネ ッ ト の銅箔面領域は、 別
の層へ接続されずに、 ベタ同士が接触し ている必要があ
り ます。
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ア クセス

• 使用し たいコ マン ドのモー ド レスコ マン ド ( シ ョ ー ト カ ッ ト キー ) を入力し ま
す。 

Figure 1-177. [ モー ド レス コマン ド ] ダイアログボ ッ クス

モー ド レスコ マン ド

以下はすべてのモー ド レスコ マン ドの一覧です。 この表では、

<X, Y> ＝座標

<s> ＝文字

<n> ＝数値を表し ます。 

Table 1-170. モー ド レスコ マン ド

シ ョ ー ト
カ ッ ト キー

説明

C 補色フ ォーマ ッ ト 。 補色フ ォーマ ッ ト に表示を変更するには、
C と入力し、 Enter キーを押し ます。 補色フ ォーマ ッ ト では、
内層接続層にあるサーマルと アンチパッ ドが表示されます。
通常の補色な し表示に戻すには、 再度 C を入力し、 Enter キーを
押し ます。

D 前回最後に表示し ていた層の表示の ON/OFF 切り替えを行いま
す。 

DO ド リル外形線表示の ON/OFF 切り替えを行います。 
E エン ド ビアモー ドの切り替えを行います。

• ビアを追加し ないで配線終了 ( 配線は何もないと こ ろで終了
し ます )。  

• ビアを追加し て配線終了 ( 配線はビアで終了し ます )。  
• エン ド テス ト ポイ ン ト を追加し て配線終了 ( 配線はテス ト ポイ

ン ト ビアで終了し ます )。 
I データベース整合性テス ト プログラムを起動し ます。 
L <n> 現在層を <n> へ変更し ます。 <n> は、 番号または名前と な り ま

す。 例 ： L 2、 L top
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N <s> ネ ッ ト を 1 つずつ強調表示し ます。 強調表示されたネ ッ ト <s> を
最前面に表示するには、 N GND のよ う に、 コ マン ド を繰り返し
実行し て く だ さい。

N- 強調表示されたネ ッ ト を、 逆の順番で元の表示に戻し ます。

N ネ ッ ト の強調表示をすべて解除し ます。 
O <r> パッ ド と配線の外形線を表示し ます。 

参照 ： 外形線表示モー ドの使用

PO ベタ外形線の ON/OFF 切り替えを行います。 
PN ピン番号表示の ON/OFF 切り替えを行います。 ( 設計内でピン

番号を表示、 また、 表示中であれば非表示にし ます。 )
Q 高速測定コマン ド。 グ リ ッ ド引込みが ON の場合、 設計グ リ ッ ド

に引込みます。 OFF になっている場合、 測定はグ リ ッ ド レス と
な り ます。 このコ マン ド を使って、 正反対に位置するグ リ ッ ド
ノ ー ド間の正確なユーク リ ッ ド距離も測定できます。

QL 高速距離検査コマン ド。 測定し たい配線項目 ( 配線線分、 ネ ッ
ト 、 ピンペアなど ) を領域で選択し ます。 QL と入力し、 Enter
キーを押し ます。 配線済み / 未配線の配線項目の長さおよびその
全長が、 デフ ォル ト のテキス ト エデ ィ タ で表示されます。

R <n> 実寸表示最小線幅を <n> にし ます。 例 ： R 50
RV 再利用構成操作の ON/OFF を切り替え、 値と許容範囲属性の比較

を行うか、 または無視するかを設定し ます。 
参照 ： 動詞モー ド で同類の再利用構成を作成、 オブジ ェ ク ト モー
ド で同類の再利用構成を作成

SPD 分割 / 混在内層接続層に生成された内層接続データ を表示し ま
す。 このコマン ドは、 [ オプシ ョ ン ] ダイアログボ ッ クスの [ 分
割内層接続層 / 混在内層接続層 ] タ ブのオプシ ョ ンを コ ン ト ロー
ルし ます。

SPI 内層接続サーマルイ ンジケータ を表示し ます。 このコ マン ドは、
[ オプシ ョ ン ] ダイアログボッ クスの [ 分割内層接続層 / 混在内層
接続層 ] タ ブのオプシ ョ ンを コ ン ト ロールし ます。

SPO 分割 / 混在内層接続層の内層接続多角形外形線を表示し ます。
このコマン ドは、 [ オプシ ョ ン ] ダイアログボ ッ クスの [ 分割内
層接続層 / 混在内層接続層 ] タ ブのオプシ ョ ンを コ ン ト ロール
し ます。

T 透視画面表示モー ドの切り換えを行います。 
参照 ： 透視画面表示モー ドの使用

UM 設計単位を ミ ルに設定し ます。

Table 1-170. モー ド レスコ マン ド  (cont.)
シ ョ ー ト
カ ッ ト キー

説明
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UMM 設計単位を ミ リ メ ー ト ルに設定し ます。

UI 設計単位を イ ンチに設定し ます。

X 文字外形線表示の ON/OFF 切り替えを行います。 
W <n> 線幅を <n> に変更し ます。 例 ： W 5

グ リ ッ ド コマン ド

G<x> {<y>} グ リ ッ ドのグローバル設定。 2 番目のパラ メ ータはオプシ ョ ンで
す。 設計グ リ ッ ド と ビアグ リ ッ ド を同時に設定し ます。
例 ： G 25、 G 8.3、 も し く は、 G 16-2/3、 G 25 25

GD<x> 
{<y>}

ド ッ ト グ リ ッ ド設定。 例 ： GD 8-1/3、 GD 25 25、 GD 100。 2 番目
のパラ メ ータはオプシ ョ ンです。

GP 極座標グ リ ッ ドの ON/OFF。 放射状部品移動や実装部品の円弧
アレ イ、 また放射状の作図を作成する際に、 極座標グ リ ッ ド を
使用し ます。

GP r a 極座標 ( 半径と角度 ) で指定された点に移動し ます。 
GPR r 既存の角度を使用し て、 半径で指定し た点に移動し ます。

GPA a 既存の半径を使用し て、 角度で指定し た点に移動し ます。

GPRA da 既存の半径を使用し て、 現在の角度の値 (da) で指定し た点に
移動し ます。

GPRR dr 既存の角度を使用し て、 現在の半径で指定し た点 (dr) に移動し ま
す。

GR<xx> 設計グ リ ッ ドの設定。 例 ： GR 8-1/3、 GR 25 25、 G 25
GV<xx> ビアグ リ ッ ドの設定。 例 ： GV 8-1/3、 GV 25 25、 GV 25

ヒ ン ト ： 

•  - 8 = (8)、 - 8-1/3 = (8 と 1/3)、 - 8.33 = (8.33)

• 現在のグ リ ッ ド に関係な く 、 座標位置を検索し た り、 カーソルを移動
する こ とが可能です。 ただ し、 グ リ ッ ド オプシ ョ ンの [ グ リ ッ ド引込 ]
を設定する と、 グ リ ッ ド上での設計操作が制限されます。

探索コマン ド

S<s> 参照名 / ピン番号 <s> を検索し ます。 例 ： SU 1.1、 SU 1
S<n> <n> <n> <n> で指定し た絶対座標を検索し ます。 例 ： S 1000 1000
SR <n> <n> 相対座標 X、 Y を検索し ます。 例 ： SR -200 100
SRX <n> 相対座標 X を検索し ます。 例 ： SRX 300

Table 1-170. モー ド レスコ マン ド  (cont.)
シ ョ ー ト
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SRY <n> 相対座標 Y を検索し ます。 例 ： SRY 400
SS <s> 参照名による検索と選択を行います。 例 ： SS U10

ヒ ン ト ： モー ド レスコ マン ド ではスペースが重要な場合があ り ま
す。 た と えば、 SS W1 と S SW1 では意味が異な り ます。 SS W1
は W1 を検索し て選択する コマン ド ですが、 S SW1 は SW1 を検
索する コマン ド にな り ます。

SS <s>* アス タ リ スク (*) を使用し て、 検索と選択ができます。 SS、
スペース、 検索し たい文字列、 アス タ リ スクの順に入力し ます。
た と えば、 参照名が C で始まる全実装部品を検索 / 選択する場合
には、 次のよ う に入力し ます ： SS C*。 C で始まる参照名の実装
部品がすべて選択されます。  
ヒ ン ト ： このコマン ドは、 部品の配置に役立ちます。 た と えば、
SS R* コ マン ド を使用し て全抵抗部品を選択し、 ポ ッ プア ッ プ
メ ニューから順次移動を選び、 選択し た部品を配置する こ とが
できます。

SX <n> 絶対座標 X<n> と現在の Y 座標へ移動し ます。 例 ： SX 300
SY <n> 絶対座標 Y<n> と現在の X 座標へ移動し ます。 例 ： SY 400
XP 配線幅よ り も小さいコーナーの配線を調整できるよ う、 線幅では

な く ピ クセルを使用し て配線線分の検索と選択を行います。 

ク イ ッ ク層表示コマン ド

Z ク イ ッ ク層表示。 コ マン ド引数を指定し ない場合、 最初の層が表
示されます。

Z {+<layer>} 
{-<layer>}

現在表示されている層に層を追加 / 削除し ます。 例 ：
• Z +O と入力する と、 外層を表示し、 他の層の可視性は変更

し ません。
• Z -O と入力する と、 外層を非表示にし、 他の層の可視性は

変更し ません。
• Z -2 +O と入力する と、 層 2 を非表示にし、 外層を表示し ます

Z <n-m> 入力し た層の範囲のみ表示し ます。 た と えば、 Z 2-4 と入力する
と、 層 2、 3、 4 を表示し ます。 範囲は [ ] で囲まないで く だ さい

Z <layer n> 
{<layer m> 
...}

入力し た層のみ表示し ます。 た と えば、 Z 2 4 d と入力する と、
層 2、 4 および文書層を表示し ます。

Z * 全層を表示し ます。
制限事項 : Z はアス タ リ スク  * 正規表現のみサポー ト し ています

Z ADB Assembly Drawing Bottom 層を表示し ます。

Z ADT Assembly Drawing Top 層を表示し ます。

Table 1-170. モー ド レスコ マン ド  (cont.)
シ ョ ー ト
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Z B 半田面層のみ表示し ます。

Z C 現在層のみ表示し ます。

Z D 文書層をすべて表示し ます。

Z E 電気層をすべて表示し ます。

Z I 内層をすべて表示し ます。

Z O 外層 ( 部品面層と半田面層 ) のみ表示し ます。

Z T 部品面層のみ表示し ます。

Z PMB Paste Mask Bottom を表示し ます。

Z PMT Paste Mask Top を表示し ます。

Z SMB Solder Mask Bottom を表示し ます。

Z SMT Solder Mask Top を表示し ます。

Z SSB Silk Screen Bottom を表示し ます。

Z SST Silk Screen Top を表示し ます。

ZR <name> ク イ ッ ク層表示設定を復元し ます。 た と えば、 ZR L23 と入力す
る と、 L23 と し て保存された設定を復元し ます。
参照 : ZS

ZS <name> 現在表示されている層を ク イ ッ ク層表示設定と し て保存し ます。
た と えば、 ZS L23 と入力する と、 現在の設定を L23 と し て保存
し ます。 ク イ ッ ク層表示設定は PADS Layout を終了するまで有
効にな り ます。
参照 : ZR

角度コマン ド

AA 任意角度

AD 45 度方向 
AO 90 度方向

取り消し コマン ド

UN [<n>] 複数の操作 (1 ～ 100) を元に戻すコマン ド。 <n> はオプシ ョ ンで
す。 ( 例 ： UN 2)。 UN は、 直前 1 回の操作を元に戻し ます。

RE [<n>] 複数の操作 (1 ～ 100) をやり直すコマン ド。 <n> はオプシ ョ ンで
す。 ( 例 ： RE 2)。 RE は、 直前 1 回の操作をやり直し ます。

設計規則のチ ェ ッ ク (DRC) コ マン ド

DRP DRC モー ド を ON にし ます。

Table 1-170. モー ド レスコ マン ド  (cont.)
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DRW 警告を行います。

DRI 間隙を無視し ます。

DRO DRC モー ド を OFF にし ます。

配線コマン ド

E ビアを追加し て配線終了、 ビアを追加し ないで配線終了、 テス ト
ポイ ン ト を追加し て配線終了のモー ド切り換えを行います。 

LD 現在の層の配線方向 ( 水平、 垂直 ) を切り替えます。 
PL <n> <n> ペア層コマン ド。 <n> は、 層番号または層の名称と な り ます。

( 例 ： PL 1 2、 PL top bottom)
SH 押し退けモー ド ON/OFF の切り替えを行います。

V < 名前 > ビア形式を選択し ます。 例 ： V standard via
VA ビアを自動で選択し ます。

VP 非貫通ビアを使用し ます。 
VT 貫通穴ビアを使用し ます。

T 透視画面表示モー ドの切り換えを行います。

作図オブジ ェ ク ト コ マン ド

HC 円形作図モー ド  
HH 直線作図モー ド  
HP 多角形作図モー ド  
HR 長方形作図モー ド  

その他のコマン ド

? このヘルプ ト ピ ッ ク を表示し ます。

BMW [ ベーシ ッ ク メ デ ィ アウ ィ ザー ド ] ダイアログボ ッ クスを開きま
す。 
• BMW は、 問題のある PADS Logic、 PADS Layout、 PADS 

Router セ ッ シ ョ ンに対し て、 セ ッ シ ョ ンの再生メ デ ィ アを記
録し ます。 前回の PADS セ ッ シ ョ ン も し く は現在のセ ッ シ ョ
ンに基づ く 再生メ デ ィ アを作成できますこの再生メ デ ィ アは、
BLT モー ド レス コマン ド を使用し て再生できます。

• BMV はコ マン ド ラ イ ンオプシ ョ ンでもあ り ます。 
参照 : BMW と BLT 

BMW ON BMW セ ッ シ ョ ンのログを開始し ます。

Table 1-170. モー ド レスコ マン ド  (cont.)
シ ョ ー ト
カ ッ ト キー
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関連 ト ピ ッ ク

モー ド レスコ マン ドの入力

シ ョ ー ト カ ッ ト キー

NC ド リルオプシ ョ ンダイアログボ ッ クス
[NC ド リルオプシ ョ ン ] ダイアログボ ッ クスを使用し て、 NC ド リル文書の追加時や
編集時の NC ド リル出力プロ ッ ト パラ メ ータ を定義し ます。

ア クセス

• フ ァ イルメ ニュー > CAM > 追加ボタ ン > 分記録文書形式リ ス ト から NC ド リル
を選択 > ド リルボタ ン > オプシ ョ ンボタ ン

または

• フ ァ イルメ ニュー > CAM > 文書名を選択 > 編集ボタ ン > 記録文書形式から  NC
ド リルを選択 > ド リルボタ ン > オプシ ョ ンボタ ン

BMW OFF BMW セ ッ シ ョ ンのログを停止し ます。

BLT ベーシ ッ ク ログテス ト 。 [ ログテス ト ] ダイアログボ ッ クスを
開きます。 BLT コマン ド を実行する と、 BMW セ ッ シ ョ ン再生
メ デ ィ アの検索 / 実行を行います。 
参照 ： BMW と BLT 

F<s> フ ァ イル <s> を開きます。 <s> は開 く フ ァ イルのパスおよび
フ ァ イル名と な り ます。

Table 1-170. モー ド レスコ マン ド  (cont.)
シ ョ ー ト
カ ッ ト キー
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Figure 1-178. [NC ド リルオプシ ョ ン ] ダイアログボ ッ クス

Table 1-171. [NC ド リルオプシ ョ ン ] ダイアログボ ッ クスの内容

名前 説明

回転 ド リル図画の回転方法を指定し ます。 角度を 0、 90、
180、 270 度から選択し て く だ さい。

原点オフセ ッ ト X/Y 設計原点がド リルマシン原点と同じになるよ う、 基板を
動かすオフセ ッ ト を指定し ます。 X に正の数値を指定す
る と、 基板が右側に移動し ます。 Y に正の数値を指定す
る と、 基板が上側に移動し ます。

反転 画像を反転し ます。

回数 X/Y パターンを反復する回数を指定し ます。

距離 X/Y 隣接するパターン間の距離を指定し ます。 重複を避ける
ため、 距離は基板寸法と同じ も し く はそれよ り大きい値
を設定し て く だ さい。 すべてのボ ッ クスの値が 0 の場
合、 間隔と反復は行いません。

貫通ビア 貫通ビアのド リルを指定し ます。

非貫通ビア 非貫通ビアのド リルを指定し ます。

ド リルペア ド リルを行う層ペアを指定し ます。
制限事項 ： 非貫通ビアのド リルを指定し た場合のみ使用
可能です。

メ ッキ有ピン メ ッキ有ピンのド リルを指定し ます。
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関連 ト ピ ッ ク

NC ド リルプロ ッ ト オプシ ョ ンの設定

NC ド リル設定ダイアログボ ッ クス
[NC ド リル設定 ] ダイアログボ ッ クスを使用し て、 Excellon 出力や Drill Listing
パラ メ ータ を設定し ます。

ア クセス

• フ ァ イルメ ニュー > CAM > 追加ボタ ン > 記録文書形式リ ス ト から NC ド リルを
選択 > ド リルボタ ン > デバイス設定ボタ ン

または

• フ ァ イルメ ニュー > CAM > 文書名を選択 > 編集ボタ ン > 記録文書形式リ ス ト
から NC ド リルを選択 > ド リルボタ ン > デバイス設定ボタ ン

Figure 1-179. Excellon タ ブ

メ ッキ無ピン メ ッキ無ピンのド リルを指定し ます。 メ ッ キ無ピンは
通常、 取り付け穴です。

テス ト ポイ ン ト テス ト ポイ ン ト 位置をプロ ッ ト し ます。

一覧出力生成 位置ご とのド リル穴寸法の一覧を生成し ます。 NC ド リ
ル CAM 文書を実行する と、 .lst 拡張子の CAM フ ァ イル
が追加生成されます。

Table 1-171. [NC ド リルオプシ ョ ン ] ダイアログボ ッ クスの内容 (cont.)
名前 説明
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Figure 1-180. Drill Listing タ ブ

Figure 1-181. [NC ド リル設定 ] ダイアログボ ッ クス

Table 1-172. [NC ド リル設定 ] ダイアログボ ッ クスの内容

名前 説明

出力形式 出力形式を指定し ます ： ASCII または EIA-244 

単位系 使用する単位系を指定し ます ： イ ンチ、 ミ リ。
ヒ ン ト ： Excellon タ ブの [ 単位 ] リ ス ト では、 あらかじ
め定義された整数部と小数部の複数選択が可能です。

[ タ イプ ] 列 形式文字列のタ イプを表示し ます。

[ 文字列 ] 列 形式文字列を表示し ます。
ヒ ン ト ： 
• Excellon タ ブのデフ ォル ト 文字列は、Drill Listing タ ブ

のデフ ォル ト 文字列と異な り ます。
• 形式の詳細については、 <product_name>/Settings フ ォ

ルダの drill.dat フ ァ イルのヘ ッ ダーをご覧 く だ さい。
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関連 ト ピ ッ ク

NC ド リルプロ ッ ト オプシ ョ ンの設定

ネ ッ ト のプロパテ ィ ダイアログボ ッ クス
[ ネ ッ ト のプロパテ ィ ] ダイアログボ ッ クスには、 ネ ッ ト 名、 ピン間の接続リ ス ト 、
配線情報、 規則データが表示されます。 また、 このダイアログボ ッ クスで配線の固定
を設定し ます。

OK またはキャ ンセルを ク リ ッ クするまで、 [ ネ ッ ト のプロパテ ィ ] ダイアログボ ッ ク
スは開いた状態です。 ダイアログボ ッ クスが開いている時に他のネ ッ ト を選択する
と、 選択されたネ ッ ト の情報に更新されます。

リーデ ィ ング 小数点位置の前に置 く 桁数を指定し ます。 これによ り、
出力フ ァ イルでの座標精度が決定し ます。
例外 ： [ 単位 ] リ ス ト に定義済みのリーデ ィ ングおよび
ト レーリ ング桁数があるため、 Excellon タ ブでは [ 桁数
] フ ィ ールドは使用できません。

ト レーリ ング 小数点位置の後に置 く 桁数を指定し ます。 これによ り、
出力フ ァ イルでの座標精度が決定し ます。
制限事項 ： [ 単位 ] リ ス ト に定義済みのリーデ ィ ング
および ト レーリ ング桁数があるため、 Excellon タ ブでは
[ 桁数 ] フ ィ ールドは使用できません。

ゼロ省略 省略する 0 の数を指定し ます。
• な し―リーデ ィ ングおよび ト レーリ ングの 0 を保持

し ます。
• リーデ ィ ング―リーデ ィ ングの 0 を省略し ます。
• ト レーリ ング― ト レーリ ングの 0 を省略し ます。

座標系 座標の形式を指定し ます。
• 絶対座標―絶対座標を使用し ます。
• 相対座標―相対座標を使用し ます。

[ 速度 / 供給 ] 表 ド リルの速度と供給率を制御し ます。

追加ボタ ン テーブルの一番下に列を追加し ます。

削除ボタ ン 選択された列をテーブルから削除し ます。

検証ボタ ン 基板上の各ド リルを満たす値が [ サイズ範囲 ] ボッ クス
に入力されているかを検証し ます。 ド リルサイズが正し
いか、 また ド リル範囲が [ サイズ範囲 ] ボッ クスに入っ
ているかを知らせる メ ッ セージが表示されます。

Table 1-172. [NC ド リル設定 ] ダイアログボ ッ クスの内容 (cont.)
名前 説明
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ヒ ン ト ： ネ ッ ト が物理的再利用の一部であるか、 保護された配線を含む場合、 ダイア
ログボッ クスで使用できないオプシ ョ ン もあ り ます。

ア クセス

• ネ ッ ト を選択 > 右ク リ ッ ク > プロパテ ィ

Figure 1-182. [ ネ ッ ト のプロパテ ィ ] ダイアログボ ッ クス

Table 1-173. [ ネ ッ ト のプロパテ ィ ] ダイアログボ ッ クスの内容

名前 説明

ネ ッ ト ネ ッ ト の名前を表示し ます。

結線 設計で使用可能な結線を表示し ます。

[ 配置データ ] 領域 選択し たネ ッ ト に関するすべてのレ イアウ ト データ を記載
し ます。

配線を固定 選択し た配線群または配線を保護し ます。
参照 ： 配線を固定

未配線を固定 未配線および中途配線の未配線部分を保護し ます。
参照 ： 未配線を固定

[ 規則データ ] 領域 選択し たネ ッ ト に適用される規則を記載し ます。

配線幅 配線幅を修正し ます。 新たな値を入力し ます。 配線の固定
が設定されている場合、 このオプシ ョ ンは使用できませ
ん。 
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関連 ト ピ ッ ク

ネ ッ ト プロパテ ィ の修正

ネ ッ ト の表示

[ ネ ッ ト の表示 ] ダイアログボ ッ クス

ネ ッ ト のプロパテ ィ ダイアログボ ッ クス―設計再利
用

[ ネ ッ ト のプロパテ ィ ] ダイアログボ ッ クスを使用し て、 PDR のネ ッ ト 名と設計の
ネ ッ ト 名の競合を解消する こ とができます。 このダイアログボ ッ クスには、 PDR の
配線と多角形要素からのネ ッ ト 名しか表示されません。 

ネ ッ ト プロパテ ィ は配線と多角形要素に適用されます。 例えば、 ネ ッ ト GND に
マージ状況を指定する と、 設計内でネ ッ ト GND と ネ ッ ト GND を使用し ているすべ
ての PDR ネ ッ ト と多角形オブジ ェ ク ト をマージ し ます。

ヒ ン ト ： ネ ッ ト の名前を変更し てからマージする こ とはできません。 た と えば、
PDR に GND とあ り、 設計に GND1 とある場合、 GND を GND1 に名称変更し てから
マージする方法はあ り ません。 まず GND を追加し て、 ECO を使用し て手動でネ ッ ト
同士をマージ し て く だ さい。

ア クセス

• 再利用ネ ッ ト を選択 > 右ク リ ッ ク > プロパテ ィ > ネ ッ ト のプロパテ ィ ボタ ン

規則ボタ ン 該当する階層レベルの、 ピンペアに適用される [ 規則 ]
ダイアログボ ッ クスを開きます。
ヒ ン ト ： ピンペアに特定の規則が定義されている場合、
[ ピンペアの規則 ] ダイアログボッ クスが表示されます。
ピンペアやネ ッ ト に規則が設定されていない場合、 [ デ
フ ォル ト の規則 ] ダイアログボ ッ クスが表示されます。

Table 1-173. [ ネ ッ ト のプロパテ ィ ] ダイアログボ ッ クスの内容 (cont.)
名前 説明
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Figure 1-183. [ ネ ッ ト のプロパテ ィ －設計再利用 ] ダイアログボ ッ クス

Table 1-174. [ ネ ッ ト のプロパテ ィ ―設計再利用 ] ダイアログボ ッ クスの内容

名前 説明

設計内 ( 個別 ) の
名称変更

設計上で名称変更し たい PDR 内のネ ッ ト を リ ス ト し ま
す。 [ 命名の各種定義 ] 設定を使用し て、 ネ ッ ト の名前
を変更し ます。
設計上のネ ッ ト と マージ し た く ない、 完全な形で残し た
いネ ッ ト が存在する場合は、 このリ ス ト に入れて下さ
い。 このよ う なネ ッ ト は設計再利用内部のもので設計の
他のネ ッ ト と接続されず、 同じ ネ ッ ト 名を持たないこ と
から、 プ ラ イベー ト ネ ッ ト と呼ばれます。 
設計上のネ ッ ト と マージ し たい場合は、 ネ ッ ト を [ 設計
内 ( 共用 ) の追加 / 混合 ] リ ス ト に移動し て下さい。 

設計内 ( 共用 ) の
追加 / 混合

ネ ッ ト を設計に加えるため ( そのネ ッ ト が設計に存在し
ない場合 )、 または設計上のネ ッ ト と マージするため
( 設計上にそのネ ッ ト が存在する場合 )、 PDR のネ ッ ト を
リ ス ト し ます。 このよ う なネ ッ ト は PDR と設計の両方
で使用される こ とから、 パブ リ ッ クネ ッ ト と呼ばれま
す。
ネ ッ ト を設計上のネ ッ ト とは別にし ておきたい場合、
[ 設計内 ( 個別 ) の名称変更 ] リ ス ト に移動し て下さい。 
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関連 ト ピ ッ ク

設計または設計内部品の再利用

ネ ッ ト の規則ダイアログボ ッ クス
[ ネ ッ ト の規則 ] ダイアログボ ッ クスを使用し て、 ネ ッ ト に適用する設計規則を定義
し ます。

ア クセス

• 設定メ ニュー > 設計の規則 > ネ ッ ト ボタ ン

ネ ッ ト 追加
オプシ ョ ン

接頭辞あるいは接尾辞でネ ッ ト を名称変更するかを示し
ます。 接辞 ( 接頭辞と接尾辞 ) は 4 文字までに制限され
ています。 括弧 ({ })、 アス タ リ スク (*)、 スペース、
ピ リ オ ド (.) は使用できません。 ただ し、 このボッ クス
を空にし たままでも、 有効なエン ト リーと し て認識され
ます。
こ こで入力し た数値は、 同一のネ ッ ト 名が存在し ないよ
う、 設計と比較検証されます。 同一のものが存在する場
合、 エラー メ ッ セージが表示され、 異なる接辞を指定す
る こ とができます。
ヒ ン ト ： 再利用のプロパテ ィ ダイアログボ ッ クスから
このダイアログボ ッ クスを開いた場合、 ECO モー ド で
ないと [ ネ ッ ト 追加 ] オプシ ョ ンは使用できません。

矢印ボタ ン 選択し たネ ッ ト を リ ス ト ボ ッ クス間で移動し ます。
[ 設計内 ( 個別 ) の名称変更 ] リ ス ト で選択し たネ ッ ト を
[ 設計内 ( 共用 ) の追加 / 混合 ] リ ス ト に移動するには、
>>> ボタ ンを ク リ ッ ク し ます。 [ 設計内 ( 共用 ) の追加 /
混合 ] リ ス ト で選択し たネ ッ ト を [ 設計内 ( 個別 ) の名
称変更 ] リ ス ト に移動するには、 <<< ボタ ンを ク リ ッ ク
し ます。 特定のネ ッ ト を設計上に存在するネ ッ ト と別に
し ておきたい時に役立ちます。
再利用のプロパテ ィ ダイアログボ ッ クスから このダイア
ログボ ッ クスを開いた場合、 これらのボタ ンは使用でき
ません。 PDR ネ ッ ト の修正を防ぐために、 そのよ う に
なっています。 ただ し、 ECO モー ド になっている場合
は、 ネ ッ ト 名の接尾辞と接頭辞を変更する こ とが可能で
す。

Table 1-174. [ ネ ッ ト のプロパテ ィ ―設計再利用 ] ダイアログボ ッ クスの内容 
(cont.)

名前 説明
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Figure 1-184. [ ネ ッ ト の規則 ] ダイアログボ ッ クス

関連 ト ピ ッ ク

ネ ッ ト の設計規則の設定

Table 1-175. [ ネ ッ ト の規則 ] ダイアログボ ッ クスの内容

名前 説明

ネ ッ ト リ ス ト 設計内のすべてのネ ッ ト を表示し ます。

規則のあるネ ッ ト を
表示

規則のあるネ ッ ト のみ表示するよ う指定し ます。

間隙 [ 間隙規則 ] ダイアログボ ッ クスを開きます。

配線 [ 配線規則 ] ダイアログボ ッ クスを開きます。

高速回路 [ 高速回路規則 ] ダイアログボ ッ クスを開きます。

レポー ト [ 規則をレポー ト 出力 ] ダイアログボ ッ クスを開きます。

規則ボタ ンの下の
グラ フ ィ ッ ク

各タ イプの規則ボタ ンの下のイ ラス ト は、 その規則タ イ
プに対し、 どの規則階層レベルが使用されるかを示し て
います。 イ ラス ト は、 [ 規則 ] ダイアログボッ クスの
[ 階層 ] 領域内のボタ ン と対応し ています。 た と えば、
[ ク ラス ] リ ス ト でク ラスを選択し た場合、 間隙ボタ ン
の下に緑色の多角形が表示され、 デフ ォル ト の値がその
ク ラスに適用されます。

選択済 ネ ッ ト リ ス ト で選択されたネ ッ ト を記載し ます。

デフ ォル ト ボタ ン 選択し たネ ッ ト からデフ ォル ト ではない規則を排除し、
デフ ォル ト 規則のみ適用されるよ う にし ます。
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部品とユニオンを押し退けダイアログボ ッ クス
[ 部品とユニオンを押し退け ] ダイアログボ ッ クスを使用し て、 押し退け処理を設定
し ます。 

ア クセス

• 部品またはユニオンを、 別の部品またはユニオン上に移動し ます。 ダイアログ
ボッ クスが開きます。

必須事項 ： ツール > オプシ ョ ン > 設計タ ブの [ 押退 ] 領域で [ 自動 ] または
[ 確認 ] に設定されている必要があ り ます。

Figure 1-185. [ 部品とユニオンを押し退け ] ダイアログボ ッ クス

関連 ト ピ ッ ク

重複部品の押し退け

オブジ ェ ク ト 属性ダイアログボ ッ クス
サイズ変更可能な [ オブジ ェ ク ト 属性 ] ダイアログボ ッ クスを使用し て、 同じ形式の
1 つまたは複数オブジ ェ ク ト の属性を追加、 修正、 削除できます。

Table 1-176. [ 部品とユニオンを押し退け ] ダイアログボ ッ クス

名前 説明

押退方向 重複し ている部品の押し退け方向を表示し ます。

実行ボタ ン 押し退けを実行し ます。

省略ボタ ン 選択し た部品の押し退けを行わず、 次の重複部品の処理に
移り ます。

戻るボタ ン 最後に省略し た部品に戻り ます。

取消ボタ ン 押し退け前の元の位置に部品を戻し ます。
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ア クセス

• オブジ ェ ク ト を選択 ( 複数可 ) > 右ク リ ッ ク  > 属性

Figure 1-186. [ オブジ ェ ク ト 属性 ] ダイアログボ ッ クス

関連 ト ピ ッ ク

オブジ ェ ク ト 属性の操作

Table 1-177. [ オブジ ェ ク ト 属性 ] ダイアログボ ッ クス

名前 説明

グループ 属性リ ス ト を絞り込みます。 表示する属性グループを選択
できます。

属性 属性を指定し たい属性階層レベルを指定し ます。 手順 1 で
選択し たオブジ ェ ク ト に応じ て、 階層レベルが変更されます。

属性テーブル オブジ ェ ク ト に割り当てられた属性を表示し ます。

編集ボタ ン 選択し たセルを編集できるよ う にし ます。

追加ボタ ン リ ス ト の一番下に行が追加され、 オブジ ェ ク ト の新規属性を
選択できます。

削除ボタ ン 選択し た属性を削除し ます。
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オプシ ョ ンダイアログボ ッ クス、 設計タ ブ
[ 設計 ] タ ブを使用し て、 配置と配線のオプシ ョ ンを指定し ます。

ア クセス

• ツールメ ニュー > オプシ ョ ン > 設計タ ブ

Figure 1-187. [ 設計 ] タ ブ

Table 1-178.  [ 設計 ] タ ブの内容

名前 説明

実装部品移動中は
配線がス ト レ ッ チ

移動し た部品に接続されたネ ッ ト に対し て、 再配線を行
うか未配線を作成するかを指定し ます。 移動の完了後、
以前のピンの位置にある タ ッ ク と ピンの新しい位置の間
に、 新配線が作成するには、 このチ ェ ッ クボ ッ クスを選
択し ます。 ピンの交換や部品の移動後に未配線接続を作
成する場合は、 このチ ェ ッ クボ ッ クスを OFF にし ます。
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[ 移動の各種定義 ]
領域

移動する部品上のどの位置にカーソルを付けるかを指定
し ます。
• 基準点に移動―部品の基準点にカーソルを付けます。
• カーソル位置に移動―部品の現在位置から部品に

カーソルを付けます。
例 ： カーソルの座標が X=200、 Y=500 で、 選択し た
部品が X=0、 Y=0 の場合に移動を開始する と、 カー
ソルは X=1200、 Y=1500 に、 部品は X=1000、
Y=1000 に移動し ます。

• 中間点に移動―部品を囲む矩形の中心にカーソルが
付きます。

[ 押退 ] 領域 押し退け方法を指定し て、 ツール > 自動押し退けコ マン
ド で部品を移動し た後に部品が重なるのを防ぎます。
• 自動―部品の移動終了後、 重複する実装部品を自動

的に移動し て押し退けます。
• 確認―部品の移動終了後、 重複する各部品に対し [ 押

退 ] ダイアログボ ッ クスが表示されるため、 押し退け
の適用を コ ン ト ロールできます。

• オフ―押し退けを行いません。

[ 配線長最短化 ]
領域

部品を移動する際に、 いつ未配線ネ ッ ト 長を再計算また
は最短化するかを指定し ます。
• 移動中―部品を移動する時に未配線ピンペアの長さ

を再計算し ます。 最も近い実行可能な結線が、 進行
中に表示されます。

• 移動後―移動を完了し た時に、 未配線ピンペアの長
さ を再計算し ます。 このオプシ ョ ンを選択する と表
示メ モ リ にあま り負荷がかかり ません。

• し ない―未配線ピンペアの長さ を再計算し ません。
ヒ ン ト ： ネ ッ ト やク ラスご との ( 配線長の再計算処理を
決定する ) 接続形態を指定するには、 設定 / 設計規則 /
デフ ォル ト / 配線ダイアログボ ッ クスを使用し ます。

信号と部品名を保存 編集 / 貼り付けを使用し てデータ を挿入する際、 信号と
部品名を維持し ます。

追従し た配線も含む 選択矩形内に含まれる実装部品に接続されていな く て
も、 そこ を通過する全配線を選択し ます。

Table 1-178.  [ 設計 ] タ ブの内容 (cont.)
名前 説明
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補助ビアを維持 千鳥ビア ( フ リービア ) の削除を防ぎます。
ヒ ン ト ： このオプシ ョ ンでは、 未配線のみに接続される
千鳥ビア と接続配線のビア とが区別されます。 この
チ ェ ッ クボ ッ クスを選択する と、 以下の操作の間、 千鳥
ビアは維持されます ：
• ECO 結線の削除、 実装部品の削除、 ピンの交換、 部

品変更
• 配線の解除

このオプシ ョ ンは、 対話型であっても、 ECO のデータ入
力操作による ものであっても、 上記の ECO 操作におい
て適用されます。 通常、 配線やビアを削除する ECO 操
作でこのオプシ ョ ンが適用されます。

このチ ェ ッ クボ ッ クスが OFF の場合、 上記操作中に
千鳥ビアが削除される こ とがあ り ます。

[ ラ イ ン / 配線角度 ]
領域

配線を追加 / 削除する際の配線コーナー、 パッ ド入力 /
出力、 角度のオプシ ョ ンを指定し ます。 
• 45°方向―角度は45度または45度の倍数と な り ます。
• 90°方向―角度は90度または90度の倍数と な り ます。
• 任意角度―角度の制限はあ り ません。

[ マイ ター ] 領域 • 45°方向―45 度の角度線と し てマイ ターを作成し ま
す。

• 円弧―円弧と し てマイ ターを作成し ます。

自動マイ ター 作図オブジ ェ ク ト の追加中に自動的にマイ ターを作成し
ます。

比率 45°方向マイ ターの寸法や円弧マイ ターの半径を指定し
ます。
ヒ ン ト ：
• 45°方向マイ ターの場合、 実質上のコーナーからい

ずれかのブレークポイ ン ト までの位置は、 比率×線
幅で作成されます。 た と えば、 10 ミ ルの配線で比率
が 5 の場合、 実質上のコーナーから 50 ミ ル離れた、
45 度の角度と な り ます。 90 度よ り小さい角度の場
合、 距離は長 く な り ます。 90 度よ り大きい角度の場
合、 距離は短 く な り ます。

• 円弧マイ ターの場合、 半径は、 比率×配線幅と な り
ます。 た と えば、 比率が 1 の場合、 円弧の半径は配
線幅と同じにな り ます。 また、 10 ミ ルの配線で比率
が 5 の場合は、 半径は 50 ミ ルにな り ます。

角度 マイ ターが作成される最大コーナーを指定し ます。

Table 1-178.  [ 設計 ] タ ブの内容 (cont.)
名前 説明
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関連 ト ピ ッ ク

オプシ ョ ン設定

オプシ ョ ンダイアログボ ッ クス、 ダイ実装部品タ ブ
[ ダイ実装部品 ] タ ブでは、 ダイ部品の作成とオプシ ョ ンの編集を指定し ます。

制限事項 ： こ こ で入力する情報は、 BGA ツールキ ッ ト にのみ適用されます。

ア クセス

• ツールメ ニュー > オプシ ョ ン > ダイ実装部品タ ブ

[ オン ラ イ ン DRC]
領域

設計規則エラーへの対応を指定し ます。
• DRC オン―設計規則違反を防ぎます。
• DRC 警告―設計規則に反する項目を警告し ますが、

その部品の配置は可能です。
• 間隙無視―間隙設計規則を無視し ます。

ヒ ン ト ： 部品同士の接触は許可し ますが、 交差を禁
止し ます。

• DRC オフ―設計規則チ ェ ッ ク を無効にし ます。 設計
規則に反し た項目の配置が可能です。

ド リル超過寸法 設計規則のチ ェ ッ クのため、 メ ッキ付き穴に全体的に適
用する超過寸法の値を入力し ます。 超過寸法は PCB 製
造過程において ド リル超過寸法と し て使用されます。
制限事項 ：
• この値は設計規則チ ェ ッ クにのみ適用され、 ド リル

穴図画の表や NC ド リル出力には適用されません。 
• 通常、 PCB フ ァ ブ リ ケーターは、 パッ ド ス タ ッ クで

指定された ド リル径と一致するよ う、 メ ッキ付き穴
の寸法を超過させます。

• 層構成を定義ダイアログボ ッ クスで 「片面基板」 を
選択し た場合、 この値は無視されます。

ヒ ン ト ： 超過寸法は、 パッ ド側面からではな く 、 中心か
ら測定されます。 た と えば、 超過寸法が 3 ミ ルの場合、
測定値はパッ ドの中心から全方向において 1.5 ミ ルと な
り ます。 詳細はパッ ド ス タ ッ ク プロパテ ィ ダイアログ
ボ ッ クスのド リル寸法および メ ッキ設定をご覧 く だ さ
い。

Table 1-178.  [ 設計 ] タ ブの内容 (cont.)
名前 説明
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オプシ ョ ンダイアログボ ッ クス、 ダイ実装部品タ ブ

Figure 1-188. [ ダイ実装部品 ] タ ブ

Table 1-179.  [ ダイ実装部品 ] タ ブの内容

名前 説明

層上にダイデータ を作成 部品形状作図と し て表示される、 ダイ部品の部品形
状項目を新規作成する際、 どの層に作成するかを指
定し ます。

ガイ ド を SBP に引き込み サブス ト レー ト ボン ドパッ ドの移動時に [ ガイ ド に
引き込み ] モー ド を有効にし ます。

閾値に引込み 移動し たサブス ト レー ト ボン ドパッ ド を一番近い
サブス ト レー ト ボン ドパッ ドのガイ ド に引き込む
距離を、 現在の単位系で指定し ます。

SBP に照準を保持 ワイヤボン ドの方向にあわせて、 サブス ト レー ト
ボン ドパッ ド を自動的に回転させます。
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関連 ト ピ ッ ク

オプシ ョ ン設定

オプシ ョ ンダイアログボ ッ クス、 自動寸法線タ ブ―
直線と矢印の設定

[ 直線と矢印 ] ページを使用し て、 自動寸法線の直線と矢印の外観を指定し ます。
こ こ での設定は、 間隙を示す文字やラ イ ンなどの外観に影響し ます。 

ア クセス

• ツールメ ニュー > オプシ ョ ン > 自動寸法線タ ブ > 設定リ ス ト から直線と矢印を
選択

SBP 間隙を表示 サブス ト レー ト ボン ドパッ ドの移動、 追加、 回転
時、 またはフ ァ ンアウ ト の追加時に、 外形の間隙を
表示し ます。

ワイヤボン ド長と角度を
表示

サブス ト レー ト ボン ドパッ ドの移動、 追加、 回転
時、 またはフ ァ ンアウ ト の追加時に、 ワイヤボン ド
の長さ と角度を表示し ます。

Table 1-179.  [ ダイ実装部品 ] タ ブの内容 (cont.)
名前 説明
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オプシ ョ ンダイアログボ ッ クス、 自動寸法線タ ブ―直線と矢印の設定

Figure 1-189. [ 自動寸法線 ] タ ブ―直線と矢印の設定

Table 1-180.  直線と矢印設定の内容

名前 説明

設定リ ス ト [ 自動寸法線 ] タ ブのコ ン ト ロールを変更し ます。
• 一般設定―オプシ ョ ンダイアログボ ッ クス、 自

動寸法線タ ブ―一般設定、 を開きます。
• 直線と矢印―オプシ ョ ンダイアログボ ッ クス、

自動寸法線タ ブ―直線と矢印の設定を開きます。
• 文字―オプシ ョ ンダイアログボ ッ クス、 自動寸

法線タ ブ―文字設定を開きます。
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関連 ト ピ ッ ク

自動寸法線オプシ ョ ンの編集

オプシ ョ ン設定

表示形式 確認画面での表示方法を指定し ます。 以下から選択
し ます ：
• 水平表示
• 垂直表示
• 斜辺表示
• 角度
• 円形表示

確認画面 設定し たいオプシ ョ ンの例を表示し ます。

自動寸法線の補助ツールの形状を設定し ます。 これ
らの形状の組み合わせを選択し ます。

寸法 補助ツール形状の長さ または直径を入力し ます。

線幅 補助ツールの線幅を指定し ます。

寸法線矢印の画面上での表示方法を指定し ます。
ヒ ン ト ： 右端にある形状は基準線です。 基準線では
矢印が使用されず、 寸法は延長線の上側に表示され
ます。 基準線自動寸法を使用する際に、 基準線が作
成されます。 

矢印長 矢印の頭の先端から終わり までの長さ を指定し ま
す。
制限事項 ： 基準線に対し ては使用できません。

矢印幅 矢印の頭の幅を指定し ます。
制限事項 ： 基準線に対し ては使用できません。

寸法線長 テール部分の最小長を指定し ます。
制限事項 ： 基準線に対し ては使用できません。

線幅 テールと矢印線の線幅を指定し ます。
制限事項 ： 基準線に対し ては使用できません。

文字間隙 矢印の線の終わり と測定文字の間隔を指定し ます。
制限事項 ： 基準線に対し ては使用できません。

Table 1-180.  直線と矢印設定の内容 (cont.)
名前 説明
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オプシ ョ ンダイアログボ ッ クス、 自動寸法線タ ブ―
一般設定

自動寸法線の文字やラ イ ンを表示する層、 延長線の外観、 円寸法の測定方法を定義
するには、 [ 自動寸法線 ] タ ブの [ 一般設定 ] オプシ ョ ンを使用し ます。 こ こでの設定
は、 間隙を示す文字やラ イ ンなどの外観に影響し ます。 

ア クセス

• ツールメ ニュー > オプシ ョ ン > 自動寸法線タ ブ > 設定リ ス ト から一般設定を
選択

Figure 1-190. [ 自動寸法線 ] タ ブ―一般設定
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関連 ト ピ ッ ク

自動寸法線オプシ ョ ンの編集

オプシ ョ ン設定

オプシ ョ ンダイアログボ ッ クス、 自動寸法線タ ブ―
文字設定

間隙を示す文字の外観を指定するには、 [ 文字 ] オプシ ョ ンを使用し て く だ さい。 

Table 1-181.  一般設定の内容

名前 説明

設定リ ス ト [ 自動寸法線 ] タ ブのコ ン ト ロールを変更し ます。
• 一般設定―オプシ ョ ンダイアログボ ッ クス、 自

動寸法線タ ブ―一般設定を開きます。
• 直線と矢印―オプシ ョ ンダイアログボ ッ クス、

自動寸法線タ ブ―直線と矢印の設定を開きます。
• 文字―オプシ ョ ンダイアログボ ッ クス、 自動寸

法線タ ブ―文字設定を開きます。

表示形式 確認画面での表示方法を指定し ます。 以下から選択
し ます ：
• 水平表示
• 垂直表示
• 斜辺表示
• 角度
• 円形表示

確認画面 設定し たいオプシ ョ ンの例を表示し ます。

文字 自動寸法線の文字を表示する層を指定し ます。

ラ イ ン 自動寸法線を表示する層を指定し ます。

補助線 1 選択し た最初のポイ ン ト で延長線を表示し ます。

補助線 2 選択し た 2 番目のポイ ン ト で延長線を表示し ます。

指示間隙 選択ポイ ン ト と延長線の端との間隔を設定し ます。
ヒ ン ト ： 数値では現在の設計単位系を使用し ます。

矢印 矢印から突き出ている線の部分を設定し ます。
ヒ ン ト ： 数値では現在の設計単位系を使用し ます。

線幅 矢印の頭の幅を指定し ます。
ヒ ン ト ： 数値では現在の設計単位系を使用し ます。

半径 / 直径 円寸法の測定方法を指定し ます。
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ア クセス

• ツールメ ニュー > オプシ ョ ン > 自動寸法線タ ブ > 設定リ ス ト から文字を選択

Figure 1-191. [ 自動寸法線 ] タ ブ―文字設定

Table 1-182.  文字設定の内容

名前 説明

設定リ ス ト [ 自動寸法線 ] タ ブのコ ン ト ロールを変更し ます。
• 一般設定―オプシ ョ ンダイアログボ ッ クス、 自

動寸法線タ ブ―一般設定を開きます。
• 直線と矢印―オプシ ョ ンダイアログボ ッ クス、

自動寸法線タ ブ―直線と矢印の設定を開きます。
• 文字―オプシ ョ ンダイアログボ ッ クス、 自動寸

法線タ ブ―文字設定を開きます。
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関連 ト ピ ッ ク

自動寸法線オプシ ョ ンの編集

オプシ ョ ン設定

表示形式 確認画面での表示方法を指定し ます。 以下から選択
し ます ：
• 水平表示
• 垂直表示
• 斜辺表示
• 角度
• 円形表示

確認画面 設定し たいオプシ ョ ンの例を表示し ます。

高さ 文字の高さ を指定し ます。

線幅 1 つの文字の幅を指定し ます。

接尾 自動寸法測定値に付ける接尾語を指定し ます。

線形 線形の分解能を指定し ます ： 少数部分の数字を現在
の単位系で入力し ます。

角度 角度の分解能を指定し ます ： 少数部分の数字を度数
で入力し ます。

デフ ォル ト 設定方向 文字の方向を指定し ます。
• 水平方向―矢印の角度に関係な く 、 自動寸法文

字を水平に配置し ます。
• 垂直方向―矢印の角度に関係な く 、 自動寸法文

字を垂直に配置し ます。
• 矢印と同じ方向―寸法文字を矢印と平行に配置

し ます。

デフ ォル ト 位置 延長線の外側への文字の配置や、 ( 可能な場合 )
延長線の内側への配置を指定し ます。

マニュアル位置 寸法線追加の際、 文字を カーソルに付け、 手動で
配置し ます。

文字省略 文字を表示せず、 寸法線と矢印だけを作成し ます。

表示位置指定 矢印の中心線に対し て相対的に文字を配置し ます。
以下から選択し ます ： 
• 上側―矢印の中心線の上部に文字を配置し ます。
• 中央―矢印の中心線上に文字を配置し ます。
• 下側―矢印の中心線の下側に文字を配置し ます。
• 指定―指定し た位置に文字を配置し ます。

Table 1-182.  文字設定の内容 (cont.)
名前 説明
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オプシ ョ ンダイアログボ ッ クス、 作図の各種定義タ ブ

オプシ ョ ンダイアログボ ッ クス、 作図の各種定義タ
ブ

[ 作図の各種定義 ] タ ブを使用し て、 作図オブジ ェ ク ト やベタ形状のオプシ ョ ンの
確認や編集ができます。

ア クセス

• ツールメ ニュー > オプシ ョ ン > 作図の各種定義タ ブ

Figure 1-192. [ 作図の各種定義 ] タ ブ

Table 1-183.  [ 作図の各種定義 ] タ ブの内容

名前 説明

デフ ォル ト 線幅 作図オブジ ェ ク ト を追加し た時に使用するデフ ォル
ト の線幅を指定し ます。
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ベタ完成時にネ ッ ト 名を
問い合わせる

新規ベタへのネ ッ ト 指定を PADS Layout で確認する
かど うかを し知恵し ます。

部品面 部品面層の高さ制限を現在の単位系で入力し ます。

半田面 半田面層の高さ制限を現在の単位系で入力し ます。

文字フ ォ ン ト 使用可能なフ ォ ン ト が表示されます。 
制限事項 ： Type 1 フ ォ ン ト はサポー ト し ていませ
ん。
ヒ ン ト ： 
• 使用中のフ ォ ン ト は強調表示され、 リ ス ト の

一番上に表示されています。
• リ ス ト 内の区切り線よ り上に表示されたフ ォ ン

ト は、 設計内で使用中のものです。
• システムフ ォ ン ト を選択し た場合、 下記のボタ

ンを ク リ ッ ク し て ( 複数可 )、 フ ォ ン ト ス タ イル
を指定する こ と もできます。 B は太字、 I は
斜体、 U は下線です。例えば、 太字と斜体、 斜体
と下線、 などを選択できます。

文字の線幅 文字の線幅を現在の単位形で指定し ます。

文字の高さ 文字の高さ を現在の単位形で指定し ます。

参照名の線幅 参照名の線幅を現在の単位形で指定し ます。
ヒ ン ト ： デフ ォル ト の線幅と高さ を変更し た場合、
既存ピン番号は新規値に合わせて更新されますが、
既存ラベルは変更されません。 ラベルを変更するに
は、 ラベルを選択し て、 右ク リ ッ ク メ ニューの
[ プロパテ ィ ] を選択し ます。
制限事項 ： 参照名の線幅はラ イブ ラ リ に保存されま
すが、 ピン番号は保存されません。

参照名の高さ 参照名の高さ を現在の単位形で指定し ます。
ヒ ン ト ： デフ ォル ト の線幅と高さ を変更し た場合、
既存ピン番号は新規値に合わせて更新されますが、
既存ラベルは変更されません。 ラベルを変更するに
は、 ラベルを選択し て、 右ク リ ッ ク メ ニューの
[ プロパテ ィ ] を選択し ます。

表示領域 ハッ チを無効にするか、 平行線のみでハッ チ し ま
す。 以下から選択し ます ：
• 通常―ハッ チングを表示し ます。
• ハッ チな し―ハッ チングを削除し ます。
• 透視―交差し ない線でハッ チングを表示し ます。

Table 1-183.  [ 作図の各種定義 ] タ ブの内容 (cont.)
名前 説明
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関連 ト ピ ッ ク

オプシ ョ ン設定

オプシ ョ ンダイアログボ ッ クス、 一般設定タ ブ
[ 一般設定 ] タ ブを使用し て、 作業領域、 設計データバッ クア ッ プ、 設計単位などの
さ まざまなオプシ ョ ンを指定し ます。

ア クセス

• ツールメ ニュー > オプシ ョ ン > 一般設定タ ブ

[ ハッ チ方向 ] 領域 作業領域でのハッ チ方向を指定し ます。 以下から
選択し ます ：
• 90°方向―ハッ チを対角線に設定し ます。
• 45°方向―ハッ チを垂直または水平の線で設定

し ます。

禁止領域を反転 禁止領域のハッ チを他のハッ チを区別し ます。

最小ハッ チ領域 塗潰しによ って作成される最小の浮き島領域を入力
し ます。 現在の ( 平方 ) 単位系で入力し て く だ さい。
例 ： このチ ェ ッ クボ ッ クスを選択し て、 ハッ チ方向
を 90°方向に設定し た場合、 禁止領域は 45 度方向
のハッ チを使用し て表示されます。

円滑化半径 自動ベタ コーナーの半径を現在の単位形で指定し ま
す。

[ 表示モー ド ] 領域 • ハッ チ外形線―自動ベタ外形線とハッ チを表示
し ます。

• ベタ外形線―自動ベタ外形をハッ チな し で表示
し ます。

Table 1-183.  [ 作図の各種定義 ] タ ブの内容 (cont.)
名前 説明
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Figure 1-193. [ 一般設定 ] タ ブ

Table 1-184.  [ 一般設定 ] タ ブの内容

名前 説明

形状 カーソル形状を指定し ます。 以下から選択し ます ：
• 通常―矢印
• 小十字―プ ラス記号 ( 小 )
• 大十字―プ ラス記号 ( 大 )
• 全画面―全画面サイズの十字線

指示半径 カーソルがオブジ ェ ク ト を選択できる最大距離を、
ピ クセルで入力し ます。 
ヒ ン ト ： 値を大き く する と、 カーソルはよ り離れた
オブジ ェ ク ト も選択できるよ う になるため、 意図し
ないオブジ ェ ク ト を選択し て し ま う場合があ り ま
す。
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45°方向 カーソル形状を 45°方向に回転し、 x のよ う に表示
し ます。
ヒ ン ト ： このオプシ ョ ンは、 矢印のカーソル形状で
は使用できません。

ダブルク リ ッ ク無効 ビア追加、 オブジ ェ ク ト のプロパテ ィ を開 く 、 オブ
ジ ェ ク ト 多角形の完了などのダブルク リ ッ ク操作を
無効にし ます。

[ ド ラ ッ グ移動 ] 領域 カーソルでのオブジ ェ ク ト ド ラ ッ グ動作を指定し ま
す。 以下から選択し ます ：
• ド ラ ッ グと追従―オブジ ェ ク ト を選択し て ド

ラ ッ グを開始する時に、 オブジ ェ ク ト を カーソ
ルに貼り付けます。 マウスの左ボタ ンを離すと、
オブジ ェ ク ト が新しい位置へ移動し ます。
ク リ ッ ク し て移動を完了し ます。 配置後も、
オブジ ェ ク ト はまだ選択されたままです。

• ド ラ ッ グと ド ロ ッ プ―[ ド ラ ッ グと追従] と同じ で
すが、 マウスの左ボタ ンを離すと移動は終了し
ます。

• ド ラ ッ グ移動な し―ド ラ ッ グ形式の移動を禁止
し ます。

ヒ ン ト ：
• 領域選択を実行する際に、 意図せずに移動が

開始し て し ま う こ と もあるため、 設計内の密
集し た領域で領域選択をする場合は、 [ ド ラ ッ
グ移動な し ] を有効にし て く だ さい。

• [ ド ラ ッ グ移動な し ] が有効になっている場合、
オブジ ェ ク ト を選択、 右ク リ ッ ク メ ニューの
[ 移動 ] を選択、 オブジ ェ ク ト を新しい位置へ
移動、 再度ク リ ッ クの手順でオブジ ェ ク ト を
移動できます。

ウ ィ ン ド ウの寸法変更
し ても同じ表示

PADS Layout のウ ィ ン ド ウのサイズ変更を行う際
に、 自動的に拡大 / 縮小し て設計の領域表示を維持
し ます。

会話層を最前面表示 会話層を全層の最上面に表示し ます。
ヒ ン ト ： メ イ ンツールバーの層リ ス ト で会話層を
指定し て く だ さい。

Table 1-184.  [ 一般設定 ] タ ブの内容 (cont.)
名前 説明
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実寸表示の最小線幅 実際の幅で描画し たい線の最小幅を、 現在の設計単
位系で指定し ます。 こ こで設定し た値よ り小さい幅
のラ イ ンは、 省メ モ リ および再描画時間短縮のた
め、 中心線のみで描画されます。 
ヒ ン ト ：
• この値を 0 に設定する と、 すべてのラ イ ンを実際

の線幅で表示し ます。
• 値を大き く する と、 再描画の回数が減り ます。

OLE オブジ ェ ク ト を表示 リ ン クオブジ ェ ク ト または埋め込みオブジ ェ ク ト を
PADS Layout に挿入し ます。
ヒ ン ト ： PADS Layout に リ ン クや埋め込みオブジ ェ
ク ト が多 く 含まれている場合、 再描画の回数を減ら
すため、 このオプシ ョ ンを無効にし た方がよい場合
もあ り ます。

再描画時に更新 コ ンテナアプ リ ケーシ ョ ンのリ ン クオブジ ェ ク ト や
埋め込みオブジ ェ ク ト を更新し ます。
制限事項 ： このオプシ ョ ンは、 別ウ ィ ン ド ウで
PADS Layout のオブジ ェ ク ト を修正し ていて、 その
ウ ィ ン ド ウで再描画ボタ ンを ク リ ッ ク し た場合のみ
適用されます。
ヒ ン ト ： パフ ォーマンスを向上させるには、 この
オプシ ョ ンを OFF にし ます。

バッ クグラウン ド で描画 リ ン クオブジ ェ ク ト や埋め込みオブジ ェ ク ト を
PADS Layout の背景色で描画し ます。

文字エン コー ド 使用する言語を指定し ます。
ヒ ン ト ： このオプシ ョ ンを変更する と、 空白文字や
印刷できない文字が出力される場合があ り ます。
例 ： 日本語の文字エン コーデ ィ ングで日本国内で作
成された設計を、 ア メ リ カのシステムでロー ド する
場合、 日本語に設定された文字エン コーデ ィ ングが
フ ァ イルに含まれている可能性があ り ます。 それを
日本語から英語に変更し た場合、 漢字は印刷できな
い文字と し て解釈 ( および表示 ) される場合があ り
ます。

[ 設計単位系 ] 領域 設計には通常、 メ ー ト ル単位系と イ ンチ単位系
( 帝国単位 / イ ンチ ) の実装部品が混在し ています。
設計内の実装部品の比率によ り、 いずれかの単位の
み使用し たい場合があ り ます。 また、 設計単位の切
り替えは随時可能です。 各単位系の精度が同じ であ
るため、 単位の切り替えは円滑に行われます。

保存間隔 ( 分 ) バッ クア ッ プの間隔を分単位で指定し ます。

Table 1-184.  [ 一般設定 ] タ ブの内容 (cont.)
名前 説明
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関連 ト ピ ッ ク

オプシ ョ ン設定

オプシ ョ ンダイアログボ ッ クス、 グ リ ッ ド タ ブ
[ グ リ ッ ド ] タ ブを使用し て、 グ リ ッ ド オプシ ョ ンを指定し ます。

ア クセス

• ツールメ ニュー > オプシ ョ ン > グ リ ッ ド タ ブ

バッ クア ッ プ数 作成する、 異なるバッ クア ッ プ フ ァ イルの数 (1-9)
を入力し ます。
ヒ ン ト ： バッ クア ッ プ フ ァ イルは、 <design_name>.#
のよ う に名前が付けられ、 # には連続し た番号が入
り ます。 た と えば、 Layout1.pcb、 Layout2.pcb などの
よ う にな り ます。

バッ クア ッ プ フ ァ イル バッ クア ッ プ フ ァ イルのフ ォルダや名前を変更する
ための [ バッ クア ッ プ フ ァ イル ] ダイアログボ ッ ク
スを開きます。

Table 1-184.  [ 一般設定 ] タ ブの内容 (cont.)
名前 説明
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Figure 1-194. [ グ リ ッ ド ] タ ブ

Table 1-185.  [ グ リ ッ ド ] タ ブの内容

名前 説明

[ 設計グ リ ッ ド ] 領域 編集中のカーソルの引き込み最小距離を設定し ま
す。
• X―X 軸上のグ リ ッ ド線間の距離を現在の単位系

で指定し ます。
• Y―Y 軸上のグ リ ッ ド線間の距離を現在の単位系

で指定し ます。
• グ リ ッ ド引込―オブジ ェ ク ト の移動や配置時に、

オブジ ェ ク ト を自在かつ円滑に動かすのではな
く 、 グ リ ッ ド点からグ リ ッ ド点へ引き込みます。
ヒ ン ト ： [ グ リ ッ ド引込 ] チ ェ ッ クボ ッ クスを選
択し た場合、 グ リ ッ ドから離れて部品を配置す
る こ とはできません。
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[ ビアグ リ ッ ド ] 領域 ビア間の最小距離を設定し ます。
• X―X 軸上のグ リ ッ ド線間の距離を現在の単位系

で指定し ます。
• Y―Y 軸上のグ リ ッ ド線間の距離を現在の単位系

で指定し ます。
• グ リ ッ ド引込―オブジ ェ ク ト の移動や配置時に、

オブジ ェ ク ト を自在かつ円滑に動かすのではな
く 、 グ リ ッ ド点からグ リ ッ ド点へ引き込みます。
ヒ ン ト ： [ グ リ ッ ド引込 ] チ ェ ッ クボ ッ クスを選
択し た場合、 グ リ ッ ドから離れて部品を配置す
る こ とはできません。

[ フ ァ ンアウ ト グ リ ッ ド ]
領域

ダイ上のサブス ト レー ト ボン ドパッ ドの配置と、
フ ァ ンアウ ト ビアの配置を制御し ます。
ヒ ン ト ： このデータは PADS Router に送信されま
す。
• X―X 軸上のグ リ ッ ド線間の距離を現在の単位系

で指定し ます。
• Y―Y 軸上のグ リ ッ ド線間の距離を現在の単位系

で指定し ます。
• グ リ ッ ド引込―オブジ ェ ク ト の移動や配置時に、

オブジ ェ ク ト を自在かつ円滑に動かすのではな
く 、 グ リ ッ ド点からグ リ ッ ド点へ引き込みます。
ヒ ン ト ： [ グ リ ッ ド引込 ] チ ェ ッ クボ ッ クスを選
択し た場合、 グ リ ッ ドから離れて部品を配置す
る こ とはできません。

テス ト ポイ ン ト を
グ リ ッ ド引込

PADS Router でテス ト ポイ ン ト をグ リ ッ ド引き込み
を有効にし ます。

[ 表示グ リ ッ ド ] 領域 ド ッ ト グ リ ッ ド表示を指定し ます。
• X―X 軸上のグ リ ッ ド線間の距離を現在の単位系

で指定し ます。
• Y―Y 軸上のグ リ ッ ド線間の距離を現在の単位系

で指定し ます。
ヒ ン ト ： ド ッ ト グ リ ッ ド を非表示にし たい場合
は、 X と Y の値を 0 にし ます。

[ ハッ チグ リ ッ ド ] 領域 ハッ チ線間の距離を指定し ます。
• X―X 軸上のグ リ ッ ド線間の距離を現在の単位系

で指定し ます。
• Y―Y 軸上のグ リ ッ ド線間の距離を現在の単位系

で指定し ます。
ヒ ン ト ： ド ッ ト グ リ ッ ド を非表示にし たい場合
は、 X と Y の値を 0 にし ます。

放射状部品移動の設定 [ 放射移動条件を設定 ] ダイアログボ ッ クスを開き
ます。

Table 1-185.  [ グ リ ッ ド ] タ ブの内容 (cont.)
名前 説明
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関連 ト ピ ッ ク

オプシ ョ ン設定

オプシ ョ ンダイアログボ ッ クス、 配線タ ブ
[ 配線 ] タ ブを使用し て、 配線オプシ ョ ンを指定し ます。

ア クセス

• ツールメ ニュー > オプシ ョ ン > 配線タ ブ

Figure 1-195. [ 配線 ] タ ブ
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Table 1-186.  [ 配線 ] タ ブの内容

名前 説明

テ ィ ア ド ロ ッ プ生成 パッ ド に入る / パッ ドから離れる配線線分を追加
する際、 自動的にテ ィ ア ド ロ ッ プを作成し ます。

障壁帯を表示 オン ラ イ ン DRC を ON に設定し て配線する と、
現在の配線の最後に間隙違反を示す 8 角形を表示
し ます。

現ネ ッ ト を強調表示 選択し たピンペアで配線を開始する と、 ネ ッ ト を
補色で強調表示し ます。

ド リル穴表示 全パッ ドの内径を表示し ます。

タ ッ ク表示 配線上にタ ッ ク を表示し ます。
ヒ ン ト ： タ ッ クが配線や設計の表示領域を妨害し て
いる場合は、 このオプシ ョ ンを OFF にし ます。

プロテ ク ト 配線表示 外形線モー ドが OFF の時は、 プロテ ク ト された配線
を外形線と し て表示し、 外形線モー ドが ON の時に
は、 普通の配線と し て表示し ます。
下記の画像では、 左端の配線がプロテ ク ト されてお
り、 他の配線はプロテ ク ト されていません。 

テス ト ポイ ン ト 表示 テス ト ポイ ン ト を表示し ます。

ヒ ン ト ： ビアまたはピンにテス ト ポイ ン ト フ ラグが
付いている と、 設計上でそのビアまたはピンに矢印
が表示されます。
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テス ト ポイ ン ト 固定 実装部品を移動する際に、 テス ト ポイ ン ト を移動
し ないよ う にし ます。
位置が固定されたテス ト ポイ ン ト は、 以下のいずれ
を行っても、 削除されません。
• ピンペアまたはネ ッ ト の配線の解除
• 配線線分、 ビア、 ジャ ンパの削除
• 線分の層の変更

配線長表示 カーソルの先に配線長モニ タ を表示し ます。 配線長
は、 ステータ スバーに常に表示されています。
ヒ ン ト ： モー ド レス コマン ド Ctrl+PageUp を使用し
ても、 配線の長さ を表示する こ とができます。 モー
ド レス コマン ド によ って配線長モニ タの表示 / 非表
示を切り替えても、 現在の配線コマン ドは終了せ
ず、 配線を続ける こ とが可能です。

自動プロテ ク ト 配線 配線を、 円滑化、 ス ト レ ッ チ、 移動、 押し退け、
リ ッ プア ッ プ操作から保護し ます。
ヒ ン ト ： このオプシ ョ ンは手動配線 ([ 配線 ] または
[ 配線追加 ] コマン ド ) およびダイナ ミ ッ ク配線に
適用されます。

パッ ド入力角度ガイ ド 現在の配線角度設定に関係な く 、 いかなる角度での
パッ ドの入力 / 終了を許可し ます。

開始層ペア 手動でビアを追加する際に配線に使用する層ペアの
最初の層を指定し ます。 手動で配線を し ながら ビア
を追加する と、 層は自動的にも う一方の層に切り替
わり ます。

対層ペア 手動でビアを追加する際に配線に使用する層のペア
の 2 番目の層を指定し ます。 手動で配線を し ながら
ビアを追加する と、 層は最初の層から自動的にも う
一方の層に切り替わり ます。

[ 未配線経路をダブル
ク リ ッ ク ] 領域

未配線経路をダブルク リ ッ ク し た時に開始する配線
操作を指定し ます。 以下から選択し ます ：
• ダイナ ミ ッ ク配線―ダイナ ミ ッ ク配線を開始

し ます。
• 配線を追加―手動配線を開始し ます。

制限事項 ： オン ラ イ ン DRC が [DRC オン ] に設定さ
れていない限り、 これらのオプシ ョ ンは使用できま
せん。

バス配線円滑化有効 バス配線後に円滑化処理を実行し ます。
ヒ ン ト ： このチ ェ ッ クボ ッ クスはバス配線コマン ド
のみに適用されます。 また、 現在のバスのすべての
配線について、 グローバル円滑化パスを禁止し ま
す。

Table 1-186.  [ 配線 ] タ ブの内容 (cont.)
名前 説明
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関連 ト ピ ッ ク

オプシ ョ ン設定

オプシ ョ ンダイアログボ ッ クス、 分割内層接続層 /
混在内層接続層

[ 分割内層接続層 / 混在内層接続層 ] タ ブを使用し て、 分割 / 混在内層接続層の
オプシ ョ ンを指定し ます。 分割 / 混在内層接続層では、 自動ベタ と同じグローバル
サーマル属性を使用し ます。 分割 / 混在内層接続層のオプシ ョ ンは、 設計フ ァ イルに
保存されます。

ア クセス

• ツールメ ニュー > オプシ ョ ン > 分割内層接続層 / 混在内層接続層タ ブ

パッ ド入出力角度円滑化 配線線分円滑化処理中に、 90 度の角度でパッ ド に
入る配線を 45 度の角度に変換し ます。

最大経路幅 最大経路幅を指定する こ とによ り、 配線の自動セン
タ リ ングを行う経路の数を制限し ます。 こ こに設定
し た幅よ り経路が広い場合、 配線はセン タ リ ングさ
れません。
ヒ ン ト ： このオプシ ョ ンは PADS Router でのみ使用
し ます。

Table 1-186.  [ 配線 ] タ ブの内容 (cont.)
名前 説明
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Figure 1-196. [ 分割内層接続層 / 混在内層接続層 ] タ ブ

Table 1-187.  [ 分割内層接続層 / 混在内層接続層 ] タ ブの内容

名前 説明

[PCB フ ァ イルに保存 ]
領域

さ まざまな形式の内層接続データの PADS Layout
フ ァ イルへの保存を指定し ます。 以下から選択し ま
す ：
• 内層接続多角形外形線―PADS Layout フ ァ イル

に、 混在内層接続多角形のみを保存し ます。
ヒ ン ト ： 内層接続多角形の外形のみを保存する
と フ ァ イルが小さ く なるため、 設計フ ァ イルの
読み込みが高速にな り ます。

• 全内層接続データ―PADS Layout フ ァ イルに、
混在内層接続に関連するすべてのデータ を保存
し ます。
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内層接続データ を破棄 設計を保存するたびに [ 内層接続データ を破棄 ]
ダイアログボ ッ クスを表示するよ う にし ます。
ヒ ン ト ： [ 全内層接続データ ] を選択し た場合、
このオプシ ョ ンは使用できません。

[ 混在内層接続面を表示 ]
領域

PADS Layout でどの内層接続データ を表示するかを
指定し ます。 以下から選択し ます ：
• 内層接続銅箔面外形線―内層接続領域多角形の

み表示し ます。
• 内層接続サーマルイ ンジケータ―内層接続領域

多角形、 サーマルリ リーフおよびアンチパッ ド
を表示し ます。

• 生成済内層接続データ―混在内層接続に関連す
るすべてのデータ を表示し ます。

円滑化半径 半径を現在の単位形で指定し ます。
ヒ ン ト ： 0 に設定する と、 円滑化を行いません。
値を大き く する と、 コーナーはよ り滑らかにな り、
丸みを持ちます。

自動分割間隙 自動分割コマン ド および内層接続領域を作成コマン
ド で使用される内層接続間の間隙を指定し ます。

浮遊ベタ を削除 ネ ッ ト に接続されていない混在内層接続面のベタ
領域を削除し ます。
ヒ ン ト ： このオプシ ョ ンは、 [ 分割 / 混在 ] タ ブにも
表示されています。 こ こで このオプシ ョ ンを変更す
る と、 [ 分割 / 混在 ] タ ブでもオプシ ョ ンが変更され
ます。

違反サーマルスポーク を
削除

分割 / 混在内層接続層上で間隙違反を引き起こす、
サーマルスポーク を削除し ます。

未配線を可視状態に更新 分割 / 混在内層接続層への接続が実行される と、
未配線を非表示にし ます。

サーマルイ ンジケータ を
可視状態に更新

パッ ドの内層接続サーマルイ ンジケータの可視状態
を更新し ます。

未使用パッ ド を削除 未使用のパッ ド を削除し、 アンチパッ ド と置き換え
ます。
ヒ ン ト ： パッ ド ス タ ッ クで定義し たカス タムアンチ
パッ ド を使用する CAM 内層では、 この設定が必要
です。 設定を し ない場合は、 デフ ォル ト のアンチ
パッ ド設定が使用されます。
参照 ： CAM 内層接続層オプシ ョ ンの設定 

Table 1-187.  [ 分割内層接続層 / 混在内層接続層 ] タ ブの内容 (cont.)
名前 説明
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関連 ト ピ ッ ク

オプシ ョ ン設定

オプシ ョ ンダイアログボ ッ クス、 テ ィ ア ド ロ ッ プ タ
ブ

[ テ ィ ア ド ロ ッ プ ] タ ブを使用し て、 テ ィ ア ド ロ ッ プの表示や外観の指定を行います。

ア クセス

• ツールメ ニュー > オプシ ョ ン > テ ィ ア ド ロ ッ プ タ ブ

開始層と終了層のビア
パッ ド を保持

非貫通ビアの場合、 パッ ドが内層接続層上にある場
合は、 開始パッ ドや終了パッ ド を削除し ないで く だ
さい。
ヒ ン ト ： [ 未使用パッ ド を削除 ] が OFF の場合、 こ
のチ ェ ッ クボ ッ クスは使用できません。

サーマルと アンチパッ ド
に設計規則を使用

サーマルでは階層パッ ド とベタ間の間隙規則、 アン
チパッ ド ではド リルとベタ間の間隙規則を使用し
て、 内層接続面を塗潰し ます。
ヒ ン ト ：
• このオプシ ョ ンを選択する と、 カス タムサーマ

ルの場合は外形の線幅 / 直径 / 寸法の設定が、
カス タムアンチパッ ドの場合は線幅 / 直径 / 寸法
の設定が無視されます。 また、 サーマルと アン
チパッ ドの外形線は表示されません。

• このオプシ ョ ンは、 外形の線幅 / 直径 / 寸法が、
塗潰し設定の内径の線幅 / 直径 / 寸法以下である
カス タムサーマルには影響し ません。

内層接続領域追加時に
間隙を自動作成

内層接続領域が別の内層接続領域の内側に配置され
ている場合、 自動的にカ ッ ト アウ ト を作成し ます。 
ヒ ン ト ： カ ッ ト アウ ト は外部領域と結合されます。

Table 1-187.  [ 分割内層接続層 / 混在内層接続層 ] タ ブの内容 (cont.)
名前 説明
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Figure 1-197. [ テ ィ ア ド ロ ッ プ ] タ ブ

Table 1-188. [ テ ィ ア ド ロ ッ プ ] タ ブの内容

名前 説明

テ ィ ア ド ロ ッ プ表示 • テ ィ ア ド ロ ッ プの表示 / 非表示を指定し ます。 テ ィ ア
ド ロ ッ プを非表示にする と、 再描画の時間が短 く な
り ます。

• ヒ ン ト ： このオプシ ョ ンは、 検査や CAM 操作には影
響し ません。

自動調整 カス タム設定の長さや幅の比率を指定し ます。 [ 自動調
整 ] が ON の時、 配線のコーナーがパッ ドやビアの中に
ある場合や、 線分が指定された長さ比率を含むには短す
ぎる場合には、 PADS Layout は配線上のテ ィ ア ド ロ ッ プ
の長さ を調整し ます ° 
ヒ ン ト ： [ ラ イ ン ] または [ 円弧化 ] を選択し た場合、
テ ィ ア ド ロ ッ プの長さ と幅の比率を指定する こ とができ
ます。
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関連 ト ピ ッ ク

オプシ ョ ン設定

設計に対し てテ ィ ア ド ロ ッ プエラーを検査し、 エラーを
レポー ト するための、 [ テ ィ ア ド ロ ッ プの検査 ] ダイア
ログボ ッ クスを開きます。

 

テ ィ ア ド ロ ッ プの外観を詳細に指定し ます。 確認画面領
域には、 現在のテ ィ ア ド ロ ッ プ形状が表示されます。
• デフ ォル ト ―PADS Layout旧バージ ョ ンからの標準形

状。
• ラ イ ン―外側のテ ィ ア ド ロ ッ プエ ッ ジは直線にな り

ます。
• 円弧化―外側のテ ィ ア ド ロ ッ プエ ッ ジは曲線にな り

ます。
ヒ ン ト ： 高周波アナログ基板や高密度の基板上では、
[ ラ イ ン ] も し く は [ 円弧化 ] に設定するのが効果的
です。
制限事項 ： デフ ォル ト 形状では、 長さや幅の比率を
設定できません。

長さ比率 長さ比率をパッ ド径のパーセンテージで指定し ます。
1000 を超える値は設定できません。
ヒ ン ト ： このオプシ ョ ンは、 テ ィ ア ド ロ ッ プが付いてい
るパッ ド に対する比率で、 テ ィ ア ド ロ ッ プの長さ を設定
し ます。 テ ィ ア ド ロ ッ プ長さは以下のよ う に計算されま
す。
テ ィ ア ド ロ ッ プの長さ  = ( パッ ド直径 ) * ( 長さ比率 %)
例 ： 長さの比率が 200( パッ ド直径の 200%) で、 パッ ド
直径が 60 ミ ルの場合、 テ ィ ア ド ロ ッ プの長さは 120 ミ
ルにな り ます。
制限事項 ： デフ ォル ト 形状では使用できません。

線幅比率 線幅比率をパッ ド径のパーセンテージで指定し ます。
100 を超える値は設定できません。
ヒ ン ト ： このオプシ ョ ンは、 テ ィ ア ド ロ ッ プが付いてい
るパッ ド に対する比率で、 テ ィ ア ド ロ ッ プの幅を設定し
ます。
制限事項 ： デフ ォル ト 形状では使用できません。

確認画面 テ ィ ア ド ロ ッ プ形状の例を表示し ます。 形状設定を変更
する と、 確認画面に表示される画像が更新されます。

Table 1-188. [ テ ィ ア ド ロ ッ プ ] タ ブの内容 (cont.)
名前 説明
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オプシ ョ ンダイアログボ ッ クス、 サーマルタ ブ
[ サーマル ] タ ブを使用し て、 ベタ特有のオプシ ョ ンを設定し、 既存のベタ外形に
自動ベタ を生成し ます。

ア クセス

• ツールメ ニュー > オプシ ョ ン > サーマルタ ブ

Figure 1-198. [ サーマル ] タ ブ

制限事項 ： これらのオプシ ョ ンは、 パッ ド ス タ ッ ク内にカス タムのサーマルがない
場合、 分割 / 混在層のサーマルにのみ適用されます。

Table 1-189. [ サーマル ] タ ブの内容

名前 説明

穴付―線幅 サーマルリ リーフの線幅を現在の単位形で指定し ます。
ヒ ン ト ： 穴付きサーマルと穴無しサーマルのそれぞれに
異なる値を設定できます。 
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穴付―最小接続数 スポークの最小数 (1 ～ 4) を指定し ます。
ヒ ン ト ： パッ ドが自動ベタの境界と交差する と、 4 つの
スポークすべてを作成できないこ とがあ り ます。 最小値
よ り少ないスポークでサーマルが作成された場合、 警告
が表示されます。

穴付―パッ ド形状 サーマルリ リーフの形状を指定し ます ：
円形、 正方形、 長方形、 長円形

穴付―リ リーフ形状 • 90°方向―直角方向にサーマルリ リーフ を作成し ま
す。

• 45°方向―対角線方向にサーマルリ リーフ を作成し
ます。

• 重ね塗潰―パッ ド を完全に塗潰すサーマルリ リーフ
を作成し ます。

• 無接続―サーマルリ リーフ を作成し ません。

穴無―線幅 サーマルリ リーフの線幅を現在の単位形で指定し ます。
ヒ ン ト ： 穴付きサーマルと穴無しサーマルのそれぞれに
異なる値を設定できます。 

穴無―最小接続数 スポークの最小数 (1 ～ 4) を指定し ます。
ヒ ン ト ： パッ ドが自動ベタの境界と交差する と、 4 つの
スポークすべてを作成できないこ とがあ り ます。 最小値
よ り少ないスポークでサーマルが作成された場合、 警告
が表示されます。

穴無―パッ ド形状 サーマルリ リーフの形状を指定し ます ：
円形、 正方形、 長方形、 長円形

穴無―リ リーフ形状 • 90°方向―直角方向にサーマルリ リーフ を作成し ま
す。

• 45°方向―対角線方向にサーマルリ リーフ を作成し
ます。

• 重ね塗潰―パッ ド を完全に塗潰すサーマルリ リーフ
を作成し ます。

• 無接続―サーマルリ リーフ を作成し ません。

配線済パッ ドサーマ
ル

配線済みパッ ドや結線へのサーマル配置ができるよ う に
し ます。 サーマルは通常、 未配線結線上にのみ配置され
ます。
制限事項 ： このオプシ ョ ンは、 分割内層接続面ではな
く 、 自動ベタにのみ適用されます。
ヒ ン ト ： パッ ド に残った小さ な線分がある と、 [ 配線済
パッ ドサーマル ] が OFF の場合、 パッ ド にサーマルが
配置されません。 [ 選択フ ィ ルタ ] を配線、 コーナー、
タ ッ クに設定し て、 パッ ド に取り付けられた線分を選択
し て削除し ます。

Table 1-189. [ サーマル ] タ ブの内容 (cont.)
名前 説明
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関連 ト ピ ッ ク

オプシ ョ ン設定

オプシ ョ ンダイアログボ ッ クス、 調整 / 差動ペア タ
ブ

[ 調整 / 差動ペア ] タ ブを使用し て、 長さ規則と差動ペア調整の配線オプシ ョ ンを指定
し ます。

ア クセス

• ツールメ ニュー > オプシ ョ ン > 調整 / 差動ペア タ ブ

汎用内層接続
イ ンジケータ を表示

CAM または分割 / 混在内層接続層への接続がパッ ド ス
タ ッ クに存在する場合、 汎用内層接続サーマルイ ンジ
ケータ を表示するよ う にし ます。 イ ンジケータは、 パッ
ドの中心に小文字の x と し て表示されます。 イ ンジケー
タ を表示し た く ない場合は、 このチ ェ ッ クボ ッ クスを
OFF にし ます。

浮遊ベタ を削除 通常の自動ベタの塗潰し操作中に、 浮遊 ( ネ ッ ト に接続
できない ) ベタ領域を自動的に取り除きます。
ヒ ン ト ： このオプシ ョ ンは、 [ 分割 / 混在 ] タ ブにも表
示されています。 こ こで このオプシ ョ ンを変更する と、
[ 分割 / 混在 ] タ ブでもオプシ ョ ンが変更されます。

違反サーマル
スポーク を削除

非内層接続層上で間隙違反を引き起こす、 サーマル
スポーク を自動的に削除し ます。
ヒ ン ト ： このオプシ ョ ンは、 [ 分割 / 混在 ] タ ブにも表
示されています。 こ こで このオプシ ョ ンを変更する と、
[ 分割 / 混在 ] タ ブでもオプシ ョ ンが変更されます。

Table 1-189. [ サーマル ] タ ブの内容 (cont.)
名前 説明
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Figure 1-199. [ 調整 / 差動ペア ] タ ブ

Table 1-190. [ 調整 / 差動ペア ] タ ブの内容

名前 説明

最小振幅 最小の高さ ( 水平アコーデ ィ オン ) または幅 ( 垂直
アコーデ ィ オン ) を指定し ます。

最大振幅 最大の高さ ( 水平アコーデ ィ オン ) または幅 ( 垂直
アコーデ ィ オン ) を指定し ます。

最小間隙 アコーデ ィ オン間の端点対端点の距離を指定し ます。

間隙は、 パラ メ ータの値×配線対コーナー間の間隙と等
し く な り ます。 ただ し、 配線対コーナー間の間隙が 0 の
場合、 間隙は配線幅×間隙パラ メ ータの値と な り ます。

最大階層レベル アコーデ ィ オン作成に使用するステ ッ プ数を指定し ま
す。 
参照 : PADS Router Concepts Guide の 「最大階層レベル」
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オプシ ョ ンの設定

オプシ ョ ンダイアログボ ッ クス、 ビアパターン タ ブ
[ オプシ ョ ン ] ダイアログボ ッ クスの [ ビアパターン ] タ ブを使用し て、 ビアのシール
ド処理や千鳥ビア操作を指定し ます。

ア クセス

• ツールメ ニュー > オプシ ョ ン > ビアパターン タ ブ

最大比率 アコーデ ィ オン コーナーのマイ ター比率を指定し ます。

マイ ターで円弧を
使用

アコーデ ィ オン内で対角線分ではな く 円弧を使用し ます

プレビ ュー領域 アコーデ ィ オンの例を表示し ます。 プレビ ュー領域の画
像は、 アコーデ ィ オン設定の変更を反映し て更新されま
す。

整合長グループ許容
誤差で必要な上記長
さに加える追加長さ

整合長グループ許容誤差 に加えて必要な追加長さ を
( 許容誤差に対するパーセン ト で ) 指定し ます。 [ 整合長
グループ許容誤差で必要な上記長さに加える追加長さ ]
ボ ッ クスに数値を入力し ます。 
例 ： 0 を入力し た場合、 調整されたネ ッ ト の長さは 
< リーダー長さ－許容誤差 > と な り ます。 100 を入力
する と、 ネ ッ ト はグループ リーダーと同じ長さにな り ま
す。 リーダーネ ッ ト とは、 整合長グループ内で一番長い
ネ ッ ト のこ と です。

配線完成に必要であ
れば長さ規則は無視

長さ規則を無視し て、 配線を完了するよ う にし ます。

調整時に差動ペア
修正アコーデ ィ オン
を追加

アコーデ ィ オンを使用し て、 差動ペアのメ ンバーを同じ
長さにし ます。

間隙部分には修正
アコーデ ィ オンを
作成し ない

2 本の配線が平行に配線される際に間隙部分に修正
アコーデ ィ オンを作成し ないよ う にし ます。

長さの差が整合長
許容誤差よ り大きい
場合のみ修正アコー
デ ィ オンを作成

差動ペアネ ッ ト の長さの差が整合長グループの許容誤差
よ り小さいと きに修正アコーデ ィ オンが作成されないよ
う にし ます。

Table 1-190. [ 調整 / 差動ペア ] タ ブの内容 (cont.)
名前 説明
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Figure 1-200. [ ビアパターン ] タ ブ

Table 1-191. [ ビアパターン ] タ ブの内容

名前 説明

ネ ッ ト から ビアを
追加

シールド処理に使用するビアの形式を選択し ます。 シールド
処理に使用するビアに関連付けられたネ ッ ト を選択し ます。

ビア タ イプ シールド処理に使用するビアの形式を選択し ます。 シールド
処理に使用するビアの形式を選択し ます。 ( 選択し たネ ッ ト
に対し どのよ う なビア タ イプが使用できるかは、 設計規則に
よ って決ま り ます )
使用可能なビア タ イプを表示するには、 最初にネ ッ ト を選択
し ます。
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[ シールド間隔 ]
領域

シールド ビアからシールド処理を行う配線または形状までの
距離を指定し ます。

必須事項 ： ビアグ リ ッ ド を無視チ ェ ッ クボ ッ クスを選択し て
く だ さい。 選択し ない場合、 ビアはビアグ リ ッ ド に引き込ま
れます。
以下のいずれかを選択し て く だ さい ：
• 設計の規則を使用―このオプシ ョ ンを選択 ( デフ ォル ト で

は選択されています ) する と、 ビア と シールド されるオ
ブジ ェ ク ト との間隔は、 設計規則によ って決定されます。
[ ビアシールド を追加 ] 操作では、 選択し た配線またはベ
タに対し、 ビア対配線およびビア対ベタの間隙がビア配
置時に使用されます。
ヒ ン ト ： 選択し た配線やベタに関し ては、 ビアの配置に
設計規則が使用されます。 ただ し、 そのビア配置によ り、
他オブジ ェ ク ト と他の配線などについて間隙違反を起こ
す場合があ り ます。 間隙エラーの原因と なるビアの追加
を防ぐには、 [DRC オン ] に設定し て く だ さい。
詳細 ： DRC および千鳥ビア と シールド処理操作。

• パターン⇔ビア―ビア と配線間およびビア とベタ間の最
小間隙の設計規則とは異なるビア間隔を指定する場合、
このオプシ ョ ンを選択し ます。
オプシ ョ ンを選択し て、 指定し た値ボ ッ クスに値を入力
し ます。 0 ～ 1000 ミ ルの値を入力し て く だ さい。 0 に設
定する と、 ビア と配線 ( または形状 ) のエ ッ ジが接触し ま
す。
ヒ ン ト ： ビア と配線間およびビア とベタ間の最小間隙を
指定する場合、 DRC 設定を OFF にし ます。 [DRC オン ]
が設定されている場合、 [ ビアシールド を追加 ] 操作は失
敗し、 ビアは追加されません。

• ハッ チ外形線⇔ビア―ビアからベタ接地面のエ ッ ジ
( ハッ チ外形線など ) までの距離を指定し ます。 オプシ ョ
ンを選択し て、 指定し た値ボ ッ クスに値を入力し ます。
ヒ ン ト ： ビア と配線間の間隔は、 [ ハッ チ外形線⇔ビア ]
の値とベタ対配線の間隙の値の合計と等し く な り ます。

Table 1-191. [ ビアパターン ] タ ブの内容 (cont.)
名前 説明
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[ プレーン ]
テーブル

特定のネ ッ ト のベタ形状の千鳥ビア形式を指定し ます。
• ネ ッ ト ―使用できるネ ッ ト のリ ス ト 。
• ビア タ イプ―使用できるビア タ イプのリ ス ト 。

追加 [ プレーン ] テーブルの一番下に列を追加し ます。

編集 選択し たセルを編集できるよ う にし ます。

削除 選択し た列を削除し ます。

[ パターン ] 領域 形状内でビアのパターンを配置するための千鳥モー ド ([ 塗潰
し ] または [ 周囲 ]) を指定し ます。 以下から選択し ます ：
• 塗潰し―形状をパターンで塗り潰し ます ( 整列、 千鳥 )
• 周囲―形状の周辺内部にビアを配置し ます。

ヒ ン ト ： 選択し た形状のパターン設定 ([ 塗潰し ] または
[ 周囲 ]) を無視するには、 [ 千鳥ビアモー ド ] コマン ド を
使用し ます。
制限事項 ： デフ ォル ト では、 千鳥ビア操作を行っても形
状内の空洞部分にはビアを配置し ません。
詳細 ： 空洞部分をビアで囲む。

確認画面 ビアパターンの例を表示し ます。 パターン設定を変更する
と、 確認画面に表示される画像が更新されます。

ビア⇔ハッ チ外形 塗潰し を行う形状のエ ッ ジから ビアパターンのエ ッ ジまでの
距離を指定し ます。 0 ～ 1000 ミ ルの値を入力し て く だ さい。
0 に設定する と、 ビアのエ ッ ジ と塗潰しの外形線が接触し ま
す。 例 ：

デフ ォル ト の値は、 ベタ と ビア間の間隙のデフ ォル ト 値で
す。

Table 1-191. [ ビアパターン ] タ ブの内容 (cont.)
名前 説明
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選択し たハッ チ
領域のみに発生

塗潰し を行う と複数のハッ チ外形に分割されて し ま う よ う
な、 1 つの自動ベタ または分割内層接続多角形がある場合、
この設定を使用し ます。 
• 千鳥ビア コマン ド を使用する際に、 選択し たハッ チ外形

のみビアパターンで塗潰す場合、 このオプシ ョ ンを選択
し ます。 ( デフ ォル ト でこのオプシ ョ ンが選択されていま
す )

• 選択し たハッ チ外形線の一部と なっている主要なベタや
内層接続面の外形を塗潰す場合は、 このチ ェ ッ クボ ッ ク
スを OFF にし ます。

例 ：

ビア間隔 ビアシールド を追加や千鳥ビア操作によ って追加されるビア
間 ( 中心から中心 ) の距離を指定し ます。 0 ～ 1000 ミ ルの値
を入力し ます。 デフ ォル ト は 100 ミ ルです。
0 またはビア直径の半分よ り小さい値を指定し た場合、 ビア
同士は接触し ますが、 重複する こ とはあ り ません。 例 ：

ヒ ン ト ： 
• このオプシ ョ ンを使用するには、 ビアグ リ ッ ド を無視

チ ェ ッ クボ ッ クスを選択し ます。
• ビア直径に同一ネ ッ ト のビア対ビアの間隙を足し た値よ

り小さい数値を指定する場合、 DRC を OFF にし て く だ さ
い。 [DRC オン ] に設定されている場合、
ビアシールド を追加や千鳥ビア操作は失敗し ます。
( 追加されるビアもあ り ますが、 違反の原因と なるビアは
追加されません )

Table 1-191. [ ビアパターン ] タ ブの内容 (cont.)
名前 説明



PADS Layout GUI リ フ ァ レンス
アウ ト プ ッ ト ウ ィ ン ド ウ

PADS Layout User’s Guide, PADS 9.0 399

関連 ト ピ ッ ク

オプシ ョ ン設定

アウ ト プ ッ ト ウ ィ ン ド ウ
アウ ト プ ッ ト ウ ィ ン ド ウでは、 レポー ト と セ ッ シ ョ ンログ、 マク ロ編集とデバッギン
グ、 カス タムプログラ ミ ングとデバッギングを表示し ます。

ア クセス

• アウ ト プ ッ ト ウ ィ ン ド ウボタ ン

アウ ト プ ッ ト ウ ィ ン ド ウは、 表示ウ ィ ン ド ウの左下に表示されます。 表示ウ ィ ン ド ウ
に格納し た り、 独立し て表示させる こ と も可能です。 また、 アウ ト プ ッ ト ウ ィ ン ド ウ
は開閉が可能です。 

アウ ト プ ッ ト ウ ィ ン ド ウには 3 つのタ ブがあ り ます ：

• ステータ ス タ ブ―現在のセ ッ シ ョ ンの情報を表示し ます。

• マク ロ タ ブ―マク ロスク リ プ ト を実行、 編集、 デバッ グできます。

関連 ト ピ ッ ク

• PADS Layout コ ンセプ ト ガイ ドの 「イ ン ターフ ェース」 章

ステータ ス タ ブ
ステータ ス タ ブには、 現在のセ ッ シ ョ ンの情報が表示されます。 開いている PCB
フ ァ イルの名前や、 保存されているテス ト 整合性フ ァ イルの名前が表示されます。
また、 基板配線時には基板の統計やメ ッ セージが表示されます。 ステータ ス タ ブが閉
じ ている状態で、 自動配線中や他のタ スク実行時にエラーが発生し た場合、 ステータ
ス タ ブがアク テ ィ ブな状態でアウ ト プ ッ ト ウ ィ ン ド ウが開き、 エラーが赤字で表示さ

ビア追加時に固定 このオプシ ョ ンを選択する と、 ビアシールド を追加や
千鳥ビア操作によ って追加される各ビアを固定し ます。 ま
た、 各ビアのプロパテ ィ を [ 固定済 ] に設定し、 その設定は
設計データベースに保存されます。

ビアグ リ ッ ド を
無視

このオプシ ョ ンを設定する と、 ビアシールド を追加や
千鳥ビア操作の際に、 ビアグ リ ッ ド設定を無視し ます。
( ビアはビアグ リ ッ ド に引き込まれません。 ) その代わり に、
[ シールド間隔 ] 領域および [ ビア間隔 ] フ ィ ールド で指定し
た設定で、 ビアが配置されます。

Table 1-191. [ ビアパターン ] タ ブの内容 (cont.)
名前 説明
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れます。 アウ ト プ ッ ト ウ ィ ン ド ウは、 直前の形式 ( 独立またはド ッ キング ) で再表示
されます。

ア クセス

• アウ ト プ ッ ト ウ ィ ン ド ウボタ ンを ク リ ッ ク し、次に [ ステータ ス ] タ ブを ク リ ッ
ク し ます。

Figure 1-201. [ ステータ ス ] タ ブ

関連 ト ピ ッ ク

マク ロ タ ブ
[ マク ロ ] タ ブでは、 マク ロスク リ プ ト を編集、 実行、 デバッ グできます。 マク ロ
エデ ィ タ を使用し て、 複数のマク ロを開いた り、 マク ロをネス ト する こ とが可能
です。

マク ロ とは、 1 回の動作と し て記録 ・ 再生のできる、 複数のコ マン ド、 キース ト ロー
ク、 マウスク リ ッ クなどの組み合わせです。 どのよ う な操作手順も記録でき、 一般設
定や層、 表示の設定などの重複し た作業を簡略化できます。

ア クセス

• アウ ト プ ッ ト ウ ィ ン ド ウボタ ンを ク リ ッ ク し、 次にマク ロ タ ブを ク リ ッ ク
し ます。

セ ッ シ ョ ンログの管理

Routing コ ンセプ ト ガイ ドのセ ッ シ ョ ンログ項目

PADS Layout コ ンセプ ト ガイ ドのセ ッ シ ョ ンログ項目
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Figure 1-202. [ マク ロ ] タ ブ

関連 ト ピ ッ ク

パッ ド入力角度規則ダイアログボ ッ クス
[ パッ ド入力角度規則 ] ダイアログボ ッ クスを使用し て、 配線がどのよ う にパッ ド に
入力 / 出力されるかを指定し ます。

ア クセス

• 設定メ ニュー > 設計の規則 > デフ ォル ト ボタ ン > パッ ド入力角度ボタ ン

マク ロの作成 マク ロスク リ プ ト のデバッ グ

マク ロの管理 マク ロ言語のヘルプへのアクセス

マク ロの再生 マク ロでのコマン ド ラ イ ンスイ ッ チの使用

"Routing コ ンセプ ト ガイ ドの
「プログラ ミ ング」 章のマク ロ
項目
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Figure 1-203. [ パッ ド入力角度規則 ] ダイアログボ ッ クス

Table 1-192. [ パッ ド入力角度規則 ] ダイアログボ ッ クス

名前 説明

横方向からの出力を
許可

長方形のパッ ドの場合のみ、 配線がパッ ドの長い側を
通って出力する こ と を許可し ます。

コーナー出力を許可 長方形のパッ ドの場合のみ、 配線がパッ ドのコーナー
または円弧を通って出力する こ と を許可し ます。

任意角度出力を許可 長方形と円形のパッ ドの場合、 45 度や 90 度だけでな
く 、 配線がどのよ う な角度でもパッ ドから出力する こ と
を許可し ます。

第 1 コーナー円滑化
規則

長方形と円形のパッ ドの場合、 最初のコーナーの間隙規
則を無視し、 90 度よ り小さい鋭角を通って配線が出力
する こ と を許可し ます。
ヒ ン ト ： このチ ェ ッ クボ ッ クスを選択する と、 アシ ッ ド
ト ラ ッ プが発生する場合があ り ます。 ただ し、 選択を
OFF にする と、 完成率が低 く な り、 配線に時間がかかる
こ とがあ り ます。 PADS Layout の DRC を使用し てア
シ ッ ド ト ラ ッ プの原因を検出し て く だ さい。 第 1 コー
ナーの間隙規則は推奨規則であるため、 無視する こ とが
できます。

確認画面 選択内容に基づ く パッ ド入力レ イアウ ト を表示し ます。

SMD 上のビア 配線中に SMD パッ ド上にビアを配置し ます。
ヒ ン ト ： SMD パッ ド に配置できるビアは 1 つだけです。
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関連 ト ピ ッ ク

パッ ド入力設計規則の設定

パッ ド ス タ ッ ク プロパテ ィ ダイアログボ ッ クス
[ パッ ド ス タ ッ ク プロパテ ィ ] ダイアログボ ッ クスを使用し て、 実装部品やビアパッ
ド ス タ ッ ク といった、 任意のパッ ド ス タ ッ クの各パッ ドやド リル穴の寸法および形状
を設定し ます。 

ア クセス

• 設定メ ニュー > パッ ド ス タ ッ ク

[ パッ ド ス タ ッ ク プロパテ ィ ] ダイアログボ ッ クスの内容は、 選択し た内容に応じ て
異な り ます。 主な 3 つの違いは以下のとお り です ：

• Figure 1-204: [ パッ ド ス タ ッ ク ] プロパテ ィ ダイアログ―部品形状パッ ド ス タ ッ
ク

• Figure 1-205: [ パッ ド ス タ ッ ク プロパテ ィ ] ダイアログ―ビアパッ ド ス タ ッ ク

• Figure 1-206:[ パッ ド ス タ ッ ク プロパテ ィ ] ダイアログ―サーマルパッ ド ス タ ッ
ク

内側に配置 ビアが SMD パッ ドの内側に完全にはまるよ う に指定
し ます。

中央 ビア配置を SMD パッ ドの幾何学的中央 ( パッ ドの原点
ではあ り ません ) に制限し ます。

終点 ビア配置を長方形の端部または円形 SMD パッ ド に制限
し ます。 正方形のパッ ド を使用する場合、 ビアはパッ ド
の横部分の中央に配置されます。 円形パッ ドは無視され
ます。
例外 ： ベタ と関連づけられたピンに関し ては、 ビアは
SMD パッ ド には配置されません。

確認画面 選択内容に基づ く SMD 入力レ イアウ ト を表示し ます。

削除 規則階層から現在のパッ ド入力角度規則設定を削除し ま
す。 
制限事項 ： デフ ォル ト のパッ ド入力角度規則は削除でき
ません。

Table 1-192. [ パッ ド入力角度規則 ] ダイアログボ ッ クス (cont.)
名前 説明
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Figure 1-204. [ パッ ド ス タ ッ ク ] プロパテ ィ ダイアログ―部品形状パッ ド ス タ ッ ク
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Figure 1-205. [ パッ ド ス タ ッ ク プロパテ ィ ] ダイアログ―ビアパッ ド ス タ ッ ク
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Figure 1-206. [ パッ ド ス タ ッ ク プロパテ ィ ] ダイアログ―サーマルパッ ド ス タ ッ ク

Table 1-193. [ パッ ド ス タ ッ ク プロパテ ィ ] ダイアログボ ッ クスの内容

名前 説明

パッ ド ス タ ッ ク形式 部品形状―実装部品パッ ド ス タ ッ クのオプシ ョ ンを
有効にし ます。
ビア―ダイアログボ ッ クス内の [ ビア ] 領域を有効
にし、 ビアパッ ド ス タ ッ ク を定義できるよ う にし ま
す。 部品形状やピンのパッ ド ス タ ッ クに関するオプ
シ ョ ンは、 現在使用できません。 
参照 ： ビアパッ ド ス タ ッ クの編集

部品形状 [ パッ ド ス タ ッ ク形式 ] で選択し たもの ( 部品形状
またはビア ) の部品形状名を一覧表示し ます。
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ビア追加 部品形状名リ ス ト にビアを追加し ます。 
制限事項 ： [ パッ ド ス タ ッ ク形式 ] 領域でビアを
選択し た場合のみ有効です。
参照 ： ビアパッ ド ス タ ッ クの追加

ビア削除 部品形状名リ ス ト から選択し たビアを削除し ます。 
制限事項 ：
• [パッ ド ス タ ッ ク形式]領域でビアを選択し た場合

のみ有効です。
• STANDARDVIA は削除できません。 

ビア名 新規ビアの名前を指定し ます。 
制限事項 ： [ パッ ド ス タ ッ ク形式 ] 領域でビアを
選択し た場合のみ有効です。

貫通 / 非貫通 貫通―現在のビアを貫通ビア と し て設定し、 基板の
全層を貫通するよ う にし ます。
非貫通―現在のビアを非貫通ビア と し て設定し、
基板の指定層のみ貫通するよ う にし ます。 [ 非貫通 ]
を ク リ ッ ク し、 [ 開始層 ] と [ 終了層 ] を ク リ ッ ク
し ます。
制限事項 ： [ パッ ド ス タ ッ ク形式 ] 領域でビアを
選択し た場合のみ有効です。

開始層 非貫通ビアの開始層を設定し ます。
制限事項 ： [ パッ ド ス タ ッ ク形式 ] 領域でビアを選
択し、 [ 非貫通 ] ビアに設定し た場合のみ有効です。

終了層 非貫通ビアの終了層を設定し ます。
制限事項 ： [ パッ ド ス タ ッ ク形式 ] 領域でビアを選
択し、 [ 非貫通 ] ビアに設定し た場合のみ有効です。

ピン番号と メ ッキ状況 パッ ド ス タ ッ クの編集を適用するピンを指定し ま
す。 編集し たいピンを [ ピン ： メ ッキ付 ] 欄から選
択し ます。 [ ピン ： メ ッキ付 ] 設定はビアパッ ド ス
タ ッ クには適用されません。 すべてのビアがメ ッキ
有り とみな されています。 1 つまたは複数のピンを
選択し て、 選択し たパッ ド ス タ ッ ク を カス タ マイズ
できます。 
参照 ： 複数ピンのパッ ド ス タ ッ ク を カス タ マイズ
制限事項 ： [ パッ ド ス タ ッ ク形式 ] 領域で部品形状
を選択し た場合のみ有効です。

追加 [ ピンを追加 ] ダイアログボ ッ クスを開きます。

削除 選択し たピンを削除し ます。

Table 1-193. [ パッ ド ス タ ッ ク プロパテ ィ ] ダイアログボ ッ クスの内容 (cont.)
名前 説明
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形状 寸法 層 選択し た層上のパッ ド径と形状を設定し ます。
内側の層は、 内層接続層に使用される こ とが多 く 、
内層接続プロ ッ ト と し て出力する際にパッ ド径が
絶縁領域と なるため、 パッ ド径を少し大き く し て
描画されます。
参照 ： ソルダーレジス ト と メ タルの制御

追加 [ 層を追加 ] ダイアログボ ッ クスを開きます。

削除 選択し た形状を削除し ます。

一般設定を使用 サーマルと アンチパッ ド形状を、 [ オプシ ョ ン ]
ダイアログボ ッ クスの [ サーマル ] タ ブで指定され
た形状に設定し ます。
制限事項 ： このオプシ ョ ンは、 [ パッ ド形状 ] が
サーマルまたはアンチパッ ド に設定されている場合
に使用可能です。 
参照 ： サーマルの設定

Table 1-193. [ パッ ド ス タ ッ ク プロパテ ィ ] ダイアログボ ッ クスの内容 (cont.)
名前 説明
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パッ ド形状 パッ ドの形状を指定し ます ： パッ ド、 サーマル、
アンチパッ ド。
サーマルまたはアンチパッ ド を選択する と、 分割 /
混在層や CAM ネガ内層で使用されるサーマルまた
はアンチパッ ドの寸法や形状を設定する コ ン ト ロー
ルを表示し ます (RS-274 出力の場合 )。 
参照 ： サーマルの設定
[ 長穴パラ メ ータ ] 領域で [ 長穴 ] チ ェ ッ クボ ッ クス
を選択し た場合は、 サーマルの長さは、 長穴の長さ
から ド リル径を引いて、 内径幅を足し た合計と な り
ます。
サーマルの外径の長さは、 長穴の長さから ド リル径
を引いて、 外径幅を足し た合計と な り ます。
ヒ ン ト ： [ 内径 ] と [ 外径 ] では、 サーマルの内径、
外径を指定し ます。 内層接続面へのソ リ ッ ド接続
( 塗り潰し ) をするには、 これらのオプシ ョ ンを同
じ設定にし ます。 現在のパッ ド径は内径と し て使用
され、 外径は、 同一ネ ッ ト の [ パッ ド と コーナー ]
間のデフ ォル ト 規則によ り設定されます。 アンチ
パッ ド については、 直径の初期設定は、 現在のデ
フ ォル ト のパッ ド とベタ間規則に従ったものと な り
ます。 オプシ ョ ンダイアログボ ッ クス、 分割内層接
続層 / 混在内層接続層タ ブで、 [ サーマルと アンチ
パッ ド に設計規則を使用 ] を選択し た場合には、 外
径は無視され、 外径が内径よ り小さい場合を除き、
間隙規則が使用されます。 ただ し、 内径および外径
オプシ ョ ンでは、 常に塗り潰し を制御し ます。
アンチパッ ドの長さは、 長穴の長さから ド リル径を
引いて、 幅を足し た合計と な り ます。
ヒ ン ト ： 外層のアンチパッ ドは作成できません。
[ 形状 寸法 層 ] リ ス ト で外層を選択し た場合、 アン
チパッ ドは使用できません。

形状ボタ ン [ 形状 寸法 層 ] リ ス ト で選択し た層に、 パッ ド形状
を指定し ます。 ビアパッ ド ス タ ッ ク を、 円形、 正方
形、 環状、 不定形、 長円形、 長方形と し て指定でき
ます。
環状では、 内部パッ ド径を指定でき、 パッ ド内径を
ド リル外径の内側に引き込むこ とができます。 ベタ
パッ ドの中心にあるパイ ロ ッ ト デ ィ ンプルは、 手動
でプロ ト タ イプを製作する際の目印と なるよ う表示
されています。
不定形のパッ ド形状は、 モアレ状のパッ ドや登録記
号などの描画に便利です。 円形の外形線のみで、 通
常はエアギャ ッ プ検査の印をつけるための領域と し
て使用されます。

Table 1-193. [ パッ ド ス タ ッ ク プロパテ ィ ] ダイアログボ ッ クスの内容 (cont.)
名前 説明
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穴径に対するパッ ド径 ド リル径に相対的なパッ ドの内径および外径を表示
し ます。

[ パラ メ ータ ] 領域 選択し た形状によ り、 パッ ド形状の寸法のオプシ ョ
ンは異な り ます。
円形―直径 ( 長穴でない場合 )、 線幅 ( 長穴の場合 )。
パッ ド形状がサーマルの場合 ： 内径、 外径、
スポーク、 スポーク角度、 スポーク幅。
正方形―寸法 ( 長穴でない場合 )、 幅 ( 長穴の場合 )。
コーナー形式と半径。 パッ ド形状がサーマルの場
合 ： 内径、 外径、 スポーク、 スポーク角度、 スポー
ク幅。
環状―直径と内径
長円形―幅、 長さ、 方向、 オフセ ッ ト  
長方形―幅、 長さ、 方向、 オフセ ッ ト 、 コーナー
形式、 半径
不定形―直径

Figure 1-207. 半径の例

Table 1-193. [ パッ ド ス タ ッ ク プロパテ ィ ] ダイアログボ ッ クスの内容 (cont.)
名前 説明
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方向 / オフセ ッ ト パッ ドの方向やオフセ ッ ト を設定し ます。 この設定
は、 SMD 部品形状やエ ッ ジフ ィ ンガーコネク タに
使用されます。 長円形または長方形の形状ボタ ンを
選択する と、 表示されます。
方向は、 90 度を指定する と部品本体に対し て垂直、
0 度を指定する と部品本体に対し て平行にな り ます。
任意の回転角度を入力できます。 
オフセ ッ ト を指定する と、 以下の目的で、 長方形ま
たは長円形パッ ド を電気的中心からわずかに移動さ
せる こ とができます ：
• エ ッ ジフ ィ ンガー内にあるため、 画面上で同軸

上にあるパッ ドは、 配線中の選択や作業が困難
です。 1 層をオフセ ッ ト する と、 部品面、 半田面
を認識しやす く な り ます。 

• 電気層の中心は動かさずに、 実装部品本体から
パッ ド を拡張する場合。

指定できるオフセ ッ ト の最大量は、 パッ ド長さの
2 分の 1 です。 この制限を越える と、 CAM のプレ
ビ ューダイアログボ ッ クスで表示できな く な り ま
す。

Figure 1-208. オフセ ッ ト の例

最大オフセ ッ ト  = 長さの半分 (1000/2) = 500

穴径 ( ド リル径 ) 穴径を指定し ます。 メ ッキ付き穴の場合、 この値は
同じ ままにな り ます。 加工後の穴径と な り ます。
穴のメ ッキ後に指定された ド リル寸法の値を得られ
るよ う、 ド リル穴は通常フ ァ ブ リ ケーターによ って
寸法超過されます。
オプシ ョ ンダイアログボ ッ クス、 設計タ ブのド リル
超過寸法設定をご覧 く だ さい。

Table 1-193. [ パッ ド ス タ ッ ク プロパテ ィ ] ダイアログボ ッ クスの内容 (cont.)
名前 説明
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メ ッキ付 ド リル穴を銅箔で メ ッキするかど うかを指定し ま
す。 通常、 穴のあるパッ ド ス タ ッ クはメ ッキされて
います。 取り付け穴のよ う な、 銅箔がない非メ ッキ
穴を作成するには、 [ メ ッキ付 ] チ ェ ッ クボ ッ クス
を解除し ます。 非メ ッキ穴は、 超過寸法される こ と
な く 、 実際のド リル径に対し て ド リルされます。 ド
リル超過寸法は適用されません。
ヒ ン ト ：
• バッ チの間隙検査機能では、 エラーフ ラグをつ

ける際に、 追加された ( メ ッキ付き穴 ) ド リル超
過寸法を考慮し ます。 オプシ ョ ンダイアログ
ボ ッ クス、 設計タ ブの ［ド リル超過寸法］ 設定
をご覧 く だ さい。

• 層構成を定義ダイアログボ ッ クスで、 基板が片
面基板と マーク されている場合は、 このチ ェ ッ
クボ ッ クスは無視されます。

長穴 選択し たパッ ド ス タ ッ クやピンに対し、 長穴を使用
可能にし ます。 
参照 ： 長穴の使用

長穴長 長穴の長さ を設定し ます。 このオプシ ョ ンは、 長穴
チ ェ ッ クボ ッ クスを ON にする と使用可能にな り ま
す。

長穴の方向 長穴の方向を設定し ます。 このオプシ ョ ンは、 長穴
チ ェ ッ クボ ッ クスを ON にする と使用可能にな り ま
す。
ヒ ン ト ： 長穴のカス タムサーマルやアンチパッ ド
は、 長穴と同じ方向と な り ます。

長穴のオフセ ッ ト 長穴のオフセ ッ ト を設定し ます。 長穴のオフセ ッ ト
は、 長穴の中心を、 ピンの電気的中心に対し て相対
的に移動し ます。 常にパッ ド オフセ ッ ト とは反対の
方向に移動し ます。 このオプシ ョ ンは、 長穴チ ェ ッ
クボ ッ クスを ON にする と使用可能にな り ます。 
指定できるオフセ ッ ト の最大量は、 長穴の長さの
2 分の 1 です。 この制限を超過し た場合には、 長穴
は CAM のプレビ ューダイアログボ ッ クスで表示さ
れません。 
ヒ ン ト ： 長穴のカス タムサーマルやアンチパッ ド
は、 長穴と同じオフセ ッ ト にな り ます。

Table 1-193. [ パッ ド ス タ ッ ク プロパテ ィ ] ダイアログボ ッ クスの内容 (cont.)
名前 説明
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関連 ト ピ ッ ク

パッ ド ス タ ッ クの作成

PADS Layout コ ンセプ ト ガイ ドの 「設計」 章の 「パッ ド ス タ ッ ク レポー ト 」 項目

PADS Layout コ ンセプ ト ガイ ドの 「設計」 章の 「パッ ド ス タ ッ ク」 項目

PADS Layout コ ンセプ ト ガイ ドの 「設計」 章の 「パッ ド オフセ ッ ト と長穴オフセ ッ
ト 」 項目

ピンのパッ ド ス タ ッ クのプロパテ ィ ダイアログボ ッ
クス
部品形状エデ ィ タ内で、 [ ピンのパッ ド ス タ ッ クのプロパテ ィ ] ダイアログボ ッ クス
を使用し て、 選択し た 1 つまたは複数ター ミ ナルや長穴の径や形状の修正を行いま
す。

ア クセス

• 部品形状エデ ィ タ  > ター ミ ナルを選択 > 右ク リ ッ ク > パッ ド ス タ ッ ク

部品単位系 選択し た部品形状の現在の単位系の表示と設定を
行います。 
制限事項 ： [ パッ ド ス タ ッ ク形式 ] でビアを選択し
た場合や、 部品形状エデ ィ タ で このダイアログボ ッ
クスを使用し ている場合には、 この領域は使用でき
ません。 
ヒ ン ト ： 部品形状の単位系を切り替える と、 数値を
丸める際にエラーが発生する こ とがあ り ます。

一覧 選択し たパッ ド ス タ ッ クに関するレポー ト を生成
し ます。 
パッ ド ス タ ッ ク レポー ト には、 パッ ド ス タ ッ ク、
長穴、 単位系情報が表示されます。 ビアは設計の単
位系で出力されます。 

全て表示 データベース内のすべての部品形状の全パッ ド ス
タ ッ クに関するレポー ト を生成し ます。 
パッ ド ス タ ッ ク レポー ト には、 パッ ド ス タ ッ ク、
長穴、 単位系情報が表示されます。 ビアは設計の
単位系で出力されます。 

確認画面 現在のオプシ ョ ンでのパッ ド形状や寸法を表示し ま
す。

ネガ表示 確認画面の表示をネガ表示にし ます。
制限事項 ： サーマル形状でのみ有効です。

Table 1-193. [ パッ ド ス タ ッ ク プロパテ ィ ] ダイアログボ ッ クスの内容 (cont.)
名前 説明
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Figure 1-209. [ ピンのパッ ド ス タ ッ クのプロパテ ィ ] ダイアログボ ッ クス

Table 1-194. [ ピンのパッ ド ス タ ッ クのプロパテ ィ ] ダイアログボ ッ クスの内容

名前 説明

ピン名称 ： メ ッキ付 部品形状パッ ド ス タ ッ クの場合、 パッ ド ス タ ッ ク
編集をどのピンに適用するか指定する必要があ り ま
す。 編集し たいピンを [ ピン名称 ： メ ッキ付 ] 欄か
ら選択し ます。 [ ピン名称 ： メ ッキ付 ] 設定はビア
パッ ド ス タ ッ クには適用されません。 すべてのビア
がメ ッキ有り とみな されています。
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形状 寸法 層 ビアおよび実装部品両方のパッ ド ス タ ッ クに対し
て、 選択し た層上のパッ ド径と形状を設定できま
す。
内側の層は、 内層接続層に使用される こ とが多 く 、
内層接続プロ ッ ト と し て出力する際にパッ ド径が
絶縁領域と なるため、 パッ ド径を少し大き く し て
描画されます。 
参照 ： PADS Layout コ ンセプ ト ガイ ドの 「設計」 章
の 「パッ ド ス タ ッ ク」 項目

追加 [ 層を追加 ] ダイアログボ ッ クスを開きます。

削除 選択し た形状を削除し ます。

選択中の全ピンに指定 [ ピン名称 ： メ ッキ付 ] リ ス ト で選択し た ター ミ ナ
ルを、 作業領域内の選択された ター ミ ナルと一致す
るよ う修正し ます。 

形状ボタ ン [ 形状 寸法 層 ] リ ス ト で選択し た層に、 パッ ド形状
を指定し ます。 ビアパッ ド ス タ ッ ク を、 円形、 正方
形、 環状、 不定形、 長円形、 長方形と し て指定でき
ます。
環状では、 内部パッ ド径を指定でき、 パッ ド内径を
ド リル外径の内側に引き込むこ とができます。 ベタ
パッ ドの中心にあるパイ ロ ッ ト デ ィ ンプルは、 手動
でプロ ト タ イプを製作する際の目印と なるよ う表示
されています。
不定形のパッ ド形状は、 モアレ状のパッ ドや登録記
号などの描画に便利です。 円形の外形線のみで、 通
常はエアギャ ッ プ検査の印をつけるための領域と し
て使用されます。

Table 1-194. [ ピンのパッ ド ス タ ッ クのプロパテ ィ ] ダイアログボ ッ クスの内容 
(cont.)

名前 説明
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[ パラ メ ータ ] 領域 選択し た形状によ り、 パッ ド形状の寸法のオプシ ョ
ンは異な り ます。
円形―直径 ( 長穴でない場合 )、 線幅 ( 長穴の場合 )。
パッ ド形状がサーマルの場合 ： 内径、 外径、
スポーク、 スポーク角度、 スポーク幅。
正方形―寸法 ( 長穴でない場合 )、 幅 ( 長穴の場合 )。
コーナー形式と半径。 パッ ド形状がサーマルの場
合 ： 内径、 外径、 スポーク、 スポーク角度、 スポー
ク幅。
環状―直径と内径
長円形―幅、 長さ、 方向、 オフセ ッ ト  
長方形―幅、 長さ、 方向、 オフセ ッ ト 、 コーナー
形式、 半径
不定形―直径

Figure 1-210. 半径の例

Table 1-194. [ ピンのパッ ド ス タ ッ クのプロパテ ィ ] ダイアログボ ッ クスの内容 
(cont.)

名前 説明
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方向 / オフセ ッ ト パッ ドの方向やオフセ ッ ト を設定し ます。 この設定
は、 SMD 部品形状やエ ッ ジフ ィ ンガーコネク タに
使用されます。 長円形または長方形の形状ボタ ンを
選択する と、 表示されます。
方向は、 90 度を指定する と部品本体に対し て垂直、
0 度を指定する と部品本体に対し て平行にな り ます。
任意の回転角度を入力できます。 
オフセ ッ ト を指定する と、 以下の目的で、 長方形ま
たは長円形パッ ド を電気的中心からわずかに移動さ
せる こ とができます ：
• エ ッ ジフ ィ ンガー内にあるため、 画面上で同軸

上にあるパッ ドは、 配線中の選択や作業が困難
です。 1 層をオフセ ッ ト する と、 部品面、 半田面
を認識しやす く な り ます。 

• 電気層の中心は動かさずに、 実装部品本体から
パッ ド を拡張する場合。

指定できるオフセ ッ ト の最大量は、 パッ ド長さの
2 分の 1 です。 この制限を越える と、 CAM のプレ
ビ ューダイアログボ ッ クスで表示できな く な り ま
す。

Figure 1-211. オフセ ッ ト の例

最大オフセ ッ ト  = 長さの半分 (1000/2) = 500

穴径 パッ ドのド リル径を設定し ます。

Table 1-194. [ ピンのパッ ド ス タ ッ クのプロパテ ィ ] ダイアログボ ッ クスの内容 
(cont.)

名前 説明
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関連 ト ピ ッ ク

パッ ド ス タ ッ クの作成

PADS Layout コ ンセプ ト ガイ ドの 「設計」 章の 「パッ ド ス タ ッ ク」 項目

メ ッキ付 パッ ド を銅箔で メ ッキするかど うかを指定し ます。
通常、 穴のあるパッ ドはメ ッキされています。 取り
付け穴のよ う な、 銅箔がない非メ ッキ穴を作成する
には、 ク リ ッ ク し て [ メ ッキ付 ] 設定を解除し ます。
非メ ッキ穴は、 超過寸法される こ と な く 、 実際のド
リル径に対し て ド リルされます。 ド リル超過寸法は
適用されません。
ヒ ン ト ： バッ チの間隙検査機能では、 エラーフ ラグ
をつける際に、 追加された ド リル超過寸法を考慮し
ます。 [ メ ッ キ付 ] を OFF にし た場合、 バッ チの間
隙検査では実際のド リル径が適用されます。

長穴 選択し たパッ ド ス タ ッ クやピンに対し、 長穴を使用
可能にし ます。 
参照 ： 長穴の使用

長穴長 長穴の長さ を設定し ます。 このオプシ ョ ンは、 長穴
チ ェ ッ クボ ッ クスを ON にする と使用可能にな り ま
す。

長穴の方向 長穴の方向を設定し ます。 このオプシ ョ ンは、 長穴
チ ェ ッ クボ ッ クスを ON にする と使用可能にな り ま
す。
ヒ ン ト ： 長穴のカス タムサーマルやアンチパッ ド
は、 長穴と同じ方向と な り ます。

長穴のオフセ ッ ト 長穴のオフセ ッ ト を設定し ます。 長穴のオフセ ッ ト
は、 長穴の中心を、 ピンの電気的中心に対し て相対
的に移動し ます。 常にパッ ド オフセ ッ ト とは反対の
方向に移動し ます。 このオプシ ョ ンは、 長穴チ ェ ッ
クボ ッ クスを ON にする と使用可能にな り ます。 
指定できるオフセ ッ ト の最大量は、 長穴の長さの
2 分の 1 です。 この制限を超過し た場合には、 長穴
は CAM のプレビ ューダイアログボ ッ クスで表示さ
れません。 
ヒ ン ト ： 長穴のカス タムサーマルやアンチパッ ド
は、 長穴と同じオフセ ッ ト にな り ます。

確認画面 現在のオプシ ョ ンでのパッ ド形状や寸法を表示し ま
す。

Table 1-194. [ ピンのパッ ド ス タ ッ クのプロパテ ィ ] ダイアログボ ッ クスの内容 
(cont.)

名前 説明



PADS Layout GUI リ フ ァ レンス
ダイ ピンのパッ ド ダイアログボ ッ クス

PADS Layout User’s Guide, PADS 9.0 419

ダイ ピンのパッ ド ダイアログボ ッ クス
[ ダイ ピンのパッ ド ] ダイアログボ ッ クスを使用し て、 ダイ部品のサブス ト レー ト ボン
ドパッ ド に使用する ラベルを指定し ます。

制限事項 : この情報は BGA ツールキ ッ ト のみに当てはま り ます。

ア クセス

• BGA ツールバーボタ ン > BGA ピンを選択 > BGA Pad セルをダブルク リ ッ ク  > 
... ボタ ン

Figure 1-212. [ ダイ ピンのパッ ド ] ダイアログボ ッ クス

関連 ト ピ ッ ク

ダイ ピンの表示

すべての BGA ピン ラベルを一覧表示

Table 1-195. [ ダイ ピンのパッ ド ] ダイアログボ ッ クスの内容

名前 説明

BGA パッ ド [BGA のピン ラベルを追加 ] ダイアログボ ッ クスで選択された
ダイ部品ピンに接続されたすべての BGA ピンパッ ド ラベルを
表示し ます。 サブス ト レー ト ボン ドパッ ドのラベルで使用する
ピンパッ ド ラベルを選択し ます。

全選択ボタ ン BGA パッ ド リ ス ト 内のすべての BGA ピンパッ ド ラベルを選
択し ます。

全てに適用 現在のダイ ピン番号と BGA パッ ド設定を複数の BGA ピン
パッ ド を持つすべてのダイ ピン番号に適用し ます。
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特定の BGA ピン ラベルを一覧表示

PADS Router リ ン クダイアログボ ッ クス
PADS Router リ ン クでは、 PADS Router の自動配線オプシ ョ ンを設定し、 その情報は
PADS Layout から PADS Router に転送されます。 データは設計フ ァ イルに保存されま
す。 リ ン ク を使い、 PADS Router を自動的に実行し、 現在の設計フ ァ イルを前面で開
き、 自動配線の進行を確認できます。 PADS Router をバッ クグラウン ド ( 非表示 ) で
実行する こ と も可能です。 また、 .pcb フ ァ イルを保存し、 後で PADS Router で配線す
る こ と もできます。

ア クセス

• ツールメ ニュー > PADS Router

Figure 1-213. [PADS Router リ ン ク ] ダイアログボ ッ クス
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関連 ト ピ ッ ク

設計の自動配線

Table 1-196. [PADS Router リ ン ク ] ダイアログボ ッ クスの内容

名前 説明

動作内容 行う操作を指定し ます。 以下から選択し ます ：
• PADS Router を開 く ―PADS Router を開き、 設計フ ァ

イルを読み込みます。 配線前に (PADS Layout ではな
く )PADS Router で設計フ ァ イルに修正を行えます。 

• 非表示で自動配線―PADS Router および PADS Router
モニ タ を開きます。 ただ し、 PADS Router はバッ ク
グラウン ド で実行されます。 レ イアウ ト コ マン ドは
無効にな り、 自動配線が完了するまで、 または
Router モニ タ で停止ボタ ンが 押されるまで、 待機
カーソルが表示されます。 

• 前面表示で自動配線―PADS Router および PADS 
Router モニ タ を開きます。 PADS Router は前面に
表示され、 アク テ ィ ブなプログラムと な り ます。  

• PCB フ ァ イルを保存―現在の設計に、 選択し た配線
仕様を保存し ます。 このオプシ ョ ンを選択する と
PADS Router や PADS Router モニ タは開きません。
後で PADS Router で開いて配線を行えるよ う、 .pcb
フ ァ イルを保存し ます。

設定ボタ ン [ 配線仕様 ] ダイアログボ ッ クスを開きます。

オプシ ョ ン 設定を ク リ ッ ク し た時に [ オプシ ョ ン ] ダイアログボッ
クスのどのタ ブを表示するかを指定し ます。

設定ボタ ン 上記で指定し た [ オプシ ョ ン ] ダイアログボッ クスの
タ ブを開きます。

出力フ ァ イル 出力フ ァ イルの名前を指定し ます。 PADS Router への
出力フ ァ イルは PADS Layout 設計フ ァ イルと同じ .pcb
拡張子を持ちます。
ヒ ン ト ： 
• 出力フ ァ イルを選択するには命名保存を ク リ ッ ク

し ます。
• PADS Router ではPowerPCB 3.5以降のバージ ョ ンのみ

使用可能です。

続行 指定し た設定で設計の自動配線を行います。
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PADS Router モニ タ ダイアログボ ッ クス、 配線タ
ブ

PADS Router モニ タは、 PADS Layout 設計の自動配線を行う ために変換を実行し た
場合には、 ダイナ ミ ッ クな情報を提供し ます。

ア クセス

 [PADS Router リ ン ク ] ダイアログボ ッ クスで [ 続行 ] を ク リ ッ クする と、 [PADS 
Router モニ タ ] ダイアログボ ッ クスの [ 配線 ] タ ブが表示されます。

ヒ ン ト ： PADS Router モニ タがデスク ト ッ プ上に表示されない場合、 Windows の
タ スクバー上にあ り ます。

Figure 1-214. [ 配線 ] タ ブ

Table 1-197. [ 配線 ] タ ブの内容

名前 説明

配線進捗イ ンジケータ 自動配線の進捗を表示し ます。

配線完了時に閉じ る 自動配線の完了時に PADS Router モニ タ を閉じ ます。
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PADS Router モニ タ ダイアログボ ッ クス、 検証タ
ブ

PADS Router モニ タは、 PADS Layout 設計の自動配線を行う ために変換を実行し た
場合には、 ダイナ ミ ッ クな情報を提供し ます。

配線タ ブ 現在の配線パスに関する、 以下の情報を表示し ます。
• パス―現在配線し ているパスの名前
• 経過―以前のパスにかかった合計時間と現在の

パスの経過時間。
• フ ァ ンアウ ト ―以前のパスで検出されたフ ァ ン

アウ ト の合計と現在のパスで検出されたフ ァ ン
アウ ト の数。

• ビア―以前のパスで検出されたビアの合計と現在
のパスで検出されたビアの数。

• 配線完了リ ン ク―以前のパスで配線された リ ン ク
の合計と現在のパスで配線された リ ン クの数。

• マイ ター―以前のパスで作成されたマイ ターの
合計と現在のパスで配線されたマイ ターの数。

• テス ト ポイ ン ト ―以前のパスで作成されたテス ト
ポイ ン ト の合計と現在のパスで作成されたテス ト
ポイ ン ト の数。

• 配線長―以前のパスで配線されたの合計と現在の
パスで配線された配線長の合計。

結果フ ァ イルを読み込
み 

自動配線の完了時、 PADS Layout の新規イ ンス タ ン
スで配線済み設計を開きます。
制限事項 ： このオプシ ョ ンは、 [ 前面で自動配線 ] で
のみ使用可能です。 [ 非表示で自動配線 ] の場合、 こ
のチ ェ ッ クボ ッ クスは選択された状態と な り、 使用
できません。 配線済みフ ァ イルは現在の Layout の
ウ ィ ン ド ウで自動的に開きます。

配線完了時に PADS 
Router を終了

[ 配線完了時に閉じ る ] も選択されている場合は、
PADS Router を閉じ ます。 
[ 配線完了時に PADS Router を終了 ] が選択されてお
り、 [ 配線完了時に閉じ る ] が選択されていない場合
は、 モニ タの停止ボタ ンを ク リ ッ クするまで、 モニ
タ と PADS Router は両方と も開いたままにな り ます。

停止ボタ ン 自動配線処理を停止し、 PADS Router モニ タ を閉じ ま
す。 [ 完了時に PADS Router を終了 ] を選択し た場合
も、 PADS Router は終了し ます。

Table 1-197. [ 配線 ] タ ブの内容 (cont.)
名前 説明
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ア クセス

 [ 設計検証 ] ダイアログボ ッ クスの [ 開始 ] を ク リ ッ クする と、 [PADS Router モニ タ ]
ダイアログボッ クスの [ 検証 ] タ ブが表示されます。

ヒ ン ト ： PADS Router モニ タがデスク ト ッ プ上に表示されない場合、 Windows の
タ スクバー上にあ り ます。

Figure 1-215. [ 検証 ] タ ブ

Table 1-198. [ 検証 ] タ ブの内容

名前 説明

配線進捗イ ンジケータ 自動配線の進捗を表示し ます。

配線完了時に閉じ る 自動配線の完了時に、 PADS Router モニ タ を閉じ ま
す。

検証タ ブ 現在の配線パスに関する、 以下の情報を表示し ます。
• パス―現在配線し ているパスの名前
• 経過―以前のパスにかかった合計時間と現在の

パスの経過時間。
• エラー―以前のパスで検出されたエラーの合計と

現在のパスで検出されたエラーの数

停止ボタ ン 自動配線処理を停止し、 PADS Router モニ タ を閉じ ま
す。 [ 完了時に PADS Router を終了 ] を選択し た場合
も、 PADS Router は終了し ます。
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部品関連の部品情報ダイアログボ ッ クス、 属性タ ブ
[ 部品情報 ] ダイアログボ ッ クスの [ 属性 ] タ ブを使用し て、 選択し た部品の属性を
管理し た り、 新規部品のデフ ォル ト 属性を定義し ます。

ア クセス

• フ ァ イルメ ニュー > ラ イブ ラ リ  > ラ イブ ラ リ を選択 > 部品ボタ ン > 部品を選択
> 新規または編集ボタ ン > 属性タ ブ

Figure 1-216. [ 属性 ] タ ブ

Table 1-199. [ 属性 ] タ ブの内容

名前 説明

属性テーブル • 属性列―属性の名前。
• 値列―属性の値。

デフ ォル ト と し て保存 現在の属性リ ス ト を、 すべての新規属性のデフ ォル
ト と し て保存し ます。 
ヒ ン ト ： 属性名は保存されますが、 属性値は保存
されません。

初期化 [ 属性 ] タ ブで行われた変更をすべて元に戻し ます。

編集 選択し たセルを編集できるよ う にし ます。
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関連 ト ピ ッ ク

部品情報の設定―属性

部品関連の部品情報ダイアログボ ッ クス、 コネク タ
タ ブ

[ 部品情報 ] ダイアログボ ッ クスの [ コネク タ ] タ ブを使用し て、 ピン タ イプに 1 つ
または複数の CAE 形状 ( 特殊シンボル ) を指定し ます。 特殊シンボルは、 PADS 
Logic でのピン タ イプの機能を示し ます。 た と えば、 イ ンプ ッ ト ( ソース ) ピン タ イプ
と アウ ト プ ッ ト ( ロー ド ) ピン タ イプを示すのに、 別々の特殊シンボルを使用できま
す。

ア クセス

• フ ァ イルメ ニュー > ラ イブ ラ リ  > ラ イブ ラ リ を選択 > 部品ボタ ン > 部品を選択
> 新規または編集ボタ ン > コネク タ タ ブ

追加 テーブルの一番下に列を追加し ます。

削除 選択し た行を削除し ます。

コ ピー 選択し た情報をペース ト バッ フ ァに格納し ます。

貼り付け ペース ト バッ フ ァの情報を、 選択し たセルから
左下に向かって貼り付けを行います。

ラ イブ ラ リ属性参照 [ ラ イブ ラ リ属性を参照 ] ダイアログボ ッ クスを
開きます。

部品チ ェ ッ ク 情報に抜けや矛盾がないかチ ェ ッ ク し ます。

名前を付けて保存 [ ラ イブ ラ リ にパー ト タ イプを保存 ] ダイアログ
ボ ッ クスを開きます。

Table 1-199. [ 属性 ] タ ブの内容 (cont.)
名前 説明
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Figure 1-217. [ コネク タ ] タ ブ

関連 ト ピ ッ ク

部品情報の設定―コネク タ

Table 1-200. [ コネク タ ] タ ブの内容

名前 説明

図面 選択し た特殊シンボルの画像を表示し ます。

属性テーブル • 属性列―属性の名前。
• 値列―属性の値。

[ 特殊シンボル参照 ] ダイアログボ ッ クスを開きます。

初期化ボタ ン [ コネク タ ] タ ブで行われた変更をすべて元に戻し ます。

編集ボタ ン 選択し たセルを編集できるよ う にし ます。

追加ボタ ン テーブルの一番下に列を追加し ます。

削除ボタ ン 選択し た行を削除し ます。

部品チ ェ ッ クボタ ン 情報に抜けや矛盾がないかチ ェ ッ ク し ます。

名前を付けて保存 [ ラ イブ ラ リ にパー ト タ イプを保存 ] ダイアログボ ッ クス
を開きます。
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部品関連の部品情報ダイアログボ ッ クス、 ゲー ト タ
ブ

[ 部品情報 ] ダイアログボ ッ クスの [ ゲー ト ] タ ブを使用し て、 部品の CAE 形状や
ゲー ト 交換オプシ ョ ン といった、 ゲー ト 情報を指定し ます。

ア クセス

• フ ァ イルメ ニュー > ラ イブ ラ リ  > ラ イブ ラ リ を選択 > 部品ボタ ン > 部品を選択 
> 新規または編集ボタ ン > ゲー ト タ ブ

Figure 1-218. [ ゲー ト ] タ ブ

Table 1-201. [ ゲー ト ] タ ブの内容

名前 説明

確認画面 CAE 形状セルで選択された項目を表示し ます。

初期化ボタ ン [ ゲー ト ] タ ブで行われた変更をすべて元に戻し ます。

編集ボタ ン 選択し たセルを編集できるよ う にし ます。 参照ボタ ン
も表示されます。
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関連 ト ピ ッ ク

部品情報の設定―ゲー ト

部品関連の部品情報ダイアログボ ッ クス、 一般設定
タ ブ

[ 部品情報 ] ダイアログボ ッ クスの [ 一般設定 ] タ ブを使用し て、 ピン数、 ロジ ッ ク
フ ァ ミ リ、 その他部品に関するオプシ ョ ンを指定し ます。

注意 ： ： PADS 9.0 以降、 ダイ部品と フ リ ッ プチ ッ プは DIE および FLP ロジ ッ ク フ ァ
ミ リ ではな く 、 パー ト タ イプの 「特殊用途」 設定によ り識別されます。 この変更にと
もない、 参照名 ( ロジ ッ ク フ ァ ミ リ ) をダイ部品やフ リ ッ プチ ッ プに指定する こ とが
可能です。

ア クセス

• フ ァ イルメ ニュー > ラ イブ ラ リ  > ラ イブ ラ リ を選択 > 部品ボタ ン > 部品を選択
> 新規または編集ボタ ン

ゲー ト の部品形状を指定ダイアログボ ッ クスを開きま
す。
ヒ ン ト ： このボタ ンは、 CAE 形状 N 列で、 セルが編
集可能な状態の時のみ使用できます。

追加ボタ ン ゲー ト テーブルの一番下に、 次のゲー ト 文字の列を
追加し ます。

削除ボタ ン 選択された列をゲー ト テーブルから削除し ます。

[ ゲー ト ] テーブル • ゲー ト 列―ゲー ト の文字。
• ピン列―ゲー ト のピン数を表示し ます。
• 交換列―0 ～ 100 の交換 ID を表示し ます。

ヒ ン ト ： 交換を無効にするには 0 を入力し ます。
• CAE 形状 N 列―CAE 形状名を表示し ます。

ヒ ン ト ： 参照ボタ ンを ク リ ッ ク し て、 CAE 形状を
指定し ます。

部品チ ェ ッ クボタ ン 情報に抜けや矛盾がないかチ ェ ッ ク し ます。

名前を付けて保存 [ ラ イブ ラ リ にパー ト タ イプを保存 ] ダイアログボ ッ
クスを開きます。

Table 1-201. [ ゲー ト ] タ ブの内容 (cont.)
名前 説明
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Figure 1-219. [ 一般設定 ] タ ブ

Table 1-202. [ 一般設定 ] タ ブの内容

名前 説明

部品統計 [ 部品統計 ] 領域の統計情報はすべて読み取り専用
です。 [ ピン数 ] には、 ゲー ト ピン、 信号ピン、
未使用ピンなどのピンの合計が記載されます。 複数
の部品形状に異なるピン数が指定されている場合、
最少～最大のピン数の幅が表示されます。

ロジ ッ ク フ ァ ミ リ リ ス ト 使用可能な既存のロジ ッ ク フ ァ ミ リが表示されま
す。

参照名接頭辞 選択し たロジ ッ ク フ ァ ミ リの接頭辞を表示し ます。

フ ァ ミ リボタ ン ロジ ッ ク フ ァ ミ リ ダイアログボ ッ クスを開きます。

パー ト タ イプのマ ッ ピン
グを PCB 形状に定義

[ ピンマ ッ ピング ] タ ブを有効にし ます。

特殊用途 このチ ェ ッ クボ ッ クスを選択し てから、 該当する ラ
ジオボタ ンを選択し て、 部品を コネク タ、 ダイ部
品、 フ リ ッ プチ ッ プのいずれかと し て識別し ます。

ECO 登録済部品 部品を、 フ ォワー ド ア ノ テーシ ョ ンやバッ クワー ド
ア ノ テーシ ョ ンの際に、 設計フ ァ イルと回路図フ ァ
イル間で転送できるよ う に設定し ます。
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関連 ト ピ ッ ク

部品情報の設定―一般設定

部品関連の部品情報ダイアログボ ッ クス、 PCB 部品
形状タ ブ

[ 部品情報 ] ダイアログボ ッ クスの [PCB 部品形状 ] タ ブを使用し て、 部品の形状
( フ ッ ト プ リ ン ト ) を指定し ます。 部品形状によ って、 部品内のピンの数が決ま り ま
す。

ア クセス

• フ ァ イルメ ニュー > ラ イブ ラ リ  > ラ イブ ラ リ を選択 > 部品ボタ ン > 部品を選択 
> 新規または編集ボタ ン > PCB 部品形状タ ブ

接頭辞一覧 部品情報を ラ イブ ラ リ内の他の部品に適用し ます。
更新する部品の名前に一致する接頭辞とワイルド
カー ド を使用し ます。

部品チ ェ ッ クボタ ン 情報に抜けや矛盾がないかチ ェ ッ ク し ます。

名前を付けて保存 [ ラ イブ ラ リ にパー ト タ イプを保存 ] ダイアログ
ボ ッ クスを開きます。

Table 1-202. [ 一般設定 ] タ ブの内容 (cont.)
名前 説明
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Figure 1-220. [PCB 部品形状 ] タ ブ

Table 1-203. [PCB 部品形状 ] タ ブの内容

名前 説明

確認画面 指定済部品外形リ ス ト で選択された項目を表示し ま
す。

初期化ボタ ン [PCB 部品形状 ] タ ブで行われた変更をすべて元に
戻し ます。

ラ イブ ラ リ リ ス ト 使用可能なすべてのラ イブ ラ リが表示されます。

フ ィ ルタ 未指定部品形状リ ス ト を絞り込みます。 
ヒ ン ト ： ワイルド カー ド も使用できます。

ピン数 指定し たピン数の部品形状のみ表示し て、 未指定
部品形状リ ス ト を絞り込みます。

適用ボタ ン フ ィ ルタ引数を実行し ます。

ピン番号が一致する形状
のみを表示

[ 名称ピン ] タ ブの既存ゲー ト および信号ピンまた
は [ ピンマ ッ ピング ] タ ブの物理ピン番号と一致す
るピン番号を持たない部品形状を除外し ます。

[ 未指定部品形状 ]
リ ス ト

選択し たラ イブ ラ リの選択部品に指定できる未指定
部品形状がすべて一覧表示されます。

指定 >> ボタ ン 選択し た部品形状を [ 未指定部品形状 ] リ ス ト から
[ 指定済部品外形 ] リ ス ト に移動し ます。
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関連 ト ピ ッ ク

部品情報の設定―PCB 部品形状

部品関連の部品情報ダイアログボ ッ クス、 名称ピン
タ ブ

[ 部品情報 ] ダイアログボ ッ クスの [ 名称ピン ] タ ブを使用し て、 ゲー ト ピン、 信号
ピン、 未使用ピンを部品に指定し ます。 [ 名称ピン ] タ ブに追加されるピン番号は、
PCB 部品形状のピン番号と一致する必要があ り ます。 [ ピンマ ッ ピング ] タ ブを使用
し て、 論理的 ( 回路図 ) 英数字ピン番号を物理的な数字の PCB 部品形状にオーバー
レ イ し ます。

ア クセス

• フ ァ イルメ ニュー > ラ イブ ラ リ  > ラ イブ ラ リ を選択 > 部品ボタ ン > 部品を選択 
> 新規または編集ボタ ン > 名称ピン タ ブ

<< 解除ボタ ン 選択し た部品形状を [ 指定済部品外形 ] リ ス ト から
[ 未指定部品形状 ] リ ス ト に移動し ます。

指定済部品外形リ ス ト 選択し たラ イブ ラ リの選択部品に指定された部品
形状がすべて表示されます。

新規指定ボタ ン [ 新規 PCB 部品形状を指定 ] ダイアログボ ッ クスを
開きます。

上側 / 下側ボタ ン 選択し た部品形状を上または下に移動し ます。

部品チ ェ ッ クボタ ン 情報に抜けや矛盾がないかチ ェ ッ ク し ます。

名前を付けて保存 [ ラ イブ ラ リ にパー ト タ イプを保存 ] ダイアログ
ボ ッ クスを開きます。

Table 1-203. [PCB 部品形状 ] タ ブの内容 (cont.)
名前 説明
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Figure 1-221. [ 名称ピン ] タ ブ

Table 1-204. [ 名称ピン ] タ ブの内容

名前 説明

ピンテーブル • ピングループ列―ゲー ト 、 信号ピン、 未使用ピンか
ら選択し ます。

• 番号列―ピンのピン番号を表示し ます。
必須事項 ： ピン番号は PCB 部品形状と一致する必要
があ り ます。 た と えば、 ピン番号が英数字の場合は、
PCB 部品形状も英数字である必要があ り ます。

• 名称列―ピンの信号または機能名を表示し ます。
ヒ ン ト ： 交換を無効にするには 0 を入力し ます。

• タ イプ列―ゲー ト のタ イプを表示し ます。
ヒ ン ト ： この列はゲー ト ピンでのみ使用し ます。

• 交換列ーピンの信号または機能名を表示し ます。
ヒ ン ト ： 交換を無効にするには 0 を入力し ます。

• 順序列―順序の番号を表示し ます。
ヒ ン ト ： シーケンス番号によ って、 CAE ゲー ト ピン
の PCB 部品形状ピンへのマ ッ ピングが決定し ます。
シーケンスは、 自動的に代替 CAE 部品形状と共有さ
れるよ う にな り ます。 ピン番号が CAE ゲー ト 部品形
状でどのよ う に表示されるかを示すため、 た と えば、
Gate A ではシーケンス番号 1 がピン 1 と な り、 Gate 
B ではシーケンス番号 1 がピン 4 と なる こ とがあ り
ます。
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関連 ト ピ ッ ク

部品情報の設定―ピン

初期化ボタ ン [ ゲー ト ] タ ブで行われた変更をすべて元に戻し ます。

編集ボタ ン 選択し たセルを編集できるよ う にし ます。 同じ列の複数
セルを選択するには Ctrl キーまたは Shift キーを押し な
がら ク リ ッ ク し ます。 編集を ク リ ッ クする と、 選択し た
複数セルに変更内容を適用できます。 編集ボタ ンの操作
内容は、 選択し たセルによ って異な り ます ：
• ピングループ列―[ピンゲー ト を更新]ダイアログボ ッ

クスを開きます。
• 番号列―[ピンに番号再割当]ダイアログボ ッ クスを開

きます。
• 名称列―[ピン名を更新]ダイアログボ ッ クスを開きま

す。
• タ イプ称列―[ピン タ イプを更新]ダイアログボ ッ クス

を開きます。
• 交換列―[ピン交換を更新]ダイアログボ ッ クスを開き

ます。
• 順序列―複数セルの編集は行えません。

ピンを追加ボタ ン 選択し た列の下に列を追加し ます。

ピン追加ボタ ン [ ピンを追加 ] ダイアログボ ッ クスを開きます。

ピンを削除ボタ ン 選択し た行を削除し ます。

番号再設定ボタ ン [ ピンに番号再割当 ] ダイアログボ ッ クスを開きます。

コ ピーボタ ン 選択し た情報をペース ト バッ フ ァに格納し ます。

貼り付けボタ ン ペース ト バッ フ ァの情報を、 選択し たセルから左下に向
かって貼り付けを行います。

CSV 入力ボタ ン 入力する .csv フ ァ イルを選択するための [ ラ イブ ラ リ入
力フ ァ イル ] ダイアログボッ クスを開きます。

部品チ ェ ッ クボタ ン 情報に抜けや矛盾がないかチ ェ ッ ク し ます。

名前を付けて保存 [ ラ イブ ラ リ にパー ト タ イプを保存 ] ダイアログボ ッ ク
スを開きます。

Table 1-204. [ 名称ピン ] タ ブの内容 (cont.)
名前 説明
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部品関連の部品情報ダイアログボ ッ クス、 ピンマ ッ
ピングタ ブ

[ 部品情報 ] ダイアログボ ッ クスの [ ピンマ ッ ピング ] タ ブを使用し て、 英数字ピン
番号を数字の PCB 部品形状ピンにオーバーレ イ し ます。 PADS 2007 以前では、 英数
字ピン番号は PCB 部品形状に保存できませんで し た。

ア クセス

• フ ァ イルメ ニュー > ラ イブ ラ リ  > ラ イブ ラ リ を選択 > 部品ボタ ン > 部品を選択 
> 新規または編集ボタ ン > ピンマ ッ ピングタ ブ

必須事項 ：

• [ 一般設定 ] タ ブで、 パー ト タ イプのピンマ ッ ピングを PCB 形状に定義
チ ェ ッ クボ ッ クスを選択し、 [ ピンマ ッ ピング ] タ ブを有効にし ます。

• [PCB 部品形状 ] タ ブで、 [ ピンマ ッ ピング ] タ ブで使用する、 連続的な数字
ピン番号を持つ部品形状を指定し ます。 部品形状によ って、 部品内のピン
の数が決ま り ます。

Figure 1-222. [ ピンマ ッ ピング ] タ ブ
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関連 ト ピ ッ ク

部品情報の設定―ピンマ ッ ピング

部品ラベルプロパテ ィ ダイアログボ ッ クス
[ 部品ラベルプロパテ ィ ] ダイアログボ ッ クスを使用し て、 部品ラベルを修正し た り、
ラベルが表示する属性を変更できます。 

ヒ ン ト ： 複数のラベルを選択し た場合、 このダイアログボ ッ クスで行う設定は選択
し たすべてのラベルに適用されます。

Table 1-205. [ ピンマ ッ ピング ] タ ブの内容

名前 説明

形状リ ス ト 英数字ピンをマ ッ ピングできる部品形状を表示し ます。

初期化ボタ ン [ コネク タ ] タ ブで行われた変更をすべて元に戻し ます。

アンマ ッ プピン リ ス ト マ ッ ピングテーブルでマ ッ ピングできる、 マ ッ プ されて
いないピンを表示し ます。

マ ッ プ >> ボタ ン 選択し たピンをアンマ ッ プピン リ ス ト からマ ッ ピング
テーブルの選択済みセルに移動し ます。

<< アンマ ッ プボタ ン 選択し た部品形状番号を、 マ ッ ピングテーブルからアン
マ ッ プピン リ ス ト に移動し ます。

ピンテーブル • 形状列―形状の番号。
• パー ト タ イプ列―属性の値。

編集ボタ ン 選択し たセルを編集できるよ う にし ます。

マ ッ プを コ ピー マ ッ プ情報をペース ト バッ フ ァ に格納し ます。
制限事項 ： [ マ ッ プを コ ピー ] は、 ピンマ ッ ピングテーブ
ル全体に対し てのみ機能し ます。 複数行を選択し てこの
機能を使う こ とはできません。

マ ッ プをペース ト マ ッ プ情報をペース ト バッ フ ァから貼り付けます。
制限事項 ： [ マ ッ プをペース ト ] は、 ピンマ ッ ピングテー
ブル全体に対し てのみ機能し ます。 複数行を選択し てこ
の機能を使う こ とはできません。

確認画面 部品形状リ ス ト 内で選択された項目を表示し ます。

部品チ ェ ッ クボタ ン 情報に抜けや矛盾がないかチ ェ ッ ク し ます。

名前を付けて保存 [ ラ イブ ラ リ にパー ト タ イプを保存 ] ダイアログボ ッ クス
を開きます。
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ア クセス

• ラベルを選択 > 右ク リ ッ ク  > プロパテ ィ

Figure 1-223. [ 部品ラベルプロパテ ィ ] ダイアログボ ッ クス
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関連 ト ピ ッ ク

Table 1-206. [ 部品ラベルプロパテ ィ ] ダイアログボ ッ クスの内容

名前 説明

属性 使用可能な属性。 ジャ ンパのラベルを作成する場合
は、 ラベルには参照名しか使用できません。
ヒ ン ト ： 非表示属性は、 非表示属性が設定される前
にラベル作成用に選択されていない限り、 [ 属性 ]
リ ス ト には表示されません。

値 選択し た属性の値。 
ヒ ン ト ：
• [属性] リ ス ト で [参照名]または[パー ト タ イプ ] を

ク リ ッ ク し た場合、 属性が読取専用の場合、
または異なる属性形式のラベルの [ プロパテ ィ ]
ダイアログボ ッ クスを開いた場合は、 このボ ッ
クスは使用できません。 ただ し、 選択し たラベ
ルが同じ タ イプの属性に属する場合、 このボ ッ
クスの内容を編集できます。

• 属性が異なる値を持っている場合、 このボ ッ ク
スは空欄にな り ます。 ボ ッ クスに新規の値を入
力する と、 選択し た属性ラベルと その親オブ
ジ ェ ク ト すべてに適用できます。

• 属性が ECO 登録済みで、 PADS Layout が ECO
モー ド ではない場合も、 このボ ッ クスは使用で
きません。 

表示 ラベルの表示設定 ( 構成属性のラベル時 ) を制御
し ます。 
• な し―非表示にし ます。
• 値―ラベル値のみ表示し ます。
• 名称と値―名前と値を表示し ます。
• 名称全体と値―完全な名前と値を表示し ます。

ヒ ン ト ： ラベルは、 [ 画面表示色を定義 ] ダイアロ
グボ ッ クスで、 ラベルの色を背景色と違う色に設定
し ない限り、 非表示と な り ます。 

フ ォ ン ト 使用可能なフ ォ ン ト 。 
ヒ ン ト ： 
• ス ト ローク フ ォ ン ト またはシステムフ ォ ン ト を

選択し ます。
• システムフ ォ ン ト では、 フ ォ ン ト ス タ イルボタ

ンまたはス タ イルの組み合わせを選択できます。
B は太字、 I は斜体、 U は下線です。

層 使用可能な層。
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部品ラベルプロパテ ィ の修正

部品形状のパー ト タ イプ一覧ダイアログボ ッ クス
[ 部品形状のパー ト タ イプ一覧 ] ダイアログボ ッ クスを使用し て、 部品のエラーを
チ ェ ッ ク し ます。 ピンが、 パー ト タ イプ >[ ピン ] タ ブの表に表示されたピン と一致
するかど うか、 または、 パー ト タ イプ >[ ピンマ ッ ピング ] タ ブでピンマ ッ ピングが
存在する場合に一致し ているかど うかをチ ェ ッ クする こ とができます。

相対座標 実装部品またはジャ ンパに相対的な X、 Y 座標に
ラベルを配置し ます。 このチ ェ ッ クボ ッ クスを OFF
にする と、 ラベルは設計の基準原点に相対的な X、
Y 位置に配置されます。

X、 Y 指定の位置に部品形状ラベルを配置し ます。

回転 ラベルの回転角度を指定し ます。

高さ 寸法を指定し ます。

線幅 線幅を指定し ます。
制限事項 ： ス ト ローク フ ォ ン ト のみのオプシ ョ ン
です。

反転 ラベルを反転し、 基板の底部から文字を読めるよ う
にし ます。

水平、 垂直 文字、 属性値、 寸法、 幅などが変更された時に
オブジ ェ ク ト 間で正し く 配置が行われるよ う、 文字
の水平 / 垂直方向の位置調整を設定し ます。
ヒ ン ト ： 
• 垂直方向の位置調整には、 左側、 中央、 右側が

あ り ます。 水平方向の位置調整には、 上側、
中央、 下側があ り ます。 

• 文字を選択し、 右ク リ ッ ク メ ニューの水平方向
調整を ク リ ッ ク、 次に左側、 中央、 右側のいず
れかを選択するか、 右ク リ ッ ク メ ニューの垂直
方向調整を ク リ ッ ク し て、 上側、 中央、 下側を
選択し ます。

表示方向 ラベルが ( 左から右、 も し く はラベルが回転する
場合は下から上に ) 読めるかを制御し ます。 な し、
90°方向、 斜めボタ ンのいずれかを ク リ ッ ク し、
ラベルを読む方向を指定し ます。

実装部品ボタ ン [ 実装部品のプロパテ ィ ] ダイアログボ ッ クスを
開きます。

Table 1-206. [ 部品ラベルプロパテ ィ ] ダイアログボ ッ クスの内容 (cont.)
名前 説明
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ア クセス

• 部品形状エデ ィ タ で部品形状を開 く と、 このダイアログボ ッ クスは自動的に
開きます。

• ツールメ ニュー > 部品形状エデ ィ タ  > ツールメ ニュー > パー ト タ イプ

Figure 1-224. [ 部品形状のパー ト タ イプ一覧 ] ダイアログボ ッ クス

関連 ト ピ ッ ク

パー ト タ イプ と指定済み PCB 部品形状間のエラーチ ェ ッ ク

Table 1-207. [ 部品形状のパー ト タ イプ一覧 ] ダイアログボ ッ クスの内容

名前 説明

[ ラ イブ ラ リ ] 列 関連するパー ト タ イプ ラ イブ ラ リ を表示し ます。

[ 部品タ イプ ] 列 パー ト タ イプ名を表示し ます。

[ ピンマ ッ ピング ] 列 ピンマ ッ ピングが定義されているかど うかを示し ます。

[ エラー状況 ] 列 • エラー無し―パー ト タ イプにエラーはあ り ません。
• 論理エラー―パー ト タ イプ内に存在するエラー。
• 不整合ピン―パー ト タ イプで定義された全てのピン

番号を含まない部品形状。

部品情報ボタ ン [ 部品情報 ] ダイアログボ ッ クスを開きます。

エラー表示ボタ ン エラーの詳細レポー ト を作成し て開きます。

初期化ボタ ン 行った修正でダイアログボ ッ クスを更新し ます。

整合チ ェ ッ クボタ ン 関連付けられたすべてのパー ト タ イプに対し て部品形
状をチ ェ ッ ク し、 ピン番号不一致エラーをすべて表示
し ます。 
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PCB 部品形状エデ ィ タ
PADS Layout では、 部品ラ イブ ラ リの実装部品が使用されます。 ラ イブ ラ リ内のいず
れの部品も、 部品ラ イブ ラ リ でパー ト タ イプ と関連付けられた部品形状を持っていま
す。 部品形状エデ ィ タ を使用し て、 部品形状を作成、 編集し ます。 部品形状エデ ィ タ
での作図操作は、 レ イアウ ト エデ ィ タ での作図操作とほぼ同様です。

部品形状エデ ィ タ を起動する と、 開いている設計は保存され、 レ イアウ ト エデ ィ タの
イ ン ターフ ェースが部品形状エデ ィ タのイ ン ターフ ェースに変わり ます。 情報を保存
するには [ フ ァ イル ] コ マン ド を使用し ます。 また、 部品形状エデ ィ タの終了も、
一般的なプログラムの終了方法と同じ です。 部品形状エデ ィ タ を終了する と、 PADS 
Layout の現在の設計に戻り ます。

部品形状エデ ィ タ で作業中、 現在の設計がデフ ォル ト 層モー ドの時に部品形状を増加
層モー ド に変更し よ う とする と、 「設計に対し て部品形状変更を適用する こ とはでき
ません。 継続し ますか ?」 とい う メ ッ セージが表示されます。 キャ ンセルを ク リ ッ ク
する と、 部品形状を増加層モー ド にせずに、 [ 層構成を定義 ] ダイアログボ ッ クスに
戻り ます。 OK を ク リ ッ クする と、 [ 最大層番号を増加 ] ダイアログボッ クスに進みま
す。 部品形状の変更を ラ イブ ラ リ に保存し て、 変更を適用せずに部品形状エデ ィ タ を
終了する こ とができます。 その後、 現在の設計を増加層モー ド に切り換えて、 部品形
状を更新し て く だ さい。 

ヒ ン ト ： 

• PADS Layout では、 パー ト タ イプご とに 16 の代替部品形状をサポー ト し ていま
す。 部品形状エデ ィ タは、 最大 65,536 個の実装部品をサポー ト し ています。  

• 部品形状エデ ィ タ内では自動寸法線を使用する こ とができますが、 寸法は、
部品形状を保存する際に 2D ラ イ ン と文字に変換されます。  

推奨 ： DRC エラーやシ ョ ー ト を回避するため、 任意文字や属性値はシルク部品面層
に配置し て く だ さい。

ア クセス

• ツールメ ニュー > 部品形状エデ ィ タ

関連 ト ピ ッ ク

部品形状の作成

ペンプロ ッ タの高度な設定ダイアログボ ッ クス
[ ペンプロ ッ タの高度な設定 ] ダイアログボ ッ クスを使用し て、 新たなペンプロ ッ タ
を使用可能なプロ ッ タデバイス リ ス ト に追加し ます。 
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制限事項 ： PADS に装備されているプロ ッ タ高度設定は編集できません。 このダイア
ログボッ クスで作成された既存のプロ ッ タのデータの編集のみ行えます。 新規プロ ッ
タは、 対応する 2 つのイ ン ターフ ェース言語 (HPGL または HGML) のいずれかを
サポー ト し ている必要があ り ます。 現在、 他のプロ ッ タ言語や形式には対応し ていま
せん。

ア クセス

• フ ァ イルメ ニュー > CAM > 追加ボタ ン > ペンボタ ン > デバイス設定ボタ ン >
高度な設定ボタ ン

または

• フ ァ イルメ ニュー> CAM > 文書名を選択 > 編集ボタ ン > ペンボタ ン > デバイス
設定ボタ ン > 高度な設定ボタ ン

Figure 1-225. [ ペンプロ ッ タの高度な設定 ] ダイアログボ ッ クス

Table 1-208. [ ペンプロ ッ タの高度な設定 ] ダイアログボ ッ クスの内容

名前 説明

プロ ッ タ機種型名 使用し たいペンプロ ッ タの名前を指定し ます。
制限事項 ： 既存の PADS で提供された機種名は再利用
できません。

機種フ ォーマ ッ ト プロ ッ タの使用する イ ン ターフ ェ ース言語を指定し ま
す ： HPGL または HGML。

[ プロ ッ タ単位系 ]
領域

縮尺比率を入力し、 プロ ッ タ解像度を設定し ます。 定義
する比率は、 ミ ル (0.001 イ ンチ ) から プロ ッ タ単位に変
換されます。
例 ： Hewlett-Packard 製プロ ッ タは通常、 解像度が 0.025
ミ リ (1/40 ミ リ ) と なっています。 つま り、 1 イ ンチ
(1000 ミ ル ) の距離は 1016 プロ ッ タ単位 (25.4x40) と な
り ます。 し たがって、 1016 ： 1000 の比率が定義されま
す。 実際に使用される比率は 254 ： 250 と な り、 これは
1016 ： 1000 と同じ です。
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関連 ト ピ ッ ク

ペンプロ ッ タの高度なオプシ ョ ンの設定

ペンプロ ッ タの設定

ペンプロ ッ タ を設定ダイアログボ ッ クス
[ ペンプロ ッ タ を設定 ] ダイアログボ ッ クスを使用し て、 ペンプロ ッ ト オプシ ョ ンを
設定し ます。

ア クセス

• フ ァ イルメ ニュー > CAM > 追加ボタ ン > ペンボタ ン > デバイス設定ボタ ン

または

• フ ァ イルメ ニュー> CAM > 文書名を選択 > 編集ボタ ン > ペンボタ ン > デバイス
設定ボタ ン

Figure 1-226. [ ペンプロ ッ タ を設定 ] ダイアログボ ッ クス

中心を基準点に設定 プロ ッ タの原点を用紙の中心に設定し ます。 基準点が
左下コーナーまたは別の位置にある場合は、 このチ ェ ッ
クボ ッ クスを OFF にし て く だ さい。

Table 1-208. [ ペンプロ ッ タの高度な設定 ] ダイアログボ ッ クスの内容 (cont.)
名前 説明
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関連 ト ピ ッ ク

ペンプロ ッ タの設定

フ ォ ト プロ ッ タの高関数設定ダイアログボ ッ クス
[ フ ォ ト プロ ッ タの高関数設定 ] ダイアログボ ッ クスを使用し て、 フ ォ ト プロ ッ タ
フ ァ イルの出力を カス タ マイズし ます。

ア クセス

• フ ァ イルメ ニュー> CAM > 追加ボタ ン > フ ォ ト ボタ ン > デバイス設定ボタ ン > 
高度な設定ボタ ン

または

• フ ァ イルメ ニュー > CAM > 文書名を選択 > 編集ボタ ン > フ ォ ト ボタ ン > 
デバイス設定ボタ ン > 高関数ボタ ン

Table 1-209. [ ペンプロ ッ タ を設定 ] ダイアログボ ッ クスの内容

名前 説明

ペン本数 デバイスのペン数 (1 ～ 16) を指定し ます。

ペン線幅 ペンの線幅を ミ ルで指定し ます。

軸回転 設計の X、 Y 軸を逆転し ます。

ペンの色 各ペンの色を指定し ます。

選択済の色 ペンに使用し たい色を指定し ます。

[ プロ ッ ト 寸法 ]
領域

使用し たいプロ ッ ト 寸法を指定し ます。
ヒ ン ト ： カス タムの寸法を定義するには、 カス タム ( ミ リ ) ま
たはカス タム ( イ ンチ ) を選択し て、 使用する X および Y 寸
法を入力し ます。

機種 使用し たいプロ ッ タ機種を指定し ます。

高度な設定 [ ペンプロ ッ タの高度な設定 ] ダイアログボッ クスを開きます。
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Figure 1-227. [ フ ォ ト プロ ッ タの高関数設定 ] ダイアログボ ッ クス

Table 1-210. [ フ ォ ト プロ ッ タの高関数設定 ] ダイアログボ ッ クスの内容

名前 説明

単位系 CAM フ ァ イルの測定単位を設定し ます。
• イ ンチ― ミ ル
• ミ リ― ミ リ メ ー ト ル

リーデ ィ ング 出力フ ァ イルの座標の精度を指定し ます。 小数点よ り前の
桁数を指定し ます。

ト レーリ ング 出力フ ァ イルの座標の精度を指定し ます。 小数点よ り後の
桁数を指定し ます。

座標系 出力フ ァ イルの座標を指定し ます。
• 絶対座標―基準原点を参照し ます。 
• 相対座標―前回の座標から相対的に測定し ます。 

重複座標を省略 出力フ ァ イルから重複座標を除外し ます。

ゼロ省略 出力フ ァ イル内での 0 省略の扱いを定義し ます。 
• な し―リーデ ィ ングおよび ト レーリ ングの 0 を保持し ま

す。
• リーデ ィ ング―小数点よ り前の 0 を省略し ます。
• ト レーリ ング―小数点の後の 0 を省略し ます。
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関連 ト ピ ッ ク

フ ォ ト プロ ッ タの高関数設定

CAM 文書の追加と編集

円の挿入 円弧や円の描画方法を定義し ます ： 
• な し―フ ォ ト プロ ッ タが円の挿入に対応し ていない場

合、 選択し ます。 円弧と円は小さ な直線線分で描かれ
ます。

• 4 分の １ ―フ ォ ト プロ ッ タが 360 度の完全な円をサポー
ト し ていない場合、 選択し ます。

• 全部―フ ォ ト プロ ッ タが 360 度の完全な円の挿入をサ
ポー ト し ている場合、 選択し ます。

ヒ ン ト ： ガーバー出力での大量のハッ チラ イ ン生成を防ぐ
には、 RS274X 出力を選択し て く だ さい。 ベタ面取り図形
の場合も同様です。

出力フ ォーマ ッ ト 使用する出力フ ォーマ ッ ト を指定し ます。

[ プロ ッ ト 寸法 ]
リ ス ト

プロ ッ ト 寸法を設定するか、 リ ス ト から標準プロ ッ ト 寸法
を選択、 またはカス タム ( イ ンチ ) も し く はカス タム ( ミ
リ ) を選択し、 X および Y 寸法を入力し てカス タム寸法を
定義し ます。

塗潰し モー ド
G36, G37 使用

設計上の ( 塗り潰し形状と システムフ ォ ン ト 文字を含む )
すべての塗り潰し領域に対し て塗り潰し モー ド を使用し ま
す。 このオプシ ョ ンを選択し た場合、 形状全面の塗潰し
モー ド と システムフ ォ ン ト 文字の塗潰し モー ド オプシ ョ ン
も選択状態にな り、 変更できな く な り ます。

形状全面の塗潰し
モー ド

「全面銅箔」 プロパテ ィ を持つ形状に対し て塗潰し モー ド
を使用し ます。 
制限事項 ： 塗潰し モー ド G36,G37 使用を選択し た場合、 こ
のオプシ ョ ンは使用できません。

システムフ ォ ン ト
文字の塗潰し モー ド

システムフ ォ ン ト 文字の描画に塗潰し モー ド を使用し ま
す。
制限事項 ： 塗潰し モー ド G36,G37 使用を選択し た場合、 こ
のオプシ ョ ンは使用できません。

アパーチャマク ロ
を使う

RS-274-X ガーバーフ ァ イル内の関連付けられたピンベタ
のアパーチャマク ロを定義し ます。 このオプシ ョ ンが OFF
の場合、 関連ベタは RS-274-D 出力の場合と同様にベタ と
し てハッ チ されます。 これによ り、 一部のソ フ ト ウ ェ アで
サポー ト されていない D コー ドの再利用を防ぐ こ とができ
ます。

Table 1-210. [ フ ォ ト プロ ッ タの高関数設定 ] ダイアログボ ッ クスの内容 (cont.)
名前 説明
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フ ォ ト プロ ッ タ を設定ダイアログボ ッ クス
[ フ ォ ト プロ ッ タ を設定 ] ダイアログボ ッ クスを使用し て、 フ ォ ト プロ ッ タ を設定し、
出力をプロ ッ タに送信し ます。

ア クセス

• フ ァ イルメ ニュー > CAM > 追加ボタ ン > フ ォ ト ボタ ン > デバイス設定ボタ ン

または

• フ ァ イルメ ニュー > CAM > 文書名を選択 > 編集ボタ ン > フ ォ ト ボタ ン > 
デバイス設定ボタ ン

Figure 1-228. [ フ ォ ト プロ ッ タ を設定 ] ダイアログボ ッ クス

Table 1-211. [ フ ォ ト プロ ッ タ を設定 ] ダイアログボ ッ クスの内容

名前 説明

D コー ド フ ォ ト プロ ッ タ で必要なアパーチャが記載されます。 
D コー ド リ ス ト は自動的に作成する こ と も、 手動で
メ ンテナンスする こ と も可能です。 D コー ド リ ス ト には
すべての定義済みアパーチャが含まれます。
ヒ ン ト ： CAM フ ァ イルを生成する前に、 アパーチャ リ
ス ト を再生成し ます。

追加ボタ ン D コー ド リ ス ト に新規 D コー ド を追加し ます。
ヒ ン ト ： "D" 接頭辞を抜いた値を入力し ます。

削除ボタ ン D コー ド リ ス ト から選択し た D コー ド を削除し ます。
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増加ボタ ン 現在のリ ス ト にない、 設計フ ァ イル内の項目の D コー
ド を自動的に生成し ます。
ヒ ン ト ： 増加ボタ ンでは、 90 度方向の長円形および長
方形のフ ラ ッ シュアパーチャのみ追加されます。

再生成ボタ ン 現在の D コー ド リ ス ト を消去し、 設計内の全項目の
D コー ド を自動的に追加し ます。
ヒ ン ト ： 再生成ボタ ンでは、 90 度方向の長円形および
長方形のフ ラ ッ シュアパーチャのみ追加されます。

フ ラ ッ シュ フ ラ ッ シュアパーチャ を設定し ます。

ラ イ ン ラ イ ンアパーチャ を設定し ます。
制限事項 ： [ 同寸法アパーチャ を フ ラ ッ シュ / ラ イ ンで
共用 ] を選択し た場合、 このオプシ ョ ンは使用できませ
ん。

同寸法アパーチャ を
フ ラ ッ シュ / ラ イ ンで
共用

ラ イ ン と フ ラ ッ シュ項目を同じ アパーチャで描画し ま
す。

線幅 正方形、 長方形、 長円形形状の線幅、 または円および
サーマル形状の外径を指定し ます。
制限事項 ： 指定し た形状に対し て値が適切でない場合、
このボ ッ クスは使用できません。

高さ 長円形および長方形の形状の高さ を指定し ます。
制限事項 ： 指定し た形状に対し て値が適切でない場合、
このボ ッ クスは使用できません。

内径 アニュ ラ リ ング形状の内径を指定し ます。
制限事項 ： 指定し た形状に対し て値が適切でない場合、
このボ ッ クスは使用できません。

進行中に増加 設計に情報を追加する と アパーチャが自動的に追加され
るよ う にし ます。

アパーチャ数 アパーチャの最大数を指定し ます。
制限事項 ： フ ォ ト プロ ッ タの高関数設定ダイアログボ ッ
クスで RS-274-X フ ォーマ ッ ト を選択し た場合、 アパー
チャ数は 989 に設定され、 変更できません。

塗潰し幅 形状の塗潰しに使用する幅を指定し ます。 サンプル形状
は非直交パッ ド です。 幅を大き く する と フ ォ ト プロ ッ ト
にかかる時間は短 く な り ますが、 形状精度が低 く な り ま
す。

文字塗潰し幅 システム文字のハッ チングに使用する幅を指定し ます。
幅を大き く する と フ ォ ト プロ ッ ト にかかる時間は短 く
な り ますが、 文字の形状精度が低 く な り ます。

Table 1-211. [ フ ォ ト プロ ッ タ を設定 ] ダイアログボ ッ クスの内容 (cont.)
名前 説明
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関連 ト ピ ッ ク

フ ォ ト プロ ッ タ出力の設定

CAM 文書の追加と編集

ピン番号ダイアログボ ッ クス
[ ピン番号 ] ダイアログボ ッ クスを使用し て、 設計領域で ター ミ ナルの番号変更を
イ ン タ ラ ク テ ィ ブに行います。 ダイアログボ ッ クスでピン番号を選択する と、 設計
領域で一致するピンが選択されます。 設計領域でピンを選択する と、 ダイアログ
ボッ クス内で一致するピンが選択状態にな り ます。

ア クセス

• 部品形状エデ ィ タ  > 設定メ ニュー > ピン番号

Figure 1-229. [ ピン番号 ] ダイアログボ ッ クス

高関数ボタ ン フ ォ ト プロ ッ タの高関数設定ダイアログボ ッ クスを
開きます。

Table 1-211. [ フ ォ ト プロ ッ タ を設定 ] ダイアログボ ッ クスの内容 (cont.)
名前 説明
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関連 ト ピ ッ ク

[ ピン番号 ] ダイアログボ ッ クスを使用し て番号を再指定

ピンペアのプロパテ ィ ダイアログボ ッ クス
[ ピンペアのプロパテ ィ ] ダイアログボ ッ クスには、 ピンペアの属するネ ッ ト 名、
ピン間の接続、 配線情報、 規則データが表示されます。

OK またはキャ ンセルを ク リ ッ クするまで、 [ ピンペアのプロパテ ィ ] ダイアログ
ボッ クスは開いた状態です。 ダイアログボ ッ クスが開いている時に他のピンペアを
選択する と、 選択されたピンペアの情報に更新されます。

ヒ ン ト ： ピンペアが物理的再利用の一部であるか、 保護された配線を含む場合、
ダイアログボッ クスで使用できないオプシ ョ ン もあ り ます。

ア クセス

• ピンペアを選択 > 右ク リ ッ ク > プロパテ ィ

Table 1-212.  [ ピン番号 ] ダイアログボ ッ クスの内容

名前 説明

番号 番号再指定に使用できるるピンの番号。

編集 選択し ピン番号を編集できるよ う にし ます。

番号再設定 [ ピンに番号再割当 ] ダイアログボ ッ クスを開きます。

コ ピー 選択し たピン番号をペース ト バッ フ ァに格納し ます。

貼り付け ピン番号情報をペース ト バッ フ ァから貼り付けます。
制限事項 ： データは選択されたセルにのみペース ト され
ます。
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Figure 1-230. [ ピンペアのプロパテ ィ ] ダイアログボ ッ クス

関連 ト ピ ッ ク

ピンペアのプロパテ ィ の修正

Table 1-213. [ ピンペアのプロパテ ィ ] ダイアログボ ッ クスの内容

名前 説明

ネ ッ ト ネ ッ ト の名前を表示し ます。

結線 設計で使用可能な結線を表示し ます。

[ 配置データ ] 領域 選択し たネ ッ ト に関するすべてのレ イアウ ト データ を記載し
ます。

配線を固定 選択し た配線群または配線を保護し ます。
参照 ： 配線を固定

未配線を固定 未配線および中途配線の未配線部分を保護し ます。
参照 ： 未配線を固定

[ 規則データ ] 領域 選択し たネ ッ ト に適用される規則を記載し ます。

配線幅 配線幅を修正し ます。 新たな値を入力し ます。 配線の固定が
設定されている場合、 このオプシ ョ ンは使用できません。 

規則ボタ ン 該当する階層レベルの、 ピンペアに適用される [ 規則 ] ダイ
アログボ ッ クスを開きます。
ヒ ン ト ： ピンペアに特定の規則が定義されている場合、 [ ピ
ンペアの規則 ] ダイアログボ ッ クスが表示されます。 ピンペ
アやネ ッ ト に規則が設定されていない場合、 [ デフ ォル ト の
規則 ] ダイアログボ ッ クスが表示されます。

ネ ッ ト ボタ ン [ ネ ッ ト のプロパテ ィ ] ダイアログボ ッ クスを開きます。
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ピンペアの規則ダイアログボ ッ クス
[ ピンペアの規則 ] ダイアログボ ッ クスを使用し て、 ピンペアに適用する設計規則を
定義し ます。

ア クセス

• 設定メ ニュー > 設計の規則 > ピンペアボタ ン

Figure 1-231. [ ピンペアの規則 ] ダイアログボ ッ クス

Table 1-214. [ ピンペアの規則 ] ダイアログボ ッ クス

名前 説明

結線リ ス ト 設計内のすべての結線を表示し ます。

規則のあるピンペア
表示

規則のあるピンペアのみ表示するよ う指定し ます。

ネ ッ ト から 特定ネ ッ ト のピンペアの表示を指定し ます。
ヒ ン ト ： ( 全ネ ッ ト ) を選択する と、 すべてのピンペア
が表示されます。

間隙 [ 間隙規則 ] ダイアログボ ッ クスを開きます。

配線 [ 配線規則 ] ダイアログボ ッ クスを開きます。

高速回路 [ 高速回路規則 ] ダイアログボ ッ クスを開きます。

レポー ト [ 規則をレポー ト 出力 ] ダイアログボ ッ クスを開きます。
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関連 ト ピ ッ ク

ピンペアの設計規則を設定

ピンのプロパテ ィ ダイアログボ ッ クス
[ ピンのプロパテ ィ ] ダイアログボ ッ クスには、 実装部品の参照名、 ピン番号、 ピン
タ イプ、 機能 ( ピン名 )、 交換 ID、 ネ ッ ト 名、 選択ピンの座標が表示されます。 

ダイアログボッ クスが開いている時に他のピンを選択する と、 選択されたピンの情報
に更新されます。

ア クセス

• ピンを選択 > 右ク リ ッ ク  > プロパテ ィ

規則ボタ ンの下の
グラ フ ィ ッ ク

各タ イプの規則ボタ ンの下のイ ラス ト は、 その規則タ イ
プに対し、 どの規則階層レベルが使用されるかを示し て
います。 イ ラス ト は、 [ 規則 ] ダイアログボッ クスの
[ 階層 ] 領域内のボタ ン と対応し ています。 た と えば、
[ ク ラス ] リ ス ト でク ラスを選択し た場合、 間隙ボタ ン
の下に緑色の多角形が表示され、 デフ ォル ト の値が
そのク ラスに適用されます。

ネ ッ ト ： 結線リ ス ト で選択されたピンペアに関連付けられた
ネ ッ ト を記載し ます。

選択済 ： 結線リ ス ト で選択されたピンペアを記載し ます。

デフ ォル ト 選択し た結線からデフ ォル ト ではない規則を排除し、
デフ ォル ト 規則のみ適用されるよ う にし ます。

Table 1-214. [ ピンペアの規則 ] ダイアログボ ッ クス (cont.)
名前 説明
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Figure 1-232. [ ピンのプロパテ ィ ] ダイアログボ ッ クス

Table 1-215. [ ピンのプロパテ ィ ] ダイアログボ ッ クスの内容

名前 説明

参照名 参照名を表示し ます。

ピン番号 数字または英数字のピン番号を表示し ます。 パー ト タ イ
プにピンマ ッ ピングが存在する場合、 論理的なピン番号
と な り ます。 存在し ない場合は、 物理的ピン番号が表示
されます。

部品形状ピン パー ト タ イプにピンマ ッ ピングが存在する場合、 部品形
状ピン番号を表示し ます。 [ ピン番号 ] 項目ではピン
マ ッ ピングが存在する場合に論理的ピン番号を表示する
だけであるため、 物理的ピン番号が表示されます。

ピン タ イプ ピン タ イプを表示し ます。 た と えば、 ソースピンの場合
は S が、 電源ピンの場合は P が表示されます。

関数 ピン名を表示し ます。

結線 ピンペアが属する結線を表示し ます。

テ ィ ア ド ロ ッ プ 選択し たピンから テ ィ ア ド ロ ッ プを削除するには、 この
チ ェ ッ クボ ッ クスを OFF にし ます。 [ オプシ ョ ン ] ダイ
アログボ ッ クスの配線タ ブで [ テ ィ ア ド ロ ッ プ生成 ] が
OFF の場合、 このオプシ ョ ンは使用できません。
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内層接続サーマル ピンまたはビアがサーマル受領に該当するかを判断し ま
す。 サーマルの状態はピンやビアで個々に設定され、
サーマルイ ンジケータは内層接続層のみに表示されま
す。 ビアやピンをどのベタにも接続し ない場合は、 この
チ ェ ッ クボ ッ クスを OFF にし ます。
ピンやビアがサーマルを受領する対象と されても、 サー
マル属性は自動的には指定されません。
参照 ： PADS Layout コ ンセプ ト ガイ ドの 「対話型配線」
章のネ ッ ト を内層接続と接続、 「ピンやビアをサーマル
と し て設定」 項目

テス ト ポイ ン ト ビアやピンをテス ト ポイ ン ト に設定し ます。 
参照 ： テス ト ポイ ン ト 検査の実施
選択し たオブジ ェ ク ト の状態によ って、 3 種類の状態が
あるチ ェ ッ クボ ッ クスです。 選択し たすべてのビアやピ
ンがテス ト ポイ ン ト の場合は、 このチ ェ ッ クボ ッ クスは
ON にな り ます。 選択し たビアやピンがテス ト ポイ ン ト
ではない場合、 このチ ェ ッ クボ ッ クスは OFF にな り ま
す。 テス ト ポイ ン ト であるビアやピンが混在する場合
は、 チ ェ ッ クボ ッ クスは未定義の状態と な り ます。 
[ テス ト ポイ ン ト ] を有効にし て [ 適用 ] を選択する こ と
で、 選択し たすべてのビアやピンをテス ト ポイ ン ト に設
定できます。 [ テス ト ポイ ン ト ] を無効にし て [ 適用 ] を
選択する と、 選択し たすべてのビアやピンから テス ト ポ
イ ン ト を削除できます。 [ 適用 ] を ク リ ッ クする と、 ビ
アやピンをテス ト ポイ ン ト にできるか、 パッ ド ス タ ッ ク
が自動的に検査されます。 た と えば、 ベ リー ド ビアの場
合、 プローブがベ リー ド ビアに接続できないため、 テス
ト ポイ ン ト にはできません。

ヒ ン ト ： ビアまたはピンにテス ト ポイ ン ト フ ラグが付い
ている と、 設計上でそのビアまたはピンに矢印が表示さ
れます。

Table 1-215. [ ピンのプロパテ ィ ] ダイアログボ ッ クスの内容 (cont.)
名前 説明
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関連 ト ピ ッ ク

ピンのプロパテ ィ の修正

ピンウ ィ ザー ド、 BGA/PGA タ ブ
[BGA/PGA ウ ィ ザー ド ] タ ブを使用し て、 ボールグ リ ッ ド アレ イ と ピング リ ッ ド
アレ イ部品形状を作成し ます。 千鳥配列を含む、 完全なマ ト リ クスの BGA/PGA の
部品形状パターンを作成できます。

ア クセス

• ツールメ ニュー > 部品形状エデ ィ タ  > 作図ツールバーボタ ン > ウ ィ ザー ド
ボタ ン > BGA/PGA タ ブ

部品面アクセス DFT 検査で、 部品面と半田面から テス ト ポイ ン ト のプ
ローブを試みます。 デフ ォル ト は半田面です。 [ 部品面
アクセス ] が OFF の場合、 DFT 検査は自動的に半田面
から テス ト ポイ ン ト のプローブを試みます。 
参照 ： テス ト ポイ ン ト 検査の実施
[ 適用 ] を ク リ ッ クする と、 部品面アクセスが可能かど
うか、 パッ ド ス タ ッ クが自動的に検査されます。 た と え
ば、 ビアをテス ト ポイ ン ト と し て使用し たい場合、 部品
面アクセスのみで有効な非貫通ビアを割り当てる必要が
あ り ます。
ビアやピンがテス ト ポイ ン ト ([ テス ト ポイ ン ト ] が ON)
の場合、 [ 部品面アクセス ] オプシ ョ ンのみ設定できま
す。

パッ ド ス タ ッ ク
ボタ ン

パッ ド ス タ ッ ク を修正できる、 パッ ド ス タ ッ ク プロパ
テ ィ ダイアログボ ッ クスを開きます。
固定されたパッ ド ス タ ッ ク と ピンまたはビアに変更を
行った場合、 警告 : テス ト ポイ ン ト が位置固定済ダイア
ログボ ッ クスが開きます。

実装部品ボタ ン 実装部品の場所を編集できる実装部品のプロパテ ィ ダイ
アログボ ッ クスを開きます。

属性ボタ ン オブジ ェ ク ト 属性ダイアログボ ッ クスを開き、 選択し た
オブジ ェ ク ト の属性情報を表示し ます。 テス ト ポイ ン ト
属性を含む、 実装部品ピン、 ビア、 ジャ ンパピンのネイ
ル径やネイルピン番号属性の表示と修正が行えます。

Table 1-215. [ ピンのプロパテ ィ ] ダイアログボ ッ クスの内容 (cont.)
名前 説明
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Figure 1-233. [BGA/PGA] タ ブ

Table 1-216. [BGA/PGA] タ ブの内容

名前 説明

ピン数 部品形状内のピンの数を表示し ます。 [BGA/PGA
ウ ィ ザー ド ] タ ブ内では、 この値を編集できません。
この値は、 列数、 段数、 千鳥列の値によ って変わり
ます。

中心点 /1 番ピン 部品形状の基準点を指定し ます。 部品形状の中心点
または 1 番ピン と な り ます。

実装部品 /
サブス ト レー ト

部品形状が実装部品かサブス ト レー ト かを指定し ま
す。

作成 部品形状シルク図形を作成し ます。

ノ ッ チ作成 シルク図形内で ノ ッ チを作成し ます。

ピンの中心からの間隔 ピンに一番近いシルク図形境界線のエ ッ ジ と ピンの
中心との間の距離を、 現在の単位系で設定し ます。

層 シルク図形が表示される層を指定し ます。

貫通穴 /SMD パッ ド ス タ ッ クが、 貫通穴か SMD かを指定し ます。
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直径 ピンの直径を現在の単位系で設定し ます。

ド リル径 ド リル穴の直径を現在の単位系で設定し ます。

メ ッキ有 ピンのメ ッキを行います。

千鳥列 ピンの千鳥を有効にし ます。

千鳥偶数列 / 千鳥奇数列 偶数列または奇数列を千鳥にし ます。

列間隔 ピン列の間隔を現在の単位系で指定し ます。

列数 部品形状内のピン列の数を設定し ます。

除外列 部品形状内で除外 ( 欠落 ) する列数を指定し ます。
除外列は部品形状の中心から計算し ます。 除外列を
設定し た場合、 除外段も設定する必要があ り ます。
ヒ ン ト ： ピン列数が偶数の場合は、 除外列数も偶数
にし ます。 ピン列数が奇数の場合は、 除外列数も奇
数にし ます。 

中央列 除外列内の中央に配置するピン列数を指定し ます。
中央列を設定し た場合、 中央段も設定する必要があ
り ます。
ヒ ン ト ： 除外列数が偶数の場合は、 中央列数も偶数
にし ます。 除外列数が奇数の場合は、 中央列数も奇
数にし ます。

段間隔 ピン段の間隔を現在の単位系で指定し ます。

段数 部品形状内のピン段の数を設定し ます。

除外段 部品形状内で除外 ( 欠落 ) する段数を指定し ます。
除外段は部品形状の中心から計算し ます。 除外段を
設定し た場合、 除外列も設定する必要があ り ます。
ヒ ン ト ： ピン段数が偶数の場合は、 除外段数も偶数
にし ます。 ピン段数が奇数の場合は、 除外段数も奇
数にし ます。

中央段 除外段内の中央に配置するピン段数を指定し ます。
中央段を設定し た場合、 中央列も設定する必要があ
り ます。
ヒ ン ト ： 除外段数が偶数の場合は、 中央段数も偶数
にし ます。 除外段数が奇数の場合は、 中央段数も奇
数にし ます。

Table 1-216. [BGA/PGA] タ ブの内容 (cont.)
名前 説明
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関連 ト ピ ッ ク

部品形状の自動作成

ピンウ ィ ザー ド、 DIP タ ブ
DIP ウ ィ ザー ド を使用し て、 DIP 部品形状を作成し ます。

ア クセス

• ツールメ ニュー > 部品形状エデ ィ タ  > 作図ツールバーボタ ン > ウ ィ ザー ド
ボタ ン > DIP タ ブ

JEDEC ピン配列を指定 JEDEC 標準に従って、 配列内の各ピンに英数字名を
割り当てます。
上のピン列から下に向かって、 A から割り当ててい
きます。 I、 O、 Q、 S、 X、 Z は使用されません。 20
列以上の配列の場合、 列 21 は AA と表示されます。
それ以降の列は、 AB、 AC…とい う よ う に指定され
ます。
ピン段は 1 から番号が始ま り ます。 段の番号は、
実装部品タ イプの場合は左から右、 サブス ト レー ト
タ イプの場合は右から左に付けられます。

単位系 ピンやシルク図形の値の部品形状単位 ( ミ ル、 ミ リ、
イ ンチ ) を指定し ます。

確認画面 部品形状を表示し ます。 部品形状設定を変更する
と、 確認画面に表示される画像が更新されます。

半田面透視 半田面側から透視し た部品形状を確認画面に表示し
ます。

デフ ォル ト すべての部品形状オプシ ョ ンをデフ ォル ト 設定に
設定し ます。

Table 1-216. [BGA/PGA] タ ブの内容 (cont.)
名前 説明
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Figure 1-234. [DIP] タ ブ

Table 1-217. [DIP] タ ブの内容

名前 説明

水平 / 垂直 部品形状を垂直方向または水平方向に設定し ます。

ピン数 部品形状内のピンの数を設定し ます。

中心点 /1 番ピン 部品形状の基準点を指定し ます。 部品形状の中心点また
は 1 番ピン と な り ます。

作成 部品形状シルク図形を作成し ます。

ノ ッ チ作成 シルク図形内で ノ ッ チを作成し ます。
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ピンの中心からの
間隔

ピンに一番近いシルク図形境界線のエ ッ ジ と ピンの中心
との間の距離を、 現在の単位系で設定し ます。
極座標ウ ィ ザー ド と極座標 SMD ウ ィ ザー ド については、
ピンの中心からの間隔はシルク図形層上において、 内側
のピンの円形部分と外側の円弧外形線の中心間で、 距離
を設定し ます。

1 番ピン中心からの
文字段上げ

シルク図形のエ ッ ジ と、 列内の最初と最後のピンにおけ
る中心間の距離を、 現在の単位系で設定し ます。 正の値、
または負の値を入力できます。

層 シルク図形が表示される層を指定し ます。

直径 ピンの直径を現在の単位系で設定し ます。

ド リル径 ド リル穴の直径を現在の単位系で設定し ます。

ピン間隔 ピン間の中心から中心までの間隔を、 現在の単位系で設
定し ます。

列間隔 ピン列間の中心から中心までの間隔を、 現在の単位系で
設定し ます。

正方形 / 円形 1 番ピンの形状が正方形か円形かを指定し ます。

メ ッ キ付 ピンのメ ッ キを行います。

単位系 ピンやシルク図形の値の部品形状単位 ( ミ ル、 ミ リ、 イ ン
チ ) を指定し ます。

確認画面 部品形状を表示し ます。 部品形状設定を変更する と、 確
認画面に表示される画像が更新されます。

半田面透視 半田面側から透視し た部品形状を確認画面に表示し ます。

デフ ォル ト すべての部品形状オプシ ョ ンをデフ ォル ト 設定に設定し
ます。

Table 1-217. [DIP] タ ブの内容 (cont.)
名前 説明
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関連 ト ピ ッ ク

部品形状の自動作成

ピンウ ィ ザー ド、 極座標部品タ ブ
極座標部品ウ ィ ザー ド を使用し て、 指定し た半径のアレ イ上に貫通穴ピンが均等に配
置された部品形状パターンを作成できます。 [ 極座標部品 ] タ ブを使用し て、 極座標
部品を作成し ます。

ア クセス

• ツールメ ニュー > 部品形状エデ ィ タ  > 作図ツールバーボタ ン > ウ ィ ザー ド
ボタ ン > 極座標部品タ ブ

Figure 1-235. [ 極座標部品 ] タ ブ

Table 1-218. [ 極座標部品 ] タ ブの内容

名前 説明

ピン数 部品形状内のピンの数を設定し ます。

中心点 /1 番ピン 部品形状の基準点を指定し ます。 部品形状の中心点また
は 1 番ピン と な り ます。
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関連 ト ピ ッ ク

部品形状の自動作成

ピンウ ィ ザー ド、 極座標 SMD タ ブ

ピンウ ィ ザー ド、 極座標 SMD 部品タ ブ
極座標 SMD 部品ウ ィ ザー ド を使用し て、 極座標 SMD を作成し ます。 指定し た半径
の円上に均等に配置された、 平面長方形または楕円形状のパッ ド を使用し て、 部品形
状パターンを作成する こ とができます。 

時計 / 反時計 ピンの番号付けの方向を指定し ます。 時計回り または反
時計回りから選択し て く だ さい。

作成 部品形状シルク図形を作成し ます。

タ ブ 部品形状上にタ ブを作成し ます。

ピンの中心からの間隔 シルク図形層における、 内側のピンの円形部分と外側の
円弧外形線の中心間の距離を設定し ます。

タ ブ角度 部品形状上のタ ブ位置を、 角度で指定し ます。

層 シルク図形が表示される層を指定し ます。

直径 ピンの直径を現在の単位系で設定し ます。

ド リル径 ド リル穴の直径を現在の単位系で設定し ます。

開始角度 円上の最初のピン位置を、 角度で指定し ます。

半径 アレ イの円の半径を現在の単位系で設定し ます。

正方形 / 円形 1 番ピンの形状が円形か正方形かを指定し ます。

メ ッ キ付 ピンのメ ッキを行います。

単位系 ピンやシルク図形の値の部品形状単位 ( ミ ル、 ミ リ、
イ ンチ ) を指定し ます。

確認画面 部品形状を表示し ます。 部品形状設定を変更する と、 確
認画面に表示される画像が更新されます。

半田面透視 半田面側から透視し た部品形状を確認画面に表示し ます。

デフ ォル ト すべての部品形状オプシ ョ ンをデフ ォル ト 設定に設定し
ます。

Table 1-218. [ 極座標部品 ] タ ブの内容 (cont.)
名前 説明
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ア クセス

• ツールメ ニュー > 部品形状エデ ィ タ  > 作図ツールバーボタ ン > ウ ィ ザー ド
ボタ ン > 極座標 SMD 部品タ ブ

Figure 1-236. [ 極座標 SMD 部品 ] タ ブ

Table 1-219. [ 極座標 SMD 部品 ] タ ブの内容

名前 説明

ピン数 部品形状内のピンの数を設定し ます。

中心点 /1 番ピン 部品形状の基準点を指定し ます。 部品形状の中心点また
は 1 番ピン と な り ます。

時計 / 反時計 ピンの番号付けの方向を指定し ます。 時計回り または
反時計回りから選択し て く だ さい。

作成 部品形状シルク図形を作成し ます。

タ ブ 部品形状上にタ ブを作成し ます。

ピンの中心からの間隔 シルク図形層における、 内側のピンの円形部分と外側の
円弧外形線の中心間の距離を設定し ます。

タ ブ角度 部品形状上のタ ブ位置を角度で指定し ます。

層 シルク図形が表示される層を指定し ます。
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関連 ト ピ ッ ク

部品形状の自動作成

ピンウ ィ ザー ド、 極座標タ ブ

ピンウ ィ ザー ド、 クワ ッ ド (QUAD) タ ブ
クワ ッ ド (QUAD) ウ ィ ザー ド を使用し て、 四辺から リー ドが伸びたパッ ケージを作成
し ます。 た と えば、 QFP や PLCC です。

ア クセス

• ツールメ ニュー > 部品形状エデ ィ タ  > 作図ツールバーボタ ン > ウ ィ ザー ド
ボタ ン > クワ ッ ド (QUAD) タ ブ

線幅 各ピンの幅を現在の単位系で指定し ます。

長さ 各ピンの長さ を現在の単位系で指定し ます。

長方形 / 長円形 ピン形状を指定し ます。 長方形か長円形を選択し ます。

開始角度 円上の最初のピン位置を角度で指定し ます。

( 列間隔 ) 領域 列間隔の値 ( デバイスの幾何的中心からのピンの円寸法
または半径 ) を入力し ます。

原点に対し て中心 間隔値は、 ピン中心と原点 ( 部品形状の幾何的中心 ) 間の
距離にな り ます。

原点に対し て内側 間隔値は、 ピン内側端点と原点 ( 部品形状の幾何的中心 )
間の距離にな り ます。

原点に対し て外側 間隔値は、 ピン外側端点と原点 ( 部品形状の幾何的中心 )
間の距離にな り ます。

単位系 ピンやシルク図形の値の部品形状単位 ( ミ ル、 ミ リ、 イ
ンチ ) を指定し ます。

確認画面 部品形状を表示し ます。 部品形状設定を変更する と、 確
認画面に表示される画像が更新されます。

半田面透視 半田面側から透視し た部品形状を確認画面に表示し ます。

デフ ォル ト すべての部品形状オプシ ョ ンをデフ ォル ト 設定に設定し
ます。

Table 1-219. [ 極座標 SMD 部品 ] タ ブの内容 (cont.)
名前 説明
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Figure 1-237. [ クワ ッ ド (QUAD)] タ ブ

Table 1-220. [ クワ ッ ド (QUAD)] タ ブの内容

名前 説明

水平ピン 1 列内の水平方向のピン数を設定し ます。

垂直ピン 1 列内の垂直方向のピン数を設定し ます。

中心点 /1 番ピン 部品形状の基準点を指定し ます。 部品形状の中心点また
は 1 番ピン と な り ます。

時計 / 反時計 ピンの番号付けの方向を指定し ます。 時計回り または
反時計回りから選択し て く だ さい。

作成 部品形状シルク図形を作成し ます。

ノ ッ チ作成 シルク図形内で ノ ッ チを作成し ます。

水平寸法 シルク図形矩形の水平寸法を現在の単位系で指定し ます。

垂直寸法 シルク図形矩形の垂直寸法を現在の単位系で指定し ます。

層 シルク図形が表示される層を指定し ます。

線幅 各ピンの幅を現在の単位系で指定し ます。

長さ 各ピンの長さ を現在の単位系で指定し ます。
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関連 ト ピ ッ ク

部品形状の自動作成

ピンウ ィ ザー ド、 SOIC タ ブ
SOIC ウ ィ ザー ド タ ブを使用し て、 SOIC 部品形状を作成し ます。

ア クセス

• ツールメ ニュー > 部品形状エデ ィ タ  > 作図ツールバーボタ ン > ウ ィ ザー ド
ボタ ン > SOIC タ ブ

長方形 / 長円形 ピン形状を指定し ます。 長方形か長円形を選択し ます。

[1 番ピン ] 領域 1 番ピンが配置される側面を指定し ます。 上側、 下側、
右側、 左側から選択し て く だ さい。

[1 番ピン ] 位置 定義し た側面上での、 1 番ピンの位置を指定し ます。
中心、 左側、 右側から選択し て く だ さい。

ピン間隔 ピン間の中心から中心までの間隔を現在の単位系で設定
し ます。

[ 列間隔 ] 領域 列間隔の値を入力し ます。

中心⇔中心 間隔値はピンの中心間の距離に適用されます。

内側端点⇔内側端点 間隔値はピンの内側端点間の距離に適用されます。

外側端点⇔端点 間隔値はピンの外側端点間の距離に適用されます。

単位系 ピンやシルク図形の値の部品形状単位 ( ミ ル、 ミ リ、 イ
ンチ ) を指定し ます。

確認画面 部品形状を表示し ます。 部品形状設定を変更する と、 確
認画面に表示される画像が更新されます。

半田面透視 半田面側から透視し た部品形状を確認画面に表示し ます。

デフ ォル ト ボタ ン すべての部品形状オプシ ョ ンをデフ ォル ト 設定に設定し
ます。

Table 1-220. [ クワ ッ ド (QUAD)] タ ブの内容 (cont.)
名前 説明
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Figure 1-238. [SOIC] タ ブ

Table 1-221. [SOIC] タ ブの内容

名前 説明

水平方向 / 垂直方向 部品形状を垂直方向または水平方向に設定し ます。

ピン数 部品形状内のピンの数を設定し ます。

基準点 部品形状の基準点を指定し ます。 部品形状の中心点また
は 1 番ピン と な り ます。

作成 部品形状シルク図形を作成し ます。

ノ ッ チ作成 シルク図形内で ノ ッ チを作成し ます。
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ピンの中心からの間隔 ピンに一番近いシルク図形境界線のエ ッ ジ と ピンの中心
との間の距離を、 現在の単位系で設定し ます。
極座標ウ ィ ザー ド と極座標 SMD ウ ィ ザー ド については、
ピンの中心からの間隔はシルク図形層上において、 内側
のピンの円形部分と外側の円弧外形線の中心間で、 距離
を設定し ます。

最初のピンからの離散
距離

シルク図形のエ ッ ジ と、 列内の最初と最後のピンにおけ
る中心間の距離を、 現在の単位系で設定し ます。 正の値、
または負の値を入力できます。

層 シルク図形が表示される層を指定し ます。

線幅 各ピンの幅を現在の単位系で指定し ます。

長さ 各ピンの長さ を現在の単位系で指定し ます。

長方形 / 長円形 ピン形状が長方形か長円形かを指定し ます。

ピン間隔 ピン間の中心から中心までの間隔を現在の単位系で設定
し ます。

( 列間隔 ) 領域 列間隔の値を入力し ます。

中心⇔中心 間隔値はピンの中心間の距離に適用されます。

内側端点⇔内側端点 間隔値はピンの内側端点間の距離に適用されます。

外側端点⇔端点 間隔値はピンの外側端点間の距離に適用されます。

単位系 ピンやシルク図形の値の部品形状単位 ( ミ ル、 ミ リ、
イ ンチ ) を指定し ます。

確認画面 部品形状を表示し ます。 部品形状設定を変更する と、
確認画面に表示される画像が更新されます。

半田面透視 半田面側から透視し た部品形状を確認画面に表示し ます。

デフ ォル ト すべての部品形状オプシ ョ ンをデフ ォル ト 設定に設定し
ます。

Table 1-221. [SOIC] タ ブの内容 (cont.)
名前 説明
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関連 ト ピ ッ ク

部品形状の自動作成

ピンウ ィ ザー ド、 DIP タ ブ

配置ク ラス タ を設定ダイアログボ ッ クス
結線状況や接続形態に基づいてク ラス タ を配置するには、 [ 配置ク ラス タ を設定 ]
ダイアログボッ クスを使用し ます。 ク ラス タ配置では、 位置固定された構成部品を
持つ全ての部品面オブジ ェ ク ト を、 固定済みとみな し ます。 ク ラス タ配置では、 固定
された構成部品の位置に関係な く 、 部品面レベルのク ラス タ構成部品のピン位置は、
部品面レベルのク ラス タの中心に配置される ものと し ます。

ア クセス

• ツールメ ニュー > ク ラス タの自動配置 > ク ラス タ を配置ボタ ン > 設定ボタ ン

Figure 1-239. [ 配置ク ラス タ を設定 ] ダイアログボ ッ クス

Table 1-222. [ 配置ク ラス タ を設定 ] ダイアログボ ッ クスの内容

名前 説明

基板外形線の間隙 基板外形線内で、 ク ラス タ をどの程度分散させるかを決
定し ます。 このオプシ ョ ンは、 基板外形線内に部品を配
置する際の [% 部品を展開 ] と同様の機能を持ちます。
ヒ ン ト ： 部品配置の規則は、 [ 配置ク ラス タ を設定 ] と
[ 配置部品を設定 ] で共有されるため、 いずれかのダイ
アログボ ッ クスで この値を変更する と、 も う一方のダイ
アログボ ッ クスでも自動的に値が更新されます。
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% 部品を展開 基板領域全体に対し、 部品の周囲にどの程度フ リース
ペースを設けるかを調節し ます。 0% に設定する と、 部
品を可能な限り接近させて配置し ます。 100% に設定す
る と、 部品を可能な限り離し て配置し ます。
• 自動―デフ ォル ト 値の 75% に設定し ます。
• 手動―ユーザー定義の値に設定し ます。

ヒ ン ト ： 部品配置の規則は、 [ 配置ク ラス タ を設定 ] と
[ 配置部品を設定 ] で共有されるため、 いずれかのダイ
アログボ ッ クスで この値を変更する と、 も う一方のダイ
アログボ ッ クスでも自動的に値が更新されます。

[ 結果 ] 領域 このダイアログボ ッ クス下部で、 パスのオプシ ョ ンを調
整し ます。
• 推奨値―[反復回数]および[反復毎の試行回数]に対し

て、 デフ ォル ト 値を使用し ます。
• 最大値―[反復回数]および[反復毎の試行回数]に対し

て、 デフ ォル ト 値を倍にし ます。
• 指定値―反復および交換の4つのオプシ ョ ンを指定で

きるよ う にし ます。

ク ラス タ配置 配置操作を有効にし ます。 配置済みのク ラス タの微調整
のルーチンに [ 洗練処理 ] を使用する際のみ、 このオプ
シ ョ ンを OFF にし ます。

[ 開始点 ] 領域 • 現在位置座標―部品の現在位置に基づいて、 ク ラス
タの自動配置を行います。 このオプシ ョ ンでは現在
位置が維持されるため、 ク ラス タが既に基板外形内
に配置されている際に便利です。

• 任意位置座標―任意の位置に基づいて、 ク ラス タの
配置を行います。 このオプシ ョ ンでは、 基板外形線
の外側に存在する ク ラス タ を配置するために、 強力
なアルゴ リズムを使用し ています。

画面上に表示 各部品の外形線および部品の自動配置プロセスでのその
動きを表示し ます。

ク ラス タ調整 [ 結果 ] 領域で設定し た、 反復回数、 試行回数、 部品交
換、 間隙に対し て異なる値を使用し て、 配置されたク ラ
ス タ を調整し ます。 これらのオプシ ョ ンを有効にするに
は、 [ 任意指定 ] を選択し ます。

反復回数 実行する配置の数を特定し ます。 デフ ォル ト 値は、 平均
的な設計に対応し ています。 小規模の設計や処理の高速
化には、 値を小さ く し て く だ さい。 大規模な設計や緻密
な設計には、 値を大き く し て く だ さい。

Table 1-222. [ 配置ク ラス タ を設定 ] ダイアログボ ッ クスの内容 (cont.)
名前 説明
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関連 ト ピ ッ ク

ク ラス タ部品を自動配置ダイアログボ ッ クスの使用

ク ラス タ配置

配置部品を設定ダイアログボ ッ クス
[ 配置部品を設定 ] ダイアログボ ッ クスを使用し て、 自動配置の際に部品をどのよ う
に扱うかを設定し ます。

ア クセス

• ツールメ ニュー > ク ラス タの自動配置 > 部品を配置ボタ ン > 設定ボタ ン

反復毎の試行回数 各反復内で、 部品配置、 ネ ッ ト 長の最短化、 重複部品の
削減、 部品の基板外形内への維持が試行されます。 部品
を近接させた り、 位置固定済みの部品を反復の際に近接
させてお く には、 この値を大き く し ます。

部品交換の % 部品配置を改善するため、 配置の各反復内で、 部品や
ク ラス タ、 ユニオンを他の部品と交換または再配置し ま
す。 部品を移動するのではな く 、 部品交換を行う回数を
多 く し たい場合はこのオプシ ョ ンを使用し ます。

ク ラス タ間隔 基板外形線内で、 ク ラス タ をどの程度分散させるかを決
定し ます。 このオプシ ョ ンは、 基板外形線内に部品を配
置する際の [% 部品を展開 ] と同様の機能を持ちます。

Table 1-222. [ 配置ク ラス タ を設定 ] ダイアログボ ッ クスの内容 (cont.)
名前 説明
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Figure 1-240. [ 配置部品を設定 ] ダイアログボ ッ クス

Table 1-223. [ 配置部品を設定 ] ダイアログボ ッ クスの内容

名前 説明

基板外形線の間隙 基板外形線内で、 ク ラス タ をどの程度分散させるかを決
定し ます。 このオプシ ョ ンは、 基板外形線内に部品を配
置する際の [% 部品を展開 ] と同様の機能を持ちます。
ヒ ン ト ： 部品配置の規則は、 [ 配置ク ラス タ を設定 ] と
[ 配置部品を設定 ] で共有されるため、 いずれかのダイ
アログボ ッ クスで この値を変更する と、 も う一方のダイ
アログボ ッ クスでも自動的に値が更新されます。

% 部品を展開 基板領域全体に対し、 部品の周囲にどの程度フ リース
ペースを設けるかを調節し ます。 0% に設定する と、 部
品を可能な限り接近させて配置し ます。 100% に設定す
る と、 部品を可能な限り離し て配置し ます。
• 自動―デフ ォル ト 値の 75% に設定し ます。
• 手動―ユーザー定義の値に設定し ます。

ヒ ン ト ： 部品配置の規則は、 [ 配置ク ラス タ を設定 ] と
[ 配置部品を設定 ] で共有されるため、 いずれかのダイ
アログボ ッ クスで この値を変更する と、 も う一方のダイ
アログボ ッ クスでも自動的に値が更新されます。

部品配置 部品配置操作を有効にし ます。 重複または整列操作の
ルーチンに [ 洗練処理 ] を使用する際のみ、 このオプ
シ ョ ンを OFF にし ます。
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[ 結果 ] 領域 このダイアログボ ッ クス下部で、 パスのオプシ ョ ンを
調整し ます。
• 推奨値―[反復回数]および[反復毎の試行回数]に対し

て、 デフ ォル ト 値を使用し ます。
• 最大値―[反復回数]および[反復毎の試行回数]に対し

て、 デフ ォル ト 値を倍にし ます。
• 指定値―反復および交換の4つのオプシ ョ ンを指定で

きるよ う にし ます。

[ 開始点 ] 領域 • 現在位置座標―部品の現在位置に基づいて、 位置固
定されていない部品の自動配置を行います。 このオ
プシ ョ ンでは現在位置が維持されるため、 部品が既
に基板外形内に配置されている際に便利です。

• 任意位置座標―任意の位置に基づいて、 部品の配置
を行います。 このオプシ ョ ンでは、 新規配置の作成
に強力なアルゴ リズムを使用し ています。

反復回数 実行する配置の数を特定し ます。 デフ ォル ト 値は、 平均
的な設計に対応し ています。 小規模の設計や処理の高速
化には、 値を小さ く し て く だ さい。 大規模な設計や緻密
な設計には、 値を大き く し て く だ さい。

反復毎の試行回数 各反復内で、 部品配置、 ネ ッ ト 長の最短化、 重複部品の
削減、 部品の基板外形内への維持が試行されます。 部品
を近接させた り、 位置固定済みの部品を反復の際に近接
させてお く には、 この値を大き く し ます。

部品交換の % 部品配置を改善するため、 配置の各反復内で、 部品や
ク ラス タ、 ユニオンを他の部品と交換または再配置し ま
す。 部品を移動するのではな く 、 部品交換を行う回数を
多 く し たい場合はこのオプシ ョ ンを使用し ます。

% 等価交換 部品交換中に、 等価 / 非等価交換のいずれかが行われま
す。 等価交換では、 同程度の 2 つの部品 ( またはユニオ
ン ) 間で交換が行われます。 このオプシ ョ ンを 100% に
設定する と、 同等部品でのみ交換し ます。

部品の重な り を排除 [% 部品を展開 ] 設定に違反せずに、 重複部品を移動し
ます。 部品の重複を排除する必要がある場合、 [% 部品
を展開 ] 設定は低 く な り ますが、 [ 最小 % 部品展開 ] の
設定を超える こ とはあ り ません。

最小 % 部品展開 重複パスの排除中に許可される最小の [% 部品を展開 ]
設定を指定し ます。

部品を整列 近接する部品を調整する整列パスを有効にし て、 配線
効率を改善し ます。

重複がない場合 重複がある場合は整列を禁止し ます。

Table 1-223. [ 配置部品を設定 ] ダイアログボ ッ クスの内容 (cont.)
名前 説明
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関連 ト ピ ッ ク

ク ラス タ部品を自動配置ダイアログボ ッ クスの使用

ク ラス タ配置

内層接続層のネ ッ ト ダイアログボ ッ クス
[ 内層接続層のネ ッ ト ] ダイアログボ ッ クスを使用し て、 内層接続層とネ ッ ト の関連
付け / 関連付け解除を行います。 内層接続層は、 実装部品がグラウン ドや電源と し て
アクセスできる大きなベタ領域を含みます。 CAM 出力では、 内層接続層に関連付け
されたネ ッ ト のサーマルレ リーフ接続パッ ド を生成し ます。 

ア クセス

• 設定メ ニュー > 層構成を定義 > ネ ッ ト を指定ボタ ン

Figure 1-241. [ 内層接続層のネ ッ ト ] ダイアログボ ッ クス

画面上に表示 各部品の外形線および部品の自動配置プロセスでのその
動きを表示し ます。

Table 1-224. [ 内層接続層のネ ッ ト ] ダイアログボ ッ クスの内容

名前 説明

全ネ ッ ト 内層接続領域と関連付けができる設計内のすべてのネ ッ ト を
表示し ます。

指定済ネ ッ ト 内層接続層と関連付けされたネ ッ ト を表示し ます。

Table 1-223. [ 配置部品を設定 ] ダイアログボ ッ クスの内容 (cont.)
名前 説明
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関連 ト ピ ッ ク

ネ ッ ト 名の指定

ネ ッ ト 名を指定解除する

プロ ッ ト オプシ ョ ンダイアログボ ッ クス
[ プロ ッ ト オプシ ョ ン ] ダイアログボ ッ クスを使用し て、 プロ ッ ト オプシ ョ ンを設定
し ます。 このダイアログボ ッ クスでは ド リル図面オプシ ョ ン も使用できます。

ヒ ン ト ： SMD ジャ ンパのジャ ンパピンは、 SMD 実装部品の出力と同じ よ う に、
メ タル層に出力されます。

ア クセス

• フ ァ イルメ ニュー > CAM > 追加ボタ ン > オプシ ョ ンボタ ン

または

• フ ァ イルメ ニュー > CAM > 文書名を選択 > 編集ボタ ン > オプシ ョ ンボタ ン

例外 ： 文書形式で NC ド リルを選択し た場合、 [NC ド リルオプシ ョ ン ] ダイアログ
ボッ クスが表示されます。

追加 >> ボタ ン [ 全ネ ッ ト ] リ ス ト 内で選択し たネ ッ ト を [ 指定済ネ ッ ト ]
リ ス ト に追加し、 ネ ッ ト と内層接続の関連付けを行います。

<< 解除ボタ ン [ 指定済みネ ッ ト ] リ ス ト 内で選択し たネ ッ ト を [ 全ネ ッ ト ]
リ ス ト から解除し て、 ネ ッ ト と内層接続の関連付けを破棄し
ます。

Table 1-224. [ 内層接続層のネ ッ ト ] ダイアログボ ッ クスの内容 (cont.)
名前 説明
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Figure 1-242. [ プロ ッ ト オプシ ョ ン ] ダイアログボ ッ クス

Table 1-225. [ プロ ッ ト オプシ ョ ン ] ダイアログボ ッ クスの内容

名前 説明

方向リ ス ト 設計の方向角度を指定し ます。 角度を 0、 90、 180、 270
から選択し て く だ さい。

位置調整リ ス ト プロ ッ ト 表示の調整を指定し ます。 端点の形式 /
コーナーの位置調整では、 一番外側にあるオブジ ェ ク ト
が使用され、 基板 / 一般的な基準点との併用が効果的で
す。 以下から選択し て く だ さい ：
• 図面中央―設計を出力メ デ ィ ア境界の中央に配置し

ます。
• 左下―出力を出力メ デ ィ アの左下に合わせます。
• 右下―出力を出力メ デ ィ アの右下に合わせます。
• 左上―出力を出力メ デ ィ アの左上に合わせます。
• 右上―出力を出力メ デ ィ アの右上に合わせます。
• オフセ ッ ト ―出力原点を x と y オフセ ッ ト に合わせま

す。
• 図面適合倍率―出力メ デ ィ ア内で出力内容が表示

されるよ う、 倍率の自動調整を行います。
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比率 実寸法に対するプロ ッ ト 寸法の比率を設定し ます。 
ヒ ン ト ： 2:1 の比率にする と、 プロ ッ ト 寸法は実寸法の
2 倍の大き さにな り ます。

X/Y オフセ ッ ト 出力メ デ ィ ア境界内で設計を移動するための余白オフ
セ ッ ト を定義し ます。 オフセ ッ ト に設置された値によ
り、 設計の原点がその位置に置かれます。

反転画像 画像を反転し ます。

参照名反転 参照名を反転し ます。

参照名省略 省略し たい参照名を指定し ます。 すべての参照名の接頭
辞を入力するか、 特定の参照名を入力するか、 参照名の
範囲を カ ンマで区切って指定し ます。 ある範囲の参照名
を省略するにはチルダを使用し ます。 各入力の間にはス
ペースを入れないで く だ さい。 例 ： J,U1,R2~5

パッ ド除外 [ 参照名 ] ボ ッ クスで指定し た参照名で表される部品を
CAM 文書から除外し ます。

作業名出力 .pcb 名と日時をプロ ッ ト に含めます。 
制限事項 ： 出力デバイスがフ ォ ト プロ ッ タの場合、 この
オプシ ョ ンは使用できません。

ウ ィ ン ド ウ画面出力 レ イアウ ト エデ ィ タの現在の表示のみプロ ッ ト するよ う
指定し ます。 設計全体をプロ ッ ト するには、 このオプ
シ ョ ンを OFF にし ます。
ヒ ン ト ： パッ ド ブ ラ ッ シュは、 フ ラ ッ シュ中央がレ イア
ウ ト ウ ィ ン ド ウ内にある場合のみ表示されます。

OLE オブジ ェ ク ト を
プロ ッ ト

OLE オブジ ェ ク ト をプロ ッ ト するよ う指定し ます。 こ
のオプシ ョ ンは出力を印刷する場合のみ使用可能です。
OLE オブジ ェ ク ト のフ ォ ト プロ ッ ト やペンプロ ッ ト は
行えません。
制限事項 ： 方向が 0 に設定されていない場合、 このオプ
シ ョ ンは選択できません。
ヒ ン ト ： OLE オブジ ェ ク ト は [CAM 確認画面 ] ダイアロ
グボ ッ クスには表示されませんが、 プロ ッ ト 位置決定の
計算に使用されます。

ラ イ ン / パッ ド を
塗り潰し

ラ イ ン とパッ ドの塗り潰し を指定し ます。 ラ イ ン とパッ
ドの塗り潰し を行わないと、 描画時間が速 く な り ます。

Table 1-225. [ プロ ッ ト オプシ ョ ン ] ダイアログボ ッ クスの内容 (cont.)
名前 説明
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CAM 文書プロ ッ ト オプシ ョ ンの設定

CAM 文書の追加と編集

ベタ マネージャダイアログボ ッ クス、 塗潰し タ ブ
[ ベタ マネージャ ] ダイアログボ ッ クスの [ 塗潰し ] タ ブを使用し て、 自動ベタ外形線
の内側の領域を、 ハッ チ済みグ リ ッ ド で表示されるベタ で塗潰し ます。 塗潰しによ
り、 自動ベタ外形線の内側にあっても同一ネ ッ ト の一部分ではないベタ、 配線、
パッ ドの周辺に孤立領域が作成されます。 また、 同一ネ ッ ト に属するピン周辺にサー
マルリ リーフ結線も作成されます。 

ド リルの寸法が指定されたパッ ド よ り大きい場合に塗潰しが行われます。 ド リルと
パッ ド を塗潰すこ と で、 パッ ドは内層接続面に接続し た状態と な り ます。 し たがっ

超過 / 以下寸法 超過 / 以下寸法の設定されたパッ ド およびビアを全体的
に作成し ます。
参照 ： ソルダーレジス ト と メ タルの制御
ヒ ン ト ： 
• 内層接続プロ ッ ト では、 間隙も作成されます。 正の

数値を入れる と、 プロ ッ ト されるパッ ドの寸法が大
き く な り、 負の数値を入れる と小さ く な り ます。

• また、 このオプシ ョ ンを使用し て、 内層接続層にあ
るパッ ドやサーマル形状を大き く し た り、 小さ く で
きます。 このオプシ ョ ンでパッ ドやサーマルを定義
する際、 パッ ド ご とに異なる超過 ( 以下 ) 寸法の値は
設定できませんが、 ラ イブ ラ リやパッ ド ス タ ッ クで
寸法や層設定を行わな く てよいため、 時間の短縮に
な り ます。

CAM 内層接続ビア
サーマルを生成

内層接続ネ ッ ト に関連付けられたビアのサーマルを作成
し ます。 このオプシ ョ ンが選択されていない場合、 サー
マルの作成は行われず、 ビアに関連付けられたすべての
内層接続ネ ッ ト へのソ リ ッ ド接続が出力されます。 この
オプシ ョ ンは CAM 内層接続プロ ッ ト でのみ使用可能で
す。

個別サーマル設定を
使用

パッ ド ス タ ッ ク プロパテ ィ ダイアログボ ッ クスで定義
されたサーマルと アパーチャ設定を使用し ます。

ド リル記号ボタ ン ド リル穴図画オプシ ョ ンダイアログボ ッ クスを開きま
す。

確認画面 文書を表示し ます。 オプシ ョ ンを変更する と、 確認画面
に表示される画像が更新されます。

Table 1-225. [ プロ ッ ト オプシ ョ ン ] ダイアログボ ッ クスの内容 (cont.)
名前 説明
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て、 パッ ドの周囲を塗潰し て ( パッ ド にサーマルリ リーフ を供える予定で )、 この
パッ ドのド リル寸法がパッ ド寸法よ り大きい場合には、 パッ ド および ド リル全体が
塗潰されます。 結線状況の検査では、 この状態を検出し ます。 

ア クセス

• ツールメ ニュー > ベタ マネージャ

Figure 1-243. [ 塗潰し ] タ ブ

関連 ト ピ ッ ク

[ ベタ マネージャ ] ダイアログボ ッ クスの使用

[ ベタ マネージャ ] ダイアログボ ッ クス、 [ ハッ チ ] タ ブ

[ ベタ マネージャ ] ダイアログボ ッ クス、 [ 内層接続層へ接続 ] タ ブ

Table 1-226. [ 塗潰し ] タ ブの内容

名前 説明

[ 塗潰し モー ド ]
領域

• 全塗潰し―全ての自動ベタ外形線を塗潰し ます。
• 高速塗潰し―以前に塗潰されたこ とがない自動ベタ、

つま り今回始めて追加された外形線だけを塗潰し ます。

塗り潰し操作を確認 塗潰し操作の確認を有効にし ます。 このチ ェ ッ クボ ッ クス
が ON の際、 [ 開始 ] を ク リ ッ クする と、 「内層接続層に接
続し ますか ?」 とい う メ ッ セージが表示されます。 こ こ で、
塗潰し操作を進めた り、 キャ ンセルする こ とができます。

開始ボタ ン 塗り潰し、 ハッ チ、 または接続プロセスを開始し ます。

設定ボタ ン オプシ ョ ンダイアログボ ッ クス、 サーマルタ ブが表示され
ます。 こ こ で、 サーマルの寸法や形状を設定し ます。
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設計検証

PADS Layout コ ンセプ ト ガイ ドの 「作図」 章の 「塗潰し タ ブ」 項目

ベタ マネージャダイアログボ ッ クス、 ハッ チ タ ブ
[ ベタ マネージャ ] ダイアログボ ッ クスの [ ハッ チ ] タ ブで、 以前塗潰し を行った自動
ベタのハッ チラ イ ンの塗潰し を行います。 以前塗潰し を行った自動ベタ領域を手動で
編集し てから、 ハッ チを行って く だ さい。 また、 ハッ チラ イ ンは保存されないため、
フ ァ イルを開いてからハッ チを行う必要があ り ます。

ア クセス

• ツールメ ニュー > ベタ マネージャ  > ハッ チ タ ブ

Figure 1-244. [ ハッ チ ] タ ブ

Table 1-227. [ ハッ チ ] タ ブの内容

名前 説明

[ ハッ チモー ド ]
領域

• 全ハッ チ―設計を開いた時に、 まだハッ チ されていない領
域や前回のハッ チ操作以降に編集し た浮き島など、 すべて
の領域のハッ チを行います。 

• 高速ハッ チ―一番最後に作成し たハッ チ外形線のみハッ チ
を行います。

開始ボタ ン 塗り潰し、 ハッ チ、 または接続プロセスを開始し ます。

設定ボタ ン オプシ ョ ンダイアログボ ッ クス、 作図の各種定義タ ブが表示
されます。 こ こで、 作図のハッ チや塗潰しの各種オプシ ョ ン
を設定し ます。
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関連 ト ピ ッ ク

[ ベタ マネージャ ] ダイアログボ ッ クスの使用

[ ベタ マネージャ ] ダイアログボ ッ クス、 [ 塗潰し ] タ ブ

[ ベタ マネージャ ] ダイアログボ ッ クス、 [ 内層接続層へ接続 ] タ ブ

設計検証

ベタ マネージャダイアログボ ッ クス 　 内層接続層へ
接続タ ブ

[ ベタ マネージャ ] ダイアログボ ッ クスの [ 内層接続層へ接続 ] タ ブを使用し て、
分割 / 混在内層接続層への接続を作成し ます。

ア クセス

• ツールメ ニュー > ベタ マネージャ

Figure 1-245. [ 内層接続層へ接続 ] タ ブ

Table 1-228. [ 内層接続へ接続 ] タ ブの内容

名前 説明

層リ ス ト 層構成を定義ダイアログボ ッ クスで分割 / 混在と指定し た全
ての層が表示されます。 接続する層を ク リ ッ ク し ます。

全選択ボタ ン 層リ ス ト に表示されたすべての分割 / 混在層を選択し ます。
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関連 ト ピ ッ ク

[ ベタ マネージャ ] ダイアログボ ッ クスの使用

[ ベタ マネージャ ] ダイアログボ ッ クス、 [ ハッ チ ] タ ブ

[ ベタ マネージャ ] ダイアログボ ッ クス、 [ 塗潰し ] タ ブ

分割 / 混在内層接続層での接続を作成

プロジ ェ ク ト エ クスプローラ
プロジ ェ ク ト エクスプローラに設計内のオブジ ェ ク ト の階層構造が表示されます。
こ こ で、 オブジ ェ ク ト や規則にアクセスできます。 設計を更新する と、 この階層構造
も自動的に更新され、 変更を反映し ます。

ア クセス

• プロジ ェ ク ト エクスプローラボタ ンを ク リ ッ ク し ます。

ヒ ン ト ： 階層構造は設計が開いている時のみ使用可能です。

制限事項 ： プロジ ェ ク ト エクスプローラは部品形状エデ ィ タ では使用できません。

接続操作を確認 接続操作の確認を可能にし ます。 このチ ェ ッ クボッ クスが
ON の際、 [ 開始 ] を ク リ ッ クする と、 「内層接続層に接続し
ますか ?」 とい う メ ッ セージが表示されます。
こ こ で、 塗潰し操作を進めた り、 キャ ンセルする こ とができ
ます。 

開始ボタ ン 塗り潰し、 ハッ チ、 または接続プロセスを開始し ます。

設定ボタ ン オプシ ョ ンダイアログボ ッ クス、 分割内層接続層 / 混在内層
接続層タ ブが表示されます。 こ こ で、 サーマルの寸法や形状
を設定し ます。

Table 1-228. [ 内層接続へ接続 ] タ ブの内容 (cont.)
名前 説明
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Figure 1-246. プロジ ェ ク ト エクスプローラ

オブジ ェ ク ト タ イプ

プロジ ェ ク ト エクスプローラ内では、 オブジ ェ ク ト はオブジ ェ ク ト グループに配置
されます。 オブジ ェ ク ト グループには、 一次グループ と二次グループの 2 種類があ り
ます。 

制限事項 ：

• 一次オブジ ェ ク ト グループの削除や名前の変更はできません。

• 二次グループの項目の修正は、 PADS Router でのみ行えます。

Table 1-124 に、 一次オブジ ェ ク ト グループおよび二次オブジ ェ ク ト グループの説明を
記載し ます。

Table 1-229. オブジ ェ ク ト グループおよびサブグループ

一次グループ 製品名 二次グループ 説明

回路図 PADS Logic 回路図名 回路図上のすべての部品を
表示し ます。
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層 PADS 
Layout
PADS 
Router

電気層 内層接続層と配線層を含む、
すべての電気層を表示し ます。

一般層 電気層以外のすべての層を
表示し ます。

実装部品 PADS Logic
PADS 
Layout
PADS 
Router

すべての実装部品と ピンペア
を表示し ます。

部品形状 /
PCB 部品形状

PADS Logic
PADS 
Layout
PADS 
Router

設計内のすべての部品形状や、
選択された部品形状を使用す
る全ての実装部品を表示し ま
す。

ネ ッ ト PADS Logic
PADS 
Layout

設計内のすべてのネ ッ ト を
表示し ます。

ネ ッ ト
オブジ ェ ク ト

PADS 
Router

ネ ッ ト ク ラス ネ ッ ト ク ラスに属するすべて
のネ ッ ト を表示し ます。

整合長ネ ッ ト
グループ

すべての整合長ネ ッ ト グルー
プを表示し ます。

ネ ッ ト 設計内のすべてのネ ッ ト を
表示し ます。

整合長ピンペア
グループ

すべての整合長ピンペア
グループを表示し ます。

ピンペア
グループ

( ピンペア規則を含む ) ピン
ペアグループに属するすべて
のネ ッ ト を表示し ます。

制約条件規則 制約条件規則を持つすべての
ネ ッ ト を表示し ます。

差動ペア すべての差動ペアを表示し ま
す。

ビア タ イプ PADS 
Router

設計内で使用されるビア タ イ
プを表示し ます。

CAE 形状 PADS Logic 設計内で使用される CAE 形状
を記載し ます。

Table 1-229. オブジ ェ ク ト グループおよびサブグループ (cont.)
一次グループ 製品名 二次グループ 説明
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関連 ト ピ ッ ク

放射移動条件を設定ダイアログボ ッ クス
[ 放射移動条件を設定 ] ダイアログボ ッ クスを使用し て、 放射移動の極座標グ リ ッ ド
の原点、 放射移動オプシ ョ ン、 オブジ ェ ク ト の放射移動に関する他の情報を設定し ま
す。

ア クセス

• ツールメ ニュー > オプシ ョ ン > グ リ ッ ド タ ブ > 放射状部品移動の設定ボタ ン

Figure 1-247. [ 放射移動条件を設定 ] ダイアログボ ッ クス

PCB 部品形状 PADS Logic
PADS 
Layout

設計内で使用される PCB 部品
形状を記載し ます。

オブジ ェ ク ト の選択

カス タム規則

選択し た項目にズーム

Table 1-229. オブジ ェ ク ト グループおよびサブグループ (cont.)
一次グループ 製品名 二次グループ 説明
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Table 1-230. [ 放射移動条件を設定 ] ダイアログボ ッ クス

名前 説明

[ 極座標原点 ] 領域 極座標グ リ ッ ドの基準原点の X、 Y 座標を、 現在の設計
単位で設定し ます。

内径 極座標グ リ ッ ド または円弧アレ イの内円半径を、 現在の
設計単位で設定し ます。 0 や負の値は使用できません。

⊿半径 極座標グ リ ッ ド または円弧アレ イの近接する円間の半径
の距離を、 現在の設計単位で設定し ます。
放射移動の場合、 デルタ半径を 0 に設定する と内径と
同じ と な り ます。 負の値は使用できません。

自動回転 グ リ ッ ド上で選択し たオブジ ェ ク ト の方向を自動的に
調整し ます。

分散 グ リ ッ ド位置で選択し たすべてのオブジ ェ ク ト を重複し
ないよ う並べます。 このオプシ ョ ンが選択されている
と、 隣接するオブジ ェ ク ト 間の角距離は、 ⊿角度の値と
等しいか、 それよ り大き く な り ます。 このオプシ ョ ン
は、 グ リ ッ ド上にオブジ ェ ク ト グループを最初に配置す
る際に役立ちます。 また、 このオプシ ョ ンが ON の場
合、 文字と参照名はアルフ ァベ ッ ト 順にな り ます。
部品形状エデ ィ タ では、 分散を使用する とオブジ ェ ク ト
の交差が可能にな り ます。 ター ミ ナルは、 ピン番号順に
ソー ト されます。

個別半径を使用 半径置き換えのモー ド を、 円滑または不連続に設定し ま
す。 不連続は、 極座標グ リ ッ ド に沿って点に引き込みま
す。

個別角度を使用 角度置き換えのモー ド を、 円滑または不連続に設定し ま
す。 不連続は、 極座標グ リ ッ ド に沿って点に引き込みま
す。

極座標方向 選択し たすべてのオブジ ェ ク ト の方向を設定し ます。
• 初期化―選択し たオブジ ェ ク ト の、 開始位置からの

個々の方向の値を保持し ます。
• 指定―選択し たオブジ ェ ク ト に同じ極座標方向を指

定し ます。 ボ ッ クスに値を入力し て く だ さい。

参照名で並べ替え アレ イの作成も し く は修正中、 または放射移動の際、
選択し た項目を参照名で並べ替えます。
このオプシ ョ ンが OFF になっている と、 項目は、 選択
された順番で並べられます。

開始角度 最初のグ リ ッ ド または円弧アレ イの位置の対極線角度を
設定し ます。 0.000 ～ 359.999 の範囲で値を入力できま
す。
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関連 ト ピ ッ ク

極座標グ リ ッ ドの設定

放射移動の使用

PADS Layout コ ンセプ ト ガイ ドの 「部品の配置」 章の 「アレ イの定義」 項目

角度範囲 オブジ ェ ク ト を配置し たい範囲を設定し ます。 360 を
入力する と、 完全な円のグ リ ッ ドやアレ イが設定されま
す。 これよ り小さい値はセク ター型のグ リ ッ ドやアレ イ
にな り ます。

⊿角度 円内で近接する位置間の角距離を設定し ます。

円環上の位置 グ リ ッ ド またはアレ イの各円に対する位置の数を設定
し ます。 2 以上の値を入力し ます。 0 や負の値は使用で
きません。

固定済 放射移動の [ 角度範囲 ]、 [ ⊿角度 ]、 [ 円環上の位置 ] を
自動的に調整し ます。 極座標の間隔と反復の、 [ 回数 ]、
[ 角度 ]、 [ 角度範囲 ] を自動的に調整し ます。
これらの 3 つの設定は互いに依存し ます。 各値は他の
2 つの値によ って変わり ます。 オプシ ョ ンの 1 つを設定
し て固定し ます。 固定されていない値の内の 1 つを設定
する と、 も う 1 つのオプシ ョ ンが自動的に更新されま
す。 た と えば、 [ 角度範囲 ] を 360 に設定し、 [ 円環上の
位置 ] を 36 に設定する と、 [ ⊿角度 ] は 10 に更新され
ます。

回転方向 グ リ ッ ド または円弧アレ イで位置が配置される方向を、
時計方向、 反時計方向から選択し ます。 時計方向も し く
は反時計方向と な り ます。

円弧アレ イ 設計上のすべての円形アレ イ とユニオンを表示し ます。
リ ス ト 内の項目をダブルク リ ッ クする と、 そのアレ イ
またはユニオンの値がダイアログボ ッ クスに表示されま
す。
[ アレ イ を作成 ] を使用し て、 円弧アレ イ を作成し、 名
前を付けます。 [ ユニオンを作成 ] を使用し て、 ユニオ
ンを作成し、 名前を付けます。
ヒ ン ト ： このオプシ ョ ンは、 レ イアウ ト エデ ィ タ でのみ
使用できます。 

Table 1-230. [ 放射移動条件を設定 ] ダイアログボ ッ クス (cont.)
名前 説明
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電気層を再指定ダイアログボ ッ クス
[ 電気層を再指定 ] ダイアログボ ッ クスを使用し て、 ある電気層から別の電気層に
データ を移動し ます。

ア クセス

• 設定メ ニュー > 層構成を定義 > 再指定ボタ ン

Figure 1-248. [ 電気層を再指定 ] ダイアログボ ッ クス

関連 ト ピ ッ ク

電気層の再指定

Table 1-231. [ 電気層を再指定 ] ダイアログボ ッ クスの内容

名前 説明

電気層番号 • 旧層番号―再指定前のデータが存在する層の番号を表示し ます。
• データ有無―選択し た層にデータが存在するかを表示し ます。
• 新規―再指定後の新規層番号を表示し ます。 層を削除する と、

削除し た層の行のこの列に < 削除 > と表示されます。

旧層番号 [ 電気層番号 ] リ ス ト で選択し た旧層の番号。

新層番号 層の再指定を行った後にデータが存在する新規層を表示し ます。

削除 層の数を減ら し て、 選択し た層にデータがない場合、 このオプシ ョ
ンを使用できます。 削除し た層ご とに、 新規コ ラム下の層の行に
< 削除 > と表示されます。



PADS Layout GUI リ フ ァ レンス
ピンに番号再割当ダイアログボ ッ クス

PADS Layout User’s Guide, PADS 9.0 491

ピンに番号再割当ダイアログボ ッ クス
部品形状エデ ィ タ内で、 部品形状内の各ピンを ク リ ッ ク し て、 ター ミ ナルの番号を
変更できます。

ア クセス

• 部品形状エデ ィ タ  > 開始ター ミ ナルを選択 > 右ク リ ッ ク  > ター ミ ナル番号
再設定

Figure 1-249. [ ピンに番号再割当 ] ダイアログボ ッ クス

Table 1-232. [ ピンに番号再割当 ] ダイアログボ ッ クスの内容

名前 説明

ピンの数 番号再指定に使用できるるピンの数。

接頭 / 接尾 1 つのピン番号に対し、 [ 接頭 ] または [ 接尾 ] ボ ッ クス
のいずれかに値を入力し、 も う一方のボ ッ クスは空欄に
し ておきます。 いずれかの値を増加させたい場合は、 両
方のボッ クスを使用し ます。 
どち らのボ ッ クスでも英数字が使用できます。

ピン数 [ 接頭 ] および [ 接尾 ] ボ ッ クスの入力に応じ たピン番号
のプレビ ュー。

接頭辞増加 ピン番号増加の際、 接頭辞を増加し ます。

接尾辞増加 ピン番号増加の際、 接尾辞を増加し ます。
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関連 ト ピ ッ ク

ター ミ ナルの番号再指定

レポー ト マネージャダイアログボ ッ クス
[ レポー ト マネージャ ] ダイアログボ ッ クスを使用し て、 ラ イブ ラ リ内の部品に
関するレポー ト を生成し ます。 レポー ト に記載する部品と属性を指定する こ とが
できます。

ア クセス

• フ ァ イルメ ニュー > ラ イブ ラ リ  > 一覧を フ ァ イル出力ボタ ン

ステ ッ プ ステ ッ プの値を設定し ます。 [ ステ ッ プ ] ボ ッ クスに、
ピン番号を連続または段階的に増減するための、 正また
は負の数字を入力し ます。
制限事項 ： ステ ッ プ値は 0 以外で、 範囲は -10 から +10
です。 0 に設定する と 1 つのピン番号を反復し ますが、
これは許可されていません。

JEDEC ピン番号配列を
行う

英数字を使用する場合は、 JEDEC ピン番号配列を行う
チ ェ ッ クボ ッ クスを選択する と、 不正な英数字が使用さ
れていないかチ ェ ッ クする こ とができます。
ヒ ン ト ： このオプシ ョ ンでは、 英字と数字の有効な組み
合わせが使用されている こ とのみをチ ェ ッ ク し ていま
す。 JEDEC 標準に従って列や行を並べるには [ ツール ]
メ ニューの [JEDEC ピン配列を指定 ] オプシ ョ ンを使用
し ます。

Table 1-232. [ ピンに番号再割当 ] ダイアログボ ッ クスの内容 (cont.)
名前 説明
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Figure 1-250. [ レポー ト マネージャ ] ダイアログボ ッ クス

Table 1-233. [ レポー ト マネージャ ] ダイアログボ ッ クスの内容

フ ィ ールド / ボタ ン 説明

利用可能属性 選択し たラ イブ ラ リ内のパー ト タ イプの全属性が表示され
ます。 リ ス ト 内の属性を ク リ ッ ク し て選択し ます。 ( 複数選
択するには、 CTRL キーを押し ながら、 各属性を ク リ ッ ク
し て く だ さい。 ) 含む >> を ク リ ッ クする と、 選択し た属性
がレポー ト に含まれます。

選択済み属性 レポー ト に記載される属性が表示されます。 リ ス ト 内の属
性を ク リ ッ ク し て選択し ます。 ( 複数選択するには、 CTRL
キーを押し ながら、 各属性を ク リ ッ ク し て く だ さい。 ) << 除
外を ク リ ッ クする と、 選択し た属性をレポー ト の記載よ り
除外し ます。
リ ス ト 内の属性の順序は、 レポー ト での表示の順序と な り
ます。 順序を変更するには、 属性を選択し て上または下を
ク リ ッ ク し ます。

含む >> 選択し た属性をレポー ト 内容に含めます ( 属性を [ 選択済み
属性 ] リ ス ト に移動し ます )。 [ 利用可能属性 ] リ ス ト から
属性を選択し ( 複数可 )、 含む >> を ク リ ッ ク し ます。
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関連 ト ピ ッ ク

ラ イブ ラ リ内の部品のレポー ト

ラ イブ ラ リ内の部品形状、 ラ イ ン、 ロジ ッ ク記号のレポー ト

レポー ト ダイアログボ ッ クス
[ レポー ト ] ダイアログボ ッ クスを使用し て、 設計のプロパテ ィ またはネ ッ ト リ ス ト
情報を含むレポー ト を作成し ます。 システム定義のレポー ト フ ォーマ ッ ト に加え、
カス タムのレポー ト フ ォーマ ッ ト も作成できます。

ア クセス

• フ ァ イルメ ニュー > レポー ト

<< 除外 選択し た属性をレポー ト 内容から除外し ます ( 属性を
[ 選択済み属性 ] リ ス ト から [ 利用可能属性 ] リ ス ト へ移動
し ます )。
[ 選択済み属性 ] リ ス ト 内の属性を選択し て ( 複数可 )、 <<
除外を ク リ ッ ク し ます。

上 / 下 選択し た属性を、 [ 選択済み属性 ] リ ス ト 内で上または下に
移動し ます。 リ ス ト 内での順序がレポー ト 内での表示の順
序と な り ます。

部品フ ィ ルタ レポー ト に記載するパー ト タ イプを指定し ます。
フ ィ ールド内にパー ト タ イプ名を入力するか、 ワイルド
カー ド (*) を使用し て、 パー ト タ イプ群を指定し ます。
例 ： * を入力する と、 ラ イブ ラ リ内のすべてのパー ト タ イ
プが指定されます。 +5* と入力する と、 +5 で始まる全ての
パー ト タ イプ ( 例 ： +5volt、 +5LS07) が指定されます。

適用 パー ト タ イプの絞込みを行います。

部品 ( 部品フ ィ ルタ で設定し た ) レポー ト 内容に含まれるパー ト
タ イプを表示し ます。

実行 レポー ト を生成し ます。 lst フ ォーマ ッ ト で保存 ( 表示 / 印
刷用 ) も し く は csv フ ォーマ ッ ト で保存 (MSExcel で使用 )
が可能です。

閉じ る 操作をキャ ンセルし てダイアログボ ッ クスを閉じ ます。

Table 1-233. [ レポー ト マネージャ ] ダイアログボ ッ クスの内容 (cont.)
フ ィ ールド / ボタ ン 説明
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Figure 1-251. [ レポー ト ] ダイアログボ ッ クス

関連 ト ピ ッ ク

レポー ト の作成

再利用のプロパテ ィ ダイアログボ ッ クス
[ 再利用のプロパテ ィ ] ダイアログボ ッ クスを使用し て、 選択し た PDR を修正し ま
す。 

ア クセス

• 再利用を選択 > 右ク リ ッ ク > プロパテ ィ

Table 1-234. [ レポー ト ] ダイアログボ ッ クスの内容

名前 説明

パス ： レポー ト が格納されるパスを表示し ます。

出力するレポー ト
フ ァ イルを選択

使用可能なレポー ト フ ァ イル ( フ ォーマ ッ ト ) が表示されま
す。

追加 使用する フ ォーマ ッ ト フ ァ イルを指定する [ レポー ト のフ ォー
マ ッ ト フ ァ イル ] ダイアログボ ッ クスを開きます。

削除 リ ス ト から レポー ト フ ォーマ ッ ト を削除し、 フ ァ イル名拡張子
を .fmt から .del に変更し ます。

アセンブ リ
バリ アン ト を使用

ベース設計ではな く アセンブ リバリ アン ト に基づいてレポー ト
を作成し ます。

名称リ ス ト 使用し たいバリ アン ト を指定し ます。
制限事項 ： このオプシ ョ ンは [ アセンブ リバリ アン ト を使用 ]
を選択し た場合のみ使用できます。
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Figure 1-252. [ 再利用のプロパテ ィ ] ダイアログボ ッ クス

Table 1-235. [ 再利用のプロパテ ィ ] ダイアログボ ッ クスの内容

名前 説明

X/Y 位置座標 PDR 基準原点の現在の座標を表示し ます。 新しい値を
入力する と、 PDR はその位置へ移動し ます。

回転 PDR 基準原点の現在の回転を表示し ます。 回転角度を
変更するには、 新たに値を入力するか、 矢印ボタ ンを
使用し ます。

固定済 PDR を固定するかど うかを設定し ます。 PDR を基板に
固定し て、 PDR が移動し ないよ う にするには、 この
オプシ ョ ンを選択し ます。
複数の PDR が選択されていて、 固定済み / 未固定 PDR
が混在し ている場合、 このチ ェ ッ クボ ッ クスは使用でき
ません。 チ ェ ッ クボ ッ クスを ク リ ッ ク し て ON にする
と、 すべての選択部品が固定済みにな り ます。 チ ェ ッ ク
ボ ッ クスを ク リ ッ ク し て OFF にし、 すべての選択部品
の固定を解除する こ と も可能です。
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再利用名 現在選択されている PDR の名前を表示し ます。 PDR の
名前を変更するには、 このボ ッ クスに新しい名前を入力
し ます。 デフ ォル ト の再利用名は、 再利用形式に基づい
たものにな り ます。
再利用名は、 既に使用されていないかど うかチ ェ ッ クが
行われます。 既にその再利用名が使用されている場合、
エラー メ ッ セージが表示されます。 その場合は別の名前
を指定し て く だ さい。
ヒ ン ト ： 設計上で、 再利用名と再利用形式を表示する
方法はあ り ません。

[ 参照名の各種定義 ]
領域

• 次の高さ と同じ―PDR で実装部品要素と ジャ ンパの
参照名を変更し ます。 名称変更方法を指定する こ と
によ り、 PDR と設計間で同じ参照名を付けて し ま う
のを避ける こ とができます。 このオプシ ョ ンを選択
する と、 PDR で定義された参照名が各実装部品に与
えられます。 参照名が既に設計上で使用されている
場合、 その次に大きい未使用の参照名が指定されま
す。 このオプシ ョ ンを選択する と、 た と えば R2 が既
に設計上で使用されている場合、 PDR の R1 は設計
では R1 と指定されますが、 R は設計では R3 と指定
されます。 また、 R1R1 は R1R2 と指定され、 R1R は
R2R と指定されます。 同一の再利用名が存在し ない
かど うか、 チ ェ ッ クが行われます。 既にその再利用
名が使用されている場合、 エラー メ ッ セージが表示
されます。 その場合は別の名前を指定し て く だ さい。

Table 1-235. [ 再利用のプロパテ ィ ] ダイアログボ ッ クスの内容 (cont.)
名前 説明
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[ 参照名の各種定義 ]
領域 ( 続き )

• 開始―PDR で実装部品要素と ジャ ンパの参照名を変
更し ます。 名称変更方法を指定する こ とによ り、
PDR と設計間で同じ参照名を付けて し ま うのを避け
る こ とができます。 このオプシ ョ ンを選択する と、
こ こに指定し た番号で開始する参照名が各実装部品
に与えられます。 ナンバリ ングは、 最も低い番号を
つけられた参照名から始ま り ます。 た と えば [ 開始 ]
の値が 100 の場合、 PDR の R1 は設計では R100 と な
り ます。 また、 R も設計では R100 と指定されるた
め、 同一参照名が存在する こ とになって し まいます。
このよ う な場合はエラーにな り ます。 有効な数字は
1 ～ 9999 です。 こ こで入力し た数値は、 同一の参照
名が存在し ないよ う、 設計と比較検証されます。 同
一のものが存在する場合、 エラー メ ッ セージが表示
され、 異なる値を指定する こ とができます。

• 増加―PDR で実装部品要素と ジャ ンパの参照名を変
更し ます。 名称変更方法を指定する こ とによ り、
PDR と設計間で同じ参照名を付けて し ま うのを避け
る こ とができます。 このオプシ ョ ンを選択する と、
指定し た数字で参照名を増加し ます。 た と えば、
[ 増加 ] の値が 100 の場合、 PDR の R1 は設計では
R101 と な り ます。 有効な数値は 1 ～ 9999 です。 こ
こで入力し た数値は、 同一の参照名が存在し ないよ
う、 設計と比較検証されます。 同一のものが存在す
る場合、 エラー メ ッ セージが表示され、 異なる値を
指定する こ とができます。

• 接尾辞追加―PDR で実装部品要素と ジャ ンパの参照
名を変更し ます。 名称変更方法を指定する こ とによ
り、 PDR と設計間で同じ参照名を付けて し ま うのを
避ける こ とができます。 このプシ ョ ンを選択する と、
指定し た 4 文字までの接尾辞が各参照名に加えられ
ます。 た と えば、 接尾辞が A の場合、 PDR の R1 は、
設計では R1A と指定されます。 括弧 ({ })、 アス タ リ
スク (*)、 スペース、 ピ リ オ ド (.) は使用できません。
ただ し、 [ 接尾辞 ] ボ ッ クスを空にし たままでも、 有
効なエン ト リーと し て認識されます。 こ こ で入力し
た数値は、 同一の参照名が存在し ないよ う、 設計と
比較検証されます。 同一のものが存在する場合、
エラー メ ッ セージが表示され、 異なる値を指定する
こ とができます。

Table 1-235. [ 再利用のプロパテ ィ ] ダイアログボ ッ クスの内容 (cont.)
名前 説明
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関連 ト ピ ッ ク

物理的再利用プロパテ ィ の修正

配線規則ダイアログボ ッ クス
[ 配線規則 ] ダイアログボ ッ クスを使用し て、 デフ ォル ト の配線規則やネ ッ ト 、 ピン
ペア、 実装部品といった特定のオブジ ェ ク ト の配線規則を指定し ます。 [ 配線規則 ]
ダイアログボッ クスは、 PADS Layout または部品形状エデ ィ タから開 く こ とができま
す。

PADS Layout
[ 配線規則 ] ダイアログボ ッ クスを使用し て、 対話型配線と自動配線の規則を指定
し ます。

部品形状エデ ィ タ

[ 配線規則 ] ダイアログボ ッ クスを使用し て、 部品形状で使用する可能性のあるビア
を指定し ます。

制限事項 ： 部品形状エデ ィ タから [ 配線規則 ] ダイアログボ ッ クスを開いた場合、
[ ビア ] 領域のオプシ ョ ンのみ使用可能です。

[ 参照名の各種定義 ]
領域 ( 続き )

• 接頭辞追加―PDR で実装部品要素と ジャ ンパの参照
名を変更し ます。 名称変更方法を指定する こ とによ
り、 PDR と設計間で同じ参照名を付けて し ま うのを
避ける こ とができます。 このオプシ ョ ンを選択する
と、 指定し た 4 文字までの接頭辞が各参照名に加え
られます。 た と えば、 接頭辞が A の場合、 PDR の
R1 は、 設計では AR1 と指定されます。 括弧 ({ })、
アス タ リ スク (*)、 スペース、 ピ リ オ ド (.) は使用で
きません。 ただ し、 [ 接頭辞 ] ボ ッ クスを空にし たま
までも、 有効なエン ト リーと し て認識されます。 こ
こで入力し た数値は、 同一の参照名が存在し ないよ
う、 設計と比較検証されます。 同一のものが存在す
る場合、 エラー メ ッ セージが表示され、 異なる値を
指定する こ とができます。

ネ ッ ト のプロパテ ィ
ボタ ン

ネ ッ ト のプロパテ ィ ダイアログボ ッ クスを開きます。 こ
こで PDR のネ ッ ト 名と設計のネ ッ ト 名の競合を解消す
る こ とができます。

Table 1-235. [ 再利用のプロパテ ィ ] ダイアログボ ッ クスの内容 (cont.)
名前 説明
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ア クセス

• 設定メ ニュー > 設計の規則 > デフ ォル ト ボタ ン > 配線ボタ ン

• 部品形状エデ ィ タ  > 設定メ ニュー > 部品形状の規則 > 配線ボタ ン

Figure 1-253. [ 配線規則 ] ダイアログボ ッ クス
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Table 1-236. [ 配線規則 ] ダイアログボ ッ クス

名前 説明

接続形態 接続形態を指定し て、 ネ ッ ト 配線または部品移動時の
ピン対ピンの順序を決定し ます。 対話型配線の場合、
ラ ッ ツネス ト によ って、 ピンから ピンへの配線を導きま
す。
• プロテ ク ト 済―ネ ッ ト 内の接続の順序は変更されま

せん。
ヒ ン ト ： このオプシ ョ ンを選択する と、 配線長最短
化は無効にな り ます。

• 配線長最短化―ピン間の最短距離によ ってネ ッ ト を
並べ替えます。 ネ ッ ト の並べ替えや再接続も許可さ
れています。

• 直列信号源―ソースピン、 ロー ド ピン、 ター ミ ネー
タの順で、 ネ ッ ト を直列に並べます。

• 並列信号源―直列信号源と同じ ですが、 各ソース と
ロー ド間の接続において、 ネ ッ ト を並列に並べます。

• 中点駆動―ネ ッ ト を 2 つに分岐させ、各分岐を ソース
ピン、 ロー ド ピン、 ター ミ ネータの順に並べます。

ベタ共有―ビア ビアが他のオブジ ェ ク ト とベタ を共有できるよ う にし ま
す。 
制限事項 ： この規則は、 PADS Logic、 PADS Layout、
PADS Router で定義する こ とができますが、 PADS 
Router のみで使用されます。

ベタ共有―配線 配線が他のオブジ ェ ク ト とベタ を共有できるよ う にし ま
す。 
制限事項 ： この規則は、 PADS Logic、 PADS Layout、
PADS Router で定義する こ とができますが、 PADS 
Router のみで使用されます。

優先度 0 ～ 100 の範囲で優先度を指定し ます。 優先度の高い
ネ ッ ト が先に配線されます。
制限事項 ： PADS Router は優先度の値を使用し ません。
この規則は SPECCTRA のみに適用されます。

自動配線 ネ ッ ト の自動配線を有効にし ます。

リ ッ プア ッ プ許可 既存の配線を解除し、 ネ ッ ト の再配線を行います。
ヒ ン ト ： [DRC オン ] または [DRC 警告 ] が有効になっ
ていて、 配線を解除し たい場合、 このオプシ ョ ンを有効
にし ます。



PADS Layout User’s Guide, PADS 9.0502

PADS Layout GUI リ フ ァ レンス
配線仕様ダイアログボ ッ クス

関連 ト ピ ッ ク

配線の設計規則の設定

配線仕様ダイアログボ ッ クス
[ 配線仕様 ] ダイアログボ ッ クスを使用し て、 PADS Router で設計の自動配線を行う際
の仕様を定義し ます。 PADS Router に対し、 どのパスを実行するか、 作成される配線
の保護を行うか、 オブジ ェ ク ト に適用する強度などを指定し ます。

押退許可 保護されていない配線を移動させ、 新たな配線用の
スペースを作り ます。
ヒ ン ト ： [DRC オン ] または [DRC 警告 ] が有効になっ
ていて、 配線の押し退けを行いたい場合、 このオプシ ョ
ンを有効にし ます。

プロテ ク ト 配線押退
許可

保護されている配線を移動させ、 新たな配線用のスペー
スを作り ます。

層の傾向―
使用可能層

配線に使用できる層を表示し ます。

層の傾向―
選択済の層

配線を行う よ う選択された層を表示し ます。

追加 >> ボタ ン 層またはビアを [ 使用可能 ] リ ス ト から [ 選択済 ] リ ス
ト に移動し ます。

<< 解除ボタ ン 層またはビアを [ 選択済 ] リ ス ト から [ 使用可能 ] リ ス
ト に移動し ます。

ビア―使用可能ビア 配線に使用できるビアを表示し ます。

ビア―選択済のビア 配線を行う よ う選択されたビアを表示し ます。

貫通 >> ボタ ン すべての貫通ビアを配線に使用可能にし ます。

非貫通 >> ボタ ン すべての非貫通ビアを配線に使用可能にし ます。

無制限ビア 使用するビアの数を無制限にし ます。

最大数 使用するビアの数を制限し ます。 ボ ッ クスに 0 ～ 50000
の範囲で値を入力し て く だ さい。

削除 選択し たネ ッ ト やピンペアに対し、 規則の階層から現在
の配線規則を削除し ます。 
制限事項 ： デフ ォル ト の配線規則は削除できません。

Table 1-236. [ 配線規則 ] ダイアログボ ッ クス (cont.)
名前 説明



PADS Layout GUI リ フ ァ レンス
配線仕様ダイアログボ ッ クス

PADS Layout User’s Guide, PADS 9.0 503

ア クセス

• ツールメ ニュー > PADS Router > 設定ボタ ン

Figure 1-254. [ 配線仕様 ] ダイアログボ ッ クス
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Table 1-237. [ 配線仕様 ] ダイアログボ ッ クスの内容

名前 説明

パス種別 PADS Router が作成できるパス タ イプを表示し ます。
PADS Router では以下のパス タ イプが使用されます ：
• 中央―実装部品ピンやビアから等距離の位置に配線

を設定し、 経路内のスペースを等分にし ます。
• フ ァ ンアウ ト ―アクセスできない SMD 実装部品ピン

や配線に対し、 ビアから ピンまでを配置し ます。
• マイ ター―すべての 90°コーナーの配線コーナーを

45°に変換し ます。
• 最適化―各配線を分析し、 不要な線分の削除、 使用

ビアの削減、 配線長の短縮化によ り、 配線パターン
の品質を高めます。 このパスは光沢や円滑化プロセ
スも含みます。

• パターン―一般的な 「c」 配線パターン、 「z」 配線パ
ターン、 メ モ リパターンで完了可能な未配線結線の
グループを検索、 配線し ます。

• 配線―自動配線の大部分を実行する コ アパスです。
このパスの実行中、 PADS Router は、 すべての結線
が接続されるまで、 各未配線を順に配線し ていきま
す。 配線パスは直列、 リ ッ プア ッ プ と再試行、 押し
退け、 接触と交差プロセスを含みます。

• テス ト ポイ ン ト ―設計のテス タ ビ リ テ ィ を分析し、
テス ト が必要なネ ッ ト の特定、 配線の調整、 テス タ
ビ リ テ ィ 向上のためのテス ト ポイ ン ト 挿入を行いま
す。 配線時または配線後にテス ト ポイ ン ト を追加す
るかを選択できます。
参照 ： PADS Router ヘルプの 「配線時のテス ト ポイ
ン ト 割り当て」、 「配線後にテス ト ポイ ン ト 割り当
て」、 「自動テス ト ポイ ン ト 配置を使う」

• 調整―長さ調整された配線の長さ を調整し ます。 こ
のパスでは、 完全に配線済みのネ ッ ト やピンペアの
配線長のみ検査し ます。 このパスは、 次の条件に基
づき、 配線長規則が有効になっている場合や長さ調
整が有効な場合に、 各ネ ッ ト やピンペアの現在の長
さ を分析し ます。
• 隣接する配線線分の合計の長さが最小と最大配線

長の範囲内の場合、 調整パスでは、 その配線をス
キ ッ プ し、 調整は行いません。

• 配線が最大配線長よ り も長い場合、 調整パスは
リ ッ プア ッ プを行い、 配線キューに追加し ます。

• 配線長が最小配線長よ り も短い場合、 調整パスは
アコーデ ィ オンパターンを追加し、 長さ を変更し
ます。

パス 対応する自動配線パス タ イプを有効 / 無効にし ます。
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保護 対応するパス タ イプの実行中に完了し た配線やビアの保
護を有効 / 無効にし ます。 保護されたオブジ ェ ク ト に対
し ては移動や修正を行えません。 配線は保護され、 ビア
は固定されます。

一時停止 対応するパス タ イプの最後での一時停止を有効 / 無効に
し ます。
ヒ ン ト ： PADS Router で自動配線の一時停止を行う と、
パス とパス内の地点が保存されます。 自動配線を再開す
る と、 PADS Router は一時停止された地点から再開し ま
す。 非表示モー ド での配線時は一時停止は行えません。

強度 各パスに適用する リ ッ プア ッ プの度合いやサブパス数を
設定し ます。 強度には 3 種類のオプシ ョ ンがあ り ます ：
• 低―強度を低 く 設定し ます。 最大ビアおよび配線長

を用い、 低完了率で可能な限り早 く 配線を行います。
自動配線をすばや く 完了し たい場合、 この設定を使
用し て く だ さい。 その代わり に、 完了パーセンテー
ジは低 く な り ます。

• 中―強度を中程度に設定し ます。 よ り少ないビアや
短い配線を使い、 よ り時間をかけて配線する こ とに
よ り完了率を高めます。 自動配線にかかる時間と完
了パーセンテージのバラ ンスを保ちたい場合、 この
設定を使用し て く だ さい。

• 高―強度を高 く 設定し ます。 最少ビア と最短配線を
使い、 時間をかけて配線する こ とによ り完了率を高
めます。 すべての配線を完了し たい場合、 この設定
を使用し て く だ さい。 配線完了まで時間がかかり ま
す。

配線順序リ ス ト 選択し たパスでの、 実装部品、 ネ ッ ト 、 ネ ッ ト ク ラスの
配線順序を表示し ます。
[ オブジ ェ ク ト ] リ ス ト でオブジ ェ ク ト を ク リ ッ ク し、
[ 選択済 ] を ク リ ッ クするまで、 このリ ス ト は空の状態
です。 [ 配線順序 ] 領域のオプシ ョ ンを使用し て、 配線
順序を設定し ます。

完了 各配線パスのステータ スを表示し ます。 パスが完了する
と、 コ ラムにチ ェ ッ クマークが表示されます。

オブジ ェ ク ト リ ス ト 設計内のオブジ ェ ク ト を表示し ます。 リ ス ト からオブ
ジ ェ ク ト タ イプ ( 実装部品、 ネ ッ ト 、 ネ ッ ト ク ラス ) を
ク リ ッ ク し、 次に リ ス ト から個別オブジ ェ ク ト を選択
し、 配線順序に追加し ます。

デフ ォル ト すべてのコ ン ト ロールをデフ ォル ト の仕様設定に戻し ま
す。

Table 1-237. [ 配線仕様 ] ダイアログボ ッ クスの内容 (cont.)
名前 説明
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規則ダイアログボ ッ クス
[ 規則 ] ダイアログボ ッ クスを使用し て、 部品配置や配線上の制約を設計に対し て
指定し ます。

ア クセス

• 設定メ ニュー > 設計の規則

選択済 [ オブジ ェ ク ト ] リ ス ト から [ 配線順序 ] リ ス ト に選択
オブジ ェ ク ト を追加し ます。
[ 選択済 ] を有効にするには、 パス種別を選択し、 [ オブ
ジ ェ ク ト ] リ ス ト でオブジ ェ ク ト を選択し ます。

全ネ ッ ト 現在 [ 配線順序 ] リ ス ト にないすべてのネ ッ ト を [ 配線
順序 ] リ ス ト に追加し ます。 [ 配線順序 ] リ ス ト に [ 全
ネ ッ ト ] のエン ト リが表示されます。
[ 全ネ ッ ト ] を有効にするには、 パス種別を選択し、
[ オブジ ェ ク ト ] リ ス ト でオブジ ェ ク ト を選択し ます。

内層接続ネ ッ ト 内層接続層と関連付けられたネ ッ ト を [ 配線順序 ] リ ス
ト に追加し ます。 [ 配線順序 ] リ ス ト に [ 内層接続ネ ッ
ト ] のエン ト リが表示されます。 [ 内層接続ネ ッ ト ] を
有効にするには、 パス種別を選択し、 [ オブジ ェ ク ト ]
リ ス ト でオブジ ェ ク ト を選択し ます。

消去ボタ ン [ 配線順序 ] リ ス ト から全項目を削除し ます。 1 つの項
目のみ削除する場合は、 [ 配線順序 ] 領域で削除を ク
リ ッ ク し ます。

配線順序 選択し たパスでの、 実装部品、 ネ ッ ト 、 ネ ッ ト ク ラスの
配線順序を表示し ます。 パス種を選択するまで、 この
リ ス ト は空の状態です。
配線順序にオブジ ェ ク ト を追加するには、 オブジ ェ ク ト
を ク リ ッ ク し て [ 選択済 ] を ク リ ッ ク し ます。
配線順序を変更するには以下のオプシ ョ ンがあ り ます。

• ―[ 配線順序 ] リ ス ト から選択し たネ ッ ト を削除
し ます。 ネ ッ ト は設計からは削除されません。 配線
順序からのみ削除されます。

• ―[ 配線順序 ] リ ス ト で、選択し たオブジ ェ ク ト の
位置を 1 つ上に移動し ます。

• ―[ 配線順序 ] リ ス ト で、選択し たオブジ ェ ク ト の
位置を 1 つ下に移動し ます。

Table 1-237. [ 配線仕様 ] ダイアログボ ッ クスの内容 (cont.)
名前 説明
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Figure 1-255. [ 規則 ] ダイアログボ ッ クス

関連 ト ピ ッ ク

設計規則の設定

規則をレポー ト 出力ダイアログボ ッ クス
[ 規則をレポー ト 出力 ] ダイアログボ ッ クスを使用し て、 設計の設計規則情報を含む
レポー ト を作成し ます。

Table 1-238. [ 規則 ] ダイアログボ ッ クスの内容

名前 説明

デフ ォル ト デフ ォル ト の規則ダイアログボ ッ クスを開きます。

ク ラス ク ラスの規則ダイアログボ ッ クスを開きます。

ネ ッ ト ネ ッ ト の規則ダイアログボ ッ クスを開きます。

グループ グループの規則ダイアログボ ッ クスを開きます。

ピンペア ピンペアの規則ダイアログボ ッ クスを開きます。

部品形状 部品形状の規則ダイアログボ ッ クスを開きます。

実装部品 実装部品の規則ダイアログボ ッ クスを開きます。
制限事項 ： 実装部品の規則は PADS Layout で定義できます
が、 PADS Router でのみ使用されます。

制約条件規則 制約条件付の規則を設定ダイアログボ ッ クスを開きます。

差動ペア 差動ペアダイアログボ ッ クスを開きます。
制限事項 ： 差動ペアの規則は PADS Layout で定義できます
が、 PADS Router でのみ使用されます。

レポー ト 規則をレポー ト 出力ダイアログボ ッ クスを開きます。
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ア クセス

• 設定メ ニュー > 設計の規則 > レポー ト ボタ ン

Figure 1-256. [ 規則をレポー ト 出力 ] ダイアログボ ッ クス

Table 1-239. [ 規則をレポー ト 出力 ] ダイアログボ ッ クスの内容

名前 説明

[ 規則形式 ] 領域 レポー ト を行う規則形式を指定し ます。

[ ピンペア ] 領域 レポー ト を行う ピンペアを指定し ます。
ヒ ン ト ： 全ピンペアのレポー ト を行う場合は [ 全ピンペア ]
を選択し ます。

ネ ッ ト [ ピンペア ] リ ス ト の内容を絞り込みます。 

[ グループ ] 領域 レポー ト を行う グループを指定し ます。
ヒ ン ト ： 全グループのレポー ト を行う場合は [ 全グループ ]
を選択し ます。

[ 実装部品 ] 領域 レポー ト を行う実装部品を指定し ます。
ヒ ン ト ： 全実装部品のレポー ト を行う場合は [ 全実装部品 ]
を選択し ます。
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関連 ト ピ ッ ク

設計規則レポー ト の作成

パー ト タ イプ と部品形状を ラ イブ ラ リ に保存ダイア
ログボ ッ クス

[ パー ト タ イプ と部品形状を ラ イブ ラ リ に保存 ] ダイアログボ ッ クスを使用し て、
修正済みの部品形状や部品を ラ イブ ラ リ に保存し ます。

ア クセス

• 部品形状エデ ィ タ  > 設定メ ニュー > ピン番号

[ ネ ッ ト ] 領域 レポー ト を行う ネ ッ ト を指定し ます。
ヒ ン ト ： 全ネ ッ ト のレポー ト を行う場合は [ 全ネ ッ ト ] を
選択し ます。

[ ク ラス ] 領域 レポー ト を行う ク ラスを指定し ます。
ヒ ン ト ： 全ク ラスのレポー ト を行う場合は [ 全ク ラス ] を
選択し ます。

[ 部品形状 ] 領域 レポー ト を行う部品形状を指定し ます。
ヒ ン ト ： 全部品形状のレポー ト を行う場合は [ 全部品形状 ]
を選択し ます。

デフ ォル ト 規則 [ 規則形式 ] 領域で有効になっている各規則形式に対する
デフ ォル ト 規則をレポー ト し ます。

[ 出力 ] 領域 • 規則設定―デフ ォル ト 規則と異なるすべての規則を
レポー ト し ます。

• 規則値―デフ ォル ト 規則値と一致し た場合でも、 すべて
の規則の値をレポー ト し ます。

Table 1-239. [ 規則をレポー ト 出力 ] ダイアログボ ッ クスの内容 (cont.)
名前 説明
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Figure 1-257. [ パー ト タ イプ と部品形状を ラ イブ ラ リ に保存 ] ダイアログボ ッ クス

関連 ト ピ ッ ク

修正済みの部品形状と部品を ラ イブ ラ リ に保存

表示画面を保存ダイアログボ ッ クス
[ 表示画面を保存 ] ダイアログボ ッ クスを使用し て、 作業領域を保存し ます。 表示
内容は 9 フ ァ イルまで保存できます。

ア クセス

• 画面表示メ ニュー > 表示画面の保存

Table 1-240. [ パー ト タ イプ と部品形状を ラ イブ ラ リ に保存 ] ダイアログボ ッ クス

名前 説明

パー ト タ イプ ラ イブ ラ リ に保存できるパー ト タ イプのリ ス ト 。

部品形状 ラ イブ ラ リ に保存できる部品形状のリ ス ト 。

全選択ボタ ン ボタ ン上部にある リ ス ト 内の全項目を選択し ます。

選択な しボタ ン ボタ ン上部にある リ ス ト 内の全項目の選択を解除し ます。

パー ト タ イプ
ラ イブ ラ リ

このパー ト タ イプを保存できる ラ イブ ラ リ一覧。

部品形状ラ イブ ラ リ この部品形状を保存できる ラ イブ ラ リ一覧。
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Figure 1-258. [ 表示画面を保存 ] ダイアログボ ッ クス

関連 ト ピ ッ ク

表示の保存

SBP のネー ミ ングダイアログボ ッ クス
デフ ォル ト と異なる場合、 このダイアログボ ッ クスを使用し て、 新規作成された
サブス ト レー ト ボン ドパッ ドの数と関数を指定し ます。 .

制限事項 : この情報は BGA ツールキ ッ ト のみに当てはま り ます。

ア クセス

• BGA ツールバーボタ ン > ワイヤボン ド ウ ィ ザー ド ボタ ン > SBP のネー ミ ング
ボタ ン

Table 1-241. [ 表示画面を保存 ] ダイアログボ ッ クスの内容

名前 説明

表示名 使用できる画面表示。

確認画面 [ 表示名 ] リ ス ト で選択された項目を表示し ます。

画面保存ボタ ン [ 新規画面表示取り込み ] ダイアログボ ッ クスを開きます。

適用ボタ ン 選択し た表示を適用し ます。

削除ボタ ン [ 表示名 ] リ ス ト で選択された項目を削除し ます。
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Figure 1-259. [SBP のネー ミ ング ] ダイアログボ ッ クス

関連 ト ピ ッ ク

SBP 名の設定

Table 1-242. [SBP のネー ミ ング ] ダイアログボ ッ クスの内容

名前 説明

CBP 列 実装部品ボン ドパッ ドの番号を表示し ます。

CBP Function 列 実装部品ボン ドパッ ドの機能名を表示し ます。

SBP 列 この列で、 同じ行に リ ス ト されたサブス ト レー ト ボン ド
パッ ドの番号を表示 ・ 指定し ます。

SBP Function 列 この列で、 同じ行に リ ス ト されたサブス ト レー ト ボン ド
パッ ドの機能を表示 ・ 指定し ます。

初期化ボタ ン サブス ト レー ト ボン ドパッ ドの番号と機能をデフ ォル ト に
リ セ ッ ト し、 同じ番号と機能の実装部品ボン ドパッ ド と一
致するよ う にし ます。

ネ ッ ト リ ス ト から
抽出ボタ ン

PADS-ASCII 形式のネ ッ ト リ ス ト フ ァ イルからサブス ト
レー ト ボン ドパッ ド機能をデータ入力し ます。 [ フ ァ イル
を開 く ] ダイアログボ ッ クスで読み込むフ ァ イルを選択し
て く だ さい。



PADS Layout GUI リ フ ァ レンス
SBP プロパテ ィ ダイアログボ ッ クス

PADS Layout User’s Guide, PADS 9.0 513

SBP プロパテ ィ ダイアログボ ッ クス
[SBP プロパテ ィ ] ダイアログボ ッ クスには、 選択し たサブス ト レー ト ボン ドパッ ドの
ピン名、 機能、 位置、 寸法が表示されます。 ワイヤボン ド エデ ィ タ で SBP を選択し
( 複数可 )、 右ク リ ッ ク メ ニューから プロパテ ィ を選択し、 SBP プロパテ ィ を編集でき
ます。

制限事項 ： この情報は BGA ツールキ ッ ト のみに当てはま り ます。

注意 ： 複数オブジ ェ ク ト を選択し た場合、 すべてのオブジ ェ ク ト に共通するプロパ
テ ィ のみ表示されます。

ア クセス

• BGA ツールバーボタ ン > ワイヤボン ド エデ ィ タボタ ン > SBP を選択 >
右ク リ ッ ク  > プロパテ ィ

Figure 1-260. [SBP プロパテ ィ ] ダイアログボ ッ クス
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関連 ト ピ ッ ク

サブス ト レー ト ボン ドパッ ドの編集

アセンブ リバリ アン ト を選択ダイアログボ ッ クス
[ アセンブ リバリ アン ト を選択 ] ダイアログボ ッ クスでバリ アン ト を選択する こ とに
よ り、 アセンブ リバリ アン ト のアセンブ リ図面を作成できます。

Table 1-243. [SBP プロパテ ィ ] ダイアログボ ッ クスの内容

名前 説明

ピン名 現在選択されている サブス ト レー ト ボン ドパッ ド にピン名を
指定し ます。

関数 現在選択されている簿のパッ ドの関数を定義し ます。

ガイ ド 指定された SBP が割り当てられた SBP ガイ ドの名前を表示
し ます。 SBP がどのガイ ド にも割り当てられていない場合、
このフ ィ ールドは空欄にな り ます。

ワイヤボン ド ワイヤボン ド で接続されたサブス ト レー ト ボン ドパッ ド と実
装部品ボン ドパッ ドの名前を表示し ます。

層リ ス ト SBP 作成用の電気層を表示し、 特定の層上に SBP を作成で
きるよ う にし ます。

X、 Y ボン ドパッ ドの X および Y 座標を表示し ます。 ボン ドパッ
ド を移動するには、 別の値を入力し ます。

回転角度 現在選択されているサブス ト レー ト ボン ドパッ ド に対する回
転角度を度数で指定し ます。

形状リ ス ト 現在選択されているボン ドパッ ドの形状を指定し ます ：
長方形、 長円形

長さ 現在選択されているボン ドパッ ドの物理的長さ を現在の設計
単位で指定し ます。

幅 現在選択されているボン ドパッ ドの物理的な幅を現在の設計
単位で指定し ます。

CBP ボタ ン 現在選択されているパッ ド に接続された実装部品ボン ドパッ
ドの CBP プロパテ ィ ダイアログボ ッ クス を開きます。 接続
されたワイヤボン ドがない場合、 このボタ ンは使用できませ
ん。

WB ボタ ン 現在選択されているパッ ド に接続されたワイヤボン ドのワイ
ヤボン ド プロパテ ィ ダイアログボ ッ クスを開きます。 接続さ
れたワイヤボン ドがない場合、 このボタ ンは使用できませ
ん。
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ア クセス

• フ ァ イルメ ニュー > CAM > 追加ボタ ン > 文書形式リ ス ト からアセンブ リ を
選択 > アセンブ リボタ ン

または

• フ ァ イルメ ニュー > CAM > 記録文書名 > 編集ボタ ン > 記録文書形式リ ス ト
からアセンブ リ を選択 > アセンブ リボタ ン

Figure 1-261. [ アセンブ リバリ アン ト を選択 ] ダイアログボ ッ クス

関連 ト ピ ッ ク

アセンブ リ図面のアセンブ リバリ アン ト を選択する

CAM 文書の定義

画像で選択ダイアログボ ッ クス
[ 画像で選択 ] モー ド には [ 設置 ] と [ 除外 ] の 2 種類があ り ます。 デフ ォル ト 設定は
設置モー ド です。 サブス ト レー ト ボン ドパッ ド および BGA ピン リ ス ト に現在含まれ
ているピンは作業領域で強調表示されます。

制限事項 : この情報は BGA ツールキ ッ ト のみに当てはま り ます。

ア クセス

• BGAツールバーボタ ン > 配線ウ ィ ザー ド ボタ ン > パッ ド選択タ ブ >画像で選択 
ボタ ン

Table 1-244. [ アセンブ リバリ アン ト を選択 ] ダイアログボ ッ クスの内容

名前 説明

アセンブ リバリ アン ト
を使用

アセンブ リ図面の設計入力にアセンブ リバリ アン ト を
使用するよ う指定し ます。
ヒ ン ト ： 生のデータベースの全部品を使用する場合は、
チ ェ ッ クボ ッ クスを OFF にし て く だ さい。

名前 使用し たいバリ アン ト を指定し ます。
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Figure 1-262. [ 画像で選択 ] ダイアログボ ッ クス

関連 ト ピ ッ ク

画像で選択モー ドの使用

項目選択ダイアログボ ッ クス
CAM 文書追加の際、 [ 項目選択 ] ダイアログボ ッ クスを使用し て、 特定の文書を表示
させる層と項目を定義できます。 層と項目の色も定義する こ とができます。

ア クセス

• フ ァ イルメ ニュー > CAM > 追加ボタ ン > 層ボタ ン

または

• フ ァ イルメ ニュー > CAM > 文書名を選択 > 編集ボタ ン > 層ボタ ン

Table 1-245. [ 画像で選択 ] ダイアログボ ッ クスの内容

名前 説明

設置 / 除外するピンを
選択

[ 設置 ] または [ 除外 ] モー ド で画像選択を配置し ます。

含まれる / 除外される
BGA と SBP

処理に含まれるあるいは除外されている BGA パッ ド
および SBP ピンの数を リ ス ト し ます
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Figure 1-263. [ 項目選択 ] ダイアログボ ッ クス

Table 1-246. [ 項目選択 ] ダイアログボ ッ クスの内容

名前 説明

使用可能リ ス ト 出力で表示できる層を表示し ます。

選択済リ ス ト 使用可能リ ス ト から選択し た層の一覧。

追加ボタ ン 層を使用可能リ ス ト から選択済リ ス ト に移動し ます。
ヒ ン ト ： [ 文書を追加 ] ダイアログボ ッ クスで [ デフ ォル
ト と し て保存 ] を ク リ ッ ク し ても、 選択し た層はデフ ォ
ル ト と し て保存されません。 

解除ボタ ン 層を選択済リ ス ト から使用可能リ ス ト に移動し ます。

[ その他 ] 領域 基板外形線、 結線、 メ ッ キ付長穴、 メ ッ キ無長穴の色を
指定し ます。

[ 優先項目 ] 領域 パッ ド、 配線、 ラ イ ン、 ビア、 ベタ、 禁止領域、 参照名、
パー ト タ イプ、 文字、 属性、 外形線、 テス ト ポイ ン ト の
色を指定し ます。
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関連 ト ピ ッ ク

CAM 文書で設計オブジ ェ ク ト を表示する

CAM 文書の追加と編集

選択フ ィ ルタ、 層タ ブ
[ 層 ] タ ブには使用可能 ( 選択可能 ) な層のリ ス ト が表示されます。 [ オブジ ェ ク ト ]
タ ブで指定し たオブジ ェ ク ト の選択内容を展開するには、 層を選択し ます。 層の名前
の横にあるチ ェ ッ クボ ッ クスを ク リ ッ ク し ます。

ヒ ン ト ： 複数の層を選択し て、 一度に選択状態を変更する こ と もできます。 

ア クセス

• 編集メ ニュー > フ ィ ルタ > 層タ ブ

[ ベタ と合成し たピン ]
領域

拡張選択内容を ク リ ッ クする と、 オブジ ェ ク ト のチ ェ ッ
クボ ッ クスの選択が有効にな り ます。 このオプシ ョ ンで
は、 パッ ド、 ビア、 配線の通常オプシ ョ ン とは別に、 関
連ベタ項目を選択できます。
• パッ ド―ベタ と関連付けられたパッ ド を表示し ます。 
• 開図形ベタ―ピンに関連付けられた開図形ベタ を表示

し ます。
• 塗り潰しベタ―ピンに関連付けられた閉図形ベタ を表

示し ます。

[ 実装部品外形線 ]
領域

部品面または半田面の実装部品外形線の色を指定し ます。

ネ ッ ト 毎の色 出力時に [ ネ ッ ト を表示 ] の色を使用し ます。

選択済表示色 特定の項目に使用し たい色を指定し ます。
ヒ ン ト ： パレ ッ ト 内の色を ク リ ッ ク し、 設計オブジ ェ ク
ト の横にあるボ ッ クスを ク リ ッ ク し ます。 [ その他 ]、
[ 実装部品外形線 ]、 [ 優先項目 ] 領域の項目に対し て色を
指定できます。

確認画面 [CAM の確認画面 ] ダイアログボ ッ クスを開きます。 内容
は選択し た色で表示されます。

Table 1-246. [ 項目選択 ] ダイアログボ ッ クスの内容 (cont.)
名前 説明
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Figure 1-264. [ 層 ] タ ブ

関連 ト ピ ッ ク

選択フ ィ ルタの使用

Table 1-247. [ 層 ] タ ブの内容

名前 説明

層リ ス ト 選択を有効にし たい層を指定し ます。

全選択ボタ ン 設計内のどのオブジ ェ ク ト も選択できるよ う にし ます。
例外 ： [ 全選択 ] チ ェ ッ クボ ッ クスを選択し ても、 ク ラス タ、
ユニオン、 千鳥ビア、 ピンペア、 ネ ッ ト 、 基板外形チ ェ ッ ク
ボ ッ クスは選択されません。 

選択な しボタ ン 設計内で何も選択できないよ う にし ます。
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選択フ ィ ルタ、 オブジ ェ ク ト タ ブ
選択できるオブジ ェ ク ト を指定するには、 選択フ ィ ルタの [ オブジ ェ ク ト ] タ ブを
使用し ます。 選択可能に設定する場合は、 オブジ ェ ク ト の横のチ ェ ッ クボ ッ クスを
選択し ます。 選択不可にするには、 チ ェ ッ クボ ッ クスを OFF にし ます。

ア クセス

• 編集メ ニュー > フ ィ ルタ > オブジ ェ ク ト タ ブ

Figure 1-265. [ オブジ ェ ク ト ] タ ブ
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関連 ト ピ ッ ク

選択フ ィ ルタの使用

起動フ ァ イルを設定ダイアログボ ッ クス
[ 起動フ ァ イルを設定 ] ダイアログボ ッ クスを使用し て、 新規設計フ ァ イルを作成時
に使用する起動フ ァ イルを選択し ます。 起動フ ァ イルには、 層の定義、 グ リ ッ ド、
間隙規則、 属性辞書といった一般設定が含まれています。

起動フ ァ イルは新規設計のみに適用され、 新規起動フ ァ イルは既存の設計には影響
し ません。

ア クセス

• フ ァ イルメ ニュー > 起動フ ァ イルを設定

Table 1-248. [ オブジ ェ ク ト ] タ ブの内容

名前 説明

設計項目 設計内で選択できる設計項目を指定し ます。
ヒ ン ト ： 
• [ 部品 ] を選択し、[ 固定部品 ] を選択し ない場合は、位置固定

済部品以外の全部品を選択できます。 [ 部品 ] と [ 固定部品 ]
の両方を ON にする と、 位置固定済部品と非位置固定部品の
両方を選択できます。 [ 固定部品 ] チ ェ ッ クボ ッ クスの設定
を変更し ても、 ジャ ンパの選択や、 ユニオン と再利用の選択
には影響し ません。

• [ ビア ] を選択し、[ 千鳥ビア ] を選択し ない場合は、千鳥ビア
以外の全ビアを選択できます。 [ ビア ] と [ 千鳥ビア ] の両方
を ON にする と、 ビア と千鳥ビアの両方を選択できます。

作図項目 設計内で選択できる設計項目を指定し ます。

全選択ボタ ン 設計内のどのオブジ ェ ク ト も選択できるよ う にし ます。
例外 ： [ 全選択 ] チ ェ ッ クボ ッ クスを選択し ても、 ク ラス タ、 ユ
ニオン、 千鳥ビア、 ピンペア、 ネ ッ ト 、 基板外形チ ェ ッ クボ ッ
クスは選択されません。 

選択な しボタ ン 設計内で何も選択できないよ う にし ます。
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Figure 1-266. [ 起動フ ァ イルを設定 ] ダイアログボ ッ クス

関連 ト ピ ッ ク

起動フ ァ イルの作成

起動フ ァ イルの指定

PADS Layout コ ンセプ ト ガイ ドの 「起動フ ァ イル」 項目

DXF ド リル径と シンボルを設定ダイアログボ ッ クス
[DXF ド リル径と シンボルを設定 ] ダイアログボ ッ クスを使用し て、 DXF 出力時の
ド リル径と シンボルを指定し ます。 2D ラ イ ン ラ イブ ラ リ項目を設計内の各ド リル径
と置き換える こ と もできます。

Table 1-249. 起動フ ァ イルを設定ダイアログボ ッ クスの内容

名前 説明

現在の起動フ ァ イル 現在作成し ている起動フ ァ イルの名前。

設計を起動 使用可能な設計タ イプの一覧。

フ ァ イル内容 設計タ イプの説明。

再表示を し ない すべての設計フ ァ イルに対し て、 選択し た タ イプを使用
し ます。
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ア クセス

• フ ァ イルメ ニュー > 各種データ出力 > DXF フ ァ イルを選択 > 保存 > 設定

Figure 1-267. [DXF ド リル径と シンボルを設定 ] ダイアログボッ クス

Table 1-250. [DXF ド リル径と シンボルを設定 ] ダイアログボ ッ クスの内容

名前 説明

ド リル径 　
互換ラ イブ ラ リ

特定のド リル径を描画する際に、 デフ ォル ト のド リル径ではな
く 2D ラ イ ン ラ イブ ラ リの項目を使用し ます。

ド リル径 ド リル径 互換リ ス ト で選択し た項目に対する ド リル径と ド リル
穴を指定し ます。

互換ラ イブ ラ リ ド リル径 互換リ ス ト で選択し た項目に相当する 2D ラ イ ン ラ イ
ブ ラ リ項目を指定し ます。

追加ボタ ン ド リル径 互換ラ イブ ラ リ リ ス ト の一番下に行を追加し ます。

削除ボタ ン 選択された行を ド リル径 互換ラ イブ ラ リ リ ス ト から削除し ま
す。

システム単位 シンボルの単位。

記号寸法 ド リル穴の長さ / 線幅を指定し ます。
ヒ ン ト ： デフ ォル ト では、 DXF フ ァ イルではド リル穴はプ ラス
記号 (+) と し て表示されます。 

線幅 プ ラス記号の描画に使用する線幅を指定し ます。
ヒ ン ト ： デフ ォル ト では、 DXF フ ァ イルではド リル穴はプ ラス
記号 (+) と し て表示されます。 
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関連 ト ピ ッ ク

DXF ド リル径と記号の指定

Setup SPECCTRA Finish ダイアログボ ッ クス
Setup SPECCTRA Finish ダイアログボ ッ クスを使って、 出力フ ァ イルの場所の指定、
マイ ターパスの実行、 再コーナーの実行、 テス ト ポイ ン ト 挿入といった配線完了後の
SPECCTRA Router 処理を設定し ます。

ア クセス

• フ ァ イルメ ニュー > 各種データ出力 > SPECCTRA フ ァ イルを選択 > 保存 > 
SPECCTRA Link で Do File ボタ ン > Finish ボタ ン

Figure 1-268. [Setup SPECCTRA Finish] ダイアログボ ッ クス
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関連 ト ピ ッ ク

SPECCTRA 出力フ ァ イルの場所と Router 設定

Setup SPECCTRA Startup ダイアログボ ッ クス
[Setup SPECCTRA Startup] ダイアログボ ッ クスを使用し て、 Wire または Best Save
フ ァ イルに保存された、 以前入力し た配線を参照する ラ イ ンを .do フ ァ イルに含めま
す。 SPECCTRA は起動時にこれらのフ ァ イルを参照し ます。 また、 ステータ スフ ァ

Table 1-251. [Setup SPECCTRA Finish] ダイアログボッ クスの内容

名前 説明

Wire File ワイヤフ ァ イルの場所を指定し ます。
ヒ ン ト : フ ァ イルを探すには Browse を ク リ ッ ク し ます。

Route File 配線フ ァ イルの場所を指定し ます。
ヒ ン ト : フ ァ イルを探すには Browse を ク リ ッ ク し ます。

Session File セ ッ シ ョ ン フ ァ イルの場所を指定し ます。
ヒ ン ト : フ ァ イルを探すには Browse を ク リ ッ ク し ます。

Test Points 領域 SPECCTRA でイ ンス ト ールし たテス ト ポイ ン ト のオプ
シ ョ ンを選択し ます。
参照 ： コ ンセプ ト ガイ ドの 「DFT 設定の SPECCTRA へ
の移行」、 SPECCTRA Help の “Testpoint” ト ピ ッ ク  

Miter 領域 マイ ターの変換タ イプを選択し ます ：
Normal、 Diagonal、 Round

Recorner 領域 再コーナーオプシ ョ ンを指定し ます ： 
Normal、 Diagonal、 Round

Delete Conflicts ク ロスオーバーや間隙違反を除去し ます。

Critic ノ ッ チを取り除き、 余分な屈曲を取り除きます。

Spread 余裕がある際に空間を広げます。 拡散値を Extra ボ ッ ク
スに入力し ます。

Report 領域 レポー ト に含めるデータの種類を指定し ます ：
Class, Class to Class, Conflicts, Corners, Crosstalk, Group, 
Group Set, Keepouts, Length, No fanout, Padstack, Pairs, 
Regions, Status, Testpoints, Unconnect, Vias.

Report File Name レポー ト の名前を指定し ます。
ヒ ン ト : フ ァ イルを探すには Browse を ク リ ッ ク し ます。

Clear selections ボタ ン ボ ッ クスの入力、 チ ェ ッ クボ ッ クスやラジオボタ ンの選
択をすべてク リ ア し ます。



PADS Layout User’s Guide, PADS 9.0526

PADS Layout GUI リ フ ァ レンス
Setup SPECCTRA Startup ダイアログボ ッ クス

イル名と、 SMD 上のビア、 シー ド ビアおよびシー ド ビア最小距離のパラ メ ータ を含
める こ と もできます。

上記フ ァ イルや機能の詳細については、 SPECCTRA グループ内 「SPECCTRA Design 
Language Reference」 PDF フ ァ イル (spdlr.pdf) をご覧下さい。

ア クセス

• フ ァ イルメ ニュー > 各種データ出力 > SPECCTRA フ ァ イルを選択 > 保存 > 
SPECCTRA Link で DO File Name ボ ッ クスにフ ァ イル名を入力または Browse
ボタ ンで選択 > Do File ボタ ン > Startup ボタ ン

Figure 1-269. [Setup SPECCTRA Startup] ダイアログボ ッ クス

Table 1-252. [Setup SPECCTRA Startup] ダイアログボ ッ クスの内容

名前 説明

Wires File ワイヤフ ァ イルを指定し ます。
ヒ ン ト : フ ァ イルを探すには Browse を ク リ ッ ク し ます。

Status File ステータ スフ ァ イルを指定し ます。
ヒ ン ト : フ ァ イルを探すには Browse を ク リ ッ ク し ます。

Best Save Best Save フ ァ イルを指定し ます。
ヒ ン ト : フ ァ イルを探すには Browse を ク リ ッ ク し ます。

Vias at SMD 領域 SMD にビアを許可するかど うかを指定し ます : 
On または Off

Grid 領域 ビアをグ リ ッ ド ポイ ン ト 上に配置するか指定し ます ：
On または Off
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関連 ト ピ ッ ク

SPECCTRA .do フ ァ イル起動オプシ ョ ンの設定

属性を画面表示ダイアログボ ッ クス
[ 属性を画面表示 ] ダイアログボ ッ クスを使用し て、 属性マネージャのマルチコ ラム
リ ス ト に表示する属性を選択し ます。

ア クセス

• 編集メ ニュー > 属性 > 表示ボタ ン

Figure 1-270. [ 属性を画面表示 ] ダイアログボ ッ クス

Fit 領域 ビアを必ずパッ ド に収まるよ う にし ます ：
On または Off

Seed Via 一定以上の長さの 2 つのピン結線を分割し ます。 配線長
の値を Distance ボ ッ クスに入力し ます。

Force 上記のよ う に 2 ピン結線を強制的に分割し ます。

Clear Selections ボタ ン 行った選択をすべてク リ ア し ます。

Table 1-252. [Setup SPECCTRA Startup] ダイアログボ ッ クスの内容 (cont.)
名前 説明
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関連 ト ピ ッ ク

属性マネージャの使用

属性マネージャで属性を表示

SPECCTRA DO File ダイアログボ ッ クス
.do フ ァ イルは、 SPECCTRA 操作を制御する編集可能なバッ チスク リ プ ト フ ァ イルで
す。 .do フ ァ イルにコ マン ド ラ イ ンを追加し た り、 編集する こ とが可能です。 エデ ィ
タ を開始する と、 SPECCTRA Link ダイアログボ ッ クスで指定された .do フ ァ イルが編
集用に読み込まれます。

Table 1-253. [ 属性を画面表示 ] ダイアログボ ッ クスの内容

名前 説明

グループ 属性リ ス ト を絞り込みます。 表示する属性グループを選択で
きます。

属性リ ス ト [ 属性マネージャ ] ダイアログボ ッ クスで表示する属性を指定
し ます。

要約 特定のオブジ ェ ク ト 形式に指定された属性の各値の要約を作
成し ます。 要約は属性列の一番下に表示されます。 
• 合計―属性値の合計を表示し ます。 要約は属性リ ス ト 内で

選択し た属性に適用されます。 要約は [ 属性マネージャ ]
ダイアログボ ッ クスに表示されます。

• 最大値―属性で使用される最大値を表示し ます。 要約は属
性リ ス ト 内で選択し た属性に適用されます。 要約は [ 属性
マネージャ ] ダイアログボッ クスに表示されます。 属性値
の範囲の要約を作成するには、 最小値と最大値チ ェ ッ ク
ボ ッ クスの両方を選択し て く だ さい。

• 最小値―属性で使用される最小値を表示し ます。 要約は属
性リ ス ト 内で選択し た属性に適用されます。 要約は [ 属性
マネージャ ] ダイアログボッ クスに表示されます。 属性値
の範囲の要約を作成するには、 最小値と最大値チ ェ ッ ク
ボ ッ クスの両方を選択し て く だ さい。

• 平均―属性値の平均を表示し ます。 平均は、 全ての属性値
の合計を指定された値の数で割ったものです。 要約は属性
リ ス ト 内で選択し た属性に適用されます。 要約は [ 属性マ
ネージャ ] ダイアログボッ クスに表示されます。

制限事項 ： 要約は、 [ 整数 ]、 [ 浮動小数点 ]、 [ 測定 ] 属性形式
のみで使用可能です。 

全選択ボタ ン 属性リ ス ト のすべてのチ ェ ッ クボ ッ クスを選択し ます。

全選択解除ボタ ン 属性リ ス ト のすべてのチ ェ ッ クボ ッ クスの選択を解除し ます。
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ア クセス

• フ ァ イルメ ニュー > 各種データ出力 > SPECCTRA フ ァ イルを選択 > 保存 > 
SPECCTRA Link で DO File Name ボ ッ クスにフ ァ イル名を入力または Browse
ボタ ンで選択 > Do File ボタ ン

Figure 1-271. [SPECCTRA DO File] ダイアログボ ッ クス
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Table 1-254. [SPECCTRA DO File] ダイアログボ ッ クスの内容

名前 説明

Setup 領域 Setup 領域の内容は Setup 領域で選択し たオプシ ョ ンに
依存し ます。 
• Order―元のネ ッ ト の順序を変更し、 ネ ッ ト の配線が

デイジーチ ェーンまたはス ターバース ト で行われる
かを制御し ます。
参照 : SPECCTRA ヘルプの 「順序」 と 「ス ターバー
ス ト 配線とデイジーチ ェ ーン配線の選択」

• Action―ワイヤ再配線、 ネ ッ ト 配線、 自動配線のた
めの結線、 ビア、 層の接続のアベイ ラ ビ リ テ ィ の制
御を行います。

• 参照 ： SPECCTRA ヘルプの 「Protect/Unprotect」、
「Fix/Unfix」 および 「Select/Unselect」 項目

• Cost ―配線コ ス ト を制御し自動配線の内部コス ト 表
を無視し ます。
参照 ： SPECCTRA ヘルプ 「Cost」、 「Limit」、 「Tax」、
「Using Standard Autorouting Commands」 項目

• Cost 領域で Cost、All 領域で Layer を ク リ ッ クする と、
Type 領域のオプシ ョ ンが表示されます。
参照 ： SPECCTRA ヘルプの 「Type」、 「Length」、
「Way (Cost)」、 「Way (Limit)」 項目

• Test Point Rule―テス ト ポイ ン ト 配置ルーチンのため
の SPECCTRA への DFT 検査テス ト ポイ ン ト 配置オ
プシ ョ ンの移行を制御し ます。
参照 ： PADS Layout コ ンセプ ト ガイ ドの 「 ト ラ ンス
レータ」 章の 「SPECCTRA への DFT 検査設定の移
行」 項目と SPECCTRA ヘルプの 「テス ト ポイ ン ト 」
と 「テス ト ポイ ン ト アンテナ」 項目。

All 領域 動作を特定の選択オブジ ェ ク ト に制限し ます。 この領域
の内容は Setup 領域で選択するオプシ ョ ンに応じ て変化
し ます。

Only 領域 動作を特定の選択オブジ ェ ク ト に制限し ます。
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Test Points 領域 Available only when Test Points is selected.
• Insert Test Points— テス ト ポイ ン ト 挿入を許可し、

Test Points 領域のオプシ ョ ンを使用可能にし ます。
• Allow Points at Pins— 実装部品ピンにテス ト ポイ ン ト

の配置を許可し ます。
DFT 検査に同じ ものはあ り ません。 テス ト ポイ ン ト
はピン上で常に許可されます。

• Allow Antennas— アンテナを許可し ます。 長さ を設
定し ます。 DFT 検査に同じ ものはあ り ません

• Max Length— アンテナの長さ制限を設定し ます。 デ
フ ォル ト の最大長は制限無しのマイナス 1(-1) です。

• Center to Center— テス ト ポイ ン ト
中心間の距離。 

• Center to Comp Edge—
テス ト ポイ ン ト 中心から
実装部品外形までの距離。

• Image Outline 
Clearance— 実装部品外
形と テス ト ポイ ン ト キャ
リ ア ( ビアまたは実装部
品ピン ) の間の間隙。 画
像外形間隙な負数の場
合、 ゼロ (0) が設定されます。 

• Test Side— テス ト ポイ ン ト 配置の指定面を検索し ま
す。

• Use Via— ビアをテス ト ポイ ン ト と し て使用し ます。
• Grid X, Y— テス ト ポイ ン ト グ リ ッ ド。

参照 : グ リ ッ ド オプシ ョ ンの編集

Routing 領域 フ ァ ンアウ ト 規則を設定し ます : 方向、 ピン タ イプ、 最
大長、 バス方向を設定し、 それぞれのパスの数を入力し
ます。

Clear selections ボタ ン この領域の設定をすべてク リ ア し ます。

Smart Route ボタ ン 設計が収束される方法を も とに自動配線を行います。 
参照 : SPECCTRA Help.

Apply to Editor ボタ ン この領域のコマン ド を .do フ ァ イルに書き込みます。

Editor 領域 .do フ ァ イルの内容。 Apply to Editor ボタ ンを ク リ ッ クす
る と コマン ドがこ こに表示されます。

Continue ボタ ン 変換と読み込みプロセスを開始し ます。

Table 1-254. [SPECCTRA DO File] ダイアログボッ クスの内容 (cont.)
名前 説明
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.do フ ァ イルの作成または編集

SPECCTRA Link ダイアログボ ッ クス
PADS Layout から SPECCTRA を起動する と、 [SPECCTRA Link] ダイアログボ ッ クス
によ り自動的に SPECCTRA を読み込み / 送信する こ とができます。

別の方法 ： SPECCTRA を PADS Layout 以外から起動し た場合、 ス タ ン ド アロンの 
[SPECCTRA Link] ダイアログボ ッ クスを使用し て、 自動的に SPECCTRA をロー ド イ
ン / ロー ド アウ ト し ます。

ア クセス

• フ ァ イルメ ニュー > 各種データ出力 > SPECCTRA フ ァ イルを選択 > 保存

または

• Windows Explorer を使用し て、 ...\SDD_HOME\Programs デ ィ レ ク ト リ を表示し、 
pads2sp.exe をダブルク リ ッ ク

Figure 1-272. [SPECCTRA Link] ダイアログボ ッ クス― Layout から起動

Save As ボタ ン 特定の名前と場所で .do フ ァ イルを保存し ます。

Startup ボタ ン [Setup SPECCTRA Startup] ダイアログボ ッ クスを開きま
す。

Finish ボタ ン [Setup SPECCTRA Finish] ダイアログボッ クスを開きま
す

Table 1-254. [SPECCTRA DO File] ダイアログボッ クスの内容 (cont.)
名前 説明
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Figure 1-273. [SPECCTRA Link] ダイアログボ ッ クス ―ス タ ン ド アロン

関連 ト ピ ッ ク

自動で SPECCTRA へロー ド イ ン と ロー ド アウ ト

SPECCTRA Options ダイアログボ ッ クス
[Options] ダイアログボ ッ クスは、 [SPECCTRA Link] ダイアログボッ クス、 [TO 
SPECCTRA] ダイアログボ ッ クス ( ス タ ン ド アロン ) または [FROM SPECCTRA] ダイ
アログボッ クス ( ス タ ン ド アロン ) のいずれかで Options ボタ ンを ク リ ッ クする と、
表示されます。 

Table 1-255. [SPECCTRA Link] ダイアログボ ッ クスの内容

名前 説明

DO File Name 使用する DO フ ァ イルを指定し ます。
ヒ ン ト : フ ァ イルを探すには Browse を ク リ ッ ク し ます。
制限事項 : Layout から起動し た場合のみ使用可能です。

Continue ボタ ン SPECCTRA に設計を読み込み、 配線をバッ チモー ド で実行
し ます。

Setup ボタ ン [SPECCTRA Setup] ダイアログボ ッ クスを開きます。

DO File ボタ ン [ SPECCTRA Do File] ダイアログボッ クスを開きます。
制限事項 :Layout から起動し た場合のみ使用可能です。

Options ボタ ン [Options] ダイアログボ ッ クスを開きます。
制限事項 : Layout から起動し た場合のみ使用可能です。

To SPECCTRA
ボタ ン

[To SPECCTRA] ダイアログボ ッ クスを開きます。
制限事項 : ス タ ン ド アロンの場合のみ使用可能です。

From SPECCTRA
ボタ ン

[ From SPECCTRA] ダイアログボ ッ クスを開きます。
制限事項 : ス タ ン ド アロンの場合のみ使用可能です。
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このダイアログボ ッ クスは、 ビア禁止情報の送信、 SPECCTRA への高度な規則の移
行、 配線円弧変換モー ド設定、 SPECCTRA からの未使用ピンネ ッ ト の返還等のオプ
シ ョ ンを制御し ます。 

参照 : コ ンセプ ト ガイ ドの 「未使用ピンネ ッ ト 」

ア クセス

• フ ァ イルメ ニュー > 各種データ出力 > SPECCTRA フ ァ イルを選択 > 
SPECCTRA Link で Options ボタ ンを ク リ ッ ク

Figure 1-274. [Options] ダイアログボ ッ クス

Table 1-256. [Options] ダイアログボ ッ クスの内容

名前 説明

Layer Containing Via 
Keepout Shapes list

層がビア禁止領域を含み、 部品形状から ビア禁止領域を
SPECCTRA へ送信し ます。
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関連 ト ピ ッ ク

SPECCTRA オプシ ョ ンの設定

SPECCTRA Setup ダイアログボ ッ クス
[SPECCTRA Setup] ダイアログボ ッ クスを使用し て、 SPECCTRA の自動起動情報を
設定し ます。

Pass Default Advanced 
Rules

SPECCTRA にデフ ォル ト の Selected Layer と Selected Via 
規則を移行し ます。
この規則には SPECCTRA の Advanced Rules オプシ ョ ン
が必要です。 この SPECCTRA オプシ ョ ンがある場合は
オプシ ョ ンをオンにし、 それ以外の場合はオプシ ョ ンを
オフのままにし ます。
参照 : コ ンセプ ト ガイ ドの 「PADS Layout から  
SPECCTRA への規則の変換」

Trace Arc Translation 
領域

配線の円弧変換を実行するモー ド を指定し ます。
• To Single Segment— 各配線円弧を単一線分に置き換

えます。 これはデフ ォル ト 設定です。
• To Multiple Segments— 配線円弧を複数線分に置き換

えます。 元の配線円弧はよ り小さ な弧 ( 約 5 度 ) に分
割され、 その後各々の小さ な弧は単一線分に置き換
わり ます。 結果は弧の代わり に複数の線分を持つポ
リ ラ イ ン と な り ます。

• To Quarter Arcs (QARCs)— 既存の弧を四分円や他の
線分に分割し ます。 ( 四分円は始点と終点の角度が 0-
90、 90-180、 180-270、 270-360 度の円弧です。 ) 四分
円は SPECCTRA QARC 構造に変換されます。 残りの
弧はポリ ラ イ ンに変換されます。 

Return Options 領域 未使用ピンやフ ァ ンアウ ト 情報を PADS Layout に戻し ま
す。 未使用ピンを含む PADS Layout 設計のネ ッ ト 名を入
力し ます。 デフ ォル ト を使わない場合は新しいネ ッ ト 名
を入力し ます。 
PADS Layout に戻る際未使用ピンやフ ァ ンアウ ト 情報を
無視するにはこのオプシ ョ ンを非選択にし ます。
ヒ ン ト ： SPECCTRA では未使用ピンネ ッ ト に
+UNUSED_PINS+ と名前を付けますが、 旧バージ ョ ンで
は *UNUSED_PINS* と名前を付けていま し た。
SPECCTRA Translator では両方の名前を認識し ます。
PADS Layout でのネ ッ ト 名の最大長は 47 文字です。 {}、
アス タ リ スク  *、 スペース以外全ての英数字が使えま
す。

Table 1-256. [Options] ダイアログボ ッ クスの内容 (cont.)
名前 説明
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ア クセス

• フ ァ イルメ ニュー > 各種データ出力 > SPECCTRA フ ァ イルを選択 > 
SPECCTRA Link で Setup ボタ ンを ク リ ッ ク

Figure 1-275. [SPECCTRA Setup] ダイアログボ ッ クス

Table 1-257. [SPECCTRA Setup] ダイアログボ ッ クスの内容

名前 説明

Executable SPECCTRA の起動に必要な実行フ ァ イルを指定し ます。

Password/Server SPECCTRA の実行に必要なパスワー ド フ ァ イルを指定し ま
す。
ヒ ン ト : teal key ノ ー ド ロ ッ ク またはフ ローテ ィ ングラ イセ
ンスを使う には、 standard port@host 形式でラ イセンスサー
バーにポイ ン タ を置きます。
例 ： 7508@myserver

Message Output SPECCTRA メ ッ セージ出力フ ァ イルを指定し ます。

Status SPECCTRA ステータ スフ ァ イルを指定し ます。

Color Mapping SPECCTRA カ ラーマ ッ ピングフ ァ イルを指定し ます。

No Graphics SPECCTRA の画像表示を無効にし SPECCTRA をよ り高速
に動作させます。

Quit After Do .do フ ァ イルコマン ド実行後に SPECCTRA を閉じ ます。

No Preroutes SPECCTRA 開始前にすべての配線済み配線を削除し ます。

Don’t Strip Orphan 
Shapes

SPECCTRA でネ ッ ト 指定のないベタ を無視し ます。
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関連 ト ピ ッ ク

SPECCTRA 自動起動情報の設定

起動フ ァ イルを出力ダイアログボ ッ クス
[ 起動フ ァ イルを出力 ] ダイアログボ ッ クスを使用し て、 層の定義、 グ リ ッ ド、 間隙
規則、 属性辞書といった一般設定を含む起動フ ァ イルを作成し ます。 別の起動フ ァ イ
ルを作成し、 新規設計フ ァ イルを作成する際に、 どち ら を使用するか指定する こ と も
できます。 これによ り、 起動フ ァ イルに保存し た一般設定を再利用し て新規設計を作
成する際に、 起動時間を短縮できます。

ア クセス

• フ ァ イルメ ニュー > 起動フ ァ イルを名前を付けて保存。

Figure 1-276. [ 起動フ ァ イルを出力 ] ダイアログボ ッ クス

Simplify Polygons 1 イ ンチ以下の四角形または多角形を簡素な長方形に変換
し ます。

Licensing Type 
領域

必要なラ イセンス形式を以下から選択し ます ：
フ ローテ ィ ング、 FlexID キーのノ ー ド ロ ッ ク、 SSI キーの
ノ ー ド ロ ッ ク。

Launch PADS Layout 
session

.do フ ァ イルコマン ド処理後に配線設計を PADS Layout に
再読込みし ます。

Table 1-257. [SPECCTRA Setup] ダイアログボ ッ クスの内容 (cont.)
名前 説明
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起動フ ァ イルの作成

起動フ ァ イルの指定

PADS Layout コ ンセプ ト ガイ ドの 「起動フ ァ イル」 項目

間隔と繰返し ダイアログボ ッ クス
PCB 部品形状エデ ィ タ で [ 間隔と繰返し ] ダイアログボ ッ クスを使用し て、 複雑かつ
反復的なオブジ ェ ク ト のアレ イパターンを定義できます。 複数または単一項目の複製

Table 1-258. [ 起動フ ァ イルを出力 ] ダイアログボ ッ クスの内容

名前 説明

フ ァ イル名 起動フ ァ イルの名前。

全選択 選択リ ス ト のすべてのチ ェ ッ クボ ッ クスを選択し ます。

全選択解除 選択リ ス ト のすべてのチ ェ ッ クボ ッ クスの選択を解除し ます。

出力内容 起動フ ァ イルに含める こ とのできる項目。
• PCB パラ メ ータ―色、 層定義、 グ リ ッ ド などの一般的な情

報。
• ビア―デフ ォル ト のビア形式、 ジャ ンパ、 パッ ド ス タ ッ ク

定義や位置などのビア情報。
• 層データ―[ 層構成を定義 ] ダイアログボ ッ クスで設定可能

な、 層番号、 層名称、 配線方向、 電気層形式、 関連性など
の層情報。

• 規則―間隙、 配線、 高速回路などの配線規則情報。
• CAM―プロ ッ ト フ ァ イル設定に関連する CAM 情報。
• 属性―属性辞書、 設計内のオブジ ェ ク ト に指定された全て

の属性、 属性のステータ ス ( 読取属性、 システム属性、
ECO 登録属性、 非表示属性 ) などの属性情報。 属性階層内
の値は保存されません。 

形式 起動フ ァ イルの形式。

単位系 起動フ ァ イルで使用する単位を指定し ます。
ヒ ン ト ： [ 現在の単位系 ] には、 [ 基本単位系 ] よ り多 く の情報
( グ リ ッ ド位置など ) が含まれます。

起動フ ァ イルの
記述内容

保存する一般設定の簡単な説明を入力し ます。 この説明は、
[ 起動フ ァ イルを設定 ] ダイアログボ ッ クスで起動フ ァ イルを
選択する際に表示されます。 設定内容が分かるよ う に説明を
入力し ます。
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を作成できます。 また、 間隔と反復では、 自動的に文字と ピン番号の増加処理が行わ
れます。 

間隔と反復配列には 3 種類あ り ます ：

ア クセス

1. 部品形状エデ ィ タ で、 作図ツールバーボタ ンを ク リ ッ ク し ます。

2. 選択ボタ ンを ク リ ッ ク し ます。

3. 1 つまたは複数のター ミ ナル、 2D ラ イ ン項目、 文字項目、 ベタ項目、 ベタ
カ ッ ト アウ ト 、 禁止領域を選択し ます。

4. 右ク リ ッ ク メ ニューから間隔と反復を選択し ます。 [ 間隔と繰返し ] ダイアロ
グボッ クスが表示されます。

リ ニア タ ブ

[ 間隔と繰返し ] ダイアログボ ッ クスの [ リ ニア ] タ ブを使用し て、 平坦配列を作成
し ます。 

参照 ： 文字と ピン番号の増加、 間隔と反復の使用

Figure 1-277. [ 間隔と繰返し ] ダイアログボ ッ クス [ リ ニア ] タ ブ

リ ニア タ ブ 垂直 / 水平方向の平坦反復に使用し ます。 

極座標タ ブ 角度の反復や部品形状の基準原点の周囲を回転する反復に使用し
ます。 ター ミ ナルの極座標配列を作成するのに便利です。

放射線タ ブ 部品形状の基準原点から開始する、 放射状の反復に使用し ます。
ター ミ ナルの極座標配列を作成するのに便利です。
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極座標タ ブ

[ 間隔と繰返し ] ダイアログボ ッ クスの [ 極座標 ] タ ブを使用し て、 角度の付いた配列
や円形の配列を作成し ます。 

参照 ： 文字と ピン番号の増加、 間隔と反復の使用

Figure 1-278. [ 間隔と繰返し ] ダイアログボ ッ クス [ 極座標 ] タ ブ

Table 1-259. [ リ ニア ] タ ブの内容

コマン ド 説明

押退方向 配列内の反復方向を上、 下、 左、 右から選択し て設定し ます。

回数 配列での反復回数を設定し ます。

距離 配列での間隔 ( 距離 ) を設定し ます。 リ ニア方向が左または右
の場合、 X 間隔を現在の単位系で設定し ます。 リ ニア方向が
上または下の場合、 Y 間隔を現在の単位系で設定し ます。 負
の値を入力する と、 方向が反転し ます。

Table 1-260. [ 間隔と繰返し ] タ ブの内容

コマン ド 説明

方向 配列での反復方向を設定し ます。 反時計方向も し く は時計方向と
な り ます。
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放射線タ ブ

[ 間隔と繰返し ] ダイアログボ ッ クスの [ 放射線 ] タ ブを使用し て、 放射状の配列を作
成し ます。 

参照 ： 文字と ピン番号の増加、 間隔と反復の使用

[ 固定済 ]
領域

放射移動の [ 角度範囲 ]、 [ ⊿角度 ]、 [ 円環上の位置 ] を自動的に
調整し ます。 極座標の間隔と反復の、 [ 回数 ]、 [ 角度 ]、 [ 角度範
囲 ] を自動的に調整し ます。
これらの 3 つの設定は互いに依存し ます。 各値は他の 2 つの値に
よ って変わり ます。 オプシ ョ ンの 1 つを設定し て固定し ます。 固
定されていない値の内の 1 つを設定する と、 も う 1 つのオプシ ョ
ンが自動的に更新されます。 た と えば、 [ 角度範囲 ] を 360 に設
定し、 [ 円環上の位置 ] を 36 に設定する と、 [ ⊿角度 ] は 10 に更
新されます。

個数 配列での反復回数を設定し ます。

角度 配列内の反復角度を指定し ます。 負の値を入力する と、 方向が反
転し ます。 精度 .001 度で角度の値を入力できます。 非円パッ ド で
ター ミ ナル上の角度反復を実行する場合、 パッ ド ス タ ッ クはコ
ピー ( 複写 ) され、 パッ ド ス タ ッ クのオフセ ッ ト 値は継続されま
す。  
制限事項 ：
• 文字項目またはター ミ ナルを精度.001度の非円パッ ド で回転さ

せよ う と し た場合、 反復角度は最も近い角度値に四捨五入さ
れます。  

• 正方形のパッ ド を反復する場合、 角度反復の際に長方形の
パッ ド に変換されます。 

角度範囲 オブジ ェ ク ト を配置し たい範囲を設定し ます。 360 を入力する と、
完全な円のグ リ ッ ドやアレ イが設定されます。 これよ り小さい値
はセク ター型のグ リ ッ ドやアレ イにな り ます。

Table 1-260. [ 間隔と繰返し ] タ ブの内容 (cont.)
コマン ド 説明
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Figure 1-279. [ 間隔と繰返し ] ダイアログボ ッ クス [ 放射線 ] タ ブ

文字と ピン番号の増加

Figure 1-280. [ 間隔と繰返し ] ダイアログボ ッ クス―文字

Table 1-261. [ 放射線 ] タ ブの内容

コマン ド 説明

押退方向 配列内の反復方向を設定し ます。 部品形状エデ ィ タ基準原点から
離し て反復 ( 原点から離散 )、 または部品形状エデ ィ タ基準原点
に向かって反復 ( 原点に接近 ) を選択し ます。

回数 配列での反復回数を設定し ます。

距離 各反復オブジ ェ ク ト の隣接コ ピー間の、 リ ニア間隔 ( 放射線上の
距離 ) を指定し ます。 負の値を入力する と、 方向が反転し ます。
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Figure 1-281. [ 間隔と繰返し ] ダイアログボ ッ クス―ピン番号

Table 1-262. [ 文字 ] 領域の内容

コ マン ド 説明

接頭 / 接尾 1 つの文字列に対し て、 [ 接頭 ] または [ 接尾 ] ボ ッ クスのいずれ
かに値を入力し、 も う一方のボッ クスは空欄にし ておきます。
いずれかの値を増加させたい場合は、 両方のボッ クスを使用し ま
す。 入力に応じ た文字のプレビ ューがボッ クスの下に表示されま
す。 どち らのボ ッ クスでも英数字が使用できます。

接頭辞増加 /
接尾辞増加

接頭ボ ッ クス と接尾ボ ッ クスのどち らの値を増加させるか選択し
ます。

ステ ッ プ [ ステ ッ プ ] ボッ クスに、 文字列を連続または段階的に増減する
ための、 正または負の数字を入力し ます。 文字列を増加させず、
同じ文字列を反復するには、 0 を入力し ます。
制限事項 ： ステ ッ プ値の範囲は -10 から +10 です。

Table 1-263. [ ピン番号割当 ] 領域の内容

コ マン ド 説明

接頭辞 /
接尾辞

1 つのピン番号に対し、 [ 接頭 ] または [ 接尾 ] ボ ッ クスのいずれ
かに値を入力し、 も う一方のボッ クスは空欄にし ておきます。 い
ずれかの値を増加させたい場合は、 両方のボッ クスを使用し ま
す。 
入力に応じ たピン番号のプレビ ューがボッ クスの下に表示されま
す。 例 ： A1、 １ A。
どち らのボ ッ クスでも英数字が使用できます。

接頭辞増加 /
接尾辞増加

接頭ボ ッ クス と接尾ボ ッ クスのどち らの値を増加させるか選択し
ます。
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ダイ部品と同期ダイアログボ ッ クス
[ ダイ部品と同期 ] ダイアログボ ッ クスを使って、 PowerBGA のダイ部品データ を
ラ イブ ラ リ IQ のダイ部品データ で更新する事ができます。 また、 [ ダイ部品と同期 ]
ダイアログボッ クスを使用し て、 ラ イブ ラ リ IQ のダイ部品データ を PowerBGA の
ダイ部品データ で更新が可能です。 　

制限事項 : この情報は BGA ツールキ ッ ト のみに当てはま り ます。

注意 ： PADS 9.0 以降、 ダイ部品と フ リ ッ プチ ッ プは DIE および FLP ロジ ッ ク フ ァ ミ
リ ではな く 、 パー ト タ イプの 「特殊用途」 設定によ り識別されます。 この変更にと も
ない、 いかなる参照名 ( ロジ ッ ク フ ァ ミ リ ) もダイ部品やフ リ ッ プチ ッ プに指定する
こ とが可能です。 設計を LIQ にデータ出力し、 設計内に DIE または FLP 以外のフ ァ
ミ リのダイ部品またはフ リ ッ プチ ッ プがある場合、 LIQ にデータ出力される際に すべ
ての 部品がそのフ ァ ミ リー定義を失い、 PADS Layout にデータが戻される際に DIE ま
たは FLP フ ァ ミ リが指定されるため、 データ出力 / 入力プロセスにおいてこれらの部
品のオ リ ジナルのフ ァ ミ リ定義 ( および参照名 ) が失われる こ と をご承知 く だ さい。

ア クセス

• BGA ツールバーボタ ン > ダイ部品を同期ボタ ン

ステ ッ プ [ ステ ッ プ ] ボッ クスに、 ピン番号を連続または段階的に増減す
るための、 正または負の数字を入力し ます。
制限事項 ： ステ ッ プ値は 0 以外で、 範囲は -10 から +10 です。 0
に設定する と 1 つのピン番号を反復し ますが、 これは許可されて
いません。

JEDEC ピン番
号配列を行う

英数字を使用する場合は、 JEDEC ピン番号配列を行う チ ェ ッ ク
ボ ッ クスを選択する と、 不正な英数字が使用されていないか
チ ェ ッ クする こ とができます。
ヒ ン ト ： このオプシ ョ ンでは、 英字と数字の有効な組み合わせが
使用されている こ とのみをチ ェ ッ ク し ています。 JEDEC 標準に
従って列や行を並べるには、 [ ツール ] メ ニューの [JEDEC ピン配
列を指定 ] オプシ ョ ンを使用し ます。

Table 1-263. [ ピン番号割当 ] 領域の内容 (cont.)
コ マン ド 説明
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Figure 1-282. [ ダイ部品と同期 ] ダイアログボ ッ クス

Table 1-264. [ ダイ部品と同期 ] ダイアログボ ッ クスの内容

名前 説明

確認画面領域 ダイ部品リ ス ト で選択されたラ イブ ラ リ IQ のダイ部品
および以下の関連情報を表示し ます。

フ ァ イル ダイ部品フ ァ イル名

修正完了 最終更新日

チ ッ プボン ドパッ ド ダイ部品内のチ ッ プボン ドパッ ドの数

サブス ト レー ト
ボン ドパッ ド

ダイ部品内のサブス ト レー ト ボン ドパッ ドの数

ワイヤボン ド ダイ部品内のワイヤボン ドの数

フ リ ッ プチ ッ プ ダイ部品のフ リ ッ プチ ッ プ識別

フ ァ イル ダイ部品フ ァ イル名

修正完了 最終更新日

チ ッ プボン ドパッ ド ダイ部品内のチ ッ プボン ドパッ ドの数
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ダイ部品 現在のフ ォルダにあるすべてのラ イブ ラ リ IQ ダイ部品
を リ ス ト し ます。

引込 ダイ部品を検索する フ ォルダを定義し ます。
ヒ ン ト : フ ォルダを探すには [ 参照 ] を ク リ ッ ク し ます。

適用ボタ ン ダイ部品検索フ ォルダを設定し ます。

<<LIQ 更新ボタ ン ラ イブ ラ リ IQ のダイ部品データ を設計のダイ部品デー
タ で更新し ます。

設計更新 >> ボタ ン 設計のダイ部品データ を ラ イブ ラ リ IQ のダイ部品デー
タ で更新し ます。

LIQ 出力ボタ ン ダイ部品データ フ ァ イルをデフ ォル ト の
\My Documents\PADS Projects フ ォルダに保存し ます。
.liq 拡張子は自動的に保存フ ァ イルへ追加されます。

[ 設計 ] 領域 • パー ト タ イプ — 設計にある実装部品ダイ部品をパー
ト タ イプ毎で リ ス ト し ます。

• 実装部品 — 設計にある実装部品ダイ部品を参照名で
リ ス ト し ます。

ダイ外形線とパッ ド ダイ外形とパッ ドが表示される層を定義し ます。 リ ス ト
から層を選択し ます。

ワイヤボン ド ワイヤボン ドが表示される層を定義し ます。 リ ス ト から
層を選択し ます。

追従ネ ッ ト 名を更新 次の条件が発生し た場合、 ネ ッ ト 名が更新されます :
• ネ ッ ト が更新ピン と同じ名前を持つ場合
• ネ ッ ト 名に一致するピン名を持つ実装部品ピンが

ネ ッ ト に存在し ない場合
• 新規ネ ッ ト 名が設計のネ ッ ト 名の複製を行わない場

合
左側の画像はピン名およびネ ッ ト 名を持つダイ部品で
す。 ダイ部品更新時に上記の条件が満た される と、 右側
の画像が表示されます。 このオプシ ョ ンを選択し た場合
のみ、 このよ う にな り ます。

Table 1-264. [ ダイ部品と同期 ] ダイアログボ ッ クスの内容 (cont.)
名前 説明
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関連 ト ピ ッ ク

ダイ部品と LIQ の同期

ラ イブ ラ リ IQ 内のダイ部品を更新

タ ッ ク プロパテ ィ ダイアログボ ッ クス
[ タ ッ ク プロパテ ィ ] ダイアログボ ッ クスを使用し て、 選択し た配線コーナーまたは
タ ッ クの情報の取得や編集を行います。

ア クセス

• 配線コーナーを選択 > 右ク リ ッ ク > プロパテ ィ .

Figure 1-283. [ タ ッ ク プロパテ ィ ] ダイアログボ ッ クス

Table 1-265. [ タ ッ ク プロパテ ィ ] ダイアログボ ッ クスの内容

名前 説明

ネ ッ ト ネ ッ ト の名前を表示し ます。

結線 設計で使用可能な結線を表示し ます。

X/Y タ ッ クの X、 Y 座標。 位置を変更するには、 別の値を入力
し ます。

プロテ ク ト 状況 タ ッ クが属すネ ッ ト が保護されているかを表示し ます。

層 タ ッ クが配置されている層を表示し ます。

配線⇔配線間隙 タ ッ クの配線間の間隙規則を表示し ます。

規則の階層 タ ッ クの配線間の規則階層を表示し ます。

ピンペアボタ ン [ ピンペアのプロパテ ィ ] ダイアログボ ッ クスを開きます。
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関連 ト ピ ッ ク

配線コーナーまたはタ ッ クのプロパテ ィ 修正

テ ィ ア ド ロ ッ ププロパテ ィ ―配線ダイアログボ ッ ク
ス

[ テ ィ ア ド ロ ッ ププロパテ ィ ―配線 ] ダイアログボ ッ クスを使用し て、 選択し たテ ィ
ア ド ロ ッ プ、 すべての層上のテ ィ ア ド ロ ッ プ、 または全テ ィ ア ド ロ ッ プの形状、 長さ
比率、 幅比率を修正し ます。 設計から個々のテ ィ ア ド ロ ッ プを削除する こ と も可能で
す。

ア クセス

• テ ィ ア ド ロ ッ プが付いた配線を選択 > 右ク リ ッ ク > プロパテ ィ

Figure 1-284. [ テ ィ ア ド ロ ッ ププロパテ ィ －配線 ] ダイアログボ ッ クス

ネ ッ ト ボタ ン [ ネ ッ ト のプロパテ ィ ] ダイアログボ ッ クスを開きます。

規則ボタ ン [ ピンペアの規則 ] ダイアログボ ッ クスを開きます。

Table 1-265. [ タ ッ ク プロパテ ィ ] ダイアログボ ッ クスの内容 (cont.)
名前 説明
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Table 1-266. [ テ ィ ア ド ロ ッ ププロパテ ィ ―配線 ] ダイアログボ ッ クスの内容

名前 説明

自動調整 カス タムの長さ と幅比率を設定するには、 自動調整を使用し
ます。 [ 自動調整 ] が ON の時、 配線のコーナーがパッ ドや
ビアの中にある場合や、 線分が指定された長さ比率を含むに
は短すぎる場合には、 PADS Layout は配線上のテ ィ ア ド ロ ッ
プの長さ を調整し ます ° 

[ 動作 ] 領域 • 追加―選択し た配線または [ 適用 ] 領域の設定にテ ィ ア ド
ロ ッ プを追加し ます。 テ ィ ア ド ロ ッ プを追加し たら、 修
正ボタ ンで設定を変更できます。
複数の配線にテ ィ ア ド ロ ッ プを追加し た場合、 既にテ ィ
ア ド ロ ッ プを持つ配線は、 元の設定で既存テ ィ ア ド ロ ッ
プを保持し ます。

• 修正―選択し た配線上のテ ィ ア ド ロ ッ プを修正し、[ 適用 ]
領域での設定内容に対し て変更を適用し ます。 

• 削除―選択し た配線から テ ィ ア ド ロ ッ プを削除し、[ 適用 ]
領域での設定内容に対し て変更を適用し ます。

[ 適用 ] 領域 [ テ ィ ア ド ロ ッ ププロパテ ィ ] ダイアログボッ クスで行った
変更を、 [ 選択済み ]、 [ 層 ]、 [ 全て ] のテ ィ ア ド ロ ッ プのい
ずれかに適用し ます。

デフ ォル ト ボタ ン 旧バージ ョ ンの PADS Layout (PowerPCB) の標準テ ィ ア ド
ロ ッ プ形状を使用し ます。 デフ ォル ト 形状のテ ィ ア ド ロ ッ プ
には、 長さや幅の比率を設定できません。

ラ イ ンボタ ン ラ イ ン形状のテ ィ ア ド ロ ッ プを使用し ます。 長さや幅の比率
を設定できます。 高周波アナログ基板や密集度の高い基板で
円滑な接続を行う ためには、 ラ イ ン ( 直線 ) も し く は円弧形
状のテ ィ ア ド ロ ッ プを使用する と便利です。

円弧化ボタ ン 円弧形状のテ ィ ア ド ロ ッ プを使用し ます。 長さや幅の比率を
設定できます。 高周波アナログ基板や密集度の高い基板で円
滑な接続を行う ためには、 円弧も し く はラ イ ン ( 直線 ) 形状
のテ ィ ア ド ロ ッ プを使用する と便利です。

長さ比率 テ ィ ア ド ロ ッ プの長さ を、 テ ィ ア ド ロ ッ プが付いているパッ
ド対し て相対的に設定し ます。 1000 を超える値は設定できま
せん。 長さ比率の計算式は以下のとお り です。
( パッ ド直径 ) * ( 長さ比率 %) 　 ＝テ ィ ア ド ロ ッ プの長さ
た と えば、 長さ比率が 200( パッ ド直径の 200%) で、 パッ ド
直径が 60 ミ ルの場合、 テ ィ ア ド ロ ッ プの長さは 120 ミ ルに
な り ます。

線幅比率 テ ィ ア ド ロ ッ プの線幅を、 テ ィ ア ド ロ ッ プが付いているパッ
ド対し て相対的に設定し ます。 100 を超える値は設定できま
せん。
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関連 ト ピ ッ ク

テ ィ ア ド ロ ッ ププロパテ ィ の修正

テ ィ ア ド ロ ッ プの使用

ター ミ ナル番号プロパテ ィ ダイアログボ ッ クス
[ ター ミ ナル番号プロパテ ィ ] ダイアログボ ッ クスを使用し て、 ター ミ ナル番号の
プロパテ ィ を修正し ます。

ア クセス

• 部品形状エデ ィ タ  > ター ミ ナル番号を選択 > 右ク リ ッ ク > プロパテ ィ

Figure 1-285. [ ター ミ ナル番号プロパテ ィ ] ダイアログボ ッ クス

関連 ト ピ ッ ク

ター ミ ナル番号のプロパテ ィ 修正

確認画面 現在の設定でのテ ィ ア ド ロ ッ プを表示し ます。 

Table 1-267. [ ター ミ ナル番号プロパテ ィ ] ダイアログボ ッ クスの内容

名前 説明

X、 Y 選択し た ター ミ ナル番号の X、 Y 座標。

ピン番号 選択し た ター ミ ナル番号のピン番号。

Table 1-266. [ テ ィ ア ド ロ ッ ププロパテ ィ ―配線 ] ダイアログボ ッ クスの内容 
(cont.)

名前 説明
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ター ミ ナルプロパテ ィ ダイアログボ ッ クス
[ ター ミ ナルプロパテ ィ ] ダイアログボ ッ クスを使用し て、 ター ミ ナルのプロパテ ィ
を修正し ます。

ア クセス

• 部品形状エデ ィ タ  > ター ミ ナルを選択 > 右ク リ ッ ク > プロパテ ィ

Figure 1-286. [ ター ミ ナルプロパテ ィ ] ダイアログボ ッ クス

関連 ト ピ ッ ク

ター ミ ナルプロパテ ィ の修正

文字のプロパテ ィ ダイアログボ ッ クス
[ 文字のプロパテ ィ ] ダイアログボ ッ クスを使用し て、 任意文字を修正し ます。 フ ォ
ン ト 、 フ ォ ン ト ス タ イル、 層指定、 方向、 回転、 寸法、 線幅、 反転表示、 位置調整が
変更できます。 文字列が作図オブジ ェ ク ト と合成されている場合は、 ペアレン ト オブ
ジ ェ ク ト にもアクセスできます。

Table 1-268. [ ター ミ ナルプロパテ ィ ] ダイアログボ ッ クスの内容

名前 説明

X、 Y 選択し た ター ミ ナルの X、 Y 座標。

ピン番号 選択し た ター ミ ナルのピン番号。

パッ ド ス タ ッ ク [ ピンのパッ ド ス タ ッ クのプロパテ ィ ] ダイアログボ ッ クス
を開きます。

対応するベタ ター ミ ナルがベタ と関連付けられていないと使用できませ
ん。 関連付けられている場合、 チ ェ ッ クボ ッ クスの選択を
解除する と、 ベタ との関連付けを解除できます。
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ア クセス

• ユニオンを選択 > 右ク リ ッ ク > プロパテ ィ

Figure 1-287. [ 文字のプロパテ ィ ] ダイアログボ ッ クス

Table 1-269. [ 文字のプロパテ ィ ] ダイアログボ ッ クスの内容

名前 説明

文字 使用する文字列。
ヒ ン ト ： 1 つの文字列に対し て、 最大 128 文字まで使用できます。

フ ォ ン ト 使用可能なフ ォ ン ト 。 
ヒ ン ト ： 
• ス ト ローク フ ォ ン ト またはシステムフ ォ ン ト を選択し ます。
• システムフ ォ ン ト では、 フ ォ ン ト ス タ イルボタ ンまたはス タ

イルの組み合わせを選択できます。 B は太字、 I は斜体、 U は
下線です。

層 文字を配置できる層。

X、 Y 指定の位置に部品形状ラベルを配置し ます。

回転 ラベルの回転角度を指定し ます。

寸法 寸法を指定し ます。

線幅 線幅を指定し ます。
制限事項 ： ス ト ローク フ ォ ン ト のみのオプシ ョ ンです。

反転 ラベルを反転し、 基板の底部から文字を読めるよ う にし ます。
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関連 ト ピ ッ ク

文字のプロパテ ィ の修正

To SPECCTRA ダイアログボ ッ クス
[To SPECCTRA] ダイアログボ ッ クスを使用し て .pcb 設計フ ァ イルを SPECCTRA 設計
フ ァ イルに変換し ます。

ア クセス

• Windows エクスプローラ を使用し て、 ...\SDD_HOME\Programs デ ィ レ ク ト リ を
表示、 pads2sp.exe をダブルク リ ッ ク  > To SPECCTRA ボタ ン

水平、 垂直 文字、 属性値、 寸法、 幅などが変更された時にオブジ ェ ク ト 間で
正し く 配置が行われるよ う、 文字の水平 / 垂直方向の位置調整を
設定し ます。
ヒ ン ト ： 
• 垂直方向の位置調整には、 左側、 中央、 右側があ り ます。

水平方向の位置調整には、 上側、 中央、 下側があ り ます。 
• 文字を選択し、 右ク リ ッ ク メ ニューの水平方向調整を

ク リ ッ ク、 次に左側、 中央、 右側のいずれかを選択するか、
右ク リ ッ ク メ ニューの垂直方向調整を ク リ ッ ク し て、 上側、
中央、 下側を選択し ます。

ペアレン ト 文字列が作図オブジ ェ ク ト と合成されている場合、 [ 作図プロパ
テ ィ ] ダイアログボ ッ クスを開きます。

間隙 文字と その周囲のオブジ ェ ク ト 間の間隙値を指定し ます。

Table 1-269. [ 文字のプロパテ ィ ] ダイアログボ ッ クスの内容 (cont.)
名前 説明
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Figure 1-288. [To SPECCTRA] ダイアログボ ッ クス

関連 ト ピ ッ ク

PADS Layout から SPECCTRA へ設計データ を変換

Table 1-270. [To SPECCTRA] ダイアログボ ッ クスの内容

名前 説明

PCB File SPECCTRA へ送信する フ ァ イルを指定し ます。
ヒ ン ト : フ ァ イルを探すには Browse を ク リ ッ ク し ます。

Design File SPECCTRA が入力する設計フ ァ イル (.dsn) を指定し ます。
ヒ ン ト : フ ァ イルを探すには Browse を ク リ ッ ク し ます。

Do File SPECCTRA へ送信する .do フ ァ イルを指定し ます。 .do
フ ァ イルは SPECCTRA 操作を制御するスク リ プ ト フ ァ イ
ルです。
ヒ ン ト : フ ァ イルを探すには Browse を ク リ ッ ク し ます。

Did File SPECCTRA が作成する出力フ ァ イル (.did) を指定し ます。
このフ ァ イルは以降の SPECCTRA セ ッ シ ョ ンで入力 .do
フ ァ イルと し て機能し ます。
ヒ ン ト : フ ァ イルを探すには Browse を ク リ ッ ク し ます。

Startup SPECCTRA バッ チ変換終了後に SPECCTRA を起動し ます。

DO File ボタ ン [SPECCTRA Do File] ダイアログボッ クスを開きます。

Options ボタ ン [Options] ダイアログボ ッ クスを開きます。
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配線を コ ピーダイアログボ ッ クス
不正な配線設置の原因と なるグループ操作を行う と、 [ 配線を コ ピー ] ダイアログ
ボッ クスが表示されます。 このダイアログボ ッ クスは、 グループの移動、 回転、
貼り付けを行う と表示されます。

エラーをオンザフ ラ イで修正できるよ う、 ダイアログボ ッ クスには配線と エラーが
表示されます。

Figure 1-289. [ 配線を コ ピー ] ダイアログボ ッ クス

配線のプロパテ ィ ダイアログボ ッ クス
[ 配線のプロパテ ィ ] ダイアログボ ッ クスを使用し て、 結線情報、 両方のコーナーの
位置座標情報、 線分長さ、 層情報を編集し ます。 配線幅と、 配線の始点と終点の座標
を修正できます。 

Table 1-271. [ ネ ッ ト を表示 ] ダイアログボ ッ クスの内容

名前 説明

未配線ボタ ン 配線ではな く 未配線を作成し ます。

無視ボタ ン エラーを無視し て配線を設定し ます。 この場合、 手動で
エラーを修正する必要があ り ます。

メ ッ セージを
再表示し ない

このダイアログボ ッ クスで設定し た内容を以後の配線に
適用し、 このダイアログボ ッ クスが再度表示されないよ
う にし ます。
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ア クセス

• 配線を選択 > 右ク リ ッ ク > プロパテ ィ

Figure 1-290. [ 配線のプロパテ ィ ] ダイアログボ ッ クス

Table 1-272. [ 配線のプロパテ ィ ] ダイアログボ ッ クスの内容

名前 説明

ネ ッ ト 配線が属するネ ッ ト を表示し ます。

結線 配線の接続情報を表示し ます。

X1/Y1 配線の開始位置の X、 Y 座標。 位置を変更するには、 別の
値を入力し ます。

X2/Y2 配線の終了位置の X、 Y 座標。 位置を変更するには、 別の
値を入力し ます。

線幅 配線幅を指定し ます。 

長さ 配線の配線長を表示し ます。

プロテ ク ト 状況 配線や配線コーナーが属すネ ッ ト が保護されているかを表
示し ます。

層 配線または配線コーナーが位置する層を表示し ます。

配線⇔配線間隙 配線間の間隙規則を表示し ます。

規則の階層 配線に適用される規則を表示し ます。
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関連 ト ピ ッ ク

配線線分のプロパテ ィ 修正

ユニオンのプロパテ ィ ダイアログボ ッ クス
[ ユニオンのプロパテ ィ ] ダイアログボ ッ クスを使用し て、 選択し たユニオンの情報
の取得や編集を行います。 

ア クセス

• ユニオンを選択 > 右ク リ ッ ク > プロパテ ィ

Figure 1-291. [ ユニオンのプロパテ ィ ] ダイアログボ ッ クス

ピンペアボタ ン [ ピンペアのプロパテ ィ ] ダイアログボッ クスを開きます。

ネ ッ ト ボタ ン [ ネ ッ ト のプロパテ ィ ] ダイアログボッ クスを開きます。

規則ボタ ン [ ピンペアの規則 ] ダイアログボッ クスを開きます。

テ ィ ア ド ロ ッ プ
ボタ ン

[ テ ィ ア ド ロ ッ ププロパテ ィ ] ダイアログボッ クスを開きま
す。

Table 1-272. [ 配線のプロパテ ィ ] ダイアログボ ッ クスの内容 (cont.)
名前 説明
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関連 ト ピ ッ ク

ユニオンの管理

バリ アン ト / 置換ダイアログボ ッ クス
アセンブ リバリ アン ト 内の実装部品を置換する際、 [ バリ アン ト / 置換 ] ダイアログ
ボッ クスが表示されます。 実装部品を置換する と、 置換はアクテ ィ ブな実装部品と し
て参照されます。 置換し た元の実装部品は、 デフ ォル ト と し て表示されます。 デフ ォ
ル ト の実装部品はベースオプシ ョ ン と生のデータベースに存在し ます。

ア クセス

1. ツールメ ニュー > アセンブ リバリ アン ト

2. 実装部品の置換を開始するには、 次のよ う ない く つかの方法があ り ます。

• 実装部品を置換し たいアセンブ リバリ アン ト をバリ アン ト 名称リ ス ト から
選択し、 変更する実装部品名を選択し、 状況領域で置換済を ク リ ッ ク。 

Table 1-273. [ ユニオンのプロパテ ィ ] ダイアログボ ッ クスの内容

名前 説明

名前 現在選択されているユニオンの名前を表示し ます。
ユニオン名を変更するには、 新しい名前を入力し ます。 

X/Y 位置座標 ユニオンの現在の座標を表示し ます。 ユニオンの位置を
移動するには、 新規の位置を入力し ます。

回転 ユニオンの現在の回転を表示し ます。 別の角度で回転す
るには、 値を入力し ます。

[ 層 ] リ ス ト ユニオンの構成部品が存在する層を表示し ます。 ユニオ
ンの搭載面変更を行う には、 別の層を ク リ ッ ク し ます。

固定済 手動や自動による部品配置プロセス中に、 ユニオンが移
動し ないよ う にし ます。

構成部品 選択し たユニオンの構成部品である、 個々の部品を表示
し ます。

[ 基礎 ] リ ス ト ユニオンの X、 Y 位置を決定するのに使用される部品を
識別し ます。

ク ラス タ構築中は
省略

構成部品の増加や自動追加の操作時に、 ユニオンやク ラ
ス タ を無視し ます。

ク ラス タ情報 [ ク ラス タ情報のプロパテ ィ ] ダイアログボ ッ クスを開き
ます。 
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または

• マルチコ ラムリ ス ト から実装部品を選択し、 状況領域で置換済を ク リ ッ ク

または

•  動詞モー ド リ ス ト で代替を選択し、 レ イアウ ト エデ ィ タ で実装部品を選択 

Figure 1-292. [ バリ アン ト / 置換 ] ダイアログボ ッ クス

Table 1-274. [ バリ アン ト / 置換 ] ダイアログボ ッ クスの内容

名前 説明

現在 [ 置換済 ] を ク リ ッ クする前のステータ スを表示し ます。

新規 [ 置換済 ] を ク リ ッ ク し た後のステータ スを表示し ます。

差分を表示 バリ アン ト テーブル内の Default と Active 実装部品と異
なる値のみ表示し ます。

参照ボタ ン [ ラ イブ ラ リからパー ト タ イプを取得 ] ダイアログボ ッ
クスを開きます。

バリ アン ト 選択し たバリ アン ト の名前を表示し ます。

バリ アン ト テーブル 置換する実装部品の属性 (Value)、 その Default 値、 その
Active 値 ( 置換 ) を表示し ます。

確認画面ボタ ン 行った置換を確認する確認画面ダイアログボ ッ クスを開
きます
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関連 ト ピ ッ ク

アセンブ リバリ アン ト の実装部品の置換

設計検証ダイアログボ ッ クス
[ 設計検証 ] ダイアログボ ッ クスを使用し て、 個々の設計エラーや設計全体のエラー
をチ ェ ッ クできます。 以下の内容のエラーをチ ェ ッ クできます ： 間隙、 結線状況、
高速回路、 ビア数、 内層接続、 テス ト ポイ ン ト 、 基板製造、 ワイヤボン ド。 参照名、
パー ト タ イプ、 属性ラベルについては間隙違反のチ ェ ッ クは行われません。

ア クセス

• ツールメ ニュー > 設計検証

Figure 1-293. [ 設計検証 ] ダイアログボ ッ クス

Table 1-275. [ 設計検証 ] ダイアログボ ッ クスの内容

名前 説明

位置座標リ ス ト [ 検査内容 ] 領域で選択し た検査の種類に対するエラーを
表示し ます。

内容説明リ ス ト 位置座標リ ス ト で選択し たエラーの理由を表示し ます。



PADS Layout GUI リ フ ァ レンス
設計検証ダイアログボ ッ クス

PADS Layout User’s Guide, PADS 9.0 561

エラー消去
ボタ ン

エラー記号を消去し ます。
重要 ： エラー記号を消去し ても実際のエラーは消去されま
せん。

画面移動禁止 位置座標リ ス ト で選択し たエラーに設計領域でパン し ない
よ う にし ます。

Table 1-275. [ 設計検証 ] ダイアログボ ッ クスの内容 (cont.)
名前 説明
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[ 検査内容 ] 領域 実行、 設定、 表示、 またはレポー ト 作成を行いたい検査の
内容を指定し ます。
• 間隙―設計の可視領域のみを対象に間隙検査を行いま

す。 
参照 ： 間隙検査内容を設定ダイアログボ ッ クス
ヒ ン ト ： 基板外形線に対する間隙検査を行う場合、 オブ
ジ ェ ク ト の端点は、 基板外形線の中心線に対し てチ ェ ッ
ク されます。

• 結線状況―設計全体の接続性の検査を行います。
ヒ ン ト ： 
• この検査では、 割り当てられたパッ ド よ り も大きい ド

リル径の個所も検出し ます。
• 結線状況の検査では、 ベタ を、 配線のよ う に有効な導

体と し て扱います。
• 高速回路―設計全体に高速回路検査を行います。 

参照 ： 電気特性検査ダイアログボ ッ クス
高速回路のプ リ ン ト 基板上の配線は、 隣接する導体に干
渉を拡散させる伝送線と し て機能する場合があ り ます。
高速回路の配線規則モジュールで、 ネ ッ ト ク ラス、 ネ ッ
ト 、 ピン間接続に対し て間隙を設定し て、 その後、 高速
回路検査を行い、 イ ンピーダンス、 遅延、 配線長、 デ ィ
ジーチ ェーン ( 連鎖接続 )、 平行配線などのプロパテ ィ
をレポー ト し て く だ さい。 これらの障害は干渉が引き起
こ し、 プロ ト タ イプのコス ト 上の問題の原因と な り ま
す。 これらの検査は、 基板全体または特定のネ ッ ト に対
し て実行できます。 

• 最大ビアカウン ト ―設計全体に対し て、 最大ビア数の
チ ェ ッ ク を行います。

• 内層接続―設計全体の内層接続層検査を行います。 内層
接続層の接続パッ ド ス タ ッ クにパッ ドが存在するかど う
かを検査し ます。 パッ ド径が存在するには、 パッ ド径が
0 よ り大き く 、 ド リル径がパッ ド径を超えている必要が
あ り ます。 SMD パッ ドへのリ ン クの場合、 パッ ドから
ビアへの接続が内層接続層につながっているかど うかを
検査し ます。 
参照 ： 混在内層を設定ダイアログボ ッ クス
ヒ ン ト ： 内層接続の検査後、 内層接続層の間隙または接
続性エラーを表示するには、 [ 設計検証 ] ダイアログ
ボ ッ クスに戻り、 [ 間隙 ] または [ 結線状況 ] を ク リ ッ
ク し ます。

Table 1-275. [ 設計検証 ] ダイアログボ ッ クスの内容 (cont.)
名前 説明
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[ 検査内容 ] 領域
( 続き )

• テス ト ポイ ン ト ―設計全体のテス ト ポイ ン ト 検査を行い
ます。 この検査は、 プローブ間隙、 プローブ用の最小ビ
ア / パッ ド径、 SMD ピンプローブ、 実装部品面側の実
装部品ピン上のテス ト ポイ ン ト 、 ネ ッ ト 毎のテス ト ポイ
ン ト 数、 ネイル直径の設定をチ ェ ッ ク し、 それらの設定
を DFT 検査プログラムでの設定内容と照合し ます。 
参照 ： テス ト ポイ ン ト 検査の実施
ヒ ン ト ： テス ト ポイ ン ト 検査は、 [ 設計検証 ] または
[ ラテ ィ ム (Latium) 検査内容を設定 ] ダイアログボ ッ ク
ス ([ ラテ ィ ム (Latium) 検査内容を設定 ] を選択し て、
[ 設定 ] を ク リ ッ クで開きます ) のどち らで実行し ても
同じ です。 ラテ ィ ウム設計検証を実行する予定であれ
ば、 他のラテ ィ ウム検査と と もにテス ト ポイ ン ト 検査を
実行する こ とによ り、 PADS Layout と PADS Router 間で
の余計な設計の転送を減らすこ とができます。

• 製造関連―PADS Layout の CAM 文書、または CAM350 か
らバッ クワー ド ア ノ テー ト されたエラーを使用し て、
設計の DFF エラー検査を実行し ます。 
参照 ： 基板製造工程検査条件を設定ダイアログボ ッ ク
ス、 CAM350 フ ァ イルをバッ クア ノ テー ト

• ラテ ィ ウム設計検証―設計の可視領域のみを対象に間隙
検査を行います。 検出されたラテ ィ ウム規則エラーは、
位置座標リ ス ト に表示されます。 設計は、 PADS Router
に転送されて設計検証が行われ、 処理終了後に PADS 
Layout に戻されます。 設計作業に PADS Router を使用
し た場合、 PADS Router のみで検査できる高度な規則 (
差動ペア、 SMD 上にビア配置、 整合長配線 ) が含まれ
る場合もあ り ます。 
ラテ ィ ウム設計検証では、 以下を実行し ます。
a. 現在の PADS Layout データベースを一時フ ァ イルに

保存し ます。
b. ( 実行中でない場合 )PADS Router を起動し ます。
c. 設計検証モー ド で PADS Router モニ タ を起動し ます。
d. 保存し た PADS Layout の設計を PADS Router に読み

込みます。
e. 選択された検査操作を実行し ます。
f. PADS Router でフ ァ イルを保存し ます。
g. PADS Router フ ァ イルを PADS Layout に再び読み込み

ます。
• ワイヤボン ド―設計全体の間隙の検査を行います。 設計

内の全ダイ部品のワイヤボン ド とサブス ト レー ト ボン ド
パッ ド間にあるワイヤボン ド長、 幅、 角度、 間隙を検査
し ます。
ヒ ン ト ： 個々のダイ部品の規則は、 ワイヤボン ド エデ ィ
タの [ ワイヤボン ド規則 ] ダイアログボ ッ クスで設定し
ます。

Table 1-275. [ 設計検証 ] ダイアログボ ッ クスの内容 (cont.)
名前 説明
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エラー記号の説明

設計検証の後、 データベースオブジ ェ ク ト と し て、 エラー記号が PADS Layout データ
ベースに挿入されます。 PADS Layout データベースにあるエラーオブジ ェ ク ト は、
PADS Router に転送され、 フ ァ イル読込み時に PADS Router のエラーオブジ ェ ク ト に
変換されます。 

開始ボタ ン 指定し たオプシ ョ ンで検査を実行し ます。

設定ボタ ン 選択し た検査の設定ダイアログボ ッ クスを開きます。
• 間隙―間隙検査内容を設定ダイアログボ ッ クス
• 結線状況―結線状況設定ダイアログボ ッ クス
• 高速回路―電気特性検査ダイアログボ ッ クス
• 最大ビアカウン ト ―使用できません
• 内層接続―混在内層を設定ダイアログボ ッ クス
• テス ト ポイ ン ト ―使用できません
• 製造関連―基板製造工程検査条件を設定ダイアログボ ッ

クス
• ラテ ィ ウム設計検証―ラテ ィ ム (Latium) 検査内容を設定

ダイアログボ ッ クス
• ワイヤボン ド―ワイヤボン ドの検査内容を設定ダイアロ

グボ ッ クス

レポー ト 表示
ボタ ン

選択し た検査のレポー ト をテキス ト エデ ィ タ で開きます。
デフ ォル ト ではレポー ト は \PADS Projects フ ォルダに保存
されます。
• 間隙―clear.lst
• 結線状況―connect.lst
• 高速回路―hispeed.lst
• 最大ビアカウン ト ―viacount.lst
• 内層接続―chtie.lst
• テス ト ポイ ン ト ―testpt.lst
• 製造関連―DFF.lst
• ラテ ィ ウム設計検証―latium.lst
• ワイヤボン ド―diecheck.lst

レポー ト
フ ァ イルボタ ン

レポー ト フ ァ イルを保存する場所を指定し ます。 各検査の
種類に対し て異なる保存場所と名前を設定できます。

確認画面ボタ ン エラーをレポー ト する [ 製造関連 ] 検査を実行し た後、 エ
ラーに関連する CAM 層ド キュ メ ン ト を確認する こ とがで
きます。 確認画面ボタ ンは、 [ 製造関連 ] 検査が有効になっ
てお り、 エラーを表示し た時のみ使用できます。

エラー [ 開始 ] を ク リ ッ ク し て実行し た検査内容に対するエラーの
数を表示し ます。

Table 1-275. [ 設計検証 ] ダイアログボ ッ クスの内容 (cont.)
名前 説明
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PADS Layout のほとんどのエラーオブジ ェ ク ト は、 PADS Router で同一のエラー
オブジ ェ ク ト に変換されます。 変換に関する例外については、 Table 1-276 の注意欄に
記載し ます。 

Table 1-276. PADS Layout/Router エラーオブジ ェ ク ト

記号 エラー 注意 ：

 

テス ト 性および
接続状況

 

高速回路

 

製造関連

最小 / 最大長

アセンブ リ
( ラテ ィ ウムのみ )

実装部品高さ エラーは、 PADS Router ではア
センブ リ エラーにな り ます。 そのため、
PADS Router の PADS Router アセンブ リ エ
ラーは、 フ ァ イルの保存時に PADS Layout の
PADS Layout 禁止領域エラーに変換されます。

 

ド リル⇔ド リル PADS Layout のド リルと ド リル間のエラーは、
PADS Router では製造関連エラーと な り ます。
そのため、 PADS Router の製造関連エラーは、
フ ァ イルの保存時に PADS Layout のド リルと
ド リル間のエラーに変換されます。 
ド リルと ド リル間のエラーレポー ト は、 ド リ
ルペアの 1 層のみを対象と し ます。 
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ヒ ン ト ： PADS Router ではエラーを無視するよ う設定できます。 エラー無視ステータ
スに設定する と、 エラー記号が表示されな く な り ますが、 データベース内にはエラー
が残り ます。 PADS Layout ではエラー無視ステータ スを保存し ますが、 エラー無視ス

 

間隙 外形と外形間のエラーは、 PADS Layout では
間隙エラーと な り ます。 外形と外形間の検査
は、 PADS Router では実行されず、 配置外形
線の検査だけがアセンブ リ検査と し て実行さ
れます。 し たがって、 PADS Router には外形
と外形間のエラーはあ り ません。 PADS 
Layout の外形と外形間のエラーは、 PADS 
Router では、 アセンブ リ エラー記号によ って
識別される配置外形線エラーに変換されます。
そのため、 PADS Router の PADS Router 配置
外形線エラーは、 フ ァ イルの保存時に、
PADS Layout の PADS Layout 配置外形線エ
ラーに変換されます。 
ヒ ン ト ： 外形と外形間のエラーは、 PADS 
Router から返されません。

 

禁止領域 実装部品高さ エラーは、 PADS Router ではア
センブ リ エラーにな り ます。 そのため、
PADS Router の PADS Router アセンブ リ エ
ラーは、 フ ァ イルの保存時に PADS Layout の
PADS Layout 禁止領域エラーに変換されます。

 

基板外形線

 

最大角度

最大ビア数 ビアが多すぎるネ ッ ト ご とに 1 つエラー記号
が追加されます。

ラテ ィ ウム検査 ラ テ ィ ウムエラー記号は、 設計内にラテ ィ ウ
ム規則がある こ と を示し ます。 [ 設計検証 ] ダ
イアログボ ッ クス内の [ ラテ ィ ウム設計検証 ]
オプシ ョ ンを使用し た場合のみラ テ ィ ウム規
則を検査する こ とができます。 し たがって、
ラ テ ィ ウムエラーがないこ と を確認するには、
ラ テ ィ ウム検査を実行し て下さい。

Table 1-276. PADS Layout/Router エラーオブジ ェ ク ト  (cont.)
記号 エラー 注意 ：
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テータ スの指定 / 指定解除は PADS Router でのみ実行できます。 し たがって、 無視さ
れたエラーは、 フ ァ イルが保存され、 PADS Layout から読込まれた後も無視された状
態のままです。 PADS Layout では無視されたエラーは表示されます。 PADS Router で
非表示状態の無視されたエラーは、 PADS Layout フ ァ イルに保存される と、 フ ァ イル
が PADS Layout に読込まれた と きに表示されるよ う にな り ます。

関連 ト ピ ッ ク

設計検証

ビアのプロパテ ィ ダイアログボ ッ クス
[ ビアのプロパテ ィ ] ダイアログボ ッ クスには、 ビアが属するネ ッ ト 名、 ビア名、
位置座標、 接続先が表示されます。 

ア クセス

• ビアを選択 > 右ク リ ッ ク > プロパテ ィ

Figure 1-294. [ ビアのプロパテ ィ ] ダイアログボ ッ クス

Table 1-277. [ ビアのプロパテ ィ ] ダイアログボ ッ クスの内容

名前 説明

ネ ッ ト ビアが属するネ ッ ト の名前を表示し ます。

結線 ビアの接続情報を表示し ます。
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X/Y ビアの X、 Y 座標。 位置を変更するには、 別の値を入力
し ます。

ビア名 ビア タ イプを表示し ます。 リ ス ト から別のタ イプを選択
し て、 適用できます。 
ヒ ン ト ： [ オプシ ョ ン ] ダイアログボ ッ クスの [ 配線 ]
タ ブで、 [ テス ト ポイ ン ト 固定 ] が選択されている場合、
ビア タ イプの再指定は行えません。 固定済みテス ト ポイ
ン ト であるビア タ イプの再指定を行う と、 警告 : テス ト
ポイ ン ト が位置固定済ダイアログボ ッ クスが表示されま
す。

配線⇔配線の間隙 ビアの配線間の間隙規則を表示し ます。

規則の階層 ビアに適用される規則を表示し ます。

固定済 ビアが動かないよ う固定し ます。 ビアを移動し よ う とす
る と、 ビアが固定済みである こ と を知らせる メ ッ セージ
が表示されます。 固定済み設定はオーバーラ イ ド する こ  
とが可能です。
[ ビアのプロパテ ィ ] ダイアログボ ッ クスで [ 固定済 ]
チ ェ ッ クボ ッ クスを選択する こ とによ り、 製造基板上の
ビア位置を固定できます。 イ ンサーキッ  ト テス ターの
ポイ ン ト は、 テス ト ポイ ン ト 位置 ( ビア ) と一致し てい
ます。 基板の再設計と再製造を行う と、 固定済みテス ト
ポイ ン ト によ り新規設計ではビアが移動し ないため、 コ
ス ト のかかるテス ト 機器一新を避ける こ とができます。

Table 1-277. [ ビアのプロパテ ィ ] ダイアログボ ッ クスの内容 (cont.)
名前 説明
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テス ト ポイ ン ト ビアやピンをテス ト ポイ ン ト に設定し ます。 
選択し たオブジ ェ ク ト の状態によ って、 3 種類の状態が
あるチ ェ ッ クボ ッ クスです。 選択し たすべてのビアやピ
ンがテス ト ポイ ン ト の場合は、 このチ ェ ッ クボ ッ クスは
ON にな り ます。 選択し たビアやピンがテス ト ポイ ン ト
ではない場合、 このチ ェ ッ クボ ッ クスは OFF にな り ま
す。 テス ト ポイ ン ト であるビアやピンが混在する場合
は、 チ ェ ッ クボ ッ クスは未定義の状態と な り ます。 
[ テス ト ポイ ン ト ] を有効にし て [ 適用 ] を選択する こ と
で、 選択し たすべてのビアやピンをテス ト ポイ ン ト に設
定できます。 [ テス ト ポイ ン ト ] を無効にし て [ 適用 ] を
選択する と、 選択し たすべてのビアやピンから テス ト ポ
イ ン ト を削除できます。 [ 適用 ] を ク リ ッ クする と、 ビ
アやピンをテス ト ポイ ン ト にできるか、 パッ ド ス タ ッ ク
が自動的に検査されます。 た と えば、 ベ リー ド ビアの場
合、 プローブがベ リー ド ビアに接続できないため、 テス
ト ポイ ン ト にはできません。

ヒ ン ト ： ビアまたはピンにテス ト ポイ ン ト フ ラグが付い
ている と、 設計上でそのビアまたはピンに矢印が表示さ
れます。

内層接続サーマル ピンまたはビアがサーマル受領に該当するかを判断し ま
す。 サーマルの状態はピンやビアで個々に設定され、
サーマルイ ンジケータは内層接続層のみに表示されま
す。 ビアやピンをどのベタにも接続し ない場合は、 この
チ ェ ッ クボ ッ クスを OFF にし ます。
ピンやビアがサーマルを受領する対象と されても、 サー
マル属性は自動的には指定されません。
参照 ： PADS Layout コ ンセプ ト ガイ ドの 「対話型配線」
章のネ ッ ト を内層接続と接続、 「ピンやビアをサーマル
と し て設定」 項目

千鳥 ビアを千鳥ビアに設定し ます。

Table 1-277. [ ビアのプロパテ ィ ] ダイアログボ ッ クスの内容 (cont.)
名前 説明
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関連 ト ピ ッ ク

ビアプロパテ ィ の修正

ビアダイアログボ ッ クス
[ ビア ] ダイアログボ ッ クスを使い、 配線時に層を変更する際、 どのビアを挿入する  
かを決定し ます。 ビア タ イプを選択する と、 [ ビア追加 ] や [ 指示位置にビア追加 ] 
コ マン ドの実行時に配線時には、 そのビア タ イプが使用されます。 配線中にビア タ イ
プを変更する こ と も可能です。

ア クセス

• v を入力し て Enter キーを押し ます。

部品面アクセス DFT 検査で、 部品面と半田面から テス ト ポイ ン ト のプ
ローブを試みます。 デフ ォル ト は半田面です。 [ 部品面
アクセス ] が OFF の場合、 DFT 検査は自動的に半田面
から テス ト ポイ ン ト のプローブを試みます。 
参照 ： テス ト ポイ ン ト 検査の実施
[ 適用 ] を ク リ ッ クする と、 部品面アクセスが可能かど
うか、 パッ ド ス タ ッ クが自動的に検査されます。 た と え
ば、 ビアをテス ト ポイ ン ト と し て使用し たい場合、 部品
面アクセスのみで有効な非貫通ビアを割り当てる必要が
あ り ます。
ビアやピンがテス ト ポイ ン ト ([ テス ト ポイ ン ト ] が ON)
の場合、 [ 部品面アクセス ] オプシ ョ ンのみ設定できま
す。

ピンペアボタ ン [ ピンペアのプロパテ ィ ] ダイアログボ ッ クスを開きま
す。

ネ ッ ト ボタ ン [ ネ ッ ト のプロパテ ィ ] ダイアログボ ッ クスを開きます。

規則ボタ ン [ ピンペアの規則 ] ダイアログボ ッ クスを開きます。

パッ ド ス タ ッ ク
ボタ ン

[ パッ ド ス タ ッ ク プロパテ ィ ] ダイアログボッ クスを開
きます。

属性ボタ ン [ オブジ ェ ク ト 属性 ] ダイアログボ ッ クスを開きます。

Table 1-277. [ ビアのプロパテ ィ ] ダイアログボ ッ クスの内容 (cont.)
名前 説明
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Figure 1-295. [ ビア ] ダイアログボ ッ クス

関連 ト ピ ッ ク

ビア タ イプの設定

配線時のビア タ イプ変更

Table 1-278. [ ビア ] ダイアログボ ッ クスの内容

名前 説明

[ ビアモー ド ] 領域 • 自動―その層変更に対応するすべてのビア ( 貫通、
非貫通 ) から ビアが選択されます。 その層変更に適
し た非貫通ビアが見つかった場合は、 その非貫通ビ
アから選択されます。 適し た非貫通ビアがなかった
場合、 貫通 / 非貫通の層変更に対し て、 貫通ビアが選
択されます。 その後、 配線中のネ ッ ト に許可された
ビアについて、 [ 配線規則 ] ダイアログボ ッ クスで検
査が行われます。 複数のビアが候補と なった場合、
PADS Layout は最小ド リル径、 またはよ り小さ な
パッ ド寸法を持ったビアを挿入し ます。 自動モー ド
では、 [ オプシ ョ ン ] ダイアログボ ッ クス内 [ 配線 ]
タ ブの [ 層ペア ] 上で開始され終了するビアだけが
許可されます。
自動ビアモー ド を使う には、 配線の層ペア と非貫通
ビア定義の層ペアが一致する必要があ り ます。 た と
えば、 層 1 から 4 に非貫通ビアが設定され、 配線層
ペアが層 1 から 8 まで設定されている と、 自動モー
ドはビアの挿入を行いません。

• 非貫通―自動ビア選択は行われますが、 非貫通ビア
に限定されます。

• 貫通―貫通ビアのリ ス ト をアク テ ィ ブにし ます。
デフ ォル ト と し て使う ビアを ク リ ッ ク し、 [ 適用 ] を
ク リ ッ ク し ます。 層ペア間で移動する度に挿入され
るビア と な り ます。

ビア一覧 設計で使用可能なビアを表示し ます。
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間隙を表示ダイアログボ ッ クス
[ 間隙を表示 ] ダイアログボ ッ クスを使用し て、 2 つの項目間の最小間隙を表示し ま
す。

ア クセス

• 画面表示メ ニュー > 間隙 > 間隙の形式ボタ ンを ク リ ッ ク  > 設計内の 2 つの項目
を選択

Figure 1-296. [ 間隙を表示 ] ダイアログボ ッ クス

Table 1-279. [ 間隙を表示 ] ダイアログボ ッ クスの内容

名前 説明

選択済項目 選択し たネ ッ ト と項目の情報を表示し ます。 選択し た
間隙ボタ ンによ り、 有効になる内容が決定し ます。
ヒ ン ト ： ジャ ンパ外形線、 文字、 テ ィ ア ド ロ ッ プは間隙
に対し て有効な項目ではあ り ません。

最小間隙 選択し た項目間、 選択し たネ ッ ト と それに一番近い項
目、 または選択し たネ ッ ト 間の最小間隙を計算し ます。

最小間隙記号部分に
移動表示

最小間隙マーカーがメ イ ンの作業領域の中心に来るよ
う、 画面をパン し ます。 [ ネ ッ ト ⇔項目 ] および [ ネ ッ
ト ⇔ネ ッ ト ] でのみ使用可能です。
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関連 ト ピ ッ ク

項目間の間隙の表示

ネ ッ ト と項目間の間隙の表示

ネ ッ ト 間の間隙の表示

ネ ッ ト を表示ダイアログボ ッ クス
[ ネ ッ ト を表示 ] ダイアログボ ッ クスを使用し て、 以下を行います ：

• 接続の表示と非表示を選択的に行う

• ネ ッ ト 名で配線または未配線のパスの表示と非表示を行う

ヒ ン ト ： [ ネ ッ ト を表示 ] で未配線接続が非表示になっている場合、 設計検証や検索
では、 検索されません。 検索し たいネ ッ ト や配線が無効になっていないこ と を確認し
て く だ さい。

項目⇔項目ボタ ン 選択し た 2 つの項目間の最小間隙を計算し ます。 サポー
ト する項目タ イプは、 基板外形線、 パッ ド、 ビア、 ジャ
ンパ、 配線、 2D ラ イ ン、 ベタ、 自動ベタ、 実装部品外
形線です。 
ヒ ン ト ： ジャ ンパ外形線、 文字、 テ ィ ア ド ロ ッ プは間隙
に対し て有効な項目ではあ り ません。
間隙は現在の層で測定されます。 選択し た項目の両方ま
たはいずれかが現在の層にない場合、 間隙は、 現在の層
にない項目の中心線まで測定されます。

ネ ッ ト ⇔項目ボタ ン 選択し たネ ッ ト と それに最も近い項目までの最小間隙を
表示し ます。 サポー ト する項目形式は、 パッ ド、 ビア、
ジャ ンパ、 配線、 2D ラ イ ン、 ベタ、 自動ベタ、 実装部
品外形線です。 

ネ ッ ト ⇔ネ ッ ト
ボタ ン

選択し た 2 つのネ ッ ト 間の最小間隙を計算し ます。

オプシ ョ ンボタ ン 最小間隙を表すのに使用する延長線や矢印を設定するた
めの、 [ オプシ ョ ン ] ダイアログボ ッ クスの [ 自動寸法
線 ] タ ブを開きます。
ヒ ン ト ： 間隙を表す文字、 線、 矢印などの外観を変更す
るには、 [ オプシ ョ ン ] ダイアログボ ッ クスの自動寸法
線タ ブを使用し ます。

Table 1-279. [ 間隙を表示 ] ダイアログボ ッ クスの内容 (cont.)
名前 説明
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ア クセス

• 画面表示メ ニュー > ネ ッ ト

Figure 1-297. [ ネ ッ ト を表示 ] ダイアログボ ッ クス

Table 1-280. [ ネ ッ ト を表示 ] ダイアログボ ッ クスの内容

名前 説明

ネ ッ ト リ ス ト 設計内で使用できるすべてのネ ッ ト を表示し ます。

一覧表示リ ス ト 表示プロパテ ィ を設定し たいネ ッ ト をすべて表示し ま
す。

追加 / 解除ボタ ン 追加 ボタ ンを ク リ ッ クする と、 選択し たネ ッ ト 名を
[ 一覧表示 ] ボ ッ クスに移動し ます。 こ こ で、 ネ ッ ト 名
の強調表示や詳細表示の設定を行えます。 複数選択をす
るには Ctrl キーを使います。 ネ ッ ト を [ 一覧表示 ] リ ス
ト から [ ネ ッ ト リ ス ト ] に移動するには解除ボタ ンを ク
リ ッ ク し ます。

選択内容リ ス ト リ ス ト ボ ッ クスから コマン ド を選択し て、 [ ネ ッ ト リ ス
ト ] や [ 一覧表示 ] リ ス ト 内の使用可能ネ ッ ト を変更で
きます。
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関連 ト ピ ッ ク

ネ ッ ト プロパテ ィ の修正

ネ ッ ト の表示

ネ ッ ト のプロパテ ィ ダイアログボ ッ クスの使用

visEDOC Link ダイアログボ ッ クス
[visEDOC Link] ダイアログボ ッ クスで、 使用するテンプレー ト フ ァ イルを指定し ま
す。

ネ ッ ト の表示色 [ ネ ッ ト の表示 ] リ ス ト で選択し たネ ッ ト に色を設定し
ます。 ネ ッ ト に色を割り当てる と、 パッ ド、 未配線処
理、 全層のビア、 配線はその色で表示され、 銅箔面分割
の際に容易にネ ッ ト を特定できるよ う にな り ます。 銅箔
面の分割を行う際、 ク リ テ ィ カルなシグナルに色を指定
する こ とができ、 簡単に自動ベタ を作成できます。 ネ ッ
ト の色指定はすべて、 設計と共に保存されます。
[ ネ ッ ト の表示色 ] は以下の目的で使用し ます ：
• ネ ッ ト ク ラスや規則付き ク ラス規則に色を指定
• 電源やグラウン ド に色を指定し、 未配線を非表示に

設定。 ピンは設定された色で表示されます。 電気や
グラウン ドの未配線が表示されないので、 コ ンデン
サやレジス タ を配置する際に役立ちます。

• 配置時に静的未配線が見えるよ う、 重要なネ ッ ト に
色を指定。

ネ ッ ト 毎に配線個別
色表示

[ 一覧表示 ] リ ス ト 内のネ ッ ト に対し、 配線を指定し た
色で表示し ます。 配線、 ピン、 自動ベタ、 未配線が割り
当て色で表示されます。

[ 配線と それに続 く
未配線 ] チ ェ ッ ク
ボ ッ クス

未配線接続のフ ィ ルタ リ ングを有効にし、 [ 未配線詳細
表示 ] 領域でコ マン ドの設定が行えま す。

[ 未配線の詳細を表示
] 領域

[ 未配線の詳細を表示 ] 領域のオプシ ョ ンは ：
• 全て―すべての未配線を表示し ます。
• 内層接続ネ ッ ト を除外 し たネ ッ ト 全体―内層接続へ

接続されている内層接続ネ ッ ト 以外のすべての未配
線を表示し ます。
自動ベタ、 分割 / 混合内層接続銅箔面、 CAM 内層に
埋め込まれた千鳥ビアへの未配線は表示し ません。

• 未配線ピンペア ・ ネ ッ ト ―完全に配線解除されたピ
ンペアの未配線のみを表示し ます。

• な し―未配線を表示し ません。

Table 1-280. [ ネ ッ ト を表示 ] ダイアログボ ッ クスの内容 (cont.)
名前 説明
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ア クセス

• ツールメ ニュー > 製造関連 > Advanced Documentation

Figure 1-298. [visEDOC Link] ダイアログボ ッ クス

警告 : テス ト ポイ ン ト が位置固定済ダイアログボ ッ
クス

この警告ダイアログボ ッ クスは、 ビア、 ピン、 配線のいずれかを修正し ていたかに
よ って異なる機能を持ちます。

ア クセス

警告ダイアログボ ッ クスを表示するには、 以下のいずれかを修正し ます ：

• テス ト ポイ ン ト を含むク ラス タ

• 位置固定済みテス ト ポイ ン ト であるビア、 ピンまたはジャ ンパピン

• 位置固定済みテス ト ポイ ン ト に接続された配線

Table 1-281. [visEDOC Link] ダイアログボ ッ クスの内容

名前 説明

visEDOC template file 設計を visEDOC に送信するための visEDOC テンプ
レー ト のフ ァ イルパスを入力し ます。 ド キュ メ ン ト
のテンプレー ト を使用し ない場合はボ ッ クスは空欄
にし ておいて く だ さい。

Browse Browse ボタ ンを使用し て、 テンプレー ト フ ァ イルを
探すこ とができます。
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Figure 1-299. [ 警告 ] ダイアログボ ッ クス

関連 ト ピ ッ ク

警告 : 位置固定済テス ト ポイ ン ト ダイアログボ ッ クス

ワイヤボン ドの検査内容を設定ダイアログボ ッ クス
[ ワイヤボン ドの検査内容を設定 ] ダイアログボ ッ クスを使用し て、 ワイヤボン ド検
証時にどのワイヤボン ド規則を検査するかを指定し ます。

ア クセス

• ツールメ ニュー > 設計検証 > ワイヤボン ド検査 > 設定ボタ ン

Figure 1-300. [ ワイヤボン ドの検査内容を設定 ] ダイアログボ ッ クス

Table 1-282. [ 警告 ] ダイアログボ ッ クスの内容

名前 説明

テス ト ポイ ン ト の
位置固定は無効

[ オプシ ョ ン ] ダイアログボ ッ クスの [ 配線 ] タ ブの
[ テス ト ポイ ン ト 固定 ] を OFF にし ます。

OK ボタ ン 変更を適用し、 テス ト ポイ ン ト のステータ スを保持し
ます。
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関連 ト ピ ッ ク

ワイヤボン ド検査の設定

ワイヤボン ド プロパテ ィ ダイアログボ ッ クス
ワイヤボン ド エデ ィ タ で 1 つまたは複数のワイヤボン ドが選択された状態で、 右ク
リ ッ ク メ ニューのプロパテ ィ を選択し、 ワイヤボン ド プロパテ ィ の編集を行います。

制限事項 : この情報は BGA ツールキ ッ ト のみに当てはま り ます。

注意 : 複数のオブジ ェ ク ト が選択されている場合、 すべての選択済オブジ ェ ク ト に共
通するプロパテ ィ のみが表示されます。

ア クセス

• BGAツールバーボタ ン > ワイヤボン ド エデ ィ タボタ ン > ワイヤボン ド を選択 > 
右ク リ ッ ク  > プロパテ ィ

Table 1-283. [ ワイヤボン ドの検査内容を設定 ] ダイアログボ ッ クスの内容

名前 説明

WB ⇔ WB 間隙 隣接するワイヤボン ド間の間隙を現在の単位系で指定し ま
す。 すべての検査は、 端点と端点間で実行されます。

WB ⇔ SBP 間隙 ワイヤボン ド と隣接するサブス ト レー ト ボン ドパッ ド間の
間隙を現在の単位系で指定し ます。 すべての検査は、 端点
と端点間で実行されます。

最短長 ダイ部品内の全ワイヤボン ドの最短長を、 現在の単位系で
指定し ます。

最大長 ダイ部品内の全ワイヤボン ドの最大長を、 現在の単位系で
指定し ます。

最大角度 ダイ部品内に配置するワイヤボン ドの最大角度を、 角度単
位で指定し ます。
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Figure 1-301. [ ワイヤボン ド プロパテ ィ ] ダイアログボ ッ クス

Table 1-284. [ ワイヤボン ド プロパテ ィ ] ダイアログボ ッ クスの内容

名前 説明

CBP オフセ ッ ト 実装部品ボン ドパッ ドの中心位置からワイヤボン ド をオ
フセ ッ ト する、 CBP の方向に対する X および Y 値を指
定し ます。

SBP オフセ ッ ト サブス ト レー ト ボン ドパッ ドの中心位置からワイヤボン
ド をオフセ ッ ト する、 SBP の方向に対する X および Y
値を指定し ます。

幅 ワイヤボン ドの幅を入力し ます。 有効範囲は 0 から 250
ミ ルです。 0 を入力する と、 表示線の幅は 0.01 ミ ルと な
り ます。

長さ 現在選択されているワイヤボン ドの長さ を現在の設計単
位で表示し ます。

角度 現在選択されているワイヤボン ドの角度を現在の設計単
位で表示し ます。

規則データ [ ワイヤボン ド規則 ] ダイアログボ ッ クスから取得し た
現在のワイヤボン ド規則情報を表示し ます。
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ワイヤボン ド規則ダイアログボ ッ クス
[ ワイヤボン ド規則 ] ダイアログボ ッ クスを使用し て、 ダイ部品のワイヤボン ド に適
用する規則の定義を行います。 すべてのチ ェ ッ クは端点間で行われます。

制限事項 : この情報は BGA ツールキ ッ ト のみに当てはま り ます。

ア クセス

• BGAツールバーボタ ン > ワイヤボン ド ウ ィ ザー ド ボタ ン > ワイヤボン ド規則ボ
タ ン

Figure 1-302. [ ワイヤボン ド規則 ] ダイアログボ ッ クス

CBP ボタ ン 現在選択されているサブス ト レー ト ボン ドパッ ド に接続
されている実装部品ボン ドパッ ドの CBP プロパテ ィ ダ
イアログボ ッ クスを開きます。 接続されている実装部品
ボン ドパッ ドがない場合、 このボタ ンは使用できませ
ん。

SBP ボタ ン 現在選択されているサブス ト レー ト ボン ドパッ ド に接続
されている実装部品ボン ドパッ ドの SBP プロパテ ィ ダ
イアログボ ッ クスを開きます。 接続されている実装部品
ボン ドパッ ドがない場合、 このボタ ンは使用できませ
ん。

WB 規則ボタ ン ワイヤボン ド規則ダイアログボ ッ クスを開きます。

Table 1-284. [ ワイヤボン ド プロパテ ィ ] ダイアログボ ッ クスの内容 (cont.)
名前 説明
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関連 ト ピ ッ ク

ワイヤボン ド規則のチ ェ ッ ク

ワイヤボン ド ウ ィ ザー ド ダイアログボ ッ クス
[ ワイヤボン ド ウ ィ ザー ド ] ダイアログボ ッ クス を使用し て、 以下が行えます。

• SBP リ ングを定義

Table 1-285. [ ワイヤボン ド規則 ] ダイアログボ ッ クスの内容

名前 説明

WB ⇔ WB 間隙 隣接ワイヤボン ド間で必要な間隙を現在の単位で指定し
ます。 チ ェ ッ クボ ッ クスを選択し て値を入力し ないと、
規則はチ ェ ッ ク されません。 チ ェ ッ クはすべて端点と端
点の間で行われます。
ヒ ン ト ： 未チ ェ ッ クの規則はワイヤボン ド レポー ト に
「未設定」 と表示されます

WB ⇔ SBP 間隙 ワイヤボン ド と隣接サブス ト レー ト ボン ドパッ ド間で必
要な間隙を現在の単位で指定し ます。 チ ェ ッ クボ ッ クス
を選択し て値を入力し ないと、 規則はチ ェ ッ ク されませ
ん。 チ ェ ッ クはすべて端点と端点間で行われます。

最小長 ダイ部品内のすべてのワイヤボン ド に対し、 最小長を現
在の単位で指定し ます。 チ ェ ッ クボ ッ クスを選択し て値
を入力し ないと、 規則はチ ェ ッ ク されません。
ヒ ン ト ： 未チ ェ ッ クの規則はワイヤボン ド レポー ト に
「未設定」 と表示されます。

最大長 ダイ部品内のすべてのワイヤボン ド に対し、 最大長を現
在の単位で指定し ます。 チ ェ ッ クボ ッ クスを選択し て値
を入力し ないと、 規則はチ ェ ッ ク されません。
ヒ ン ト ： 未チ ェ ッ クの規則はワイヤボン ド レポー ト に
「未設定」 と表示されます。

最大角度 ダイ部品にワイヤボン ド を配置できる最大角度を度数で
指定し ます。 チ ェ ッ クボ ッ クスを選択し て値を入力し な
いと、 規則はチ ェ ッ ク されません。
ヒ ン ト ： 未チ ェ ッ クの規則はワイヤボン ド レポー ト に
「未設定」 と表示されます。

読み込みボタ ン ワイヤボン ド ウ ィ ザー ドの設定フ ァ イルからワイヤボン
ド ウ ィ ザー ド ダイアログボ ッ クスに保存されたワイヤボ
ン ド規則を読み込み、 [ ワイヤボン ド規則 ] ダイアログ
ボ ッ クスで OK を ク リ ッ クする と、 現在開いているダイ
部品に対する規則にこの値が指定されます。
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• 規則を定義

• 実装部品ボン ドパッ ド を リ ングに指定

• ワイヤボン ド フ ァ ンアウ ト  形状を定義

• ワイヤボン ド フ ァ ンアウ ト を作成

ダイウ ィ ザー ド には 4 種類のタ ブがあ り ます ：

• ガイ ド

• フ ァ ンアウ ト 定義

• 配線仕様

• CBP

ア クセス

• BGA ツールバーボタ ン > ワイヤボン ド ウ ィ ザー ド ボタ ン

Figure 1-303. [ ワイヤボン ド ウ ィ ザー ド ] ダイアログボ ッ クス
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Table 1-286. [ ワイヤボン ド ウ ィ ザー ド ] ダイアログボ ッ クスの内容

名前 説明

ダイ実装部品 選択されたダイ実装部品を表示し ます。

SBP リ ング リ ス ト 現在定義されているすべての SBP リ ングを記載し ます。
表示、 編集または定義する SBP リ ングを選択し ます ( 複
数可 )。 新規リ ングの追加、 リ ングの削除や名称変更も行
えます。

追加ボタ ン ダイに新規 SBP リ ングを追加する [SBP リ ングを追加 ]
ダイアログボ ッ クスを開きます。

削除ボタ ン 選択し た SBP リ ングを削除し ます。 CBP が 1 つの SBP リ
ングに指定されている場合に限り、 このリ ングに指定さ
れたすべての実装部品ボン ドパッ ドの指定が解除され、
SBP とワイヤボン ドが削除されます。 CBP が複数の SBP
リ ングに指定されている状態で、 リ ングの 1 つが削除さ
れる と、 CBP は残りのリ ングに指定されたまま残り、
対応する SBP とワイヤボン ドは維持されます。

名称変更ボタ ン 現在選択されている SBP リ ングの名称を変更する [SBP
リ ングの名称変更 ] ダイアログボ ッ クスを開きます。

タ ブ • ガイ ド
• フ ァ ンアウ ト 定義
• 配線仕様
• CBP

設定を保存ボタ ン 他の設計で使用できるよ う、 現在の設計の [ ワイヤボン
ド ウ ィ ザー ド ] ダイアログボ ッ クス設定を保存し ます。
設定は拡張子 .wbw が付いたテキス ト フ ァ イルと し て
保存されます。

設定を読込ボタ ン テキス ト 設定フ ァ イルから設定を読み込み、 現在の設計
で使用し ます。 設定は拡張子 .wbw が付いたテキス ト フ ァ
イルと し て保存されます。 保存し た .wbw フ ァ イルを他の
設計で使用するには、 設定を保存ボタ ンを使用し ます。

規定の SBP ⇔ SBP SBP 間の間隙規則のデフ ォル ト 値を、 [ 間隙規則 ] ダイア
ログボ ッ クスで設定された SMD 間のデフ ォル ト 間隙規則
で表示し ます。
参照 : 設計規則の設定

設計の規則ボタ ン SBP 間の間隙に影響する、 SMD 間のデフ ォル ト 間隙規則
の値を変更する [ 規則 ] ダイアログボ ッ クスを開きます。
[ 規則 ] ダイアログボ ッ クスでは、 [ デフ ォル ト ] を ク
リ ッ ク し、 次に [ 間隙 ] を選択し ます。
参照 : 設計規則の設定
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ワイヤボン ド領域 現在選択されているダイ実装部品のワイヤボン ド規則設
定を表示し ます。

ワイヤボン ド規則
ボタ ン

ワイヤボン ド間の間隙、 ワイヤボン ド とサブス ト レー ト
ボン ドパッ ド間の間隙、 最小 ・ 最大ワイヤボン ド長、 最
大ワイヤボン ド角度の設定を行う [ ワイヤボン ド規則 ] ダ
イアログボ ッ クスを開きます。

CBP を指定ボタ ン 実装部品ボン ドパッ ド を 1 つまたは複数のリ ングに指定
する [CBP を リ ングに指定 ] ダイアログボ ッ クスを開きま
す。

SBP のネー ミ ング 
ボタ ン

新規作成されたサブス ト レー ト ボン ドパッ ド にサブス ト
レー ト ボン ドパッ ド番号と関数名を指定する [SBP プロパ
テ ィ ダイアログボ ッ クス ] を開きます。

[ フ ァ ンアウ ト 生成
方向 ] 領域

フ ァ ンアウ ト を生成する実装部品ボン ドパッ ド を選択し
ます。
• 方向―処理を行う SBP リ ングの側面を選択し ます(複数

可 )。 ワイヤボン ド ウ ィ ザー ドは SBP リ ングの指定さ
れた方向にあるすべての実装部品ボン ドパッ ド に対し
て処理を行います。

• 選択済 CBP―レ イアウ ト ウ ィ ン ド ウで実装部品ボン ド
パッ ド を選択し ます。

間隙を許可 ワイヤボン ド フ ァ ンアウ ト へのワイヤボン ド配置時に間
隙を許可し ます。 許可し ない場合、 ワイヤボン ド フ ァ ン
アウ ト は均等に密集し た状態で配置されます。

ガイ ド と合致 SBP リ ングの推奨間隔値を用い、 SBP ガイ ド に沿ってサ
ブス ト レー ト ボン ドパッ ド を配置し ます。 このオプシ ョ
ンを選択し ない場合、 規則で許可されている最小間隔ま
での範囲で小さい値を使います。

フ ァ ンアウ ト
確認画面ボタ ン

現在の設定を使用し てワイヤボン ド フ ァ ンアウ ト のプレ
ビ ューを表示し ます。 ワイヤボン ド規則を満たすまで、
表示と修正を繰り返し ます。
フ ァ ンアウ ト パターンに影響する設定に変更が加えられ
る と、 フ ァ ンアウ ト は CBP 指定モー ドの確認画面に変わ
り ます。 追加情報の表示を制御するには [ 確認画面 ] オプ
シ ョ ン領域でオプシ ョ ンを設定し ます。

レポー ト 作成されたオブジ ェ ク ト とワイヤボン ド規則違反を含む
レポー ト を生成し ます

エラー記号 フ ァ ンアウ ト 確認画面でエラー記号を作成 ・ 表示し ます。

フ ァ ンアウ ト 作成
ボタ ン

新規フ ァ ンアウ ト を作成し、 設定を設計に保存し ます。
これによ り、 作成オブジ ェ ク ト およびワイヤボン ド規則
違反を含むレポー ト も作成されます。

Table 1-286. [ ワイヤボン ド ウ ィ ザー ド ] ダイアログボ ッ クスの内容 (cont.)
名前 説明
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Figure 1-304. ワイヤボン ド ウ ィ ザー ド、 [ ガイ ド ] タ ブ

Table 1-287. [ ガイ ド ] タ ブの内容

名前 説明

[ 寸法 ] 領域 SBP ガイ ドの寸法を定義し ます :
• ダイからの距離―ク リ ッ ク し て、 サブス ト レー ト ボ

ン ドパッ ド ガイ ド ボ ッ クスのダイ外形からの距離の
X および Y 値を入力し ます。

• 寸法―ク リ ッ ク し て、 ガイ ド ボ ッ クスの絶対寸法を
設定し ます。

形状リ ス ト SBP ガイ ドの形状を定義し ます。 長方形、 円弧コー
ナー、 円弧四辺、 三角錐四辺が選択可能です。 円弧四辺
または三角錐四辺を選択し た場合、 高さ も選択できま
す。

各方向 混在形状でサブス ト レー ト ボン ドパッ ド ガイ ド を作成し
ます。

[ 各方向の形状 ] 領域 SBP ガイ ドの各側面の形状を定義し ます。
側面の形状を定義するには、 [ 使用 ] を ク リ ッ ク し ます。
[ 形状 ] 列で、 側面の形状タ イプを選択し ます。 円弧四
辺または三角錐四辺を選択し た場合は [ 高さ ] 列で高さ
を選択し ます。
SBP ガイ ドは 1 つまたは複数の側面が足り ない状態でも
作成できます 
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Figure 1-305. ワイヤボン ド ウ ィ ザー ド、 [ フ ァ ンアウ ト 定義 ] タ ブ

Table 1-288. [ フ ァ ンアウ ト 定義 ] タ ブの内容

名前 説明

形状 現在選択されている SBP リ ングにある フ ァ ンアウ ト の
サブス ト レー ト ボン ドパッ ド形状 ( 長方形または長円形 )
を選択し ます。

長さ 現在選択されている SBP リ ングにある フ ァ ンアウ ト の
サブス ト レー ト ボン ドパッ ド長を選択し ます。

幅 現在選択されている SBP リ ングにある フ ァ ンアウ ト の
サブス ト レー ト ボン ドパッ ド幅を選択し ます。

層 現在選択されている SBP リ ングにあるサブス ト レー ト
ボン ドパッ ドの電気層を選択し ます。

[ 照準 ] 領域 照準と なる領域を選択し ます :Ortho、 CBP、 Center、 X/Y

幅 現在選択されている SBP リ ングにある フ ァ ンアウ ト の
サブス ト レー ト ボン ドパッ ド幅を選択し ます。

オフセ ッ ト 現在選択されている SBP リ ングにある フ ァ ンアウ ト の
ワイヤボン ド オフセ ッ ト を選択し ます。
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Figure 1-306. ワイヤボン ド ウ ィ ザー ド、 [ 配線仕様 ] タ ブ

Table 1-289. [ 配線仕様 ] タ ブの内容

名前 説明

リ ングの SBP ⇔ SBP 選択された リ ングに対するサブス ト レー ト ボン ドパッ ド
を作成するための、 層のサブス ト レー ト ボン ドパッ ド間
の間隙値を表示し ます。 特定の設計規則が [ フ ァ ンアウ
ト 定義 ] タ ブでその層に対し て特定の設計規則が指定さ
れている場合、 このリ ングに対する間隙値はデフ ォル ト
の SBP から SBP 間隙とは異なる場合があ り ます。 層は
このリ ングのサブス ト レー ト ボン ドパッ ド特定のものと
な り ます。
SBP 間の間隙規則のデフ ォル ト 値は、 [ 間隙規則 ] ダイ
アログボ ッ クスで設定された SMD 間のデフ ォル ト 間隙
規則で表示されます。

SBP ⇔ SBP 間隔 選択し た リ ングに対する、 サブス ト レー ト ボン ドパッ ド
とサブス ト レー ト ボン ドパッ ド間の推奨間隙を定義し ま
す。 [ 間隙規則 ] ダイアログボ ッ クスで設定された SMD
間のデフ ォル ト 間隙規則で表される、 現在の SBP 間の
規則と同じかそれ以上の値を設定し て く だ さい。
参照 : 設計規則の設定

WB ⇔ SBP 間隔 選択し た リ ングに対する、 ワイヤボン ド とサブス ト レー
ト ボン ドパッ ド間の推奨間隙を定義し ます。 [ ワイヤボ
ン ド規則 ] ダイアログボ ッ クスで設定された WB ⇔ SBP
規則と同じかそれ以上の値を設定し て く だ さい。
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Figure 1-307. ワイヤボン ド ウ ィ ザー ド、 [CBP] タ ブ

優先間隔で実行 選択し た リ ングのサブス ト レー ト ボン ドパッ ド を配置す
る際に、 自動的に許可された最小間隙に切り替わらない
よ う にし ます。
[ ガイ ド と合致 ] オプシ ョ ンが選択されている場合、 [ 優
先間隔で実行 ] オプシ ョ ンの選択を解除する こ と で、 選
択し た リ ングのワイヤボン ド間隙を適用する こ とができ
ます。

ピン関数からネ ッ ト
を作成

同じ関数名を持つ新規サブス ト レー ト ボン ドパッ ド をす
べて、 同じ関数名のネ ッ ト に取り込みます。 同じ関数名
のネ ッ ト が存在し ていない場合は、 ワイヤボン ド ウ ィ
ザー ド によ って作成されます。

SBP ⇔ SPB の間隙を
無視

SBP 間の間隙規則を無視し ます。

Table 1-290. [CBP] タ ブの内容

名前 説明

CBP 列 選択し た リ ングに指定された全実装部品のボン ドパッ ド
数を表示し ます。

CBP Function 列 選択し た リ ングに指定された全実装部品ボン ドパッ ド関
数を表示し ます。

Table 1-289. [ 配線仕様 ] タ ブの内容 (cont.)
名前 説明
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関連 ト ピ ッ ク

ワイヤボン ド フ ァ ンアウ ト の作成

PADS Layout コ ンセプ ト ガイ ドの 「BGA 操作」

SBP Function 列 選択し た リ ングに指定された全サブス ト レー ト ボン ド
パッ ド関数を表示し ます。 

全選択ボタ ン 現在選択されている リ ングに指定するよ う、 CBP リ ス ト
内のすべての実装部品ボン ドパッ ド を選択し ます。

選択済を反転
ボタ ン

現在リ ス ト で選択されているすべての内容を反転し ま
す。 1 つの項目が選択されている場合にこのボタ ンを ク
リ ッ クする と、 その項目の選択が解除され、 残りの全項
目が選択されます。

選択済方向の CBP
のみ表示

[ ワイヤボン ド ウ ィ ザー ド ] ダイアログボッ クスの
[ フ ァ ンアウ ト 作成 ] 領域で指定された実装部品ボン ド
パッ ドのみを表示し ます。 このオプシ ョ ンを選択し ない
場合、 [ フ ァ ンアウ ト 作成 ] 領域の現在の設定にかかわ
らず、 すべての実装部品ボン ドパッ ド を リ ス ト し ます。

未指定ボタ ン CBP が 1 つの SBP リ ングに属し ている場合、 選択し た
実装部品ボン ドパッ ドの指定を リ ングから解除し、 実装
部品ボン ドパッ ド を未指定実装部品ボン ドパッ ド リ ス ト
に戻し ます。 複数の SBP リ ングに属し ている場合、
CBP は指定された残りのリ ングに属し たまま と な り ま
す。 

再指定 リ ス ト から リ ングを選択し て実装部品ボン ドパッ ドの
再指定を行う、 [CBP を リ ングに再指定 ] ダイアログ
ボ ッ クスを開きます。 

Table 1-290. [CBP] タ ブの内容 (cont.)
名前 説明
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Chapter 2
PADS Layout オー ト メ ーシ ョ ンサーバー

オー ト メ ーシ ョ ンサーバーヘルプへよ う こそ
本ヘルプ フ ァ イルでは PADS Layout に含まれるオー ト メ ーシ ョ ンサーバーフ ァ ン クシ
ョ ンを説明し ます 。 また 、 以下についても説明し ます ：

• OLE 背景 、 OLE と オー ト メ ーシ ョ ンの簡単な説明

• オー ト メ ーシ ョ ンサーバーオブジ ェ ク ト 階層

• PADS Layoutオー ト メ ーシ ョ ンサンプルでは 、 Microsoft Visual Basic 、 Microsoft 
Visual C++ 、 Microsoft Excel でオー ト メ ーシ ョ ン ク ラ イアン ト を記述する方法
を説明し ます 。

免責条項 ： PADS Layout オー ト メ ーシ ョ ンサーバーヘルプ内のサンプルコー ド
はフ リーウ ェ アです 。 メ ン ターグラ フ ィ ッ クスはこれらのサンプルをユーザー
のために提供し ています 。 フ リーウ ェ アは "as is" の状態で提供され 、 メ ン ター
グラ フ ィ ッ クスは 、 フ リーウ ェ アに関し て 、 市販性および特定目的との適合性
の黙示の保証を含む 、 明示または暗示のいかなる保証も行いません 。

• PADS Layout オー ト メ ーシ ョ ンサーバーリ フ ァ レンスでは 、 オー ト メ ーシ ョ ン
サーバーにおける各 Automation オブジ ェ ク ト 、 プロパテ ィ 、 メ ソ ッ ド 、 イベ
ン ト の一覧と詳細を記載し ます 。

OLE 背景
OLE が投げかける根本的な問題とは 、 「 世界中の様々な地域や時間帯において異なる
プログラム言語で書かれた 、 様々なベンダーによ って作られたバイナ リ要素の確実な
相互運用を実現するには 、 システムをどのよ う に設計すべきか 」 とい う こ と である 。

1995 年 1 月 　 Dr. Dobbs's Journal 　

OLE とは技術的には 「 オブジ ェ ク ト のリ ン ク と埋め込み 」 の略語ですが 、 現在では
不十分な表現です 。 今日では OLE は 、 異機種環境のアプ リ ケーシ ョ ン間での通信を
可能とする フ レームワークの Microsoft 版に基づ く 、 (Object Linking and Embedding 、
Automation 、 Compound Document 、 Visual Editing 、 ActiveX 、 DCCOM といった )
拡張を続ける フ ァ ン クシ ョ ン群と なっています 。

オー ト メ ーシ ョ ン とは 、 アプ リ ケーシ ョ ンがプロ ト コルを使用し て他アプ リ ケーシ ョ
ン とデータやフ ァ ン クシ ョ ンを共有できるよ う 、 そのプロ ト コルを定義するための
OLE フ ァ ン クシ ョ ンです 。 オー ト メ ーシ ョ ンにはサーバーと ク ラ イアン ト があ り ます
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。 サーバーとはデータやフ ァ ン クシ ョ ンを提供する要素です 。 ク ラ イアン ト ( コ ン ト
ローラ と もい う ) は 、 サーバーのデータやフ ァ ン クシ ョ ンを使用する要素です 。 様々
な組織で様々な人々が 、 異なる時間に 、 様々な開発ツールや開発言語を使ってサーバ
ーやク ラ イアン ト の管理する こ とができます 。 唯一必要な共通点は 、 同じオー ト メ ー
シ ョ ン通信プロ ト コルを使用する 、 とい う こ と です 。 PADS Layout がオー ト メ ーシ ョ
ンサーバーと されるのは 、 あるデータ ( データベース ) やある フ ァ ン クシ ョ ン ( 例 ：
設計フ ァ イルを開いてオブジ ェ ク ト を選択 ) を他のアプ リ ケーシ ョ ンに提供し ている
ためです 。 Microsoft Excel などのク ラ イアン ト は 、 オー ト メ ーシ ョ ンプロ ト コルを使
って PADS Layout のデータやフ ァ ン クシ ョ ンにアクセスできます 。

オー ト メ ーシ ョ ンの実装によ り 、 サー ドパーテ ィ 企業やユーザーは以下のこ とが行え
ます ：

• 製品の統合

• PADS Layout 機能群の拡張

• 既存機能のカス タ マイズ

• 標準スク リ プ ト 言語を使用し て タ スク を自動化

これらは製品のリ リースサイ クルとは関係な く 行う こ とができます 。

サンプル 5 では 、 PADS Layout と Excel を統合し 、 Report コマン ド を ク リーンで
カス タ マイズ可能な Excel レポー ト に拡張し てお り 、 上記の 利 点に関する実例を
示し ています 。 エン ド ユーザーは 、 強固に統合されカス タ マイズ可能な Excel レポー
ト ソ リ ューシ ョ ンが 利 用できるのです 。

オー ト メ ーシ ョ ンサーバーオブジ ェ ク ト 階層
ヒ ン ト ： CBP オブジ ェ ク ト 、 SBP オブジ ェ ク ト 、 Wirebond オブジ ェ ク ト はア ドバン
スパッ ケージツールキ ッ ト 専用で 、 オブジ ェ ク ト がダイ部品 (Component.IsDiePart) の
場合のみ適用されます 。
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Figure 2-1. オー ト メ ーシ ョ ンサーバーオブジ ェ ク ト 階層
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PADS Layout オー ト メ ーシ ョ ンサンプル

サンプル概要

PADS Layout 用オー ト メ ーシ ョ ン ク ラ イアン ト の開発を容易に行えるよ う 、 または既
存アプ リ ケーシ ョ ンを統合できるよ う 、 ご使用 / 修正可能な本テ ク ノ ロジーのサンプ
ルを提供いた し ます 。 これらのサンプルは 、
C:\PADS Projects\Samples\Scripts\Layout\samples にあ り 、 以下を含みます 。

• サンプル1ではPADS Layoutサーバーのオー ト メ ーシ ョ ン ク ラ イアン ト 作成の基
礎について詳し く 説明し ます 。 このサンプルは既存も し く は新規イ ンス タ ンス
への接続 / 切断方法 、 シンプルデータへのアクセス方法について示し ています
。  

• サンプル2はサンプル1の拡張版で 、 PADS Layoutの状態の変化を ク ラ イアン ト
に知らせる イベン ト を追加し ます 。

• サンプル3はサンプル2の拡張版で 、 PADS Layoutデータベースへのアクセスを
追加し ます 。

• サンプル4はサンプル3の拡張版で 、 ク ラ イアン ト と PADS Layout間での全ニ重
ク ロスプローブ フ ァ ン クシ ョ ンを追加し ます 。 また 、 サンプル 4 は詳細なデー
タベース情報の取得フ ァ ン クシ ョ ンを追加し ます 。

• サンプル5は現在の設計の 「 イ ンテ リ ジ ェ ン ト レポー ト 」 を Microsoft Excelのス
プレ ッ ド シー ト 、 Microsoft Word の表 、 HTML ページ といった様々な形式で
作成する 、 すべてのフ ァ ン クシ ョ ンを備えたカス タムプ ラグイ ンです 。 イ ンテ
リ ジ ェ ン ト レポー ト は元の PADS Layout データにダイナ ミ ッ クに リ ン ク され 、
ユーザーは作成されたレポー ト から 、 実装部品データ ( 配置位置 、 実装層 、 固
定済みステータ ス ) の修正が行えます 。

このサンプルでは 、 オー ト メ ーシ ョ ンサーバーによ り 、 ユーザーやサー ドパー
テ ィ のベンダーが 、 開いている設計にデータ をダイナ ミ ッ クに リ ン クするため
の独自のプ ラグイ ンの開発が可能なこ と示し ています 。 このサンプルを拡張し
て 、 Microsoft Access や Visual FoxPro といったアプ リ ケーシ ョ ン とのダイナ ミ
ッ クなデータ リ ン クが含まれるよ う にするのも 、 と ても簡単です 。

• サンプル 6 はオー ト メ ーシ ョ ン イ ン タ フ ェースを介し てアクセス可能な 、 すべ
ての PADS Layout 幾何学オブジ ェ ク ト を表示する Visual C++ アプ リ ケーシ ョ ン
です 。

ヒ ン ト ：

• これらのサンプルを実行するには 、 適切な開発ツールを イ ンス ト ールする必要
があ り ます 。 つま り 、 これらサンプルの Visual Basic バージ ョ ンを実行するに
は 、 システムに Visual Basic を導入する必要があ り ます 。 Visual C++ バージ ョ
ンを実行するには 、 システムに Visual C++ が導入されている必要があ り ます 。
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• これらサンプルや使用する ク ラ イアン ト アプ リ ケーシ ョ ンで問題が起きた場合
はサンプルの ト ラ ブルシューテ ィ ングを参照 く だ さい 。

• PADS Layout オブジ ェ ク ト 用の wrapper ク ラスを作成するには 、 Visual C++ 開発
ツールを使用し て作成し ます 。

免責条項 ： PADS Layout オー ト メ ーシ ョ ンサーバーヘルプ内のサンプルコー ドはフ リ
ーウ ェ アです 。 メ ン ターグラ フ ィ ッ クスはこれらのサンプルをユーザーのために提供
し ています 。 フ リーウ ェ アは "as is" の状態で提供され 、 メ ン ターグラ フ ィ ッ クスは 、
フ リーウ ェ アに関し て 、 市販性および特定目的との適合性の黙示の保証を含む 、 明示
または暗示のいかなる保証も行いません 。

サンプルの ト ラブルシューテ ィ ング

サンプルが説明通り に機能し ない場合 、 以下をご確認 く だ さい ：

• PADS Layoutのイ ンス タ ンスが1つだけ実行されている こ と を確認し て く だ さい
。 定義上 、 サーバーはユニークなものです 。 同一サーバーのイ ンス タ ンスが複
数存在する場合 、 ク ラ イアン ト を混乱させる こ とにな り ます 。 これらのプログ
ラムは起動時にオー ト メ ーシ ョ ンサーバーと し て自己登録されるため 、 PADS 
Layout を終了し てから再起動する と有効な場合もあ り ます 。 タ スクマネージャ
を使用し て 、 PADS Layout のイ ンス タ ンスがバッ クグラウン ド で複数で実行さ
れていないこ と を確認し て く だ さい 。

• ク ラ ンアン ト アプ リ ケーシ ョ ンを終了する前に 、 すべてのク ラ イアン ト を
PADS Layout から切断し ます 。

• 上記の方法で う ま く いかない場合は 、 システムを再起動し て く だ さい 。

PADS Layout Objects の Wrapper ク ラスを作成する

PADS Layout のタ イプ ラ イブ ラ リから 、 Visual C++ 開発ツールを使い 、 自動的に
PADS Layout オブジ ェ ク ト 用の wrapper ク ラスを作成できます 。 PADS Layout のタ イ
プラ イブラ リは PADS Layout のリ ソースに含まれるため 、 タ イプ ラ イブ ラ リ を PADS 
Layout アプ リ ケーシ ョ ン フ ァ イル (powerpcb.exe) から イ ンポー ト する こ とができます
。

本 ト ピ ッ クの説明は 、 Microsoft Visual C++ バージ ョ ン 6.0 を対象と し ています 。 他の
Visual C++ 開発ツールをご使用の場合は 、 タ イプ ラ イブ ラ リのイ ンポー ト に関する該
当ド キュ メ ン ト をご覧 く だ さい 。

PADS Layout オブジ ェ ク ト の wrapper ク ラスを作成するには 、

1. Microsoft Visual C++ でプロジ ェ ク ト を開きます 。

2. View メ ニューの ClassWizard を ク リ ッ ク し ます 。 MFC ClassWizard ダイアロ
グボッ クスが開きます 。
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3. Add Class を ク リ ッ ク し 、 表示された リ ス ト から From a type library を選択
し ます 。 Import from Type Libarary ダイアログボ ッ クスが開きます 。

4. フ ィ ルタ を All Files に設定し 、
C:\MentorGraphics\<latest_release>PADS\SDD_HOME\Programs\powerpcb.exe を
開き 、 Open を ク リ ッ ク し ます 。 Confirm Class ダイアログボ ッ クスが表示
されます 。

5. 使用する ク ラスを選択し て OK を ク リ ッ ク し ます 。

結果 ：  Microsoft Visual C++ は wrapper ク ラスを含む .h および .cpp フ ァ イルを作成し
ます 。

サンプル 1 －オー ト メ ーシ ョ ン ク ラ イアン ト の作成

この ト ピ ッ クではサンプル 1 の目的と仕様について説明し ます 。

目的

Sax Basic Engine 、 Microsoft Visual C++ (MFC 使用 ) 、 Microsoft Visual Basic 5.0 、
Microsoft Excel 97 を使用し たオー ト メ ーシ ョ ン ク ラ イアン ト アプ リ ケーシ ョ ンの作成
についての基本を紹介し ます 。 各アプ リ ケーシ ョ ンに対し て 1 つのサンプルを記載し
ます 。  

免責条項 ： PADS Layout オー ト メ ーシ ョ ンサーバーヘルプ内のサンプルコー ドはフ リ
ーウ ェ アです 。 メ ン ターグラ フ ィ ッ クスはこれらのサンプルをユーザーのために提供
し ています 。 フ リーウ ェ アは "as is" の状態で提供され 、 メ ン ターグラ フ ィ ッ クスは 、
フ リーウ ェ アに関し て 、 市販性および特定目的との適合性の黙示の保証を含む 、 明示
または暗示のいかなる保証も行いません 。

このサンプルの各バージ ョ ンでは 、 それぞれのプログラム言語で 、 以下について記述
し ています ：

• ク ラ イアン ト と オー ト メ ーシ ョ ンサーバー間の通信準備 。

• Automation オブジ ェ ク ト の ト ッ プレベルにポイ ン タ を用意 。

• PADS Layout が実行中かど うかに関係な く 、 PADS Layout からの接続 / 切断 。

• PADS Layout からシンプルデータへのアクセス 。

ヒ ン ト ： このサンプルのソースコー ドは 、
C:\PADS Projects\Samples\Scripts\samples\sample1 フ ォルダにあ り ます 。
コー ド には詳細な説明があるため 、 ク ラ イアン ト アプ リ ケーシ ョ ン開発の際にご 利
用 く だ さい 。

仕様

サンプル 1 はシンプルなダイアログボ ッ クスで 、 実行時にサーバーから接続と切断が
行えます 。 PADS Layout の既存の実行中イ ンス タ ンスや新規イ ンス タ ンスに接続がで
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きます 。 接続が行われる と 、 ク ラ イアン ト は開いている設計フ ァ イルの名前を取得し
ます 。

サンプル 1 の Visual Basic バージ ョ ン例を以下に示し ます 。 サンプルの Visual C++
バージ ョ ン もほぼ同じに見えます 。 Sax Basic Engine は既に PADS Layout に接続され
ているため 、 Basic スク リ プ ト バージ ョ ンには Connect と Disconnect ボタ ンはあ り ま
せん 。 Excel は開発ツールではな く アプ リ ケーシ ョ ンであるため 、 Excel 97 バージ ョ
ンでは異な り ます 。 このサンプルの Excel バージ ョ ンでは 、 情報を Excel ワークシー
ト に出力し ます 。  

必須事項 ： サンプル 1 ク ラ イアン ト を実行するには 、 PADS Layout を起動し 、 設計フ
ァ イルを開きます 。 PADS Layout を起動し ない場合 、 サンプル 1 は自動的にサーバー
を起動し ますが 、 表示はされず設計フ ァ イルも読み込みません 。

サンプルを実行する前に 、 必ず OLE サンプルを配布 CD からハー ド デ ィ スクにコ ピ
ーし て く だ さい 。

警告 ： ク ラ イアン ト アプ リ ケーシ ョ ンは必ず 、 接続されているサーバーから切断を行
った後に終了し て く だ さい 。

サンプル 2 －通知を追加する

この ト ピ ッ クではサンプル 2 の目的と仕様を説明し ます 。

目的

ク ラ イアン ト 通知 ( ク ラ イアン ト コールバッ ク と もい う ) をサンプル 1 に追加し 、
PADS Layout で変更が加えられた時にサンプル 1 に通知されるよ う にし ます 。 サンプ
ル 2 は 、 PADS Layout Sax Basic Engine 、 Microsoft Visual C++ 5.0 ( および MFC) 、
Microsoft Visual Basic 5.0 、 Microsoft Excel 97 で実装されます 。

免責条項 ： PADS Layout オー ト メ ーシ ョ ンサーバーヘルプ内のサンプルコー ドはフ リ
ーウ ェ アです 。 メ ン ターグラ フ ィ ッ クスはこれらのサンプルをユーザーのために提供
し ています 。 フ リーウ ェ アは "as is" の状態で提供され 、 メ ン ターグラ フ ィ ッ クスは 、
フ リーウ ェ アに関し て 、 市販性および特定目的との適合性の黙示の保証を含む 、 明示
または暗示のいかなる保証も行いません 。

ヒ ン ト ： このサンプルのソースコー ドは 
C:\PADS Projects\Samples\Scripts\Layout\samples\sample2 フ ォルダにあ り ます 。
コー ド には詳細な説明があるため 、 ク ラ イアン ト アプ リ ケーシ ョ ン開発の際に
ご 利 用 く だ さい 。

仕様

サンプル 2 は 、 サンプル 1 のソースコー ド と フ ァ ン クシ ョ ンに基づきます 。 このサン
プルは PADS Layout サーバーから 、 さ らに 2 つのデータ タ イプ ( 現在の設計内の実装
部品の総数および選択された実装部品数 ) を取得する フ ァ ン クシ ョ ンを加えます 。 ま
た 、 サンプル 2 はこれらの値 ( 設計フ ァ イル名 、 実装部品数 、 選択された実装部品数
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) を自動的に更新し 、 設計フ ァ イルや選択内容の変更に関する通知に対応する こ とに
よ り 、 常に PADS Layout サーバーの値と一致させます 。

サンプル 2 をテス ト するには 、 PADS Layout を起動し 、 設計フ ァ イルを開き 、 サンプ
ル 2 ク ラ イアン ト を PADS Layout に接続し ます 。 他のフ ァ イルの読込みや選択の変更
を行う と 、 サンプル 2 は自動的に値を更新し ます 。

必須事項 ： サンプル 2 ク ラ イアン ト を実行するには 、 PADS Layout を起動し 、 設計フ
ァ イルを開きます 。 PADS Layout を起動し ない場合 、 サンプル 2 は自動的にサーバー
を起動し ますが 、 表示はされず設計フ ァ イルも読み込みません 。

サンプルを実行する前に 、 必ず OLE サンプルを配布 CD からハー ド デ ィ スクにコ ピ
ーし て く だ さい 。

警告 ： ク ラ イアン ト アプ リ ケーシ ョ ンは必ず 、 接続されているサーバーから切断を
行った後に終了し て く だ さい 。

サンプル 3 －データベースアクセスの追加

この ト ピ ッ クではサンプル 3 の目的と仕様を説明し ます 。

目的

PADS Layout データベースへのアクセスの実例を示し ます 。

免責条項 ： PADS Layout オー ト メ ーシ ョ ンサーバーヘルプ内のサンプルコー ドはフ リ
ーウ ェ アです 。 メ ン ターグラ フ ィ ッ クスはこれらのサンプルをユーザーのために提供
し ています 。 フ リーウ ェ アは "as is" の状態で提供され 、 メ ン ターグラ フ ィ ッ クスは 、
フ リーウ ェ アに関し て 、 市販性および特定目的との適合性の黙示の保証を含む 、 明示
または暗示のいかなる保証も行いません 。

ヒ ン ト ： このサンプルのソースコー ドは
C:\PADS Projects\Samples\Scripts\Layout\samples\sample3 フ ォルダにあ り ます 。
コー ド には詳細な説明があるため 、 ク ラ イアン ト アプ リ ケーシ ョ ン開発の際に
ご 利 用 く だ さい 。

仕様

サンプル 3 はサンプル 2 のソースコー ド に基づきます 。 サンプル 3 は現在の設計内の
全実装部品を一覧表示する リ ス ト ボ ッ クスを追加し ます 。 このリ ス ト は新規フ ァ イル
が開いた時に自動的に更新されます 。 これはサンプル 3 の Basic 版です 。 サンプル 3
をテス ト するには 、 PADS Layout を起動し 、 設計フ ァ イルを開き 、 サンプル 3 ク ラ イ
アン ト を PADS Layout に接続し ます 。 他のフ ァ イルを開いた り 、 選択内容を変更する
と 、 サンプル 3 は自身の値を自動的に更新し ます 。

必須事項 ： サンプル 3 ク ラ イアン ト を実行するには 、 PADS Layout を起動し 、 設計フ
ァ イルを開きます 。 PADS Layout を起動し ない場合 、 サンプル 3 は自動的にサーバー
を起動し ますが 、 表示はされず設計フ ァ イルも読み込みません 。
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サンプルを実行する前に 、 必ず OLE サンプルを配布 CD からハー ド デ ィ スクにコ ピ
ーし て く だ さい 。

警告 ： ク ラ イアン ト アプ リ ケーシ ョ ンは必ず 、 接続されているサーバーから切断を
行った後に終了し て く だ さい 。

サンプル 4 －ク ロスプロービングの追加

この ト ピ ッ クではサンプル 4 の目的と仕様を説明し ます 。

目的

サンプル 4 は PADS Layout データベース実装部品へのアクセスフ ァ ン クシ ョ ンを拡張
し 、 各実装部品についての詳細情報を取得し ます 。 また 、 全二重選択のク ロスプロー
ビングを追加し 、 オー ト メ ーシ ョ ンのパフ ォーマンスを向上させるサーバーロ ッ ク機
構を実演し ます 。

免責条項 ： PADS Layout オー ト メ ーシ ョ ンサーバーヘルプ内のサンプルコー ドはフ リ
ーウ ェ アです 。 メ ン ターグラ フ ィ ッ クスはこれらのサンプルをユーザーのために提供
し ています 。 フ リーウ ェ アは "as is" の状態で提供され 、 メ ン ターグラ フ ィ ッ クスは 、
フ リーウ ェ アに関し て 、 市販性および特定目的との適合性の黙示の保証を含む 、 明示
または暗示のいかなる保証も行いません 。

ヒ ン ト ： このサンプルのソースコー ドは
C:\PADS Projects\Samples\Scripts\Layout\samples\sample4 フ ォルダにあ り ます 。
コー ド には詳細な説明があるため 、 ク ラ イアン ト アプ リ ケーシ ョ ン開発の際に
ご 利 用 く だ さい 。

仕様

サンプル 4 はサンプル 3 のソースコー ド に基づきます 。 サンプル 4 はク ラ イアン ト と
サーバー間で選択と ク ロスプロービングを行えるよ う にし ます 。 つま り 、 選択された
オブジ ェ ク ト のリ ス ト とサンプル 4 の選択された項目のリ ス ト は 、 常に双方向におい
て一致し ている必要があ り ます 。 選択と ク ロスプロービングでは複数選択をサポー ト
し ます 。 ユーザがリ ス ト ボ ッ クスで項目のダブルク リ ッ ク を行う と 、 ダイアログボ ッ
クスには選択し たオブジ ェ ク ト の拡張情報が表示されます 。 PADS Layout OLE メ ソ
ッ ドのアクセスパフ ォーマンスは 、 サーバーロ ッ ク機構を使う こ とによ り向上し ます

サンプル 4 をテス ト するには 、 PADS Layout を実行し 、 設計フ ァ イルを開き 、 PADS 
Layout のサンプル 4 ク ラ イアン ト に接続し ます 。 他のフ ァ イルの読み込みや選択の変
更を行う と 、 サンプル 4 は自身の値の自動的に更新し 、 選択された実装部品が常に一
致するよ う にし ます 。 同様に 、 サンプル 4 ク ラ イアン ト でユーザーによる選択内容が
変更される と 、 選択リ ス ト も変更されます 。

必須事項 ： サンプル 3 ク ラ イアン ト を実行するには 、 PADS Layout を起動し 、 設計フ
ァ イルを開きます 。 PADS Layout を起動し ない場合 、 サンプル 4 は自動的にサーバー
を起動し ますが 、 表示はされず設計フ ァ イルも読み込みません 。
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サンプルを実行する前に 、 必ず OLE サンプルを配布 CD からハー ド デ ィ スクにコ ピ
ーし て く だ さい 。

警告 ： ク ラ イアン ト アプ リ ケーシ ョ ンは必ず 、 接続されているサーバーから切断を行
った後に終了し て く だ さい 。

サンプル 5 － PADS Layout カス タムレポー ト コマン ド

この ト ピ ッ クではサンプル 5 の目的 、 仕様 、 追加フ ァ ン クシ ョ ン 、 実装について扱い
ます 。

目的

このサンプルはテキス ト フ ァ イル 、 Microsoft Excel スプレ ッ ド シー ト 、 Microsoft 
Word 文書 、 HTML ページ等の出力形式で 、 カス タムレポー ト を提供し ます

免責条項 ： PADS Layout オー ト メ ーシ ョ ンサーバーヘルプ内のサンプルコー ドはフ リ
ーウ ェ アです 。 メ ン ターグラ フ ィ ッ クスはこれらのサンプルをユーザーのために提供
し ています 。 フ リーウ ェ アは "as is" の状態で提供され 、 メ ン ターグラ フ ィ ッ クスは 、
フ リーウ ェ アに関し て 、 市販性および特定目的との適合性の黙示の保証を含む 、 明示
または暗示のいかなる保証も行いません 。

ヒ ン ト ： このサンプルのソースコー ドは
C:\PADS Projects\Samples\Scripts\Layout\samples\sample5 フ ォルダにあ り ます 。
コー ド には詳細な説明があるため 、 ク ラ イアン ト アプ リ ケーシ ョ ン開発の際にご 利
用 く だ さい 。 このサンプルには 、 Basic フ ァ イル 、 メ イ ン ソース コー ド 、 Excel
フ ァ イル 、 レポー ト 生成マク ロおよびサンプルを PADS Layout に差し込む PADS 
Layout マク ロ フ ァ イルが含まれます 。

仕様

このサンプルは 、 カス タ マイズ可能な 、 開いている設計内の部品リ ス ト レポー ト と そ
のフ ァ イル内のアセンブ リバリ アン ト の両方またはいずれかを生成し ます 。 レポー ト
フ ォーマ ッ ト は以下から選択できます ： テキス ト フ ァ イル 、 CSV フ ァ イル 、
Microsoft Excel スプレ ッ ド シー ト 、 Microsoft Word 文書 ( 表 ) 、 HTML ページ
( ウ ェ ブブ ラウザ用 ) 。 これらのフ ォーマ ッ ト を 利 用するには 、 適切なアプ リ ケーシ
ョ ンをシステムにイ ンス ト ールする必要があ り ます 。 た と えば 、 Excel レポー ト を作
成する場合は 、 システムに Excel を イ ンス ト ールする必要があ り ます 。

レポー ト で出力されるデータはサンプル内のダイアログボ ッ クスで設定可能です 。
出力する部品プロパテ ィ を 1 つずつ選択し た り 、 プロパテ ィ 出力順序の設定や 、 部品
プロパテ ィ 毎にレポー ト をグループ化などが容易に行えます 。 使用できるな実装部品
プロパテ ィ は 、 参照名 、 パー ト タ イプ 、 部品形状 、 パー ト タ イプロジ ッ ク 、 パー ト
タ イプの説明 、 属性数 、 SMD フ ラグ 、 ピン数 、 位置 、 配置フ ラグ 、 方向 、 実装層 、
固定済みフ ラグです 。
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Excel レポー ト と PADS Layout をダイナ ミ ッ クに リ ン クする こ とが可能です 。 Excel
レポー ト の各データ内容を PADS Layout の対応データに リ ン クできます 。 これによ り
Excel レポー ト と PADS Layout 間での選択と ク ロスプロービングが可能にな り 、 Excel
レポー ト から以下の部品プロパテ ィ を変更する こ とが可能と な り ます ：

• 部品形状 。 その部品に対し て互換性のある部品形状リ ス ト が Excel のセルに
表示されます 。

• 部品の位置 。

• 部品の方向 。

• 部品の実装層 。 有効な層のリ ス ト が Excel のセルに一覧表示されます 。

• 固定済みフ ラグ

• 設計のアセンブ リバリ アン ト からのレポー ト の場合 、 挿入されたフ ラグ 。

追加機能

このサンプルは他の様々な便 利 な機能を含みます 。

• PADS Layout が設計フ ァ イルを開いた時と保存し た時に 、 ダイアログボ ッ クス
を リ アルタ イムに更新し ます 。 これによ り 、 ダイアログボ ッ クス と プログラム
が常に同期された状態と な り ます 。

• ダイアログボ ッ クスから設計フ ァ イルを開 く 機能 。 これによ り大量の PCB レポ
ー ト 作成時に PADS Layout と ダイアログボ ッ クス間を行き来する必要がな く な
り ます 。

• システムレジス ト リ との間でレポー ト 設定の保存と読み込みを双方向で行う機
能 。

• ボタ ン操作 1 つでク リーンなデフ ォル ト 設定に リ セ ッ ト できる機能 。

• 開いた設計の履歴を最大10個までレジス ト リ に保存 。 以前開いた設計フ ァ イル
のレポー ト をすぐに作成できます 。

• レポー ト フ ァ イル名の自動提案機能

• 「 全部品 」 または 「 選択し た部品のみ 」 に対し てレポー ト を行う機能 。 この機
能は 、 PCB 設計内の 1 つの部品だけに対し てレポー ト を作成する際に便 利 で
す 。

以下の例は 、 本サンプルによ って生成された 、 ノ ー ト パッ ド 、 ( 動的に リ ン ク され
た )Microsoft Excel 、 Microsoft Word 、 Microsoft Internet Explorer 4.0 における カス タム
レポー ト のキャ プチャ画面です ：
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Figure 2-2. ノ ー ト パッ ド形式のレポー ト

Figure 2-3. Microsoft Excel 形式のレポー ト

Figure 2-4. Microsoft Word 形式のレポー ト
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Figure 2-5. Microsoft Internet Explorer 4.0 形式のレポー ト

実装

本サンプルは Microsoft Visual Basic 5.0 で開発されています 。 ダイナ ミ ッ クな Excel レ
ポー ト には 、 Excel レポー ト フ ァ イル自体に Visual Basic for Application (VBA) コー ド
の一部が含まれています 。 コー ドは Microsoft Access や Visual FoxPro といった他のレ
ポー ト フ ォーマ ッ ト への実装が容易に行えるよ う 、 モジュール化されています 。

サンプル 6 －オー ト メ ーシ ョ ン イ ン タ フ ェースを介し たデータベース
オブジ ェ ク ト へのアクセス

この ト ピ ッ クではサンプル 6 の目的と仕様を説明し ます 。

目的

オー ト メ ーシ ョ ンのイ ン タ フ ェースを介し て 、 PADS Layout データベースの形状への
アクセスの実例を示し ます 。

免責条項 ： PADS Layout オー ト メ ーシ ョ ンサーバーヘルプ内のサンプルコー ドはフ リ
ーウ ェ アです 。 メ ン ターグラ フ ィ ッ クスはこれらのサンプルをユーザーのために提供
し ています 。 フ リーウ ェ アは "as is" の状態で提供され 、 メ ン ターグラ フ ィ ッ クスは 、
フ リーウ ェ アに関し て 、 市販性および特定目的との適合性の黙示の保証を含む 、 明示
または暗示のいかなる保証も行いません 。

ヒ ン ト ： このサンプルのソースコー ドは
C:\PADS Projects\Samples\Scripts\Layout\samples\sample6 フ ォルダにあ り ます 。
コー ド には詳細な説明があるため 、 ク ラ イアン ト アプ リ ケーシ ョ ン開発の際に
ご 利 用 く だ さい 。 このサンプルは Visual C++ v6.0 のソース コー ド を含みます 。

仕様

サンプル 6 はオー ト メ ーシ ョ ン イ ン タ フ ェースを介し てアクセス可能な 、 すべての
幾何学オブジ ェ ク ト を表示する Visual C++ アプ リ ケーシ ョ ンです 。
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サンプル 6 をテス ト するには 、 PADS Layout で設計を開き 、 サンプル実行フ ァ イルを
ビルド し て実行し ます 。 サンプルは設計からデータ を取得し 、 ウ ィ ン ド ウ上に描画を
行います 。 表示を更新するには 、 画面表示メ ニューで再描画を ク リ ッ ク し ます 。

PADS Layout オー ト メ ーシ ョ ンサーバーリ フ ァ レ
ンス

オー ト メ ーシ ョ ンサーバーオブジ ェ ク ト 階層は 、 Microsoft 基準に厳密に準拠し てい
ます 。 ルー ト レベルのオブジ ェ ク ト である The Application Object は 、 アプ リ ケーシ ョ
ンを特定し 、 オー ト メ ーシ ョ ン ク ラ イアン ト がアプ リ ケーシ ョ ンの公開されたオブジ
ェ ク ト 、 メ ソ ッ ド 、 プロパテ ィ に関連付けられ 、 ナビゲー ト できるよ う にし ます 。
The Document Object は 、 すべての文書を中心と し た操作を扱います 。 The View Object
は表示中心の処理を行います 。

Drawing 、 Label 、 NetClass 、 Text 、 Component 、 PartType 、 Net 、 Pin 、 Via 、
Jumper 、 Connection 、 Route Segment オブジ ェ ク ト を含むすべての PADS Layout
データベースオブジ ェ ク ト は 、 Document オブジ ェ ク ト または Objects Collection 
オブジ ェ ク ト を介し て 、 直接アクセス されます 。 Objects Collection オブジ ェ ク ト に
よ り 、 各オブジ ェ ク ト ご と ではな く 、 データ オブジ ェ ク ト のグループ と し て操作でき
るよ う にな り ます 。

すべての Automation オブジ ェ ク ト は 、 Microsoft IDispatch イ ン タ フ ェ ースに基づいて
、 イ ン ターフ ェースを実装し ます 。
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Automation オブジ ェ ク ト

The AntiPad Object
このオブジ ェ ク ト はパッ ド ス タ ッ ク定義内のアンチパッ ド を表し ます 。

AntiPad Properties
Antipad.Application

Antipad.Name

Antipad.ObjectType

Antipad.PadStackLayer

Antipad.Parent

Antipad.Shape

• The AntiPad Object

• The Application Object

• The AssemblyOptions Collection 
Object

• The Attribute Object

• The Attributes Collection Object

• The CBP Object

• The Circle Object

• The Component Object

• The Connection Object

• The Decal Object

• The Document Object

• The Drawing Object

• The Jumper Object

• The Label Object

• The Layer Object

• The Library Object

• The LibraryItem Object

• The Measure Object

• The Net Object

• The NetClass Object

• The Objects Collection Object

• The Pad Object

• The PadStackLayer Object

• The PartType Object

• The Pin Object

• The Polyline Object

• The RouteSegment Object

• The SBP Object

• The Text Object

• The ThermalPad Object

• The Via Object

• The View Object

• The Wirebond Object
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Antipad.Size

The Application Object
Application オブジ ェ ク ト はオー ト メ ーシ ョ ンサーバーオブジ ェ ク ト 階層のルー ト レベ
ルのオブジ ェ ク ト であ り 、 アプ リ ケーシ ョ ン全体を表し ます 。 通常 、  このオブジ ェ ク
ト は 、 オー ト メ ーシ ョ ン ク ラ イアン ト がオブジ ェ ク ト やプロパテ ィ やメ ソ ッ ド にアク
セスする前に接続する最初のオブジ ェ ク ト と な り ます 。

Application プロパテ ィ

Application.ActiveDocument

Application.Application

Application.DefaultFilePath

Application.FullName

Application.Libraries

Application.Name

Application.ObjectType

Application.Parent

Application.Preference

Application.ProgressBar

Application.StatusBarText

Application.Version

Application.Visible

Application メ ソ ッ ド

Application.CreateLibrary

Application.ExportLibraryItems

Application.GetConfigParamInt

Application.GetConfigParamString

Application.GetLibraryItems

Application.LockServer

Application.Measure

Application.OpenDocument Method

Application.OpenDocumentNoLock Method
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Application.Quit Method

Application.RunMacro

Application.UnlockServer

Application イベン ト

Application.OpenDocument Event

Application.ProgressChange

Application.Quit Event

The AssemblyOptions Collection Object
AssemblyOptions collection オブジ ェ ク ト は 、 開いている設計上のすべてのアセンブ リ
バリ アン ト の集合を指し ます 。 通常このオブジ ェ ク ト は Document.AssemblyOptions プ
ロパテ ィ を使用し て 、 取得されます 。

AssemblyOptions プロパテ ィ

AssemblyOptions.Application

AssemblyOptions.Count

AssemblyOptions.Item

AssemblyOptions.ItemType

AssemblyOptions.Next

AssemblyOptions.ObjectType

AssemblyOptions.Parent

AssemblyOptions.ParentObject

AssemblyOptions メ ソ ッ ド

AssemblyOptions.Add

AssemblyOptions.Delete

AssemblyOptions.Merge

AssemblyOptions.Remove

AssemblyOptions.Reset

AssemblyOptions.Select

AssemblyOptions.Sort
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The Attribute Object
Attribute オブジ ェ ク ト は 、 Component オブジ ェ ク ト や Net オブジ ェ ク ト といった物理
的オブジ ェ ク ト の属性を表し ます 。 通常このオブジ ェ ク ト は The Attribute Object を使
用し て取得されます 。

Attribute プロパテ ィ

Attribute.Application

Attribute.Name

Attribute.ObjectType

Attribute.Parent

Attribute.Value

Attribute.Measure

The Attributes Collection Object
Attributes collection オブジ ェ ク ト とは 、 Document の属性 (Document.Attributes プロパ
テ ィ を使用 ) 、 Component の属性 (Component.Attributes プロパテ ィ を使用 ) 、 Pin の
属性 (Pin.Attributes プロパテ ィ を使用 ) 等の 、 物理的オブジ ェ ク ト 属性の集合です 。

Attribute プロパテ ィ

Attributes.Application

Attributes.Count

Attributes.Item

Attributes.ItemType

Attributes.Next

Attributes.ObjectType

Attributes.Parent

Attributes.Application

Attributes メ ソ ッ ド

Attributes.Add

Attributes.Delete

Attributes.Merge

Attributes.Remove
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Attributes.Reset

Attributes.Select

Attributes.Sort

The CBP Object
CBP オブジ ェ ク ト はダイ部品の物理的実装部品ボン ドパッ ド を表し ます 。 CBP オブ
ジ ェ ク ト や CBP オブジ ェ ク ト の集合は 、 ダイ部品 (Component.IsDiePart が True を返
し ます ) を示す The Component Object 、 または他のダイ部品構成部 (SBP や Wirebond
等 ) からのみ取得できます 。

CBP オブジ ェ ク ト は選択不可と な り ます 。  

Document.GetObjects (ppcbObjectTypeCBP) を使用し て 、 ド キュ メ ン ト からすべての
CBP オブジ ェ ク ト の集合を取得する こ とはできません 。 メ ソ ッ ドは空のド キュ メ ン ト
を返し ます 。 また 、 Document.GetObjects (ppcbObjectTypeAll) も CBP 、 SBP 、
Wirebond オブジ ェ ク ト を返し ません 。 実装備品がダイ部品 (Component.IsDiePart) の場
合 、 Component オブジ ェ ク ト メ ソ ッ ド を使用し て CBP 、 SBP 、 Wirebond の集合の
み取得できます 。

CBP プロパテ ィ

CBP.Application

CBP.Edge

CBP.Function

CBP.Layer

CBP.Length

CBP.Name

CBP.ObjectType

CBP.Parent

CBP.PositionX

CBP.PositionY

CBP.SBPs

CBP.Shape

CBP.Width

CBP.Wirebonds



PADS Layout User’s Guide, PADS 9.0608

PADS Layout オー ト メ ーシ ョ ンサーバー
PADS Layout オー ト メ ーシ ョ ンサーバーリ フ ァ レンス

CBP メ ソ ッ ド

CBP.Component

The Circle Object
Circle オブジ ェ ク ト は開いている設計上の物理的な円を表し ます 。

Circle プロパテ ィ

Circle.Application

Circle.CenterX

Circle.CenterY

Circle.Geometry

Circle.Layer

Circle.LineWidth

Circle.ObjectType

Circle.OutlineType

Circle.Parent

Circle.Radius

Circle.ShapeType

The Component Object
Component オブジ ェ ク ト は現在開いている設計内の物理的な実装部品を表し ます 。

Component プロパテ ィ

Component.Application

Component.Attributes

Component.CBPs

Component.CenterX

Component.CenterY

Component.Decal

Component.DecalAttributes

Component.DecalCompatibleList

Component.DieHeight
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Component.DieLength

Component.DieWidth

Component.Glued

Component.Installed

Component.IsDiePart

Component.IsSMD

Component.Labels

Component.Layer

Component.Name

Component.ObjectType

Component.Orientation

Component.Parent

Component.PartType

Component.PartTypeAttributes

Component.PartTypeECORegistered

Component.PartTypeLogic

Component.PartTypeObject

Component.Pins

Component.Placed

Component.PositionX

Component.PositionY

Component.SBPs

Component.Selected

Component.Substituted

Component.WireBondRulesAngleMaximum

Component.WireBondRulesClearanceWireToPad

Component.WireBondRulesClearanceWireToWire

Component.WireBondRulesLengthMaximum

Component.WireBondRulesLengthMinimum

Component.Wirebonds
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Component メ ソ ッ ド

Component.AddLabel

Component.Move

Component.MoveCenter

The Connection Object
Connection オブジ ェ ク ト は開いている設計上の物理的な結線 ( ピンペア と もい う ) を
表し ます 。

Connection プロパテ ィ

Connection.Application

Connection.Length

Connection.Name

Connection.Net

Connection.ObjectType

Connection.Parent

Connection.Pins

Connection.RouteSegments

Connection.Selected

Connection.Vias

The Decal Object
Decal オブジ ェ ク ト は現在開いている設計にある部品形状を表し ます 。

Decal Properties
Decal.Application

Decal.Attributes

Decal.Components

Decal.LibraryTimeStamp

Decal.Name

Decal.ObjectType

Decal.Parent
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Decal.Selected

Decal.TimeStamp

The Document Object
Document オブジ ェ ク ト は現在開いている PCB 設計フ ァ イルを表し ます 。 通常このオ
ブジ ェ ク ト は Application.ActiveDocument プロパテ ィ を使用し て取得されます 。

Document プロパテ ィ

Document.ActiveView

Document.Application

Document.AssemblyOptions

Document.Attributes

Document.BoardOutlineSurface

Document.Componentss

Document.Connections

Document.Drawings

Document.ElectricalLayerCount

Document.FullName

Document.GridX

Document.GridY

Document.Jumpers

Document.LayerCount

Document.LayerEnabled

Document.LayerName

Document.Layers

Document.LayerType

Document.Name

Document.NetClasses

Document.Nets

Document.ObjectType

Document.OriginX

Document.OriginX
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Document.OriginY

Document.Parent

Document.PartTypes

Document.Path

Document.Pins

Document.Preference

Document.RouteSegments

Document.Saved

Document.Texts

Document.Unit

Document.Vias

Document メ ソ ッ ド

Document.Activate

Document.AddText

Document.CheckASCII

Document.ExportASCII

Document.ExportECOFile

Document.ExportNetList

Document.ExportRules

Document.GetColor

Document.GetObjects

Document.GetVisibility

Document.ImportECOFile

Document.ImportNetList

Document.IntegrityTest

Document.Save Method

Document.SaveAs

Document.SaveAsNoLock

Document.SaveNoLock

Document.SaveAsTemp

Document.SaveTemp
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Document.SelectObjects

Document.SetColor

Document.SetVisibility

Document イベン ト

Document.PositionsChange

Document.Save Event

Document.SecurityLimit Event

Document.SelectionChange Event

The Drawing Object
Drawing オブジ ェ ク ト は物理的な描画オブジ ェ ク ト または開いている設計内のベタ を
表し ます 。

Drawing プロパテ ィ

Drawing.Application

Drawing.DrawingType

Drawing.Geometry

Drawing.Name

Drawing.Net

Drawing.ObjectType

Drawing.Parent

Drawing.PositionX

Drawing.PositionY

Drawing.Selected

Drawing.Texts

The Jumper Object
Jumper オブジ ェ ク ト は開いている設計上に存在する物理的なジャ ンパを表し ます 。

Jumper プロパテ ィ

Jumper.Application

Jumper.Installed
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Jumper.Length

Jumper.Name

Jumper.Net

Jumper.ObjectType

Jumper.Orientation

Jumper.Parent

Jumper.Points

Jumper.Selected

The Label Object
Label オブジ ェ ク ト は開いている設計上の物理的なラベルを表し ます 。

Label プロパテ ィ

Label.Application

Label.Attribute

Label.Component

Label.Display

Label.Name

Label.ObjectType

Label.Parent

Label.RightReading

Label.Selected

Label.Text

Label.Type

Label メ ソ ッ ド

Label.Delete

The Layer Object
このオブジ ェ ク ト は設計層を表し ます 。

Layer プロパテ ィ

Layer.Application

Layer.CopperThickness
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Layer.Enabled

Layer.Name

Layer.Number

Layer.ObjectType

Layer.Parent

Layer.PlaneType

Layer.RoutingDirection

Layer.Type

Layer.Visible

Layer Methods
Layer.GetColor

Layer.GetDielectricConstant

Layer.GetDielectricThickness

Layer.GetDielectricType

Layer.SetColor

Layer.SetDielectricConstant

Layer.SetDielectricThickness

Layer.SetDielectricType

The Library Object
Library オブジ ェ ク ト は PADS Layout のラ イブ ラ リ リ ス ト に含まれる ラ イブ ラ リ を表
し ます 。 ラ イブ ラ リは .pt07 、 .pd07 、 .ln07 、  .ld07 の拡張子を持つ 4 つのラ イブ ラ
リ フ ァ イルに対応し ています 。

Library プロパテ ィ

Library.Application

Library.FullName

Library.Name

Library.ObjectType

Library.Parent

Library.Path
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Library メ ソ ッ ド

Library.GetLibraryItems

Library.ImportLibraryItems

Library.ImportLibraryItems2

The LibraryItem Object
LibraryItem オブジ ェ ク ト は特定の部品ラ イブ ラ リ内にある物理的項目を表し ます 。

LibraryItem プロパテ ィ

LibraryItem.Application

LibraryItem.Library

LibraryItem.Name

LibraryItem.ObjectType

LibraryItem.Parent

LibraryItem.Type

The Measure Object
Measure オブジ ェ ク ト は 、 内部の PADS Layout 単位パーサーへのアクセスを提供し ま
す 。 Measure オブジ ェ ク ト は Application オブジ ェ ク ト (Application.Measure メ ソ ッ ド
参照 ) から構築するか 、 オブジ ェ ク ト (Attribute.Measure プロパテ ィ 参照 ) から取得で
きます 。 Measure オブジ ェ ク ト から実際の値や単位情報を抽出できます 。  

Measure プロパテ ィ

Measure.Application

Measure.Name

Measure.Number

Measure.Normalize

Measure.ObjectType

Measure.Parent

Measure.Prefix

Measure.Text

Measure.Unit

Measure.Value
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The Net Object
Net オブジ ェ ク ト は開いている設計上の物理的なネ ッ ト を表し ます 。

Net プロパテ ィ

Net.Application

Net.Attributes

Net.Connections

Net.Drawings

Net.Length

Net.Name

Net.NetClass

Net.NetClassAttributes

Net.ObjectType

Net.Parent

Net.Pins

Net.Power

Net.Selected

Net.Vias

The NetClass Object
NetClass オブジ ェ ク ト は開いている設計上の物理的なネ ッ ト ク ラスを表し ます 。

NetClass プロパテ ィ

NetClass.Application

NetClass.Attributes

NetClass.Name

NetClass.Name

NetClass.ObjectType

NetClass.Parent
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The Objects Collection Object
Objects Collection オブジ ェ ク ト とは開いている設計内の Component オブジ ェ ク ト 、
Jumper オブジ ェ ク ト 、 Net オブジ ェ ク ト 、 Pin オブジ ェ ク ト 、 Via オブジ ェ ク ト 、
Connection オブジ ェ ク ト 、 RouteSegment オブジ ェ ク ト といった同質または異質データ
ベースオブジ ェ ク ト の集合です 。 このオブジ ェ ク ト は通常 Document.GetObjects メ ソ
ッ ドや Document.Components 、 Document.Nets 、 Document.Vias 、 Document.Jumpers
、 Document.Connections 、 Document.RouteSegments といったデータベースオブジ ェ ク
ト 特有のプロパテ ィ を使い取得されます 。

Objects プロパテ ィ

Objects.Application

Objects.Count

Objects.Item

Objects.ItemType

Objects.Next

Objects.ObjectType

Objects.Parent

Objects.ParentObject

Objects メ ソ ッ ド

Objects.Add

Objects.Merge

Objects.Remove

Objects.Reset

Objects.Select

Objects.Sort

The Pad Object
このチ ェ ッ クボ ッ クスはパッ ド ス タ ッ ク定義内のパッ ド を表し ます 。

Pad プロパテ ィ

Pad.Application

Pad.CornerRadius

Pad.CornerType
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Pad.Diameter

Pad.InnerDiameter

Pad.Length

Pad.Name

Pad.ObjectType

Pad.Offset

Pad.Orientation

Pad.PadStackLayer

Pad.Parent

Pad.Shape

Pad.Width

The PadStackLayer Object
PadStackLayer オブジ ェ ク ト はパッ ド ス タ ッ ク定義内の層を表し ます 。

PadStackLayer プロパテ ィ

PadStackLayer.AntiPad

PadStackLayer.Application

PadStackLayer.Name

PadStackLayer.Number

PadStackLayer.ObjectType

PadStackLayer.Pad

PadStackLayer.Parent

PadStackLayer.Pin

PadStackLayer.ThermalPad

PadStackLayer.Via

The Pin Object
Pin オブジ ェ ク ト は 、 開いている設計上の物理的なピンを表し ます 。

Pin プロパテ ィ

Pin.Application
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Pin.Attributes

Pin.Component

Pin.DrillSize

Pin.ElectricalType

Pin.FunctionName

Pin.Glued

Pin.Highlighted

Pin.IsSMD

Pin.Name

Pin.Net

Pin.Number

Pin.ObjectType

Pin.PadStackLayers

Pin.Parent

Pin.PlaneThermal

Pin.Plated

Pin.PositionX

Pin.PositionY

Pin.Selected

Pin.SlotLength

Pin.SlotOffset

Pin.SlotOrientation

Pin.Plated

Pin.TestPoint

The PartType Object
PartType オブジ ェ ク ト は PADS Layout で現在開いている PCB 設計上の物理的実装部
品のパー ト タ イプ ( パッ ケージ ) を表し ます 。

PartType プロパテ ィ

PartType.Application

PartType.Attributes
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PartType.Components

PartType.ECORegistered

PartType.Logic

PartType.Name

PartType.ObjectType

PartType.Parent

PartType.Selected

The Polyline Object
Polyline オブジ ェ ク ト は 、 開いている設計上の物理的なポリ ラ イ ンオブジ ェ ク ト を表
し ます 。

Polyline プロパテ ィ

Polyline.Application

Polyline.CenterX

Polyline.CenterY

Polyline.Geometry

Polyline.Layer

Polyline.LineWidth

Polyline.ObjectType

Polyline.OutlineType

Polyline.Parent

Polyline.Points

Polyline.Radius

Polyline.ShapeType

The RouteSegment Object
RouteSegment オブジ ェ ク ト は開いている設計の物理的な配線線分 ( 配線と もい う ) を
表し ます 。

RouteSegment プロパテ ィ

RouteSegment.Application

RouteSegment.Layer
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RouteSegment.Length

RouteSegment.Name

RouteSegment.Net

RouteSegment.ObjectType

RouteSegment.Parent

RouteSegment.Points

RouteSegment.SegmentType

RouteSegment.Selected

RouteSegment.Width

The SBP Object
SBP オブジ ェ ク ト はダイ部品の物理的なサブス ト レー ト ボン ドパッ ド を表し ます 。
SBP オブジ ェ ク ト や SBP オブジ ェ ク ト の集合は 、 ダイ部品 (Component.IsDiePart は
True を返し ます ) を表す Component オブジ ェ ク ト または他のダイ部品構成部 (SBP や
Wirebond など ) からのみ取得されます 。

SBP オブジ ェ ク ト は選択不可と な り ます 。  

Document.GetObjects (ppcbObjectTypeSBP) を使用し てすべての SBP オブジ ェ ク ト の集
合を取得する こ とはできません 。 メ ソ ッ ドは空の集合を返し ます 。 また 、
Document.GetObjects(ppcbObjectTypeAll) は CBP 、 SBP 、 Wirebond オブジ ェ ク ト を返
し ません 。 実装備品がダイ部品 (Component.IsDiePart) の場合 、 Component オブジ ェ ク
ト メ ソ ッ ド では CBP 、 SBP 、 Wirebond の集合のみ取得できます 。

SBP プロパテ ィ

SBP.Application

SBP.CBPs

SBP.Component

SBP.Function

SBP.Layer

SBP.Length

SBP.Name

SBP.ObjectType

SBP.Orientation

SBP.Parent

SBP.Position X
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SBP.PositionY

SBP.Shape

SBP.Tier

SBP.Width

SBP.Wirebonds

The Text Object
Text オブジ ェ ク ト は開いている設計内の任意文字も し く は 2D ラ イ ン と関連付けられ
た文字を表し ます 。

Text プロパテ ィ

Text.Application

Text.Drawing

Text.Height/Label.Height

Text.HorzJustification/Label.HorzJustification

Text.Layer/Label.Layer

Text.LineWidth/Label.LineWidth

Text.Mirror/Label.Mirror

Text.Name

Text.ObjectType

Text.Orientation/Label.Orientation

Text.Parent

Text.PositionX/Label.PositionX

Text.PositionY/Label.PositionY

Text.Selected

Text.Text

Text.VertJustification/Label.VertJustification

Text メ ソ ッ ド

Text.Delete

The ThermalPad Object
このオブジ ェ ク ト はパッ ド ス タ ッ ク定義内のサーマルパッ ド を表し ます 。
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ThermalPad Properties
ThermalPad.Application

ThermalPad.InnerSize

ThermalPad.Name

ThermalPad.ObjectType

ThermalPad.OuterSize

ThermalPad.PadStackLayer

ThermalPad.Parent

ThermalPad.Shape

ThermalPad.SpokeAngle

ThermalPad.Spokes

ThermalPad.SpokeWidth

The Via Object
Via オブジ ェ ク ト は開いている設計内の物理的なビアオブジ ェ ク ト を表し ます 。

Via プロパテ ィ

Via.Application

Via.Attributes

Via.DrillSize

Via.EndLayer

Via.Glued

Via.Name

Via.Net

Via.ObjectType

Via.Parent

Via.PlaneThermal

Via.Plated

Via.PositionX

Via.PositionY

Via.Selected

Via.StartLayer
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Via.TestPoint

Via.Type

The View Object
View オブジ ェ ク ト は現在の表示ウ ィ ン ド ウを表し 、 開いている設計を表示し ます 。
通常このオブジ ェ ク ト は Document.ActiveView プロパテ ィ を使用し て取得されます 。

View プロパテ ィ

View.Application

View.BottomRightX

View.BottomRightY

View.CenterX

View.CenterY

View.Name

View.ObjectType

View.Parent

View.TopLeftX

View.TopLeftY

View.Zoom

View メ ソ ッ ド

View.Pan

View.Refresh

View.SetExtents

View.SetExtentsToAll

View.SetExtentsToBoard

View.SetExtentsToSelection

View.SetScale

View イベン ト

View.Change
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The Wirebond Object
Wirebond オブジ ェ ク ト はダイ部品の物理的ボン ド ワイ ヤ を表し ます 。 Wirebond オブ
ジ ェ ク ト やその集合は 、 ダイ部品 (Component.IsDiePart) を表す Component オブジ ェ ク
ト 、 または他のダイ部品構成部 (CBP や SBP) からのみ取得できます 。

Wirebond オブジ ェ ク ト は選択できません 。  

Document.GetObjects (ppcbObjectTypeWirebond) を使用し てすべての Wirebond オブジ ェ
ク ト の集合を取得する こ とはできません 。 メ ソ ッ ドは空の集合を返し ます 。 また 、
Document.GetObjects(ppcbObjectTypeAll) は CBP 、 SBP 、 Wirebond オブジ ェ ク ト を返
し ません 。 実装備品がダイ部品 (Component.IsDiePart) の場合 、 Component オブジ ェ ク
ト メ ソ ッ ド では CBP 、 SBP 、 Wirebond の集合のみ取得できます 。

Wirebond プロパテ ィ

Wirebond.Angle

Wirebond.Application

Wirebond.Component

Wirebond.EndOffsetX

Wirebond.EndOffsetY

Wirebond.EndPad

Wirebond.EndX

Wirebond.EndY

Wirebond.Name

Wirebond.ObjectType

Wirebond.Parent

Wirebond.StartOffsetX

Wirebond.StartOffsetY

Wirebond.StartPad

Wirebond.StartX

Wirebond.StartY

定数
PPcbAntiPadShape

PPcbASCIISections

PPcbASCIIVersion
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PPcbAttrFlags

PPcbBondPadEdge

PPcbBondPadShape

PPcbDesignObject

PPcbDielectricLayer

PPcbDielectricType

PPcbDocumentColor

PPcbDrawingType

PPcbDRCMode

PPcbGridType

PPcbHorizontalJustification

PPcbLabelType

PPcbLabelDisplayMode

PPcbLayerColor

PPcbLayerType

PPcbLibraryItemType

PPcbMeasureFormat

PPcbNudgeMode

PPcbObjectType

PPcbOriginType

PPcbOutlineType

PPcbPadCornerType

PPcbPadShape

PPcbPadStackLayerType

PPcbPinElectricalType

PPcbPlaneType

PPcbRightReadingStatus

PPcbRoutingDirection

PPcbSegmentType

PPcbShapeType

PPcbTestPointType

PPcbThermalPadShape
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PPcbUnit

PPcbVerticalJustification

PPcbAntiPadShape
ppcbAntiPadShapeRound= 8

ppcbAntiPadShapeSquare= 9

PPcbASCIISections
可能な ASCII セクシ ョ ン値は ：

ppcbASCIISectionPCB = &H00000001

ppcbASCIISectionReuse = &H00000002

ppcbASCIISectionText = &H00000004

ppcbASCIISectionLines = &H00000008

ppcbASCIISectionClusters = &H00000010

ppcbASCIISectionVias = &H00000020

ppcbASCIISectionDecals = &H00000040

ppcbASCIISectionText = &H00000004

ppcbASCIISectionParts = &H00000100

ppcbASCIISectionJumpers = &H00000200

ppcbASCIISectionConnections = &H00000400

ppcbASCIISectionRoutes = &H00000800

ppcbASCIISectionTeardrops = &H00001000

ppcbASCIISectionMisc = &H00002000

ppcbASCIISectionRules = &H00004000

ppcbASCIISectionCAM = &H00008000

ppcbASCIISectionPour = &H00010000

ppcbASCIISectionAssemblyOptions= &H00020000

ppcbASCIISectionTestPoints = &H00040000

ppcbASCIISectionAttributes = &H00080000

ppcbASCIISectionAll = &HFFFFFFFF
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PPcbASCIIVersion
可能な ASCII バージ ョ ン値は ：

ppcbASCIIVerCurrent = 0

ppcbASCIIVer1_1 = 2

ppcbASCIIVer1_5 = 3

ppcbASCIIVer2_0 = 4

ppcbASCIIVer2_1 = 5

ppcbASCIIVer2_5 = 6

ppcbASCIIVer3_0 = 7

ppcbASCIIVer4_0 = 8

PPcbAttrFlags
可能な属性フ ラグ値は ：

ppcbAttrNone = &H00000001

ppcbAttrPart = &H00000002

ppcbAttrNet = &H00000004

ppcbAttrPin = &H00000008

ppcbAttrVia = &H00000010

ppcbAttrPCB = &H00000020

ppcbAttrPartType = &H00000040

ppcbAttrDecal = &H00000080

ppcbAttrNetClass = &H00000100

ppcbAttrAll = &HFFFFFFFF

PPcbBondPadEdge
制限事項 ： この情報は BGA ツールキ ッ ト にのみ適用されます 。

可能なボン ドパッ ド端点の値は ：

ppcbBondPadEdgeUnknown = 0

ppcbBondPadEdgeLeft = 1

ppcbBondPadShapeTop = 2

ppcbBondPadShapeRight = 3
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ppcbBondPadShapeBottom = 4

PPcbBondPadShape
制限事項 ： この情報は BGA ツールキ ッ ト にのみ適用されます 。

可能なボン ドパッ ド形状値は ：

ppcbBondPadShapeUnknown = 0

ppcbBondPadShapeRectangle = 1

ppcbBondPadShapeOval = 2

PPcbDesignObject
ppcbDesignObjectTrace = 0

ppcbDesignObjectVia = 1

ppcbDesignObjectPad = 2

ppcbDesignObjectCopper = 3

ppcbDesignObjectLine = 4

ppcbDesignObjectText = 5

ppcbDesignObjectError = 6

ppcbDesignObjectOutlineTop = 7

ppcbDesignObjectOutlineBottom = 8

ppcbDesignObjectRefDes = 9

ppcbDesignObjectPartType = 10

ppcbDesignObjectAttribute = 11

ppcbDesignObjectKeepout = 12

ppcbDesignObjectPinNumber = 13

PPcbDielectricLayer
ppcbDielectricLayerAbove = 0

ppcbDielectricLayerBelow = 1

PPcbDielectricType
ppcbDielectricTypeCoating = 0

ppcbDielectricTypeSubstrate = 1
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ppcbDielectricTypePrepreg = 2

PPcbDocumentColor
ppcbDocumentColorBackground = 0

ppcbDocumentColorSelection = 1

ppcbDocumentColorHighlight = 2

ppcbDocumentColorBoardOutline = 3

ppcbDocumentColorConnection = 4

PPcbDrawingType
可能な描画タ イプの値は ：

ppcbDrw2Dline = 0

ppcbDrwBoard = 1

ppcbDrwCopper = 3

ppcbDrwCopperPour = 6

ppcbDrwCopperHatch = 7

ppcbDrwCopperThermal = 8

ppcbDrwKeepout = 9

PPcbDRCMode
可能な設計規則検査 (DRC) モー ドの値は ：

ppcbDRCNone = 0

ppcbDRCOff = 1

ppcbDRCWarn = 2

ppcbDRCIgnoreClearance = 3

ppcbDRCPrevent = 4

PPcbGridType
可能なグ リ ッ ド タ イプの値は ：

ppcbGridNone = 0 None.

ppcbGridDesign = 1 PADS Layout design grid.

ppcbGridVia = 2 PADS Layout via grid.
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ppcbGridDesign = 3 PADS Layout display grid.

ppcbGridAll = 9999 All PADS Layout grids.

PPcbHorizontalJustification
可能な水平方向の位置調整値は ：

ppcbJustifyLeft = 0

ppcbJustifyHCenter = 1

ppcbJustifyRight = 2

PPcbLabelType
可能なラベルタ イプの値は ：

ppcbLabelTypeRefDesignator = 0

ppcbLabelTypePartType = 1

ppcbLabelTypeAttribute = 2

PPcbLabelDisplayMode
可能なラベル表示モー ド値は ：

ppcbLabelDisplayNone = 0

ppcbLabelDisplayValue = 1

ppcbLabelDisplayNameAndValue = 2

ppcbLabelDisplayFullNameAndValue = 3

PPcbLayerColor
ppcbLayerColorTrace = 0

ppcbLayerColorVia = 1

ppcbLayerColorPad = 2

ppcbLayerColorCopper = 3

ppcbLayerColorLine = 4

ppcbLayerColorText = 5

ppcbLayerColorError = 6

ppcbLayerColorOutlineTop = 7

ppcbLayerColorOutlineBottom = 8
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ppcbLayerColorRefDes = 9

ppcbLayerColorPartType = 10

ppcbLayerColorAttribute = 11

ppcbLayerColorKeepout = 12,

ppcbLayerColorPinNumber = 13

PPcbLayerType
可能な層タ イプの値は ：

ppcbLayerUnknown = 0

ppcbLayerComponent = 1

ppcbLayerRouting = 2

ppcbLayerDrill = 3

ppcbLayerSilkscreen = 4

ppcbLayerPasteMask = 5

ppcbLayerSolderMask = 6

ppcbLayerAssembly = 7

ppcbLayerGeneral = 8

ppcbLayerAll = 9999

PPcbLibraryItemType
可能なラ イブ ラ リ項目タ イプの値は ：

ppcbLibraryItemTypePartType = 0

ppcbLibraryItemTypeDecal = 1

ppcbLibraryItemTypeLogicDrawing = 2

ppcbLibraryItemTypeDrawing = 3

ppcbLibraryItemTypeAll = 9999

PPcbMeasureFormat
可能な PADS Layout の測定形式値は ：

ppcbMeasureFormatStandard = 0

ppcbMeasureFormatCurrent = 1

ppcbMeasureFormatShort = 2
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ppcbMeasureFormatLong = 3

PPcbNudgeMode
可能な押し退けモー ド値は ：

ppcbNudgeNone = 0

ppcbNudgeOff = 1

ppcbNudgeWarn = 2

ppcbNudgeAuto = 3

PPcbObjectType
可能なデータベースオブジ ェ ク ト タ イプの値は ：

ヒ ン ト ： ppcbObjectTypeCBP 、 ppcbObjectTypeSBP 、 ppcbObjectTypeWirebond は 、
ア ドバンスパッ ケージツールキ ッ ト でのみ使用可能です 。

ppcbObjectTypeUnknown = 0
サーバーは不正なオブジ ェ ク ト を表す数値と し てこの値を返す場合があ り ます 。
ク ラ イアン ト は空オブジ ェ ク ト の集合でこの値を使う場合もあ り ます 。

ppcbObjectTypeComponent = 1

ppcbObjectTypeNet = 2

ppcbObjectTypePin = 3

ppcbObjectTypeVia = 4

ppcbObjectTypeConnection = 5

ppcbObjectTypeRouteSegment = 6

ppcbObjectTypeJumper = 7

ppcbObjectTypePartType = 8

ppcbObjectTypeCBP = 9

ppcbObjectTypeSBP = 10

ppcbObjectTypeWirebond = 11

ppcbObjectTypeNetClass = 12

ppcbObjectTypeDrawing = 13

ppcbObjectTypeText = 14

ppcbObjectTypeLabel = 15

ppcbObjectTypePolyline = 16
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ppcbObjectTypeCircle = 17

ppcbObjectTypeLibrary = 18

ppcbObjectTypeLibraryItem = 19

ppcbObjectTypeApplication = 20

ppcbObjectTypeAttribute = 21

ppcbObjectTypeAttributeType = 22

ppcbObjectTypeDocument = 23

ppcbObjectTypeMeasure = 24

ppcbObjectTypeView = 25

ppcbObjectTypeAssemblyOptions = 26

ppcbObjectTypeAttributes = 27

ppcbObjectTypeAttributeTypes = 28

ppcbObjectTypeObjects = 29

ppcbObjectTypePadStackLayer = 31

ppcbObjectTypePad = 32

ppcbObjectTypeThermalPad = 33

ppcbObjectTypeAntiPad = 34

ppcbObjectTypeLayer = 35

ppcbObjectTypeAll = 9999

CBP 、 SBP 、 Wirebond オブジ ェ ク ト を除 く 、 Component 、 Net 、 Pin 、 Via 、
Connections 、 RouteSegment といったすべての PADS Layout オー ト メ ーシ ョ ンデータ
ベースオブジ ェ ク ト タ イプ 。

具体的には 、 Document.GetObjects (ppcbObjectTypeAll) メ ソ ッ ド を使う と 、 返される
オブジ ェ ク ト の集合には CBP 、 SBP 、 Wirebond オブジ ェ ク ト のいずれも含まれない
こ と を意味し ます 。

PPcbOriginType
可能な基準点のタ イプの値は ：

ppcbOriginTypeDesign = 0

ppcbOriginTypeParent = 1

PPcbOutlineType
可能な外形線タ イプの値は ：



PADS Layout User’s Guide, PADS 9.0636

PADS Layout オー ト メ ーシ ョ ンサーバー
PADS Layout オー ト メ ーシ ョ ンサーバーリ フ ァ レンス

ppcbOutlineTypeCenter = 0

ppcbOutlineTypeOuter = 1

ppcbOutlineTypeInner = 2

PPcbPadCornerType
ppcbPadCornerType90Degree = 0

ppcbPadCornerTypeChamfered = 1

ppcbPadCornerTypeRounded = 2

PPcbPadShape
ppcbPadShapeOvalFinger = 0

ppcbPadShapeRectangularFinger = 1

ppcbPadShapeRound = 2

ppcbPadShapeSquare = 3

ppcbPadShapeAnnular = 4

ppcbPadShapeOdd = 5

PPcbPadStackLayerType 
ppcbPadStackLayerTypeMounted = -2

ppcbPadStackLayerTypeInner = -1

ppcbPadStackLayerTypeOpposite = 0

PPcbPinElectricalType
可能なゲー ト の電気タ イプの値は ：

ppcbElectricalTypeUnknown = 0

ppcbElectricalTypeSource = 1

ppcbElectricalTypeBidirectional = 2

ppcbElectricalTypeOpenCollector = 3

ppcbElectricalTypeOrTieableSource = 4

ppcbElectricalTypeTristate = 5

ppcbElectricalTypeLoad = 6

ppcbElectricalTypeTerminator = 7
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ppcbElectricalTypePower = 8

ppcbElectricalTypeGround = 9

PPcbPlaneType
ppcbPlaneTypeNoPlane = 0

ppcbPlaneTypeCAMPlane = 1

ppcbPlaneTypeSplitMixedPlane = 2

PPcbRightReadingStatus
可能な右方向読みステータ スの値は ：

ppcbRightReadingNone = 0

ppcbRightReadingOrthogonal = 1

ppcbRightReadingAngled = 2

PPcbRoutingDirection
ppcbRoutingDirectionHorizontal = 0

ppcbRoutingDirectionVertical = 1

ppcbRoutingDirectionAny = 2

ppcbRoutingDirectionDiagonal45 = 3

ppcbRoutingDirectionDiagonal135 = 4

PPcbSegmentType
可能な線分タ イプの値は ：

ppcbSegmentUnknown = 0

ppcbSegmentLine = 1

ppcbSegmentArc = 2

PPcbShapeType
可能な形状タ イプの値は ：

ppcbShapeTypeOpen = 0

ppcbShapeTypeHollow = 1

ppcbShapeTypeFilled = 2
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ppcbShapeTypeVoid = 3

PPcbTestPointType
可能なテス ト ポイ ン ト タ イプの値は ：

ppcbTestPointNone = 0 No test point.

ppcbTestPointTopLayer = 1 Test point on top layer.

ppcbTestPointBottomLayer = 2 Test point on bottom layer.

PPcbThermalPadShape
ppcbThermalPadShapeRound = 6

ppcbThermalPadShapeSquare = 7

PPcbUnit
可能な単位系タ イプの値は ：

ppcbUnitCurrent = 0 Curent unit in use in PADS Layout.

ppcbUnitDatabase = 1 Internal PADS Layout database unit.

ppcbUnitMils = 2 Mils unit (1/1000 of an inch).

ppcbUnitInch = 3 Inch unit.

ppcbUnitMils = 4 Metric unit (1/1000 of a meter).

PPcbVerticalJustification
可能な垂直方向の位置調整の値は ：

ppcbJustifyTop = 0

ppcbJustifyVCenter = 1

ppcbJustifyBottom = 2
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Antipad.Application
このプロパテ ィ は application オブジ ェ ク ト を返し ます 。

プロ ト タ イプ

Application as Application

引数

な し
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Antipad.Name
このプロパテ ィ はアンチパッ ド名を返し ます 。

プロ ト タ イプ

Name as String

引数

な し
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Antipad.ObjectType
このプロパテ ィ はオブジ ェ ク ト タ イプ -ppcbObjectTypeAntiPad を返し ます 。

プロ ト タ イプ

ObjectType as PPcbObjectType

引数

な し
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Antipad.PadStackLayer
このプロパテ ィ はアンチパッ ドが属する PadStackLayer オブジ ェ ク ト を返し ます 。

プロ ト タ イプ

PadStackLayer as PadStackLayer

引数

な し
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Antipad.Parent
このプロパテ ィ はオブジ ェ ク ト のペアレン ト を返し ます 。

プロ ト タ イプ

Parent as Document

引数

な し
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Antipad.Shape
このプロパテ ィ はアンチパッ ドの形状を返し ます 。

プロ ト タ イプ

Shape as PPcbAntiPadShape

引数

な し
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Antipad.Size
このプロパテ ィ はアンチパッ ドのサイズを返し ます 。 形状 ppcbAntiPadShapeRound に
は直径を返し ます 。

プロ ト タ イプ

Size (unit as PPcbUnit) as Double 

引数

unit [ オプシ ョ ン ] 戻り値で使用される単位 。 このオプシ ョ ン引数
のデフ ォル ト は ppcbUnitCurrent です 。
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Application.ActiveDocument
このプロパテ ィ はアク テ ィ ブな ド キュ メ ン ト を返し ます 。

プロ ト タ イプ

ActiveDocument As Document 

引数

な し

コ メ ン ト

アク テ ィ ブな ド キュ メ ン ト は開いている設計を表し ます 。

サンプル

以下のサンプルコー ドは Document.Name プロパテ ィ を使用し て 、 開いている設計の
名前を取得し ます 。 このサンプル実行についての詳細は 「 サンプルコー ドの実行 」 を
ご覧 く だ さい 。  

Sub Main
MsgBox "You are working with " & ActiveDocument.Name
End Sub

参照

Application.OpenDocument Method, Document.Name
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Application.Application
このプロパテ ィ は Application オブジ ェ ク ト を返し ます 。

プロ ト タ イプ

Application As Application 

引数

な し

コ メ ン ト

このプロパテ ィ はオブジ ェ ク ト を Automation オブジ ェ ク ト と し て識別し ます 。 すべ
てのオー ト メ ーシ ョ ンサーバアプ リ ケーシ ョ ンには Application オブジ ェ ク ト があ り 、
すべての Automation オブジ ェ ク ト には application プロパテ ィ があ り ます 。 このプロパ
テ ィ は通常 、 様々なソース ( オー ト メ ーシ ョ ンサーバアプ リ ケーシ ョ ンなど ) からの
大量のオブジ ェ ク ト を扱う オー ト メ ーシ ョ ン ク ラ イアン ト アプ リ ケーシ ョ ンで 、 オブ
ジ ェ ク ト が属すアプ リ ケーシ ョ ンをすばや く 特定するのに使用されます 。
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Application.DefaultFilePath
このプロパテ ィ は 、 プログラムが設計フ ァ イルを開 く のに使用するパスを設定 、 また
は返し ます 。

プロ ト タ イプ

DefaultFilePath As String

引数

な し

コ メ ン ト

このプロパテ ィ は powerpcb.ini フ ァ イルの FileDir フ ォルダエン ト リ を確認し ます 。 こ
のプロパテ ィ に新規値を設定する と 、 .ini フ ァ イルの値も変更されます 。

た と えば 、 C:\MentorGraphics\<latest_release>PADS\SDD_HOME\Programs は 、 デフ ォ
ル ト のイ ンス ト ール設定を使用し てイ ンス ト ールする際のデフ ォル ト のパス と な り ま
す 。

サンプル

以下のサンプルコー ドはデフ ォル ト アプ リ ケーシ ョ ン フ ァ イルパスを変更し 、 変更を
ク ラ イアン ト に通知し ます 。 このサンプル実行についての詳細はサンプルコー ドの実
行をご覧 く だ さい 。  

Sub Main
oldPath = DefaultFilePath
DefaultFilePath = "C:\TEMP"
MsgBox "The default file path used to be " & oldPath & " and it was just 
changed to " & DefaultFilePath
End Sub
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Application.FullName
このプロパテ ィ はパスを含むアプ リ ケーシ ョ ンのフ ァ イル名を返し ます 。

プロ ト タ イプ

FullName As String

引数

な し

コ メ ン ト

た と えば 、 このフ ァ ン クシ ョ ンは文字列
”C:\MentorGraphics\<latest_release>PADS\SDD_HOME\Programs\powerpcb.exe.”
を返すこ とができます 。

サンプル

以下のサンプルコー ドはプログラムの一般名称と実際の .exe フ ァ イルの名前を表示
し ます 。 このサンプル実行についての詳細はサンプルコー ドの実行をご覧 く だ さい 。  

Sub Main
MsgBox "Hi, my name is " & Name & " and I am located in " & FullName
End Sub

参照

Application.Name, Application.Version
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Application.Libraries
このプロパテ ィ は使用可能なラ イブ ラ リ または特定のラ イブ ラ リ を返し ます 。

プロ ト タ イプ

Library as Collection

Library(Name as String) as Library

引数

コ メ ン ト

な し

サンプル

以下のサンプルコー ドは使用可能なラ イブ ラ リ数を表示し ます 。 このサンプル実行に
ついての詳細はサンプルコー ドの実行をご覧 く だ さい 。  

Sub Main
MsgBox "Number of libraries: " & Libraries.Count
End Sub

name 取得する ラ イブ ラ リの名前 。 ワイルド カー ドは使用できません 。
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Application.Name
このプロパテ ィ はアプ リ ケーシ ョ ン名を返し ます 。

プロ ト タ イプ

Name As String

引数

な し

コ メ ン ト

このプロパテ ィ は PADS Layout で "PowerPCB." の文字列を返し ます 。

このプロパテ ィ は Application オブジ ェ ク ト のデフ ォル ト プロパテ ィ です 。

サンプル

以下のサンプルコー ドは実行し ているアプ リ ケーシ ョ ンに応じ て 、 プログラムの一般
名 、 バージ ョ ン 、 実際の .exe フ ァ イル名を表示し ます 。 このサンプル実行についての
詳細はサンプルコー ドの実行をご覧 く だ さい 。  

Sub Main
MsgBox "Hi, my name is " & Name & " version " & Version & " and I am 
located in " & FullName
End Sub

参照

Application.FullName, Application.Version
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Application.ObjectType
このプロパテ ィ はオブジ ェ ク ト のタ イプを返し ます 。

プロ ト タ イプ

ObjectType As PPcbObjectType 

引数

な し

コ メ ン ト

な し



PADS Layout オー ト メ ーシ ョ ンサーバー
Application.Parent

PADS Layout User’s Guide, PADS 9.0 653

Application.Parent
このプロパテ ィ はオブジ ェ ク ト のペアレン ト を返し ます 。

プロ ト タ イプ

Parent As Application 

引数

な し

コ メ ン ト

な し
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Application.Preference
このプロパテ ィ は各種定義を設定 、 または返し ます 。

プロ ト タ イプ

Preference(name As String) As バリ アン ト  

引数

コ メ ン ト

以下は可能な name 引数の値です ：

このプロパテ ィ は name 引数が有効な文書定義ではない場合 、 例外を生成し ます 。

サンプル

以下のサンプルコー ドはこのプロパテ ィ の使用方法の実例を示し ます 。 このサンプル
実行についての詳細はサンプルコー ドの実行をご覧 く だ さい 。  

Sub Main
' Set the DRC mode to "Prevent"
ActiveDocument.Preference("DRC") = ppcbDRCPrevent
' Set the Nudge mode to "Automatic"
ActiveDocument.Preference("Nudge") = ppcbNudgeAuto
End Sub

name 各種定義の名前

DRC 開いている設計の DRC モー ド を設定または返し ます 。
DRC モー ド値は PPcbDRCMode タ イプです 。

Nudge 開いている設計の押退けモー ド を設定または返し ます 。
押し出し モー ド値は以下のタ イプです ：

ModifyUnionMember 実装部品がユニオンに属す場合に個々の実装部品を移動
する能力 (True/False) を設定または返し ます 。
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Application.ProgressBar
このプロパテ ィ は 、 プログレスバーの現在の値を % で設定 、 または返し ます 。

プロ ト タ イプ

ProgressBar As Integer

引数

な し

コ メ ン ト

このプロパテ ィ は実行中の長いバッ チプロセスの現在のステータ スを取得し た り 、
長い Basic スク リ プ ト のステータ スの表示を可能にし ます 。

ステータ スバーを無効にするには 0 よ り大きい値または 100 未満の値を設定し ます 。

このプロパテ ィ は Application.StatusBarText と共に使用し ます 。

サンプル

以下のサンプルはこのプロパテ ィ の実例を示し ます 。 このサンプル実行についての詳
細はサンプルコー ドの実行をご覧 く だ さい 。  

Sub Main
StatusBarText = "My Batch Process ..." 'show progress text
For i = 0 to 100
ProgressBar = i

Next
ProgressBar = -1 'deactivate progress bar
StatusBarText = "" 'hide progress text

End Sub

参照

Application.ProgressChange 
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Application.StatusBarText
このプロパテ ィ はステータ スバーの文字を設定 、 または返し ます 。

プロ ト タ イプ

StatusBarText As String

引数

な し

コ メ ン ト

ステータ スバーの文字を空にするには 、 プロパテ ィ に空の文字列 (" ") を設定し ます 。

サンプル

以下のサンプルはステータ スバーに メ ッ セージを表示し ます 。 このサンプル実行につ
いての詳細はサンプルコー ドの実行をご覧 く だ さい 。  

Sub Main
StatusBarText = "Wow! I can even print my own messages in here!"
End Sub
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Application.Version
このプロパテ ィ はバージ ョ ンを返し ます 。

プロ ト タ イプ

Version As String

引数

な し

コ メ ン ト

このプロパテ ィ はアプ リ ケーシ ョ ンのバージ ョ ン情報を < メ ジャー >.< マイナー > の
形式で文字列と し て返し ます 。 例 ： "4.0"

サンプル

以下のサンプルでアプ リ ケーシ ョ ン名とバージ ョ ンを表示し ます 。 このサンプル実行
についての詳細はサンプルコー ドの実行をご覧 く だ さい 。  

Sub Main
MsgBox "Hi, my name is " & Name & " version " & Version
End Sub

参照

Application.Name, Application.FullName
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Application.Visible
このプロパテ ィ はアプ リ ケーシ ョ ンの可視性を設定 、 または返し ます 。

プロ ト タ イプ

Visible As Boolean

引数

な し

コ メ ン ト

このプロパテ ィ は通常以下の場合に使われます ：

• オー ト メ ーシ ョ ン ク ラ イアン ト が 、 Visual basicのCreateObject関数といった非同
期 OLE オー ト メ ーシ ョ ン コールを使ってオー ト メ ーシ ョ ンサーバーを開始し
た場合 。 オー ト メ ーシ ョ ンサーバーは必ず非表示で開始されます ( ク ラ イアン
ト / サーバー規則によ り ) 。 このプロパテ ィ を使いアプ リ ケーシ ョ ンの表示を
有効にできます 。

• ク ラ イアン ト がPADS Layoutを非表示にし 、 PADS Layoutから切断し 、 サーバー
を正常に終了する こ とによ り 、 プログラムを終了し よ う と し た場合 ( 参照 ：
Application.Quit Method) 。

• 他のアプ リ ケーシ ョ ンウ ィ ン ド ウよ り手前に表示させるため 、 ク ラ イアン ト が
サーバーウ ィ ン ド ウをアク テ ィ ブにする必要がある場合 。  

サンプル

以下のサンプルは 、 プログラムを非表示にし 、 1 秒後に再び表示し ます 。 このサンプ
ル実行についての詳細はサンプルコー ドの実行をご覧 く だ さい 。  

Sub Main
Visible = False
Wait 1
Visible = True
End Sub
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AssemblyOptions.Application
このプロパテ ィ は Application オブジ ェ ク ト を返し ます 。

プロ ト タ イプ

Application As Application

引数

な し

コ メ ン ト

これは Microsoft 規則によ り必要なプロパテ ィ です 。

このプロパテ ィ はオブジ ェ ク ト を Automation オブジ ェ ク ト と し て識別し ます 。 すべ
てのオー ト メ ーシ ョ ンサーバアプ リ ケーシ ョ ンには Application オブジ ェ ク ト があ り 、
すべての Automation オブジ ェ ク ト には application プロパテ ィ があ り ます 。 このプロパ
テ ィ は通常 、 様々なソース ( オー ト メ ーシ ョ ンサーバアプ リ ケーシ ョ ンなど ) からの
大量のオブジ ェ ク ト を扱う オー ト メ ーシ ョ ン ク ラ イアン ト アプ リ ケーシ ョ ンで 、 オブ
ジ ェ ク ト が属すアプ リ ケーシ ョ ンをすばや く 特定するのに使用されます 。
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AssemblyOptions.Count
このプロパテ ィ はアセンブ リバリ アン ト の数を返し ます 。

プロ ト タ イプ

Count As Long

引数

な し

コ メ ン ト

な し
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AssemblyOptions.Item
このプロパテ ィ は 、 イ ンデ ッ クスまたは名前を指定される と 、 アセンブ リバリ アン ト
を返し ます 。

プロ ト タ イプ

Item(index As Long) As Document

Item(name As String) As Document

引数

コ メ ン ト

このプロパテ ィ は AssemblyOptions collection オブジ ェ ク ト のデフ ォル ト メ ンバーです
。

index または name 引数が有効でない場合 、 このプロパテ ィ は例外を生成し ます 。

index 取得するアセンブ リバリ アン ト の ( 集合内の ) イ ンデ ッ クス

name 取得するアセンブ リバリ アン ト の名前
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AssemblyOptions.ItemType
このプロパテ ィ は 、 イ ンデ ッ クスを指定される と オブジ ェ ク ト タ イプを返し ます 。

プロ ト タ イプ

ItemType(index As long) As PPcbObjectType

ItemType(name As String) As PPcbObjectType

引数

コ メ ン ト

index 引数が無効な場合 、 このプロパテ ィ は例外を生成し ます 。

参照

AssemblyOptions.Item

index クエ リ を行う集合内のオブジ ェ ク ト のイ ンデ ッ クス

name 取得するオブジ ェ ト の名称
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AssemblyOptions.Next
このプロパテ ィ はイ ンデ ッ クスの後に指定された タ イプの次のオプジ ェ ク ト のイ ンデ
ッ クスを返し ます

プロ ト タ イプ

Next(index As long, type As PPcbObjectType) As Long

引数

コ メ ン ト

index 引数が無効な場合 、 このプロパテ ィ は例外を生成し ます 。

index = ゼロ (0) の場合 、 このフ ァ ン クシ ョ ンは指定された タ イプの最初の項目のイ ン
デッ クスを返し ます 。 項目が見つからない場合 、 戻り値は (0) と な り ます 。

index クエ リ を行う集合内のオブジ ェ ク ト のイ ンデ ッ クス

type クエ リ を行う オブジ ェ ク ト のタ イプ
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AssemblyOptions.ObjectType
このプロパテ ィ はオブジ ェ ク ト のタ イプを返し ます 。

プロ ト タ イプ

ObjectType As PPcbObjectType 

引数

な し

コ メ ン ト

な し
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AssemblyOptions.Parent
このプロパテ ィ はオブジ ェ ク ト のペアレン ト を返し ます 。

プロ ト タ イプ

Parent As Document

引数

な し

コ メ ン ト

これは Microsoft 規則によ り必要なプロパテ ィ です 。
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AssemblyOptions.ParentObject
このプロパテ ィ は集合のペアレン ト オブジ ェ ク ト を返し ます 。

プロ ト タ イプ

ParentObject as Object

引数

な し

コ メ ン ト

集合に ParentObject がある場合 、 集合が 「 アク テ ィ ブ 」 とい う こ とにな り ます 。 集合
に項目を追加し た り 、 集合から項目を削除する と 、 ペアレン ト オブジ ェ ク ト も同様に
変更されます 。 ParentObject がない場合は 、 集合のみに適用されます 。



PADS Layout オー ト メ ーシ ョ ンサーバー
Attribute.Application

PADS Layout User’s Guide, PADS 9.0 667

Attribute.Application
このプロパテ ィ は Application オブジ ェ ク ト を返し ます 。

プロ ト タ イプ

Application As Application

引数

な し

コ メ ン ト

これは Microsoft 規則によ り必要なプロパテ ィ です 。

このプロパテ ィ はオブジ ェ ク ト を Automation オブジ ェ ク ト と し て識別し ます 。 すべ
てのオー ト メ ーシ ョ ンサーバアプ リ ケーシ ョ ンには Application オブジ ェ ク ト があ り 、
すべての Automation オブジ ェ ク ト には application プロパテ ィ があ り ます 。 このプロパ
テ ィ は通常 、 様々なソース ( オー ト メ ーシ ョ ンサーバアプ リ ケーシ ョ ンなど ) からの
大量のオブジ ェ ク ト を扱う オー ト メ ーシ ョ ン ク ラ イアン ト アプ リ ケーシ ョ ンで 、 オブ
ジ ェ ク ト が属すアプ リ ケーシ ョ ンをすばや く 特定するのに使用されます 。
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Attribute.Name
このプロパテ ィ は属性名を返し ます 。

プロ ト タ イプ

Name As String

引数

な し

コ メ ン ト

な し

サンプル

以下のサンプルコー ドは開いている設計上の全属性を リ ス ト し 、 カス タムダイアログ
ボッ クスに リ ス ト を配置し ます 。 このサンプルは PADS Layout の Sax Basic Engine 内
の UserDialog Editor を使用し ています 。 詳細については Sax Basic Editor のオン ラ イ ン
ヘルプをご覧 く だ さい 。 このサンプル実行についての詳細は 、 サンプルコー ドの実行
をご覧 く だ さい 。  

Dim ListAttrs$(10000)
Sub Main
index = 0
For Each nextAttr In ActiveDocument.Attributes
ListAttrs$(index) = nextAttr.Name
index = index + 1
Next nextAttr
' This piece of code is automatically generated by the Basic Dialog Editor 
in PADS Layout.
Begin Dialog UserDialog 180,238,"Attributes" ' %GRID:10,7,1,1
ListBox 10,7,160,203,ListAttrs(),.ListBox1
OKButton 10,210,160,21

End Dialog
Dim dlg As UserDialog
Dialog dlg
End Sub

参照

Attribute.Value
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Attribute.ObjectType
このプロパテ ィ はオブジ ェ ク ト のタ イプを返し ます 。

プロ ト タ イプ

ObjectType As PPcbObjectType 

引数

な し

コ メ ン ト

な し
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Attribute.Parent
このプロパテ ィ はオブジ ェ ク ト のペアレン ト を返し ます 。

プロ ト タ イプ

Parent As Object

引数

な し

コ メ ン ト

これは Microsoft 規則によ り必要なプロパテ ィ です 。
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Attribute.Value
このプロパテ ィ は属性の値を設定 、 または返し ます 。

プロ ト タ イプ

Value As バリ アン ト

引数

な し

コ メ ン ト

属性値は Boolean 、 Byte 、 Single 、 Integer 、 PortInt 、 Long 、 Double 、 String 、
Measure オブジ ェ ク ト の型と な り ます 。

value( 値 ) の型と属性の型が異なる場合 、 このプロパテ ィ は例外を生成し ます 。

値が定義されていない場合 、 空の引数が戻り ます 。

サンプル 1
以下のサンプルコー ドは開いている設計内のすべての LED 実装部品の Cost 属性を
US$3.99 に変換し ます 。 このサンプル実行についての詳細はサンプルコー ドの実行を
ご覧 く だ さい 。  

Sub Main
For Each nextComp In ActiveDocument.Components
If nextComp.PartType = "LED" Then
' Ignore exceptions generated when that attribute does not exist
On Error Resume Next
nextComp.Attributes("PRICE").Value = 3.99
End If
Next nextComp
End Sub

サンプル 2
以下のサンプルコー ドは異なる タ イプの属性を PCB 設計レベルに加えた後に値の変
更を行います 。 このサンプル実行についての詳細はサンプルコー ドの実行をご覧 く だ
さい 。  

Sub Main
'Create new file to access some predefined attribute types such as List or 
Measure OpenDocument""
'Add attributes of different types to PCB design 
With Active Document
'Free text type
.Attributes.Add "Description","Free Text Value"
'Yes/No type
.Attributes.Add "PowerGround", "True"
'Number type
.Attributes.Add "Some Number", 100
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'Decimal Number type
.Attributes.Add "Some Decimal Number", 0.45
'Measure type (in volts)
.Attributes.Add "Voltage", Measure("5V)"
'list type (only values from predefined set allowed)
.Attributes.Add "HyperLynx.Signal Type", "Clock"
End With
'Modify PCB attributes of different types 
With ActiveDocument
'Free text type
.Attributes("Description").Value = "Another Free Text Value"
'Yes/No type
.Attributes("PowerGround").Value = False
'Number type
.Attributes("Some Number").Value = 200
'Decimal Number type
.Attributes("Some Decimal Number").Value = 0.25
'Measure type (in volts)
.Attributes("Voltage").Value = Measure("2.5V")
'list type (only values from predefined set allowed)
.Attributes("HyperLynx.Signal Type").Value = "Data"
End With
End Sub

参照

Attribute.Name



PADS Layout オー ト メ ーシ ョ ンサーバー
Attributes.Application

PADS Layout User’s Guide, PADS 9.0 673

Attributes.Application
このプロパテ ィ は Application オブジ ェ ク ト を返し ます 。

プロ ト タ イプ

Application As Application

引数

な し

コ メ ン ト

これは Microsoft 規則によ り必要なプロパテ ィ です 。

このプロパテ ィ はオブジ ェ ク ト を Automation オブジ ェ ク ト と し て識別し ます 。 すべ
てのオー ト メ ーシ ョ ンサーバアプ リ ケーシ ョ ンには Application オブジ ェ ク ト があ り 、
すべての Automation オブジ ェ ク ト には application プロパテ ィ があ り ます 。 このプロパ
テ ィ は通常 、 様々なソース ( オー ト メ ーシ ョ ンサーバアプ リ ケーシ ョ ンなど ) からの
大量のオブジ ェ ク ト を扱う オー ト メ ーシ ョ ン ク ラ イアン ト アプ リ ケーシ ョ ンで 、 オブ
ジ ェ ク ト が属すアプ リ ケーシ ョ ンをすばや く 特定するのに使用されます 。
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Attributes.Count
このプロパテ ィ は属性の数を返し ます 。

プロ ト タ イプ

Count As Long

引数

な し

コ メ ン ト

な し
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Attributes.Item
このプロパテ ィ はイ ンデ ッ クスまたは名前を与えられる と属性を返し ます 。

プロ ト タ イプ

Item(index As Long) As Attribute

Item(name As String) As Attribute

引数

コ メ ン ト

これは Attributes collection オブジ ェ ク ト のデフ ォル ト メ ンバーです 。

index または name 引数が有効でない場合 、 このプロパテ ィ は例外を生成し ます 。

index 取得する属性の ( 集合内の ) イ ンデ ッ クス

name 取得する属性の名称
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Attributes.ItemType
このプロパテ ィ は 、 イ ンデ ッ クスを指定される と オブジ ェ ク ト タ イプを返し ます 。

プロ ト タ イプ

ItemType(index As long) As PPcbObjectType

ItemType(name As String) As PPcbObjectType

引数

コ メ ン ト

index 引数が無効な場合 、 このプロパテ ィ は例外を生成し ます 。

参照

Attributes.Item

index クエ リ を行う集合内のオブジ ェ ク ト のイ ンデ ッ クス

name 取得するオブジ ェ ト の名前
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Attributes.Next
このプロパテ ィ は 、 イ ンデ ッ クスの後に指定された タ イプの次のオプジ ェ ク ト のイ ン
デッ クスを返し ます 。

プロ ト タ イプ

Next(index As long, type As PPcbObjectType) As Long

引数

コ メ ン ト

index 引数が無効な場合 、 このプロパテ ィ は例外を生成し ます 。

index = ゼロ (0) の場合 、 このフ ァ ン クシ ョ ンは指定された タ イプの最初の項目のイ ン
デッ クスを返し ます 。 項目が見つからない場合 、 戻り値は (0) と な り ます 。

index クエ リ を行う集合内のオブジ ェ ク ト のイ ンデッ クス

type クエ リ を行う オブジ ェ ク ト のタ イプ



PADS Layout User’s Guide, PADS 9.0678

PADS Layout オー ト メ ーシ ョ ンサーバー
Attributes.ObjectType

Attributes.ObjectType
このプロパテ ィ はオブジ ェ ク ト のタ イプを返し ます 。

プロ ト タ イプ

ObjectType As PPcbObjectType 

引数

な し

コ メ ン ト

な し
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Attributes.Parent
このプロパテ ィ はオブジ ェ ク ト のペアレン ト を返し ます 。

プロ ト タ イプ

Parent As Document

引数

な し

コ メ ン ト

これは Microsoft 規則によ り必要なプロパテ ィ です 。
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Attributes.ParentObject
このプロパテ ィ は集合のペアレン ト オブジ ェ ク ト を返し ます 。

プロ ト タ イプ

ParentObject as Object

引数

な し

コ メ ン ト

集合に ParentObject がある場合 、 集合が 「 アク テ ィ ブ 」 とい う こ とにな り ます 。 集合
に項目を追加し た り 、 集合から項目を削除する と 、 ペアレン ト オブジ ェ ク ト も同様に
変更されます 。 ParentObject がない場合は 、 集合のみに適用されます 。



PADS Layout オー ト メ ーシ ョ ンサーバー
CBP.Application

PADS Layout User’s Guide, PADS 9.0 681

CBP.Application
このプロパテ ィ は Application オブジ ェ ク ト を返し ます 。

制限事項 ： この情報は BGA ツールキ ッ ト にのみ適用されます 。

プロ ト タ イプ

Application As Application 

引数

な し

コ メ ン ト

このプロパテ ィ はオブジ ェ ク ト を Automation オブジ ェ ク ト と し て識別し ます 。 すべ
てのオー ト メ ーシ ョ ンサーバアプ リ ケーシ ョ ンには Application オブジ ェ ク ト があ り 、
すべての Automation オブジ ェ ク ト には application プロパテ ィ があ り ます 。 このプロパ
テ ィ は通常 、 様々なソース ( オー ト メ ーシ ョ ンサーバアプ リ ケーシ ョ ンなど ) からの
大量のオブジ ェ ク ト を扱う オー ト メ ーシ ョ ン ク ラ イアン ト アプ リ ケーシ ョ ンで 、 オブ
ジ ェ ク ト が属すアプ リ ケーシ ョ ンをすばや く 特定するのに使用されます 。

これは Microsoft 規則によ り必要なプロパテ ィ です 。



PADS Layout User’s Guide, PADS 9.0682

PADS Layout オー ト メ ーシ ョ ンサーバー
CBP.Component

CBP.Component
このプロパテ ィ は CBP の実装部品オブジ ェ ク ト を返し ます 。

制限事項 ： この情報は BGA ツールキ ッ ト にのみ適用されます 。

プロ ト タ イプ

Component As Component

引数

な し

コ メ ン ト

な し

サンプル

以下のサンプルコー ドは 、 引数と し て渡された CBP オブジ ェ ク ト に依存するサブル
ーチンを表し ます 。 このコー ドは実装部品の名前と CBP が属す部品形状の名前を取
得し ます 。 このサンプル実行についての詳細は 、 サンプルコー ドの実行をご覧 く だ さ
い 。  

Sub QueryCBP(aCBP As CBP)
MsgBox "Component Bond Pad" & aCBP.Name & 
"belongs to component" & aCBP.Component.Name & 
"(" & aCBP.Component.Decal &")"
End Sub



PADS Layout オー ト メ ーシ ョ ンサーバー
CBP.Edge

PADS Layout User’s Guide, PADS 9.0 683

CBP.Edge
このプロパテ ィ は CBP のエ ッ ジを返し ます 。

制限事項 ： この情報は BGA ツールキ ッ ト にのみ適用されます 。

プロ ト タ イプ

Edge As PPcbBondPadEdge

引数

な し

コ メ ン ト

な し

サンプル

以下のサンプルコー ドは 、 開いている設計上にある各ダイの CBP エ ッ ジについての
情報を表示し ます 。 このサンプル実行についての詳細は 、 サンプルコー ドの実行をご
覧 く だ さい 。  

Sub Main
For Each comp In ActiveDocument.Components
If comp.IsDiePart Then
For Each aCBP in comp.CBPs
Select Case aCBP.Edge
Case ppcbBondPadEdgeUnknown
MsgBox aCBP.Name & " Edge: Unknown"
Case ppcbBondPadEdgeLeft 
MsgBox aCBP.Name & " Edge: Left"
Case ppcbBondPadEdgeTop 
MsgBox aCBP.Name & " Edge: Top"
Case ppcbBondPadEdgeRight 
MsgBox aCBP.Name & " Edge: Right"
Case ppcbBondPadEdgeBottom 
MsgBox aCBP.Name & " Edge: Bottom"
Case Else 
MsgBox aCBP.Name & " Edge: Unknown"
End Select
Next
End If
Next
End Sub
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CBP.Function
このプロパテ ィ は CBP の信号名を返し ます 。

制限事項 ： この情報は BGA ツールキ ッ ト にのみ適用されます 。

プロ ト タ イプ

Function As String

引数

な し

コ メ ン ト

な し

サンプル

以下のサンプルコー ドは 、 開いている設計上にある各ダイの CBP の信号名を取得し
ます 。 このサンプル実行についての詳細は 、 サンプルコー ドの実行をご覧 く だ さい 。  

Sub Main
For Each comp In ActiveDocument.Components
If comp.IsDiePart Then
For Each aCBP in comp.CBPs
MsgBox aCBP.Name & " Function: " & aCBP.Function
Next
End If
Next
End Sub
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CBP.Layer
このプロパテ ィ は CBP の LIQ 層を返し ます 。

制限事項 ： この情報は BGA ツールキ ッ ト にのみ適用されます 。

プロ ト タ イプ

Layer As String

引数

な し

コ メ ン ト

な し

サンプル

以下のサンプルコー ドは 、 開いている設計上にある各ダイの CBP が存在する層を取
得し ます 。 このサンプル実行についての詳細は 、 サンプルコー ドの実行をご覧 く だ さ
い 。  

Sub Main
For Each comp In ActiveDocument.Components
If comp.IsDiePart Then
For Each aCBP in comp.CBPs
MsgBox aCBP.Name & " Layer: " & aCBP.Layer
Next
End If
Next
End Sub
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CBP.Length
このプロパテ ィ は CBP の長さ を返し ます 。

制限事項 ： この情報は BGA ツールキ ッ ト にのみ適用されます 。

プロ ト タ イプ

Length([unit As PPcbUnit = ppcbUnitCurrent]) As Double

引数

コ メ ン ト

な し

サンプル

以下のサンプルコー ドは 、 開いている設計上にある各ダイの CBP の長さ を取得し ま
す 。 このサンプル実行についての詳細は 、 サンプルコー ドの実行をご覧 く だ さい 。  

Sub Main
For Each comp In ActiveDocument.Components
If comp.IsDiePart Then
For Each aCBP in comp.CBPs
MsgBox aCBP.Name & " Length: " & Format (aCBP.Length, "#.###")
Next
End If
Next
End Sub

参照

CBP.Width 

unit [ オプシ ョ ン ] 返される長さ値の単位
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CBP.Name
このデフ ォル ト プロパテ ィ は CBP 名を返し ます 。

制限事項 ： この情報は BGA ツールキ ッ ト にのみ適用されます 。

プロ ト タ イプ

Name As String

引数

な し

コ メ ン ト

これは Microsoft 規則によ り必要なプロパテ ィ です 。

サンプル

以下のサンプルコー ドは 、 開いている設計上にある各ダイの CBP の名称を取得し ま
す 。 このサンプル実行についての詳細は 、 サンプルコー ドの実行をご覧 く だ さい 。  

Sub Main
For Each comp In ActiveDocument.Components
If comp.IsDiePart Then
For Each aCBP in comp.CBPs
MsgBox aCBP.Name
Next
End If
Next
End Sub
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CBP.ObjectType
このプロパテ ィ はオブジ ェ ク ト のタ イプを返し ます 。

制限事項 ： この情報は BGA ツールキ ッ ト にのみ適用されます 。

プロ ト タ イプ

ObjectType As PPcbObjectType 

引数

な し

コ メ ン ト

このプロパテ ィ は常に ppcbObjectTypeCBP を返し ます

通常このプロパテ ィ は異種 Objects Collection におけるデータベースオブジ ェ ク ト のタ
イプの特定や 、 引数と し て渡されるデータベースオブジ ェ ク ト タ イプに依存する汎用
ルーチンの実装に使われます 。

Visual C++ QueryInterface に相当する フ ァ ン クシ ョ ンが Visual Basic にはないため 、 そ
の不足を補う ためにオー ト メ ーシ ョ ンサーバー内の全データベースオブジ ェ ク ト はこ
のプロパテ ィ を実装し ています 。

サンプル

このサンプル実行についての詳細はサンプルコー ドの実行をご覧 く だ さい 。  

Sub DoSomethingToDieObject(dbObject As Object)
Select Case dbObject.ObjectType
Case ppcbObjectTypeCBP
' Do something specific to CBP objects
Case ppcbObjectTypeSBP
' Do something specific to SBP objects
Case ppcbObjectTypeWirebond
' Do something specific to Wirebond objects
Case Else
MsgBox "Not a Die object"
End Select
End Sub
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CBP.Parent
このプロパテ ィ はオブジ ェ ク ト のペアレン ト を返し ます 。

制限事項 ： この情報は BGA ツールキ ッ ト にのみ適用されます 。

プロ ト タ イプ

Parent As Document

引数

な し

コ メ ン ト

これは Microsoft 規則によ り必要なプロパテ ィ です 。
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CBP.PositionX
このプロパテ ィ は CBP の X 座標を返し ます 。

制限事項 ： この情報は BGA ツールキ ッ ト にのみ適用されます 。

プロ ト タ イプ

PositionX([unit As PPcbUnit = ppcbUnitCurrent]) As Double

引数

コ メ ン ト

な し

サンプル

以下のサンプルコー ドは 、 開いている設計上にある各ダイの CBP の位置を現在の単
位で取得し ます 。 このサンプル実行についての詳細はサンプルコー ドの実行をご覧 く
だ さい 。  

Sub Main
For Each comp In ActiveDocument.Components
If comp.IsDiePart Then
For Each aCBP in comp.CBPs
MsgBox aCBP.Name & ": (" & aCBP.PositionX & ", " & aCBP.PositionY & ")"
Next
End If
Next
End Main

参照

CBP.PositionY 

unit [ オプシ ョ ン ] 返される X 座標値の単位
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CBP.PositionY
このプロパテ ィ は CBP の Y 座標を返し ます 。

制限事項 ： この情報は BGA ツールキ ッ ト にのみ適用されます 。

プロ ト タ イプ

PositionY([unit As PPcbUnit = ppcbUnitCurrent]) As Double

引数

コ メ ン ト

な し

サンプル

以下のサンプルコー ドは 、 開いている設計上にある各ダイの CBP の位置を現在の単
位で取得し ます 。 このサンプル実行についての詳細はサンプルコー ドの実行をご覧 く
だ さい 。  

Sub Main
For Each comp In ActiveDocument.Components
If comp.IsDiePart Then
For Each aCBP in comp.CBPs
MsgBox aCBP.Name & ": (" & aCBP.PositionX & ", " & aCBP.PositionY & ")"
Next
End If
Next
End Sub

参照

CBP.PositionX 

unit [ オプシ ョ ン ] 返される Y 座標値の単位
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CBP.SBPs
このプロパテ ィ は 、 この CBP オブジ ェ ク ト に リ ン ク された SBP の集合を返し ます 。

制限事項 ： この情報は BGA ツールキ ッ ト にのみ適用されます 。

プロ ト タ イプ

SBPs As Objects 

引数

な し

コ メ ン ト

な し

サンプル

以下のサンプルコー ドは 、 開いている設計上にある各ダイの各 CBP に リ ン ク された
SBP の数を取得し ます 。 このサンプル実行についての詳細はサンプルコー ドの実行を
ご覧 く だ さい 。  

Sub Main
For Each comp In ActiveDocument.Components
If comp.IsDiePart Then
For Each aCBP in comp.CBPs
MsgBox "Number of SBPs linked to " & aCBP.Name & ": " & aCBP.SBPs.Count
Next
End If
Next
End Main

参照

CBP.Wirebonds 
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CBP.Shape
このプロパテ ィ は CBP の形状を返し ます 。

制限事項 ： この情報は BGA ツールキ ッ ト にのみ適用されます 。

プロ ト タ イプ

Shape As PPcbBondPadShape

引数

な し

コ メ ン ト

な し

サンプル

以下のサンプルコー ドは 、 開いている設計上にある各ダイの各 CBP の形状を取得し
ます 。 このサンプル実行についての詳細はサンプルコー ドの実行をご覧 く だ さい 。  

Sub Main
For Each comp In ActiveDocument.Components
If comp.IsDiePart Then
For Each aCBP in comp.CBPs
Select Case aCBP.Shape
Case ppcbBondPadShapeUnknown
MsgBox aCBP.Name & " Shape: Unknown"
Case ppcbBondPadShapeRectangle 
MsgBox aCBP.Name & " Shape: Rect"
Case ppcbBondPadShapeOval 
MsgBox aCBP.Name & " Shape: Oval"
Case Else 
MsgBox aCBP.Name & " Shape: Unknown"
End Select
Next
End If
Next
End Sub
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CBP.Width
このプロパテ ィ は CBP の幅を返し ます 。

制限事項 ： この情報は BGA ツールキ ッ ト にのみ適用されます 。

プロ ト タ イプ

Width([unit As PPcbUnit = ppcbUnitCurrent]) As Double

引数

コ メ ン ト

な し

サンプル

以下のサンプルは 、 開いている設計上にある各ダイの各 CBP の幅を取得し ます 。
このサンプル実行についての詳細はサンプルコー ドの実行をご覧 く だ さい 。  

Sub Main
For Each comp In ActiveDocument.Components
If comp.IsDiePart Then
For Each aCBP in comp.CBPs
MsgBox aCBP.Name & " Width: " & Format (aCBP.Width, "#.###")
Next
End If
Next
End Sub

参照

CBP.Length 

unit [ オプシ ョ ン ] 返される幅の値の単位
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CBP.Wirebonds
このプロパテ ィ は CBP オブジ ェ ク ト に付随するボン ド ワイ ヤ の集合を返し ます 。

制限事項 ： この情報は BGA ツールキ ッ ト にのみ適用されます 。

プロ ト タ イプ

Wirebonds As Objects 

引数

な し

コ メ ン ト

な し

サンプル

以下のサンプルコー ドは 、 開いている設計上にある各ダイの各 CBP に接続されてい
るボン ド ワイ ヤ 数を取得し ます 。 このサンプル実行についての詳細はサンプルコー
ドの実行をご覧 く だ さい 。  

Sub Main
For Each comp In ActiveDocument.Components
If comp.IsDiePart Then
For Each aCBP in comp.CBPs
MsgBox "Number of WBs connected to " & aCBP.Name & ":" & 
aCBP.Wirebonds.Count
Next
End If
Next
End Sub

参照

CBP.SBPs 
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Circle.Application
このプロパテ ィ は Application オブジ ェ ク ト を返し ます 。

プロ ト タ イプ

Application as Application 

引数

な し

コ メ ン ト

これは Microsoft 規則によ り必要なプロパテ ィ です 。
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Circle.CenterX
このプロパテ ィ は円の中心の x 座標を返し ます 。

プロ ト タ イプ

CenterX (Unit as PPcbUnit, Origin as PPcbOriginType) as Double

引数

コ メ ン ト

な し

サンプル

以下のサンプルコー ドは選択された円の位置を表し ます 。 このサンプル実行について
の詳細はサンプルコー ドの実行をご覧 く だ さい 。  

Sub Main
Set selected = ActiveDocument.GetObjects(ppcbObjectTypeDrawing,,TRUE)
For Each drw In selected
Dim geom as Object
For Each geom In drw.Geometry
If geom.ObjectType = ppcbObjectTypeCircle Then
MsgBox "Position: (" & geom.CenterX & ", " & geom.CenterY & ")"
End If
Next geom
Next drw 
End Sub

unit [ オプシ ョ ン ] 返される中心の X 値の単位 。 このオプシ ョ ンの
引数はデフ ォル ト 設定では ppcbUnitCurrent と な り ます 。

origin [ オプシ ョ ン ] 結果の計算の元と なる参照点のタ イプ 。
デフ ォル ト 値は ppcbOriginTypeDesign です 。
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Circle.CenterY
このプロパテ ィ は円の中心の y 座標を返し ます 。

プロ ト タ イプ

CenterY (Unit as PPcbUnit, Origin as PPcbOriginType) as Double

引数

コ メ ン ト

な し

サンプル

以下のサンプルコー ドは選択された円の位置を表し ます 。 このサンプル実行について
の詳細はサンプルコー ドの実行をご覧 く だ さい 。  

Sub Main
Set selected = ActiveDocument.GetObjects(ppcbObjectTypeDrawing,,TRUE)
For Each drw In selected
Dim geom as Object
For Each geom In drw.Geometry
If geom.ObjectType = ppcbObjectTypeCircle Then
MsgBox "Position: (" & geom.CenterX & ", " & geom.CenterY & ")"
End If
Next geom
Next drw 
End Sub

unit [ オプシ ョ ン ] 返される中心の Y 値の単位 。 このオプシ ョ ンの
引数は 、 デフ ォル ト 設定では ppcbUnitCurrent と な り ます 。

origin [ オプシ ョ ン ] 結果の計算の参照点と なる タ イプ 。
デフ ォル ト 値は ppcbOriginTypeDesign です 。
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Circle.Geometry
このプロパテ ィ は 、 このオブジ ェ ク ト の子幾何学オブジ ェ ク ト を表す 、 オブジ ェ ク ト
集合 、 現行ポリ ラ イ ン 、 テキス ト 、 円を返し ます 。

プロ ト タ イプ

Geometry as Collection

引数

な し

コ メ ン ト

な し

サンプル

以下のサンプルコー ドは子オブジ ェ ク ト の数を表示し ます 。 このサンプル実行につい
ての詳細はサンプルコー ドの実行をご覧 く だ さい 。  

Sub Main
Set selected = ActiveDocument.GetObjects(ppcbObjectTypeDrawing,,TRUE)
For Each drw In selected
Dim geom as Object
For Each geom In drw.Geometry
MsgBox "Child object count: " & geom.Geometry.Count
Next geom
Next drw 
End Sub
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Circle.Layer
このプロパテ ィ はオブジ ェ ク ト の層番号を返し ます 。

プロ ト タ イプ

Layer as Long

引数

な し

コ メ ン ト

な し

サンプル

以下のサンプルコー ドは選択された円の層番号を表示し ます 。 このサンプル実行につ
いての詳細はサンプルコー ドの実行をご覧 く だ さい 。  

Sub Main
Set selected = ActiveDocument.GetObjects(ppcbObjectTypeDrawing,,TRUE)
For Each drw In selected
Dim geom as Object
For Each geom In drw.Geometry
MsgBox "Layer number: " & geom.Layer
Next geom
Next drw 
End Sub
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Circle.LineWidth
このプロパテ ィ は円の線幅を返し ます 。

プロ ト タ イプ

LineWidth (Unit as PPcbUnit) as Double

引数

コ メ ン ト

な し

サンプル

以下のサンプルコー ドは選択された円の線幅を表示し ます 。 このサンプル実行につい
ての詳細はサンプルコー ドの実行をご覧 く だ さい 。  

Sub Main
Set selected = ActiveDocument.GetObjects(ppcbObjectTypeDrawing,,TRUE)
For Each drw In selected
Dim geom as Object
For Each geom In drw.Geometry
MsgBox "LineWidth: " & geom.LineWidth
Next geom
Next drw 
End Sub

unit [ オプシ ョ ン ] 返される線幅の単位 。 このオプシ ョ ンの引数の
デフ ォル ト 設定では ppcbUnitCurrent と な り ます 。
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Circle.ObjectType
このプロパテ ィ はオブジ ェ ク ト タ イプを返し ます 。

プロ ト タ イプ

ObjectType As PPcbObjectType 

引数

な し

コ メ ン ト

な し

サンプル

以下のサンプルコー ドは ObjectType プロパテ ィ をテス ト し ます 。 このサンプル実行に
ついての詳細はサンプルコー ドの実行をご覧 く だ さい 。  

Sub Main
For Each drw In ActiveDocument.Drawings
For Each geom In drw.Geometry
type = geom.ObjectType 
If type <> ppcbObjectTypePolyline And type <> ppcbObjectTypeCircle Then
MsgBox "Test failed"
End If
Next geom
Next drw 
End Sub
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Circle.OutlineType
このプロパテ ィ は円の外形線タ イプを返し ます 。

プロ ト タ イプ

OutlineType as PPcbOutlineType 

引数

な し

コ メ ン ト

な し

サンプル

以下のサンプルコー ドは選択された円の外形線タ イプを表示し ます 。 このサンプル実
行についての詳細はサンプルコー ドの実行をご覧 く だ さい 。  

Sub Main
Set selected = ActiveDocument.GetObjects(ppcbObjectTypeDrawing,,TRUE)
For Each drw In selected
Dim geom as Object
For Each geom In drw.Geometry
Select Case geom.OutlineType
Case ppcbOutLineTypeCenter
s = "Center line"
Case ppcbOutLineTypeOuter
s = "Outer line"
Case ppcbOutLineTypeInner
s = "Inner line"
End Select
MsgBox "Outline type: " & s
Next geom
Next drw 
End Sub
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Circle.Parent
このプロパテ ィ はオブジ ェ ク ト のペアレン ト を返し ます 。

プロ ト タ イプ

Parent as Document

引数

な し

コ メ ン ト

これは Microsoft 規則によ り必要なプロパテ ィ です 。
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Circle.Radius
このプロパテ ィ は円の半径値を返し ます 。

プロ ト タ イプ

Radius (Unit as PPcbUnit) as Double

引数

コ メ ン ト

な し

サンプル

以下のサンプルコー ドは選択し た円の半径を表し ます 。 このサンプル実行についての
詳細は 、 サンプルコー ドの実行をご覧 く だ さい 。  

Sub Main
Set selected = ActiveDocument.GetObjects(ppcbObjectTypeDrawing,,TRUE)
For Each drw In selected
Dim geom as Object
For Each geom In drw.Geometry
If geom.ObjectType = ppcbObjectTypeCircle Then
MsgBox "Radius: " & geom.Radius
End If 
Next geom
Next drw 
End Sub

Unit [ オプシ ョ ン ] 返される半径値の単位 。 このオプシ ョ ン引数は
デフ ォル ト 設定では ppcbUnitCurrent と な り ます 。
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Circle.ShapeType
このプロパテ ィ は円の形状タ イプを返し ます 。 PPcbShapeOpen の値は適用できません

プロ ト タ イプ

ShapeType as PPcbShapeType

引数

な し

コ メ ン ト

な し

サンプル

以下のサンプルコー ドは選択し た円の形状タ イプを表し ます 。 このサンプル実行につ
いての詳細は 、 サンプルコー ドの実行をご覧 く だ さい 。  

Sub Main
Set selected = ActiveDocument.GetObjects(ppcbObjectTypeDrawing,,TRUE)
For Each drw In selected
Dim geom as Object
For Each geom In drw.Geometry
Select Case geom.ShapeType
Case ppcbShapeTypeOpen
s = "Open"
Case ppcbShapeTypeHollow
s = "Hollow"
Case ppcbShapeTypeFilled
s = "Filled"
Case ppcbShapeTypeVoid
s = "Void"
End Select
MsgBox "Shape type: " & s & " shape"
Next geom
Next drw 
End Sub
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Component.Application
このプロパテ ィ は Application オブジ ェ ク ト を返し ます 。

プロ ト タ イプ

Application As Application

引数

な し

コ メ ン ト

このプロパテ ィ はオブジ ェ ク ト を Automation オブジ ェ ク ト と し て識別し ます 。 すべ
てのオー ト メ ーシ ョ ンサーバアプ リ ケーシ ョ ンには Application オブジ ェ ク ト があ り 、
すべての Automation オブジ ェ ク ト には application プロパテ ィ があ り ます 。 このプロパ
テ ィ は通常 、 様々なソース ( オー ト メ ーシ ョ ンサーバアプ リ ケーシ ョ ンなど ) からの
大量のオブジ ェ ク ト を扱う オー ト メ ーシ ョ ン ク ラ イアン ト アプ リ ケーシ ョ ンで 、 オブ
ジ ェ ク ト が属すアプ リ ケーシ ョ ンをすばや く 特定するのに使用されます 。
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Component.Attributes
このプロパテ ィ は実装部品の全属性の集合を返し ます 。

プロ ト タ イプ

Attributes As Attributes 

Attributes(name As String) As Attribute 

引数

コ メ ン ト

既存の属性名を渡される と 、 このプロパテ ィ はその実装部品の Attribute オブジ ェ ク ト
を返し ます 。 または 、 属性集合オブジ ェ ク ト にすべての実装部品属性の集合を返し ま
す 。

サンプル

以下のサンプルコー ドは ( 開いている設計に存在する場合 ) 実装部品 U1 の属性数を
Attributes.Count プロパテ ィ を使用し て取得し ます 。 このサンプル実行についての詳細
は 、 サンプルコー ドの実行をご覧 く だ さい 。  

Sub Main
Set attrs = ActiveDocument.Components("U1").Attributes
MsgBox "There are " & attrs.Count & " attribute(s) in component U1."
End Sub

name 既存の実装部品の属性名
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Component.CBPs
このプロパテ ィ はダイの CBP 集合を返し ます 。

制限事項 ： この情報は BGA ツールキ ッ ト にのみ適用されます 。

プロ ト タ イプ

CBPs As Objects 

引数

な し

コ メ ン ト

このプロパテ ィ は Component.IsDiePart が False の場合 、 例外を生成し ます 。

サンプル

以下のサンプルコー ドは 、 開いている設計上の各ダイの全 CBP で反復を行い CBP の
名前をプ リ ン ト し ます 。 このサンプル実行についての詳細は 、 サンプルコー ドの実行
をご覧 く だ さい 。  

Sub Main
For Each comp In ActiveDocument.Components
If comp.IsDiePart Then
For Each aCBP in comp.CBPs
Debug.Print aCBP.Name
Next aCBP
End If
Next
End Sub
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Component.CenterX
このプロパテ ィ は実装部品中心の X 座標を返し ます 。

プロ ト タ イプ

CenterX (Unit as PPcbUnit) as Double

引数

コ メ ン ト

な し

サンプル

以下のサンプルコー ドは 、 実装部品の中心の座標を表示し ます 。 このサンプル実行に
ついての詳細は 、 サンプルコー ドの実行をご覧 く だ さい 。  

Sub Main
Set selected = ActiveDocument.GetObjects(ppcbObjectTypeComponent,,True)
For Each comp In selected
Dim msg as String
Msg = "Component center: (" & comp.CenterX & ", " & comp.CenterY & ")"
MsgBox msg
Exit For
Next comp
End Sub

unit [ オプシ ョ ン ] 返される中心の X 値の単位 。 このオプシ ョ ンの
引数はデフ ォル ト 設定では ppcbUnitCurrent と な り ます 。
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Component.CenterY
このプロパテ ィ は実装部品中心の Y 座標を返し ます 。

プロ ト タ イプ

CenterY (Unit as PPcbUnit) as Double

引数

コ メ ン ト

な し

サンプル

以下のサンプルコー ドは 、 実装部品の中心の座標を表示し ます 。 このサンプル実行に
ついての詳細は 、 サンプルコー ドの実行をご覧 く だ さい 。  

Sub Main
Set selected = ActiveDocument.GetObjects(ppcbObjectTypeComponent,,True)
For Each comp In selected
Dim msg as String
Msg = "Component center: (" & comp.CenterX & ", " & comp.CenterY & ")"
MsgBox msg
Exit For
Next comp
End Sub

unit [ オプシ ョ ン ] 返される中心の Y 値の単位 。 このオプシ ョ ンの
引数はデフ ォル ト 設定では ppcbUnitCurrent と な り ます 。
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Component.Decal
このプロパテ ィ は実装部品の部品形状を設定 、 または返し ます 。

プロ ト タ イプ

Decal As String

引数

な し

コ メ ン ト

このプロパテ ィ は Component.DecalCompatibleList プロパテ ィ で返されるその実装部品
に対応する部品形状リ ス ト にある部品形状のみ設定できます 。

このプロパテ ィ は 、 設計が無効な場合 、 または Nudge 設定 、 固定テス ト ポイ ン ト ステ
ータ ス 、 既存の規定 、 現行 DRC 設定違反等によ り変更が行えない場合は例外を生成
し ます 。

サンプル

以下のサンプルコー ドは 、 開いている設計に存在する ComponentC1 の現行部品形状
を 、 変更可能な互換部品形状と共に取得し ます 。 このサンプル実行についての詳細は
サンプルコー ドの実行をご覧 く だ さい 。  

Sub Main
decalList = ActiveDocument.Components("C1").DecalCompatibleList
decalListString = ""
For index = LBound(decalList) To UBound(decalList)
If index = 1 Then
decalListString = decalList(index)
Else
decalListString = decalListString & " or " & decalList(index)
End If
Next index
MsgBox "C1 decal is " & ActiveDocument.Components("C1").Decal & " and can 
be changed to : " & decalListString
End Sub

参照

Component.DecalCompatibleList
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Component.DecalAttributes
このプロパテ ィ は実装部品の部品形状に指定された全属性の集合を返し ます 。

プロ ト タ イプ

DecalAttributes As Attributes 

DecalAttributes(name As String) As Attribute 

引数

コ メ ン ト

既存の属性名を渡される と 、 このプロパテ ィ はその部品形状の Attribute オブジ ェ ク ト
が返されます 。 も し く は 、 Attributes Collection オブジ ェ ク ト にすべての実装部品形状
属性の集合を返し ます 。

サンプル

以下のサンプルコー ドは ( 開いている設計にある場合 ) 実装部品 U1 の部品形状に割
り当てられた属性数を Attributes.Count プロパテ ィ を使って取得し ます 。 このサンプル
実行についての詳細は 、 サンプルコー ドの実行をご覧 く だ さい 。  

Sub Main
Set attrs = ActiveDocument.Components("U1").DecalAttributes
MsgBox "There are " & attrs.Count & " attribute(s) in decal " & 
ActiveDocument.Components("U1").Decal
End Sub

name 既存の部品形状属性の名前
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Component.DecalCompatibleList
このプロパテ ィ は実装部品に互換性のある部品形状一覧を返し ます 。

プロ ト タ イプ

DecalCompatibleList As バリ アン ト

引数

な し

コ メ ン ト

Component.Decal プロパテ ィ を使用し て実装部品形状に変更を加える前に 、 その実装
部品と互換性を持つすべての部品形状を特定するのにこのプロパテ ィ を使用し ます 。

サンプル

以下のサンプルコー ドは 、 開いている設計に存在する と仮定される実装部品 C1 の現
在の部品形状を 、 変更可能な互換性のある部品形状一覧と共に取得し ます 。 このサン
プル実行についての詳細は 、 サンプルコー ドの実行をご覧 く だ さい 。  

Sub Main
decalList = ActiveDocument.Components("C1").DecalCompatibleList
decalListString = ""
For index = LBound(decalList) To UBound(decalList)
If index = 1 Then
decalListString = decalList(index)
Else
decalListString = decalListString & " or " & decalList(index)
End If
Next index
MsgBox "C1 decal is " & ActiveDocument.Components("C1").Decal & " and can 
be changed to : " & decalListString
End Sub

参照

Component.Decal
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Component.DieHeight
このプロパテ ィ はダイの高さ を返し ます 。

制限事項 ： この情報は BGA ツールキ ッ ト にのみ適用されます 。

プロ ト タ イプ

DieHeight([unit As PPcbUnit = ppcbUnitCurrent]) As Double

引数

コ メ ン ト

Component.IsDiePart が False の場合 、 このプロパテ ィ は例外を生成し ます 。

サンプル

以下のサンプルコー ドは開いている設計の各ダイの高さ を取得し ます 。 このサンプル
実行についての詳細は 、 サンプルコー ドの実行をご覧 く だ さい 。  

Sub Main
For Each comp In ActiveDocument.Components
If comp.IsDiePart Then
MsgBox "DieHeight (" & comp.Name & "): " & Format (comp.DieHeight, 
"#.###")
End If
Next
End Sub

unit [ オプシ ョ ン ] 返されるダイの高さ値の単位 。 このオプシ ョ ン
の引数はデフ ォル ト 設定では ppcbUnitCurrent と な り ます 。
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Component.DieLength
このプロパテ ィ はダイの長さ を返し ます 。

制限事項 ： この情報は BGA ツールキ ッ ト にのみ適用されます 。

プロ ト タ イプ

DieLength([unit As PPcbUnit = ppcbUnitCurrent]) As Double

引数

コ メ ン ト

Component.IsDiePart が False の場合 、 このプロパテ ィ は例外を生成し ます 。

サンプル

以下のサンプルコー ドは開いている設計の各ダイの長さ を取得し ます 。 このサンプル
実行についての詳細は 、 サンプルコー ドの実行をご覧 く だ さい 。  

Sub Main
For Each comp In ActiveDocument.Components
If comp.IsDiePart Then
MsgBox "DieHeight (" & comp.Name & "):" & Format (comp.DieLength, 
"#.###")
End If
Next
End Sub

unit [ オプシ ョ ン ] 返されるダイの長さ値の単位 。 このオプシ ョ ン
の引数はデフ ォル ト 設定では ppcbUnitCurrent と な り ます 。
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Component.DieWidth
このプロパテ ィ はダイの幅を返し ます 。

制限事項 ： この情報は BGA ツールキ ッ ト にのみ適用されます 。

プロ ト タ イプ

DieWidth([unit As PPcbUnit = ppcbUnitCurrent]) As Double

引数

コ メ ン ト

Component.IsDiePart が False の場合 、 このプロパテ ィ は例外を生成し ます 。

サンプル

以下のサンプルコー ドは開いている設計上の各ダイ幅を取得し ます 。 このサンプル実
行についての詳細は 、 サンプルコー ドの実行をご覧 く だ さい 。  

Sub Main
For Each comp In ActiveDocument.Components
If comp.IsDiePart Then
MsgBox "DieWidth (" & comp.Name & "):" & Format (comp.DieWidth, "#.###")
End If
Next
End Sub

unit [ オプシ ョ ン ] 返されるダイの幅値の単位 。 このオプシ ョ ンの
引数はデフ ォル ト 設定では ppcbUnitCurrent と な り ます 。
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Component.Glued
このプロパテ ィ は実装部品が固定されているかど うかを設定 、 または返し ます 。

プロ ト タ イプ

Glued As Boolean

引数

な し

コ メ ン ト

な し

サンプル

以下のサンプルコー ドは開いている設計のすべての実装部品を固定し ます 。
このサンプル実行についての詳細は 、 サンプルコー ドの実行をご覧 く だ さい 。  

Sub Main
For Each nextComp In ActiveDocument.Components
nextComp.Glued = True
Next nextComp
End Sub
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Component.Installed
このプロパテ ィ は実装部品が現行のアセンブ リバリ アン ト にイ ンス ト ール ( 挿入 ) さ
れているかど うかを設定 、 または返し ます 。

プロ ト タ イプ

Installed As Boolean

引数

な し

コ メ ン ト

このプロパテ ィ は実装部品のペアレン ト がアセンブ リバリ アン ト の場合のみ役立ちま
す 。 実装部品のペアレン ト がアセンブ リバリ アン ト ではない場合は 、 このプロパテ ィ
は常に True を返し 、 他の値には変更できません 。

サンプル

以下のサンプルコー ドは 、 開いている設計上で EmptyAssOpt アセンブ リバリ アン ト を
作成し 、 新たに作成されたアセンブ リバリ アン ト ですべての実装部品をアン イ ンス ト
ール ( 未挿入 ) し ます 。 このサンプル実行についての詳細は 、 サンプルコー ドの実行
をご覧 く だ さい 。  

Sub Main
Set newAssOpt = ActiveDocument.AssemblyOptions.Add("EmptyAssOpt")
For Each nextComp In newAssOpt.Components
nextComp.Installed = False
Next nextComp
End Sub

参照

Component.Substituted
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Component.IsDiePart
このプロパテ ィ は実装部品がダイかど うかを返し ます 。

プロ ト タ イプ

IsDiePart As Boolean

引数

な し

コ メ ン ト

PADS Layout でこのプロパテ ィ は常に FALSE を返し ます 。

サンプル

以下のサンプルコー ドは開いている設計上のダイ名を取得し ます 。 このサンプル実行
についての詳細は 、 サンプルコー ドの実行をご覧 く だ さい 。  

Sub Main
For Each comp In ActiveDocument.Components
If comp.IsDiePart Then
MsgBox comp.Name
End If
Next
End Sub
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Component.IsSMD
このプロパテ ィ は実装部品が SMD かど うかを返し ます 。

プロ ト タ イプ

IsSMD As Boolean

引数

な し

コ メ ン ト

このフ ァ ン クシ ョ ンは実装部品が 100%SMD かを返し ます 。 これはすべてのピンが
SMD ピン とい う こ と を意味し ます 。

サンプル

以下のサンプルコー ドは開いている設計の SMD 実装部品の数を取得し ます 。 このサ
ンプル実行についての詳細は 、 サンプルコー ドの実行をご覧 く だ さい 。  

Sub Main
nbSMDComponents = 0
For Each nextComp In ActiveDocument.Components
If nextComp.IsSMD = True Then nbSMDComponents = nbSMDComponents + 1
Next nextComp
MsgBox "There are " & nbSMDComponents & " SMD components, out of " & 
ActiveDocument.Components.Count
End Sub
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Component.Labels
このプロパテ ィ は実装部品に関連するすべてのラベルの集合を返し ます 。

プロ ト タ イプ

Labels as Collection

Labels (Name as String) as Label

引数

コ メ ン ト

な し

サンプル

以下のサンプルコー ドは 、 メ ッ セージボ ッ クスに選択実装部品の最初のラベルの名前
を表示し ます 。 このサンプル実行についての詳細は 、 サンプルコー ドの実行をご覧 く
だ さい 。  

Sub Main
Set selected = ActiveDocument.GetObjects(pcbObjectTypeComponent,,True)
For Each comp In selected
For Each label In comp.Labels
MsgBox "The first component label is " & label.Text
Exit For
Next label
Exit For
Next comp
End Sub

name 取得する ラベル名 ( オプシ ョ ン )
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Component.Layer
このプロパテ ィ は実装部品の実装層を返し ます 。

プロ ト タ イプ

Layer As Long

引数

な し

コ メ ン ト

このプロパテ ィ は実装部品層 (PPcbLayerType) にのみ設定できます 。 開いている設計
上で有効なすべての実装部品層を特定するのに Document.LayerType プロパテ ィ を使
います 。

返された層番号と一致する層名を特定するには Document.LayerName プロパテ ィ を使
用し ます 。

設定層が無効 、 または実装部品層でない場合 、 このプロパテ ィ は例外を生成し ます 。

サンプル

以下のサンプルコー ドは 、 実装部品 U1 を 、 開いている設計に存在する と仮定し て 、
反対側の実装部品層に実装し ます 。 このサンプル実行についての詳細は 、 サンプルコ
ー ドの実行をご覧 く だ さい 。  

Sub Main
Set compU1 = ActiveDocument.Components("U1")
For index=1 To Document.LayerCount
If Document.LayerType(index) = ppcbLayerComponent And index <> 
compU1.layer Then 
compU1.layer = index
Exit For
End If
Next index
End Sub

参照

Document.LayerCount, Document.LayerName, Document.LayerType
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Component.Name
このプロパテ ィ は実装部品名を返し ます 。

プロ ト タ イプ

Name As String

引数

な し

コ メ ン ト

た と えば 、 このプロパテ ィ は実装部品 U1 に対し て文字列 "U1" を返し ます 。

このプロパテ ィ は Component オブジ ェ ク ト のデフ ォル ト プロパテ ィ です 。

サンプル

以下のサンプルコー ドは開いている設計上のすべての実装部品を リ ス ト し 、 このリ ス
ト を カス タムダイアログボ ッ クスに配置し ます 。 実装部品がリ ス ト ボ ッ クスで選択さ
れる と 、 PADS Layout でサンプルコー ド によ り実装部品が選択されます 。  

このサンプルは PADS Layout の Sax Basic Engine の UserDialog Editor を使用し ていま
す 。 このサンプル実行についての詳細は 、 サンプルコー ドの実行をご覧 く だ さい 。  

参照 ：  Sax Basic Editor オン ラ イ ンヘルプ 
(C:\MentorGraphics\<latest_release>PADS\SDD_HOME\Programs\sbe5_000.hlp)

Dim ListComps$(10000)
Sub Main
index = 0
For Each nextComp In ActiveDocument.Components
ListComps$(index) = nextComp.Name
index = index + 1
Next nextComp
' This piece of code is automatically generated by the Basic Dialog Editor 
in PADS Layout.
Begin Dialog UserDialog 180,238,"Components",.CallbackFunc ' 
%GRID:10,7,1,1
ListBox 10,7,160,203,ListComps(),.ListBox1
OKButton 10,210,160,21
End Dialog
Dim dlg As UserDialog
Dialog dlg
End Sub
' The following function is automatically called by the system when 
something has happened in the dialog; it is used to easily process user 
actions.
Function CallbackFunc%(DlgItem$, Action%, SuppValue%)
Select Case Action%
Case 2 ' Value changing or button pressed
If DlgItem$ = "ListBox1" Then
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ActiveDocument.SelectObjects(ppcbObjectTypeAll, , False)
ActiveDocument.SelectObjects(ppcbObjectTypeComponent, 
ListComps(SuppValue%))
End If
End Select
End Function
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Component.ObjectType
このプロパテ ィ はオブジ ェ ク ト タ イプを返し ます 。

プロ ト タ イプ

ObjectType As PPcbObjectType

引数

な し

コ メ ン ト

このプロパテ ィ は ppcbObjectTypeComponent を返し ます 。  

Visual C++ QueryInterface に相当する フ ァ ン クシ ョ ンが Visual Basic にはないため 、 そ
の不足を補う ため 、 PADS Layout オー ト メ ーシ ョ ンサーバー内の全 PADS Layout デー
タベースオブジ ェ ク ト はこのプロパテ ィ を実装し ています 。

このプロパテ ィ は通常 、 以下のよ う な場合に使用されます ：

• 異種Objects Collection内のPADS Layoutデータベースオブジ ェ ク ト の種類を特定
する場合 。

• 引数と し て渡される PADS Layout データベースオブジ ェ ク ト タ イプに依存する
汎用ルーチンを導入する場合 。 例 ：

Sub DoSomething(dbObject As Object)
Select Case dbObject.ObjectType
Case ppcbObjectTypeComponent
' Do something specific to component objects
Case ppcbObjectTypeNet
' Do something specific to net objects
Case ppcbObjectTypePin
' Do something specific to pin objects
Case ppcbObjectTypeVia
' Do something specific to via objects
Case ppcbObjectTypeConnection
' Do something specific to connection objects
Case ppcbObjectTypeRouteSegment
' Do something specific to route segment objects
Case ppcbObjectTypeJumper
' Do something specific to jumper objects
Case Else
MsgBox "Not a PADS Layout database object"
End Select
End Sub
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Component.Orientation
このプロパテ ィ は実装部品の方向を設定 、 または返し ます 。

プロ ト タ イプ

Orientation As Double

引数

な し

コ メ ン ト

このメ ソ ッ ドが正し く 完了するかど うかは以下に記載する項目に依存し ます 。 強制的
に実装部品の回転を行う には 、 まずいかを無効にする必要があ り ます ：

• Component.Glued プロパテ ィ で設定される Glued ステータ ス 。

• Document.Preference プロパテ ィ で設定される DRC モー ド 。

• Document.Preference プロパテ ィ で設定される Nudge モー ド 。

• Document.Preference プロパテ ィ で設定される ModifyUnionMember モー ド 。

プロセス中に PADS Layout セキュ リ テ ィ 障害が発生し た場合 、 このメ ソ ッ ドは例外を
生成し ます 。

サンプル

以下のサンプルコー ドは 、 開いている設計に存在する と仮定する U1 を 45 度に回転し
ます 。 このサンプル実行についての詳細は 、 サンプルコー ドの実行をご覧 く だ さい 。  

Sub Main
ActiveDocument.Components("U1").Orientation = 45
End Sub

参照

Document.PositionsChange 
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Component.Parent
このプロパテ ィ はオブジ ェ ク ト のペアレン ト を返し ます 。

プロ ト タ イプ

Parent As Document

引数

な し

コ メ ン ト

な し
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Component.PartType
このプロパテ ィ は実装部品のパー ト タ イプを設定 、 または返し ます 。

プロ ト タ イプ

PartType As String

引数

な し

コ メ ン ト

このプロパテ ィ は 、 実装部品のペアレン ト がアセンブ リバリ アン ト である場合のみ 、
新規値に設定できます 。 ペアレン ト がアセンブ リバリ アン ト である場合 、 現在のアセ
ンブ リバリ アン ト 内の実装部品を新規パー ト タ イプで置き換えます 。 新規パー ト タ イ
プは 、 デフ ォル ト の部品形状と互換性のある部品形状を持っている必要があ り ます 。

実装部品のペアレン ト がアセンブ リバリ アン ト ではない 、 またはパー ト タ イプが無効
の場合 、 このプロパテ ィ は例外を生成し ます 。

サンプル

以下のサンプルコー ドは 、 開いている設計に存在する と仮定する実装部品 U1 のパー
ト タ イプを取得し ます 。 このサンプル実行についての詳細は 、 サンプルコー ドの実行
をご覧 く だ さい 。  

Sub Main
MsgBox "The part type of U1 is " & 
ActiveDocument.Components("U1").PartType
End Sub

参照

Component.Substituted, Component.PartTypeObject
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Component.PartTypeAttributes
このプロパテ ィ は実装部品パーツ タ イプの全属性の集合を返し ます 。

プロ ト タ イプ

PartTypeAttributes As Attributes 

PartTypeAttributes(name As String) As Attribute 

引数

コ メ ン ト

既存の属性名を渡される と 、 このプロパテ ィ は 、 そのパー ト タ イプ Attribute オブジ ェ
ク ト が返されます 。 属性名が存在し ない場合 、 このプロパテ ィ は Attributes Collection
オブジ ェ ク ト からすべてのパー ト タ イプ属性の集合を返し ます 。

サンプル

以下のサンプルコー ドは 、 開いている設計にある と仮定する実装部品 U1 のパー ト タ
イプに割り当てられた属性数を Attributes.Count プロパテ ィ を使って取得し ます 。
このサンプル実行についての詳細は 、 サンプルコー ドの実行をご覧 く だ さい 。  

Sub Main
Set attrs = ActiveDocument.Components("U1").PartTypeAttributes
MsgBox "There are " & attrs.Count & " attribute(s) in decal " & 
ActiveDocument.Components("U1").PartType
End Sub

name 既存のパー ト タ イプ属性
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Component.PartTypeECORegistered
このプロパテ ィ はパー ト タ イプの ECO 登録ステータ スを設定 、 または返し ます 。

プロ ト タ イプ

PartTypeECORegistred As Boolean

引数

な し

コ メ ン ト

PowerPCB v3.5 以降では 、 このプロパテ ィ は無効と な り ます 。 代わり に
PartType.ECORegistered をご使用 く だ さい 。

参照

PartType.ECORegistered
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Component.PartTypeLogic
このプロパテ ィ は実装部品パー ト タ イプの論理タ イプを返し ます 。

プロ ト タ イプ

PartTypeLogic As String

引数

な し

コ メ ン ト

な し

サンプル

以下のサンプルコー ドは 、 開いている設計にある と仮定する実装部品 U1 のパー ト タ
イプの論理タ イプを取得し ます 。 このサンプル実行についての詳細は 、 サンプルコー
ドの実行をご覧 く だ さい 。  

Sub Main
MsgBox "The Logic type of U1 is " & 
ActiveDocument.Components("U1").PartTypeLogic
End Sub
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Component.PartTypeObject
このプロパテ ィ は 、 この実装部品のパー ト タ イプオブジ ェ ク ト を返し ます 。

プロ ト タ イプ

PartTypeObject As PartType 

引数

な し

コ メ ン ト

な し

サンプル

以下のサンプルコー ドは開いている設計に存在する と仮定する実装部品 U1 のパー ト
タ イプオブジ ェ ク ト を取得し ます 。 このサンプル実行についての詳細は 、 サンプルコ
ー ドの実行をご覧 く だ さい 。  

Sub Main
MsgBox "The part type of U1 is " & 
ActiveDocument.Components("U1").PartTypeObject.Name
End Sub

参照

Component.PartType
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Component.Pins
このプロパテ ィ は実装部品の全ピンの集合を返し ます 。

プロ ト タ イプ

Pins As Objects 

Pins(name As String) As Pin 

引数

コ メ ン ト

既存のピン名がこのプロパテ ィ へ渡される と 、 その Pin オブジ ェ ク ト が返されます 。
ピン名 が存在し ない場合 、 このプロパテ ィ は Objects Collection オブジ ェ ク ト 内の実装
部品のすべてのピン集合を返し ます 。

サンプル

以下のサンプルコー ドは 、 開いている設計に存在する と仮定する実装部品 U1 のピン
数を取得し ます 。 このサンプル実行についての詳細は 、 サンプルコー ドの実行をご覧
く だ さい 。  

Sub Main
MsgBox "U1 has " & ActiveDocument.Components("U1").Pins.Count & " pins."
End Sub

name 既存ピン名
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Component.Placed
このプロパテ ィ は実装部品が配置されているかど うかを返し ます 。

プロ ト タ イプ

Placed As Boolean

引数

な し

コ メ ン ト

実装部品は 、 すべてのピンが ( 基板カ ッ ト アウ ト の外側ではな く ) 基板外形内にある
場合 、 Placed( 配置済 ) とみな されます 。

サンプル

以下のサンプルコー ドは 、 開いている設計に存在する と仮定する実装部品 UI が配置
されているかど うかを決定し ます 。 このサンプル実行についての詳細は 、 サンプルコ
ー ドの実行をご覧 く だ さい 。  

Sub Main
Select Case ActiveDocument.Components("U1").Placed
Case True
MsgBox "Component U1 is placed" 
Case False
MsgBox "Component U1 is not placed" 
End Select
End Sub
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Component.PositionX
このプロパテ ィ は実装部品の x 座標を返し ます 。

プロ ト タ イプ

PositionX([unit As PPcbUnit]) As Double

引数

コ メ ン ト

な し

サンプル

以下のサンプルコー ドは 、 開いている設計にある と仮定する実装部品 U1 の位置を現
在の設計単位で取得し ます 。 このサンプル実行についての詳細は 、 サンプルコー ドの
実行をご覧 く だ さい 。  

Sub Main
Set compU1 = ActiveDocument.Components("U1")
MsgBox "U1 position is = (" & compU1.PositionX & ", " & compU1.PositionY & 
")"
End Sub

参照

Component.PositionY, Component.Move

unit [ オプシ ョ ン ] 返される X 座標値の単位 。
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Component.PositionY
このプロパテ ィ は実装部品の Y 座標を返し ます 。

プロ ト タ イプ

PositionY([unit As PPcbUnit]) As Double

引数

コ メ ン ト

な し

サンプル

以下のサンプルコー ドは 、 開いている設計にある と仮定する実装部品 U1 の位置を現
在の設計単位で取得し ます 。 このサンプル実行についての詳細は 、 サンプルコー ドの
実行をご覧 く だ さい 。  

Sub Main
Set compU1 = ActiveDocument.Components("U1")
MsgBox "U1 position is = (" & compU1.PositionX & ", " & compU1.PositionY & 
")"
End Sub

参照

Component.PositionX, Component.Move

unit [ オプシ ョ ン ] 返される Y 座標値の単位 。
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Component.SBPs
このプロパテ ィ はダイの SBP 集合を返し ます 。

制限事項 ： この情報は BGA ツールキ ッ ト にのみ適用されます 。

プロ ト タ イプ

SBPs As Objects

引数

な し

コ メ ン ト

Component.IsDiePart が False の場合 、 このプロパテ ィ は例外を生成し ます 。

サンプル

以下のサンプルコー ドは 、 開いている設計上の各ダイの SBPs で反復を行い SBPs の
名前を出力し ます 。 このサンプル実行についての詳細は 、 サンプルコー ドの実行をご
覧 く だ さい 。  

Sub Main
For Each comp In ActiveDocument.Components
If comp.IsDiePart Then
For Each aSBP In comp.SBPs
Debug.Print aSBP.Name
Next
End If
Next
End Sub
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Component.Selected
このプロパテ ィ は 、 実装部品が選択されているかど うかを設定 、 または返し ます 。

プロ ト タ イプ

Selected As Boolean

引数

な し

コ メ ン ト

Document.SelectObjects と Objects.Select メ ソ ッ ド を使用し て PADS Layout データベー
スオブジ ェ ク ト を選択する こ と も可能です 。

サンプル

以下のサンプルコー ドは 、 開いている設計に存在する と仮定する 、 実装部品 U1 のみ
選択し ます 。 このサンプル実行についての詳細は 、 サンプルコー ドの実行をご覧 く だ
さい 。  

Sub Main
ActiveDocument.SelectObjects(,,False)
ActiveDocument.Components("U1").Selected = True
End Sub

参照

Document.SelectionChange Event 
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Component.Substituted
このプロパテ ィ は 、 実装部品が現行アセンブ リバリ アン ト で置き換えられているかど
うかを返し ます 。

プロ ト タ イプ

Substituted As String

引数

な し

コ メ ン ト

このプロパテ ィ は実装部品のペアレン ト がアセンブ リバリ アン ト の際に役立ちます 。
実装部品のペアレン ト がアセンブ リバリ アン ト ではない場合 、 このオプシ ョ ンは常に
False を返し ます 。

組立てオプシ ョ ンで実装部品を置き換えるには Component.PartType プロパテ ィ を使用
し ます 。

サンプル

以下のサンプルコー ドは 、 開いている設計に存在する と仮定する MyAssOpt アセンブ
リバリ アン ト の 、 置換された実装部品数を取得し ます 。 このサンプル実行についての
詳細は 、 サンプルコー ドの実行をご覧 く だ さい 。  

Sub Main
Set myAssOpt = ActiveDocument.AssemblyOptions("MyAssOpt")
nbSubstComp = 0
For Each nextComp In myAssOpt.Components
If nextComp.Substituted = True Then nbSubstComp = nbSubstComp + 1

Next nextComp
MsgBox "There are " & nbSubstComp & " substituted components in " & 
myAssOpt.Name
End Sub

参照

Component.PartType, Component.Installed
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Component.WireBondRulesAngleMaximum
このプロパテ ィ は 、 ダイのワイ ヤ ボン ドの最大角度規則を度数で返し ます 。

制限事項 ： この情報は BGA ツールキ ッ ト にのみ適用されます 。

プロ ト タ イプ

WireBondRulesAngleMaximum As Double

引数

な し

コ メ ン ト

Component.IsDiePart が False の場合 、 このプロパテ ィ は例外を生成し ます 。

サンプル

以下のサンプルコー ドは開いている設計上の各ダイの最大角度規則を取得し ます 。
このサンプル実行についての詳細は 、 サンプルコー ドの実行をご覧 く だ さい 。  

Sub Main
For Each comp In ActiveDocument.Components
If comp.IsDiePart Then
MsgBox "MaxAngleRule:" & Format (comp.WireBondRulesAngleMaximum, "#.###")
End If
Next
End Sub
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Component.WireBondRulesClearanceWireToPad
このプロパテ ィ はダイのワイ ヤ ボン ド⇔パッ ドの間隙規則を返し ます 。

制限事項 ： この情報は BGA ツールキ ッ ト にのみ適用されます 。

プロ ト タ イプ

WireBondRulesClearanceWireToPad([unit As PPcbUnit = ppcbUnitCurrent]) As Double

引数

コ メ ン ト

Component.IsDiePart が False の場合 、 このプロパテ ィ は例外を生成し ます 。

サンプル

以下のサンプルコー ドは 、 開いている設計上の各ダイのワイ ヤ からパッ ドの間隙規
則を取得し ます 。 このサンプル実行についての詳細は 、 サンプルコー ドの実行をご覧
く だ さい 。  

Sub Main
For Each comp In ActiveDocument.Components
If comp.IsDiePart Then
MsgBox "WireToPad: " & Format (comp.WireBondRulesClearanceWireToPad, 
"#.###")
End If
Next
End Sub

unit [ オプシ ョ ン ] 返される間隙値の単位
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Component.WireBondRulesClearanceWireToWire
このプロパテ ィ はダイのワイ ヤ ボン ド間の間隙規則を返し ます 。

制限事項 ： この情報は BGA ツールキ ッ ト にのみ適用されます 。

プロ ト タ イプ

WireBondRulesClearanceWireToWire([unit As PPcbUnit = ppcbUnitCurrent]) As Double

引数

コ メ ン ト

Component.IsDiePart が False の場合 、 このプロパテ ィ は例外を生成し ます 。

サンプル

以下のサンプルコー ドは開いている設計上の各ダイのワイ ヤ 間の間隙規則を取得し
ます 。 このサンプル実行についての詳細は 、 サンプルコー ドの実行をご覧 く だ さい 。  

Sub Main
'For Each comp In ActiveDocument.Components
If comp.IsDiePart Then
MsgBox "WireToWire: " & Format 
(comp.WireBondRulesClearanceWireToWire,"#.###")
End If
Next
End Sub

unit [ オプシ ョ ン ] 返される間隙値の単位
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Component.WireBondRulesLengthMaximum
このプロパテ ィ はダイのワイ ヤ ボン ドの最大長規則を返し ます 。

制限事項 ： この情報は BGA ツールキ ッ ト にのみ適用されます 。

プロ ト タ イプ

WireBondRulesLengthMaximum([unit As PPcbUnit = ppcbUnitCurrent]) As Double

引数

コ メ ン ト

Component.IsDiePart が False の場合 、 このプロパテ ィ は例外を生成し ます 。

サンプル

以下のサンプルコー ドは 、 開いている設計上の各ダイの最大長さ規則を取得し ます 。
このサンプル実行についての詳細は 、 サンプルコー ドの実行をご覧 く だ さい 。  

Sub Main
For Each comp In ActiveDocument.Components
If comp.IsDiePart Then
MsgBox "MaxLengthRule:" & Format (comp.WireBondRulesLengthMaximum, 
"#.###")
End If
Next
End Sub

unit [ オプシ ョ ン ] 返される長さ値の単位
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Component.WireBondRulesLengthMinimum
このプロパテ ィ はダイのワイ ヤ ボン ドの最小長規則を返し ます 。

制限事項 ： この情報は BGA ツールキ ッ ト にのみ適用されます 。

プロ ト タ イプ

WireBondRulesLengthMinimum([unit As PPcbUnit = ppcbUnitCurrent]) As Double

引数

コ メ ン ト

Component.IsDiePart が False の場合 、 このプロパテ ィ は例外を生成し ます 。

サンプル

以下のサンプルコー ドは 、 開いている設計上の各ダイの最小長さ規則を取得し ます 。
このサンプル実行についての詳細は 、 サンプルコー ドの実行をご覧 く だ さい 。  

Sub Main
For Each comp In ActiveDocument.Components
If comp.IsDiePart Then
MsgBox "MinLengthRule:" & Format (comp.WireBondRulesLengthMinimum, 
"#.###")
End If
Next
End Sub

unit [ オプシ ョ ン ] 返される長さ値の単位
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Component.Wirebonds
このプロパテ ィ はダイのワイ ヤ ボン ドの集合を返し ます 。

制限事項 ： この情報は BGA ツールキ ッ ト にのみ適用されます 。

プロ ト タ イプ

Wirebonds As Objects

引数

な し

コ メ ン ト

な し

サンプル

以下のサンプルコー ドは 、 開いている設計の実装部品の各ダイのすべてのワイ ヤ ボ
ン ド で反復を行いワイ ヤ ボン ド名をプ リ ン ト し ます 。 このサンプル実行についての
詳細は 、 サンプルコー ドの実行をご覧 く だ さい 。  

Sub Main
For Each comp In ActiveDocument.Components
If comp.IsDiePart Then
For Each nWB In comp.Wirebonds
Debug.Print nWB.Name
Next
End If
Next
End Sub
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Connection.Application
このプロパテ ィ は Application オブジ ェ ク ト を返し ます 。

プロ ト タ イプ

Application As Application

引数

な し

コ メ ン ト

このプロパテ ィ はオブジ ェ ク ト を Automation オブジ ェ ク ト と し て識別し ます 。 すべ
てのオー ト メ ーシ ョ ンサーバアプ リ ケーシ ョ ンには Application オブジ ェ ク ト があ り 、
すべての Automation オブジ ェ ク ト には application プロパテ ィ があ り ます 。 このプロパ
テ ィ は通常 、 様々なソース ( オー ト メ ーシ ョ ンサーバアプ リ ケーシ ョ ンなど ) からの
大量のオブジ ェ ク ト を扱う オー ト メ ーシ ョ ン ク ラ イアン ト アプ リ ケーシ ョ ンで 、 オブ
ジ ェ ク ト が属すアプ リ ケーシ ョ ンをすばや く 特定するのに使用されます 。
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Connection.Length
このプロパテ ィ は結線の長さ を返し ます 。

プロ ト タ イプ

Length([unit As PPcbUnit]) As Double

引数

コ メ ン ト

な し

サンプル

以下のサンプルコー ドは 、 開いている設計上に結線が 1 つ以上ある と仮定し 、 最初に
見つかった結線の長さ を取得し ます 。 このサンプル実行についての詳細は 、 サンプル
コー ドの実行をご覧 く だ さい 。  

Sub Main
Set firstConn = ActiveDocument.Connections(1)
MsgBox "Connection " & firstConn.Name & " has a length of " & 
firstConn.Net.Length
End Sub

unit [ オプシ ョ ン ] 返される長さ値の単位
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Connection.Name
このプロパテ ィ は結線の名前を返し ます 。

プロ ト タ イプ

Name As String

引数

な し

コ メ ン ト

このプロパテ ィ は Connection オブジ ェ ク ト のデフ ォル ト プロパテ ィ です 。

サンプル

以下のサンプルコー ドは 、 開いている設計上の全結線を名称で リ ス ト 化し 、 そのリ ス
ト を カス タムダイアログボ ッ クスに配置し ます 。 リ ス ト ボ ッ クスで結線が選択される
と 、 サンプルはその結線を選択し ます 。

このサンプルは Sax Basic Engine の UserDialog Editor を使用し ています 。
このサンプル実行についての詳細は 、 サンプルコー ドの実行をご覧 く だ さい 。  

参照 ： Sax Basic Editor オン ラ イ ンヘルプ 
(C:\MentorGraphics\<latest_release>PADS\SDD_HOME\Programs\sbe5_000.hlp)

Dim ListConns$(10000)
Sub Main
index = 0
For Each nextConn In ActiveDocument.Connections
ListConns$(index) = nextConn.Name
index = index + 1
Next nextConn
' This piece of code is automatically generated by the Basic Dialog Editor 
in PADS Layout.
Begin Dialog UserDialog 180,238,"Connections",.CallbackFunc ' 
%GRID:10,7,1,1
ListBox 10,7,160,203,ListConns(),.ListBox1
OKButton 10,210,160,21
End Dialog
Dim dlg As UserDialog
Dialog dlg
End Sub
' The following function is automatically called by the system when 
something has happened 
' in the dialog; it is used to easily process user actions.
Function CallbackFunc%(DlgItem$, Action%, SuppValue%)
Select Case Action%
Case 2 ' Value changing or button pressed
If DlgItem$ = "ListBox1" Then
ActiveDocument.SelectObjects(ppcbObjectTypeAll, , False)
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ActiveDocument.SelectObjects(ppcbObjectTypeConnection, 
ListConns(SuppValue%))
End If
End Select
End Function
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Connection.Net
このプロパテ ィ は結線に接続されたネ ッ ト を返し ます 。

プロ ト タ イプ

Net As Net

引数

な し

コ メ ン ト

な し

サンプル

以下のサンプルコー ドは 、 開いている設計上に結線が 1 つ以上ある と仮定し 、 最初に
見つかった結線に接続されたネ ッ ト を取得し ます 。 このサンプル実行についての詳細
は 、 サンプルコー ドの実行をご覧 く だ さい 。  

Sub Main
Set firstConn = ActiveDocument.Connections(1)
MsgBox "Connection " & firstConn.Name & " is connected to net " & 
firstConn.Net.Name
End Sub
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Connection.ObjectType
このプロパテ ィ はオブジ ェ ク ト タ イプを返し ます 。

プロ ト タ イプ

ObjectType As PPcbObjectType

引数

な し

コ メ ン ト

このプロパテ ィ は ppcbObjectTypeConnection を返し ます 。  

Visual C++ QueryInterface に相当する フ ァ ン クシ ョ ンが Visual Basic にはないため 、 そ
の不足を補う ために PADS Layout オー ト メ ーシ ョ ンサーバー内の全データベースオブ
ジ ェ ク ト はこのプロパテ ィ を実装し ています 。

このプロパテ ィ は通常 、 以下の場合に使われます ：

• 異種Objects collectionにおいてデータベースオブジ ェ ク ト のタ イプを特定する場
合 。

• 引数と し て渡されるデータベースオブジ ェ ク ト タ イプに依存する汎用ルーチン
を導入する際 。 例 ：

Sub DoSomething(dbObject As Object)
Select Case dbObject.ObjectType
Case ppcbObjectTypeComponent
' Do something specific to component objects
Case ppcbObjectTypeNet
' Do something specific to net objects
Case ppcbObjectTypePin
' Do something specific to pin objects
Case ppcbObjectTypeVia
' Do something specific to via objects
Case ppcbObjectTypeConnection
' Do something specific to connection objects
Case ppcbObjectTypeRouteSegment
' Do something specific to route segment objects
Case ppcbObjectTypeJumper
' Do something specific to jumper objects
Case Else
MsgBox "Not a PADS Layout database object"
End Select
End Sub
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Connection.Parent
このプロパテ ィ はオブジ ェ ク ト のペアレン ト を返し ます 。

プロ ト タ イプ

Parent As Document

引数

な し

コ メ ン ト

な し
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Connection.Pins
このプロパテ ィ は結線のすべてのピンの集合を返し ます 。

プロ ト タ イプ

Pins As Objects 

Pins(name As String) As Pin 

引数

コ メ ン ト

このプロパテ ィ へ既存ピン名が渡される と 、 その Pin オブジ ェ ク ト を返し ます 。  ピン
名 が存在し ない場合 、 プロパテ ィ はすべてのピン集合を Objects collection オブジ ェ ク
ト に返し ます 。

サンプル

以下のサンプルコー ドは 、 開いている設計上にビアが 1 つ以上ある と仮定し 、 最初に
見つかった結線のピン数を取得し ます 。 このサンプル実行についての詳細は 、 サンプ
ルコー ドの実行をご覧 く だ さい 。  

Sub Main
Set firstConn = ActiveDocument.Connections(1)
MsgBox "Connection " & firstConn.Name & " connects " & 
firstConn.Pins.Count & " pins."
End Sub

name 既存ピン名
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Connection.RouteSegments
このプロパテ ィ は結線内のすべての配線線分を返し ます 。

プロ ト タ イプ

RouteSegments As Objects 

RouteSegments(name As String) As RouteSegment 

引数

コ メ ン ト

既存ピン名を渡される と 、 このプロパテ ィ はその RouteSegment オブジ ェ ク ト を返し
ます 。 配線線分名が存在し ない場合 、 このプロパテ ィ は Objects collection オブジ ェ ク
ト 内の結線のすべての配線線分の集合を返し ます 。

サンプル

以下のサンプルコー ドは 、 開いている設計上にビアが 1 つ以上ある と仮定し 、 最初に
見つかった配線線分の数を取得し ます 。 このサンプル実行についての詳細は 、 サンプ
ルコー ドの実行をご覧 く だ さい 。  

Sub Main
Set firstConn = ActiveDocument.Connections(1)
MsgBox "Connection " & firstConn.Name & " includes " & 
firstConn.RouteSegments.Count & " route segments."
End Sub

name 既存の配線線分の名前
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Connection.Selected
このプロパテ ィ は結線が選択されているかど うかを設定 、 または返し ます 。

プロ ト タ イプ

Selected As Boolean

引数

な し

コ メ ン ト

な し

サンプル

以下のサンプルコー ドは 、 開いている設計上に結線が 1 つ以上ある と仮定し 、 最初に
見つかった結線を選択し ます 。 このサンプル実行についての詳細は 、 サンプルコー ド
の実行をご覧 く だ さい 。  

Sub Main
ActiveDocument.SelectObjects(,,False)
ActiveDocument.Connections(1).Selected = True
End Sub

参照

Document.SelectionChange Event 
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Connection.Vias
このプロパテ ィ は結線上のすべてのビアの集合を返し ます 。

プロ ト タ イプ

Vias As Objects 

Vias(name As String) As Via 

引数

コ メ ン ト

既存ビア名を渡される と 、 このプロパテ ィ はその Via オブジ ェ ク ト を返し ます 。
ビア名 が存在し ない場合 、 このプロパテ ィ は Objects collection オブジ ェ ク ト 内の集合
のすべてのビアの集合を返し ます 。

サンプル

以下のサンプルコー ドは 、 開いている設計上に結線が 1 つ以上ある と仮定し 、 最初に
見つかった結線のビアの数を取得し ます 。 このサンプル実行についての詳細は 、 サン
プルコー ドの実行をご覧 く だ さい 。  

Sub Main
Set firstConn = ActiveDocument.Connections(1)
MsgBox "Connection " & firstConn.Name & " includes " & 
firstConn.Vias.Count & " vias."
End Sub

name 既存ビアの名前
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Decal.Application
このプロパテ ィ は Application オブジ ェ ク ト を返し ます 。

プロ ト タ イプ

Application as Application

引数

な し
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Decal.Attributes
このプロパテ ィ は部品形状の属性のコ レ クシ ョ ンを返し ます 。

プロ ト タ イプ

Attributes (name As String) As Attribute

引数

name 既存の部品形状の属性の名前



PADS Layout User’s Guide, PADS 9.0760

PADS Layout オー ト メ ーシ ョ ンサーバー
Decal.Components

Decal.Components
このプロパテ ィ はこの部品形状の Component オブジ ェ ク ト のコ レ クシ ョ ンを返し ます
。

プロ ト タ イプ

Components (name As String) As Component

引数

name 既存の実装部品名
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Decal.LibraryTimeStamp
このプロパテ ィ は部品形状のラ イブ ラ リのタ イムス タ ンプを返し ます 。

プロ ト タ イプ

TimeStamp as Date

引数

な し
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Decal.Name
このプロパテ ィ は部品形状の名前を返し ます 。

プロ ト タ イプ

Name as String

引数

な し
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Decal.ObjectType
このプロパテ ィ はこのデータベースオブジ ェ ク ト （ 部品形状 ） のタ イプを返し ます 。

プロ ト タ イプ

ObjectType as PPcbObjectType

引数

な し
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Decal.Parent
このプロパテ ィ はオブジ ェ ク ト のペアレン ト を返し ます 。

プロ ト タ イプ

Parent as Document

引数

な し



PADS Layout オー ト メ ーシ ョ ンサーバー
Decal.Selected

PADS Layout User’s Guide, PADS 9.0 765

Decal.Selected
このプロパテ ィ は部品外形の選択状態を設定なたは返し ます 。

プロ ト タ イプ

Selected as Boolean

引数

な し
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Decal.TimeStamp
このプロパテ ィ は部品外形のタ イムス タ ンプを返し ます

プロ ト タ イプ

TimeStamp as Date

引数

な し
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Document.ActiveView
このプロパテ ィ はアク テ ィ ブな表示を返し ます 。

プロ ト タ イプ

ActiveView As View 

引数

な し

コ メ ン ト

アク テ ィ ブな表示は開いている設計のメ イ ン表示を表し ます 。

サンプル

以下のサンプルコー ドは 、 View.Pan メ ソ ッ ド を使用し て 、 現在の表示を開いている
設計上の原点にパン し ます 。 このサンプル実行についての詳細は 、 サンプルコー ドの
実行をご覧 く だ さい 。  

Sub Main
ActiveDocument.ActiveView.Pan(0,0)
End Sub
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Document.Application
このプロパテ ィ は Application オブジ ェ ク ト を返し ます 。

プロ ト タ イプ

Application As Application 

引数

な し

コ メ ン ト

このプロパテ ィ はオブジ ェ ク ト を PADS Layout Automation オブジ ェ ク ト と し て識別し
ます 。 すべてのオー ト メ ーシ ョ ンサーバアプ リ ケーシ ョ ンには Application オブジ ェ ク
ト があ り 、 すべての Automation オブジ ェ ク ト には application プロパテ ィ があ り ます 。
このプロパテ ィ は通常 、 様々なソース ( オー ト メ ーシ ョ ンサーバアプ リ ケーシ ョ ンな
ど ) からの大量のオブジ ェ ク ト を扱う オー ト メ ーシ ョ ン ク ラ イアン ト アプ リ ケーシ ョ
ンで 、 オブジ ェ ク ト が属すアプ リ ケーシ ョ ンをすばや く 特定するのに使用されます 。
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Document.AssemblyOptions
このプロパテ ィ は全アセンブ リバリ アン ト の集合を返し ます 。

プロ ト タ イプ

AssemblyOptions As AssemblyOptions

AssemblyOptions(name As String) As Document

引数

コ メ ン ト

既存のアセンブ リバリ アン ト 名を渡される と 、 このプロパテ ィ はそのアセンブ リバリ
アン ト オプシ ョ ンを 、 Document オブジ ェ ク ト し てパッ ケージ し て返し ます 。 アセン
ブ リバリ アン ト 名が存在し ない場合は 、 このプロパテ ィ は開いている設計上にあるす
べてのアセンブ リバリ アン ト の集合を 、 AssemblyOptions collection オブジ ェ ク ト と し
て返し ます 。

アセンブ リバリ アン ト ド キュ メ ン ト の Document.Name プロパテ ィ は 「 アセンブ リバ
リ アン ト 名 : PCB 設計フ ァ イル名 」 の形式と な り ます 。
例 ： WithoutU1:PWRDEMOA.PCB. 

ヒ ン ト ： アセンブ リバリ アン ト は常に Document オブジ ェ ク ト と し てパッ ケージ され
ます 。

サンプル 1
以下のサンプルコー ドは 、 AssemblyOptions.Count プロパテ ィ を使用し て 、 開いてい
る設計上のアセンブ リバリ アン ト の数を取得し ます 。 このサンプル実行についての詳
細は 、 サンプルコー ドの実行をご覧 く だ さい 。  

Sub Main
Set assopts = ActiveDocument.AssemblyOptions
MsgBox "There are " & assopts.Count & " assembly option(s) in " & 
ActiveDocument.Name
End Sub

サンプル 2
以下のサンプルコー ドは 、 Component.Installed と Component.Substituted プロパテ ィ を
使用し て 、 開いている設計上に存在する と仮定する MyAssOpt とい う名前のアセンブ
リバリ アン ト 内の未挿入および置換された実装部品の数を取得し ます 。 このサンプル
実行についての詳細は 、 サンプルコー ドの実行をご覧 く だ さい 。  

Sub Main
nbUninstalled = 0
nbSubstituted = 0

name 既存のアセンブ リバリ アン ト の名前
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For Each nextComp In ActiveDocument.AssemblyOptions("MyAssOpt")
If nextComp.Installed = False Then nbUninstalled = nbUninstalled + 1
If nextComp.Substituted = True Then nbSubstituted = nbSubstituted + 1
Next nextComp
MsgBox "There are " & nbUninstalled & " uninstalled and " & nbSubstituted 
& " substituted components in assembly option MyAssOpt."
End Sub
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Document.Attributes
このプロパテ ィ はド キュ メ ン ト のすべての属性の集合を返し ます 。

プロ ト タ イプ

Attributes As Attributes 

Attributes(name As String) As Attribute 

引数

コ メ ン ト

既存の属性名を渡される と 、 このプロパテ ィ は Attribute オブジ ェ ク ト を返し ます 。
属性名が存在し ない場合 、 このプロパテ ィ は Attribute collection オブジ ェ ク ト 内のす
べてのド キュ メ ン ト 属性の集合を返し ます 。

サンプル 1
以下のサンプルコー ドは 、 Attributes.Count プロパテ ィ を使用し て 、 開いている設計上
のド キュ メ ン ト 属性の数を取得し ます 。 このサンプル実行についての詳細は 、 サンプ
ルコー ドの実行をご覧 く だ さい 。  

Sub Main
Set attrs = ActiveDocument.Attributes
MsgBox "There are " & attrs.Count & " document attribute(s) in " & 
ActiveDocument.Name
End Sub

サンプル 2
以下のサンプルコー ドは 、 Attribute.Value プロパテ ィ を使用し て 、 開いている設計上
にある と仮定する DEADLINE とい う ド キュ メ ン ト 属性を取得し ます 。 このサンプル
実行についての詳細は 、 サンプルコー ドの実行をご覧 く だ さい 。  

Sub Main
MsgBox "DEADLINE = " & ActiveDocument.Attributes("DEADLINE").Value
End Sub

name 既存のド キュ メ ン ト 属性の名前
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Document.BoardOutlineSurface
このプロパテ ィ はド キュ メ ン ト 基板外形の表面を返し ます 。

プロ ト タ イプ

BoardOutlineSurface([unit As PPcbUnit]) As Double

引数

コ メ ン ト

基板外形の表面を計算する際 、 基板外形カ ッ ト アウ ト や穴は無視されます 。

サンプル

以下のサンプルコー ドは 、 開いている設計の基板外形の表面を取得し ます 。 このサン
プル実行についての詳細は 、 サンプルコー ドの実行をご覧 く だ さい 。  

Function UnitName(unit As Long) As String
Select Case unit
Case ppcbUnitMils
UnitName = "mils"
Case ppcbUnitInch
UnitName = "inches"
Case ppcbUnitMetric
UnitName = "mm"
Case Else
UnitName = "unknown"
End Select
End Function

Sub Main
MsgBox "The board outline surface is " & 
ActiveDocument.BoardOutlineSurface & " square " & 
UnitName(ActiveDocument.unit)
End Sub

unit [ オプシ ョ ン ] 返される基板外形の表面の値の単位
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Document.Components
このプロパテ ィ はすべての実装部品の集合を返し ます 。

プロ ト タ イプ

Components As Objects 

Components(name As String) As Component 

引数

コ メ ン ト

既存の実装部品名がプロパテ ィ に渡される と 、 その Component オブジ ェ ク ト が返され
ます 。 実装部品名が存在し ない場合 、 プロパテ ィ はすべての実装部品の集合を
Objects Collection オブジ ェ ク ト に返し ます 。

サンプル 1
以下のサンプルコー ドは Objects.Count プロパテ ィ を使用し て 、 開いている設計の実装
部品数を取得し ます 。 このサンプル実行についての詳細は 、 サンプルコー ドの実行を
ご覧 く だ さい 。  

Sub Main
Set comps = ActiveDocument.Components
MsgBox "There are " & comps.Count & " component(s) in " & 
ActiveDocument.Name
End Sub

サンプル 2
以下のサンプルコー ドは 、 Component.Pins と Objects.Count プロパテ ィ を使用し て開
いている設計上に存在する と仮定する実装部品 U1 のピンの数を取得し ます 。
このサンプル実行についての詳細は 、 サンプルコー ドの実行をご覧 く だ さい 。  

Sub Main
Set compU1 = ActiveDocument.Components("U1")
MsgBox "Component " & compU1.Name & " has " & compU1.Pins.Count & " 
pin(s)."
End Sub

参照

Document.GetObjects 

name 現存の実装部品の名前
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Document.Connections
このプロパテ ィ はすべての結線の集合を返し ます 。

プロ ト タ イプ

Connections As Objects

Connections(name As String) As Connection 

引数

コ メ ン ト

既存の結線名が渡される と 、 このプロパテ ィ はその Connection オブジ ェ ク ト を返し ま
す 。  結線名が存在し ない場合 、 このプロパテ ィ は Objects collection オブジ ェ ク ト 内の
すべての結線の集合を返し ます 。

サンプル 1
以下のサンプルコー ドは 、 Objects.Count プロパテ ィ を使用し て 、 開いている設計上の
結線の数を取得し ます 。 このサンプル実行についての詳細は 、 サンプルコー ドの実行
をご覧 く だ さい 。  

Sub Main
Set conns = ActiveDocument.Connections
MsgBox "There are " & conns.Count & " connection(s) in " & 
ActiveDocument.Name
End Sub

サンプル 2
以下のサンプルコー ドは 、 Connection.Length プロパテ ィ を使用し て 、 開いている設計
上にある ( 配線済および未配線の ) すべての結線の合計の長さ を取得し ます 。 このサ
ンプル実行についての詳細は 、 サンプルコー ドの実行をご覧 く だ さい 。  

Sub Main
totalLength = 0.0
For Each nextConn In ActiveDocument.Connections
totalLength = totalLength + nextConn.Length
Next nextConn
MsgBox "The sum of all connection length of " & ActiveDocument.Name & " is 
" & totalLength
End Sub

参照

Document.GetObjects 

name 既存の結線の名前
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Document.Drawings
このプロパテ ィ は 、 ド キュ メ ン ト 内の図面の集合または特定の図面を返し ます 。

プロ ト タ イプ

Drawings as Collection

Drawings (Name as String) as Drawing

引数

コ メ ン ト

な し

サンプル

このサンプル実行についての詳細は 、 サンプルコー ドの実行をご覧 く だ さい 。  

Sub Main
MsgBox "Number of Drawings: " & ActiveDocument.Drawings.Count
End Sub

name 取得する図面の名前 ( オプシ ョ ン )
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Document.ElectricalLayerCount
このプロパテ ィ は設計上の電気層の数を返し ます 。

プロ ト タ イプ

ElectricalLayerCount as Boolean

引数

な し

コ メ ン ト

な し

サンプル

このプロパテ ィ は設計上の電気層の数を返し ます 。 このサンプル実行についての詳細
は 、 サンプルコー ドの実行をご覧 く だ さい 。  

Sub Main
MsgBox "El. layer count:" & ActiveDocument.ElectricalLayerCount
End Sub
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Document.FullName
このプロパテ ィ は 、 アプ リ ケーシ ョ ンのフ ァ イル名をパス と共に返し ます 。

プロ ト タ イプ

FullName As String

引数

な し

コ メ ン ト

な し

サンプル

以下のサンプルコー ドは開いている設計の名前と場所を取得し ます 。 このサンプル実
行についての詳細は 、 サンプルコー ドの実行をご覧 く だ さい 。  

Sub Main
MsgBox "Hi, you are using " & ActiveDocument.FullName & " located in " & 
ActiveDocument.Path
End Sub

参照

Document.Name, Document.Path
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Document.GridX
このプロパテ ィ はド キュ メ ン ト の X グ リ ッ ド を設定 、 または返し ます 。

プロ ト タ イプ

GridX([type As PPcbGridType = ppcbGridDesign], [unit As PPcbUnit]) As Double

引数

コ メ ン ト

な し

サンプル

以下のサンプルコー ドは 、 開いている設計の表示グ リ ッ ド を配線グ リ ッ ド と同じ値に
設定し ます 。 このサンプル実行についての詳細は 、 サンプルコー ドの実行をご覧 く だ
さい 。  

Sub Main
curGridX = ActiveDocument.GridX
curGridX = ActiveDocument.GridX
ActiveDocument.GridX(ppcbGridDisplay) = curGridX
ActiveDocument.GridY(ppcbGridDisplay) = curGridY
End Sub

参照

Document.GridY

type [ オプシ ョ ン ] 設定または返されるグ リ ッ ド タ イプ

unit [ オプシ ョ ン ] 設定または返される ク リ ッ ド値の単位
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Document.GridY
このプロパテ ィ はド キュ メ ン ト の Y グ リ ッ ド を設定 、 または返し ます 。

プロ ト タ イプ

GridY([type As PPcbGridType = ppcbGridDesign], [unit As PPcbUnit]) As Double

引数

コ メ ン ト

な し

サンプル

以下のサンプルコー ドは 、 開いている設計の表示グ リ ッ ド を配線グ リ ッ ド と同じ値に
設定し ます 。 このサンプル実行についての詳細は 、 サンプルコー ドの実行をご覧 く だ
さい 。  

Sub Main
curGridX = ActiveDocument.GridX
curGridX = ActiveDocument.GridX
ActiveDocument.GridX(ppcbGridDisplay) = curGridX
ActiveDocument.GridY(ppcbGridDisplay) = curGridY
End Sub

参照

Document.GridX

type [ オプシ ョ ン ] 設定または返されるグ リ ッ ド タ イプ

unit [ オプシ ョ ン ] 設定または返される ク リ ッ ド値の単位
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Document.Jumpers
このプロパテ ィ は 、 すべてのジャ ンパの集合を返し ます 。

プロ ト タ イプ

Jumpers As Objects 

Jumpers(name As String) As Jumper 

引数

コ メ ン ト

既存ジャ ンパ名を渡される と 、 このプロパテ ィ はその Jumper オブジ ェ ク ト を返し ま
す 。 ジャ ンパ名が存在し ない場合 、 このプロパテ ィ は Ocjects collection オブジ ェ ク ト
内のすべてのジャ ンパの集合を返し ます 。

サンプル 1
以下のサンプルコー ドは 、 Objects.Count プロパテ ィ を使用し て 、 開いている設計上に
あるジャ ンパの数を取得し ます 。 このサンプル実行についての詳細は 、 サンプルコー
ドの実行をご覧 く だ さい 。  

Sub Main
Set jmps = ActiveDocument.Jumpers
MsgBox "There are " & jmps.Count & " jumpers(s) in " & 
ActiveDocument.Name
End Sub

サンプル 2
以下のサンプルコー ドは 、 Jumper.Length プロパテ ィ を使用し て 、 開いている設計上
にあるすべてのジャ ンパの長さ合計を取得し ます 。 このサンプル実行についての詳細
は 、 サンプルコー ドの実行をご覧 く だ さい 。  

Sub Main
totalLength = 0.0
For Each nextJmp In ActiveDocument.Jumpers
totalLength = totalLength + nextJmp.Length
Next nextJmp
MsgBox "The sum of all jumper length of " & ActiveDocument.Name & " is " & 
totalLength
End Sub

参照

Document.GetObjects 

name 既存ジャ ンパ名
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Document.LayerCount
このプロパテ ィ は 、 ド キュ メ ン ト 内の層の合計数を返し ます 。

プロ ト タ イプ

LayerCount As Long

引数

な し

コ メ ン ト

オー ト メ ーシ ョ ンサーバーでは 、 Layer 0 は有効な層とはみな されません 。

サンプル

以下のサンプルコー ドは 、 開いている設計上の層の合計数を取得し ます 。 このサンプ
ル実行についての詳細は 、 サンプルコー ドの実行をご覧 く だ さい 。  

Sub Main
MsgBox ActiveDocument.LayerCount & " layers in this PCB design."
End Sub

参照

Document.LayerType
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Document.LayerEnabled
このプロパテ ィ は層の有効ステータ スを返し ます 。

プロ ト タ イプ

LayerEnabled(layer as Long) as Boolean

引数

コ メ ン ト

な し

サンプル

このサンプルは設計上の層 17 の有効ステータ スを表示し ます 。 このサンプル実行に
ついての詳細は 、 サンプルコー ドの実行をご覧 く だ さい 。  

Sub Main
MsgBox "Is layer 17 enabled? " & ActiveDocument.LayerEnabled(17)
End Sub

name 層番号 ( 必須 )
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Document.LayerName
このプロパテ ィ は与えられた層番号の層名を返し ます 。

プロ ト タ イプ

LayerName(layer As Long) As String

引数

コ メ ン ト

オー ト メ ーシ ョ ンサーバーでは Layer 0 は有効な層とみな されません 。

引数 layer が有効な層番号でない場合 、 このプロパテ ィ は例外を生成し ます 。

サンプル

以下のサンプルコー ドは 、 開いている設計上の層 2 の名前を取得し ます 。 このサンプ
ル実行についての詳細は 、 サンプルコー ドの実行をご覧 く だ さい 。  

Sub Main
MsgBox ActiveDocument.LayerName(2) & " is layer 2."
End Sub

layer 層
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Document.Layers
このプロパテ ィ は設計上のすべての層のコ レ クシ ョ ンを返し ます 。

プロ ト タ イプ

Layers as Objects

Layers(layerNumber as Integer) as Layer

Layers(layerName as String) as Layer

引数

戻り値

このプロパテ ィ は 、 層の番号または名前が渡される と Layer オブジ ェ ク ト を返し ます
。 名前も番号も指定されない場合は 、 Objects collection オブジ ェ ク ト にすべての層の
を入れて返し ます 。

サンプル

doc = Application.ActiveDocument

msg = ""
For Each layer In doc.Layers

  msg = msg & layer.Number & ", " & layer.Name & ", " 
            & layer.Type & ", " & layer.PlaneType & ", " 
            & layer.RoutingDirection & ", " & layer.Visible & ", " 
            & layer.Enabled & ", " 
            & layer.GetColor(ppcbLayerColorPad) & ", " 
            & layer.CopperThickness & ", " 
            & layer.GetDielectricThickness(ppcbDielectricLayerAbove) 
            & ", "
            & layer.GetDielectricConstant(ppcbDielectricLayerBelow)
  msg = msg & chr(13)

Next layer

MsgBox msg

layer = doc.Layers(1)
curr_pad_color = layer.GetColor(ppcbLayerColorPad)
layer.SetColor(ppcbLayerColorPad, 10)

MsgBox "Press any key"

layer.Visible = false

MsgBox "Press any key"

layerNumber 層数

layerName 層名称
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layer.Visible = true

MsgBox "Press any key"

layer.SetColor(ppcbLayerColorPad, curr_pad_color)
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Document.LayerType
このプロパテ ィ は与えられた層番号のタ イプを返し ます 。

プロ ト タ イプ

LayerType(layer As Long) As PPcbLayerType 

引数

コ メ ン ト

オー ト メ ーシ ョ ンサーバーでは Layer 0 は有効な層とみな されません 。

引数 layer が有効な層番号でない場合 、 このプロパテ ィ は例外を生成し ます 。

サンプル

以下のサンプルコー ドは 、 開いている設計上の層 2 のタ イプを取得し ます 。 このサン
プル実行についての詳細は 、 サンプルコー ドの実行をご覧 く だ さい 。  

Sub Main
Dim strType As String
Select Case ActiveDocument.LayerType(2)
Case ppcbLayerComponent
strType = "Component layer"
Case ppcbLayerRouting
strType = "Routing layer"
Case ppcbLayerDrill
strType = "Drill layer"
Case ppcbLayerSilkscreen
strType = "Silkscreen layer"
Case ppcbLayerPasteMask
strType = "Paste mask layer"
Case ppcbLayerSolderMask
strType = "Solder mask layer"
Case ppcbLayerAssembly
strType = "Assembly layer"
Case ppcbLayerGeneral
strType = "General layer"
Case Else
strType = "Unknown layer type"
End Select
MsgBox "Layer 2 is a " & strType
End Sub

参照

Document.LayerCount

layer 層
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Document.Name
このプロパテ ィ はド キュ メ ン ト 名を返し ます 。 た と えば 、 現在の設計フ ァ イルのパス
が \My Documents\PADS Projects\Samples\pwrdemoa.pcb の場合 、 このフ ァ ン クシ ョ ンは
文字列 "pwrdemoa.pcb" を返し ます 。

プロ ト タ イプ

Name As String

引数

な し

コ メ ン ト

このプロパテ ィ は Document オブジ ェ ク ト のデフ ォル ト プロパテ ィ です 。

サンプル

以下のサンプルコー ドは 、 開いている設計の名前と場所を取得し ます 。 このサンプル
実行についての詳細は 、 サンプルコー ドの実行をご覧 く だ さい 。  

Sub Main
MsgBox "Hi, you are using " & ActiveDocument.Name & " located in " & 
ActiveDocument.Path
End Sub

参照

Document.FullName, Document.Path
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Document.NetClasses
このプロパテ ィ は 、 ド キュ メ ン ト 内または特定ネ ッ ト ク ラス内のネ ッ ト ク ラスの集合
を返し ます 。

プロ ト タ イプ

NetClasses as Collection

NetClasses (Name as String) as NetClass

引数

コ メ ン ト

な し

サンプル

このサンプルは 、 設計上にあるネ ッ ト ク ラスの合計数を返し ます 。 このサンプル実行
についての詳細は 、 サンプルコー ドの実行をご覧 く だ さい 。  

Sub Main
MsgBox "Number of Net Classes: " & ActiveDocument.NetClasses.Count
End Sub

name 取得するネ ッ ト ク ラスの名前
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Document.Nets
このプロパテ ィ は 、 すべてのネ ッ ト の集合を返し ます 。

プロ ト タ イプ

Nets As Objects  

Nets(name As String) As Net 

引数

コ メ ン ト

既存のネ ッ ト 名を渡される と 、 このプロパテ ィ は Net オブジ ェ ク ト を返し ます 。
ネ ッ ト 名が存在し ない場合 、 このプロパテ ィ は Objects collection オブジ ェ ク ト 内のす
べてのネ ッ ト の集合を返し ます 。

サンプル 1
以下のサンプルコー ドは 、 Objects.Count プロパテ ィ を使用し て 、 開いている設計上に
あるネ ッ ト の数を取得し ます 。 このサンプル実行についての詳細は 、 サンプルコー ド
の実行をご覧 く だ さい 。  

Sub Main
Set nets = ActiveDocument.Nets
MsgBox "There are " & nets.Count & " net(s) in " & ActiveDocument.Name
End Sub

サンプル 2
以下のサンプルコー ドは 、 Net.Pins と Objects.Count プロパテ ィ を使用し て 、 開いてい
る設計上に存在する と仮定するネ ッ ト VCC に接続されたピンの数を取得し ます 。 こ
のサンプル実行についての詳細は 、 サンプルコー ドの実行をご覧 く だ さい 。  

Sub Main
Set netVCC = ActiveDocument.Nets("VCC")
MsgBox "Net " & netVCC.Name & " connects " & netVCC.Pins.Count & " 
pin(s)."
End Sub

参照

Document.GetObjects 

name 既存ネ ッ ト の名前
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Document.ObjectType
このプロパテ ィ はオブジ ェ ク ト タ イプを返し ます 。

プロ ト タ イプ

ObjectType As PPcbObjectType 

引数

な し

コ メ ン ト

な し
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Document.OriginX
このプロパテ ィ はド キュ メ ン ト の X 原点を返し ます 。

プロ ト タ イプ

OriginX([unit As PPcbUnit]) As Double

引数

コ メ ン ト

引数と し て渡される単位がサーバーデータベース単位タ イプ と異なる場合 、 戻り値は
0.0 と な り ます 。 ド キュ メ ン ト の原点は定義上 、 ミ ル 、 ミ リ 、 イ ンチで 0.0 です 。

サンプル

以下のサンプルコー ドは開いている設計の原点を取得し ます 。 このサンプル実行につ
いての詳細は 、 サンプルコー ドの実行をご覧 く だ さい 。  

Sub Main
Set doc = ActiveDocument
MsgBox "Origin = (" & doc.OriginX(ppcbUnitDatabase) & ", " & 
doc.OriginY(ppcbUnitDatabase) & ")"
End Sub

参照

Document.OriginY

unit [ オプシ ョ ン ] 返される X 座標の単位
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Document.OriginY
このプロパテ ィ はド キュ メ ン ト の Y 原点を返し ます 。

プロ ト タ イプ

OriginY([unit As PPcbUnit]) As Double

引数

コ メ ン ト

引数と し て渡される単位がサーバーデータベース単位タ イプ と異なる場合 、 戻り値は
0.0 と な り ます 。 ド キュ メ ン ト の原点は定義上 、 ミ ル 、 ミ リ 、 イ ンチで 0.0 です 。

サンプル

以下のサンプルコー ドは開いている設計の原点を取得し ます 。 このサンプル実行につ
いての詳細は 、 サンプルコー ドの実行をご覧 く だ さい 。  

Sub Main
Set doc = ActiveDocument
MsgBox "Origin = (" & doc.OriginX(ppcbUnitDatabase) & ", " & 
doc.OriginY(ppcbUnitDatabase) & ")"
End Sub

参照

Document.OriginX

unit [ オプシ ョ ン ] 返される Y 座標の単位
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Document.Parent
このプロパテ ィ はオブジ ェ ク ト のペアレン ト を返し ます 。

プロ ト タ イプ

Parent As Application 

引数

な し

コ メ ン ト

な し



PADS Layout User’s Guide, PADS 9.0794

PADS Layout オー ト メ ーシ ョ ンサーバー
Document.PartTypes

Document.PartTypes
このプロパテ ィ はすべてのパー ト タ イプの集合を返し ます 。

プロ ト タ イプ

PartTypes As Objects  

PartTypes(name As String) As PartType 

引数

コ メ ン ト

既存パー ト タ イプ名を渡される と 、 このプロパテ ィ はその PartType オブジ ェ ク ト を返
し ます 。 パー ト タ イプ名が存在し ない場合 、 このプロパテ ィ は Objects collection オブ
ジ ェ ク ト の全パー ト タ イプの集合を返し ます 。

サンプル

以下のサンプルコー ドは 、 Objects.Count プロパテ ィ を使用し て 、 開いている回路図内
にあるパー ト タ イプの数を取得し ます 。 このサンプル実行についての詳細は 、 サンプ
ルコー ドの実行をご覧 く だ さい 。  

Sub Main
Set pkgs = ActiveDocument.PartTypes
MsgBox "There are " & pkgs.Count & " part type(s) in " & 
ActiveDocument.Name
End Sub

参照

Document.GetObjects 

name 既存パー ト タ イプの名前
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Document.Path
このプロパテ ィ はド キュ メ ン ト のパスを返し ます 。

プロ ト タ イプ

Path As String

引数

な し

コ メ ン ト

な し

サンプル

以下のサンプルコー ドは 、 開いている設計の名前とパスを取得し ます 。 このサンプル
実行についての詳細は 、 サンプルコー ドの実行をご覧 く だ さい 。  

Sub Main
MsgBox "Hi, you are using " & ActiveDocument.Name & " located in " & 
ActiveDocument.Path
End Sub

参照

Document.FullName, Document.Name
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Document.Pins
このプロパテ ィ はすべてのピンの集合を返し ます 。

プロ ト タ イプ

Pins As Objects  

Pins(name As String) As Pin 

引数

コ メ ン ト

既存のピン名を渡される と 、 このプロパテ ィ はその Pin オブジ ェ ク ト を返し ます 。
ピン名が存在し ない場合 、 このプロパテ ィ は Objects collection オブジ ェ ク ト 内のすべ
てのピンの集合を返し ます 。

サンプル 1
以下のサンプルコー ドは 、 Objects.Count プロパテ ィ を使用し て 、 開いている設計内に
あるピンの数を取得し ます 。 このサンプル実行についての詳細は 、 サンプルコー ドの
実行をご覧 く だ さい 。  

Sub Main
Set pins = ActiveDocument.Pins
MsgBox "There are " & pins.Count & " pin(s) in " & ActiveDocument.Name
End Sub

サンプル 2
以下のサンプルコー ドは 、 Pin.DrillSize プロパテ ィ を使用し て 、 開いている設計に存
在する と仮定するピン U1.1 のド リル寸法を取得し ます 。 このサンプル実行について
の詳細は 、 サンプルコー ドの実行をご覧 く だ さい 。  

Sub Main
Set pinU1_1= ActiveDocument.Pins("U1.1")
MsgBox "Pin " & pinU1_1.Name & "'s drill size is " & pinU1_1.DrillSize
End Sub

参照

Document.GetObjects 

name 既存ピンの名前
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Document.Preference
このプロパテ ィ はド キュ メ ン ト の各種定義を設定 、 または返し ます 。

プロ ト タ イプ

Preference(name As String) As バリ アン ト  

引数

コ メ ン ト

以下は可能な name 引数の値です ：

name 引数が有効な ド キュ メ ン ト の各種定義でない場合 、 このプロパテ ィ は例外を生
成し ます 。

サンプル

以下のサンプルコー ドは 、 このプロパテ ィ の使い方例を示し ます 。 このサンプル実行
についての詳細は 、 サンプルコー ドの実行をご覧 く だ さい 。  

Sub Main
' Set the DRC mode to "Prevent"
ActiveDocument.Preference("DRC") = ppcbDRCPrevent
' Set the Nudge mode to "Automatic"
ActiveDocument.Preference("Nudge") = ppcbNudgeAuto
End Sub

name 各種定義の名前

DRC 開いている設計の DRC モー ド を設定または返し ます 。
DRC モー ド値は PPcbDRCMode タ イプです 。

Nudge 開いている設計の Nudge モー ド を設定または返し ます 。
Nudge モー ド値は PPcbNudgeMode タ イプです 。

ModifyUnionMember 実装部品がユニオンに属す場合に個別の実装部品を移動
する可否 (True/False) を設定または返し ます 。
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Document.RouteSegments
このプロパテ ィ は配線線分の集合を返し ます 。

プロ ト タ イプ

RouteSegments As Objects  

RouteSegments(name As String) As RouteSegment 

引数

既存の配線線分名を渡される と 、 このプロパテ ィ はその RouteSegment または Net を
返し ます 。 配線線分名が存在し ない場合 、 このプロパテ ィ は Objects collection オブジ
ェ ク ト 内のすべての配線線分の集合を返し ます 。

コ メ ン ト

な し

サンプル

以下のサンプルコー ドは 、 Objects.Count プロパテ ィ を使用し て 、 開いている設計上の
ピン数を取得し ます 。 このサンプル実行についての詳細は 、 サンプルコー ドの実行を
ご覧 く だ さい 。  

Sub Main
Set rtesegs = ActiveDocument.RouteSegments
MsgBox "There are " & rtesegs.Count & " route segment(s) in " & 
ActiveDocument.Name
End Sub

参照

Document.GetObjects 

name 既存の配線線分名
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Document.Saved
このプロパテ ィ は 、 ド キュ メ ン ト が保存されているかど うかを設定または返し ます 。

プロ ト タ イプ

Saved As Boolean

引数

な し

コ メ ン ト

このプロパテ ィ は通常 、 Application.OpenDocument Method メ ソ ッ ド を使用し て 、 新規
設計を開 く 前に使用され 、 「 再読み込み前に古いフ ァ イルを保存し ますか ? 」 とい う
メ ッ セージが表示されないよ う にし ます 。

サンプル

以下のサンプルコー ドは 、 開いている設計の保存ステータ スを True に設定し 、
Application.DefaultFilePath プロパテ ィ で指定されたフ ォルダにある と仮定される
PWRDEMOA.PCB を開きます 。 次に 、 開いた設計フ ァ イルの名前を取得し ます 。
このサンプル実行についての詳細は 、 サンプルコー ドの実行をご覧 く だ さい 。  

Sub Main
ActiveDocument.Saved = True
OpenDocument(DefaultFilePath & "\PWRDEMOA.PCB")
MsgBox ActiveDocument.FullName & " has just been opened."
End Sub

参照

Document.Save Method, Document.SaveAs
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Document.Texts
このプロパテ ィ はド キュ メ ン ト 内のすべてのフ リーテキス ト の集合を返し ます 。

プロ ト タ イプ

Texts as Collection

Texts (Name as String) as Text

引数

コ メ ン ト

な し

サンプル

このサンプルは設計上のテキス ト の合計数を返し ます 。 このサンプル実行についての
詳細は 、 サンプルコー ドの実行をご覧 く だ さい 。  

Sub Main
MsgBox "Number of Texts: " & ActiveDocument.Texts.Count
End Sub

name 取得するテキス ト 名 ( オプシ ョ ン )
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Document.Unit
このプロパテ ィ はド キュ メ ン ト 内で使用されるシステム単位を設定または返し ます 。

プロ ト タ イプ

Unit As PPcbUnit 

引数

な し

サンプル

以下のサンプルコー ドは 、 開いている設計の単位を メ ー ト ルに設定し ます 。 このサン
プル実行についての詳細は 、 サンプルコー ドの実行をご覧 く だ さい 。  

Sub Main
ActiveDocument.Unit = ppcbUnitMetric
End Sub
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Document.Vias
このプロパテ ィ はすべてのビアの集合を返し ます 。

プロ ト タ イプ

Vias As Objects  

Vias(name As String) As Via 

引数

コ メ ン ト

既存ビアの名前が渡される と 、 このプロパテ ィ はその Via オブジ ェ ク ト を返し ます 。
ビア名が存在し ない場合 、 このプロパテ ィ はすべてのビアの集合を  Objects collection
オブジ ェ ク ト に返し ます 。

サンプル

以下のサンプルコー ドは 、 Objects.Count プロパテ ィ を使用し て 、 開いている設計上の
ビアの数を取得し ます 。 このサンプル実行についての詳細は 、 サンプルコー ドの実行
をご覧 く だ さい 。  

Sub Main
Set vias = ActiveDocument.Vias
MsgBox "There are " & vias.Count & " via(s) in " & ActiveDocument.Name
End Sub

参照

Document.GetObjects 

name 既存ビアの名前
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Drawing.Application
このプロパテ ィ は Application オブジ ェ ク ト を返し ます 。

プロ ト タ イプ

Application As Application

引数

な し

コ メ ン ト

これは Microsoft 規則によ り必要なプロパテ ィ です 。

サンプル

必要な し 。
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Drawing.DrawingType
このプロパテ ィ は開いている図面のタ イプを返し ます 。

プロ ト タ イプ

DrawingType as PPcbDrawingType 

引数

な し

コ メ ン ト

な し

サンプル

以下のサンプルフ ァ ン クシ ョ ンは図面の名前と タ イプを表示し ます 。 このサンプル実
行についての詳細は 、 サンプルコー ドの実行をご覧 く だ さい 。  

Sub Main
Set selected = ActiveDocument.GetObjects(ppcbObjectTypeDrawing,, TRUE)
For Each drw In selected
Select Case drw.DrawingType
Case ppcbDrw2Dline
Msgbox "Type: 2D Line"
Case ppcbDrwBoard
Msgbox "Type: Board Outline"
Case ppcbDrwCopper
Msgbox "Type: Copper"
Case ppcbDrwCopperPour
Msgbox "Type: CopperPour"
Case ppcbDrwCopperHatch
Msgbox "Type: CopperHatch"
Case ppcbDrwCopperThermal
Msgbox "Type: CopperThermal"
Case ppcbDrwKeepout
Msgbox "Type: Keepout"
End Select
Next drw
End Sub
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Drawing.Geometry
このプロパテ ィ は図面のジオ メ ト リ を表すオブジ ェ ク ト ( 現状はポリ ラ イ ン 、 テキス
ト または円 ) の集合を返し ます 。

プロ ト タ イプ

Geometry as Collection

引数

な し

コ メ ン ト

な し

サンプル

以下のサンプルは選択された図面のポリ ラ イ ンの数を表示し ます 。 このサンプル実行
についての詳細は 、 サンプルコー ドの実行をご覧 く だ さい 。  

Sub Main
Set selected = ActiveDocument.GetObjects(ppcbObjectTypeDrawing,,TRUE)
For Each drw In selected
I = 0
Dim geom as Object
For Each geom in drw.Geometry
If geom.ObjectType = ppcbObjectTypePolyline Then I = I + 1
Next geom
MsgBox "Drawing contains " & I & " polylines"
Exit For
Next drw
End Sub
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Drawing.Name
このデフ ォル ト プロパテ ィ は図面の名前を返し ます 。

プロ ト タ イプ

Name as String

引数

な し

コ メ ン ト

な し

サンプル

以下のサンプルコー ドは 、 アク テ ィ ブな ド キュ メ ン ト 内の最初の図面の名前を メ ッ セ
ージボッ クスに表示し ます 。 このサンプル実行についての詳細は 、 サンプルコー ドの
実行をご覧 く だ さい 。  

Sub Main
For Each drw In ActiveDocument.Drawings
MsgBox "The first drawing's name is " & drw.Name
Exit For
Next drw
End Sub
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Drawing.Net
このプロパテ ィ は 、 図面が関連付けされているネ ッ ト を返し ます 。

プロ ト タ イプ

Net as Net

引数

な し

コ メ ン ト

な し

サンプル

以下のサンプルフ ァ ン クシ ョ ンは 、 選択された図面上のペアレン ト オブジ ェ ク ト 名を
表示し ます 。 このサンプル実行についての詳細は 、 サンプルコー ドの実行をご覧 く だ
さい 。  

Sub Main
Set selected = ActiveDocument.GetObjects(ppcbObjectTypeDrawing,,TRUE)
For Each drw In selected
If drw.Net Is Nothing Then
Msgbox "No Net"
Else
Msgbox "Net: " & drw.Net.Name
End If
Next drw 
End Sub
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Drawing.ObjectType
このプロパテ ィ はオブジ ェ ク ト タ イプを返し ます 。

プロ ト タ イプ

ObjectType As PPcbObjectType 

引数

な し

コ メ ン ト

な し

サンプル

以下のサンプルは選択された図面の数を表示し ます 。 このサンプル実行についての詳
細は 、 サンプルコー ドの実行をご覧 く だ さい 。  

Sub Main
Set sel = ActiveDocument.GetObjects(,,TRUE)
n = 0
For Each obj In sel
If obj.ObjectType = ppcbObjectTypeDrawing Then n = n + 1
Next obj
MsgBox n & " drawing(s) selected"
End Sub
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Drawing.Parent
このプロパテ ィ はオブジ ェ ク ト のペアレン ト を返し ます 。

プロ ト タ イプ

Parent As Document

引数

な し

コ メ ン ト

これは Microsoft 規則によ り必要なプロパテ ィ です 。
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Drawing.PositionX
このプロパテ ィ は 、 図面の原点の X 座標を返し ます 。

プロ ト タ イプ

PositionX(Unit as PPcbUnit, Origin as PPcbOriginType) as Double

引数

コ メ ン ト

な し

サンプル

以下のサンプルフ ァ ン クシ ョ ンは選択された図面の位置を表示し ます 。 このサンプル
実行についての詳細は 、 サンプルコー ドの実行をご覧 く だ さい 。  

Sub Main
Set selected = ActiveDocument.GetObjects(ppcbObjectTypeDrawing, ,TRUE)
For Each drw In selected
Msgbox "Position: (" & drw.PositionX & ", " & drw.PositionY & ") "
Next drw 
End Sub

unit [ オプシ ョ ン ] 結果が表される単位 。 このオプシ ョ ンの引数は
デフ ォル ト 設定では ppcbUnitCurrent と な り ます 。

origin [ オプシ ョ ン ] 結果が計算される元と なる参照点のタ イプ 。
デフ ォル ト 値は ppcbOriginTypeDesign です 。
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Drawing.PositionY
このプロパテ ィ は図面の原点の Y 座標を返し ます 。

プロ ト タ イプ

PositionY(Unit as PPcbUnit, Origin as PPcbOriginType) as Double

引数

コ メ ン ト

な し

サンプル

以下のサンプルフ ァ ン クシ ョ ンは選択された図面の位置を表示し ます 。 このサンプル
実行についての詳細は 、 サンプルコー ドの実行をご覧 く だ さい 。  

Sub Main
Set selected = ActiveDocument.GetObjects(ppcbObjectTypeDrawing, ,TRUE)
For Each drw In selected
Msgbox "Position: (" & drw.PositionX & ", " & drw.Position.Y & ") "
Next drw
End Sub

unit [ オプシ ョ ン ] 結果が表される単位 。 このオプシ ョ ンの引数は
デフ ォル ト 設定では ppcbUnitCurrent と な り ます 。

origin [ オプシ ョ ン ] 結果が計算される元と なる参照点のタ イプ 。
デフ ォル ト 値は ppcbOriginTypeDesign です 。
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Drawing.Selected
このプロパテ ィ は図面が選択されているかど うかを設定 、 または返し ます 。

プロ ト タ イプ

Selected as Boolean

引数

な し

コ メ ン ト

な し

サンプル

以下のサンプルフ ァ ン クシ ョ ンは 、 最初の図面が選択されているかど うかのメ ッ セー
ジを表示し ます 。 このサンプル実行についての詳細は 、 サンプルコー ドの実行をご覧
く だ さい 。  

Sub Main
For Each drw In ActiveDocument.Drawings
Msgbox "Is Drawing " & drw.Name & " selected? " & drw.Selected
Exit For
Next drw
End Sub
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Drawing.Texts
このプロパテ ィ は図面に関連付けされたテキス ト オブジ ェ ク ト の集合 、 または名前に
よ り参照される特定のテキス ト オブジ ェ ク ト を返し ます 。

プロ ト タ イプ

Texts as Collection

Texts (Name as String) as Text

引数

コ メ ン ト

な し

サンプル

以下のサンプルフ ァ ン クシ ョ ンは選択された図面に関連付けられたテキス ト の数を返
し ます 。 このサンプル実行についての詳細はサンプルコー ドの実行をご覧 く だ さい 。  

Sub Main
Set selected = ActiveDocument.GetObjects(ppcbObjectTypeDrawing,,TRUE)
For Each drw In selected
MsgBox "Number of associated texts: " & drw.Texts.Count
Next drw
End Sub

name テキス ト オブジ ェ ク ト 名
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Jumper.Application
このプロパテ ィ は Application オブジ ェ ク ト を返し ます 。

プロ ト タ イプ

Application As Application

引数

な し

コ メ ン ト

このプロパテ ィ はオブジ ェ ク ト を Automation オブジ ェ ク ト と し て識別し ます 。 すべ
てのオー ト メ ーシ ョ ンサーバアプ リ ケーシ ョ ンには Application オブジ ェ ク ト があ り 、
すべての Automation オブジ ェ ク ト には application プロパテ ィ があ り ます 。 このプロパ
テ ィ は通常 、 様々なソース ( オー ト メ ーシ ョ ンサーバアプ リ ケーシ ョ ンなど ) からの
大量のオブジ ェ ク ト を扱う オー ト メ ーシ ョ ン ク ラ イアン ト アプ リ ケーシ ョ ンで 、 オブ
ジ ェ ク ト が属すアプ リ ケーシ ョ ンをすばや く 特定するのに使用されます 。
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Jumper.Installed
このプロパテ ィ は 、 実装部品が現在のアセンブ リバリ アン ト に挿入されているかを設
定 、 または返し ます 。

プロ ト タ イプ

Installed As Boolean

引数

な し

コ メ ン ト

このプロパテ ィ は 、 実装部品のペアレン ト がアセンブ リバリ アン ト の場合のみ役立ち
ます 。 実装部品のペアレン ト がアセンブ リバリ アン ト ではない場合 、 このプロパテ ィ
は常に True を返し 、 他の値には変更できません 。

サンプル

以下のサンプルコー ドは 、 開いている設計上で EmptyAssOpt とい う新たなアセンブ リ
バリ アン ト を作成し 、 その新規作成されたアセンブ リバリ アン ト 内ですべての実装部
品を uninstall( 未挿入 ) にし ます 。 このサンプル実行についての詳細は 、 サンプルコー
ドの実行をご覧 く だ さい 。  

Sub Main
Set newAssOpt = ActiveDocument.AssemblyOptions.Add("EmptyAssOpt")
For Each nextComp In newAssOpt.Components
nextComp.Installed = False
Next nextComp
End Sub
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Jumper.Length
このプロパテ ィ はジャ ンパの長さ を返し ます 。

プロ ト タ イプ

Length([unit As PPcbUnit]) As Double

引数

コ メ ン ト

な し

サンプル

以下のサンプルコー ドは 、 開いている設計上に存在する仮定するジャ ンパ JMP1 の長
さ を取得し ます 。 このサンプル実行についての詳細は 、 サンプルコー ドの実行をご覧
く だ さい 。  

Sub Main
Set jmp1 = ActiveDocument.Jumpers("JMP1")
MsgBox "Jumper " & jmp1.name & " has a length of " & jmp1.Length
End Sub

unit [ オプシ ョ ン ] 返される長さの単位
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Jumper.Name
このプロパテ ィ はジャ ンパ名を返し ます 。

プロ ト タ イプ

Name As String

引数

な し

コ メ ン ト

このプロパテ ィ は Jumper オブジ ェ ク ト のデフ ォル ト プロパテ ィ です 。

サンプル

以下のサンプルコー ドは 、 開いている設計上にある全ジャ ンパを リ ス ト 化し 、 カス タ
ムダイアログボ ッ クスにそのリ ス ト を配置し ます 。 リ ス ト ボ ッ クスでジャ ンパが選択
される と 、 サンプルはそのジャ ンパを選択し ます 。

このサンプルは PADS Layout の Sax Basic Engine の UserDialog Editor を使用し ていま
す 。 このサンプル実行についての詳細はサンプルコー ドの実行をご覧 く だ さい 。  

参照 ：  Sax Basic Editor オン ラ イ ンヘルプ 
(C:\MentorGraphics\<latest_release>PADS\SDD_HOME\Programs\sbe5_000.hlp)

Dim ListJmps$(10000)
Sub Main
index = 0
For Each nextJmp In ActiveDocument.Jumpers
ListJmps$(index) = nextJmp.Name
index = index + 1
Next nextJmp
' This piece of code is automatically generated by the Basic Dialog Editor 
in PADS Layout.
Begin Dialog UserDialog 180,238,"Jumpers",.CallbackFunc ' %GRID:10,7,1,1
ListBox 10,7,160,203,ListJmps(),.ListBox1
OKButton 10,210,160,21
End Dialog
Dim dlg As UserDialog
Dialog dlg
End Sub
' The following function is automatically called by the system when 
something has happened 
' in the dialog; it is used to easily process user actions.
Function CallbackFunc%(DlgItem$, Action%, SuppValue%)
Select Case Action%
Case 2 ' Value changing or button pressed
If DlgItem$ = "ListBox1" Then
ActiveDocument.SelectObjects(ppcbObjectTypeAll, , False)
ActiveDocument.SelectObjects(ppcbObjectTypeJumper, ListJmps(SuppValue%))
End If
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End Select
End Function
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Jumper.Net
このプロパテ ィ はジャ ンパに接続されたネ ッ ト を返し ます 。

プロ ト タ イプ

Net As Net

引数

な し

コ メ ン ト

な し

サンプル

以下のサンプルコー ドは 、 開いている設計上にある と仮定するジャ ンパ JMP1 に接続
されたネ ッ ト を特定し ます 。 このサンプル実行についての詳細は 、 サンプルコー ドの
実行をご覧 く だ さい 。  

Sub Main
Set jmp1 = ActiveDocument.Jumpers("JMP1")
MsgBox "Jumper " & jmp1.name & " is connected to net " & jmp1.Net.Name
End Sub
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Jumper.ObjectType
このプロパテ ィ はオブジ ェ ク ト タ イプを返し ます 。

プロ ト タ イプ

ObjectType As PPcbObjectType

引数

な し

コ メ ン ト

このプロパテ ィ は ppcbObjectTypeJumper を返し ます 。  

Visual C++ QueryInterface に相当する フ ァ ン クシ ョ ンが Visual Basic にはないため 、 そ
の不足を補う ために PADS Layout オー ト メ ーシ ョ ンサーバー内の全データベースオブ
ジ ェ ク ト はこのプロパテ ィ を実装し ています 。

このプロパテ ィ は通常 、 以下の場合に使われます ：

• 異種Objects collectionにおいてデータベースオブジ ェ ク ト のタ イプを特定する場
合 。

• 引数と し て渡されるデータベースオブジ ェ ク ト タ イプに依存する汎用ルーチン
を導入する場合 。 例 ：

Sub DoSomething(dbObject As Object)
Select Case dbObject.ObjectType
Case ppcbObjectTypeComponent
' Do something specific to component objects
Case ppcbObjectTypeNet
' Do something specific to net objects
Case ppcbObjectTypePin
' Do something specific to pin objects
Case ppcbObjectTypeVia
' Do something specific to via objects
Case ppcbObjectTypeConnection
' Do something specific to connection objects
Case ppcbObjectTypeRouteSegment
' Do something specific to route segment objects
Case ppcbObjectTypeJumper
' Do something specific to jumper objects
Case Else
MsgBox "Not a PADS Layout database object"
End Select
End Sub
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Jumper.Orientation
このプロパテ ィ はジャ ンパの方向を返し ます 。

プロ ト タ イプ

Orientation As Double

引数

な し

コ メ ン ト

な し

サンプル

以下のサンプルコー ドは 、 開いている設計上に存在する と仮定するジャ ンパ JMP1 の
方向を取得し ます 。 このサンプル実行についての詳細は 、 サンプルコー ドの実行をご
覧 く だ さい 。  

Sub Main
Set jmp1 = ActiveDocument.Jumpers("JMP1")
MsgBox "Jumper " & jmp1.name & " has an orientation of " & 
jmp1.Orientation & " degrees."
End Sub
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Jumper.Parent
このプロパテ ィ はオブジ ェ ク ト のペアレン ト を返し ます 。

プロ ト タ イプ

Parent As Document

引数

な し

コ メ ン ト

な し



PADS Layout オー ト メ ーシ ョ ンサーバー
Jumper.Points

PADS Layout User’s Guide, PADS 9.0 823

Jumper.Points
このプロパテ ィ はジャ ンパを定義する地点の配列を返し ます 。

プロ ト タ イプ

Points([unit As PPcbUnit]) As バリ アン ト

引数

コ メ ン ト

な し

unit [ オプシ ョ ン ] 返される地点の座標の値の単位
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Jumper.Selected
このプロパテ ィ はジャ ンパが選択されているかを設定 、 または返し ます 。

プロ ト タ イプ

Selected As Boolean

引数

な し

コ メ ン ト

Document.SelectObjects および Objects.Select メ ソ ッ ド を使用し て 、 PADS Layout デー
タベースオブジ ェ ク ト を選択する こ と もできます 。

サンプル

以下のサンプルコー ドは 、 開いている設計上に存在する と仮定するジャ ンパ JMP1 を
選択し ます 。 このサンプル実行についての詳細は 、 サンプルコー ドの実行をご覧 く だ
さい 。  

Sub Main
ActiveDocument.SelectObjects(,,False)
ActiveDocument.Jumpers("JMP1").Selected = True
End Sub

参照

Document.SelectionChange Event 
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Label.Application
このプロパテ ィ は Application オブジ ェ ク ト を返し ます 。

プロ ト タ イプ

Application As Application

引数

な し

コ メ ン ト

これは Microsoft 規則によ り必要なプロパテ ィ です 。

サンプル

必要な し 。
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Label.Attribute
このプロパテ ィ はラベルが関連付けられている属性を返し ます 。

プロ ト タ イプ

Attribute as Attributes

引数

な し

コ メ ン ト

な し

サンプル

以下のサンプルルーチンは 、 そのラベルに関連付けされた属性名が存在する場合 、 そ
の属性名を表示し ます 。 このサンプル実行についての詳細は 、 サンプルコー ドの実行
をご覧 く だ さい 。  

Sub Main
Set selected = ActiveDocument.GetObjects(ppcbObjectTypeLabel,,TRUE)
For Each lab In selected
If Not lab.Attribute Is Nothing Then
MsgBox "The label is associated with attribute " & lab. Attribute.Name
Else
MsgBox "The label is not associated with any attribute"
End If
Next lab
End Sub
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Label.Component
このプロパテ ィ は 、 ラベルが関連付けされている実装部品を返し ます 。

プロ ト タ イプ

Components as Component

引数

な し

コ メ ン ト

な し

サンプル

以下のサンプルルーチンは 、 選択されたラベルに関連付けられた実装部品が存在する
場合 、 その実装部品名を表示し ます 。 このサンプル実行についての詳細は 、 サンプル
コー ドの実行をご覧 く だ さい 。  

Sub Main
Set selected = ActiveDocument.GetObjects(ppcbObjectTypeLabel,,TRUE)
For Each lab In selected
If Not lab.Component Is Nothing Then
MsgBox "The label is associated with component " & lab.Component.Name
Else
MsgBox "The label is not associated with any component"
End If
Next lab
End Sub
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Label.Display
このプロパテ ィ はラベル表示モー ド を設定 、 または返し ます 。

プロ ト タ イプ

Display as PPcbLabelDisplayMode 

引数

な し

コ メ ン ト

な し

サンプル

以下のサンプルコー ドは選択されたラベルの表示タ イプを表示し ます 。 このサンプル
実行についての詳細は 、 サンプルコー ドの実行をご覧 く だ さい 。  

Sub Main
Set selected = ActiveDocument.GetObjects(ppcbObjectTypeLabel,,TRUE)
For Each label In selected
Select Case label.Display
Case ppcbLabelDisplayNone 
MsgBox "Label shows nothing"
Case ppcbLabelDisplayValue
MsgBox "Label shows attribute value"
Case ppcbLabelDisplayNameAndValue
MsgBox "Label shows attribute name and value"
Case ppcbLabelDisplayFullNameAndValue
MsgBox "Label shows attribute full name and value"
End Select
Next label
End Sub
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Label.Name
これはデフ ォル ト プロパテ ィ で 、 Label オブジ ェ ク ト 名を返し ます 。

プロ ト タ イプ

Name as String

引数

な し

コ メ ン ト

な し

サンプル

以下のサンプルはアク テ ィ ブな ド キュ メ ン ト 内で選択されたラベル名を メ ッ セージボ
ッ クスにを表示し ます 。 このサンプル実行についての詳細は 、 サンプルコー ドの実行
をご覧 く だ さい 。  

Sub Main
Set selected = ActiveDocument.GetObjects(ppcbObjectTypeLabel,,TRUE)
For Each label In selected
MsgBox "Selected label name: " & label.Name
Next label
End Sub
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Label.ObjectType
このプロパテ ィ はオブジ ェ ク ト タ イプを返し ます 。

プロ ト タ イプ

ObjectType As PPcbObjectType 

引数

な し

コ メ ン ト

な し

サンプル

以下のサンプルは選択されたラベルの数を表示し ます 。 このサンプル実行についての
詳細は 、 サンプルコー ドの実行をご覧 く だ さい 。  

Sub Main
Set selected = ActiveDocument.GetObjects(,,TRUE)
n = 0
For Each obj In selected
If obj.ObjectType = ppcbObjectTypeLabel Then n = n + 1
Next obj
MsgBox n & " label(s) selected"
End Sub
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Label.Parent
このプロパテ ィ はオブジ ェ ク ト のペアレン ト を返し ます 。

プロ ト タ イプ

Parent As Document

引数

な し

コ メ ン ト

これは Microsoft 規則によ り必要なプロパテ ィ です 。
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Label.RightReading
このプロパテ ィ は 、 ラベルの右から左への読み方向のステータ スを設定 、 または返し
ます 。

プロ ト タ イプ

RightReading as PPcbRightReadingStatus 

引数

な し

コ メ ン ト

な し

サンプル

このサンプルは選択されたラベルを Orthogonal Right-Reading (90 度の右方向読み ) モ
ー ド に切り替えます 。 このサンプル実行についての詳細は 、 サンプルコー ドの実行を
ご覧 く だ さい 。  

Sub Main
Set selected = ActiveDocument.GetObjects(ppcbObjectTypeLabel,,TRUE)
For Each lab In selected
Select Case lab.RightReading 
Case ppcbRightReadingNone
s = "None"
Case ppcbRightReadingOrthogonal
s = "Orthogonal"
Case ppcbRightReadingAngled
s = "Angled"
End Select
MsgBox "Selected label Right Reading mode: " & s
lab.RightReading = ppcbRightReadingOrthogonal 
Next lab
End Sub
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Label.Selected
このプロパテ ィ は Label オブジ ェ ク ト が選択されているかを設定 、 または返し ます 。

プロ ト タ イプ

Selected as Boolean

引数

な し

コ メ ン ト

な し

サンプル

以下のサンプルは 、 最初の実装部品の全ラベルに対し てラベルが選択されているかの
メ ッ セージを表示し 、 次にラベル選択を行います 。 このサンプル実行についての詳細
はサンプルコー ドの実行をご覧 く だ さい 。  

Sub Main
For Each comp In ActiveDocument.Components
For Each label In comp.Labels
Msgbox "Is Label " & label.Text & " selected ?" & label.Selected
label.Selected = True
Next label
Exit For
Next comp
End Sub
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Label.Text
このプロパテ ィ は Label オブジ ェ ク ト の表示文字列を返し ます 。

プロ ト タ イプ

Text as String

引数

な し

コ メ ン ト

な し

サンプル

このサンプルは選択されたラベルのテキス ト を表示し ます 。 このサンプル実行につい
ての詳細は 、 サンプルコー ドの実行をご覧 く だ さい 。  

Sub Main
Set selected = ActiveDocument.GetObjects(ppcbObjectTypeLabel,, TRUE)
For Each label In selected
MsgBox "Selected label: " & label.Text
Next label
End Sub
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Label.Type
このプロパテ ィ はラベルのタ イプを返し ます 。

プロ ト タ イプ

LabelType as PPcbLabelType 

引数

な し

コ メ ン ト

な し

サンプル

以下のサンプルコー ドは選択されたラベルのタ イプを表示し ます 。 このサンプル実行
についての詳細は 、 サンプルコー ドの実行をご覧 く だ さい 。  

Sub Main
Set selected = ActiveDocument.GetObjects(ppcbObjectTypeLabel,,TRUE)
For Each label In selected
Select Case label.LabelType
Case ppcbLabelTypeRefDesignator
MsgBox "Label type: Ref Designator"
Case ppcbLabelTypePartType
MsgBox "Label type: Part Type"
Case ppcbLabelTypeAttribute
MsgBox "Label type: Attribute"
End Select
Next label
End Sub



PADS Layout User’s Guide, PADS 9.0836

PADS Layout オー ト メ ーシ ョ ンサーバー
Layer.Application

Layer.Application
このプロパテ ィ は Application オブジ ェ ク ト を返し ます 。

プロ ト タ イプ

Application as Application

引数

な し
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Layer.CopperThickness
このプロパテ ィ は層の銅の厚みを返し ます 。

プロ ト タ イプ

CopperThickness (unit as PPcbUnit) as Double

引数

unit [ オプシ ョ ン ] 戻り値で使用される単位 。 このオプシ ョ ン
引数のデフ ォル ト は ppcbUnitCurrent です 。
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Layer.Enabled
このプロパテ ィ は層の有効性を設定または返し ます 。

プロ ト タ イプ

Enabled as Boolean

引数

な し
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Layer.Name
このプロパテ ィ はこの層の名前を返し ます 。

プロ ト タ イプ

Name as String

引数

な し
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Layer.Number
このプロパテ ィ は層番号を返し ます 。

プロ ト タ イプ

Number as Integer

引数

な し
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Layer.ObjectType
このプロパテ ィ はオブジ ェ ク ト タ イプ - ppcbObjectTypeLayer を返し ます 。

プロ ト タ イプ

ObjectType as PPcbObjectType

引数

な し
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Layer.Parent
このプロパテ ィ はオブジ ェ ク ト のペアレン ト を返し ます 。

プロ ト タ イプ

Parent as Document

引数

な し
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Layer.PlaneType
このプロパテ ィ は層の内層のタ イプを返し ます 。

プロ ト タ イプ

PlaneType as PPcbPlaneType

引数

な し
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Layer.RoutingDirection
このプロパテ ィ は層の配線方向を設定または返し ます 。

プロ ト タ イプ

RoutingDirection as PPcbRoutingDirection

引数

な し
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Layer.Type
このプロパテ ィ は層タ イプを返し ます 。  

プロ ト タ イプ

Type as PPcbLayerType

引数

な し
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Layer.Visible
このプロパテ ィ は層の可視性を設定または返し ます 。

プロ ト タ イプ

Visible as Boolean

引数

な し
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Library.Application
このプロパテ ィ は Application オブジ ェ ク ト を返し ます 。

プロ ト タ イプ

Application As Application

引数

な し

コ メ ン ト

これは Microsoft 規則によ り必要なプロパテ ィ です 。

サンプル

必要な し 。
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Library.FullName
このプロパテ ィ は 、 パスおよび名前を含むラ イブ ラ リ フ ァ イルの完全な名前を返し ま
す 。

プロ ト タ イプ

FullName As String

引数

な し

コ メ ン ト

な し

サンプル

以下のサンプルは 、 使用可能な最初のラ イブ ラ リ名を メ ッ セージボ ッ クスに表示し ま
す 。 このサンプル実行についての詳細は 、 サンプルコー ドの実行をご覧 く だ さい 。  

Sub Main
For Each lib In Libraries
MsgBox "The full name of the first available library is " & lib.FullName
Exit For
Next lib
End Sub
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Library.Name
これはデフ ォル ト のプロパテ ィ で 、 ラ イブ ラ リ名を返し ます 。

プロ ト タ イプ

Name As String

引数

な し

コ メ ン ト

これは Microsoft 規則によ り必要なプロパテ ィ です 。

サンプル

次の例は 、 使用可能な最初のラ イブ ラ リ名を メ ッ セージボ ッ クスに表示し ます 。 この
サンプル実行についての詳細は 、 サンプルコー ドの実行をご覧 く だ さい 。  

Sub Main
For Each lib In Libraries
MsgBox "The name of the first available library is " & lib.Name
Exit For
Next lib
End Sub
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Library.ObjectType
このプロパテ ィ はオブジ ェ ク ト タ イプを返し ます 。

プロ ト タ イプ

ObjectType As PPcbObjectType 

引数

な し

コ メ ン ト

な し

サンプル

以下の例は ObjectType プロパテ ィ を検証し ます 。 このサンプル実行についての詳細は
、 サンプルコー ドの実行をご覧 く だ さい 。  

Sub Main
For Each lib In Libraries
If lib.ObjectType <> ppcbObjectTypeLibrary Then
MsgBox "Test failed"
End If
Next lib 
End Sub
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Library.Parent
このプロパテ ィ はオブジ ェ ク ト のペアレン ト を返し ます 。

プロ ト タ イプ

Parent As Application

引数

な し

コ メ ン ト

これは Microsoft 規則によ り必要なプロパテ ィ です 。
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Library.Path
このプロパテ ィ はラ イブ ラ リへのパスを返し ます 。

プロ ト タ イプ

Path As String

引数

な し

コ メ ン ト

な し

サンプル

次の例は 、 使用可能な最初のラ イブ ラ リの名前を メ ッ セージボ ッ クスに表示し ます 。
このサンプル実行についての詳細は 、 サンプルコー ドの実行をご覧 く だ さい 。  

Sub Main
For Each lib In Libraries
MsgBox "The path to the first available library is " & lib.Path
Exit For
Next lib
End Sub
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LibraryItem.Application
このプロパテ ィ は Application オブジ ェ ク ト を返し ます 。

プロ ト タ イプ

Application As Application

引数

な し

コ メ ン ト

これは Microsoft 規則によ り必要なプロパテ ィ です 。
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LibraryItem.Library
このプロパテ ィ はラ イブ ラ リ項目が属すラ イブ ラ リ を返し ます 。

プロ ト タ イプ

Library As Object

引数

な し

コ メ ン ト

な し

サンプル

以下のサンプルコー ドは 、 項目が属すラ イブ ラ リ名を表示し ます 。 このサンプル実行
についての詳細は 、 サンプルコー ドの実行をご覧 く だ さい 。  

Sub Main
Set items = GetLibraryItems()
For Each item In items
MsgBox "The item " & item & " belongs to " & item.Library & " library"
Exit For
Next item 
End Sub



PADS Layout オー ト メ ーシ ョ ンサーバー
LibraryItem.Name

PADS Layout User’s Guide, PADS 9.0 855

LibraryItem.Name
これはデフ ォル ト のプロパテ ィ で 、 ラ イブ ラ リ項目の名前を返し ます 。

プロ ト タ イプ

Name As String

引数

な し

コ メ ン ト

これは Microsoft 規則によ り必要なプロパテ ィ です 。

サンプル

次の例は 、 使用可能なラ イブ ラ リの最初の項目の名前を メ ッ セージボ ッ クスに表示し
ます 。 このサンプル実行についての詳細は 、 サンプルコー ドの実行をご覧 く だ さい 。  

Sub Main
Set items = GetLibraryItems()
For Each item In items
MsgBox "The first item name is " & item.Name
Exit For
Next item 
End Sub
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LibraryItem.ObjectType
このプロパテ ィ はオブジ ェ ク ト タ イプを返し ます 。

プロ ト タ イプ

ObjectType As PPcbObjectType 

引数

な し

コ メ ン ト

な し

サンプル

以下の例は 、 ObjectType プロパテ ィ を検証し ます 。 このサンプル実行についての詳細
は 、 サンプルコー ドの実行をご覧 く だ さい 。  

Sub Main
Set items = GetLibraryItems()
For Each item In items
If item.ObjectType <> ppcbObjectTypeLibraryItem Then
MsgBox "Test failed"
End If
Next item 
End Sub 
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LibraryItem.Parent
このプロパテ ィ はオブジ ェ ク ト のペアレン ト を返し ます 。

プロ ト タ イプ

Parent As Application

引数

な し

コ メ ン ト

これは Microsoft 規則によ り必要なプロパテ ィ です 。 LibraryItem オブジ ェ ク ト のペア
レン ト プロパテ ィ は常にアプ リ ケーシ ョ ンを返し ます 。
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LibraryItem.Type
このプロパテ ィ はラ イブ ラ リ項目オブジ ェ ク ト のタ イプを返し ます 。

プロ ト タ イプ

Type as PPcbLibraryItemType 

引数

な し

コ メ ン ト

な し

サンプル

このサンプルはラ イブ ラ リ項目のタ イプを表示し ます 。 このサンプル実行についての
詳細は 、 サンプルコー ドの実行をご覧 く だ さい 。  

Sub Main
Set items = GetLibraryItems()
For Each item In items
Select Case item.Type
Case ppcbLibraryItemTypePartType
MsgBox "Item type: PartType"
Case ppcbLibraryItemType
MsgBox "Item type: Decal"
Case ppcbLibraryItemType
MsgBox "Item type: LogicDrawing"
Case ppcbLibraryItemType
MsgBox "Item type: Drawing"
End Select
Exit For
Next item 
End Sub
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Measure.Application
このプロパテ ィ は Measure オブジ ェ ク ト を返し ます 。

プロ ト タ イプ

Application As Application

引数

な し

コ メ ン ト

このプロパテ ィ はオブジ ェ ク ト を Automation オブジ ェ ク ト と し て識別し ます 。 すべ
てのオー ト メ ーシ ョ ンサーバアプ リ ケーシ ョ ンには Application オブジ ェ ク ト があ り 、
すべての Automation オブジ ェ ク ト には application プロパテ ィ があ り ます 。 このプロパ
テ ィ は通常 、 様々なソース ( オー ト メ ーシ ョ ンサーバアプ リ ケーシ ョ ンなど ) からの
大量のオブジ ェ ク ト を扱う オー ト メ ーシ ョ ン ク ラ イアン ト アプ リ ケーシ ョ ンで 、 オブ
ジ ェ ク ト が属すアプ リ ケーシ ョ ンをすばや く 特定するのに使用されます 。
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Measure.Name
このプロパテ ィ は測定によ り表される分量名を返し ます 。 た と えば 、 測定 "10pF" は
" キャパシ タ ンス " 、 "5V" は " ボルテージ " です 。

プロ ト タ イプ

Name As String

引数

な し

サンプル 1
以下のサンプルコー ドは "10pF" 測定の分量名 ( キャパシ タ ンス ) を取得し ます 。 この
サンプル実行についての詳細は 、 サンプルコー ドの実行をご覧 く だ さい 。  

Sub Main
MsgBox Measure("10pF").Quantity ' displays Capacitance
End Sub

サンプル 2
以下のサンプルコー ドは "10k" 測定の分量名 ( 抵抗 ) を取得し ます 。

Sub Main
MsgBox Measure("10k").Name ' displays Resistance 
End Sub 

サンプル 3
以下のサンプルコー ドは "12V" 測定の分量名 ( ボルテージ ) の分量名を取得し ます 。

Sub Main
MsgBox Measure("12V").Name ' displays Voltage
End Sub

参照

Measure.Value
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Measure.Number
このプロパテ ィ は接頭辞と単位に組み合わせる数を返し ます 。

プロ ト タ イプ

Number As Double

引数

な し

コ メ ン ト

このプロパテ ィ は測定値の左側の数字部分を返し ます 。 ク ラ イアン ト の作成に使用し
たプログラム言語で標準的な メ ソ ッ ド を使用し て記述する こ とによ り 、 出力前にこの
数値を フ ォーマ ッ ト できます 。 このプロパテ ィ は Measure.Prefix および Measure.Unit
と共に使用し ます 。

サンプル

以下のサンプルコー ドは 、 標準的な Basic 形式を使用し 、 フ ォーマ ッ ト された測定値
( 小数点第 3 位まで ) を取得し ます 。 このサンプル実行についての詳細は 、 サンプル
コー ドの実行をご覧 く だ さい 。  

Sub Main
Set Cap = Measure (1.12345e-12, "F") 
MsgBox Format(Cap.Number, "#.###") & Cap.Prefix & Cap.Unit
End Sub

参照

Measure.Unit, Measure.Prefix



PADS Layout User’s Guide, PADS 9.0862

PADS Layout オー ト メ ーシ ョ ンサーバー
Measure.Normalize

Measure.Normalize
このプロパテ ィ は測定のテキス ト 値を標準化し 、 新規テキス ト を返し ます 。

プロ ト タ イプ

Normalize As String

引数

な し

コ メ ン ト

このプロパテ ィ は適切な単位接頭辞を選択し 、 単位がない場合は付け加えます 。 た と
えば 、 時間測定の "5e-9" は "5ns" に変換し ます 。

サンプル

以下のサンプルコー ドは 、 キャパシ タ ンスの測定を標準化し ます 。 このサンプル実行
についての詳細は 、 サンプルコー ドの実行をご覧 く だ さい 。  

Sub Main
Set Cap = Measure(2e-10, "F")
MsgBox Cap.Normalize ' shows 200pF 
End Sub

参照

Measure.Text
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Measure.ObjectType
このプロパテ ィ は 、 オブジ ェ ク ト タ イプを返し ます 。

プロ ト タ イプ

ObjectType As PPcbObjectType 

引数

な し

コ メ ン ト

な し
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Measure.Parent
このプロパテ ィ は PADS Layout Application オブジ ェ ク ト を返し ます 。

プロ ト タ イプ

Parent As Application

引数

な し

コ メ ン ト

な し  
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Measure.Prefix
このプロパテ ィ は数字と単位に組み合わせる単位接頭辞を返し ます 。

プロ ト タ イプ

Prefix([format As PPcbMeasureFormat = ppcbMeasureFormatStandard]) As String

引数

コ メ ン ト

このプロパテ ィ は現在測定で使われている接頭辞を返し ます 。 このプロパテ ィ は
Measure.Number および Measure.Unit と共に使用し ます 。

可能な形式値 ：

サンプル

Measure.Number の例をご覧 く だ さい 。

参照

Measure.Number, Measure.Unit 

format [ オプシ ョ ン ] 接頭辞の形式を表し ます 。

ppcbMeasureFormatStandard 標準の接頭辞表現を返し ます
( 例 ： Pico には p 、 Kilo には k) 。

ppcbMeasureFormatCurrent 現在 Measure 値で使われてる形式で接頭辞を
返し ます 。

ppcbMeasureFormatShort 短い接頭辞を返し ます
( 例 ： Pico には p 、 Kilo には k) 。

ppcbMeasureFormatLong 長い単位名を返す場合
( 例 ： Pico 、 Kilo 、 Mega)
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Measure.Text
このプロパテ ィ は測定の正確なテキス ト 値を設定 、 または返し ます 。

プロ ト タ イプ

Text As String

引数

な し

コ メ ン ト

このプロパテ ィ は 、 測定のカス タム形式を定義し ます 。 テキス ト 値は数字にオプシ ョ
ン と し て接頭辞または単位が付いたものです 。 テキス ト 値は 、 属性が測定を表す場合
は必ず Attribute.Value と一致し ます 。

サンプル

以下のサンプルコー ドは 、 Measure.Text 、 Measure.Value 、 Attribute.Value プロパテ
ィ の違いを示し ます 。 このサンプル実行についての詳細は 、 サンプルコー ドの実行を
ご覧 く だ さい 。  

Sub Main
Set C1 = ActiveDocument.Components("C1")
Set Cap = Measure("500pF")
C1.Attributes.Add "Capacitance", Cap
MsgBox Cap 'displays 0.0000000005 (the default Value property)
MsgBox Cap.Value 'displays 0.0000000005
MsgBox Cap.Text 'displays 500pF
MsgBox C1.Attributes("Capacitance") 'displays 500pF 
MsgBox C1.Attributes("Capacitance").Value 'displays 500pF (long form)
End Sub

参照

Measure.Value



PADS Layout オー ト メ ーシ ョ ンサーバー
Measure.Unit

PADS Layout User’s Guide, PADS 9.0 867

Measure.Unit
このプロパテ ィ は測定の単位名を返し ます 。

プロ ト タ イプ

Unit([format As PPcbMeasureFormat = ppcbMeasureFormatStandard]) As String

引数

コ メ ン ト

このプロパテ ィ は物理単位名を接頭辞な し で返し ます 。

可能なフ ォーマ ッ ト 値 ：

サンプル

Measure.Number の例をご覧 く だ さい 。

参照

Measure.Number, Measure.Prefix

format [ オプシ ョ ン ] 単位を表示する フ ォーマ ッ ト 。

ppcbMeasureFormatStandard 標準的な単位表現を返しす場合
( 例 ： キャパシ タ ンスを意味する F)

ppcbMeasureFormatCurrent 現在 Measure 値で使われてる形式で返す場合

ppcbMeasureFormatShort 短い単位名を返す場合
( 例 ： キャパシ タ ンスを意味する F)

ppcbMeasureFormatLong 長い単位名を返す場合
( 例 ： キャパシ タ ンスを意味する Farad)
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Measure.Value
このプロパテ ィ は測定値を設定 、 または返し ます 。

プロ ト タ イプ

Value As Double

引数

な し

コ メ ン ト

このプロパテ ィ は 、 測定の浮動小数点数値を測定単位接頭辞と と もに返し ます 。
例 ： 10K の場合 10000 、 200pF の場合 2e-10 。

これはデフ ォル ト プロパテ ィ であるため 、 Basic スク リ プ ト で省略できます 。

新規 Value を設定する と 、 測定は自動的に標準化されます 。
参照 ： Measure.Normalize

サンプル

以下のサンプルコー ドは測定の使用方法を示し ます 。 このサンプル実行についての詳
細は 、 サンプルコー ドの実行をご覧 く だ さい 。  

Sub Main
'1 – Compare two existing measure attributes (.Value call may be omitted)
Set U1_Val = 
ActiveDocument.Components("U1").Attributes("Value").Measure.Value
Set U2_Val = 
ActiveDocument.Components("U2").Attributes("Value").Measure.Value
Set U1_Quantity = 
ActiveDocument.Components("U1").Attributes("Value").Measure.Name
Set U2_Quantity = 
ActiveDocument.Components("U2").Attributes("Value").Measure.Name
If U1_Quantity <> U2_Quantity then
MsgBox "Cannot compare values with different physical units"
ElseIf U1_Val < U2_Val then
MsgBox "U1 value is less than U2 value"
ElseIf U1_Val > U2_Val then
MsgBox "U1 value is greater than U2 value"
Else
MsgBox "U1 value is equal to U2 value"
End If
'2 - Check that the Resistor's Value is in range between 100K and 10M
Set R1_Val = ActiveDocument.Components("R1").Attributes("Value").Measure
If R1_Val >= Measure("100k") And R1_Val <= Measure("10M") And R1_Val.Name 
= "Resistence" Then
MsgBox "Resistor Is In Range [100k, 10M]
End If
'3 – Calculate total thermal dessipation for all parts
'make sure attribute exists for all parts
For Each part In ActiveDocument.Components
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If part.Attributes("Thermal.Dissipation") Is Nothing Then
Part.Attributes.Add "Thermal.Dissipation", Measure("10mW")
End If
Next
Dim Total As Measure 'declare Total as Measure object explicitly!
Set Total = Measure("0mW") 'create Measure to accamulate the total
For Each part In ActiveDocument.Components
Total = Total + part.Attributes("Thermal.Dissipation").Measure
Next
MsgBox "Total Thermal Dissipation = " & Total.Text
End Sub

参照

Measure.Text, Measure.Name 
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Net.Application
このプロパテ ィ は Application オブジ ェ ク ト を返し ます 。

プロ ト タ イプ

Application As Application

引数

な し

コ メ ン ト

このプロパテ ィ はオブジ ェ ク ト を Automation オブジ ェ ク ト と し て識別し ます 。 すべ
てのオー ト メ ーシ ョ ンサーバアプ リ ケーシ ョ ンには Application オブジ ェ ク ト があ り 、
すべての Automation オブジ ェ ク ト には application プロパテ ィ があ り ます 。 このプロパ
テ ィ は通常 、 様々なソース ( オー ト メ ーシ ョ ンサーバアプ リ ケーシ ョ ンなど ) からの
大量のオブジ ェ ク ト を扱う オー ト メ ーシ ョ ン ク ラ イアン ト アプ リ ケーシ ョ ンで 、 オブ
ジ ェ ク ト が属すアプ リ ケーシ ョ ンをすばや く 特定するのに使用されます 。
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Net.Attributes
このプロパテ ィ はネ ッ ト に割り当てられた全属性の集合を返し ます 。

プロ ト タ イプ

Attributes As Attributes 

Attributes(name As String) As Attribute 

引数

コ メ ン ト

既存の属性名を渡される と 、 このプロパテ ィ はその Attribute オブジ ェ ク ト を返し ます
。 その属性名が存在し ない場合 、 このプロパテ ィ は Attribute collection オブジ ェ ク ト
内のすべてのネ ッ ト 属性の集合を返し ます 。

サンプル

以下のサンプルコー ドは 、 Attributes.Count プロパテ ィ を使用し て 、 開いている設計に
存在する と仮定するネ ッ ト VCC に割り当てられた属性の数を取得し ます 。 このサン
プル実行についての詳細は 、 サンプルコー ドの実行をご覧 く だ さい 。  

Sub Main
Set attrs = ActiveDocument.Nets("VCC").Attributes
MsgBox "There are " & attrs.Count & " attribute(s) in net VCC."
End Sub

name 既存ネ ッ ト 属性の名前
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Net.Connections
このプロパテ ィ はネ ッ ト 上のすべての結線の集合を返し ます 。

プロ ト タ イプ

Connections As Objects  

Connections(name As String) As Connection 

引数

コ メ ン ト

既存の結線名を渡される と 、 このプロパテ ィ はその Connection オブジ ェ ク ト を返し ま
す 。 その結線名 が存在し ない場合 、 このプロパテ ィ は Objects collection オブジ ェ ク ト
内のネ ッ ト のすべての結線の集合を返し ます 。

サンプル

以下のサンプルコー ドは 、 開いている設計に存在する と仮定するネ ッ ト VCC の結線
の数を取得し ます 。 このサンプル実行についての詳細は 、 サンプルコー ドの実行をご
覧 く だ さい 。  

Sub Main
MsgBox "VCC has " & ActiveDocument.Nets("VCC").Connections.Count & " 
connections."
End Sub

name 既存の結線の名前
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Net.Drawings
このプロパテ ィ は 、 ネ ッ ト オブジ ェ ク ト に属すベタや自動ベタの集合 、 または特定の
ベタや自動ベタ を返し ます 。

プロ ト タ イプ

Drawing as Collection

Drawing (Namea as string) as Drawing

引数

コ メ ン ト

な し

サンプル

以下のサンプルコー ドは 、 ネ ッ ト に関連付けられた図面の数を表示し ます 。 このサン
プル実行についての詳細は 、 サンプルコー ドの実行をご覧 く だ さい 。  

Sub Main
For Each net In ActiveDocument.Nets
If net.Drawings.Count > 0 Then
MsgBox "Net " & net.Name & " has " & net.Drawings.Count & " drawings"
Exit For
End If
Next net
End Sub

name 図面の名前
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Net.Length
このプロパテ ィ はネ ッ ト の長さ を返し ます 。

プロ ト タ イプ

Length([bRouted As Boolean = False], [unit As PPcbUnit]) As Double

引数

コ メ ン ト

な し

サンプル

以下のサンプルコー ドは 、 開いている設計に存在する と仮定する 、 ネ ッ ト VCC の配
線済みおよび未配線の長さ合計を取得し ます 。 このサンプル実行についての詳細は 、
サンプルコー ドの実行をご覧 く だ さい 。  

Sub Main
lenTotal = Format$(ActiveDocument.Nets("VCC").Length, "Fixed")
lenRouted = Format$(ActiveDocument.Nets("VCC").Length(True), "Fixed")
MsgBox "VCC's total length is (in current unit) " & lenTotal & " including 
" & lenRouted & " routed and " & lenTotal-lenRouted & " unrouted."
End Sub

bRouted [ オプシ ョ ン ] 配線済みの長さのみ取得するには True を 、
Manhattan メ ソ ッ ド で近似された未配線部品を含む合計の長さ
を取得するには False を設定し ます 。

unit [ オプシ ョ ン ] 返される長さの単位
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Net.Name
このプロパテ ィ はネ ッ ト 名を返し ます 。 た と えば 、 このプロパテ ィ はネ ッ ト GND に
対し文字列 "GND" を返し ます 。

このプロパテ ィ は Net オブジ ェ ク ト のデフ ォル ト プロパテ ィ です 。

プロ ト タ イプ

Name As String

引数

な し

サンプル

以下のサンプルコー ドは 、 開いている設計上にあるすべてのネ ッ ト を リ ス ト 化し 、 カ
ス タムダイアログボ ッ クスに配置し ます 。 リ ス ト ボ ッ クスでネ ッ ト が選択される と 、
サンプルはそのネ ッ ト を選択し ます 。

このサンプルは PADS Layout の Sax Basic Engine の UserDialog Editor を使用し ていま
す 。 このサンプル実行についての詳細は 、 サンプルコー ドの実行をご覧 く だ さい 。  

参照 ：  Sax Basic Editor オン ラ イ ンヘルプ
(C:\MentorGraphics\<latest_release>PADS\SDD_HOME\Programs\sbe5_000.hlp)

Dim ListNets$(10000)
Sub Main
index = 0
For Each nextNet In ActiveDocument.Nets
ListNets$(index) = nextNet.Name
index = index + 1
Next nextNet
' This piece of code is automatically generated by the Basic Dialog Editor 
in PADS Layout.
Begin Dialog UserDialog 180,238,"Nets",.CallbackFunc ' %GRID:10,7,1,1
ListBox 10,7,160,203,ListNets(),.ListBox1
OKButton 10,210,160,21
End Dialog
Dim dlg As UserDialog
Dialog dlg
End Sub
' The following function is automatically called by the system when 
something has happened 
' in the dialog; it is used to easily process user actions.
Function CallbackFunc%(DlgItem$, Action%, SuppValue%)
Select Case Action%
Case 2 ' Value changing or button pressed
If DlgItem$ = "ListBox1" Then
ActiveDocument.SelectObjects(ppcbObjectTypeAll, , False)
ActiveDocument.SelectObjects(ppcbObjectTypeNet, ListNets(SuppValue%))
End If
End Select
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End Function
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Net.NetClass
このプロパテ ィ はネ ッ ト オブジ ェ ク ト のネ ッ ト ク ラス名を返し ます 。

プロ ト タ イプ

NetClass as NetClass

引数

な し

コ メ ン ト

な し

サンプル

以下のサンプルコー ドは 、 ネ ッ ト が属すネ ッ ト ク ラス名が存在する場合 、 そのネ ッ ト
名を表示し ます 。 このサンプル実行についての詳細は 、 サンプルコー ドの実行をご覧
く だ さい 。  

Sub Main
For Each net In ActiveDocument.Nets
If Not net.NetClass Is Nothing Then
MsgBox "Net " & net.Name & " belongs to class " & net.NetClass.Name
Exit For
End If
Next net
End Sub
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Net.NetClassAttributes
このプロパテ ィ はネ ッ ト ク ラスに割り当てられたすべての属性の集合を返し ます 。

プロ ト タ イプ

NetClassAttributes As Attributes 

NetClassAttributes(name As String) As Attribute 

引数

コ メ ン ト

既存の属性名を渡される と 、 このプロパテ ィ はそのネ ッ ト ク ラスの Atttribute オブジ
ェ ク ト が返されます 。 属性名が存在し ない場合 、 このプロパテ ィ は Attribute Collection
オブジ ェ ク ト 内のすべてのネ ッ ト ク ラス属性の集合を返し ます 。

サンプル

以下のサンプルコー ドは 、 Attributes.Count プロパテ ィ を使用し て 、 開いている設計に
存在する と仮定するネ ッ ト VCC のネ ッ ト ク ラスに割り当てられた属性の数を取得し
ます 。 このサンプル実行についての詳細はネ ッ ト ク ラス属性をご覧 く だ さい 。  

Sub Main
Set attrs = ActiveDocument.Nets("VCC").NetClassAttributes
MsgBox "There are " & attrs.Count & " attribute(s) in net class " & 
ActiveDocument.Nets("VCC").Name
End Sub

name 既存ネ ッ ト ク ラス属性の名前
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Net.ObjectType
このプロパテ ィ はオブジ ェ ク ト タ イプを返し ます 。

プロ ト タ イプ

ObjectType As PPcbObjectType

引数

な し

コ メ ン ト

このプロパテ ィ は ppcbObjectTypeNet を返し ます 。  

Visual C++ QueryInterface に相当する フ ァ ン クシ ョ ンが Visual Basic にはないため 、 そ
の不足を補う ために PADS Layout オー ト メ ーシ ョ ンサーバー内の全データベースオブ
ジ ェ ク ト はこのプロパテ ィ を実装し ています 。

このプロパテ ィ は通常 、 以下の場合に使われます ：

• 異種Objects collectionおいてデータベースオブジ ェ ク ト のタ イプを特定する場合

• 引数と し て渡されるデータベースオブジ ェ ク ト タ イプに依存する汎用ルーチン
を導入する際 。 例 ：

Sub DoSomething(dbObject As Object)
Select Case dbObject.ObjectType
Case ppcbObjectTypeComponent
' Do something specific to component objects
Case ppcbObjectTypeNet
' Do something specific to net objects
Case ppcbObjectTypePin
' Do something specific to pin objects
Case ppcbObjectTypeVia
' Do something specific to via objects
Case ppcbObjectTypeConnection
' Do something specific to connection objects
Case ppcbObjectTypeRouteSegment
' Do something specific to route segment objects
Case ppcbObjectTypeJumper
' Do something specific to jumper objects
Case Else
MsgBox "Not a PADS Layout database object"
End Select
End Sub
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Net.Parent
このプロパテ ィ はオブジ ェ ク ト のペアレン ト を返し ます 。

プロ ト タ イプ

Parent As Document

引数

な し

コ メ ン ト

な し
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Net.Pins
このプロパテ ィ はネ ッ ト に接続されたすべてのピン集合を返し ます 。

プロ ト タ イプ

Pins As Objects  

Pins(name As String) As Pin 

引数

コ メ ン ト

既存のピン名を渡される と 、 このプロパテ ィ はその Pin オブジ ェ ク ト を返し ます 。 ピ
ン名が存在し ない場合 、 このプロパテ ィ は Objects collection オブジ ェ ク ト 内のネ ッ ト
に接続されたすべてのピンの集合を返し ます 。

サンプル

以下のサンプルコー ドは 、 開いている設計に存在する と仮定する 、 ネ ッ ト ク ラス
VCC に接続されたピンの数を取得し ます 。 このサンプル実行についての詳細は 、
サンプルコー ドの実行をご覧 く だ さい 。  

Sub Main
MsgBox "VCC connects " & ActiveDocument.Nets("VCC").Pins.Count & " pins."
End Sub

name 既存ピンの名前
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Net.Power
このプロパテ ィ はネ ッ ト がパワーネ ッ ト かど うかを返し ます 。

プロ ト タ イプ

Power As Boolean

引数

な し

コ メ ン ト

な し

サンプル

以下のサンプルコー ドは開いている設計上のパワーネ ッ ト の数を取得し ます 。 この
サンプル実行についての詳細は 、 サンプルコー ドの実行をご覧 く だ さい 。  

Sub Main
nbPowerNets = 0
For Each nextNet In ActiveDocument.Nets
If nextNet.Power = True Then nbPowerNets = nbPowerNets +1
Next nextNet
MsgBox "There are " & nbPowerNets & " power nets (out of " & 
ActiveDocument.Nets.Count & ") in " & ActiveDocument.Name
End Sub
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Net.Selected
このプロパテ ィ はネ ッ ト が選択されているかど うかを設定 、 または返し ます 。

プロ ト タ イプ

Selected As Boolean

引数

な し

コ メ ン ト

Document.SelectObjects および Objects.Select メ ソ ッ ド を使用し てデータベースオブジ
ェ ク ト を選択する こ と もできます 。

サンプル

以下のサンプルコー ドは 、 開いている設計に存在する と仮定するネ ッ ト VCC のみを
選択し ます 。 このサンプル実行についての詳細は 、 サンプルコー ドの実行をご覧 く だ
さい 。  

Sub Main
ActiveDocument.SelectObjects(,,False)
ActiveDocument.Nets("VCC").Selected = True  
End Sub

参照

Document.SelectionChange Event 
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Net.Vias
このプロパテ ィ はネ ッ ト に接続されているすべてのビアの集合を返し ます 。

プロ ト タ イプ

Vias As Objects  

Vias (name As String) As Via 

引数

コ メ ン ト

既存のビア名を渡される と 、 このプロパテ ィ は Via オブジ ェ ク ト を返し ます 。  ビア名
が存在し ない場合 、 このプロパテ ィ は 、 Object collection オブジ ェ ク ト 内のネ ッ ト に
接続されたすべてのビアの集合を返し ます 。  

サンプル

以下のサンプルコー ドは 、 開いている設計に存在する と仮定する 、 ネ ッ ト VCC に接
続されたビアの数を取得し ます 。 このサンプル実行についての詳細は 、 サンプルコー
ドの実行をご覧 く だ さい 。  

Sub Main
MsgBox "VCC connects " & ActiveDocument.Nets("VCC").Vias.Count & " vias."
End Sub

name 既存ビアの名前
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NetClass.Application
このプロパテ ィ は Application オブジ ェ ク ト を返し ます 。

プロ ト タ イプ

Application as Application

引数

な し

コ メ ン ト

これは Microsoft 規則によ り必要なプロパテ ィ です 。
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NetClass.Attributes
このプロパテ ィ は 、 ネ ッ ト ク ラスの属性の集合 、 または名前で参照される特定の属性
を返し ます 。

プロ ト タ イプ

Attribute as Attribute

Attributes (Name as String) as Attribute

引数

コ メ ン ト

な し

サンプル

以下のサンプルコー ドは 、 メ ッ セージボ ッ クスにそのネ ッ ト ク ラスの属性の数を表示
し ます 。 このサンプル実行についての詳細はサンプルコー ドの実行をご覧 く だ さい 。  

Sub Main
For Each class In ActiveDocument.NetClasses
Set attrs = class.Attributes
MsgBox "There are " & attrs.Count & " attribute(s) for net class " & 
class.Name
Exit For
Next class
End Sub

name 取得する属性名
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NetClass.Name
これはデフ ォル ト のプロパテ ィ で 、 ネ ッ ト ク ラス名を返し ます 。

プロ ト タ イプ

Name as String

引数

な し

コ メ ン ト

これは Microsoft 規則によ り必要なプロパテ ィ です 。

サンプル

以下のサンプルコー ドは 、 アク テ ィ ブな ド キュ メ ン ト 内の最初のネ ッ ト ク ラスにある
ネ ッ ト の数を メ ッ セージボ ッ クスに表示し ます 。 このサンプル実行についての詳細は
サンプルコー ドの実行をご覧 く だ さい 。  

Sub Main
For Each class In ActiveDocument.NetClasses
MsgBox "Net Class " & class.Name & " includes " & class.Nets.Count & " 
nets"
Exit For
Next class
End Sub
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NetClass.Nets
このプロパテ ィ は 、 ネ ッ ト ク ラスのすべてのネ ッ ト の集合 、 または名前で参照される
特定の属性を返し ます 。

プロ ト タ イプ

Nets as Collection

Nets (Name as String) as Net

引数

コ メ ン ト

な し

サンプル

以下のサンプルコー ドは 、 開いている設計に存在する と仮定する 、 ネ ッ ト ク ラス内の
ネ ッ ト の数を取得し ます 。 このサンプル実行についての詳細は 、 サンプルコー ドの実
行をご覧 く だ さい 。  

Sub Main
For Each class In ActiveDocument.NetClasses
MsgBox "Net Class " & class.Name & " includes " & class.Nets.Count & " 
nets"
Exit For
Next class
End Sub

name 取得するネ ッ ト 名
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NetClass.ObjectType
このプロパテ ィ はオブジ ェ ク ト タ イプを返し ます 。

プロ ト タ イプ

ObjectType As PPcbObjectType 

引数

な し

コ メ ン ト

な し

サンプル

以下のサンプルコー ドは "A" から始まるネ ッ ト ク ラスを検索し ます 。 このサンプル実
行についての詳細は 、 サンプルコー ドの実行をご覧 く だ さい 。

Sub Main
Set objs = ActiveDocument.GetObjects(, "A*")
For Each obj In objs
If obj.ObjectType = ppcbObjectTypeNetClass Then
MsgBox obj.Name & " is a net class"
Exit For 
End If
Next obj
End Sub
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NetClass.Parent
このプロパテ ィ はオブジ ェ ク ト のペアレン ト を返し ます 。

プロ ト タ イプ

Parent as Document

引数

な し

コ メ ン ト

これは Microsoft 規則によ り必要なプロパテ ィ です 。
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Objects.Application
このプロパテ ィ は Application オブジ ェ ク ト を返し ます 。

プロ ト タ イプ

Application As Application 

引数

な し

コ メ ン ト

これは Microsoft 規則によ り必要なプロパテ ィ です 。

このプロパテ ィ はオブジ ェ ク ト を Automation オブジ ェ ク ト と し て識別し ます 。 すべ
てのオー ト メ ーシ ョ ンサーバアプ リ ケーシ ョ ンには Application オブジ ェ ク ト があ り 、
すべての Automation オブジ ェ ク ト には application プロパテ ィ があ り ます 。 このプロパ
テ ィ は通常 、 様々なソース ( オー ト メ ーシ ョ ンサーバアプ リ ケーシ ョ ンなど ) からの
大量のオブジ ェ ク ト を扱う オー ト メ ーシ ョ ン ク ラ イアン ト アプ リ ケーシ ョ ンで 、 オブ
ジ ェ ク ト が属すアプ リ ケーシ ョ ンをすばや く 特定するのに使用されます 。
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Objects.Count
このプロパテ ィ は集合内のオブジ ェ ク ト の数を返し ます 。

プロ ト タ イプ

Count As Long

引数

な し

コ メ ン ト

な し
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Objects.Item
このプロパテ ィ は 、 イ ンデ ッ クスまたは名前を指定される と 、 そのオブジ ェ ク ト を返
し ます 。

プロ ト タ イプ

Item(index As Long) As Object

Item(name As String) As Object

引数

コ メ ン ト

これは Objects collection オブジ ェ ク ト のデフ ォル ト メ ンバーです 。

このプロパテ ィ は 、 このフ ァ ン クシ ョ ンに渡された index が負の値や範囲外である場
合 、 または index や name 引数が無効な場合に例外を生成し ます 。

サンプル

以下のサンプルコー ドは 、 開いている設計内のすべてのデータベースオブジ ェ ク ト 間
を反復する 2 つの異なる メ ソ ッ ド を示し ます 。 この例では Component オブジ ェ ク ト を
使用し ています 。 よ り ク リーンで高速なため 、 2 番目のメ ソ ッ ド を推奨し ます 。 この
サンプル実行についての詳細は 、 サンプルコー ドの実行をご覧 く だ さい 。  

' Method 1: Use the Object.Item property
Sub Main
Set comps = ActiveDocument.Components
For I=1 To comps.Count
Set thisComp = comps.Item(I)
' Do something with the component thisComp
Next I
End Sub
' Method 2: Do not use the Object.Item property (preferred method)
Sub Main
For Each nextComp in ActiveDocument.Components
' Do something with the component nextComp
Next nextComp
End Sub

参照

Objects.ItemType

index 取得するオブジ ェ ク ト の ( 集合内の ) イ ンデ ッ クス

name 取得するオブジ ェ ト の名前
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Objects.ItemType
このプロパテ ィ は 、 イ ンデ ッ クスを指定される と 、 オブジ ェ ク ト タ イプを返し ます 。

プロ ト タ イプ

ItemType(index As long) As PPcbObjectType

ItemType(name As String) As PPcbObjectType

引数

コ メ ン ト

このプロパテ ィ は 、 index 引数が有効ではない場合 、 例外を生成し ます 。

参照

Objects.Item

index クエ リ を行う集合内のオブジ ェ ク ト のイ ンデ ッ クス

name 取得するオブジ ェ ト の名前
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Objects.Next
このプロパテ ィ は 、 指定されたイ ンデ ッ クスの後に指定された タ イプの次のオブジ ェ
ク ト のイ ンデッ クスを返し ます 。

プロ ト タ イプ

Next(index As long, type As PPcbObjectType) As Long

引数

コ メ ン ト

このプロパテ ィ は 、 index 引数が無効な場合 、 例外を生成し ます 。

index = zero (0) の場合 、 このフ ァ ン クシ ョ ンは 、 指定された タ イプの最初の項目のイ
ンデッ クスを返し ます 。 項目が見つからない場合 、 戻り値は (0) と な り ます 。

index クエ リ を行う集合内のオブジ ェ ク ト のイ ンデッ クス

type クエ リ を行う オブジ ェ ク ト のタ イプ
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Objects.ObjectType
このプロパテ ィ は 、 このオブジ ェ ク ト のタ イプを返し ます 。

プロ ト タ イプ

ObjectType As PPcbObjectType 

引数

な し

コ メ ン ト

な し
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Objects.Parent
このプロパテ ィ はオブジ ェ ク ト のペアレン ト を返し ます 。

プロ ト タ イプ

Parent As Document

引数

な し

コ メ ン ト

これは Microsoft 規則によ り必要なプロパテ ィ です 。
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Objects.ParentObject
このプロパテ ィ は集合のペアレン ト オブジ ェ ク ト を返し ます 。

プロ ト タ イプ

ParentObject as Object

引数

な し

コ メ ン ト

集合に ParentObject がある場合 、 その集合が 「 アク テ ィ ブ 」 な状態である こ と を表し
ます 。 集合へ項目を追加し た り削除し た りする と 、 ペアレン ト オブジ ェ ク ト も変更さ
れます 。 項目の追加や変更がない場合は 、 集合のみ影響し ます 。
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Pad.Application
このプロパテ ィ は Application オブジ ェ ク ト を返し ます 。

プロ ト タ イプ

Application as Application

引数

な し
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Pad.CornerRadius
このプロパテ ィ はパッ ドのコーナーの半径を返し ます 。 このプロパテ ィ は以下のパッ
ド形状に使用できます ：  ppcbPadShapeSquare, ppcbPadShapeRectangularFinger.

プロ ト タ イプ

CornerRadius (unit as PPcbUnit) as Double 

引数

unit - [ オプシ ョ
ン

戻り値で使用される単位 。 このオプシ ョ ン引数のデフ ォル ト は
ppcbUnitCurrent です 。
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Pad.CornerType
このプロパテ ィ はパッ ドのコーナータ イプを返し ます 。 このプロパテ ィ は以下のパッ
ド形状に使用できます ：  ppcbPadShapeSquare, ppcbPadShapeRectangularFinger.

プロ ト タ イプ

CornerType as PPcbPadCornerType

引数

な し
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Pad.Diameter
このプロパテ ィ はパッ ドの直径を返し ます 。 このプロパテ ィ は以下のパッ ド形状に使
用できます ：  ppcbPadShapeRound, ppcbPadShapeAnnular, ppcbPadShapeOdd.

プロ ト タ イプ

Diameter (unit as PPcbUnit) as Double 

引数

unit - [オプシ ョ ン ] 戻り値で使用される単位 。 このオプシ ョ ン引数のデフ ォル ト は
ppcbUnitCurrent です 。
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Pad.InnerDiameter
このプロパテ ィ ｙ はパッ ドの内直径を返し ます 。 このプロパテ ィ は以下のパッ ド形状
に使用できます ：  ppcbPadShapeAnnular.

プロ ト タ イプ

InnerDiameter (unit as PPcbUnit) as Double 

引数

unit - [オプシ ョ ン ] 戻り値で使用される単位 。 このオプシ ョ ン引数のデフ ォル ト は
ppcbUnitCurrent です 。
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Pad.Length
このプロパテ ィ はパッ ドの長さ を返し ます 。 このプロパテ ィ は以下のパッ ド形状に使
用できます ：  ppcbPadShapeOvalFinger, ppcbPadShapeRectangularFinger.

プロ ト タ イプ

Length (unit as PPcbUnit) as Double 

引数

unit - [オプシ ョ ン] 戻り値で使用される単位 。 このオプシ ョ ン引数のデフ ォル ト は
ppcbUnitCurrent です 。
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Pad.Name
このプロパテ ィ はこのパッ ドの名前を返し ます 。

プロ ト タ イプ

Name as String

引数

な し
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Pad.ObjectType
このプロパテ ィ はオブジ ェ ク ト タ イプ - ppcbObjectTypePad を返し ます 。

プロ ト タ イプ

ObjectType as PPcbObjectType

引数

な し
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Pad.Offset
このプロパテ ィ はパッ ドのオフセ ッ ト を返し ます 。 このプロパテ ィ は以下のパッ ド形
状に使用できます ：  ppcbPadShapeOvalFinger, ppcbPadShapeRectangularFinger.

プロ ト タ イプ

Offset (unit as PPcbUnit) as Double 

引数

unit - [オプシ ョ ン ] 戻り値で使用される単位 。 このオプシ ョ ン引数のデフ ォル ト は
ppcbUnitCurrent です 。
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Pad.Orientation
このプロパテ ィ はパッ ドの方向を返し ます 。 このプロパテ ィ は以下のパッ ド形状に使
用できます ：  ppcbPadShapeOvalFinger, ppcbPadShapeRectangularFinger.

プロ ト タ イプ

Orientation as Double 

引数

な し
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Pad.PadStackLayer
このプロパテ ィ はこのパッ ドが属し ている PadStackLayer オブジ ェ ク ト を返し ます 。

プロ ト タ イプ

PadStackLayer as PadStackLayer

引数

な し
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Pad.Parent
このプロパテ ィ はオブジ ェ ク ト のペアレン ト を返し ます 。

プロ ト タ イプ

Parent as Document

引数

な し
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Pad.Shape
このプロパテ ィ はパッ ドの形状を返し ます 。

プロ ト タ イプ

Shape as PPcbPadShape

引数

な し
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Pad.Width
このプロパテ ィ はパッ ドの幅を返し ます 。 このプロパテ ィ は以下のパッ ド形状に使用
できます ：  ppcbPadShapeOvalFinger, ppcbPadShapeRectangularFinger, 
ppcbPadShapeSquare.

プロ ト タ イプ

Width (unit as PPcbUnit) as Double 

引数

unit - [オプシ ョ ン] 戻り値で使用される単位 。 このオプシ ョ ン引数のデフ ォル ト は
ppcbUnitCurrent です 。
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PadStackLayer.AntiPad
このプロパテ ィ はこのパッ ド ス タ ッ ク層に定義されている AntiPad オブジ ェ ク ト を返
し ます 。 アンチパッ ドが定義されていない場合は 、 何も返し ません 。

プロ ト タ イプ

AntiPad as AntiPad

引数

な し
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PadStackLayer.Application
このプロパテ ィ は Application オブジ ェ ク ト を返し ます 。

プロ ト タ イプ

Application as Application

引数

な し
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PadStackLayer.Name
このプロパテ ィ はこのパッ ド ス タ ッ ク層の名前を返し ます 。

プロ ト タ イプ

Name as String

引数

な し
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PadStackLayer.Number
このプロパテ ィ はこのパッ ド ス タ ッ ク層の数を返し ます 。  -2, -1, 0 とい う値は 
PPcbPadStackLayerType に該当し ます 。

プロ ト タ イプ

Number as Integer

引数

な し
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PadStackLayer.ObjectType
このプロパテ ィ はオブジ ェ ク ト タ イプ - ppcbObjectTypePadStackLayer を返し ます 。

プロ ト タ イプ

ObjectType as PPcbObjectType

引数

な し
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PadStackLayer.Pad
このプロパテ ィ はこのパッ ド ス タ ッ ク層に定義されている Pad オブジ ェ ク ト を返し ま
す 。

プロ ト タ イプ

Pad as Pad

引数

な し
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PadStackLayer.Parent
このプロパテ ィ はオブジ ェ ク ト のペアレン ト を返し ます 。

プロ ト タ イプ

Parent as Document

引数

な し
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PadStackLayer.Pin
このプロパテ ィ はこのパッ ド ス タ ッ ク層が属する Pin オブジ ェ ク ト を返し ます 。 パッ
ド ス タ ッ ク層がビアに属し ている場合 、 何も返し ません 。

プロ ト タ イプ

Pin as Pin

引数

な し
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PadStackLayer.ThermalPad
このプロパテ ィ はこのパッ ド ス タ ッ ク層に定義されている ThermalPad オブジ ェ ク ト
を返し ます 。 サーマルパッ ドが定義されていない場合は 、 何も返し ません 。

プロ ト タ イプ

ThermalPad as ThermalPad

引数

な し
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PadStackLayer.Via
このプロパテ ィ はこのパッ ド ス タ ッ ク層が属し ている Via オブジ ェ ク ト を返し ます 。
パッ ド ス タ ッ ク層がピンに属し ている場合は 、 何も返し ません 。

プロ ト タ イプ

Via as Via

引数

な し
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PartType.Application
このプロパテ ィ は PADS Layout Application オブジ ェ ク ト を返し ます 。

プロ ト タ イプ

Application As Application

引数

な し

コ メ ン ト

このプロパテ ィ はオブジ ェ ク ト を Automation オブジ ェ ク ト と し て識別し ます 。 すべ
てのオー ト メ ーシ ョ ンサーバアプ リ ケーシ ョ ンには Application オブジ ェ ク ト があ り 、
すべての Automation オブジ ェ ク ト には application プロパテ ィ があ り ます 。 このプロパ
テ ィ は通常 、 様々なソース ( オー ト メ ーシ ョ ンサーバアプ リ ケーシ ョ ンなど ) からの
大量のオブジ ェ ク ト を扱う オー ト メ ーシ ョ ン ク ラ イアン ト アプ リ ケーシ ョ ンで 、 オブ
ジ ェ ク ト が属すアプ リ ケーシ ョ ンをすばや く 特定するのに使用されます 。
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PartType.Attributes
このプロパテ ィ は 、 パー ト タ イプのすべての属性の集合を返し ます 。

プロ ト タ イプ

Attributes As Attributes 

Attributes(name As String) As Attribute 

引数

コ メ ン ト

既存の属性名が渡される と 、 このプロパテ ィ はそのパー ト タ イプの Attribute オブジ ェ
ク ト を返し ます 。 属性名が存在し ない場合は 、 Attribute collection オブジ ェ ク ト 内の
すべてのパー ト タ イプ属性の集合を返し ます 。

サンプル

以下のサンプルコー ドは 、 開いている設計に存在する と仮定する 、 パー ト タ イプ 7400
の属性の数を 、 Attributes.Count プロパテ ィ を使って取得し ます 。 このサンプル実行に
ついての詳細は 、 サンプルコー ドの実行をご覧 く だ さい 。  

Sub Main
Set attrs = ActiveDocument.PartTypes("7400").Attributes
MsgBox "There are " & attrs.Count & " attribute(s) in part type 7400."
End Sub

name 既存のパー ト タ イプ属性の名前
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PartType.Components
このプロパテ ィ は 、 このパー ト タ イプの全実装部品のオブジ ェ ク ト 集合を返し ます 。

プロ ト タ イプ

Components As Objects 

Components(name As String) As Component 

引数

コ メ ン ト

既存のピン名が渡される と 、 このプロパテ ィ はその Component オブジ ェ ク ト を返し ま
す 。 既存のピン名が存在し ない場合は 、 そのパー ト タ イプのすべての実装部品の集合
を Objects collection オブジ ェ ク ト と し て返し ます 。

サンプル

以下のサンプルは部品の合計数 7400 を表示し ます 。

Sub Main
MsgBox Str(ActiveDocument.PartTypes("7400").Components.Count)
End Sub

name 現存の実装部品の名前
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PartType.ECORegistered
このプロパテ ィ はパー ト タ イプの ECO 登録状況を設定 、 または返し ます 。

プロ ト タ イプ

ECORegistred As Boolean

引数

な し

コ メ ン ト

これは 、 Component.PartTypeECORegistered の後継のプロパテ ィ です 。  
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PartType.Logic
このプロパテ ィ はパー ト タ イプの論理フ ァ ミ リ を返し ます 。

プロ ト タ イプ

Logic As String

引数

な し

コ メ ン ト

な し

サンプル

以下のサンプルコー ドは 、 開いている設計に存在する と仮定する 、 パー ト タ イプ 7400
の論理フ ァ ミ リ を取得し ます 。 このサンプル実行についての詳細は 、 サンプルコー ド
の実行をご覧 く だ さい 。  

Sub Main
MsgBox "The Logic family of 7400 is " & 
ActiveDocument.PartTypes("7400").Logic
End Sub
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PartType.Name
このプロパテ ィ はパー ト タ イプ名を返し ます 。 た と えば 、 このプロパテ ィ はパー ト タ
イプ 7402 に対し文字列 "7402" を返し ます 。

プロ ト タ イプ

Name As String

引数

な し

コ メ ン ト

このプロパテ ィ は Component オブジ ェ ク ト のデフ ォル ト プロパテ ィ です 。

サンプル

以下のサンプルコー ドは 、 開いている設計上の全パー ト タ イプを取得し 、 そのリ ス ト
を カス タムダイアログボ ッ クスに配置し ます 。 リ ス ト ボ ッ クスでパー ト タ イプが選択
される と 、 サンプルはそのパー ト タ イプのすべての部品を PADS Layout で選択し ます
。 このサンプルは PADS Layout の Sax Basic Engine の UserDialog Editor を使用し てい
ます 。 このサンプル実行についての詳細は 、 サンプルコー ドの実行をご覧 く だ さい 。  

参照 ：  Sax Basic Editor オン ラ イ ンヘルプ 
(C:\MentorGraphics\<latest_release>PADS\SDD_HOME\Programs\sbe5_000.hlp)

Dim ListPkgs$(10000)
Sub Main
index = 0
For Each nextPkg In ActiveDocument.PartTypes
ListPkgs$(index) = nextPkg.Name
index = index + 1
Next nextPkg
' This piece of code is automatically generated by the Basic Dialog Editor 
in PADS Layout.
Begin Dialog UserDialog 180,238,"Part Types",.CallbackFunc ' 
%GRID:10,7,1,1
ListBox 10,7,160,203,ListPkgs(),.ListBox1
OKButton 10,210,160,21
End Dialog
Dim dlg As UserDialog
Dialog dlg
End Sub
' The following function is automatically called by the system when 
something has happened 
' in the dialog; it is used to easily process user actions.
Function CallbackFunc%(DlgItem$, Action%, SuppValue%)
Select Case Action%
Case 2 ' Value changing or button pressed
If DlgItem$ = "ListBox1" Then
ActiveDocument.SelectObjects(ppcbObjectTypeAll, , False)
'get part by name
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Set pkg = ActiveDocument.PartTypes(ListPkgs(SuppValue%))
'select part
pkg.Selected = True
'activate sheet where first gate of the part is located
pkg.Components(1).Gates(1).Sheet.Activate
End If
End Select
End Function
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PartType.ObjectType
このプロパテ ィ はオブジ ェ ク ト のタ イプを返し ます 。

プロ ト タ イプ

ObjectType As PPcbObjectType

引数

な し

コ メ ン ト

このプロパテ ィ は ppcbObjectTypePartType を返し ます 。  

Visual C++ QueryInterface に相当する フ ァ ン クシ ョ ンが Visual Basic にはないため 、 そ
の不足を補う ために PADS Layout オー ト メ ーシ ョ ンサーバー内の全データベースオブ
ジ ェ ク ト はこのプロパテ ィ を実装し ています 。

このプロパテ ィ は通常 、 以下の場合に使用されます ：

• 異種 Objects Collection においてデータベースオブジ ェ ク ト のタ イプを特定する
する場合 。

• 引数と し て渡されるデータベースオブジ ェ ク ト のタ イプに依存する汎用ルーチ
ンを導入する場合 。 例 ：

Sub DoSomething(dbObject As Object)
Select Case dbObject.ObjectType
Case ppcbObjectTypeComponent
' Do something specific to component objects
Case ppcbObjectTypeNet
' Do something specific to net objects
Case ppcbObjectTypePin
' Do something specific to pin objects
Case ppcbObjectTypePartType
' Do something specific to part type objects
Case Else
' Do something about other PADS Layout objects
End Select
End Sub
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PartType.Parent
このプロパテ ィ はオブジ ェ ク ト のペアレン ト を返し ます 。

プロ ト タ イプ

Parent As Document

引数

な し

コ メ ン ト

な し
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PartType.Selected
このプロパテ ィ は 、 パー ト タ イプの実装部品が選択されているかど うかを設定 、 また
は返し ます 。

プロ ト タ イプ

Selected As Boolean

引数

な し

コ メ ン ト

このパー ト タ イプの実装部品が 1 つ以上選択されている場合 、 このパー ト タ イプは選
択されている とみな されます 。 Document.SelectObjects または Objects.Select メ ソ ッ ド
を使用し て PADS Layout データベースオブジ ェ ク ト を選択する こ と もできます 。

サンプル

以下のサンプルコー ドは 、 開いている設計に存在する と仮定するパー ト タ イプ 7400
のみを選択し 、 そのパー ト タ イプが存在するシー ト を有効状態にし ます 。 このサンプ
ル実行についての詳細は 、 サンプルコー ドの実行をご覧 く だ さい 。  

Sub Main
ActiveDocument.SelectObjects(,,False)
ActiveDocument.PartTypes("7400").Selected = True
End Sub

参照

Document.SelectionChange Event 
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Pin.Application
このプロパテ ィ は Application オブジ ェ ク ト を返し ます 。

プロ ト タ イプ

Application As Application

引数

な し

コ メ ン ト

このプロパテ ィ はオブジ ェ ク ト を Automation オブジ ェ ク ト と し て識別し ます 。 すべ
てのオー ト メ ーシ ョ ンサーバアプ リ ケーシ ョ ンには Application オブジ ェ ク ト があ り 、
すべての Automation オブジ ェ ク ト には application プロパテ ィ があ り ます 。 このプロパ
テ ィ は通常 、 様々なソース ( オー ト メ ーシ ョ ンサーバアプ リ ケーシ ョ ンなど ) からの
大量のオブジ ェ ク ト を扱う オー ト メ ーシ ョ ン ク ラ イアン ト アプ リ ケーシ ョ ンで 、 オブ
ジ ェ ク ト が属すアプ リ ケーシ ョ ンをすばや く 特定するのに使用されます 。
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Pin.Attributes
このプロパテ ィ はピンのすべての属性の集合を返し ます 。

プロ ト タ イプ

Attributes As Attributes 

Attributes(name As String) As Attribute 

引数

コ メ ン ト

既存ピン名を渡される と 、 このプロパテ ィ はそのピンの Attribute オブジ ェ ク ト を返し
ます 。 その属性名が存在し ない場合 、 このプロパテ ィ は Attribute collection オブジ ェ
ク ト 内のすべてのピン属性の集合を返し ます 。  

サンプル

以下のサンプルコー ドは 、 開いている設計に存在する と仮定するピン U1.1 に割り当
てられた属性の数を 、 Attributes.Count プロパテ ィ を使用し て取得し ます 。 このサンプ
ル実行についての詳細は 、 サンプルコー ドの実行をご覧 く だ さい 。  

Sub Main
Set attrs = ActiveDocument.Pins("U1.1").Attributes
MsgBox "There are " & attrs.Count & " attribute(s) in pin U1.1."
End Sub

name 既存のピン属性の名前
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Pin.Component
このプロパテ ィ は 、 そのピンが属す実装部品を返し ます 。

プロ ト タ イプ

Component As Component

引数

な し

コ メ ン ト

な し

サンプル

以下のサンプルコー ドは 、 開いている設計にピン U1.1 が存在する と仮定し 、 ピン
U1.1 が属する実装部品を取得し ます 。 このサンプル実行についての詳細は 、 サンプル
コー ドの実行をご覧 く だ さい 。  

Sub Main
MsgBox "Pin U1.1 belongs to component " & 
ActiveDocument.Pins("U1.1").Component.Name
End Sub
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Pin.DrillSize
このプロパテ ィ はピンのド リル寸法を返し ます 。

プロ ト タ イプ

DrillSize([unit As PPcbUnit]) As Double

引数

コ メ ン ト

このプロパテ ィ は 、 SMD ピンの場合 0.0 を返し ます 。

サンプル

以下のサンプルコー ドは 、 開いている設計に U1.1 が存在する と仮定し 、 ピン U1.1 の
ド リル寸法を取得し ます 。 このサンプル実行についての詳細は 、 サンプルコー ドの実
行をご覧 く だ さい 。  

Sub Main
MsgBox "Pin U1.1 drill size is " & ActiveDocument.Pins("U1.1").DrillSize
End Sub

参照

Pin.IsSMD

unit [ オプシ ョ ン ] 返される ド リル寸法値の単位
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Pin.ElectricalType
このプロパテ ィ はピンのゲー ト タ イプを返し ます 。

プロ ト タ イプ

ElectricalType As PPcbPinElectricalType

引数

な し

コ メ ン ト

な し

サンプル

以下のサンプルコー ドは 、 開いている設計にピン U1 が存在する と仮定し 、 ピン U1
の電気タ イプを取得し ます 。 このサンプル実行についての詳細は 、 サンプルコー ドの
実行をご覧 く だ さい 。  

Function ElectricalTypeName(theType As Long) As String
Select Case theType
Case ppcbElectricalTypeUnknown
ElectricalTypeName = "unknown"
Case ppcbElectricalTypeSource
ElectricalTypeName = "source"
Case ppcbElectricalTypeBidirectional
ElectricalTypeName = "bidirectional"
Case ppcbElectricalTypeOpenCollector
ElectricalTypeName = "open collector"
Case ppcbElectricalTypeOrTieableSource
ElectricalTypeName = "tiable source"
Case ppcbElectricalTypeTristate
ElectricalTypeName = "tristate"
Case ppcbElectricalTypeLoad
ElectricalTypeName = "load"
Case ppcbElectricalTypeTerminator
ElectricalTypeName = "terminator"
Case ppcbElectricalTypePower
ElectricalTypeName = "power"
Case ppcbElectricalTypeGround
ElectricalTypeName = "ground"
Case Else
ElectricalTypeName = "unknown"
End Select
End Function
Sub Main
MsgBox "Pin U1.1 electrical type is " & 
ElectricalTypeName(ActiveDocument.Pins("U1.1").ElectricalType)
End Sub
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Pin.FunctionName
このプロパテ ィ はピンの関数名を返し ます 。

プロ ト タ イプ

FunctionName As String

引数

な し

コ メ ン ト

な し

サンプル

以下のサンプルコー ドは 、 開いている設計にピン U1 が存在する と仮定し 、 ピン U1
の関数名を取得し ます 。 このサンプル実行についての詳細は 、 サンプルコー ドの実行
をご覧 く だ さい 。  

Sub Main
MsgBox "Pin U1.1 function name is " & 
ActiveDocument.Pins("U1.1").FunctionName
End Sub
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Pin.Glued
このプロパテ ィ はピンが固定されているかど うかを設定 、 または返し ます 。

プロ ト タ イプ

Glued As Boolean

引数

な し

コ メ ン ト

な し

サンプル

以下のサンプルコー ドは 、 開いている設計上のすべてのピンを固定し ます 。 このサン
プル実行についての詳細は 、 サンプルコー ドの実行をご覧 く だ さい 。  

Sub Main
For Each nextPin In ActiveDocument.Pins
nextPin.Glued = True
Next nextPin
End Sub
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Pin.Highlighted
このプロパテ ィ はピンがハイ ラ イ ト し ているかど うかを返し ます 。

プロ ト タ イプ

Highlighted as Boolean

引数

な し
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Pin.IsSMD
このプロパテ ィ はピンが SMD かど うかを返し ます 。

プロ ト タ イプ

IsSMD As Boolean

引数

な し

コ メ ン ト

な し

サンプル

以下のサンプルコー ドは 、 開いている設計上の SMD ピン数を取得し ます 。 このサン
プル実行についての詳細は 、 サンプルコー ドの実行をご覧 く だ さい 。  

Sub Main
nbSMDPins = 0
For Each nextPin In ActiveDocument.Pins
If nextPin.IsSMD = True Then nbSMDPins = nbSMDPins +1
Next nextPin
MsgBox "There are " & nbSMDPins & " SMD pins (out of " & 
ActiveDocument.Pins.Count & ") in " & ActiveDocument.Name
End Sub

参照

Pin.DrillSize
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Pin.Name
このプロパテ ィ はピン名を返し ます 。

プロ ト タ イプ

Name As String

引数

な し

コ メ ン ト

た と えば 、 このプロパテ ィ はピン U1 に対し文字列 "U1" を返し ます 。

このプロパテ ィ は Pin オブジ ェ ク ト のデフ ォル ト プロパテ ィ です 。

サンプル

以下のサンプルコー ドは 、 開いている設計上のすべてのピンを名前順に リ ス ト 化し 、
カス タムダイアログボ ッ クスに配置し ます 。 リ ス ト ボ ッ クスでピンが選択される と 、
サンプルはそのピンを選択し ます 。  

このサンプルは PADS Layout の Sax Basic Engine の UserDialog Editor を使用し ていま
す 。 このサンプル実行についての詳細は 、 サンプルコー ドの実行をご覧 く だ さい 。  

参照 ：  Sax Basic Editor オン ラ イ ンヘルプ 
(C:\MentorGraphics\<latest_release>PADS\SDD_HOME\Programs\sbe5_000.hlp)

Dim ListPins$(10000)
Sub Main
index = 0
For Each nextPin In ActiveDocument.Pins
ListPins$(index) = nextPin.Name
index = index + 1
Next nextPin
' This piece of code is automatically generated by the Basic Dialog Editor 
in PADS Layout.
Begin Dialog UserDialog 180,238,"Pins",.CallbackFunc ' %GRID:10,7,1,1
ListBox 10,7,160,203,ListPins(),.ListBox1
OKButton 10,210,160,21
End Dialog
Dim dlg As UserDialog
Dialog dlg
End Sub
' The following function is automatically called by the system when 
something has happened 
' in the dialog; it is used to easily process user actions.
Function CallbackFunc%(DlgItem$, Action%, SuppValue%)
Select Case Action%
Case 2 ' Value changing or button pressed
If DlgItem$ = "ListBox1" Then
ActiveDocument.SelectObjects(ppcbObjectTypeAll, , False)



PADS Layout オー ト メ ーシ ョ ンサーバー
Pin.Name

PADS Layout User’s Guide, PADS 9.0 943

ActiveDocument.SelectObjects(ppcbObjectTypePin, ListPins(SuppValue%))
End If
End Select
End Function
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Pin.Net
このプロパテ ィ はピンに接続されたネ ッ ト を返し ます 。

プロ ト タ イプ

Net As Net

引数

な し

コ メ ン ト

ピンが接続されていない場合 、 このプロパテ ィ は Nothing を返し ます 。

サンプル

以下のサンプルコー ドは 、 開いている設計上にピン U1.1 が存在する と仮定し 、 ピン
U1.1 に接続されたネ ッ ト を特定し ます 。 このサンプル実行についての詳細は 、 サンプ
ルコー ドの実行をご覧 く だ さい 。  

Sub Main
MsgBox "Pin U1.1 is connected to net " & 
ActiveDocument.Pins("U1.1").Net.Name
End Sub
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Pin.Number
このプロパテ ィ はピンの番号を返し ます 。

プロ ト タ イプ

Number As Long

引数

な し

コ メ ン ト

な し

サンプル

以下のサンプルコー ドは 、 開いている設計上にピン U1.1 が存在する と仮定し 、 ピン
U1.1 のピン番号を取得し ます 。 このサンプル実行についての詳細は 、 サンプルコー ド
の実行をご覧 く だ さい 。  

Sub Main
MsgBox "Pin U1.1 is pin number " & ActiveDocument.Pins("U1.1").Number & " 
in component " & ActiveDocument.Pins("U1.1").Component.Name
End Sub
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Pin.ObjectType
このプロパテ ィ はオブジ ェ ク ト のタ イプを返し ます 。

プロ ト タ イプ

ObjectType As PPcbObjectType

引数

な し

コ メ ン ト

このプロパテ ィ は ppcbObjectTypePin を返し ます 。  

Visual C++ QueryInterface に相当する フ ァ ン クシ ョ ンが Visual Basic にはないため 、 そ
の不足を補う ために PADS Layout オー ト メ ーシ ョ ンサーバー内の全データベースオブ
ジ ェ ク ト はこのプロパテ ィ を実装し ています 。

このプロパテ ィ は通常 、 以下の場合に使用されます ：

• 異種 Objects Collection においてデータベースオブジ ェ ク ト のタ イプを特定する
場合 。

• 引数と し て渡されるデータベースオブジ ェ ク ト のタ イプに依存する汎用ルーチ
ンを導入する場合 。 例 ：

Sub DoSomething(dbObject As Object)
Select Case dbObject.ObjectType
Case ppcbObjectTypeComponent
' Do something specific to component objects
Case ppcbObjectTypeNet
' Do something specific to net objects
Case ppcbObjectTypePin
' Do something specific to pin objects
Case ppcbObjectTypeVia
' Do something specific to via objects
Case ppcbObjectTypeConnection
' Do something specific to connection objects
Case ppcbObjectTypeRouteSegment
' Do something specific to route segment objects
Case ppcbObjectTypeJumper
' Do something specific to jumper objects
Case Else
MsgBox "Not a PADS Layout database object"
End Select
End Sub
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Pin.PadStackLayers
このプロパテ ィ はこのピンのすべてのパッ ド ス タ ッ ク層を コ レ クシ ョ ンで返し ます 。

プロ ト タ イプ

PadStackLayers as Objects

PadStackLayers(layerName as String) as PadStackLayer

引数

戻り値

このプロパテ ィ は層名を渡される と PadStackLayer オブジ ェ ク ト を返し ます 。 名前が
指定されていない場合は 、 Object collection オブジ ェ ク ト にすべてのパッ ド ス タ ッ ク
層を入れて返し ます 。

サンプル

For Each comp In Application.ActiveDocument.Components
  For Each pin In comp.Pins 
    For Each layer in pin.PadStackLayers

      MsgBox layer.Number & ", " & layer.Name

      pad = layer.Pad
      MsgBox pad.Name & ", " & pad.Shape & ", " & pad.Diameter & ", " 
             & pad.InnerDiameter & ", " & pad.Width & ", " 
             & pad.Length & ", " & pad.offset & ", " 
             & pad.Orientation & ", " & pad.CornerType & ", " 
             & pad.CornerRadius
      
      thermalpad = layer.ThermalPad
      If thermalpad Is Nothing Then
        MsgBox "Thermal pad not defined on this layer"
      Else
        MsgBox thermalpad.Name & ", " & thermalpad.Shape & ", " 
               & thermalpad.InnerSize & ", " 
               & thermalpad.OuterSize & ", " & thermalpad.Spokes & ", " 
               & thermalpad.SpokeAngle  & ", " & thermalpad.SpokeWidth
      End If

      antipad = layer.AntiPad
      If antipad Is Nothing Then
        MsgBox "Anti pad not defined on this layer"
      Else
        MsgBox antipad.Name & ", " & antipad.Shape & ", " 
               & antipad.Size
      End If

    Next layer       
  Next pin

layerName パッ ド ス タ ッ ク層の名前
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Next comp
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Pin.Parent
このプロパテ ィ はオブジ ェ ク ト のペアレン ト を返し ます 。

プロ ト タ イプ

Parent As Document

引数

な し

コ メ ン ト

な し
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Pin.PlaneThermal
このプロパテ ィ はピンが内層サーマルを備えているかど うかを返し ます 。

プロ ト タ イプ

PlaneThermal As Boolean

引数

な し

コ メ ン ト

な し

サンプル

以下のサンプルコー ドは 、 開いている設計上の内層接続サーマルピンの数を取得し ま
す 。 このサンプル実行についての詳細は 、 サンプルコー ドの実行をご覧 く だ さい 。  

Sub Main
nbPTPins = 0
For Each nextPin In ActiveDocument.Pins
If nextPin.PlaneThermal = True Then nbPTPins = nbPTPins +1
Next nextPin
MsgBox "There are " & nbPTPins & " plane thermal pins (out of " & 
ActiveDocument.Pins.Count & ") in " & ActiveDocument.Name
End Sub
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Pin.Plated
このプロパテ ィ はピンがメ ッキされているかど うかを返し ます 。

プロ ト タ イプ

Plated As Boolean

引数

な し

コ メ ン ト

な し

サンプル

以下のサンプルコー ドは開いている設計上の非 SMD 、 非メ ッキピンの数を取得し ま
す 。 このサンプル実行についての詳細は 、 サンプルコー ドの実行をご覧 く だ さい 。  

Sub Main
nbPlatedPins = 0
For Each nextPin In ActiveDocument.Pins
If nextPin.Plated = False And nextPin.IsSMD = False Then nbPlatedPins = 
nbPlatedPins +1
Next nextPin
MsgBox "There are " & nbPlatedPins & " non-SMD non-plated pins (out of " & 
ActiveDocument.Pins.Count & ") in " & ActiveDocument.Name
End Sub
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Pin.PositionX
このプロパテ ィ はピンの x 座標を返し ます 。

プロ ト タ イプ

PositionX([unit As PPcbUnit]) As Double

引数

コ メ ン ト

な し

サンプル

以下のサンプルコー ドは 、 開いている設計上にピン U1.1 が存在する と仮定し 、 ピン
U1.1 の位置を現在の設計単位で取得し ます 。 このサンプル実行についての詳細は 、 サ
ンプルコー ドの実行をご覧 く だ さい 。  

Sub Main
Set pinU1_1 = ActiveDocument.Pins("U1.1")
MsgBox "U1.1 position is = (" & pinU1_1.PositionX & ", " & 
pinU1_1.PositionY & ")"
End Sub

参照

Pin.PositionY

unit [ オプシ ョ ン ] 返される x 座標の単位
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Pin.PositionY
このプロパテ ィ はピンの y 座標を返し ます 。

プロ ト タ イプ

PositionY([unit As PPcbUnit]) As Double

引数

コ メ ン ト

な し

サンプル

以下のサンプルコー ドは 、 開いている設計上にピン U1.1 が存在する と仮定し 、 ピン
U1.1 の位置を現在の設計単位で取得し ます 。 このサンプル実行についての詳細は 、
サンプルコー ドの実行をご覧 く だ さい 。  

Sub Main
Set pinU1_1 = ActiveDocument.Pins("U1.1")
MsgBox "U1.1 position is = (" & pinU1_1.PositionX & ", " & 
pinU1_1.PositionY & ")"
End Sub

参照

Pin.PositionX

unit [ オプシ ョ ン ] 返される y 座標の単位
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Pin.Selected
このプロパテ ィ はピンが選択されているかど うかを設定 、 または返し ます 。

プロ ト タ イプ

Selected As Boolean

引数

な し

コ メ ン ト

Document.SelectObjects および Objects.Select メ ソ ッ ド を使用し て 、 PADS Layout デー
タベースオブジ ェ ク ト を選択する こ と もできます 。

サンプル

以下のサンプルコー ドは 、 開いている設計にピン U1.1 が存在する と仮定し て 、 ピン
U1.1 のみ選択し ます 。 このサンプル実行についての詳細は 、 サンプルコー ドの実行を
ご覧 く だ さい 。  

Sub Main
ActiveDocument.SelectObjects(,,False)
ActiveDocument.Pins("U1.1").Selected = True
End Sub

参照

Document.SelectionChange Event
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Pin.SlotLength
このプロパテ ィ はピンの長穴の長さ を返し ます 。

プロ ト タ イプ

SlotLength(Unit as PPcbUnit) as Double

引数

コ メ ン ト

ピンが長穴ではない場合は 0 を返し ます 。 このプロパテ ィ はピンが長穴か円形ド リル
かを確認するのに使用できます 。

サンプル

以下のサンプルコー ドは選択されたピンの長穴の長さ を表し ます 。 このサンプル実行
についての詳細は 、 サンプルコー ドの実行をご覧 く だ さい 。  

Sub Main
Set selected = ActiveDocument.GetObjects(ppcbObjectTypePin,,True)
For Each pin In selected
MsgBox "Slot length:" & pin.SlotLength
Exit For
Next pin
End Sub

unit [ オプシ ョ ン ] 結果が表される単位 。 このオプシ ョ ンの引数の
デフ ォル ト 設定は ppcbUnitCurrent と な り ます 。
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Pin.SlotOffset
このプロパテ ィ はピンの長穴のオフセ ッ ト を返し ます 。

プロ ト タ イプ

SlotOffset(Unit as PPcbUnit) as Double

引数

コ メ ン ト

ピンが長穴でない場合は 0 を返し ます 。

サンプル

以下のサンプルコー ドは選択されたピンの長穴のオフセ ッ ト を表し ます 。 このサンプ
ル実行についての詳細は 、 サンプルコー ドの実行をご覧 く だ さい 。  

Sub Main
Set selected = ActiveDocument.GetObjects(ppcbObjectTypePin,,True)
For Each pin In selected
MsgBox "Slot offset:" & pin.SlotOffset
Exit For
Next pin
End Sub

unit [ オプシ ョ ン ] 結果が表される単位 。 このオプシ ョ ンの引数の
デフ ォル ト 設定は ppcbUnitCurrent と な り ます 。
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Pin.SlotOrientation
このプロパテ ィ はピンの長穴の方向を角度で返し ます 。

プロ ト タ イプ

SlotOffset as Double

引数

な し

コ メ ン ト

ピンが長穴ではない場合は 0 を返し ます 。

サンプル

以下のサンプルコー ドは選択されたピンの長穴方向を表し ます 。 このサンプル実行に
ついての詳細は 、 サンプルコー ドの実行をご覧 く だ さい 。  

Sub Main
Set selected = ActiveDocument.GetObjects(ppcbObjectTypePin,,True)
For Each pin In selected
MsgBox "Slot orientation:" & pin.SlotOrientation
Exit For
Next pin
End Sub
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Pin.TestPoint
このプロパテ ィ はピンがテス ト ポイ ン ト かど うかを設定 、 または返し ます 。

プロ ト タ イプ

TestPoint As PPcbTestPointType 

引数

な し

コ メ ン ト

な し

サンプル

以下のサンプルコー ドは開いている設計からすべてのテス ト ポイ ン ト を取り除き 、 各
ネ ッ ト 毎に 1 つの部品面層テス ト ポイ ン ト を追加し ます 。 任意でネ ッ ト 上のピンをテ
ス ト ポイ ン ト に選択する こ と もできます 。 このサンプル実行についての詳細は 、 サン
プルコー ドの実行をご覧 く だ さい 。  

Sub Main
' Remove all test points
For Each nextPin In ActiveDocument.Pins
nextPin.TestPoint = ppcbTestPointNone
Next nextPin
' Add one top layer test point per net
For Each nextNet In ActiveDocument.Nets
Set arbitPin = nextNet.Pins.Item(0)
arbitPin.TestPoint = ppcbTestPointTopLayer
Next nextNet
End Sub
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Polyline.Application
このプロパテ ィ は Application オブジ ェ ク ト を返し ます 。

プロ ト タ イプ

Application as Application

引数

な し

コ メ ン ト

これは Microsoft 規則によ り必要なプロパテ ィ です 。
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Polyline.CenterX
このプロパテ ィ はポリ ラ イ ン内の円弧の中心 x 座標を返し ます 。

プロ ト タ イプ

CenterX (Corner as Long, Unit as PPcbUnit, Origin as PPcbOriginType) as Double

引数

コ メ ン ト

な し

サンプル

以下のサンプルコー ドは選択されたポリ ラ イ ンの中心の座標を表示し ます 。 このサン
プル実行についての詳細は 、 サンプルコー ドの実行をご覧 く だ さい 。  

Sub Main
Set selected = ActiveDocument.GetObjects(ppcbObjectTypeDrawing,,True)
For Each drw In selected
Dim geom As Object
For Each geom In drw.Geometry
If geom.ObjectType = ppcbObjectTypePolyline Then
p = geom.Points
n = UBound(p, 1)
For i = 1 To n
If p(i, 3) <> 0 Then
m = "Arc " & i & " : (" & p(i, 1) & ", " & p(i, 2) & ") "
m = m & "Center: ("& geom.CenterX(i) & ", " & geom.CenterY(i) & ")"
MsgBox m
End If
Next i
Exit For
End If
Next geom
Exit For
Next drw 
End Sub

corner 円弧の開始コーナー

unit [ オプシ ョ ン ] 結果が表される単位 。 このオプシ ョ ンの引数
はデフ ォル ト 設定で ppcbUnitCurrent と な り ます 。

Origin [ オプシ ョ ン ] 結果が計算される基準と なる参照点 。 デフ ォ
ル ト 値は ppcbOriginTypeDesign です 。
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Polyline.CenterY
このプロパテ ィ はポリ ラ イ ン内の円弧の中心 y 座標を返し ます 。

プロ ト タ イプ

CenterY (Corner as Long, Unit as PPcbUnit, Origin as PPcbOriginType) as Double

引数

コ メ ン ト

な し

サンプル

以下のサンプルコー ドは選択されたポリ ラ イ ンの中心の座標を表示し ます 。 このサン
プル実行についての詳細は 、 サンプルコー ドの実行をご覧 く だ さい 。  

Sub Main
Set selected = ActiveDocument.GetObjects(ppcbObjectTypeDrawing,,True)
For Each drw In selected
Dim geom As Object
For Each geom In drw.Geometry
If geom.ObjectType = ppcbObjectTypePolyline Then
p = geom.Points
n = UBound(p, 1)
For i = 1 To n
If p(i, 3) <> 0 Then
m = "Arc " & i & " : (" & p(i, 1) & ", " & p(i, 2) & ") "
m = m & "Center: ("& geom.CenterX(i) & ", " & geom.CenterY(i) & ")"
MsgBox m
End If
Next i
Exit For
End If
Next geom
Exit For
Next drw 
End Sub

corner 円弧の開始コーナー

unit [ オプシ ョ ン ] 結果が表される単位 。 このオプシ ョ ンの引数は
デフ ォル ト 設定で ppcbUnitCurrent と な り ます 。

origin [ オプシ ョ ン ] 結果が計算される基準と なる参照点 。 デフ ォル
ト 値は ppcbOriginTypeDesign です 。
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Polyline.Geometry
このプロパテ ィ は 、 このオブジ ェ ク ト の子幾何学オブジ ェ ク ト を表す 、 オブジ ェ ク ト
集合 、 現行ポリ ラ イ ンや円を返し ます 。

プロ ト タ イプ

Geometry as Collection

引数

な し

コ メ ン ト

な し

サンプル

以下のサンプルコー ドは子オブジ ェ ク ト の数を表示し ます 。 このサンプル実行につい
ての詳細は 、 サンプルコー ドの実行をご覧 く だ さい 。  

Sub Main
Set selected = ActiveDocument.GetObjects(ppcbObjectTypeDrawing,,TRUE)
For Each drw In selected
For Each geom In drw.Geometry
MsgBox "Child object count: " & geom.Geometry.Count
Next geom
Next drw 
End Sub
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Polyline.Layer
このプロパテ ィ はオブジ ェ ク ト の層番号を返し ます 。

プロ ト タ イプ

Layer as Long

引数

な し

コ メ ン ト

な し

サンプル

以下のサンプルコー ドは選択されたポリ ラ イ ンの層番号を表し ます 。 このサンプル実
行についての詳細は 、 サンプルコー ドの実行をご覧 く だ さい 。  

Sub Main
Set selected = ActiveDocument.GetObjects(ppcbObjectTypeDrawing,,TRUE)
For Each drw In selected
For Each geom In drw.Geometry
MsgBox "Line width: " & geom.LineWidth
Next geom
Next drw 
End Sub
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Polyline.LineWidth
このプロパテ ィ はポリ ラ イ ンの幅を返し ます 。

プロ ト タ イプ

LineWidth (Unit as PPcbUnit) as Double

引数

コ メ ン ト

な し

サンプル

以下のサンプルコー ドは選択されたポリ ラ イ ンの線幅を表し ます 。 このサンプル実行
についての詳細は 、 サンプルコー ドの実行をご覧 く だ さい 。  

Sub Main
Set selected = ActiveDocument.GetObjects(ppcbObjectTypeDrawing,,TRUE)
For Each drw In selected
For Each geom In drw.Geometry
MsgBox "Line width: " & geom.LineWidth
Next geom
Next drw 
End Sub

unit [ オプシ ョ ン ] 結果が表される単位 。 このオプシ ョ ンの引数は
デフ ォル ト 設定では ppcbUnitCurrent と な り ます 。
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Polyline.ObjectType
このプロパテ ィ はオブジ ェ ク ト のタ イプを返し ます 。

プロ ト タ イプ

ObjectType As PPcbObjectType 

引数

な し

コ メ ン ト

な し

サンプル

以下のサンプルコー ドは ObjectType プロパテ ィ を検証し ます 。 このサンプル実行につ
いての詳細は 、 サンプルコー ドの実行をご覧 く だ さい 。  

Sub Main
For Each drw In ActiveDocument.Drawings
For Each geom In drw.Geometry
t = geom.ObjectType 
If t <> pcbObjectTypePolyline And t <> ppcbObjectTypeCircle Then
MsgBox "Test failed"
End If
Next geom
Next drw 
End Sub
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Polyline.OutlineType
このプロパテ ィ はポリ ラ イ ンの外形線のタ イプを返し ます 。

プロ ト タ イプ

OutlineType as PPcbOutlineType 

引数

な し

コ メ ン ト

な し

サンプル

以下のサンプルコー ドは選択されたポリ ラ イ ンの外形線のタ イプを表示し ます 。 この
サンプル実行についての詳細は 、 サンプルコー ドの実行をご覧 く だ さい 。  

Sub Main
Set selected = ActiveDocument.GetObjects(ppcbObjectTypeDrawing,,TRUE)
For Each drw In selected
Dim geom as Object
For Each geom In drw.Geometry
Select Case geom.OutlineType
Case ppcbOutLineTypeCenter
s = "Center line"
Case ppcbOutLineTypeOuter
s = "Outer line"
Case ppcbOutLineTypeInner
s = "Inner line"
End Select
MsgBox "Outline type: " & s
Next geom
Next drw 
End Sub
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Polyline.Parent
このプロパテ ィ はオブジ ェ ク ト のペアレン ト を返し ます 。

プロ ト タ イプ

Parent as Document

引数

な し

コ メ ン ト

これは Microsoft 規則によ り必要なプロパテ ィ です 。
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Polyline.Points
このプロパテ ィ はポリ ラ イ ンのポイ ン ト の座標を返し ます 。

プロ ト タ イプ

Points (Unit as PPcbUnit, Origin as PPcbOriginType) as Variant

引数

戻り値

ポリ ラ イ ン線分の終端を表す 2 次元配列の座標 。 ポイ ン ト  (n, 1) は X 座標であ り 、 ポ
イ ン ト  (n, 2) は Y 座標にな り ます 。 ポイ ン ト n とポイ ン ト n+1 が円弧に接続されてい
る場合はポイ ン ト (n, 3) は円弧の角度を含みます 。 接続されていない場合は 0 にな り
ます 。 角度は 、 円弧が半時計回りの際に正数と な り 、 時計回りの際に負数と な り ます
。 角度は度数で測定されます 。

コ メ ン ト

Hollow 、 Filled 、 Void の形状タ イプの場合 、 最後のポイ ン ト は 、 最初のポイ ン ト を
複製し たものと な り ます 。 た と えば 、 ポイ ン ト は塗潰された長方形オブジ ェ ク ト
(5, 3) の寸法を配列し ます 。 最後のポイ ン ト の角度は常に 0 と な り ます 。

サンプル

以下のサンプルコー ドは選択されたポリ ラ イ ンのコーナーの座標を表示し ます 。 この
サンプル実行についての詳細は 、 サンプルコー ドの実行をご覧 く だ さい 。  

Sub Main
Set selected = ActiveDocument.GetObjects(ppcbObjectTypeDrawing,,True)
For Each drw In selected 
 For Each geom In drw.Geometry 
 If geom.ObjectType = ppcbObjectTypePolyline Then
p = geom.Points 

n = UBound(p, 1) 

For i = 1 To n - 1 
 If p(i, 3) = 0 Then 
 m = "Segment " & i 
 m = m & " From (" & p(i, 1) & ", " & p(i, 2) & ")"
 m = m & " To (" & p(i + 1, 1) & ", " & p(i + 1, 2) & ")"
 Else 
 m = "Arc " & i
 m = m & " From (" & p(i, 1) & ", " & p(i, 2) & ")"
 m = m & " To (" & p(i + 1, 1) & ", " & p(i + 1, 2) & ")"
 m = m & " Angle: " & p(i, 3) 

unit [ オプシ ョ ン ] 結果が表される単位 。 このオプシ ョ ンの引数は
デフ ォル ト 設定では ppcbUnitCurrent と な り ます 。

origin [ オプシ ョ ン ] 結果が計算される基準と なる参照点 。 デフ ォル
ト 値は ppcbOriginTypeDesign です 。
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 End If 
 MsgBox m 
 Next i 
Exit For

End If
Next geom
Exit For

Next drw 
End Sub
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Polyline.Radius
このプロパテ ィ はポリ ラ イ ン内の円弧の半径を返し ます 。

プロ ト タ イプ

Radius (Corner as Long, Unit as PPcbUnit) as Double

引数

コ メ ン ト

な し

サンプル

以下のサンプルコー ドは選択されたポリ ラ イ ンの円弧の半径を表示し ます 。 このサン
プル実行についての詳細は 、 サンプルコー ドの実行をご覧 く だ さい 。  

Sub Main
Set selected = ActiveDocument.GetObjects(ppcbObjectTypeDrawing,,True)
For Each drw In selected
Dim geom As Object
For Each geom In drw.Geometry
If geom.ObjectType = ppcbObjectTypePolyline Then
p = geom.Points
n = UBound(p, 1)
For i = 1 To n
If p(i, 3) <> 0 Then
m = "Arc " & i & " : (" & p(i, 1) & ", " & p(i, 2) & ") "
m = m & "Radius: " & geom.Radius(i)
MsgBox m
End If
Next i
Exit For
End If
Next geom
Exit For
Next drw 
End Sub

corner 円弧の開始コーナー

unit [ オプシ ョ ン ] 結果が表される単位 。 このオプシ ョ ンの引数は
デフ ォル ト 設定で ppcbUnitCurrent と な り ます 。
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Polyline.ShapeType
このプロパテ ィ はポリ ラ イ ンの形状を返し ます 。

プロ ト タ イプ

ShapeType as PPcbShapeType 

引数

な し

コ メ ン ト

な し

サンプル

以下のサンプルコー ドは選択されたポリ ラ イ ンの形状タ イプを表示し ます 。 このサン
プル実行についての詳細は 、 サンプルコー ドの実行をご覧 く だ さい 。  

Sub Main
Set selected = ActiveDocument.GetObjects(ppcbObjectTypeDrawing,,TRUE)
For Each drw In selected
Dim geom as Object
For Each geom In drw.Geometry
Select Case geom.ShapeType
Case ppcbShapeTypeOpen
s = "Open"
Case ppcbShapeTypeHollow
s = "Hollow"
Case ppcbShapeTypeFilled
s = "Filled"
Case ppcbShapeTypeVoid
s = "Void"
End Select
MsgBox "Polyline type: " & s & " shape"
Next geom
Next drw 
End Sub
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RouteSegment.Application
このプロパテ ィ は Application オブジ ェ ク ト を返し ます 。

プロ ト タ イプ

Application As Application

引数

な し

コ メ ン ト

このプロパテ ィ はオブジ ェ ク ト を Automation オブジ ェ ク ト と し て識別し ます 。 すべ
てのオー ト メ ーシ ョ ンサーバアプ リ ケーシ ョ ンには Application オブジ ェ ク ト があ り 、
すべての Automation オブジ ェ ク ト には application プロパテ ィ があ り ます 。 このプロパ
テ ィ は通常 、 様々なソース ( オー ト メ ーシ ョ ンサーバアプ リ ケーシ ョ ンなど ) からの
大量のオブジ ェ ク ト を扱う オー ト メ ーシ ョ ン ク ラ イアン ト アプ リ ケーシ ョ ンで 、 オブ
ジ ェ ク ト が属すアプ リ ケーシ ョ ンをすばや く 特定するのに使用されます 。
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RouteSegment.Layer
このプロパテ ィ は配線線分の実装層を返し ます 。

プロ ト タ イプ

Layer As Long

引数

な し

コ メ ン ト

な し

サンプル

以下のサンプルコー ドは 、 最低でも 1 つの配線線分が存在する と仮定し 、 開いている
設計上で最初に配線された配線線分がある層を取得し ます 。 このサンプル実行につい
ての詳細は 、 サンプルコー ドの実行をご覧 く だ さい 。  

Sub Main
Set firstRteSeg = ActiveDocument.RouteSegments(1)
MsgBox "Route segment " & firstRteSeg.Name & " is on layer " & 
firstRteSeg.Layer
End Sub
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RouteSegment.Length
このプロパテ ィ は配線線分の長さ を返し ます 。

プロ ト タ イプ

Length([unit As PPcbUnit]) As Double

引数

コ メ ン ト

な し

サンプル

以下のサンプルコー ドは 、 配線線分が最低でも 1 つ以上ある と仮定し 、 開いている設
計内で最初に見つかった配線線分の長さ を取得し ます 。 このサンプル実行についての
詳細は 、 サンプルコー ドの実行をご覧 く だ さい 。  

Sub Main
Set firstRteSeg = ActiveDocument.RouteSegments(1)
MsgBox "Route segment " & firstRteSeg.Name & " length is " & 
firstRteSeg.Length
End Sub

unit [ オプシ ョ ン ] 返される長さの値の単位
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RouteSegment.Name
このプロパテ ィ は配線線分の名称を返し ます 。

プロ ト タ イプ

Name As String

引数

な し

コ メ ン ト

このプロパテ ィ は RouteSegment オブジ ェ ク ト のデフ ォル ト プロパテ ィ です 。

サンプル

以下のサンプルコー ドは開いている設計上のすべての配線線分を名前で リ ス ト 化し 、
そのリ ス ト を カス タムダイアログボ ッ クスに配置し ます 。 リ ス ト ボ ッ クスで配線線分
が選択される と 、 サンプルがその配線線分を選択し ます 。

このサンプルは Sax Basic Engine の UserDialog Editor を使います 。 このサンプル実行
についての詳細は 、 サンプルコー ドの実行をご覧 く だ さい 。  

参照 ：  Sax Basic Editor オン ラ イ ンヘルプ
(C:\MentorGraphics\<latest_release>PADS\SDD_HOME\Programs\sbe5_000.hlp)

Dim ListRteSegs$(10000)
Sub Main
index = 0
For Each nextRteSeg In ActiveDocument.RouteSegments
ListRteSegs$(index) = nextRteSeg.Name
index = index + 1
Next nextRteSeg
' This piece of code is automatically generated by the Basic Dialog Editor 
in PADS Layout.
Begin Dialog UserDialog 180,238,"Route Segments",.CallbackFunc ' 
%GRID:10,7,1,1
ListBox 10,7,160,203,ListRteSegs(),.ListBox1
OKButton 10,210,160,21
End Dialog
Dim dlg As UserDialog
Dialog dlg
End Sub
' The following function is automatically called by the system when 
something has happened 
' in the dialog; it is used to easily process user actions.
Function CallbackFunc%(DlgItem$, Action%, SuppValue%)
Select Case Action%
Case 2 ' Value changing or button pressed
If DlgItem$ = "ListBox1" Then
ActiveDocument.SelectObjects(ppcbObjectTypeAll, , False)
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ActiveDocument.SelectObjects(ppcbObjectTypeRouteSegment, 
ListRteSegs(SuppValue%))
End If
End Select
End Function
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RouteSegment.Net
このプロパテ ィ は配線線分に接続されたネ ッ ト を返し ます 。

プロ ト タ イプ

Net As Net

引数

な し

コ メ ン ト

な し

サンプル

以下のサンプルコー ドは 、 配線線分が 1 つ以上ある と仮定し 、 開いている設計で最初
に見つかった配線線分のネ ッ ト を取得し ます 。 このサンプル実行についての詳細は 、
サンプルコー ドの実行をご覧 く だ さい 。  

Sub Main
Set firstRteSeg = ActiveDocument.RouteSegments(1)
MsgBox "Route segment " & firstRteSeg.Name & " is connected on net " & 
firstRteSeg.Net.Name
End Sub
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RouteSegment.ObjectType
このプロパテ ィ はオブジ ェ ク ト のタ イプを返し ます 。

プロ ト タ イプ

ObjectType As PPcbObjectType

引数

な し

コ メ ン ト

このプロパテ ィ は ppcbObjectTypeRouteSegment を返し ます 。  

Visual C++ QueryInterface に相当する フ ァ ン クシ ョ ンが Visual Basic にはないため 、 そ
の不足を補う ためにオー ト メ ーシ ョ ンサーバー内の全データベースオブジ ェ ク ト はこ
のプロパテ ィ を実装し ています 。

このプロパテ ィ は通常 、 以下の場合に使われます ：

• 異種 Objects Collection においてデータベースオブジ ェ ク ト のタ イプを特定する
ため 。

• 引数と し て渡されるデータベースオブジ ェ ク ト タ イプに依存する汎用ルーチン
を導入する際 。 例 ：

Sub DoSomething(dbObject As Object)
Select Case dbObject.ObjectType
Case ppcbObjectTypeComponent
' Do something specific to component objects
Case ppcbObjectTypeNet
' Do something specific to net objects
Case ppcbObjectTypePin
' Do something specific to pin objects
Case ppcbObjectTypeVia
' Do something specific to via objects
Case ppcbObjectTypeConnection
' Do something specific to connection objects
Case ppcbObjectTypeRouteSegment
' Do something specific to route segment objects
Case ppcbObjectTypeJumper
' Do something specific to jumper objects
Case Else
MsgBox "Not a PADS Layout database object"
End Select
End Sub
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RouteSegment.Parent
このプロパテ ィ はオブジ ェ ク ト のペアレン ト を返し ます 。

プロ ト タ イプ

Parent As Document

引数

な し

コ メ ン ト

な し
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RouteSegment.Points
このプロパテ ィ は配線線分を定義するポイ ン ト 配列を返し ます 。

プロ ト タ イプ

Points([unit As PPcbUnit]) As バリ アン ト

引数

コ メ ン ト

な し

unit [ オプシ ョ ン ] 返されるポイ ン ト の座標の単位
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RouteSegment.SegmentType
このプロパテ ィ は配線線分のタ イプを返し ます 。

プロ ト タ イプ

SegmentType As PPcbSegmentType

引数

な し

コ メ ン ト

な し

サンプル

以下のサンプルコー ドは 、 配線線分が 1 つ以上ある と仮定し 、 開いている設計で最初
に見つかった配線線分のタ イプを取得し ます 。 このサンプル実行についての詳細は 、
サンプルコー ドの実行をご覧 く だ さい 。  

Function SegmentTypeName(theType As Long) As String
Select Case theType
Case ppcbSegmentUnknown
SegmentTypeName = "unknown"
Case ppcbSegmentLine
SegmentTypeName = "line"
Case ppcbSegmentArc
SegmentTypeName = "arc"
Case Else
SegmentTypeName = "unknown"
End Select
End Function
Sub Main
Set firstRteSeg = ActiveDocument.RouteSegments(1)
MsgBox "Route segment " & firstRteSeg.Name & " is of type " & 
SegmentTypeName(firstRteSeg.SegmentType)
End Sub
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RouteSegment.Selected
このプロパテ ィ は配線線分が選択されているかど うかを設定 、 または返し ます 。

プロ ト タ イプ

Selected As Boolean

引数

な し

コ メ ン ト

な し

サンプル

以下のサンプルコー ドは 、 配線が 1 つ以上ある と仮定し 、 開いている設計で最初に見
つかった配線線分を選択し ます 。 このサンプル実行についての詳細は 、 サンプルコー
ドの実行をご覧 く だ さい 。  

Sub Main
ActiveDocument.SelectObjects(,,False)
ActiveDocument.RouteSegments(1).Selected = True
End Sub

参照

Document.SelectionChange Event
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RouteSegment.Width
このプロパテ ィ は配線線分の幅を返し ます 。

プロ ト タ イプ

Width([unit As PPcbUnit]) As Double

引数

コ メ ン ト

な し

サンプル

以下のサンプルコー ドは 、 1 つ以上の配線線分がある と仮定し 、 開いている設計で最
初に見つかった配線線分の幅を取得し ます 。 このサンプル実行についての詳細は 、
サンプルコー ドの実行をご覧 く だ さい 。  

Sub Main
Set firstRteSeg = ActiveDocument.RouteSegments(1)
MsgBox "Route segment " & firstRteSeg.Name & " width is " & 
firstRteSeg.Width
End Sub

引数 説明

unit [ オプシ ョ ン ] 返される幅の値の単位
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SBP.Application
このプロパテ ィ は Application オブジ ェ ク ト を返し ます 。

制限事項 ： この情報は BGA ツールキ ッ ト にのみ適用されます 。

プロ ト タ イプ

Application As Application 

引数

な し

コ メ ン ト

このプロパテ ィ はオブジ ェ ク ト を Automation オブジ ェ ク ト と し て識別し ます 。 すべ
てのオー ト メ ーシ ョ ンサーバアプ リ ケーシ ョ ンには Application オブジ ェ ク ト があ り 、
すべての Automation オブジ ェ ク ト には application プロパテ ィ があ り ます 。 このプロパ
テ ィ は通常 、 様々なソース ( オー ト メ ーシ ョ ンサーバアプ リ ケーシ ョ ンなど ) からの
大量のオブジ ェ ク ト を扱う オー ト メ ーシ ョ ン ク ラ イアン ト アプ リ ケーシ ョ ンで 、 オブ
ジ ェ ク ト が属すアプ リ ケーシ ョ ンをすばや く 特定するのに使用されます 。

これは Microsoft 規則によ り必要なプロパテ ィ です 。
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SBP.CBPs
このプロパテ ィ は SBP オブジ ェ ク ト に リ ン ク された CBPs の集合を返し ます 。

制限事項 ： この情報は BGA ツールキ ッ ト にのみ適用されます 。

プロ ト タ イプ

CBPs As Objects

引数

な し

コ メ ン ト

な し

サンプル

以下のサンプルコー ドは 、 開いている設計上にある各ダイの SBP に接続された CBPs
の数を取得し ます 。 このサンプル実行についての詳細は 、 サンプルコー ドの実行をご
覧 く だ さい 。  

Sub Main
For Each comp In ActiveDocument.Components
If comp.IsDiePart Then
For Each aSBP in comp.SBPs
MsgBox "Number of CBPs linked to " & aSBP.Name & ": " & aSBP.CBPs.Count
Next
End If
Next
End Sub

参照

SBP.Wirebonds 
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SBP.Component
このプロパテ ィ は SBP の Component オブジ ェ ク ト を返し ます 。

制限事項 ： この情報は BGA ツールキ ッ ト にのみ適用されます 。

プロ ト タ イプ

Component As Component

引数

な し

コ メ ン ト

な し

サンプル

以下のサンプルコー ドは引数と し て渡される SBP オブジ ェ ク ト に依存するサブルー
チンを表し ます 。 このコー ドは実装部品の名称と SBP が属する部品形状の名称を取
得し ます 。 このサンプル実行についての詳細は 、 サンプルコー ドの実行をご覧 く だ さ
い 。  

Sub QuerySBP(aSBP As SBP)
MsgBox "Substrate Bond Pad" & aSBP.Name & 
"belongs to component" & aSBP.Component.Name & 
"(" & aSBP.Component.Decal &")"
End Sub
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SBP.Function
このプロパテ ィ は SBP の関数を返し ます 。

制限事項 ： この情報は BGA ツールキ ッ ト にのみ適用されます 。

プロ ト タ イプ

Function As String

引数

な し

コ メ ン ト

な し

サンプル

以下のサンプルコー ドは 、 開いている設計上にある各ダイの各 SBP の関数を取得し
ます 。 このサンプル実行についての詳細は 、 サンプルコー ドの実行をご覧 く だ さい 。  

Sub Main
For Each comp In ActiveDocument.Components
If comp.IsDiePart Then
For Each aSBP in comp.SBPs
MsgBox aSBP.Name & " Function: " & aSBP.Function
Next
End If
Next
End Sub
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SBP.Layer
このプロパテ ィ は SBP の LIQ 層を返し ます 。

制限事項 ： この情報は BGA ツールキ ッ ト にのみ適用されます 。

プロ ト タ イプ

Layer As String

引数

な し

コ メ ン ト

な し

サンプル

以下のサンプルコー ドは 、 開いている設計上にある各ダイの各 SBP の層を取得し ま
す 。 このサンプル実行についての詳細は 、 サンプルコー ドの実行をご覧 く だ さい 。  

Sub Main
For Each comp In ActiveDocument.Components
If comp.IsDiePart Then
For Each aSBP in comp.SBPs
MsgBox aSBP.Name & " Layer: " & aSBP.Layer
Next
End If
Next
End Sub
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SBP.Length
このプロパテ ィ は SBP の長さ を返し ます 。

制限事項 ： この情報は BGA ツールキ ッ ト にのみ適用されます 。

プロ ト タ イプ

Length([unit As PPcbUnit = ppcbUnitCurrent]) As Double

引数

コ メ ン ト

な し

サンプル

以下のサンプルコー ドは 、 開いている設計上にある各ダイの各 SBP の長さ を取得し
ます 。 このサンプル実行についての詳細は 、 サンプルコー ドの実行をご覧 く だ さい 。  

Sub Main
For Each comp In ActiveDocument.Components
If comp.IsDiePart Then
For Each aSBP in comp.SBPs
MsgBox aSBP.Name & " Length: " & Format (aSBP.Length, "#.###")
Next
End If
Next
End Sub

参照

SBP.Width 

unit [ オプシ ョ ン ] 返される長さの値の単位
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SBP.Name
このデフ ォル ト プロパテ ィ は SBP の名前を返し ます 。

制限事項 ： この情報は BGA ツールキ ッ ト にのみ適用されます 。

プロ ト タ イプ

Name As String

引数

な し

コ メ ン ト

これは Microsoft 規則によ り必要なプロパテ ィ です 。

サンプル

以下のサンプルコー ドは 、 開いている設計上にある各ダイの各 SBP の名称を取得し
ます 。 このサンプル実行についての詳細は 、 サンプルコー ドの実行をご覧 く だ さい 。  

Sub Main
For Each comp In ActiveDocument.Components
If comp.IsDiePart Then
For Each aSBP in comp.SBPs
MsgBox aSBP.Name
Next
End If
Next
End Sub
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SBP.ObjectType
このプロパテ ィ はオブジ ェ ク ト のタ イプを返し ます 。

制限事項 ： この情報は BGA ツールキ ッ ト にのみ適用されます 。

プロ ト タ イプ

ObjectType As PPcbObjectType 

引数

な し

コ メ ン ト

このプロパテ ィ は常に ppcbObjectTypeSBP を返し ます

このプロパテ ィ は通常 、 異種 Objects Collection においてデータベースオブジ ェ ク ト タ
イプの特定や 、 引数と し て渡されるデータベースオブジ ェ ク ト タ イプに依存する汎用
ルーチンの実装に使われます 。

Visual C++ QueryInterface に相当する フ ァ ン クシ ョ ンが Visual Basic にはないため 、 そ
の不足を補う ためにオー ト メ ーシ ョ ンサーバー内の全データベースオブジ ェ ク ト はこ
のプロパテ ィ を実装し ています 。

サンプル

このサンプル実行についての詳細は 、 サンプルコー ドの実行をご覧 く だ さい 。  

Sub DoSomethingToDieObject(dbObject As Object)
Select Case dbObject.ObjectType
Case ppcbObjectTypeCBP
' Do something specific to CBP objects
Case ppcbObjectTypeSBP
' Do something specific to SBP objects
Case ppcbObjectTypeWirebond
' Do something specific to Wirebond objects
Case Else
MsgBox "Not a Die object"
End Select
End Sub
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SBP.Orientation
このプロパテ ィ は SBP の方向を角度で返し ます 。

制限事項 ： この情報は BGA ツールキ ッ ト にのみ適用されます 。

プロ ト タ イプ

Orientation As Double

引数

な し

コ メ ン ト

な し

サンプル

以下のサンプルコー ドは 、 開いている設計上にある各ダイの各 SBP の方向を取得し
ます 。 このサンプル実行についての詳細は 、 サンプルコー ドの実行をご覧 く だ さい 。  

Sub Main
For Each comp In ActiveDocument.Components
If comp.IsDiePart Then
For Each aSBP in comp.SBPs
MsgBox aSBP.Name & " Orientation: " & Format (aSBP.Orientation, "#.###")
Next
End If
Next
End Sub
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SBP.Parent
このプロパテ ィ はオブジ ェ ク ト のペアレン ト を返し ます 。

制限事項 ： この情報は BGA ツールキ ッ ト にのみ適用されます 。

プロ ト タ イプ

Parent As Document

引数

な し

コ メ ン ト

これは Microsoft 規則によ り必要なプロパテ ィ です 。
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SBP.Position X
このプロパテ ィ は SBP の x 座標を返し ます 。

制限事項 ： この情報は BGA ツールキ ッ ト にのみ適用されます 。

プロ ト タ イプ

PositionX([unit As PPcbUnit = ppcbUnitCurrent]) As Double

引数

コ メ ン ト

な し

サンプル

以下のサンプルコー ドは 、 開いている設計上にある各ダイの各 SBP の位置を取得し
ます 。 このサンプル実行についての詳細は 、 サンプルコー ドの実行をご覧 く だ さい 。  

Sub Main
For Each comp In ActiveDocument.Components
If comp.IsDiePart Then
For Each aSBP in comp.SBPs
MsgBox aSBP.Name & ": (" & aSBP.PositionX & ", " & aSBP.PositionY & ")"
Next
End If
Next
End Sub

参照

SBP.PositionY 

unit [ オプシ ョ ン ] 返される x 座標の単位
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SBP.PositionY
このプロパテ ィ は SBP の y 座標を返し ます 。

制限事項 ： この情報は BGA ツールキ ッ ト にのみ適用されます 。

プロ ト タ イプ

PositionY([unit As PPcbUnit = ppcbUnitCurrent]) As Double

引数

コ メ ン ト

な し

サンプル

以下のサンプルコー ドは 、 開いている設計上にある各ダイの各 SBP の位置を取得し
ます 。 このサンプル実行についての詳細は 、 サンプルコー ドの実行をご覧 く だ さい 。  

Sub Main
For Each comp In ActiveDocument.Components
If comp.IsDiePart Then
For Each aSBP in comp.SBPs
MsgBox aSBP.Name & ": (" & aSBP.PositionX & ", " & aSBP.PositionY & ")"
Next
End If
Next
End Sub

参照

SBP.Position X 

unit [ オプシ ョ ン ] 返される y 座標の単位
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SBP.Shape
このプロパテ ィ は SBP の形状を返し ます 。

制限事項 ： この情報は BGA ツールキ ッ ト にのみ適用されます 。

プロ ト タ イプ

Shape As PPcbBondPadShape

引数

な し

コ メ ン ト

な し

サンプル

以下のサンプルコー ドは 、 開いている設計上にある各ダイの各 SBP の形状を取得し
ます 。 このサンプル実行についての詳細は 、 サンプルコー ドの実行をご覧 く だ さい 。  

Sub Main
For Each comp In ActiveDocument.Components
If comp.IsDiePart Then
For Each aSBP in comp.SBPs
Select Case aSBP.Shape
Case ppcbBondPadShapeUnknown
MsgBox aSBP.Name & " Shape: Unknown"
Case ppcbBondPadShapeRectangle 
MsgBox aSBP.Name & " Shape: Rect"
Case ppcbBondPadShapeOval 
MsgBox aSBP.Name & " Shape: Oval"
Case Else 
MsgBox aSBP.Name & " Shape: Unknown"
End Select
Next
End If
Next
End Sub
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SBP.Tier
このプロパテ ィ は SBP が配置されている LIQ tier を返し ます 。

制限事項 ： この情報は BGA ツールキ ッ ト にのみ適用されます 。

プロ ト タ イプ

Tier As String

引数

な し

コ メ ン ト

な し

サンプル

以下のサンプルコー ドは 、 開いている設計上にある各ダイの各 SBP の tier を取得し ま
す 。 このサンプル実行についての詳細は 、 サンプルコー ドの実行をご覧 く だ さい 。  

Sub Main
For Each comp In ActiveDocument.Components
If comp.IsDiePart Then
For Each aSBP in comp.SBPs
MsgBox aSBP.Name & " Tier: " & aSBP.Tier
Next
End If
Next
End Sub
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SBP.Width
このプロパテ ィ は SBP 幅を返し ます 。

制限事項 ： この情報は BGA ツールキ ッ ト にのみ適用されます 。

プロ ト タ イプ

Width([unit As PPcbUnit = ppcbUnitCurrent]) As Double

引数

コ メ ン ト

な し

サンプル

このサンプルコー ドは開いている設計上にある各ダイの各 SBP の幅を取得し ます 。
このサンプル実行についての詳細は 、 サンプルコー ドの実行をご覧 く だ さい 。  

Sub Main
For Each comp In ActiveDocument.Components
If comp.IsDiePart Then
For Each aSBP in comp.SBPs
MsgBox aSBP.Name & " Width: " & Format (aSBP.Width (ppcbUnitInch), 
"#.###")
Next
End If
Next
End Sub

参照

SBP.Length 

unit [ オプシ ョ ン ] 返される幅の値の単位
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SBP.Wirebonds
このプロパテ ィ は 、 SBP オブジ ェ ク ト に接続されたボン ド ワイ ヤ の集合を返し ます
。

制限事項 ： この情報は BGA ツールキ ッ ト にのみ適用されます 。

プロ ト タ イプ

Wirebonds As Objects

引数

な し

コ メ ン ト

な し

サンプル

以下のサンプルコー ドは 、 開いている設計上にある各ダイの各 SBP に接続されたボ
ン ド ワイ ヤ を取得し ます 。 このサンプル実行についての詳細は 、 サンプルコー ドの
実行をご覧 く だ さい 。  

Sub Main
For Each comp In ActiveDocument.Components
If comp.IsDiePart Then
For Each aSBP in comp.SBPs
MsgBox "Number of WBs connected to " & aSBP.Name & ":" & 
aSBP.Wirebonds.Count
Next
End If
Next
End Sub

参照

SBP.CBPs 
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Text.Application
このプロパテ ィ は Application オブジ ェ ク ト を返し ます 。

プロ ト タ イプ

Application As Application

引数

な し

コ メ ン ト

これは Microsoft 規則によ り必要なプロパテ ィ です 。
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Text.Drawing
このプロパテ ィ は 、 その文字が関連付けされた図面を返し ます 。

プロ ト タ イプ

Drawing as Drawing

引数

な し

コ メ ン ト

な し

サンプル

以下のサンプルフ ァ ン クシ ョ ンはテキス ト が関連付けされた図面の名前を表示し ます
。 このサンプル実行についての詳細は 、 サンプルコー ドの実行をご覧 く だ さい 。  

Sub Main
Set selected = ActiveDocument.GetObjects(ppcbObjectTypeText, , TRUE)
For Each txt In selected
Dim drw as Drawing
Set drw = txt.Drawing
If Not drw Is Nothing Then
s = "The " & txt.Name & " text"
MsgBox s & " is associated with " &drw.Name & " drawing"
End If
Next txt
End Sub
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Text.Height/Label.Height
このプロパテ ィ はテキス ト またはラベル高さ を設定 、 または返し ます 。

プロ ト タ イプ

Height (Unit as PPcbUnit) as Double

引数

コ メ ン ト

な し

サンプル

次の例は選択されたテキス ト オブジ ェ ク ト の高さ を表示し 、 次にその高さ を 100 ミ ル
に設定し ます 。 このサンプル実行についての詳細は 、 サンプルコー ドの実行をご覧 く
だ さい 。  

Sub Main
Set selected = ActiveDocument.GetObjects(ppcbObjectTypeText,, TRUE)
For Each text In selected 
MsgBox "Selected text height: " & text.Height
text.Height(ppcbUnitMils) = 100
Next text
End Sub

次の例は選択されたラベルオブジ ェ ク ト の高さ を表示し 、 次にその高さ を 100 ミ ルに
設定し ます 。 このサンプル実行についての詳細は 、 サンプルコー ドの実行をご覧 く だ
さい 。  

Sub Main
Set selected = ActiveDocument.GetObjects(ppcbObjectTypeLabel,, TRUE)
For Each label In selected 
MsgBox "Selected label height: " & label.Height
label.Height(ppcbUnitMils) = 100
Next label
End Sub

unit [ オプシ ョ ン ] 結果が表される単位 。 このオプシ ョ ン引数のデ
フ ォル ト 設定は ppcbUnitCurrent です 。
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Text.HorzJustification/Label.HorzJustification
このプロパテ ィ は 、 テキス ト またはラベルオブジ ェ ク ト の水平揃えのタ イプを設定 、
または返し ます 。

プロ ト タ イプ

HorzJustification as PPcbHorizontalJustification 

引数

な し

コ メ ン ト

な し

サンプル

次の例は 、 選択されたテキス ト オブジ ェ ク ト の水平揃えを表示し 、 次に中央揃えを行
います 。 このサンプル実行についての詳細はサンプルコー ドの実行をご覧 く だ さい 。  

Sub Main
Set selected = ActiveDocument.GetObjects(ppcbObjectTypeText,, TRUE)
For Each text In selected 
Select Case text.HorzJustification
Case ppcbJustifyLeft
MsgBox "Horizontal justification: Left"
Case pcbJustifyHCenter
MsgBox "Horizontal justification: Center"
Case pcbJustifyRight
MsgBox "Horizontal justification: Right"
End Select
text.HorzJustification = ppcbJustifyHCenter
Next text
End Sub

次の例は 、 選択されたラベルオブジ ェ ク ト の水平揃えを表示し 、 次に中央揃えを行い
ます 。 このサンプル実行についての詳細は 、 サンプルコー ドの実行をご覧 く だ さい 。  

Sub Main
Set selected = ActiveDocument.GetObjects(ppcbObjectTypeLabel,, TRUE)
For Each label In selected 
Select Case label.HorzJustification
Case ppcbJustifyLeft
MsgBox "Horizontal justification: Left"
Case ppcbJustifyHCenter
MsgBox "Horizontal justification: Center"
Case ppcbJustifyRight
MsgBox "Horizontal justification: Right"
End Select
label.HorzJustification = ppcbJustifyHCenter
Next label
End Sub
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Text.Layer/Label.Layer
このプロパテ ィ はテキス ト またはラベルの層番号を設定 、 または返し ます 。

プロ ト タ イプ

Layer as Long

引数

な し

コ メ ン ト

な し

サンプル

次の例は選択されたテキス ト オブジ ェ ク ト の層番号を表示し 、 次にその層を 1 に設定
し ます 。  このサンプル実行についての情報はサンプルコー ドの実行 をご覧 く だ さい
。

Sub Main
Set selected = ActiveDocument.GetObjects(ppcbObjectTypeText,, TRUE)
For Each text In selected 
MsgBox "Selected text layer number: " & text.Layer
text.Layer = 1
Next text
End Sub

次の例は選択されたラベルオブジ ェ ク ト の層番号を表示し 、 次にその層を 1 に設定し
ます 。  このサンプル実行についての情報は 、 サンプルコー ドの実行 をご覧 く だ さい
。

Sub Main
Set selected = ActiveDocument.GetObjects(ppcbObjectTypeLabel,, TRUE)
For Each label In selected 
MsgBox "Selected label layer number: " & label.Layer
label.Layer = 1
Next label
End Sub



PADS Layout オー ト メ ーシ ョ ンサーバー
Text.LineWidth/Label.LineWidth

PADS Layout User’s Guide, PADS 9.0 1005

Text.LineWidth/Label.LineWidth
このプロパテ ィ はテキス ト またはラベルの線幅を設定 、 または返し ます 。

プロ ト タ イプ

LineWidth (Unit as PPcbUnit) as Double

引数

コ メ ン ト

な し

サンプル

次の例は選択されたテキス ト オブジ ェ ク ト の線幅を表示し 、 線幅を 10 ミ ルに設定し
ます 。 このサンプル実行についての詳細は 、 サンプルコー ドの実行をご覧 く だ さい 。  

Sub Main
Set selected = ActiveDocument.GetObjects(ppcbObjectTypeText,, TRUE)
For Each text In selected
MsgBox "Selected text line width: " & text.LineWidth
text.LineWidth(ppcbUnitMils) = 10
Next text
End Sub

次の例は選択されたラベルオブジ ェ ク ト の線幅を表示し 、 線幅を 10 ミ ルに設定し ま
す 。 このサンプル実行についての詳細は 、 サンプルコー ドの実行をご覧 く だ さい 。  

Sub Main
Set selected = ActiveDocument.GetObjects(ppcbObjectTypeLabel,, TRUE)
For Each label In selected
MsgBox "Selected label line width: " & label.LineWidth
label.LineWidth(ppcbUnitMils) = 10
Next label
End Sub

unit [ オプシ ョ ン ] 結果が表される単位 。 このオプシ ョ ンの引数は
デフ ォル ト 設定で ppcbUnitCurrent と な り ます 。
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Text.Mirror/Label.Mirror
このプロパテ ィ はテキス ト またはラベルの反転ステータ スを設定 、 または返し ます 。

プロ ト タ イプ

Mirror(Origin as PPcbOriginType) as Boolean

引数

コ メ ン ト

な し

サンプル

次の例は選択されたテキス ト オブジ ェ ク ト が反転されているかど うかを表示し 、 テキ
ス ト の反転を行います 。 このサンプル実行についての詳細は 、 サンプルコー ドの実行
をご覧 く だ さい 。  

Sub Main
Set selected = ActiveDocument.GetObjects(ppcbObjectTypeText,, TRUE)
For Each text In selected 
MsgBox "Is selected text mirrored? " & text.Mirror
text.Mirror = True
Next text
End Sub

次の例は選択ラベルオブジ ェ ク ト が反転されているかど うかを表示し 、 ラベルの反転
を行います 。 このサンプル実行についての詳細は 、 サンプルコー ドの実行をご覧 く だ
さい 。  

Sub Main
Set selected = ActiveDocument.GetObjects(ppcbObjectTypeLabel,, TRUE)
For Each label In selected 
MsgBox "Is selected label mirrored? " & label.Mirror
label.Mirror = True
Next label
End Sub

origin Mirror ステータ スがオブジ ェ ク ト のペアレン ト に相対的か 、 設
計に対し て相対的かを表示し ます ( オプシ ョ ン ) 。 デフ ォル ト
値は ppcbOriginTypeDesign です 。
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Text.Name
これはデフ ォル ト のプロパテ ィ で 、 Text オブジ ェ ク ト の名前を返し ます 。

プロ ト タ イプ

Name as String

引数

な し

コ メ ン ト

な し

サンプル

以下の例はアク テ ィ ブな ド キュ メ ン ト 内の最初のフ リーテキス ト を メ ッ セージボ ッ ク
スに表示し ます 。 このサンプル実行についての詳細は 、 サンプルコー ドの実行をご覧
く だ さい 。  

Sub Main
Set text = ActiveDocument.Texts(1)
MsgBox "The first free text's name is " & text.Name
End Sub
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Text.ObjectType
このプロパテ ィ はオブジ ェ ク ト のタ イプを返し ます 。

プロ ト タ イプ

ObjectType As PPcbObjectType 

引数

な し

コ メ ン ト

な し

サンプル

以下のサンプルは選択されたテキス ト の数を表示し ます 。 このサンプル実行について
の詳細は 、 サンプルコー ドの実行をご覧 く だ さい 。  

Sub Main
Set sel = ActiveDocument.GetObjects(,,TRUE)
n = 0
For Each obj In sel
If obj.ObjectType = ppcbObjectTypeText Then n = n + 1
Next obj
MsgBox n & " text(s) selected"
End Sub
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Text.Orientation/Label.Orientation
このプロパテ ィ はテキス ト またはラベルの回転角度を設定 、 または返し ます 。

プロ ト タ イプ

Orientation(Origin as PPcbOriginType) as Double

引数

コ メ ン ト

な し

サンプル

次の例は 、 選択されたテキス ト オブジ ェ ク ト の方向を表示し 、 90 度に設定し ます 。
このサンプル実行についての詳細は 、 サンプルコー ドの実行をご覧 く だ さい 。  

Sub Main
Set selected = ActiveDocument.GetObjects(ppcbObjectTypeText,, TRUE)
For Each text In selected 
MsgBox "Selected text orientation: " & text.Orientation
text.Orientation = 90
Next text
End Sub

次の例は 、 選択されたラベルオブジ ェ ク ト の方向を表示し 、 90 度に設定し ます 。
このサンプル実行についての詳細は 、 サンプルコー ドの実行をご覧 く だ さい 。  

Sub Main
Set selected = ActiveDocument.GetObjects(ppcbObjectTypeLabel,, TRUE)
For Each label In selected 
MsgBox "Selected label orientation: " & label.Orientation
label.Orientation = 90
Next label

End Sub

origin 方向の値がオブジ ェ ク ト のペアレン ト に相対的か 、 設計に対し
て相対的かを表示し ます ( オプシ ョ ン ) 。 デフ ォル ト 値は
ppcbOriginTypeDesign です 。
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Text.Parent
このプロパテ ィ はオブジ ェ ク ト のペアレン ト を返し ます 。

プロ ト タ イプ

Parent As Document

引数

な し

コ メ ン ト

これは Microsoft で必要と されているプロパテ ィ です 。

サンプル

必要な し 。
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Text.PositionX/Label.PositionX
このプロパテ ィ はテキス ト またはラベルオブジ ェ ク ト の原点の x 座標を設定 、 または
返し ます 。

プロ ト タ イプ

PositionX (Unit as PPcbUnit, Origin as PPcbOriginType) as Double

引数

コ メ ン ト

な し

サンプル

次の例は 、 選択されたテキス ト オブジ ェ ク ト の位置を表示し 、 位置を (200, 200)
ミ ルに設定し ます 。 このサンプル実行についての詳細は 、 サンプルコー ドの実行を
ご覧 く だ さい 。  

Sub Main
Set selected = ActiveDocument.GetObjects(ppcbObjectTypeText,, TRUE)
For Each text In selected 
MsgBox "Selected text position: (" & text.PositionX & ", " & 
text.PositionX & ")"
text.PositionX(ppcbUnitMils) = 200
text.PositionY(ppcbUnitMils) = 200
Next text
End Sub

次の例は 、 選択されたラベルオブジ ェ ク ト の位置を表示し 、 位置を (200, 200) ミ ルに
設定し ます 。 このサンプル実行についての詳細は 、 サンプルコー ドの実行をご覧 く だ
さい 。  

Sub Main
Set selected = ActiveDocument.GetObjects(ppcbObjectTypeLabel,, TRUE)
For Each label In selected 
MsgBox "Selected label position: (" & label.PositionX & ", " & 
label.PositionX & ")"
label.PositionX(ppcbUnitMils) = 200
label.PositionY(ppcbUnitMils) = 200
Next label
End Sub

unit [ オプシ ョ ン ] 結果が表される単位 。 このオプシ ョ ンの引数は
デフ ォル ト 設定で ppcbUnitCurrent と な り ます 。

origin [ オプシ ョ ン ] 結果が計算される基準と なる参照点 。
デフ ォル ト 値は ppcbOriginTypeDesign です 。
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Text.PositionY/Label.PositionY
このプロパテ ィ はテキス ト またはラベルオブジ ェ ク ト の原点の y 座標を設定 、 または
返し ます 。

プロ ト タ イプ

PositionX (Unit as PPcbUnit, Origin as PPcbOriginType) as Double

引数

コ メ ン ト

な し

サンプル

次の例は 、 選択されたテキス ト オブジ ェ ク ト の位置を表示し 、 位置を (200, 200)
ミ ルに設定し ます 。 このサンプルの実行についての詳細は 、 サンプルコー ドの実行を
ご覧 く だ さい 。  

Sub Main
Set selected = ActiveDocument.GetObjects(ppcbObjectTypeText,, TRUE)
For Each text In selected 
MsgBox "Selected text position: (" & text.PositionX & ", " & 
text.PositionX & ")"
text.PositionX(ppcbUnitMils) = 200
text.PositionY(ppcbUnitMils) = 200
Next text
End Sub

次の例は 、 選択されたラベルオブジ ェ ク ト の位置を表示し 、 位置を (200, 200) ミ ルに
設定し ます 。 このサンプルの実行についての詳細は 、 サンプルコー ドの実行をご覧 く
だ さい 。  

Sub Main
Set selected = ActiveDocument.GetObjects(ppcbObjectTypeLabel,, TRUE)
For Each label In selected 
MsgBox "Selected label position: (" & label.PositionX & ", " & 
label.PositionX & ")"
label.PositionX(ppcbUnitMils) = 200
label.PositionY(ppcbUnitMils) = 200
Next label
End Sub

unit [ オプシ ョ ン ] 結果が表される単位 。 このオプシ ョ ンの引数は
デフ ォル ト 設定で ppcbUnitCurrent と な り ます 。

origin [ オプシ ョ ン ] 結果が計算される基準と なる参照点のタ イプ 。
デフ ォル ト 値は ppcbOriginTypeDesign です 。
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Text.Selected
このプロパテ ィ はテキス ト オブジ ェ ク ト が選択されているかを設定 、 または返し ます
。

プロ ト タ イプ

Selected as Boolean

引数

な し

コ メ ン ト

な し

サンプル

以下のサンプルは 、 最初のテキス ト が選択されているかど うかを示す メ ッ セージを表
示し 、 次にテキス ト を選択し ます 。 このサンプル実行についての詳細は 、 サンプルコ
ー ドの実行をご覧 く だ さい 。  

Sub Main 
For Each txt In ActiveDocument.Texts
Msgbox "Is Text " & txt.Text & " selected ? " & txt.Selected
txt.Selected = True
Exit For
Next txt
End Sub
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Text.Text

Text.Text
このプロパテ ィ はテキス ト オブジ ェ ク ト 内容を設定 、 または返し ます 。

プロ ト タ イプ

Text as String

引数

な し

コ メ ン ト

な し

サンプル

以下のサンプルは 、 選択されたテキス ト オブジ ェ ク ト のテキス ト 文字列を表示し 、 次
にその文字列を "Hello!" に設定し ます 。 このサンプル実行についての詳細は 、 サンプ
ルコー ドの実行をご覧 く だ さい 。  

Sub Main
Set selected = ActiveDocument.GetObjects(ppcbObjectTypeText,, TRUE)
For Each text In selected
MsgBox "Selected text: " & text.Text
text.Text = "Hello !" 
Next text
End Sub
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Text.VertJustification/Label.VertJustification
このプロパテ ィ は 、 テキス ト またはラベルオブジ ェ ク ト の垂直揃え タ イプを設定 、 ま
たは返し ます 。

プロ ト タ イプ

VertJustification as PPcbVerticalJustification 

引数

な し

コ メ ン ト

な し

サンプル

次の例は選択されたテキス ト オブジ ェ ク ト の垂直揃え設定を表示し 、 次に中央揃えを
行います 。 このサンプル実行についての詳細は 、 サンプルコー ドの実行をご覧 く だ さ
い 。  

Sub Main
Set selected = ActiveDocument.GetObjects(ppcbObjectTypeText,, TRUE) 
For Each text In selected  
Select Case text.VertJustification 
Case ppcbJustifyBottom 
MsgBox "Vertical justification: Bottom" 
Case ppcbJustifyVCenter 
MsgBox "Vertical justification: Center" 
Case ppcbJustifyTop 
MsgBox "Vertical justification: Top" 
End Select 
text.VertJustification = ppcbJustifyVCenter 
Next Text 
End Sub

次の例は選択ラベルオブジ ェ ク ト の垂直揃え設定を表し 、 次に中央揃えを行います 。
このサンプル実行についての詳細は 、 サンプルコー ドの実行をご覧 く だ さい 。  

Sub Main
Set selected = ActiveDocument.GetObjects(ppcbObjectTypeLabel,, TRUE)
For Each label In selected 
Select Case label.VertJustification
Case ppcbJustifyBottom
MsgBox "Vertical justification: Bottom"
Case ppcbJustifyVCenter
MsgBox "Vertical justification: Center"
Case ppcbJustifyTop
MsgBox "Vertical justification: Top"
End Select
label.VertJustification = ppcbJustifyVCenter
Next Label
End Sub
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ThermalPad.Application
このプロパテ ィ は Application オブジ ェ ク ト を返し ます 。

プロ ト タ イプ

Application as Application

引数

な し
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ThermalPad.InnerSize
このプロパテ ィ はサーマルパッ ドの内側のサイズを返し ます 。 形状 
ppcbThermalPadShapeRound に大し ては 、 内直径を返し ます 。

プロ ト タ イプ

InnerSize (unit as PPcbUnit) as Double 

引数

unit - [オプシ ョ ン ] 戻り値で使用される単位 。 このオプシ ョ ン引数のデフ ォル ト は
ppcbUnitCurrent です 。
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ThermalPad.Name
このプロパテ ィ はこのサーマルパッ ドの名前を返し ます 。

プロ ト タ イプ

Name as String

引数

な し
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ThermalPad.ObjectType
このプロパテ ィ はオブジ ェ ク ト タ イプ - ppcbObjectTypeThermalPad を返し ます 。

プロ ト タ イプ

ObjectType as PPcbObjectType

引数

な し
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ThermalPad.OuterSize
このプロパテ ィ はサーマルパッ ドの外側のサイズを返し ます 。 形状 
ppcbThermalPadShapeRound に対し ては 、 外直径を返し ます 。

プロ ト タ イプ

OuterSize (unit as PPcbUnit) as Double 

引数

unit - [ オプシ ョ ン ] 戻り値で使用される単位 。 このオプシ ョ ン引数のデフ ォル ト は
ppcbUnitCurrent です 。
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ThermalPad.PadStackLayer
このプロパテ ィ はサーマルパッ ドが属する PadStackLayer オブジ ェ ク ト を返し ます 。

プロ ト タ イプ

PadStackLayer as PadStackLayer

引数

な し
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PADS Layout オー ト メ ーシ ョ ンサーバー
ThermalPad.Parent

ThermalPad.Parent
このプロパテ ィ はオブジ ェ ク ト のペアレン ト を返し ます 。

プロ ト タ イプ

Parent as Document

引数

な し
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ThermalPad.Shape
このプロパテ ィ はサーマルパッ ドの形状を返し ます 。

プロ ト タ イプ

Shape as PPcbThermalPadShape

引数

な し



PADS Layout User’s Guide, PADS 9.01024

PADS Layout オー ト メ ーシ ョ ンサーバー
ThermalPad.SpokeAngle

ThermalPad.SpokeAngle
このプロパテ ィ はサーマルパッ ドのスポークの角度を返し ます 。

プロ ト タ イプ

SpokeAngle as Double 

引数

な し
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ThermalPad.Spokes
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ThermalPad.Spokes
このプロパテ ィ はサーマルパッ ドのスポーク数を返し ます 。

プロ ト タ イプ

Spokes as Integer 

引数

な し



PADS Layout User’s Guide, PADS 9.01026

PADS Layout オー ト メ ーシ ョ ンサーバー
ThermalPad.SpokeWidth

ThermalPad.SpokeWidth
このプロパテ ィ はサーマルパッ ドのスポーク幅を返し ます 。

プロ ト タ イプ

SpokeWitdth (unit as PPcbUnit) as Double 

引数

unit - [ オプシ ョ ン ] 戻り値で使用される単位 。 このオプシ ョ ン引数のデフ ォル ト は
ppcbUnitCurrent です 。
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Via.Application
このプロパテ ィ は Application オブジ ェ ク ト を返し ます 。

プロ ト タ イプ

Application As Application

引数

な し

コ メ ン ト

このプロパテ ィ はオブジ ェ ク ト を Automation オブジ ェ ク ト と し て識別し ます 。 すべ
てのオー ト メ ーシ ョ ンサーバアプ リ ケーシ ョ ンには Application オブジ ェ ク ト があ り 、
すべての Automation オブジ ェ ク ト には application プロパテ ィ があ り ます 。 このプロパ
テ ィ は通常 、 様々なソース ( オー ト メ ーシ ョ ンサーバアプ リ ケーシ ョ ンなど ) からの
大量のオブジ ェ ク ト を扱う オー ト メ ーシ ョ ン ク ラ イアン ト アプ リ ケーシ ョ ンで 、 オブ
ジ ェ ク ト が属すアプ リ ケーシ ョ ンをすばや く 特定するのに使用されます 。
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PADS Layout オー ト メ ーシ ョ ンサーバー
Via.Attributes

Via.Attributes
このプロパテ ィ はビアの全属性の集合を返し ます 。

プロ ト タ イプ

Attributes As Attributes 

Attributes(name As String) As Attribute 

引数

コ メ ン ト

既存の属性名を渡される と 、 このプロパテ ィ はその via Attribute オブジ ェ ク ト を返し
ます 。  属性名が存在し ない場合 、 このプロパテ ィ は Attributes collection オブジ ェ ク ト
の ビア属性の集合を返し ます 。  

サンプル

以下のサンプルコー ドは 、 ビアが 1 つ以上ある と仮定し 、 Attributes.Count プロパテ ィ
を使って 、 開いている設計に存在する最初のビアに割り当てられている属性数を取得
し ます 。 このサンプル実行についての詳細は 、 サンプルコー ドの実行をご覧 く だ さい
。  

Sub Main
Set firstVia = ActiveDocument.Vias(1)
MsgBox "There are " & firstVia.Attributes.Count & " attribute(s) in via " 
& firstVia.Name
End Sub

name 既存のビア属性の名前
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Via.DrillSize
このプロパテ ィ はビアのド リル寸法を返し ます 。

プロ ト タ イプ

DrillSize([unit As PPcbUnit]) As Double

引数

コ メ ン ト

な し

サンプル

以下のサンプルコー ドは 、 ビアが 1 つ以上ある と仮定し 、 開いている設計上で最初に
見つかったビアのド リル寸法を取得し ます 。 このサンプル実行についての詳細は 、
サンプルコー ドの実行をご覧 く だ さい 。  

Sub Main
Set firstVia = ActiveDocument.Vias(1)
MsgBox firstVia.Name & " has a drill of " & firstVia.DrillSize
End Sub

unit [ オプシ ョ ン ] 返される ド リル寸法値の単位
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PADS Layout オー ト メ ーシ ョ ンサーバー
Via.EndLayer

Via.EndLayer
このプロパテ ィ はビアの終了層を返し ます 。

プロ ト タ イプ

EndLayer As Long

引数

な し

コ メ ン ト

な し

サンプル

以下のサンプルコー ドは 、 ビアが 1 つ以上ある と仮定し 、 開いている設計上で最初に
見つかったビアの開始 / 終了層を取得し ます 。 このサンプル実行についての詳細は 、
サンプルコー ドの実行をご覧 く だ さい 。  

Sub Main
Set firstVia = ActiveDocument.Vias(1)
MsgBox firstVia.Name & " starts on layer " & firstVia.StartLayer & " and 
ends on layer " & firstVia.EndLayer
End Sub

参照

Via.StartLayer
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Via.Glued
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Via.Glued
このプロパテ ィ はビアが固定されているかど うかを設定 、 または返し ます 。

プロ ト タ イプ

Glued As Boolean

引数

な し

コ メ ン ト

な し

サンプル

以下のサンプルコー ドは開いている設計内の全ビアを固定し ます 。 このサンプル実行
についての詳細は 、 サンプルコー ドの実行をご覧 く だ さい 。  

Sub Main
For Each nextVia In ActiveDocument.Vias
nextVia.Glued = True
Next nextVia
End Sub
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PADS Layout オー ト メ ーシ ョ ンサーバー
Via.Highlighted

Via.Highlighted
このプロパテ ィ はビアがハイ ラ イ ト されているかを返し ます 。

プロ ト タ イプ

Highlighted as Boolean

引数

な し
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Via.Name
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Via.Name
このプロパテ ィ はビア名を返し ます 。

プロ ト タ イプ

Name As String

引数

な し

コ メ ン ト

このプロパテ ィ は Via オブジ ェ ク ト のデフ ォル ト プロパテ ィ です 。

サンプル

以下のサンプルコー ドは 、 開いている設計上にあるすべてのビアを名前で リ ス ト 化し
て 、 そのリ ス ト を カス タムダイアログボ ッ クスに配置し ます 。 リ ス ト ボ ッ クスでビア
が選択される と 、 サンプルは PADS Layout でビアを選択し ます 。

このサンプルは PADS Layout の Sax Basic Engine の UserDialog Editor を使用し ていま
す 。 このサンプル実行についての詳細は 、 サンプルコー ドの実行をご覧 く だ さい 。  

参照 ：  Sax Basic Editor オン ラ イ ンヘルプ 
(C:\MentorGraphics\<latest_release>PADS\SDD_HOME\Programs\sbe5_000.hlp)

Dim ListVias$(10000)
Sub Main
index = 0
For Each nextVia In ActiveDocument.Vias
ListVias$(index) = nextVia.Name
index = index + 1
Next nextVia
' This piece of code is automatically generated by the Basic Dialog Editor 
in PADS Layout.
Begin Dialog UserDialog 180,238,"Vias",.CallbackFunc ' %GRID:10,7,1,1
ListBox 10,7,160,203,ListVias(),.ListBox1
OKButton 10,210,160,21
End Dialog
Dim dlg As UserDialog
Dialog dlg
End Sub
' The following function is automatically called by the system when 
something has happened 
' in the dialog; it is used to easily process user actions.
Function CallbackFunc%(DlgItem$, Action%, SuppValue%)
Select Case Action%
Case 2 ' Value changing or button pressed
If DlgItem$ = "ListBox1" Then
ActiveDocument.SelectObjects(ppcbObjectTypeAll, , False)
ActiveDocument.SelectObjects(ppcbObjectTypeVia, ListVias(SuppValue%))
End If
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PADS Layout オー ト メ ーシ ョ ンサーバー
Via.Name

End Select
End Function
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Via.Net
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Via.Net
このプロパテ ィ はビアに接続されたネ ッ ト を返し ます 。

プロ ト タ イプ

Net As Net

引数

な し

コ メ ン ト

な し

サンプル

以下のサンプルコー ドは 、 ビアが 1 つ以上ある と仮定し 、 開いている設計上で最初に
見つかったビアに接続されたネ ッ ト を取得し ます 。 このサンプル実行についての詳細
は 、 サンプルコー ドの実行をご覧 く だ さい 。  

Sub Main
Set firstVia = ActiveDocument.Vias(1)
MsgBox firstVia.Name & " is connected to net " & firstVia.Net.Name
End Sub
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PADS Layout オー ト メ ーシ ョ ンサーバー
Via.ObjectType

Via.ObjectType
このプロパテ ィ はオブジ ェ ク ト タ イプを返し ます 。

プロ ト タ イプ

ObjectType As PPcbObjectType

引数

な し

コ メ ン ト

このプロパテ ィ は ppcbObjectTypeVia を返し ます 。  

Visual C++ QueryInterface に相当する フ ァ ン クシ ョ ンが Visual Basic にはないため 、 そ
の不足を補う ためにオー ト メ ーシ ョ ンサーバー内の全データベースオブジ ェ ク ト はこ
のプロパテ ィ を実装し ています 。

このプロパテ ィ は通常 、 以下の場合に使われます ：

• 異種Objects CollectionにおいてPADS Layoutデータベースオブジ ェ ク ト のタ イプ
を特定するため 。

• 引数と し て渡される PADS Layout データベースオブジ ェ ク ト タ イプに依存する
汎用ルーチンを導入する際 。 例 ：

Sub DoSomething(dbObject As Object)
Select Case dbObject.ObjectType
Case ppcbObjectTypeComponent
' Do something specific to component objects
Case ppcbObjectTypeNet
' Do something specific to net objects
Case ppcbObjectTypePin
' Do something specific to pin objects
Case ppcbObjectTypeVia
' Do something specific to via objects
Case ppcbObjectTypeConnection
' Do something specific to connection objects
Case ppcbObjectTypeRouteSegment
' Do something specific to route segment objects
Case ppcbObjectTypeJumper
' Do something specific to jumper objects
Case Else
MsgBox "Not a PADS Layout database object"
End Select
End Sub
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Via.PadStackLayers
このプロパテ ィ はこのビアのすべてのパッ ド ス タ ッ ク層の集合体を返し ます 。

プロ ト タ イプ

PadStackLayers as Objects

PadStackLayers(layerName as String) as PadStackLayer

引数

戻り値

層名を渡される と 、 このプロパテ ィ は PadStackLayer オブジ ェ ク ト を返し ます 。  名前
が指定されない場合 、 このプロパテ ィ は Objects collection オブジ ェ ク ト 内のすべての
パッ ド ス タ ッ ク層の集合を返し ます 。

サンプル

For Each via In Application.ActiveDocument.Vias
  For Each layer in via.PadStackLayers

    MsgBox layer.Number & ", " & layer.Name

    pad = layer.Pad
    MsgBox pad.Name & ", " & pad.Shape & ", " & pad.Diameter & ", " 
           & pad.InnerDiameter & ", " & pad.Width & ", " 
           & pad.Length & ", " & pad.offset & ", " 
           & pad.Orientation & ", " & pad.CornerType & ", " 
           & pad.CornerRadius
      
    thermalpad = layer.ThermalPad
    If thermalpad Is Nothing Then
      MsgBox "Thermal pad not defined on this layer"
    Else
      MsgBox thermalpad.Name & ", " & thermalpad.Shape & ", " 
             & thermalpad.InnerSize & ", " 
             & thermalpad.OuterSize & ", " & thermalpad.Spokes & ", " 
             & thermalpad.SpokeAngle  & ", " & thermalpad.SpokeWidth
    End If

    antipad = layer.AntiPad
    If antipad Is Nothing Then
      MsgBox "Anti pad not defined on this layer"
    Else
      MsgBox antipad.Name & ", " & antipad.Shape & ", " 
             & antipad.Size
     End If

  Next layer       
Next via

layerName パッ ド ス タ ッ ク層名
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PADS Layout オー ト メ ーシ ョ ンサーバー
Via.Parent

Via.Parent
このプロパテ ィ はオブジ ェ ク ト のペアレン ト を返し ます 。

プロ ト タ イプ

Parent As Document

引数

な し

コ メ ン ト

な し



PADS Layout オー ト メ ーシ ョ ンサーバー
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Via.PlaneThermal
このプロパテ ィ はビアが内層サーマルを備えているかど うかを返し ます 。

プロ ト タ イプ

PlaneThermal As Boolean

引数

な し

コ メ ン ト

な し

サンプル

以下のサンプルコー ドは開いている設計内の内層サーマルビアの数を取得し ます 。
このサンプル実行についての詳細は 、 サンプルコー ドの実行をご覧 く だ さい 。  

Sub Main
nbPTVias = 0
For Each nextVia In ActiveDocument.Vias
If nextVia.PlaneThermal = True Then nbPTVias = nbPTVias +1
Next nextVia
MsgBox "There are " & nbPTVias & " plane thermal vias (out of " & 
ActiveDocument.Vias.Count & ") in " & ActiveDocument.Name
End Sub



PADS Layout User’s Guide, PADS 9.01040

PADS Layout オー ト メ ーシ ョ ンサーバー
Via.Plated

Via.Plated
このプロパテ ィ はビアがメ ッキされているかど うかを返し ます 。

プロ ト タ イプ

Plated As Boolean

引数

な し

コ メ ン ト

な し

サンプル

以下のサンプルコー ドは開いている設計の非メ ッキビア数を取得し ます 。 このサンプ
ル実行についての詳細は 、 サンプルコー ドの実行をご覧 く だ さい 。  

Sub Main
nbPlatedVias = 0
For Each nextVia In ActiveDocument.Vias
If nextVia.Plated = False Then nbPlatedVias = nbPlatedVias +1
Next nextVia
MsgBox "There are " & nbPlatedVias & " non-plated pins (out of " & 
ActiveDocument.Vias.Count & ") in " & ActiveDocument.Name
End Sub
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Via.PositionX
このプロパテ ィ はビアの x 座標を返し ます 。

プロ ト タ イプ

PositionX([unit As PPcbUnit]) As Double

引数

コ メ ン ト

な し

サンプル

以下のサンプルコー ドは 、 1 つ以上のビアがある と仮定し 、 開いている設計で最初に
見つかったビアの位置を現在の設計単位で取得し ます 。 このサンプル実行についての
詳細は 、 サンプルコー ドの実行をご覧 く だ さい 。  

Sub Main
Set firstVia = ActiveDocument.Vias(1)
MsgBox firstVia.Name & " position is (" & firstVia.PositionX & ", " & 
firstVia.PositionY & ")"
End Sub

参照

Via.PositionY

unit [ オプシ ョ ン ] 返される x 座標の単位
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PADS Layout オー ト メ ーシ ョ ンサーバー
Via.PositionY

Via.PositionY
このプロパテ ィ はビアの y 座標を返し ます 。

プロ ト タ イプ

PositionY([unit As PPcbUnit]) As Double

引数

コ メ ン ト

な し

サンプル

以下のサンプルコー ドは 、 1 つ以上のビアがある と仮定し 、 開いている設計で最初に
見つかったビアの位置を現在の設計単位で取得し ます 。 このサンプル実行についての
詳細は 、 サンプルコー ドの実行をご覧 く だ さい 。  

Sub Main
Set firstVia = ActiveDocument.Vias(1)
MsgBox firstVia.Name & " position is (" & firstVia.PositionX & ", " & 
firstVia.PositionY & ")"
End Sub

参照

Via.PositionX

unit [ オプシ ョ ン ] 返される y 座標の単位
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Via.Selected
このプロパテ ィ はビアが選択されているかを設定 、 または返し ます 。

プロ ト タ イプ

Selected As Boolean

引数

な し

コ メ ン ト

な し

サンプル

以下のサンプルコー ドは 、 ビアが 1 つ以上ある と仮定し 、 開いている設計で最初に見
つかったビアを選択し ます 。 このサンプル実行についての詳細は 、 サンプルコー ドの
実行をご覧 く だ さい 。  

Sub Main
ActiveDocument.SelectObjects(,,False)
ActiveDocument.Vias(1).Selected = True
End Sub

参照

Document.SelectionChange Event 
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Via.StartLayer

Via.StartLayer
このプロパテ ィ はビアの開始層を返し ます 。

プロ ト タ イプ

StartLayer As Long

引数

な し

コ メ ン ト

な し

サンプル

以下のサンプルコー ドは 、 ビアが 1 つ以上ある と仮定し 、 開いている設計で最初に
見つかったビアの開始 / 終了層を取得し ます 。 このサンプル実行についての詳細は 、
サンプルコー ドの実行をご覧 く だ さい 。  

Sub Main
ActiveDocument.SelectObjects(,,False)
ActiveDocument.Vias(1).Selected = True
End Sub

参照

Via.EndLayer
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Via.Stitching
このプロパテ ィ はビアの千鳥ステータ スを設定 、 または返し ます 。

プロ ト タ イプ

Stitching As Boolean

引数

な し

コ メ ン ト

な し

サンプル

以下のサンプルコー ドは開いている設計上のすべての千鳥ビアを選択し ます 。 この
サンプル実行についての詳細は 、 サンプルコー ドの実行をご覧 く だ さい 。   

Sub Main
For Each nextVia In ActiveDocument.Vias 
If nextVia.Stitching Then
nextVia.Selected = True
End If
Next nextVia 
End Sub
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Via.TestPoint

Via.TestPoint
このプロパテ ィ はビアがテス ト ポイ ン ト かど うかを設定 、 または返し ます 。

プロ ト タ イプ

TestPoint As PPcbTestPointType 

引数

な し

コ メ ン ト

な し

サンプル

以下のサンプルコー ドは開いている設計からすべてのビアテス ト ポイ ン ト を削除し ま
す 。 このサンプル実行についての詳細は 、 サンプルコー ドの実行をご覧 く だ さい 。  

Sub Main
For Each nextVia In ActiveDocument.Vias
nextVia.TestPoint = ppcbTestPointNone
Next nextVia
End Sub



PADS Layout オー ト メ ーシ ョ ンサーバー
Via.Type

PADS Layout User’s Guide, PADS 9.0 1047

Via.Type
このプロパテ ィ はビアのタ イプを返し ます 。

プロ ト タ イプ

Type As String

引数

な し

コ メ ン ト

な し

サンプル

以下のサンプルコー ドは 、 ビアが 1 つ以上ある と仮定し 、 開いている設計上で最初に
見つかったビアのタ イプを取得し ます 。 このサンプル実行についての詳細は 、 サンプ
ルコー ドの実行をご覧 く だ さい 。  

Sub Main
Set firstVia = ActiveDocument.Vias(1)
MsgBox firstVia.Name & " type is " & firstVia.Type
End Sub
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View.Application

View.Application
このプロパテ ィ は Application オブジ ェ ク ト を返し ます 。

プロ ト タ イプ

Application As Application 

引数

な し

コ メ ン ト

このプロパテ ィ はオブジ ェ ク ト を Automation オブジ ェ ク ト と し て識別し ます 。 すべ
てのオー ト メ ーシ ョ ンサーバアプ リ ケーシ ョ ンには Application オブジ ェ ク ト があ り 、
すべての Automation オブジ ェ ク ト には application プロパテ ィ があ り ます 。 このプロパ
テ ィ は通常 、 様々なソース ( オー ト メ ーシ ョ ンサーバアプ リ ケーシ ョ ンなど ) からの
大量のオブジ ェ ク ト を扱う オー ト メ ーシ ョ ン ク ラ イアン ト アプ リ ケーシ ョ ンで 、 オブ
ジ ェ ク ト が属すアプ リ ケーシ ョ ンをすばや く 特定するのに使用されます 。
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View.BottomRightX
このプロパテ ィ は表示の右下コーナー部の x 座標を返し ます 。

プロ ト タ イプ

BottomRightX([unit As PPcbUnit]) As Double

引数

コ メ ン ト

な し

サンプル

以下のサンプルコー ドは開いている設計上の現在の表示の座標を取得し ます 。
このサンプル実行についての詳細は 、 サンプルコー ドの実行をご覧 く だ さい 。  

Sub Main
x0 = Format$(ActiveDocument.ActiveView.TopLeftX, "Fixed")
y0 = Format$(ActiveDocument.ActiveView.TopLeftY, "Fixed")
x1 = Format$(ActiveDocument.ActiveView.BottomRightX, "Fixed")
y1 = Format$(ActiveDocument.ActiveView.BottomRightY, "Fixed")
MsgBox "View is (" & x0 & ", " & y0 & ") - (" & x1 & ", " & y1 & ")
End Sub

参照

View.BottomRightY, View.TopLeftX, View.TopLeftY 

unit [ オプシ ョ ン ] 返される右下コーナー部の x 座標の単位
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View.BottomRightY
このプロパテ ィ は表示の右下コーナー部の y 座標を返し ます 。

プロ ト タ イプ

BottomRightY([unit As PPcbUnit]) As Double

引数

コ メ ン ト

な し

サンプル

以下のサンプルコー ドは開いている設計上の現在の表示の座標を取得し ます 。
このサンプル実行についての詳細は 、 サンプルコー ドの実行をご覧 く だ さい 。  

Sub Main
x0 = Format$(ActiveDocument.ActiveView.TopLeftX, "Fixed")
y0 = Format$(ActiveDocument.ActiveView.TopLeftY, "Fixed")
x1 = Format$(ActiveDocument.ActiveView.BottomRightX, "Fixed")
y1 = Format$(ActiveDocument.ActiveView.BottomRightY, "Fixed")
MsgBox "View is (" & x0 & ", " & y0 & ") - (" & x1 & ", " & y1 & ")
End Sub

参照

View.BottomRightX, View.TopLeftX, View.TopLeftY 

uni [ オプシ ョ ン ] 返される右下コーナー部の y 座標の単位
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View.CenterX
このプロパテ ィ は表示の中心の x 座標を返し ます 。

プロ ト タ イプ

CurrentX (Unit as PPcbUnit) as Double

引数

コ メ ン ト

な し

サンプル

以下のサンプルコー ドは現在の表示の中心とズームレベルを表示し ます 。 このサンプ
ル実行についての詳細は 、 サンプルコー ドの実行をご覧 く だ さい 。  

Sub Main
Set v = ActiveDocument.ActiveView
Dim msg as String
msg = "View parameters:" & Chr(13) & Chr(10)
msg = msg & "Center: (" & v.CenterX & ", " & v.CenterY & ")" & Chr(13) & 
Chr(10)
MsgBox msg & "Zoom: " & v.Zoom
End Sub

unit [ オプシ ョ ン ] 結果が表される単位 。 このオプシ ョ ンの引数は
デフ ォル ト 設定では ppcbUnitCurrent と な り ます 。
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View.CenterY
このプロパテ ィ は表示の中心の y 座標を返し ます 。

プロ ト タ イプ

CurrentX (Unit asPPcbUnit) as Double

引数

コ メ ン ト

な し

サンプル

以下のサンプルコー ドは現在の表示の中心とズームレベルを表示し ます 。 このサンプ
ル実行についての詳細は 、 サンプルコー ドの実行をご覧 く だ さい 。  

Sub Main
Set v = ActiveDocument.ActiveView
Msg = "View parameters:" & Chr(13) & Chr(10)
Msg = Msg & "Center: (" & v.CenterX & ", " & v.CenterY & ")" & Chr(13) & 
Chr(10)
MsgBox msg & "Zoom: " & v.Zoom
End Sub

unit [ オプシ ョ ン ] 結果が表される単位 。 このオプシ ョ ンの引数は
デフ ォル ト 設定では ppcbUnitCurrent と な り ます 。
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View.Name
このプロパテ ィ は表示の名称を返し ます 。 た と えば 、 PADS Layout でこのフ ァ ン クシ
ョ ンは文字列 "Current View" を返し ます 。

プロ ト タ イプ

Name As String

引数

な し

コ メ ン ト

このプロパテ ィ は view オブジ ェ ク ト のデフ ォル ト プロパテ ィ です 。

サンプル

以下のサンプルコー ドは現在の表示の名称を取得し ます 。 このサンプル実行について
の詳細は 、 サンプルコー ドの実行をご覧 く だ さい 。  

Sub Main
MsgBox ActiveDocument.ActiveView.Name
End Sub
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View.ObjectType
このプロパテ ィ はオブジ ェ ク ト タ イプを返し ます 。

プロ ト タ イプ

ObjectType As PPcbObjectType 

引数

な し

コ メ ン ト

な し
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View.Parent
このプロパテ ィ はオブジ ェ ク ト のペアレン ト を返し ます 。

プロ ト タ イプ

Parent As Document 

引数

な し

コ メ ン ト

な し
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View.PointerX
このプロパテ ィ がポイ ン タの X 位置を返し ます 。

プロ ト タ イプ

PointerX (unit as PPcbUnit) as Double 

引数

サンプル

' load preview.pcb
Application.ModelessCommand("s")
DlgModelessCmd.Command = "s C8"
DlgModelessCmd.OnOk()

doc = Application.ActiveDocument
view = doc.ActiveView
MsgBox view.PointerX & ", " & view.PointerY

unit [オプシ ョ ン ] 戻り値で使用される単位 。 このオプシ ョ ン引数のデ
フ ォル ト は ppcbUnitCurrent です 。
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View.PointerY
このプロパテ ィ がポイ ン タの Y 位置を返し ます 。

プロ ト タ イプ

PointerY (unit as PPcbUnit) as Double 

引数

サンプル

' load preview.pcb
Application.ModelessCommand("s")
DlgModelessCmd.Command = "s C8"
DlgModelessCmd.OnOk()

doc = Application.ActiveDocument
view = doc.ActiveView
MsgBox view.PointerX & ", " & view.PointerY

unit [ オプシ ョ ン ] 戻り値で使用される単位 。 このオプシ ョ ン引数の
デフ ォル ト は ppcbUnitCurrent です 。
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View.TopLeftX
このプロパテ ィ は表示の左上コーナー部の x 座標を返し ます 。

プロ ト タ イプ

TopLeftX([unit As PPcbUnit]) As Double

引数

コ メ ン ト

な し

サンプル

以下のサンプルコー ドは開いている設計上の現在の表示の座標を取得し ます 。
このサンプル実行についての詳細は 、 サンプルコー ドの実行をご覧 く だ さい 。  

Sub Main
x0 = Format$(ActiveDocument.ActiveView.TopLeftX, "Fixed")
y0 = Format$(ActiveDocument.ActiveView.TopLeftY, "Fixed")
x1 = Format$(ActiveDocument.ActiveView.BottomRightX, "Fixed")
y1 = Format$(ActiveDocument.ActiveView.BottomRightY, "Fixed")
MsgBox "View is (" & x0 & ", " & y0 & ") - (" & x1 & ", " & y1 & ")
End Sub

参照

View.BottomRightX, View.BottomRightY, View.TopLeftY

unit [ オプシ ョ ン ] 返される左上コーナー部の x 座標の単位
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View.TopLeftY
このプロパテ ィ は表示の左上コーナー部の y 座標を返し ます 。

プロ ト タ イプ

TopLeftY([unit As PPcbUnit]) As Double

引数

コ メ ン ト

な し

サンプル

以下のサンプルコー ドは開いている設計上の現在の表示の座標を取得し ます 。
このサンプル実行についての詳細は 、 サンプルコー ドの実行をご覧 く だ さい 。  

Sub Main
x0 = Format$(ActiveDocument.ActiveView.TopLeftX, "Fixed")
y0 = Format$(ActiveDocument.ActiveView.TopLeftY, "Fixed")
x1 = Format$(ActiveDocument.ActiveView.BottomRightX, "Fixed")
y1 = Format$(ActiveDocument.ActiveView.BottomRightY, "Fixed")
MsgBox "View is (" & x0 & ", " & y0 & ") - (" & x1 & ", " & y1 & ")
End Sub

参照

View.BottomRightX, View.BottomRightY, View.TopLeftX

unit [ オプシ ョ ン ] 返される左上コーナー部の y 座標の単位
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View.Zoom
このプロパテ ィ は現在のズームの倍率を返し ます 。

プロ ト タ イプ

Zoom as Double

引数

な し

コ メ ン ト

表示が最大限までズームアウ ト されている場合 、 ズームの倍率は 1 と な り ます 。
ズームイ ン時は 、 オブジ ェ ク ト のサイズと同じ比率で 、 ズームの倍率が増えます 。

サンプル

以下のサンプルコー ドは現在の表示の中心とズームの倍率を表示し ます 。 このサンプ
ル実行についての詳細は 、 サンプルコー ドの実行をご覧 く だ さい 。  

Sub Main
Set v = ActiveDocument.ActiveView
msg = "View parameters:" & Chr(13) & Chr(10)
msg = msg & "Center: (" & v.CenterX & ", " & v.CenterY & ")" & Chr(13) & 
Chr(10)
MsgBox msg & "Zoom: " & v.Zoom
End Sub



PADS Layout オー ト メ ーシ ョ ンサーバー
Wirebond.Angle

PADS Layout User’s Guide, PADS 9.0 1061

Wirebond.Angle
このプロパテ ィ はワイ ヤ ボン ド と ダイ端点間の角度を度数で返し ます 。

制限事項 ： この情報は BGA ツールキ ッ ト にのみ適用されます 。

プロ ト タ イプ

Angle As Double

引数

な し

コ メ ン ト

な し

サンプル

以下のサンプルコー ドは開いている設計上のダイの各ワイ ヤ ボン ド について 、 ワイ
ヤ ボン ド と ダイ端点間の角度を取得し ます 。 このサンプル実行についての詳細は 、
サンプルコー ドの実行をご覧 く だ さい 。  

Sub Main
For Each comp In ActiveDocument.Components
If comp.IsDiePart Then
For Each aWB in comp.Wirebonds
MsgBox aWB.Name & ":Angle:" & Format (aWB.Angle, "#.###")
Next
End If
Next
End Sub
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Wirebond.Application
このプロパテ ィ は Application オブジ ェ ク ト を返し ます 。

制限事項 ： この情報は BGA ツールキ ッ ト にのみ適用されます 。

プロ ト タ イプ

Application As Application 

引数

な し

コ メ ン ト

このプロパテ ィ はオブジ ェ ク ト を Automation オブジ ェ ク ト と し て識別し ます 。 すべ
てのオー ト メ ーシ ョ ンサーバアプ リ ケーシ ョ ンには Application オブジ ェ ク ト があ り 、
すべての Automation オブジ ェ ク ト には application プロパテ ィ があ り ます 。 このプロパ
テ ィ は通常 、 様々なソース ( オー ト メ ーシ ョ ンサーバアプ リ ケーシ ョ ンなど ) からの
大量のオブジ ェ ク ト を扱う オー ト メ ーシ ョ ン ク ラ イアン ト アプ リ ケーシ ョ ンで 、 オブ
ジ ェ ク ト が属すアプ リ ケーシ ョ ンをすばや く 特定するのに使用されます 。

これは Microsoft 規則によ り必要なプロパテ ィ です 。
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Wirebond.Component
このプロパテ ィ はワイ ヤ ボン ドの Component オブジ ェ ク ト を返し ます 。

制限事項 ： この情報は BGA ツールキ ッ ト にのみ適用されます 。

プロ ト タ イプ

Component As Component

引数

な し

コ メ ン ト

な し

サンプル

以下のサンプルコー ドは 、 引数と し て渡された Wirebond オブジ ェ ク ト に依存するサ
ブルーチンを表し ます 。 このコー ドはワイ ヤ ボン ドが属す実装部品の名前と部品形
状の名前を取得し ます 。 このサンプル実行についての詳細は 、 サンプルコー ドの実行
をご覧 く だ さい 。  

Sub QueryWB(aWB As Wirebond)
MsgBox "Bond Wire" & aWB.Name & 
"belongs to component" & aWP.Component.Name & 
"(" & aWP.Component.Decal &")"
End Sub
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Wirebond.EndOffsetX
このプロパテ ィ はエン ドパッ ド中心からのボン ド ワイ ヤ の終点の x オフセ ッ ト を返
し ます 。

制限事項 ： この情報は BGA ツールキ ッ ト にのみ適用されます 。

プロ ト タ イプ

EndOffsetX([unit As PPcbUnit = ppcbUnitCurrent]) As Double

引数

コ メ ン ト

な し

サンプル

以下のサンプルコー ドは 、 開いている設計上にある各ダイの各ボン ド ワイ ヤ のエン
ド オフセ ッ ト を取得し ます 。 このサンプル実行についての詳細は 、 サンプルコー ドの
実行をご覧 く だ さい 。  

Sub Main
For Each comp In ActiveDocument.Components
If comp.IsDiePart Then
For Each aWB in comp.Wirebonds
MsgBox aWB.Name & ":(" & aWB.EndOffsetX & ", " & aWB.EndOffsetY & ")"
Next
End If
Next
End Sub

参照

Wirebond.EndOffsetY, Wirebond.EndPad, Wirebond.StartOffsetX, Wirebond.StartOffsetY 

unit [ オプシ ョ ン ] 返される x オフセ ッ ト 値の単位
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Wirebond.EndOffsetY
このプロパテ ィ はエン ドパッ ド中心からのボン ド ワイ ヤ の終点の y オフセ ッ ト を返
し ます 。

制限事項 ： この情報は BGA ツールキ ッ ト にのみ適用されます 。

プロ ト タ イプ

EndOffsetY([unit As PPcbUnit = ppcbUnitCurrent]) As Double

引数

コ メ ン ト

な し

サンプル

以下のサンプルコー ドは 、 開いている設計上にある各ダイの各ボン ド ワイ ヤ のエン
ド オフセ ッ ト を取得し ます 。 このサンプル実行についての詳細は 、 サンプルコー ドの
実行をご覧 く だ さい 。  

Sub Main
For Each comp In ActiveDocument.Components
If comp.IsDiePart Then
For Each aWB in comp.Wirebonds
MsgBox aWB.Name & ":(" & aWB.EndOffsetX & ", " & aWB.EndOffsetY & ")"
Next
End If
Next
End Sub

参照

Wirebond.EndOffsetX, Wirebond.EndPad, Wirebond.StartOffsetX, Wirebond.StartOffsetY 

unit [ オプシ ョ ン ] 返される y オフセ ッ ト 値の単位
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Wirebond.EndPad
このプロパテ ィ はボン ド ワイ ヤ が接続されているエン ドパッ ド を返し ます 。

制限事項 ： この情報は BGA ツールキ ッ ト にのみ適用されます 。

プロ ト タ イプ

EndPad As Object

引数

な し

コ メ ン ト

このプロパテ ィ は CBP または SBP オブジ ェ ク ト を返す場合があ り ます 。

サンプル

以下のサンプルコー ドは 、 開いている設計上にある各ダイの各ボン ド ワイ ヤ のエン
ドパッ ド名を取得し ます 。 このサンプル実行についての詳細は 、 サンプルコー ドの実
行をご覧 く だ さい 。  

Sub Main
For Each comp In ActiveDocument.Components
If comp.IsDiePart Then
For Each aWB in comp.Wirebonds
MsgBox aWB.StartPad.Name & " - " & aWB.EndPad.Name
Next
End If
Next
End Sub

参照

Wirebond.StartPad, Wirebond.StartOffsetX, Wirebond.StartOffsetY 
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Wirebond.EndX
このプロパテ ィ はボン ド ワイ ヤ の終端の x 座標を返し ます 。

制限事項 ： この情報は BGA ツールキ ッ ト にのみ適用されます 。

プロ ト タ イプ

EndX([unit As PPcbUnit = ppcbUnitCurrent]) As Double

引数

コ メ ン ト

な し

サンプル

以下のサンプルコー ドは 、 開いている設計上にある各ダイの各ボン ド ワイ ヤ の終端
を取得し ます 。 このサンプル実行についての詳細は 、 サンプルコー ドの実行をご覧 く
だ さい 。  

Sub Main
For Each comp In ActiveDocument.Components
If comp.IsDiePart Then
For Each aWB in comp.Wirebonds
MsgBox aWB.Name & " End:(" & aWB.EndX & ", " & aWB.EndY & ")"
Next
End If
Next
End Sub

参照

Wirebond.EndY, Wirebond.EndPad, Wirebond.StartX, Wirebond.StartY 

unit [ オプシ ョ ン ] 返される x 座標値の単位
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Wirebond.EndY
このプロパテ ィ はボン ド ワイ ヤ の終端の y 座標を返し ます 。

制限事項 ： この情報は BGA ツールキ ッ ト にのみ適用されます 。

プロ ト タ イプ

EndY([unit As PPcbUnit = ppcbUnitCurrent]) As Double

引数

コ メ ン ト

な し

サンプル

以下のサンプルコー ドは 、 開いている設計上にある各ダイの各ボン ド ワイ ヤ の終端
を取得し ます 。 このサンプル実行についての詳細は 、 サンプルコー ドの実行をご覧 く
だ さい 。  

Sub Main
For Each comp In ActiveDocument.Components
If comp.IsDiePart Then
For Each aWB in comp.Wirebonds
MsgBox aWB.Name & " End:(" & aWB.EndX & ", " & aWB.EndY & ")"
Next
End If
Next
End Sub

参照

Wirebond.EndX, Wirebond.EndPad, Wirebond.StartX, Wirebond.StartY 

unit [ オプシ ョ ン ] 返される y 座標値の単位
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Wirebond.Name
このデフ ォル ト プロパテ ィ はボン ド ワイ ヤ の名前を返し ます 。

制限事項 ： この情報は BGA ツールキ ッ ト にのみ適用されます 。

プロ ト タ イプ

Name As String

引数

な し

コ メ ン ト

これは Microsoft 規則によ り必要なプロパテ ィ です 。

サンプル

以下のサンプルコー ドはボン ド ワイ ヤ が接続されている各 SBP と CBP の名前を取得
し ます 。 このサンプル実行についての詳細はサンプルコー ドの実行をご覧 く だ さい 。  

Sub Main
For Each comp In ActiveDocument.Components
If comp.IsDiePart Then
For Each aWB in comp.Wirebonds
MsgBox aWB.Name
Next
End If
Next
End Sub



PADS Layout User’s Guide, PADS 9.01070

PADS Layout オー ト メ ーシ ョ ンサーバー
Wirebond.ObjectType

Wirebond.ObjectType
このプロパテ ィ はボン ド ワイ ヤ のオブジ ェ ク ト タ イプを返し ます 。

制限事項 ： この情報は BGA ツールキ ッ ト にのみ適用されます 。

プロ ト タ イプ

ObjectType As PPcbObjectType 

引数

な し

コ メ ン ト

このプロパテ ィ は PPcbObjectType Wirebond を返し ます 。

通常このプロパテ ィ は異種 Objects collection におけるデータベースオブジ ェ ク ト の特
定や 、 引数と し て渡されるデータベースオブジ ェ ク ト タ イプに依存する汎用ルーチン
の実装に使われます 。

Visual C++ QueryInterface に相当する フ ァ ン クシ ョ ンが Visual Basic にはないため 、 そ
の不足を補う ために PADS Layout オー ト メ ーシ ョ ンサーバー内の全データベースオブ
ジ ェ ク ト はこのプロパテ ィ を実装し ています 。

サンプル

このサンプル実行についての詳細は 、 サンプルコー ドの実行をご覧 く だ さい 。  

Sub DoSomethingToDieObject(dbObject As Object)
Select Case dbObject.ObjectType
Case ppcbObjectTypeCBP
' Do something specific to CBP objects
Case ppcbObjectTypeSBP
' Do something specific to SBP objects
Case ppcbObjectTypeWirebond
' Do something specific to Wirebond objects
Case Else
MsgBox "Not a Die object"
End Select
End Sub
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Wirebond.Parent
このプロパテ ィ はボン ド ワイ ヤ のペアレン ト オブジ ェ ク ト を返し ます 。

制限事項 ： この情報は BGA ツールキ ッ ト にのみ適用されます 。

プロ ト タ イプ

Parent As Document

引数

な し

コ メ ン ト

これは Microsoft 規則によ り必要なプロパテ ィ です 。
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Wirebond.StartOffsetX
このプロパテ ィ はス ター ト パッ ドの中心からの 、 ボン ド ワイ ヤ の開始地点の x オフ
セ ッ ト を返し ます 。

制限事項 ： この情報は BGA ツールキ ッ ト にのみ適用されます 。

プロ ト タ イプ

StartOffsetX([unit As PPcbUnit = ppcbUnitCurrent]) As Double

引数

コ メ ン ト

な し

サンプル

以下のサンプルコー ドは 、 開いている設計上にある各ダイの各ボン ド ワイ ヤ の開始
オフセ ッ ト を取得し ます 。 このサンプル実行についての詳細は 、 サンプルコー ドの実
行をご覧 く だ さい 。  

Sub Main
For Each comp In ActiveDocument.Components
If comp.IsDiePart Then
For Each aWB in comp.Wirebonds
MsgBox aWB.Name & ":(" & aWB.StartOffsetX & ", " & aWB.StartOffsetY & ")"
Next
End If
Next
End Sub

参照

Wirebond.StartOffsetY, Wirebond.StartPad, Wirebond.EndOffsetX, Wirebond.EndOffsetY 

unit [ オプシ ョ ン ] 返される x オフセ ッ ト 値の単位
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Wirebond.StartOffsetY
このプロパテ ィ はス ター ト パッ ドの中心からの 、 ボン ド ワイ ヤ の開始地点の y オフ
セ ッ ト を返し ます 。

制限事項 ： この情報は BGA ツールキ ッ ト にのみ適用されます 。

プロ ト タ イプ

StartOffsetY([unit As PPcbUnit = ppcbUnitCurrent]) As Double

引数

コ メ ン ト

な し

サンプル

以下のサンプルコー ドは 、 開いている設計上にある各ダイの各ボン ド ワイ ヤ の開始
オフセ ッ ト を取得し ます 。 このサンプル実行についての詳細は 、 サンプルコー ドの実
行をご覧 く だ さい 。  

Sub Main
For Each comp In ActiveDocument.Components
If comp.IsDiePart Then
For Each aWB in comp.Wirebonds
MsgBox aWB.Name & ":(" & aWB.StartOffsetX & ", " & aWB.StartOffsetY & ")"
Next
End If
Next
End Sub

参照

Wirebond.StartOffsetX, Wirebond.StartPad, Wirebond.EndOffsetX, Wirebond.EndOffsetY 

unit [ オプシ ョ ン ] 返される y オフセ ッ ト 値の単位
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Wirebond.StartPad
このプロパテ ィ はボン ド ワイ ヤ が接続されているス ター ト パッ ド を返し ます 。

制限事項 ： この情報は BGA ツールキ ッ ト にのみ適用されます 。

プロ ト タ イプ

StartPad As Object

引数

な し

コ メ ン ト

このプロパテ ィ は CBP または SBP オブジ ェ ク ト を返す場合があ り ます 。

サンプル

以下のサンプルコー ドは 、 開いている設計上にある各ダイの各ボン ド ワイ ヤ のエン
ドパッ ド名を取得し ます 。 このサンプル実行についての詳細は 、 サンプルコー ドの実
行をご覧 く だ さい 。  

Sub Main
For Each comp In ActiveDocument.Components
If comp.IsDiePart Then
For Each aWB in comp.Wirebonds
MsgBox aWB.StartPad.Name & " - " & aWB.EndPad.Name
Next
End If
Next
End Sub

参照

Wirebond.EndPad, Wirebond.EndOffsetX, Wirebond.EndOffsetY 
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Wirebond.StartX
このプロパテ ィ はボン ド ワイ ヤ の開始点の x 座標を返し ます 。

制限事項 ： この情報は BGA ツールキ ッ ト にのみ適用されます 。

プロ ト タ イプ

StartX([unit As PPcbUnit = ppcbUnitCurrent]) As Double

引数

コ メ ン ト

な し

サンプル

以下のサンプルコー ドは 、 開いている設計上にある各ダイの各ボン ド ワイ ヤ の開始
位置を取得し ます 。 このサンプル実行についての詳細は 、 サンプルコー ドの実行をご
覧 く だ さい 。  

Sub Main
For Each comp In ActiveDocument.Components
If comp.IsDiePart Then
For Each aWB in comp.Wirebonds
MsgBox aWB.Name & " Start:(" & aWB.StartX & ", " & aWB.StartY & ")"
Next
End If
Next
End Sub

参照

Wirebond.StartY, Wirebond.StartPad, Wirebond.EndX, Wirebond.EndY

unit [ オプシ ョ ン ] 返される x 座標値の単位
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Wirebond.StartY
このプロパテ ィ はボン ド ワイ ヤ の開始点の y 座標を返し ます 。

制限事項 ： この情報は BGA ツールキ ッ ト にのみ適用されます 。

プロ ト タ イプ

StartY([unit As PPcbUnit = ppcbUnitCurrent]) As Double

引数

コ メ ン ト

な し

サンプル

以下のサンプルコー ドは 、 開いている設計上にある各ダイの各ボン ド ワイ ヤ の開始
地点を取得し ます 。 このサンプル実行についての詳細は 、 サンプルコー ドの実行をご
覧 く だ さい 。  

Sub Main
For Each comp In ActiveDocument.Components
If comp.IsDiePart Then
For Each aWB in comp.Wirebonds
MsgBox aWB.Name & " Start:(" & aWB.StartX & ", " & aWB.StartY & ")"
Next
End If
Next
End Sub

参照

Wirebond.StartX, Wirebond.StartPad, Wirebond.EndX, Wirebond.EndY 

オプシ ョ ン引数

オプシ ョ ン引数とはプロパテ ィ やメ ソ ッ ド に対し て使用する省略可能な引数です 。 オ
プシ ョ ン引数を指定し ない場合 、 デフ ォル ト 値が使用されます 。 デフ ォル ト 値とは統
計的に最も よ く 使われる値 、 またはその引数と し て最も代表的な値です 。

た と えば 、 メ ソ ッ ド M([arg1], [arg2]) に arg1 と arg2 の両方をオプシ ョ ン と し て設定す
る と 、 以下の 4 通りの方法で メ ソ ッ ド M を呼び出すこ とができます 。  

M() arg1 および arg2 両方のデフ ォル ト 値が渡されます 。

M(<value1>) Arg1 <value1> と 、 arg2 のデフ ォル ト 値が渡されます 。

unit [ オプシ ョ ン ] 返される y 座標の単位
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M(, <value2>) Arg1 のデフ ォル ト 値と 、 arg2 <value2> が渡されます 。

M(<value1>, <value2>) arg1 <value1> と arg2 <value2> の両方が渡されます 。

バリ アン ト

バリ アン ト とは 、 ブール値 、 整数値 、 ロング値 、 ダブル値 、 文字列値 、 または配列と
いったあらゆるデータ を含むこ とができる 、 あるいは表すこ とができるデータ型を指
し ます 。

バリ アン ト データ型は 、 オー ト メ ーシ ョ ンにおいて 、 以下の異なる状況で使用されま
す 。

• プロパテ ィ やメ ソ ッ ドの引数が 、 異なる値や値のタ イプで表せるデータ である
場合 。 た と えば 、 オブジ ェ ク ト の集合内にある特定のオブジ ェ ク ト が 、 集合内
のイ ンデ ッ クス ( ロング値 ) または名前 ( 文字列値 ) で参照される場合 。

• プロパテ ィ やメ ソ ッ ドの引数や戻り値が 、 明示的に定義されていない複合型の
場合 。 た と えば 、 地点の配列はバリ アン ト と し て表されます 。

例外

オー ト メ ーシ ョ ン例外は 、 オー ト メ ーシ ョ ン ク ラ イアン ト にエラーを通知する 、 サー
バーからの特別な通知です 。 た と えば 、 Basic スク リ プ ト が存在し ない属性を削除し
よ う とする と 、 プログラムは例外を生成し ます 。 スク リ プ ト が例外を受けと る と 、 以
下の処理が行われます ：

• On Error Basic ステー ト メ ン ト を使用し て例外ハン ド ラが実装されている場合は
、 ク ラ イアン ト コー ドの実行フ ローが例外ハン ド ラに リルー ト されます 。

• 例外ハン ド ラが実装されていない場合 、 ク ラ イアン ト のデフ ォル ト ハン ド ラが
呼び出されます 。 すべての Basic イ ン タ プ リ タにおいて 、 デフ ォル ト のハン ド
ラが 、 例外が発生し たラ イ ンでのブレークポイ ン ト と な り ます 。

メ ソ ッ ド
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Application.CreateLibrary
このメ ソ ッ ドは特定のラ イブ ラ リ または使用可能なラ イブ ラ リの集合を返し ます 。

プロ ト タ イプ

Libraries as Collection

Libraries(Name as String) as Library

引数

コ メ ン ト

な し

サンプル

以下のサンプルコー ドは使用可能なラ イブ ラ リ数を表示し ます 。 このサンプル実行に
ついての詳細は 、 サンプルコー ドの実行をご覧 く だ さい 。  

Sub Main
MsgBox "Number of libraries: " & Libraries.Count
End Sub

name 取得する ラ イブ ラ リ名 。
ワイルド カー ドは使用できません 。
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Application.ExportLibraryItems
このメ ソ ッ ドはラ イブ ラ リ項目から PADS 形式の ASCII フ ァ イルを生成し ます 。

プロ ト タ イプ

ExportLibraryItems(Filename as String, Items as Collection)

引数

戻り値

な し

コ メ ン ト

最大 4 フ ァ イルまで作成できます 。

サンプル

以下のサンプルコー ドは 、 R で始まる ラ イブ ラ リ項目を 、 ある ラ イブ ラ リから指定し
たフ ァ イルへ出力し ます 。 このサンプル実行についての詳細は 、 サンプルコー ドの実
行をご覧 く だ さい 。  

Sub Main
Set coll = GetLibraryItems(, "R*")
ExportLibraryItems("C:\sample", coll)
End Sub

filename ラ イブ ラ リ項目の出力先フ ァ イル名 。
フ ァ イル名拡張子は指定し ないで く だ さい

items 出力する項目の集合 ( オプシ ョ ン ) 。 この引数を省略し た場合 、
集合内のすべての項目が出力されます 。
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Application.GetConfigParamInt
このメ ソ ッ ドはレジス ト リの特定の変数と セクシ ョ ンから整数値を取得し ます 。

プロ ト タ イプ

GetConfigParamInt(

sectionName as String,

paramName as String,

defaultValue as Integer) as Integer

引数

戻り値

変数値またはデフ ォル ト 値

サンプル

MsgBox Application.GetConfigParamString(
"directories", " FileDir", " C:\PADS Projects\")

MsgBox Application.GetConfigParamInt(
"general", " Display_Start_up_File_Dialog", 0)

sectionName 変数名が格納されているセクシ ョ ンの名前

paramName 関連する整数値が取り出される変数の名前

defaultValue 変数名が見つからない場合 、 デフ ォル ト 値が返されます 。
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Application.GetConfigParamString
このメ ソ ッ ドはレジス ト リの特定の変数と セクシ ョ ンから文字列を取得し ます 。

プロ ト タ イプ

GetConfigParamInt(

sectionName as String,

paramName as String,

defaultValue as Integer) as Integer

引数

戻り値

変数値またはデフ ォル ト 値

サンプル

MsgBox Application.GetConfigParamString(
"directories", " FileDir", " C:\PADS Projects\")

MsgBox Application.GetConfigParamInt(
"general", " Display_Start_up_File_Dialog", 0)

sectionName 変数名が格納されているセクシ ョ ンの名前

paramName 関連する文字列が取り出される変数の名前

defaultValue 変数名が見つからない場合 、 デフ ォル ト 値が返されます 。
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Application.GetLibraryItems
このメ ソ ッ ドはすべての使用可能なラ イブ ラ リ内のラ イブ ラ リ項目の集合 、 指定され
た タ イプの全項目の集合 、 または特定の項目を返し ます 。

プロ ト タ イプ

GetLibraryItems (Type as PPcbLibraryItemType, Name as String) as LibraryItem

引数

コ メ ン ト

な し

サンプル

以下のサンプルコー ドは使用可能なラ イブ ラ リ項目の数を表示し ます 。 このサンプル
実行についての詳細は 、 サンプルコー ドの実行をご覧 く だ さい 。  

Sub Main
MsgBox "Number of library items: " & GetLibraryItems().Count
End Sub

type 取得する項目のタ イプ ( オプシ ョ ン ) 。
デフ ォル ト 値は ppcbLibraryItemTypeAll です 。

name 取得する項目の名称 ( オプシ ョ ン ) 。
ワイルド カー ド 、 値域 、 リ ス ト を含むこ とができます 。
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Application.LockServer
このメ ソ ッ ドはオー ト メ ーシ ョ ンサーバーをロ ッ ク し ます 。

プロ ト タ イプ

LockServer()

引数

な し

戻り値

な し

コ メ ン ト

ク ラ イアン ト がサーバーに対し頻繁に OLE 呼び出し を行う場合は 、 このフ ァ ン クシ
ョ ンを使用する と OLE 呼び出し処理を高速化できます 。

警告 ： ロ ッ ク し たサーバーは必ず解除し て く だ さい 。 サーバーを数分間以上ロ ッ クす
る こ とは避けて く だ さい 。

サーバーロ ッ ク機構は 、 OLE サーバー メ ソ ッ ドやプロパテ ィ 呼び出しの処理を 2 倍
から 8 倍まで高速化し ます 。 サーバーロ ッ ク機構は 、 メ モ リのク リーンア ッ プや表示
の更新といった内部処理タ スク も停止させるので危険を伴います 。 こ う いったサーバ
ーの内部処理タ スクは一定の間隔で実行される必要があ り ますが 、 OLE 受信コール
を高速処理するため 、 停止されて し まいます 。

サーバーを数分以上ロ ッ ク し ないで く だ さい 。

サンプル

以下のサンプルコー ドは 、 このメ ソ ッ ドの使用方法を示し ます 。 このサンプル実行に
ついての詳細は 、 サンプルコー ドの実行をご覧 く だ さい 。  

Sub Main
LockServer
' Do something lengthy, which makes many calls to the PADS Layout 
Automation server
UnlockServer
End Sub

参照

Application.UnlockServer
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Application.Measure
このメ ソ ッ ドは測定値オブジ ェ ク ト を作成し て返し ます 。

プロ ト タ イプ

Measure(Value As Variant, [DefaultUnit As String = ""]) As Measure

引数

コ メ ン ト

このプロパテ ィ は "100pF" といった文字列値の解析を行い 、 実際の値 、 単位名 、 分量
名といった追加情報を抽出できる特別オブジ ェ ク ト を作成し ます 。

Value パラ メ ータに単位情報が含まれる場合は 、 DefaultUnit パラ メ ータは無視されま
す 。

Value パラ メ ータに単位情報が含まれず 、 DefaultUnit が空の場合 、 Measure of 
Size/Dimension が新規作成され 、 Value パラ メ ータはデフ ォル ト で現在の PADS 
Layout 設計単位 ( ミ ル ) の数と解釈されます 。  

パーサーが Value パラ メ ータの値を認識できない場合 、 Measure.Value プロパテ ィ が
0.0 に等しいダ ミ ーの Measure オブジ ェ ク ト と 、 Value パラ メ ータに等しい
Measure.Text プロパテ ィ を作成し ます 。

Measure("100", "pF") と Measure("100pF") の違いに注意し て く だ さい 。 共に同じ物理測
定の 100pF を表し ますが 、 前者は単位無しのテキス ト を保存し ます 。

サンプル

次にサンプルは測定を追加し ます 。 このサンプル実行についての詳細は 、 サンプルコ
ー ドの実行をご覧 く だ さい 。  

Sub Main 
Set M1 = Measure("500pF") 
MsgBox M1.Text 'displays 500pF 
End Sub

参照

Attribute.Measure

value オプシ ョ ンの接頭辞や物理単位を含む 、 測定値を表す文字
列や値 。

defaultunit デフ ォル ト の接頭辞 / 物理単位を含むオプシ ョ ン文字列
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Application.OpenDocument Method
このメ ソ ッ ドは設計フ ァ イルを開きます 。

プロ ト タ イプ

OpenDocument(filename As String) As Document 

引数

戻り値

このフ ァ ン クシ ョ ンが成功する と 、 戻り値は新たに開かれた Document と な り ます 。

フ ァ ン クシ ョ ンが失敗する と 、 戻り値は現在のド キュ メ ン ト と な り ます 。

コ メ ン ト

filename にフ ァ イルへのフルパスが含まれていない場合 、 プログラムは
Application.DefaultFilePath プロパテ ィ で指定されたパスから フ ァ イルを探し ます 。

filename が空文字列の場合 、 空の設計フ ァ イルが新規に作成されます 。  

filename で指定されたフ ァ イルが見つからないか開かない場合 、 戻り値は現在のド キ
ュ メ ン ト と な り ます 。

このメ ソ ッ ドは 、 現在開かれている フ ァ イルが保存されたかど うかを確認し ません 。
Document.Saved プロパテ ィ を使用し て開いている設計を保存する必要があるかど うか
を判断するのは 、 ク ラ イアン ト 側の責任と な り ます 。

プロセス中にセキュ リ テ ィ 障害が発生し た場合 、 このメ ソ ッ ドは例外を生成し ます 。

サンプル

以下のサンプルコー ドは 、 Application.DefaultFilePath プロパテ ィ で指定し たフ ォルダ
に存在する と仮定する 、 PWRDEMOA.PCB を開きます 。 次にサンプルコー ドは新し
く 開かれたフ ァ イル名を表示し ます 。 このサンプル実行についての詳細は 、 サンプル
コー ドの実行をご覧 く だ さい 。  

Sub Main
OpenDocument(DefaultFilePath & "\PWRDEMOA.PCB")
MsgBox ActiveDocument.FullName & " has just been opened."
End Sub

参照

Application.ActiveDocument, Application.DefaultFilePath, Document.Name, 
Document.Saved, Application.OpenDocument Event

filename 開 く フ ァ イル名
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Application.OpenDocumentNoLock Method
このメ ソ ッ ドはフ ァ イルをロ ッ クせずに設計を開きます 。

プロ ト タ イプ

OpenDocumentNoLock(filename As String) As Document 

引数

戻り値

このフ ァ ン クシ ョ ンが成功する と 、 戻り値は新たに開かれた Document と な り ます 。

フ ァ ン クシ ョ ンが失敗する と 、 戻り値は現在のド キュ メ ン ト と な り ます 。

filename 開 く フ ァ イルの名前
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Application.OpenTempDocument Method
このメ ソ ッ ドは OpenDocumentNoLock と同じ よ う に動作し ますが 、 MRU( 最近使った
フ ァ イル ) リ ス ト にフ ァ イル名を追加し ません 。 このメ ソ ッ ドは主にマク ロテス ト 用
です 。

プロ ト タ イプ

OpenTempDocument(filename As String) As Document 

引数

戻り値

このフ ァ ン クシ ョ ンが成功する と 、 戻り値は新たに開かれた Document と な り ます 。

フ ァ ン クシ ョ ンが失敗する と 、 戻り値は現在のド キュ メ ン ト と な り ます 。

filename 開 く フ ァ イルの名前
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Application.Quit Method
警告 ： このメ ソ ッ ドは使用し ないで く だ さい 。

このメ ソ ッ ドはプログラムを終了させます 。

プロ ト タ イプ

Quit()

引数

な し

戻り値

な し

コ メ ン ト

Microsoft はすべてのオー ト メ ーシ ョ ン Application オブジ ェ ク ト にこのメ ソ ッ ド を実
装する こ と を義務付けていますが 、 このメ ソ ッ ド を呼び出すと一部の重要なク ラ イア
ン ト / サーバー規則に違反し ます ：

• サーバーはすべてのク ラ イアン ト が切断されないと終了できません 。 定義上 、
サーバーから切断後はク ラ イアン ト が Quit メ ソ ッ ド ( および他のサーバー メ ソ
ッ ド ) を呼び出せないため 、 ク ラ イアン ト からサーバーを停止する こ とはでき
ません 。

• ク ラ イアン ト は他のク ラ イアン ト がサーバーに接続し ているかを判断できませ
ん 。 そのため 、 ク ラ イアン ト はサーバーを停止させるべきではあ り ません 。

• サーバーは独自の終了管理プロセスを持っています 。 最後のク ラ イアン ト がサ
ーバーから切断し た時 、 グラ フ ィ カルユーザーイ ン タ フ ェース (GUI) がアク テ
ィ ブではない ( 表示されてない ) 状態にある場合のみ 、 サーバーは自動的に終
了し ます 。 そ う でない場合は 、 サーバーは稼動を続けます 。

強制的に終了するには 、 オー ト メ ーシ ョ ン ク ラ イアン ト は Application.Visible プロパ
テ ィ を使用し てプログラムを非表示にし てから 、 切断を行う必要があ り ます 。  その時
点で PADS Layout に接続されている ク ラ イアン ト がない場合 、 プログラムは自動的に
終了し ます 。 オー ト メ ーシ ョ ン ク ラ イアン ト が Sax Basic Engine 上で実行されている
Visual Basic スク リ プ ト の場合は 、 オー ト メ ーシ ョ ンサーバーを正し く 終了させる こ
とができません 。

参照

Application.Quit Event
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Application.RunMacro
このメ ソ ッ ドはマク ロを実行し ます 。

プロ ト タ イプ

RunMacro(filename As String, macroname As String)

引数

戻り値

な し

コ メ ン ト

filename にフ ァ イルへのフルパスが含まれていない場合 、 プログラムは
Application.DefaultFilePath プロパテ ィ で指定されたパスから フ ァ イルを探し ます 。  

filename が空または空文字列の場合 、 現在のデフ ォル ト マク ロ フ ァ イルが使用されま
す 。

macroname が空または有効なマク ロ名ではない場合 、 処理は行われません 。

プロセス中にセキュ リ テ ィ 障害が発生し た場合 、 このメ ソ ッ ドは例外を生成し ます 。

サンプル

以下のサンプルコー ドは 、 Application.DefaultFilePath プロパテ ィ で指定されたフ ォル
ダにマク ロ フ ァ イル MACROS.MCR がある と仮定し 、 そこに記録されたマク ロ
MACRO1 を実行し ます 。 このサンプル実行についての詳細は 、 サンプルコー ドの実
行をご覧 く だ さい 。  

Sub Main
RunMacro(DefaultFilePath & "\MACROS.MCR", "MACRO1")
End Sub

filename 使用するマク ロ フ ァ イル名

macroname 実行するマク ロ名
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Application.UnlockServer
このメ ソ ッ ドはオー ト メ ーシ ョ ンサーバーのロ ッ ク を解除し ます 。

プロ ト タ イプ

UnlockServer()

引数

な し

戻り値

な し

サンプル

以下のサンプルコー ドはこのメ ソ ッ ドの使用方法を示し ます 。 このサンプル実行につ
いての詳細は 、 サンプルコー ドの実行をご覧 く だ さい 。  

Sub Main
LockServer
' Do something lengthy, which makes many calls to the PADS Layout 
Automation server
UnlockServer
End Sub

参照

Application.LockServer
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AssemblyOptions.Add
このメ ソ ッ ドは新たなアセンブ リバリ アン ト を加えます 。

プロ ト タ イプ

Add(name As String) As Document

引数

戻り値

Document オブジ ェ ク ト と し てパッ ケージ される新規アセンブ リバリ アン ト

コ メ ン ト

name 引数が既存のアセンブ リバリ アン ト である場合や有効なアセンブ リバリ アン ト
名ではない場合 、 このプロパテ ィ は例外を生成し ます 。

参照

AssemblyOptions.Delete

name 追加する新規アセンブ リバリ アン ト 名
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AssemblyOptions.Delete
このメ ソ ッ ドはアセンブ リバリ アン ト を削除し ます 。

プロ ト タ イプ

Delete(index As Long)

Delete(name As String)

引数

戻り値

な し

コ メ ン ト

このプロパテ ィ は以下の場合に例外を生成し ます ：

• name 引数が既存のアセンブ リバリ アン ト ではない場合

• name 引数が削除を行う有効なアセンブ リバリ アン ト ではない場合

• index 引数が既存のアセンブ リバリ アン ト 数よ り大きい場合

サンプル

以下のサンプルコー ドは 、 開いている設計からすべてのアセンブ リバリ アン ト を削除
し ます 。 このサンプル実行についての詳細はサンプルコー ドの実行をご覧 く だ さい 。  

Sub Main
Set assopts = ActiveDocument.AssemblyOptions
For index=assopts.Count To 1 Step -1
assopts.Delete(index)
Next index
End Sub

参照

AssemblyOptions.Add

index 削除するアセンブ リバリ アン ト ( の集合内 ) のイ ンデ ッ クス

name 削除するアセンブ リ オブジ ェ ト 名
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AssemblyOptions.Merge
このメ ソ ッ ドは 2 つのオブジ ェ ク ト 集合を統合し ます 。

プロ ト タ イプ

Merge(objects As Objects)

引数

戻り値

な し

コ メ ン ト

このメ ソ ッ ドは objects collection オブジ ェ ク ト 内のすべてのオブジ ェ ク ト を現在のオ
ブジ ェ ク ト 集合に追加し ます 。

objects 現在のオブジ ェ ク ト の集合と統合させるオブジ ェ ク ト の集合
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AssemblyOptions.Remove
このメ ソ ッ ドは集合からオブジ ェ ク ト を取り除きます 。

プロ ト タ イプ

Remove(index As Long)

Remove(name As String)

引数

戻り値

な し

コ メ ン ト

index 引数が有効ではない場合 、 このプロパテ ィ は例外を生成し ます 。

参照

AssemblyOptions.Add

index 削除するオブジ ェ ク ト のイ ンデ ッ クス

name 削除するオブジ ェ ト の名称
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AssemblyOptions.Reset
このメ ソ ッ ドはオブジ ェ ク ト の集合を リ セ ッ ト し ます 。

プロ ト タ イプ

Reset()

引数

な し

戻り値

な し

コ メ ン ト

な し

参照

AssemblyOptions.Remove
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AssemblyOptions.Select
このメ ソ ッ ドは 、 集合内の全オブジ ェ ク ト を選択 / 選択解除し ます 。

プロ ト タ イプ

Select([bSelect As Boolean = True])

引数

戻り値

な し

コ メ ン ト

な し

bSelect [ オプシ ョ ン ] 選択する場合は True 、 選択解除する場合は
False を指定し ます 。
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AssemblyOptions.Sort
このメ ソ ッ ドは集合内のオブジ ェ ク ト を名前順に並べ替えます 。

プロ ト タ イプ

Sort()

引数

な し

戻り値

な し

コ メ ン ト

な し
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Attributes.Add
このメ ソ ッ ドは新規属性を追加し ます 。

プロ ト タ イプ

Add(name As String, [value As バリ アン ト ]) As Attribute

引数

戻り値

Attribute オブジ ェ ク ト と し てパッ ケージ される新規属性 。

コ メ ン ト

このプロパテ ィ は 、 name 引数が既存の属性である場合や有効な属性名ではない場合
に例外を生成し ます 。

参照

Attributes.Delete, Attribute.Measure, Application.Measure

name 新規属性の名前

value 新規属性のオプシ ョ ン値 。 Boolean 、 Byte 、 Single 、 Integer 、
PortInt 、 Long 、 Double 、 String 、 Measure オブジ ェ ク ト の型と
な り ます 。
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Attributes.Delete
このメ ソ ッ ドは属性を削除し ます 。

プロ ト タ イプ

Delete(index As Long)

Delete(name As String)

引数

戻り値

な し

コ メ ン ト

以下の場合 、 このプロパテ ィ は例外を生成し ます 。

• name 引数が既存の属性ではない場合 

• name 引数が削除できる有効な属性ではない場合

• index 引数が既存の属性数よ り大きい場合

サンプル

以下のサンプルコー ドは開いている設計内のすべての実装部品の Cost 属性を削除し
ます 。 このサンプル実行についての詳細は 、 サンプルコー ドの実行をご覧 く だ さい 。  

Sub Main
For Each nextComp In ActiveDocument.Components
' Avoid exceptions generated when that attribute does not exist

If Not nextComp.Attributes("Cost") Is Nothing
 nextComp.Attributes.Delete("Cost")

End If
Next nextComp
End Sub

参照

Attributes.Add

index 削除する属性の ( 集合内の ) イ ンデ ッ クス

name 削除する属性の名前
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Attributes.Merge
このメ ソ ッ ドは 2 つのオブジ ェ ク ト 集合を統合し ます 。

プロ ト タ イプ

Merge(objects As Objects)

引数

戻り値

な し

コ メ ン ト

このメ ソ ッ ドは 、 オブジ ェ ク ト 集合内の全オブジ ェ ク ト を現在のオブジ ェ ク ト 集合に
追加し ます 。

objects 現在のオブジ ェ ク ト 集合と統合させるオブジ ェ ク ト の集合
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Attributes.Remove
このメ ソ ッ ドは集合からオブジ ェ ク ト を削除し ます 。

プロ ト タ イプ

Remove(index As Long)

Remove(name As String)

引数

戻り値

な し

コ メ ン ト

index 引数が有効ではない場合 、 このプロパテ ィ は例外を生成し ます 。

参照

Attributes.Add

index 削除するオブジ ェ ク ト のイ ンデッ クス

name 削除するオブジ ェ ト の名称
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Attributes.Reset
このメ ソ ッ ドはオブジ ェ ク ト 集合を リ セ ッ ト し ます 。

プロ ト タ イプ

Reset()

引数

な し

戻り値

な し

コ メ ン ト

な し

参照

Attributes.Remove
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Attribute.Measure
このプロパテ ィ は測定値オブジ ェ ク ト を返し ます 。

プロ ト タ イプ

Measure As Measure 

引数

な し

コ メ ン ト

このプロパテ ィ は "100pF" 等の属性の文字列値の解析を行い 、 実数 、 単位名 、 分量名
といった追加情報を抽出できる特別オブジ ェ ク ト を作成し ます 。

内部パーサーが属性内の測定値オブジ ェ ク ト を認識できない場合 、 Measure.Value プ
ロパテ ィ が 0.0 に等しいダ ミ ーの Measure オブジ ェ ク ト と 、 Attribute.Value プロパテ
ィ に等しい Measure.Text プロパテ ィ を作成し ます

サンプル

以下のサンプルは開いている回路図に存在する と仮定する 、 部品 C1 のコ ンデンサの
Value 属性 ( キャパシ タ ンス ) の分量名を表示し ます 。 このサンプル実行についての
詳細は 、 サンプルコー ドの実行をご覧 く だ さい 。  

Sub Main
Set C1 = ActiveDocument.Components("C1")
MsgBox C1.Attributes("Value").Measure.Quantity 'shows "Capacitance"
End Sub

参照

Application.Measure
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Attributes.Select
このメ ソ ッ ドは 、 集合内の全オブジ ェ ク ト 集の選択 / 選択解除を行います 。

プロ ト タ イプ

Select([bSelect As Boolean = True])

引数

戻り値

な し

コ メ ン ト

な し

bSelect [ オプシ ョ ン ] 選択する場合は True 、 選択解除する場合は
False を指定し ます 。
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Attributes.Sort
このメ ソ ッ ドは集合内のオブジ ェ ク ト をオブジ ェ ク ト 名で並べ替えます 。

プロ ト タ イプ

Sort()

引数

な し

戻り値

な し

コ メ ン ト

な し
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Component.AddLabel
このメ ソ ッ ドは実装部品に新規ラベルを追加し ます 。

プロ ト タ イプ

AddLabel (Type as PPcbLabelType, Attribute as Object, Layer as Long, PositionX as Double, 
PositionY as Double, Height as Double, LineWidth as Double, Units as PPcbUnit, Orientation 
as Double, Mirror as Boolean) as Label

引数

戻り値

新規追加された Label オブジ ェ ク ト を返し ます 。

コ メ ン ト

な し

type 新規ラベルのタ イプ ( オプシ ョ ン ) 。
デフ ォル ト 値は ppcbLabelTypeRefDesignator です 。

attribute ラベルがリ ン ク される属性オブジ ェ ク ト ( オプシ ョ ン )
layer 新規ラベルを配置する層の番号 ( オプシ ョ ン ) 。

デフ ォル ト は実装部品層です 。

positionX 新規オブジ ェ ク ト の実装部品の原点に相対的な x 座標
( オプシ ョ ン ) 。 デフ ォル ト 設定は 0 です 。

positionY 新規オブジ ェ ク ト の実装部品の原点に相対的な y 座標
( オプシ ョ ン ) 。 デフ ォル ト 設定は 0 です 。

height ラベルの高さ ( オプシ ョ ン ) 。 省略し た場合 、
Setup/Preferences/Drafting tab/Reference Designators
フ レームで指定された値が使用されます 。 高さ編集ボ ッ クス
が使用されます 。

linewidth ラベルの線幅 。 省略し た場合 、 Setup/Preferences/Drafting 
tab/Reference Designators フ レームで指定された値が使用され
ます 。 高さ編集ボ ッ クスが使用されます 。

units [ オプシ ョ ン ] 返される X 位置 、 Y 位置 、 高さ 、 線幅の単位
。 デフ ォル ト は ppcbUnitCurrent です 。

orientation ラベルの方向 ( オプシ ョ ン ) 。 デフ ォル ト 設定は 0 です 。

mirror ラベルを反転する場合 、 True に設定し ます ( オプシ ョ ン ) 。
デフ ォル ト 設定は False です 。
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サンプル

以下のサンプルコー ドは 、 実装部品の基準点に相対的な位置 (200 ミ ル 、 200 ミ ル ) で
、 UI 実装部品に参照名を追加し ます 。  このサンプル実行についての詳細は 、 サンプ
ルコー ドの実行をご覧 く だ さい 。  

Sub Main
Dim c as Component
Set c = Document.Components("U1")
c.AddLabel(ppcbLabelTypeRefDesignator, , , 200, 200, , , ppcbUnitMils)
End Sub
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Component.Move
このメ ソ ッ ドは実装部品を新しい位置に移動し ます 。

プロ ト タ イプ

Move(x As Double, y As Double, [unit As PPcbUnit])

引数

戻り値

な し

コ メ ン ト

このメ ソ ッ ドが正し く 実行されるかど うかは 、 以下の項目に依存し ます 。 実装部品を
強制的に移動するには 、 まず以下を無効にする必要があ り ます ：

• Component.Glued プロパテ ィ で設定される Glued ステータ ス 。

• Document.Preference プロパテ ィ で設定される DRC モー ド 。

• Document.Preference プロパテ ィ で設定される Nudge モー ド 。

• Document.Preference プロパテ ィ で設定される ModifyUnionMember モー ド 。

また 、 実装部品が物理的再 利 用の実装部品に属し ている場合や保護配線に接続され
ている場合は移動できません 。

上記の制限のいずれかに違反し ている場合や 、 プロセス中にセキュ リ テ ィ 障害が発生
し た場合 、 このプロパテ ィ は例外を生成し ます 。

サンプル 1
以下のサンプルコー ドは 、 固定解除を行い 、 すべての自動 DRC や押し退け検査オプ
シ ョ ンを無効にし た後に 、 すべての実装部品を開いている設計の基準原点に移動し ま
す 。 このサンプル実行についての詳細は 、 サンプルコー ドの実行をご覧 く だ さい 。  

Sub Main
ActiveDocument.Preference("DRC") = ppcbDRCOff
ActiveDocument.Preference("Nudge") = ppcbNudgeOff
For Each nextComp In ActiveDocument.Components
nextComp.Glued = False
nextComp.Move(0,0)
Next nextComp

x 実装部品の新規位置の x 座標

y 実装部品の新規位置の y 座標

unit [ オプシ ョ ン ] x および y 座標が表される単位 。 このオプシ ョ
ン引数のデフ ォル ト 設定は ppcbUnitCurrent です 。
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End Sub

サンプル 2
以下のサンプルコー ドは 、 開いている設計上で 、 全実装部品を設計の基準原点を中心
と し た 5000 ミ ルの半径の円内に配置し ます 。 このサンプル実行についての詳細は 、
サンプルコー ドの実行をご覧 く だ さい 。  

Sub Main
ActiveDocument.Preference("DRC") = ppcbDRCOff
ActiveDocument.Preference("Nudge") = ppcbNudgeOff
angleInc = 2*3.14159/ActiveDocument.Components.Count
counter = 0
For Each nextComp In ActiveDocument.Components
nextComp.Glued = False
nextComp.Move(5000.0*Cos(counter*angleInc), 5000.0*Sin(counter*angleInc), 
ppcbUnitMils)
counter = counter+1
Next nextComp
End Sub

参照

Document.Preference, Component.PositionX, Component.PositionY, 
Document.PositionsChange 
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Component.MoveCenter
このメ ソ ッ ドは 、 指定の地点が実装部品の中心と なるよ う に実装部品を移動し ます 。

プロ ト タ イプ

MoveCenter (x as Double, y as Double, unit as PPcbUnit, Origin as PPcbOriginType)

引数

戻り値

な し

コ メ ン ト

このメ ソ ッ ドは 、 CenterX および CenterY プロパテ ィ に値を指定するのではな く 、 実
装部品を x および y 座標で同時に動かし ます 。

サンプル

以下のサンプルコー ドは 、 実装部品 U1 を (3200 ミ ル 、 1500 ミ ル ) の座標地点に動か
し ます 。 このサンプル実行についての詳細は 、 サンプルコー ドの実行をご覧 く だ さい 

Sub Main
Dim c as Component
Set c = Document.Components("U1")
c.MoveCenter(3200, 1500, pcbUnitMils)
End Sub

x 新しい中心位置の x 座標

y 新しい中心位置の y 座標

unit [ オプシ ョ ン ] x および y 座標が表される単位 。 このオプシ ョ
ン引数のデフ ォル ト 設定は ppcbUnitCurrent です 。

origin [ オプシ ョ ン ] 結果が計算される基準と なる参照点 。
デフ ォル ト 値は ppcbOriginTypeDesign です 。
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Document.Activate
このメ ソ ッ ドはド キュ メ ン ト に関連し たウ ィ ン ド ウをアクテ ィ ブにし ます 。

プロ ト タ イプ

Activate()

引数

な し

戻り値

な し

コ メ ン ト

これは Microsoft 規則による要求事項です 。 ただ し 、 PADS Layout は SDI (Singel 
Document Interface) サーバーアプ リ ケーシ ョ ンであるため 、 この機能は無効です 。
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Document.AddText
このメ ソ ッ ドはド キュ メ ン ト に新しいテキス ト を加えます 。

プロ ト タ イプ

AddText (Text as String, Layer as Long, PositionX as Double, PositionY as Double, Height as 
Double, LineWidth as Double, Units as PPcbUnit, Orientation as Double, Mirror as Boolean) as 
Text

引数

戻り値

新規追加テキス ト オブジ ェ ク ト を返し ます 。

コ メ ン ト

な し

サンプル

このサンプルは設計に文字列 "Hello!" を追加し ます 。 このサンプル実行についての詳
細はサンプルコー ドの実行をご覧 く だ さい 。  

Sub Main
ActiveDocument.AddText("Hello !", 1, 200, 200, , , pcbUnitMils)
End Sub

text 新規テキス ト オブジ ェ ク ト の内容 ( 必須 )
layer 新規テキス ト を配置する層の番号 ( オプシ ョ ン ) 。

デフ ォル ト 設定は 1 です 。

positionX 新規オブジ ェ ク ト の x 座標 ( オプシ ョ ン ) 。
デフ ォル ト 設定は 0 です 。

positionY 新規オブジ ェ ク ト の y 座標 ( オプシ ョ ン ) 。
デフ ォル ト 設定は 0 です 。

height テキス ト の高さ ( オプシ ョ ン ) 。 省略し た場合 、
Setup/Preferences/Drafting tab/Text frame/Height オプシ ョ ン設定され
た値が使用されます 。

linewidth テキス ト の線幅 。 省略し た場合 、 Setup/Prefrences/Drafting tab/Text 
frame/Width オプシ ョ ンで設定し た値が使用されます 。

units [ オプシ ョ ン ] 返される測定値の単位 。 このオプシ ョ ン引数のデフ
ォル ト 設定は ppcbUnitCurrent です 。

orientation テキス ト の方向 ( オプシ ョ ン ) 。 デフ ォル ト 設定は 0 です 。

mirror テキス ト を反転する場合は True に設定し ます ( オプシ ョ ン ) 。
デフ ォル ト 設定は False です 。
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Document.CheckASCII
このメ ソ ッ ドは 、 指定された PADS Layout 形式のネ ッ ト リ ス ト を現在の PADS Layout
形式ネ ッ ト リ ス ト と比較し ます 。

プロ ト タ イプ

CheckASCII(name As String, [ignorenet As String]) As Long

引数

戻り値

このフ ァ ン クシ ョ ンが成功し た場合 、 戻り値は 0 以外と な り ます 。
失敗し た場合は戻り値は 0 と な り ます 。

コ メ ン ト

指定し たフ ァ イル名が存在し ない場合やフ ォーマ ッ ト が正し く ない場合 、 このフ ァ ン
クシ ョ ンは失敗し ます 。

プロセス中に PADS Layout セキュ リ テ ィ 障害が発生し た場合 、 このメ ソ ッ ドは例外を
生成し ます 。

サンプル

以下のサンプルコー ドは指定されたネ ッ ト リ ス ト (padsnet.asc) を開いている設計の現
在のネ ッ ト リ ス ト と比較し ます 。 このサンプル実行についての詳細は 、 サンプルコー
ドの実行をご覧 く だ さい 。  

Sub Main
ActiveDocument.CheckASCII(DefaultFilePath & "\padsnet.asc") 
End Sub

name: 比較を行う既存のネ ッ ト リ ス ト フ ァ イルの名前 。

ignorenet: [ オプシ ョ ン ] 指定し たネ ッ ト を無視し ます 。
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Document.ExportASCII
このメ ソ ッ ドは現在の設計から PADS Layout フ ォーマ ッ ト の ASCII フ ァ イルを生成し
ます 。

プロ ト タ イプ

ExportASCII (name As String, [sections PPcbASCIISections = ppcbASCIISectionAll], [ver As 
PPcbASCIIVersion], [expandAttrs As PPcbAttrFlags = ppcbAttrNone] ) As Long

引数

戻り値

このフ ァ ン クシ ョ ンが成功し た場合 、 戻り値は 0 以外と な り ます 。
失敗し た場合 、 戻り値は 0 と な り ます 。

コ メ ン ト

このメ ソ ッ ドは Document.ExportNetList の上級バージ ョ ンであ り 、 sections 引数が増
えています 。

指定し たフ ァ イル名が存在し ない場合 、 このフ ァ ン クシ ョ ンは新規フ ァ イルを作成し
ます 。 フ ァ イル名が存在する場合 、 このメ ソ ッ ドは既存のフ ァ イルを上書き し ます 。

ver 引数が有効な PADS Layout ASCII バージ ョ ン番号ではない場合 、 このプロパテ ィ
は例外を生成し ます 。

サンプル

以下のサンプルコー ドは部品および結線のセクシ ョ ンのみを含む 、 指定された
padnet.asc とい う名称の ASCII フ ァ イルを作成し ます 。 このサンプル実行についての
詳細は 、 サンプルコー ドの実行をご覧 く だ さい 。  

Sub Main
ActiveDocument.ExportASCII(DefaultFilePath & "\padsnet.asc", 
ppcbASCIISectionParts Or ppcbASCIISectionConnections) 
End Sub

参照

Document.ImportNetList, Document.ExportNetList

name ネ ッ ト リ ス ト を出力する フ ァ イルの名前

sections [ オプシ ョ ン ] 出力を行う ASCII フ ァ イルのセクシ ョ ン
( デフ ォル ト 設定は 「 すべて 」 ) 。

ver [ オプシ ョ ン ] 出力を行うバージ ョ ン ( 後方互換性のため )
expandAttrs [ オプシ ョ ン ] 属性の展開オプシ ョ ン

( デフ ォル ト 設定は 「 な し 」 ) 。
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Document.ExportECOFile
このメ ソ ッ ドは指定されたフ ァ イル名の .eco フ ァ イルを作成し ます 。

プロ ト タ イプ

ExportECOFile(name As String) As Long

引数

戻り値

このフ ァ ン クシ ョ ンが成功する と 、 戻り値は 0 以外と な り ます 。
失敗する と戻り値は 0 と な り ます 。

コ メ ン ト

.eco フ ァ イルが存在し ない場合 、 このフ ァ ン クシ ョ ンは失敗し ます 。 ECO フ ァ イル
を作成するには 、 フ ァ ン クシ ョ ンは .eco モー ド を終了し 、 undo バッ フ ァ を ク リ アす
る必要があ り ます 。

サンプル

以下のサンプルコー ドは指定された名称 pcb2eco.eco の ECO フ ァ イルを作成し ます 。
このサンプル実行についての詳細は 、 サンプルコー ドの実行をご覧 く だ さい 。  

Sub Main
ActiveDocument.ExportECOFile(DefaultFilePath & "\pcb2eco.eco") 
End Sub

参照

Document.ImportECOFile

name コ ピー先の新規フ ァ イル名
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Document.ExportNetList
このメ ソ ッ ドは現在の設計から PADS Layout 形式のネ ッ ト リ ス ト を生成し ます 。

プロ ト タ イプ

ExportNetList(name As String, [ver As PPcbASCIIVersion]) As Long

引数

戻り値

このフ ァ ン クシ ョ ンが成功する と 、 戻り値は 0 以外と な り ます 。
失敗する と戻り値は 0 と な り ます 。

コ メ ン ト

指定されたフ ァ イル名が存在し ない場合 、 このフ ァ ン クシ ョ ンは新規フ ァ イルを作成
し ます 。 フ ァ イル名が存在する場合 、 このメ ソ ッ ドは既存フ ァ イルに上書きを行いま
す 。

ver 引数が有効な PADS Layout ASCII バージ ョ ンではない場合 、 このプロパテ ィ は例
外を生成し ます 。

サンプル

以下のサンプルコー ドは指定された名前 (padsnet.asc) でネ ッ ト リ ス ト フ ァ イルを作成
し ます 。 このサンプル実行についての詳細はサンプルコー ドの実行をご覧 く だ さい 。

Sub Main
ActiveDocument.ExportNetList(DefaultFilePath & "\padsnet.asc") 
End Sub

参照

Document.ImportNetList

name ネ ッ ト リ ス ト 出力先フ ァ イルの名前

ver [ オプシ ョ ン ] 出力を行うバージ ョ ン ( 後方互換性のため )
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Document.ExportRules
このメ ソ ッ ドは現在の設計から規則付き ASCII フ ァ イルを作成し ます 。

プロ ト タ イプ

ExportRules(name As String, [ver As PPcbASCIIVersion]) As Long

引数

戻り値

このフ ァ ン クシ ョ ンが成功する と 、 戻り値は 0 以外と な り ます 。
失敗する と戻り値は 0 と な り ます 。

コ メ ン ト

指定されたフ ァ イルの名前が存在し ない場合 、 このフ ァ ン クシ ョ ンは新規フ ァ イルを
作成し ます 。 フ ァ イルの名前が存在する場合 、 このメ ソ ッ ドは既存フ ァ イルに上書き
を行います 。

ver 引数が有効な PADS Layout ASCII バージ ョ ンではない場合 、 このプロパテ ィ は
例外を生成し ます ：

サンプル

以下のサンプルコー ドは指定された名称 padsnet.rul のフ ァ イルを作成し ます 。 このサ
ンプル実行についての詳細は 、 サンプルコー ドの実行をご覧 く だ さい 。

Sub Main
ActiveDocument.ExportRules(DefaultFilePath & "\padsnet.rul") 
End Sub

name 規則の出力先フ ァ イルの名前

ver [ オプシ ョ ン ] 出力を行うバージ ョ ン ( 後方互換性のため )
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Document.GetColor
このメ ソ ッ ドは指定のド キュ メ ン ト エレ メ ン ト の色を返し ます 。

プロ ト タ イプ

GetColor(colorType as PPcbDocumentColor) as Integer

引数

戻り値

パレ ッ ト のカ ラーイ ンデ ッ クス

サンプル

doc = Application.ActiveDocument

msg = ""
msg = msg & doc.GetColor(ppcbDocumentColorBackground) & ", "
msg = msg & doc.GetColor(ppcbDocumentColorSelection) & ", "
msg = msg & doc.GetColor(ppcbDocumentColorHighlight) & ", "
msg = msg & doc.GetColor(ppcbDocumentColorBoardOutline) & ", "
msg = msg & doc.GetColor(ppcbDocumentColorConnection)

MsgBox msg

curr_bkg_color = doc.GetColor(ppcbDocumentColorBackground)
doc.SetColor(ppcbDocumentColorBackground, 2)

MsgBox "Press any key"

doc.SetColor(ppcbDocumentColorBackground, curr_bkg_color)

colorType ド キュ メ ン ト エレ メ ン ト を指定
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Document.GetObjects
このメ ソ ッ ドは PADS Layout データベースオブジ ェ ク ト の集合を返し ます 。

プロ ト タ イプ

GetObjects([type As PPcbObjectType = ppcbObjectTypeAll], [value As String], [selected As 
Boolean = False]) As Objects 

引数

このメ ソ ッ ドの引数はすべてはオプシ ョ ンです 。 引数を設定し な く ても 、 また引数を
どのよ う に組み合わせても このメ ソ ッ ド を呼び出すこ とができます 。 詳細は以下のサ
ンプルをご覧 く だ さい 。

Name 引数はワイルド カー ド ("U*") 、 カ ンマで区切った項目リ ス ト ("U1, U2, R1") 、 2
つのオブジ ェ ク ト 名をダ ッ シュで区切った範囲 ("U1 - U10, U12, R1 - R20") をサポー ト
し ます 。 ダ ッ シュはオブジ ェ ク ト 名でも使用できる記号であるため 、 両側にスペース
が必要です 。 1 つの名前に対し 1 つのワイルド カー ドのみ使用可能なため 、 ワイルド
カー ドの範囲指定はできません 。 "U*, R*, C1 - C100" といった名前を渡すこ とはでき
ますが 、 "U*1*" や "C1* - C10*" といった名前は指定できません 。

戻り値

返されるオブジ ェ ク ト は Objects collection オブジ ェ ク ト です 。 どのオブジ ェ ク ト も条
件を満た し ていない場合 、 返される集合は空にな り ます 。

コ メ ン ト

同じ タ イプのオブジ ェ ク ト をすべて取得するには 、 このメ ソ ッ ド ではな く 対応するオ
ブジ ェ ク ト Document プロパテ ィ を使います 。 た と えば 、 開いている設計上の結線を
すべて取得するには 、 Document.GetObjects (ppcbObjectTypeConnection) ではな く
Document.Connections を使用し ます 。

このメ ソ ッ ドは PPcbObjectType で定義されるすべてのオブジ ェ ク ト タ イプには対応
し ていません 。 type 引数が以下の値ではない場合に 、 このメ ソ ッ ドは例外を生成し ま
す ：

ppcbObjectTypeComponent

ppcbObjectTypeNet

type [ オプシ ョ ン ] 取得する PADS Layout データベースオブジ ェ
ク ト のタ イプ

value [ オプシ ョ ン ] 取得するオブジ ェ ク ト の値または名前

selected [ オプシ ョ ン ] 選択オブジ ェ ク ト のみ取得するには True 、
全オブジ ェ ク ト を取得するには False を設定し ます 。
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ppcbObjectTypePin

ppcbObjectTypeVia

ppcbObjectTypeConnection

ppcbObjectTypeRouteSegment

ppcbObjectTypeJumper

ppcbObjectTypePartType

ppcbObjectTypeCBP

ppcbObjectTypeSBP

ppcbObjectTypeWirebond

ppcbObjectTypeNetClass

ppcbObjectTypeDrawing

ppcbObjectTypeText

ppcbObjectTypeLabel

ppcbObjectTypeAll

サンプル

以下のサンプルコー ドは 、 このメ ソ ッ ドの様々な使用方法を 、 Objects.Count プロパテ
ィ を使用し て 、 各メ ソ ッ ド で取得できるオブジ ェ ク ト 数を表示し ます 。  このサンプル
実行についての詳細は 、 サンプルコー ドの実行をご覧 く だ さい 。  

Sub Main
Dim objs As Object
' Ex1: Get all objects of all types
Set objs = ActiveDocument.GetObjects
MsgBox "Ex1: " & objs.Count & " objects."
' Ex2: Get all selected objects of all types
Set objs = ActiveDocument.GetObjects(,,True)
MsgBox "Ex2: " & objs.Count & " selected objects."
' Ex3: Get all net objects
Set objs = ActiveDocument.GetObjects(ppcbObjectTypeNet)
MsgBox "Ex3: " & objs.Count & " net objects."
' Ex4: Get all net objects of name "VCC" (there is at least 1 of course)
Set objs = ActiveDocument.GetObjects(ppcbObjectTypeNet, "VCC")
MsgBox "Ex4: " & objs.Count & " VCC net objects."
' Ex5: Get all part objects which names begin with U
Set objs = ActiveDocument.GetObjects(ppcbObjectTypeComponent, "U*")
MsgBox "Ex3: " & objs.Count & " U* part objects."
End Sub
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参照

Document.SelectObjects, Document.Components, Document.Jumpers, Document.Connections, 
Document.Nets, Document.Pins, Document.RouteSegments, Document.Vias, 
Document.PartTypes
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Document.GetVisibility
このメ ソ ッ ドは指定の設計オブジ ェ ク ト タ イプの可視性を返し ます 。

プロ ト タ イプ

GetVisibility(objectType as PPcbDesignObject) as Boolean

引数

戻り値

表示ならば TRUE 、 非表示ならば FALSE

サンプル

doc = Application.ActiveDocument

If doc.GetVisibility(ppcbDesignObjectPad) = true Then
MsgBox "Pads are visible"

Else
MsgBox "Pads are invisible"

End If

doc.SetVisibility(ppcbDesignObjectTrace, false)

MsgBox "Press any key"

doc.SetVisibility(ppcbDesignObjectTrace, true)

objectType 設計オブジ ェ ク ト タ イプを指定
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Document.ImportECOFile
このメ ソ ッ ドは .eco フ ァ イルを入力 ( イ ンポー ト ) し ます 。

プロ ト タ イプ

ImportECOFile(name As String) As Long

引数

戻り値

このフ ァ ン クシ ョ ンが成功する と 、 戻り値は 0 以外と な り ます 。
失敗する と戻り値は 0 と な り ます 。

コ メ ン ト

指定されたフ ァ イル名が存在し ない場合やフ ォーマ ッ ト が正し く ない場合 、 このフ ァ
ン クシ ョ ンは失敗し ます 。

プロセス中に PADS Layout セキュ リ テ ィ 障害が発生し た場合 、 このメ ソ ッ ドは例外を
生成し ます 。

サンプル

以下のサンプルコー ドは指定された .eco フ ァ イル 「 pcb2eco.eco 」 を現在の設計に入
力し ます 。 このサンプル実行についての詳細は 、 サンプルコー ドの実行をご覧 く だ さ
い 。  

Sub Main
ActiveDocument.ImportECOFile(DefaultFilePath & "\pcb2eco.eco") 
End Sub

参照

Document.ExportECOFile 

name 入力を行う既存の .eco フ ァ イル名
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Document.ImportNetList
このメ ソ ッ ドは 、 PADS Layout 形式のネ ッ ト リ ス ト フ ァ イルを入力 ( イ ンポー ト ) し
ます 。

プロ ト タ イプ

ImportNetList(name As String) As Long

引数

戻り値

このフ ァ ン クシ ョ ンが成功する と 、 戻り値は 0 以外と な り ます 。
失敗する と戻り値は 0 と な り ます 。

コ メ ン ト

指定フ ァ イル名が存在し ない場合やフ ォーマ ッ ト が正し く ない場合 、 このフ ァ ン クシ
ョ ンは失敗し ます 。

プロセス中に PADS Layout セキュ リ テ ィ 障害が発生し た場合 、 このメ ソ ッ ドは例外を
生成し ます 。

サンプル

以下のサンプルコー ドは指定の netlist フ ァ イル 「 padsnet.asc 」 を現在の設計に入力し
ます 。 このサンプル実行についての詳細はサンプルコー ドの実行をご覧 く だ さい 。  

Sub Main
ActiveDocument.ImportNetList(DefaultFilePath & "\padsnet.asc") 
End Sub

参照

Document.ExportNetList

name 入力を行う既存のネ ッ ト リ ス ト フ ァ イル名
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Document.IntegrityTest
このメ ソ ッ ドはイ ンテグ リ テ ィ テス ト を実行し ます 。  

プロ ト タ イプ

IntegrityTest() as Boolean

引数

な し

戻り値

テス ト がエラーな し で完了し た場合は TRUE 、 その他の場合は FALSE 。
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Document.Save Method
このメ ソ ッ ドはド キュ メ ン ト を保存し ます 。

プロ ト タ イプ

Save

引数

な し

戻り値

な し

コ メ ン ト

プロセス中に PADS Layout セキュ リ テ ィ 障害が発生し た場合 、 このメ ソ ッ ドは例外を
生成し ます 。

サンプル

以下のサンプルコー ドは 、 開いている設計を ( 必要であれば ) 保存し ます 。 このサン
プル実行についての詳細は 、 サンプルコー ドの実行をご覧 く だ さい 。  

Sub Main
If ActiveDocument.Saved = False Then ActiveDocument.Save
End Sub

参照

Document.SaveAs, Document.Saved, Document.Save Event
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Document.SaveAs
このメ ソ ッ ドはド キュ メ ン ト を新しい名前で保存し ます 。

プロ ト タ イプ

Save(name As String)

引数

戻り値

な し

コ メ ン ト

プロセス中に PADS Layout セキュ リ テ ィ 障害が発生し た場合 、 このメ ソ ッ ドは例外を
生成し ます 。

サンプル

以下のサンプルコー ドは開いている設計のカス タムバッ クア ッ プを作成し ます 。 PCB
設計フ ァ イル名が XXX.PCB の場合 、 バッ クア ッ プ フ ァ イルは XXX(Backup on 12-28-
2001 4h40).PCB とい う名前で同じ フ ォルダに保存されます 。 このサンプル実行につい
ての詳細は 、 サンプルコー ドの実行をご覧 く だ さい 。  

Sub Main
curDesignName = ActiveDocument.FullName
theDate = Month(Date) & "-" & Day(Date) & "-" & Year(Date) & " at " & 
Hour(Now) & "h" & Minute(Now)
bakDesignName = Left$(curDesignName, Len(curDesignName)-4) & " (Backup on 
" & theDate & ").pcb"
ActiveDocument.SaveAs(bakDesignName)
OpenDocument(curDesignName)
End Sub

参照

Document.Save Method, Document.Saved, Document.Save Event

name フ ァ イルの新規名称
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Document.SaveAsNoLock
このメ ソ ッ ドはド キュ メ ン ト を新規名で保存し て 、 フ ァ イルロ ッ ク を解除し ます 。  

プロ ト タ イプ

SaveAsNoLock(filename as String)

引数

戻り値

プロセス中に PADS Layout セキュ リ テ ィ 障害が発生し た場合 、 このメ ソ ッ ドは例外を
生成し ます 。

filename フ ァ イルの新規名称
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Document.SaveNoLock
このメ ソ ッ ドはド キュ メ ン ト を保存し てフ ァ イルロ ッ ク を解除し ます 。  

プロ ト タ イプ

SaveNoLock

引数

な し

戻り値

プロセス中に PADS Layout セキュ リ テ ィ 障害が発生し た場合 、 このメ ソ ッ ドは例外を
生成し ます 。
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Document.SaveAsTemp
このメ ソ ッ ドは SaveAsNoLock と同じ よ う に動作し ますが 、 MRU( 最近使ったフ ァ イ
ル ) リ ス ト にフ ァ イル名を追加し ません 。 このメ ソ ッ ドは主にマク ロテス ト 用です 。  

プロ ト タ イプ

SaveAsTemp(filename as String)

引数

Return Values

プロセス中に PADS Layout セキュ リ テ ィ 障害が発生し た場合 、 このメ ソ ッ ドは例外を
生成し ます 。

filename フ ァ イルの新規名称
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Document.SaveTemp
このメ ソ ッ ドは SaveNoLock と同じ よ う に動作し ますが 、 MRU( 最近使ったフ ァ イル
) リ ス ト にフ ァ イル名を追加し ません 。 このメ ソ ッ ドは主にマク ロテス ト 用です 。  

プロ ト タ イプ

SaveTemp

引数

な し

戻り値

プロセス中に PADS Layout セキュ リ テ ィ 障害が発生し た場合 、 このメ ソ ッ ドは例外を
生成し ます 。
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Document.SelectObjects
このメ ソ ッ ドは PADS Layout データベースオブジ ェ ク ト の選択または選択の解除を行
います 。

プロ ト タ イプ

SelectObjects([type As PPcbObjectType = ppcbObjectTypeAll], [value As String], [select As 
Boolean = True])

引数

このメ ソ ッ ドの引数はすべてオプシ ョ ン と な り ます 。 引数を設定し な く ても 、 任意で
組み合わせても 、 このメ ソ ッ ド を呼び出すこ とが可能です 。 詳細は以下のサンプルを
ご覧 く だ さい 。

引数 Name はワイルド カー ド ("U*") 、 カ ンマで区切られた項目リ ス ト ("U1, U2, R1")
、 2 つのオブジ ェ ク ト 名をダ ッ シュで区切った範囲 ("U1 - U10, U12, R1 - R20") をサポ
ー ト し ます 。 ダ ッ シュはオブジ ェ ク ト 名でも使用できる記号であるため 、 両側にスペ
ースが必要です 。 1 つの名前に対し 1 つのワイルド カー ドのみ使用可能なため 、 ワイ
ルド カー ドの範囲指定はできません 。 "U*, R*, C1 - C100" といった名前を渡すこ とは
できますが 、 "U*1*" や "C1* - C10*" といった名前は指定できません 。

戻り値

な し

コ メ ン ト

引数 type が有効な PADS Layout データベースオブジ ェ ク ト タ イプではない場合 、 こ
のプロパテ ィ は例外を生成し ます 。

サンプル

以下のサンプルコー ドは 、 このメ ソ ッ ドの様々な使用方法を 、 Document.GetObjects
や Objects.Count プロパテ ィ を使用し て 、 各メ ソ ッ ド で取得できるオブジ ェ ク ト 数を表
示し ます 。  このサンプル実行についての詳細は 、 サンプルコー ドの実行をご覧 く だ さ
い 。  

Sub Main
Dim objs As Object
' Ex1: Select all objects of all types
ActiveDocument.SelectObjects
Set objs = ActiveDocument.GetObjects(,,True)
MsgBox "Ex1: " & objs.Count & " selected objects (all)."

type [ オプシ ョ ン ] 選択 / 選択解除するデータベースオブジ ェ ク ト のタ イプ

value [ オプシ ョ ン ] 選択 / 選択解除するオブジ ェ ク ト の値または名称

select [ オプシ ョ ン ] 選択する場合は True 、 選択解除するには False を指定
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' Ex2: Unselelect all objects of all types
ActiveDocument.SelectObjects(,,False)
Set objs = ActiveDocument.GetObjects(,,True)
MsgBox "Ex2: " & objs.Count & " selected objects (none)."
' Ex3: Select all net objects
ActiveDocument.SelectObjects(ppcbObjectTypeNet)
Set objs = ActiveDocument.GetObjects(,,True)
MsgBox "Ex3: " & objs.Count & " selected objects (all nets)."
' Ex4: Unselect net VCC
ActiveDocument.SelectObjects(ppcbObjectTypeNet, "VCC", False)
Set objs = ActiveDocument.GetObjects(,,True)
MsgBox "Ex4: " & objs.Count & " selected objects (all nets except VCC)."
' Ex5: Select only part objects which names begin with U
ActiveDocument.SelectObjects(,,False)
ActiveDocument.SelectObjects(ppcbObjectTypeComponent, "U*")

Set objs = ActiveDocument.GetObjects(,,True)
MsgBox "Ex5: " & objs.Count & " selected U* part objects."
End Sub

参照

Document.GetObjects, Document.SelectionChange Event 
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Document.SetColor
このメ ソ ッ ドは指定のド キュ メ ン ト エレ メ ン ト の色を設定し ます 。

プロ ト タ イプ

SetColor(colorType as PPcbDocumentColor, colorIndex as Integer)

引数

サンプル

doc = Application.ActiveDocument

msg = ""
msg = msg & doc.GetColor(ppcbDocumentColorBackground) & ", "
msg = msg & doc.GetColor(ppcbDocumentColorSelection) & ", "
msg = msg & doc.GetColor(ppcbDocumentColorHighlight) & ", "
msg = msg & doc.GetColor(ppcbDocumentColorBoardOutline) & ", "
msg = msg & doc.GetColor(ppcbDocumentColorConnection)

MsgBox msg

curr_bkg_color = doc.GetColor(ppcbDocumentColorBackground)
doc.SetColor(ppcbDocumentColorBackground, 2)

MsgBox "Press any key"

doc.SetColor(ppcbDocumentColorBackground, curr_bkg_color)

colorType ド キュ メ ン ト エレ メ ン ト を指定

colorIndex パレ ッ ト のカ ラーイ ンデ ッ クス 。 必ず 0 から 31 の間
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Document.SetVisibility
このメ ソ ッ ドは指定の設計オブジ ェ ク ト タ イプの可視性を設定し ます 。

プロ ト タ イプ

SetVisibility(objectType as PPcbDesignObject, objectVisibility as Boolean)

引数

サンプル

doc = Application.ActiveDocument

If doc.GetVisibility(ppcbDesignObjectPad) = true Then
MsgBox "Pads are visible"
Else
MsgBox "Pads are invisible"
End If

doc.SetVisibility(ppcbDesignObjectTrace, false)

MsgBox "Press any key"

doc.SetVisibility(ppcbDesignObjectTrace, true)

objectType 設計オブジ ェ ク ト タ イプを指定

objectVisibility 表示ならば TRUE 、 非表示ならば FALSE
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Label.Delete
このメ ソ ッ ドは Label オブジ ェ ク ト を削除し ます 。

プロ ト タ イプ

Delete as Boolean

引数

な し

戻り値

オブジ ェ ク ト が問題な く 削除された場合 、 True を返し ます 。
オブジ ェ ク ト が削除できない場合 、 False を返し ます 。

コ メ ン ト

な し

サンプル

以下のサンプルは選択されたラベルを削除し ます 。 このサンプル実行についての詳細
はサンプルコー ドの実行をご覧 く だ さい 。  

Sub Main
Set selected = ActiveDocument.GetObjects(ppcbObjectTypeLabel,,TRUE)
For Each label In selected
If label.Delete() = False Then
MsgBox "Cannot delete the label!"
Else
MsgBox "The label was deleted successfully!"
End If
Next label
End Sub
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Layer.GetColor
このメ ソ ッ ドは指定の層エレ メ ン ト の色を返し ます 。

プロ ト タ イプ

GetColor(colorType as PPcbLayerColor) as Integer

引数

戻り値

パレ ッ ト のカ ラーイ ンデ ッ クス

colorType 層エレ メ ン ト を指定
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Layer.GetDielectricConstant
このメ ソ ッ ドは誘電層の定数を返し ます 。

プロ ト タ イプ

GetDielectricConstant(dielectricLayer as PPcbDielectricLayer) as Double

引数

戻り値

誘電定数

dielectricLayer この電気層に関連する誘電層を指定
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Layer.GetDielectricThickness
このメ ソ ッ ドは誘電層の厚みを取得し ます 。

プロ ト タ イプ

GetDielectricThickness (

dielectricLayer as PPcbDielectricLayer, 

unit as PPcbUnit) as Double

引数

戻り値

誘電層の厚み

dielectricLayer この電気層に関連する誘電層を指定

unit  [ オプシ ョ ン ] 戻り値で使用される単位 。 このオプシ ョ ン
引数のデフ ォル ト は ppcbUnitCurrent です 。
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Layer.GetDielectricType
このメ ソ ッ ドは誘電層タ イプを返し ます 。

プロ ト タ イプ

GetDielectricType(dielectricLayer as PPcbDielectricLayer) as PPcbDielectricType

引数

戻り値

誘電タ イプ

dielectricLayer この電気層に関連する誘電層を指定
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Layer.SetColor
このメ ソ ッ ドは指定の層エレ メ ン ト の色を設定し ます 。

プロ ト タ イプ

SetColor(colorType as PPcbLayerColor, colorIndex as Integer)

引数

colorType 層エレ メ ン ト を指定

colorIndex パレ ッ ト のカ ラーイ ンデ ッ クス 。 必ず 0 から 31 の間
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Layer.SetDielectricConstant
このメ ソ ッ ドは誘電層の定数を設定し ます 。

プロ ト タ イプ

SetDielectricConstant(

dielectricLayer as PPcbDielectricLayer, 

dielectricConstant as Double)

引数

dielectricLayer この電気層に関連する誘電層を指定する

dielectricConstant 誘電定数を指定
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Layer.SetDielectricThickness
このメ ソ ッ ドは誘電層の厚さ を設定し ます 。

プロ ト タ イプ

SetDielectricThickness (

dielectricLayer as PPcbDielectricLayer, 

dielectricThickness as Double,

unit as PPcbUnit)

引数

dielectricLayer この電気層に関連する誘電層を指定

dielectricThickness 誘電層の厚さ を指定

unit [ オプシ ョ ン ] 戻り値で使用される単位 。 このオプシ ョ ン
引数のデフ ォル ト は ppcbUnitCurrent です 。
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Layer.SetDielectricType
このメ ソ ッ ドは誘電層のタ イプを設定し ます 。

プロ ト タ イプ

SetDielectricType (

dielectricLayer as PPcbDielectricLayer, 

dielectricType as PPcbDielectricType)

引数

dielectricLayer この電気層に関連する誘電層を指定

dielectricType 誘電タ イプを指定



PADS Layout オー ト メ ーシ ョ ンサーバー
Library.GetLibraryItems

PADS Layout User’s Guide, PADS 9.0 1145

Library.GetLibraryItems
このメ ソ ッ ドはこのラ イブ ラ リ内の全項目のオブジ ェ ク ト 集合または指定された項目
を返し ます 。

プロ ト タ イプ

GetLibraryItems (Type as PPcbLibraryItemType, Name as String) As Collection

引数

コ メ ン ト

な し

サンプル

このサンプルはラ イブ ラ リ内の項目数を表示し ます 。 このサンプル実行についての詳
細は 、 サンプルコー ドの実行をご覧 く だ さい 。  

Sub Main
For Each lib In Libraries
count = lib.GetLibraryItems(ppcbLibraryItemTypeDecal, "DIP*").Count
MsgBox "Library " & lib.Name & " has " & count & " DIP decals"
Exit For
Next lib
End Sub

name 取得する LibraryItem オブジ ェ ク ト の名前 ( オプシ ョ ン ) 。
ワイルド カー ド 、 リ ス ト 、 範囲を含むこ とができます 。
設定し ない場合 、 すべての名前を対象と し ます 。

type 取得するオブジ ェ ク ト のタ イプを指定するパラ メ ータ ( オプシ ョ ン ) 。
デフ ォル ト 設定は ppcbLibraryItemTypeAll です 。
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Library.ImportLibraryItems
このメ ソ ッ ドは PowerPCB 形式または PADS Layout 形式の ASCII フ ァ イルから ラ イブ
ラ リ項目を読み込みます 。

プロ ト タ イプ

ImportLibraryItems (Filename as String) as Collection

引数

戻り値

入力された項目の集合を返し ます 。

コ メ ン ト

な し

サンプル

以下のサンプルはフ ァ イルから ラ イブ ラ リ項目を入力し 、 入力された項目の数を表示
し ます 。 このサンプル実行についての詳細はサンプルコー ドの実行をご覧 く だ さい 。  

Sub Main
For Each lib In Libraries
Set coll = lib.ImportLibraryItems("C:\sample")
MsgBox coll.Count & " items are successfully imported"
Exit For
Next lib
End Sub

name ラ イブ ラ リ項目を読み込む元のフ ァ イルの名前

return value 入力された項目の集合を返し ます
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Library.ImportLibraryItems2
このメ ソ ッ ドは PowerPCB 形式または PADS Layout 形式の ASCII フ ァ イルから 、 ラ イ
ブ ラ リ項目を読み込みます 。

プロ ト タ イプ

ImportLibraryItems2 (Filename as String, ImportOption as PcbImportLibMode) as Collection

引数

戻り値

直前に入力された項目の集合を返し ます 。

コ メ ン ト

ImportOption が pcbImportLibModePrompt の場合 、 Application オブジ ェ ク ト が
OverwriteLibraryItemPrompt イベン ト を開始し ます 。 ク ラ イアン ト アプ リ ケーシ ョ ンは
既存のラ イブ ラ リ項目に上書きするかど うかを指定する必要があ り ます 。

Filename ラ イブ ラ リ項目を取り込む元のフ ァ イルの名前

FInportOption 既存項目の上書きに関する設定を指定し ます
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Objects.Add
このメ ソ ッ ドは集合にオブジ ェ ク ト を追加し ます 。

プロ ト タ イプ

Add(obj As object)

引数

戻り値

な し

コ メ ン ト

object 引数が有効なデータベースオブジ ェ ク ト ではない場合 、 このプロパテ ィ は例外
を生成し ます 。

参照

Objects.Remove

obj 集合に加えるオブジ ェ ク ト 。
Component 、 Net 、 Jumper 、 Pin 、 Via 、 Connection 、  RouteSegment
といったデータベースオブジ ェ ク ト である必要があ り ます 。
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Objects.Merge
このメ ソ ッ ドは 2 つのオブジ ェ ク ト 集合を統合し ます 。

プロ ト タ イプ

Merge(objects As Objects)

引数

戻り値

な し

コ メ ン ト

このメ ソ ッ ドは 、 objects collection オブジ ェ ク ト 内の全オブジ ェ ク ト を現在のオブジ
ェ ク ト 集合に追加し ます 。

objects 現在のオブジ ェ ク ト 集と統合させるオブジ ェ ク ト の集合
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Objects.Remove
このメ ソ ッ ドは集合からオブジ ェ ク ト を削除し ます 。

プロ ト タ イプ

Remove(index As Long)

Remove(name As String)

引数

戻り値

な し

コ メ ン ト

index 引数が無効な場合 、 このプロパテ ィ は例外を生成し ます 。

参照

Objects.Add

index 削除するオブジ ェ ク ト のイ ンデ ッ クス

name 削除するオブジ ェ ト の名前
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Objects.Reset
このメ ソ ッ ドはオブジ ェ ク ト 集合を リ セ ッ ト し ます 。

プロ ト タ イプ

Reset()

引数

な し

戻り値

な し

コ メ ン ト

な し

参照

Objects.Remove
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Objects.Select
このメ ソ ッ ドは集合内の全オブジ ェ ク ト を選択 / 選択解除し ます 。

プロ ト タ イプ

Select([bSelect As Boolean = True])

引数

戻り値

な し

コ メ ン ト

な し

bSelect [ オプシ ョ ン ] 選択する場合は True 、 選択解除するに
は False を設定し ます 。
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Objects.Sort
このメ ソ ッ ドは集合内のオブジ ェ ク ト をオブジ ェ ク ト 名で並べ替えます 。

プロ ト タ イプ

Sort()

引数

な し

戻り値

な し

コ メ ン ト

な し
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Text.Delete
このメ ソ ッ ドは Text オブジ ェ ク ト を削除し ます 。

プロ ト タ イプ

Delete as Boolean

引数

な し

コ メ ン ト

な し

サンプル

以下のサンプルは 、 選択されたテキス ト を削除し ます 。 このサンプル実行についての
詳細は 、 サンプルコー ドの実行をご覧 く だ さい 。  

Sub Main
Set selected = ActiveDocument.GetObjects(ppcbObjectTypeText,, TRUE)
For Each text In selected
If text.Delete() = False Then
MsgBox "Cannot delete the text!"
Else
MsgBox "The text was deleted successfully!"
End If
Next text
End Sub
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View.Pan
このメ ソ ッ ドは表示を指定位置にパン させます 。

プロ ト タ イプ

Pan(x As Double, y As Double, [unit As PPcbUnit])

引数

戻り値

な し

コ メ ン ト

な し

サンプル

以下のサンプルコー ドは 、 開いている設計に存在する と仮定する 、 実装部品 U1 の位
置で中央表示を行います 。 このサンプル実行についての詳細は 、 サンプルコー ドの実
行をご覧 く だ さい 。  

Sub Main
x = ActiveDocument.Components("U1").PositionX
y = ActiveDocument.Components("U1").PositionY
ActiveDocument.ActiveView.Pan(x,y)
End Sub

参照

View.Change 

x パンする地点の x 座標

y パンする地点の y 座標

unit [ オプシ ョ ン ]X および Y 値を指定する単位
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View.Refresh
このメ ソ ッ ドは表示画面を更新し ます 。

プロ ト タ イプ

Refresh

引数

な し

戻り値

な し

コ メ ン ト

な し

サンプル

以下のサンプルコー ドは表示の再描画を行います 。 このサンプル実行についての詳細
は 、 サンプルコー ドの実行をご覧 く だ さい 。  

Sub Main
ActiveDocument.ActiveView.Refresh
End Sub
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View.SetExtents
このメ ソ ッ ドは表示範囲を設定し ます 。

プロ ト タ イプ

SetExtents(tlx As Double, tly As Double, brx As Double, bry As Double, [unit As PPcbUnit])

引数

戻り値

な し

コ メ ン ト

な し

サンプル

以下のサンプルコー ドは 、 開いている設計に以下が存在する と仮定し 、 ネ ッ ト VCC
に接続されたすべてのピンの表示範囲を設定し ます 。 このサンプル実行についての詳
細は 、 サンプルコー ドの実行をご覧 く だ さい 。  

Sub Main
xMin = 100000000.0
yMin = 100000000.0
xMax = -100000000.0
yMax = -100000000.0

For Each nextPin In ActiveDocument.Nets("VCC").Pins
If nextPin.PositionX < xMin Then xMin = nextPin.PositionX
If nextPin.PositionX > xMax Then xMax = nextPin.PositionX
If nextPin.PositionY < yMin Then yMin = nextPin.PositionY
If nextPin.PositionY > yMax Then yMax = nextPin.PositionY
Next nextPin
ActiveDocument.ActiveView.SetExtents(xMin, yMin, xMax, yMax)
End Sub

参照

View.Change, View.SetExtentsToAll, View.SetExtentsToBoard

tlx 新たな表示の左上コーナーの x 座標

tly 新たな表示の左上コーナーの y 座標

brx 新たな表示の右上コーナーの x 座標

bry 新たな表示の右上コーナーの y 座標

unit [ オプシ ョ ン ] tlx 、 tly 、 brx 、 bry 値を指定する単位
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View.SetExtentsToAll
このメ ソ ッ ドは設計上のすべてのオブジ ェ ク ト に表示範囲を設定し ます 。

プロ ト タ イプ

SetExtentsToAll()

引数

な し

戻り値

な し

コ メ ン ト

な し

サンプル

以下のサンプルコー ドは 、 表示範囲を開いている設計上の全オブジ ェ ク ト に設定し ま
す 。 このサンプル実行についての詳細は 、 サンプルコー ドの実行をご覧 く だ さい 。  

Sub Main
ActiveDocument.ActiveView.SetExtentsToAll
End Sub

参照

View.SetExtents, View.SetExtentsToBoard, View.Change
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View.SetExtentsToBoard
このメ ソ ッ ドは表示範囲を設計基板に設定し ます 。

プロ ト タ イプ

SetExtentsToBoard()

引数

な し

戻り値

な し

コ メ ン ト

な し

サンプル

以下のサンプルコー ドは 、 表示範囲を開いている設計上の基板に設定し ます 。 このサ
ンプル実行についての詳細は 、 サンプルコー ドの実行をご覧 く だ さい 。  

Sub Main
ActiveDocument.ActiveView.SetExtentsToBoard
End Sub

参照

View.Change, View.SetExtents, View.SetExtentsToAll
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View.SetExtentsToSelection
このメ ソ ッ ドは 、 現在のズームレベルと表示の中心を 、 現在選択されているすべての
オブジ ェ ク ト が表示されるよ う設定し ます 。

プロ ト タ イプ

SetExtentsToSelection

引数

な し

コ メ ン ト

な し

サンプル

以下のサンプルコー ドは 、 実装部品 C1 および C2 が表示されるよ う に表示パラ メ ー
タ を設定し ます 。 このサンプル実行についての詳細は 、 サンプルコー ドの実行をご覧
く だ さい 。  

Sub Main
Set v = ActiveDocument.ActiveView
ActiveDocument.SelectObjects ppcbObjectTypeAll, "*", False
ActiveDocument.Components("C1").Selected = True
ActiveDocument.Components("C2").Selected = True
v.SetExtentsToSelection
End Sub
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View.SetScale
このメ ソ ッ ドは現在のズームレベルと表示の中心を設定し ます 。

プロ ト タ イプ

SetScale (Zoom as Double, CenterX as Double, CenterY as Double, Units as PPcbUnit)

引数

戻り値

な し

コ メ ン ト

な し

サンプル

以下のサンプルコー ドは 、 表示内でズームを行います 。 このサンプル実行についての
詳細は 、 サンプルコー ドの実行をご覧 く だ さい 。  

Sub Main
Set v = ActiveDocument.ActiveView
v.SetScale( v.Zoom * 2 )
End Sub

イベン ト

zoom 新たなズームレベル 。 必須 。

centerX 新たな表示の中心位置の x 座標 。
これはオプシ ョ ンの引数です 。 指定し ない場合 、 現在の中心の
x 座標が使用されます 。

centerY 新たな表示の中心位置の y 座標 。
これはオプシ ョ ンの引数です 。 指定し ない場合 、 現在の中心の
y 座標が使用されます 。

units [ オプシ ョ ン ] 結果が表示される単位 。 これはオプシ ョ ンの引
数です 。 デフ ォル ト 設定は ppcbUnitCurrent です 。
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Application.OpenDocument Event
このイベン ト はプログラムが新規ド キュ メ ン ト を開いた後に発生し ます 。

プロ ト タ イプ

Application_OpenDocument()

引数

な し

戻り値

な し

コ メ ン ト

な し

参照

Application.OpenDocument Method
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Application.ProgressChange
このイベン ト はステータ スバーの値が変更された後に発生し ます 。

プロ ト タ イプ

Application_ProgressChange

引数

な し

戻り値

な し

コ メ ン ト

な し
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Application.Quit Event
このイベン ト はプログラムが終了する前に発生し ます 。

プロ ト タ イプ

Application_Quit()

引数

な し

戻り値

な し

コ メ ン ト

このイベン ト はプログラムが終了する前に発生し ます 。
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Document.SecurityLimit Event
このイベン ト はデータベースのセキュ リ テ ィ 限度に到達する と発生し ます 。

プロ ト タ イプ

Document_SecurityLimit ()

引数

な し

戻り値

な し  

コ メ ン ト

な し
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Document.PositionsChange
このイベン ト は実装部品の位置が変更された後に発生し ます 。

プロ ト タ イプ

Document_PositionsChange()

引数

な し

コ メ ン ト

な し

参照

Component.Move, Component.Orientation
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Document.Save Event
このイベン ト はド キュ メ ン ト が保存された後に発生し ます 。

プロ ト タ イプ

Document_Save()

引数

な し

戻り値

な し

コ メ ン ト

な し

参照

Document.Save Method, Document.SaveAs
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Document.SelectionChange Event
このイベン ト は現在の選択内容が変更になる と発生し ます 。

プロ ト タ イプ

Document_SelectionChange()

引数

な し

コ メ ン ト

な し

参照

Document.SelectObjects, Objects.Select
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View.Change
このイベン ト は現在の表示が変更される と発生し ます 。

プロ ト タ イプ

View_Change()

引数

な し

コ メ ン ト

な し

参照

View.Pan, View.SetExtents, View.SetExtentsToBoard, View.SetExtentsToAll 

サンプル

サンプルコー ドの実行

本ヘルプ フ ァ イルの多 く の ト ピ ッ クで 、 Automation プロパテ ィ 、 メ ソ ッ ド 、 イベン
ト の使用方法を説明するためサンプルコー ドが用意されています 。 サンプルコー ドは
PADS Layout 上でも PADS Layout 以外からでも実行できます 。  

サンプルコー ドは必ず以下の形式と な り ます ：

Sub Main
' Do something

End Sub

サンプルコー ド実行についての詳細は 「 サンプルコー ドの ト ラ ブルシューテ ィ ング 」
および 「 サンプルコー ドの拡張 」 をご覧 く だ さい 。

免責条項 ： PADS Layout オー ト メ ーシ ョ ンサーバーヘルプ内のサンプルコー ドはフ リ
ーウ ェ アです 。 メ ン ターグラ フ ィ ッ クスはこれらのサンプルをユーザーのために提供
し ています 。 フ リーウ ェ アは "as is" の状態で提供され 、 メ ン ターグラ フ ィ ッ クスは 、
フ リーウ ェ アに関し て 、 市販性および特定目的との適合性の黙示の保証を含む 、 明示
または暗示のいかなる保証も行いません 。

PADS Layout でのサンプルコー ド実行

サンプルコー ド を実行するには 、

1. サンプルコー ド を (Sub Main および End Sub ステー ト メ ン ト を含め ) 選択し ま
す 。
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2. [ 編集 ] メ ニューのコ ピーを選択し て 、 サンプルを ク リ ッ プボー ド にコ ピーし
ます 。  

3. [ ツール ] メ ニューの [ ベーシ ッ クスク リ プ ト ] にカーソルを合わせ 、 [ ベーシ
ッ クスク リ プ ト エデ ィ タ ] を選択し ます 。 [Sax Basic Engine] ダイアログボ ッ ク
スが表示されます 。  

4. [ 編集 ] メ ニューの貼り付けを使用し て 、 サンプルコー ド を Sax Basic エデ ィ タ
に貼り付けます 。

5. Sax Basic エデ ィ タボ ッ クスのツールバーにあるス ター ト ボタ ンを押し ます 。  

Figure 2-6 に 、 Basic Engine ダイアログボ ッ クスに貼り付けられた
Application.ActiveDocument プロパテ ィ のサンプルコー ド を表示し ます 。

Figure 2-6. Basic Engine ダイアログボッ クスでのサンプルコー ド

PADS layout 以外でのサンプルコー ド実行

Visual Basic 、 Microsoft Excel 、 Microsoft Word といった他の Basic スク リ プ ト 記述可
能なアプ リ ケーシ ョ ン ( ホス ト アプ リ ケーシ ョ ン と もい う ) でサンプルコー ド を使う
には 、

1. ホス ト アプ リ ケーシ ョ ンにオー ト メ ーシ ョ ンサーバー参照を取り込みます 。
た と えば 、 Excel をホス ト アプ リ ケーシ ョ ン と し て使う には ：

2. [ ツール ] メ ニューの [ マク ロ ] にカーソルを合わせ 、 [Visual Basic Editor] を選
択し ます 。
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3. [ ツール ] メ ニューから [ 参照設定 ] を選択し ます 。 [ 参照設定 ] ダイアログボ
ッ クスが表示されます 。  

4. リ ス ト ボ ッ クスから 、 PADS Layout<latest_release>Type Library を選択し ます 。

5. ホス ト アプ リ ケーシ ョ ンのエデ ィ タにサンプルコー ド を貼り付けます 。
これを Excel で行う には ：

6. [ 表示 ] メ ニューの [ コー ド ] を選択し ます 。

7. [ 編集 ] メ ニューの [ 貼り付け ] を選択し ます 。

8. Basic GetObject フ ァ ン クシ ョ ンを使い 、 サンプルコー ドの先頭にコー ド を加え
、 ホス ト アプ リ ケーシ ョ ンを PADS Layout に接続し ます 。

9. Basic GetObject フ ァ ン クシ ョ ンから返されたオブジ ェ ク ト を 、 サンプルコー ド
内の各オー ト メ ーシ ョ ン メ ソ ッ ド と プロパテ ィ の先頭に追加し ます 。

10. サンプルの終わり にコー ド を加え 、 アプ リ ケーシ ョ ンをプログラムから切断し
ます 。

Figure 2-7 に 、 Microsoft Excel の Visual Basic Editor に貼り付けられ 、 変更が加えられ
た Application.ActiveDocument プロパテ ィ のサンプルコー ド を表示し ます 。 詳細につ
いてはホス ト アプ リ ケーシ ョ ンのヘルプをご覧 く だ さい 。

Figure 2-7. Excel Visual Basic Editor でのサンプルコー ド

サンプルコー ドの拡張

Automation プロパテ ィ の使用方法を簡潔に説明する目的で 、 オー ト メ ーシ ョ ンサーバ
ーヘルプ内のサンプルコー ドは行数が省略されています 。 これらのサンプルコー ド を
元に独自の PADS Layout 機能の開発が可能です 。 以下に機能拡張アイデ ィ アを記載し
ます 。

• コー ドの先頭にあるOption Explicit宣言を使用し て厳密な タ イプチ ェ ッ ク を加え
、 Dim Basic keyword を使って全ての変数を宣言し ます 。 これによ り PADS 
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Layout はユーザーの変数を正確に解釈し 、 潜在的な問題が存在する箇所で コ ン
パイルエラーを生成し ます 。  

• ベーシ ッ クの On Error キーワー ド を使用し てエラーチ ェ ッ ク を追加し ます 。 こ
れによ り 、 コー ドのラ ン タ イムエラーへの反応が向上し ます 。

• ベーシ ッ クの MsgBox キーワー ド を使用し て情報を単純なダイアログボ ッ クス
に出力する代わり に 、 ベーシ ッ クの UserDialog キーワー ド を使用し て情報を カ
ス タムダイアログボ ッ クスに出力し ます 。

免責条項 ： PADS Layout オー ト メ ーシ ョ ンサーバーヘルプ内のサンプルコー ドはフ リ
ーウ ェ アです 。 メ ン ターグラ フ ィ ッ クスはこれらのサンプルをユーザーのために提供
し ています 。 フ リーウ ェ アは "as is" の状態で提供され 、 メ ン ターグラ フ ィ ッ クスは 、
フ リーウ ェ アに関し て 、 市販性および特定目的との適合性の黙示の保証を含む 、 明示
または暗示のいかなる保証も行いません 。

サンプルコー ドの ト ラブルシューテ ィ ング

サンプルコー ドが正常に実行されない場合は以下を確認し て く だ さい ：

• 設計が開いている こ と を確認し ます 。

サンプルコー ド ではほとんどの場合 、 サンプル実行時に設計フ ァ イルが開いている必
要があ り ます 。

• 設計フ ァ イルに対するサンプルコー ド での前提事項を確認し ます 。

た と えば 、 実装部品 U1 が存在する と仮定し たサンプルコー ドや 、 アセンブ リバリ ア
ン ト MyAssOpt が存在する と仮定し たサンプルコー ド 、 最低でも 1 つのアセンブ リバ
リ アン ト がある と仮定し たサンプルコー ド などがあ り ます 。  

これらの前提は各サンプルの前に明記されています 。 これらの仮定条件が満た されて
いない場合 、 サンプルコー ドは正し く 実行されません 。 サンプルは設計フ ァ イルに合
わせて変更できます 。

• サンプルコー ド を PADS Layout 以外から実行できるよ うサンプルコー ド を修正
し た場合 、 サンプルコー ドの実行の説明通り に 、 コー ド に必要な変更をすべて
適用し たかど うかを確認し ます 。

参照の入力を忘れた り 、 オー ト メ ーシ ョ ン定数を接頭に付けるのを忘れた りする ミ ス
がよ く 見られます 。

免責条項 ： PADS Layout オー ト メ ーシ ョ ンサーバーヘルプ内のサンプルコー ドはフ リ
ーウ ェ アです 。 メ ン ターグラ フ ィ ッ クスはこれらのサンプルをユーザーのために提供
し ています 。 フ リーウ ェ アは "as is" の状態で提供され 、 メ ン ターグラ フ ィ ッ クスは 、
フ リーウ ェ アに関し て 、 市販性および特定目的との適合性の黙示の保証を含む 、 明示
または暗示のいかなる保証も行いません 。
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RGL の置換

RGL 形式フ ァ イルの置換

PADS Layout はすべてのレポー ト 生成言語 (RGL) キーワー ド を備えるオー ト メ ーシ ョ
ンサーバーに対応し ています 。 各 RGL 形式フ ァ イル (.fmt) の例は OLE サンプルに
Basic スク リ プ ト と し て含まれます 。 これらの新たなレポー ト 形式フ ァ イルは出力条
件を満たすよ う にカス タ マイズができます 。 このフ ァ イルは C:\PADS 
Projects\Samples\Scripts\Layout\RGL_Samples にあ り 、 Sax Basic Engine を使って作成さ
れています 。 これらのフ ァ イルには拡張子 .bas が付きます 。 これらのスク リ プ ト は 、
Basic Scripts ダイアログボ ッ クスを使い Tools/Basic スク リ プ ト メ ニューに読み込めま
す 。  

以下に説明する RGL 置換スク リ プ ト (*.bas) は 、 rgl.bas への参照を含みます 。 このフ
ァ イルは 、 .bas スク リ プ ト 実行に必要なフ ァ ン クシ ョ ンを備えたラ イブ ラ リ フ ァ イル
です 。 .bas スク リ プ ト を実行するにはスク リ プ ト 内の rgl.bas へ参照を行う こ とが
必要です 

RGl キーワー ドは Basic のフ ァ ン クシ ョ ンやサブルーチンに置き換わり ます 。

参照 ：  RGL Top Level Keywords のオー ト メ ーシ ョ ン 、 RGL SubLevel Keywords のオー
ト メ ーシ ョ ン 、 RGL Field Keywords のオー ト メ ーシ ョ ン 、 RGL の新規オー ト メ ーシ
ョ ン フ ァ ン クシ ョ ン

スク リ プ ト 名およびレポー ト タ イプ

各プログラムの出力タ イプを簡単に判断できるよ う 、 Table 2-1 に Sax Basic script の名
前と タ イプを記載し ます 。  

Table 2-1. Sax Basic Script 名と レポー ト タ イプ

RGL レポー ト Sax Basic フ ァ イル (.bas) 説明

ピン情報無しのネ ッ ト
リ ス ト

Net List without pin info.bas ピン情報のない netname
の信号をレポー ト

ピン情報無しのネ ッ ト
リ ス ト

Net List with pin info.bas ピン情報のある netname
の信号をレポー ト

パーツ リ ス ト 1 Part List 1.bas 参照名で部品をレポー ト

パーツ リ ス ト 2 Part List 2.bas パー ト タ イプで参照名を
レポー ト

テス ト ポイ ン ト レポー ト Test points report.bas テス ト ポイ ン ト 位置と
ネ ッ ト 名をレポー ト

ジャ ンパリ ス ト Jumper List.bas ジャ ンパ位置とネ ッ ト 名
をレポー ト
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RGL Top Level Keywords のオー ト メ ーシ ョ ン

Table 2-2 および Table 2-3 に 、 RGL top level keywords を置き換えるオー ト メ ーシ ョ ン
メ ソ ッ ド と フ ァ ン クシ ョ ンを記載し ます 。 また 、 RGL 形式フ ァ イルの置換 、 RGL 
SubLevel Keywords のオー ト メ ーシ ョ ン 、 RGL Field Keywords のオー ト メ ーシ ョ ン 、
RGL の新規オー ト メ ーシ ョ ン フ ァ ン クシ ョ ン もご覧 く ださい 。

PowerPCB 形式ネ ッ ト
リ ス ト

PowerPCB V2.0 Format 
Netlist.bas, PowerPCB V3.0 
Format Netlist.bas

PowerPCB 形式のネ ッ ト
リ ス ト をレポー ト  

DFT 拡張テス ト ポイ ン ト  DFT Extended test point 
report.bas

テス ト ポイ ン ト を 、 ネ ッ
ト 、 テス ト ポイ ン ト な し
のネ ッ ト 、 ネ ッ ト 毎のテ
ス ト ポイ ン ト 数でレポー
ト

Table 2-2. Direct Automation メ ソ ッ ド で置換される Top Level Keywords
RGL Keywords メ ソ ッ ド 説明 
JOBNM ActiveDocument.Name JOB NAME を返し ます 。

COMPCNT ActiveDocument.Component
s.Count 

実装部品の合計数を返し ま
す 。

SIGCNT ActiveDocument.Nets.Count 信号の合計数を返し ます 。

BOARDSZ ActiveDocument.BoardOutli
neSurface 

基板寸法を現在の単位で返
し ます 。

Table 2-1. Sax Basic Script 名と レポー ト タ イプ (cont.)
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RGL SubLevel Keywords のオー ト メ ーシ ョ ン

Table 2-3. RGL.BAS でフ ァ ン クシ ョ ンやサブルーチンに置換される Top Level 
Keywords

RGL Keywords オー ト メ ーシ ョ ン 　
フ ァ ン クシ ョ ン

説明 

TIME Function GetTime() As 
String

現在の日時刻を ddd mmm dd 
hh:mm:ss yyyy. 形式で返し ま
す 。

LAYERCNT Function LayerCnt(doc As 
Object)

実装部品および配線層の合計
数を返し ます 。

PKGCNT Function PkgCnt(doc As 
Object) As Integer

PCB で使用されているパッ ケ
ージ総数を返し ます 。

SYMCNT Function SymCnt(doc As 
Object) As Integer

PCB で使用されている部品形
状の総数を返し ます 。

EQUIV_IC Function EquivalentIC(doc 
As Object) As Double

基板上の全実装部品のピンの
総数を 14 で割った数を使用
し ます 。

BD_DENSITY Function BdDensity(doc As 
Object) As Double

PCB の表面積を Equivalent IC
値で割った値を使い 、 基板の
密集度を求めます 。

PSIGCNT Function PSigCnt(doc As 
Object) As Integer

PCB 上の電源ネ ッ ト の総数を
返し ます 。

SSIGCNT Function SSigCnt(doc As 
Object) As Integer

PCB 上にある電源ネ ッ ト を除
いた信号ネ ッ ト の総数を返し
ます 。

TOPCOMPCNT Function TopCompCnt(doc 
As Object) As Integer

PCB 部品面の実装部品の総数
を返し ます 。

BOTCOMPCNT Function 
BottomCompCnt(doc As 
Object) As Integer

PCB 半田面の実装部品の総数
を返し ます 。

PADCNT Function PadCnt(doc As 
Object) As Integer

PCB 上のパッ ド ( ド リル済 、
未ド リル両方 ) の総数を返し
ます 。

DRPADCNT Function DrPadCnt(doc As 
Object) As Integer

PCB 上のド リルパッ ド ( ド リ
ル寸法 > 0) の総数を返し ます

NDPADCNT Function NDPadCnt(doc As 
Object) As Integer

表面実装パッ ド ( ド リル寸法 
= 0) の総数を返し ます 。
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Table 2-4 および Table 2-5 に RGL sublevel keywords を置き換えるオー ト メ ーシ ョ ン メ
ソ ッ ド と フ ァ ン クシ ョ ンを記載し ます 。 RGL Field Keywords のオー ト メ ーシ ョ ン もご
覧 く だ さい 。

下層レベルキーワー ドはイ ンデン ト されています 。

参照 ： RGL 形式フ ァ イルの置換 、 RGL Top Level Keywords のオー ト メ ーシ ョ ン 、
RGL Field Keywords のオー ト メ ーシ ョ ン 、 RGL の新規オー ト メ ーシ ョ ン フ ァ ン クシ
ョ ン

Table 2-4. Direct オー ト メ ーシ ョ ン メ ソ ッ ド で置換される Sublevel Keywords

RGL Keywords 説明 
SIGNALS 信号内を検索

' Iterate through all net of document doc like this
For Each nextNet In doc.Nets
… ' Do Something with that Net nextNet
Next nextNet

SIGNAME Net.Name
信号名

PINS ピン内を検索
' Iterate through all pins of net nextNet like this
For Each nextPin In nextNet.Pins
… ' Do Something with that Pin nextPin
Next nextPin

COMPNAME Pin.Component.Name
実装部品名

PINNUM Pin.Number
ピン番号

CONNECTIONS 結線を検索
' Iterate through all connections of document doc like this
For Each nextConn In doc.Connections
… ' Do Something with that Connection nextConn
Next nextConn

SIGNAME Connection.Net.Name
信号名

COMP1 Connection.Pins(1).Component.Name
結線終端 1 の参照名

PIN1 Connection.Pins(1).Number
結線終端 1 のピン番号

COMP2 Connection.Pins(2).Component.Name
結線終端 2 の参照名
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PIN2 Connection.Pins(2).Number
結線終端 2 のピン番号

ROUTSEGS 配線内を検索
' Iterate through all route segs of conn. nextConn like this
For Each nextSeg In nextConn.RouteSegments
… ' Do Something with that route segment nextSeg
Next nextSeg

END1 線分の最初の端点
Points = RouteSegment.Points '! First, assign to variant !
Points(1)

END2 線分の 2 つめの端点
Points = RouteSegment.Points '! First, assign to variant !
Points(2)

WIDTH RouteSegment.Width 
配線線分の幅

LAYER RouteSegment.Layer
配線線分の層番号

VIAS ビア内を検索
' Iterate through all vias of connection nextConn like this
For Each nextVia In nextConn.Vias
… ' Do Something with that via nextVia
Next nextVia

LOCX Via.PositionX
ビアの X 座標

LOCY Via.PositionY
ビアの Y 座標

VIANAME Via.Type
ビア名

PACKAGE (in RGL.BAS:see PKGCNT)

PKGNAME パッ ケージ名
' Use the Component.PartType property

PKGDSCR Component.Attributes(“DESCRIPTION”).Value
パッ ケージの説明

COMPONENTS パッ ケージ内を検索
' Iterate through all components of document doc like this
For Each nextComp In doc.Components
… ' Do Something with that Component nextComp
Next nextComp

Table 2-4. Direct オー ト メ ーシ ョ ン メ ソ ッ ド で置換される Sublevel Keywords 
(cont.)



PADS Layout User’s Guide, PADS 9.01178

PADS Layout オー ト メ ーシ ョ ンサーバー
RGL の置換

COMPNAME Component.Name 
実装部品名

SYMNAME Component.Decal
シンボル名

PKGTYPE Component.PartType
パッ ケージ名

ANGLE Component.Orientation
実装部品配置角度

LOCX X Component.PositionX
配置の座標

LOCY Y Component.PositionY
配置の座標

TESTPOINTS (in RGL.BAS)

TPNAME Pin.Name ' はピンテス ト ポイ ン ト
Via.Type ' は ビアテス ト ポイ ン ト
テス ト ポイ ン ト 名 。 U1.2. といった実装部品のテス
ト ポイ ン ト 名が標準ピン名です 。 ビアのテス ト ポイ
ン ト 名は STANDSARDVIA 等のビア タ イプ名です 。

SIGNAME Pin.Net ' はピンテス ト ポイ ン ト
Via.Net ' はビアテス ト ポイ ン ト
信号 (net) 名 。 テス ト ポイ ン ト が未使用の実装部品
ピンである場合 、 *NONE* とい う名前を返し ます 。

LOCX X Pin.PositionX' はピンテス ト ポイ ン ト
Via.PositionX ' はビアテス ト ポイ ン ト  
テス ト ポイ ン ト の座標

LOCY Y Pin.PositionY' はピンテス ト ポイ ン ト
Via.PositionY ' はビアテス ト ポイ ン ト
テス ト ポイ ン ト の座標

TESTSIDE Pin.TestPoint ' はピンテス ト ポイ ン ト
Via.TestPoint ' はビアテス ト ポイ ン ト
テス ト ポイ ン ト のテス ト 面 ： TOP または BOTTOM

Table 2-4. Direct オー ト メ ーシ ョ ン メ ソ ッ ド で置換される Sublevel Keywords 
(cont.)
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RGL Field Keywords のオー ト メ ーシ ョ ン

Table 2-6 に 、 RGL.bas. でフ ァ ン クシ ョ ンやサブルーチンによ り置き換えられる RGL 
field keywords を記載し ます 。  

Table 2-5. RGL.BAS 内でフ ァ ン クシ ョ ンやサブルーチンに置換される Sublevel 
Keywords

RGL Keywords 説明 
SIGNALS 信号内を検索

( ダイ レ ク ト オー ト メ ーシ ョ ン メ ソ ッ ド )
SIGNAME 信号名

( ダイ レ ク ト オー ト メ ーシ ョ ン メ ソ ッ ド )
PINS ピン内を検索

( ダイ レ ク ト オー ト メ ーシ ョ ン メ ソ ッ ド )
PINTYP Function PinType(Pin As Object) As String

ユーザーによ り割り当てられた場合の 、 ピン
タ イプを特定する文字列値を返し ます 。
Source="S", Bidirectional="B", 
OpenCollector="C", OrTieableSource="O", 
Tristate="T", Load="L", Terminator="Z", 
Power="P", Ground="G", Undefined="U"

TPASSIGNED Function TPAssigned(Net As Object) As Boolean
ネ ッ ト にテス ト ポイ ン ト がある場合は
true/false 値を返し ます 。

TESTPOINTCNT Function TPCnt(Net As Object) As Integer
全ネ ッ ト 上テス ト ポイ ン ト 総数を返し ます 。

TESTPINCNT Function TPPinCnt(Net As Object) As Integer
テス ト ポイ ン ト と し て割り当てられたピン
総数を返し ます 。

TESTVIACNT Function TPViaCnt(Net As Object) As Integer
テス ト ポイ ン ト と し ているビアの総数を返し
ます 。

PACKAGE Sub GetPackageList(doc As Object, ByRef 
pkgList() As Package, Optional bSort As Boolean 
= False
PCB 上の全パッ ケージ リ ス ト を返し ます 。
リ ス ト のソー ト を指定するにはオプシ ョ ンの
パラ メ ータ を使います 。

TESTPOINTS Function TestPoints(doc As Object) As objects
実装部品ピン 、 ビア 、 未使用ピンのテス ト
ポイ ン ト のリ ス ト を返し ます 。
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RGL 形式フ ァ イルの置換 、 RGL Top Level Keywords のオー ト メ ーシ ョ ン 、 RGL 
SubLevel Keywords のオー ト メ ーシ ョ ン 、 RGL の新規オー ト メ ーシ ョ ン フ ァ ン クシ ョ
ン もご覧 く ださい 。

RGL の新規オー ト メ ーシ ョ ン フ ァ ン クシ ョ ン

Table 2-6 に 、 RGL 置換をサポー ト するため RGL.bas の新規フ ァ ン クシ ョ ンやサブ
ルーチンを記載し ます 。

Table 2-6. RGL.BAS 内でフ ァ ン クシ ョ ンやサブルーチンで置換される Field 
keyword

RGL Keywords オー ト メ ーシ ョ ン
フ ァ ン クシ ョ ン

説明

MAXCOLS Sub MaxCols(cols As 
Integer)

レポー ト 内の最大列数を
計算し ます 。

BETWEEN Sub Between(Optional 
betweenCol As Integer = 0)

異なるデータ列間に必要
なスペースを計算し ます

BETWEEN Sub End_Between() 異なるデータ列間に必要
なスペースを計算し ます

COLUMNS ,LEADING Sub Columns(ParamArray 
formatParam())

表形式でレポー ト 列を出
力し ます 。

COLUMNS ,LEADING Sub End_Columns() レポー ト にデータの最終
列を出力し ます 。

DELIMITER 必要あ り ません 

Table 2-7. RGL 置換をサポー ト するための RGL.BAS 内の新規フ ァ ン クシ ョ ンや
サブルーチン

オー ト メ ーシ ョ ン フ ァ ン クシ ョ ン 説明

Function Format2(value As Double) As String 小数点 5 桁までの浮動小数点を
文字列と し て返し ます 。

Function NetPinsSortedByConnection(aNet As 
Object) As objects

アルフ ァ ベ ッ ト 順に並べたピン
ペア リ ス ト を返し ます 。

Function OpenReport(file As String) As Integer 提供する フ ァ イル名に対し出力
ス ト リームを開きます 。

Sub CloseReport() 現在開いている出力ス ト リーム
を閉じ ます 。

Sub Out(ParamArray formatParam()) オープンス ト リームにフ ォーマ
ッ ト 済みデータ を出力し ます 。
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参照

RGL 形式フ ァ イルの置換 、  RGL Top Level Keywords のオー ト メ ーシ ョ ン 、 RGL 
SubLevel Keywords のオー ト メ ーシ ョ ン 、 RGL Field Keywords のオー ト メ ーシ ョ ン
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Chapter 3
マク ロ

PADS プログラムのマク ロ言語は標準 Visual Basic スク リ プ ト (VBS スク リ プ ト ) 言語
に似ています 。 プログラムでは 、 以下を含む大半の VBS スク リ プ ト 機能をサポー ト
し ています ：

• 変数 と複数の変数

• 標準算術演算およびブーリ アンの一式

• 関数 およびサブルーチン

• ステー ト メ ン ト

• 演算子

• オブジ ェ ク ト プロパテ ィ と メ ソ ッ ド

• オー ト メ ーシ ョ ンサポー ト  内部と外部のオー ト メ ーシ ョ ンオブジ ェ ク ト

• 内部マク ロオブジ ェ ク ト

変数
PADS プログラムのマク ロエンジンは Null 値も し く は以下の値を含む変数をサポー ト
し ます 。

• 数値

• 論理値

• 文字列

• オブジ ェ ク ト

値型は次の規則に基づいて変換されます 。 Table3-1 をご参照 く だ さい 。

Table 3-1. & 演算子引数

... から ... へ 論理値 数値 文字列

Null 値 False 0 空の文字列

論理値 な し False であれば 0 、
True であれば 1 

False であれば 0 、
True であれば 1
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数値

数値は浮動小数点数を表し ます 。

注意 ：  数値と文字列値型は代替可能です 。 指定される と互いに自動的に変換されます

論理値

論理値は True も し く は False にな り ます 。

文字列

文字列値は文字列を表し ます 。

注意 ：  数値と文字列値型は代替可能です 。 指定される と互いに自動的に変換されます

関連 ト ピ ッ ク

Str 関数

ダブル

数値を表し ます 。

ダブルと文字列型は代替可能です 。 指定される と互いに自動的に変換されます 。

数値 0 であれば
False 、 0 で
なければ True

な し 数値の文字列表現

文字列 まず数値に変
換される

最初の文字列が数と し
て解釈されれば 、 その
数の値が使用される 。
それ以外は 0 。

な し

Table 3-1. & 演算子引数
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オブジ ェ ク ト

オブジ ェ ク ト はメ ソ ッ ドやプロパテ ィ から成る イ ン ターフ ェースで扱われる複合実体
を表し ます 。 オブジ ェ ク ト は数値型や文字列値型とは異な り ます 。

オブジ ェ ク ト には 2 つの種類があ り ます ：  

• マク ロオブジ ェ ク ト ：  マク ロエンジン用語を使って扱われる内部オブジ ェ ク ト
で 、 オー ト メ ーシ ョ ン イ ン ターフ ェースがある場合と無い場合があ り ます 。

• オー ト メ ーシ ョ ンオブジ ェ ク ト ：  オー ト メ ーシ ョ ンによ って扱われる内部また
は外部オブジ ェ ク ト です 。  

構文

オブジ ェ ク ト の構文は両方と も同じ です ：

Object.Method arg1, ..., argn
var = Object.Method( arg1, ..., argn )

式
PADS プログラムのマク ロエンジンでは以下の式のいずれかを使用し ます ：

• 数値 ：  数と し て見な される任意の式 。 数式には 、 キーワー ド 、 変数 、 定数 、
演算子の組み合わせで最終的には数と なる ものが含まれます 。

• 文字列 ：  一連の隣接する文字式 。 文字列式には 、 文字列 、 文字列リ テ ラル 、
あるいは文字列変数が含まれます 。
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マク ロ
演算子

演算子
PADS プログラムのマク ロエンジンでは以下の演算子を使用し ます ：

• & 演算子

• * 演算子

• + 演算子

• / 演算子

• - 演算子

• ^ 演算子

• = 演算子

• And 演算子

• 比較演算子

• Mod 演算子

• Not 演算子

• Or 演算子

• Xor 演算子
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& 演算子
2 つの式の文字列連結を強制的に行います 。

構文

result = expression1 & expression2

引数

& 演算子には以下の引数があ り ます ：

例

S = "abc" & "123"

result 必須
任意の数値変数

expression1 必須
任意の式
式が文字列でない場合は 、 文字列に変換されます 。

expression2 必須
任意の式
式が文字列でない場合は 、 文字列に変換されます 。
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マク ロ
* 演算子

* 演算子
2 つの数の乗算を行います 。

構文

result = number1 * number2

引数

* 演算子には以下の引数があ り ます ：

例

X = y * z

result 必須
任意の数値変数

number1 必須
任意の式 。 式の値が数値でない場合は 、 数値に変換されます 。

number2 必須
任意の式 。 式の値が数値でない場合は 、 数値に変換されます 。
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+ 演算子
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+ 演算子
2 つの数の加算を行います 。

構文

result = expression1 + expression2

引数

+ 演算子構文には以下の引数があ り ます ：

注意 ： + 演算子を使用する際 、 ユーザーは加算が行われるか 、 文字列連結が行われる
か決定する こ とはできません 。 文字列連結を強制的に行う には 、 & 演算子を使用し
ます 。 これによ り 、 あいまいさ を無 く し 、 自己文書化コー ド を提供し ます 。

Table3-2 に 、 それぞれの組み合わせに対し ての + 演算子の動作を記載し ます ：

例

X = y + z

result 必須
任意の数値変数

expression1 必須
任意の式

expression2 必須
任意の式

Table 3-2. + 演算子

引数 動作

両方の式が数値 加算

両方の式が文字列 文字列連結

一方の式が数値 、 他方が文字列 加算
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マク ロ
/ 演算子

/ 演算子
2 つの数値の商を計算し 、 結果を浮動小数点数で返し ます 。   

構文

result = number1 / number2

引数

/ 演算子には以下の引数があ り ます ：

例

x = y/z

result 必須
任意の数値変数

number1 必須
任意の式 。 式の値が数値でない場合は 、 数値に変換されます 。

number2 必須
任意の式 。 式の値が数値でない場合は 、 数値に変換されます 。
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- 演算子
2 つの数値の差を求めます 。 または 、 数式の符号を反転し た値を指定し ます 。  

構文 1
result = number1 - number2

- 演算子は減算演算子と し て 、 2 つの数値の差を求めるために使用されます 。

構文 2
-number

- 演算子は単項マイナス符号演算子と し て 、 式の符号を反転し た値を指定するために
使用されます 。  

引数

- 演算子には以下の引数があ り ます ：

例 1
x = y - z

例 2
-x

result 必須
任意の数値変数

number1 必須
任意の式 。 式の値が数値でない場合は 、 数値に変換されます 。  

number2 必須
任意の式 。 式の値が数値でない場合は 、 数値に変換されます 。  
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マク ロ
= 演算子

= 演算子
変数あるいはプロパテ ィ に値を指定し ます 。

構文

variable = value

引数

= 演算子には以下の引数があ り ます ：

例

a = 1

variable 変数も し く は書き込み可能のプロパテ ィ 。
単純なスカ ラ変数あるいは配列の要素 。

value 任意の数式 、 文字列 、 リ テ ラル 、 または定数
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^ 演算子
数値のべき乗を求めます 。

構文

result = number ^ exponent

引数

 ^ 演算子には以下の引数があ り ます ：

1 つの式の中で複数の指数演算が行われる と き 、 ^ 演算子は左から右の順に評価され
ます 。  

例

x = y ^ z

result 必須
任意の数値変数

number 必須
任意の式

exponent 必須
任意の数式
数式 exponent が整数のと きに限り 、 引数 number に
負の値を指定できます 。
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マク ロ
And 演算子

And 演算子
2 つの式の論理積を求めます 。   

構文

result = expression1 And expression2

引数

And 演算子には以下の引数があ り ます ：

Table3-3 に 、 結果の求め方を記載し ます 。

例

a = b And c

result 必須
任意の数値変数

expression1 必須
任意の式 。 式の値が論理でない場合は 、 論理値に変換されます 。

expression2 必須
任意の式 。 式の値が論理でない場合は 、 論理値に変換されます 。

Table 3-3. And 演算子の結果

expression1 が
以下で ：

expression2 が
以下の場合 ：

結果

True True True

True False False

False True False

False False False
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比較演算子
式の比較を行います 。

構文

result = expression1 comparisonoperator expression2

引数

比較演算子には以下の引数があ り ます ：

Table3-4 に 、 比較演算子と結果が True 、 False または Null になる条件を表示し ます

例

b = 1 > 2

result 必須
任意の変数

expression1 必須
任意の式

expression2 必須
任意の式

comparisonoperator 必須
任意の比較演算子 。
詳細については 、 以下の Table3-4 をご覧 く だ さい 。

Table 3-4. 比較演算子と結果

比較演算子 以下の条件の場合 、 True 以下の条件の場合 、 False

< ( ～未満の ) expression1 < expression2 expression1 >= expression2

<= ( ～以下で ) expression1 <= expression2 expression1 > expression2

> ( ～よ り大きい ) expression1 > expression2 expression1 <= expression2

>= ( ～以上で ) expression1 >= expression2 expression1 < expression2

= ( ～に等しい ) expression1 = expression2 expression1 <> expression2

<> ( ～に等し く ない ) expression1 <> expression2 expression1 = expression2



PADS Layout User’s Guide, PADS9.01196

マク ロ
Mod 演算子

Mod 演算子
2 つの数値の除算を行い 、 その剰余を返し ます 。  Mod( 剰余 ) 演算子は浮動小数点値
を整数に四捨五入し ます 。

構文

result = number1 Mod number2

引数

Mod 演算子には以下の引数があ り ます ：

例

x = y Mod z

result 必須
任意の数値変数

number1 必須
任意の数式

number2 必須
任意の数式
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Not 演算子
式の論理否定を求めます 。

構文

result = Not expression

引数

Not 演算子には以下の引数があ り ます ：

Table3-5 に 、 結果の求め方を記載し ます 。

例

x = Not y

result 必須
任意の数値変数

expression 必須
任意の式 。 式の値が論理でない場合は 、 論理値に変換されます 。  

Table 3-5. Not 演算子の結果

式が以下の場合 結果

True False

False True
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マク ロ
Or 演算子

Or 演算子
2 つの式の論理和を求めます 。   

構文

result = expression1 Or expression2

引数

Or 演算子には以下の引数があ り ます ：

Table3-6 に 、 結果の求め方を記載し ます ：

例

x = y Or z

result 必須
任意の数値変数

expression1 必須
任意の式 。 式の値が論理でない場合は 、 論理値に変換されます 。

expression2 必須
任意の式 。 式の値が論理でない場合は 、 論理値に変換されます 。

Table 3-6. Or 演算子の結果

expression1 が
以下で :

expression2 が
以下の場合 :

結果

True True True

True False True

False True True

False False False
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Xor 演算子
2 つの式の排他的論理和を求めます 。

構文

[result =] expression1 Xor expression2

引数

 Xor 演算子には以下の引数があ り ます ：

Table3-7 に 、 結果の求め方を記載し ます ：

例

x = y Xor z

ステー ト メ ン ト
PADS プログラムのマク ロエンジンでは以下の VB スク リ プ ト および他のステー ト
メ ン ト をサポー ト し ます 。

• Call

• Close

• Dim

• Do...Loop

result 必要に応じ て
任意の数値変数

expression1 必須
任意の式 。 式の値が論理でない場合 、 論理値に変換されます 。

expression2 必須
任意の式 。 式の値が論理でない場合
は 、 論理値に変換されます 。

Table 3-7. Xor 演算子の結果

expression1 が
以下で :

expression2 が
以下の場合 :

結果

True True False

True False True

False True True

False False False
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マク ロ
ステー ト メ ン ト

• For-Next

• Function 

• If...Then...Else ステー ト メ ン ト

• Input #

• Modal

• Open

• Print #

• ReDim

• Set

• Sub 

• While...Wend

• Width # 
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Call
Sub プロシージャ または Function プロシージャに制御を渡し ます 。

構文

[Call] name [argumentlist]

キーワー ド Call を使って引数を必要とするプロシージャ を呼び出す場合は 、 引数リ ス
ト argumentlist を括弧で囲む必要があ り ます 。 下記の例を参照し て く だ さい 。

引数 
Call ステー ト メ ン ト には以下の引数があ り ます ：

例

Call MyProc(0)

関連 ト ピ ッ ク

ステー ト メ ン ト

Call オプシ ョ ンのキーワー ド
プロシージャ を呼び出す際 、 キーワー ド Call は省略できます 。
キーワー ド Call を省略する場合 、 引数リ ス ト argumentlist を囲む
括弧も省略する必要があ り ます 。 Call ステー ト メ ン ト の構文で
組み込み関数またはユーザー定義型関数を呼び出す場合 、 その関数
の戻り値を取得する こ とはできません 。

name 必須
呼び出すプロシージャの名前

argumentlist 必要に応じ て
プロシージャに引き渡す 、 カ ンマで区切られた変数 、 配列 、 または
式のリ ス ト 。
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マク ロ
Close

Close 
Open ステー ト メ ン ト によ り開かれたフ ァ イルへの入出力を終了し ます 。

Output または Append を行う ために開いたフ ァ イルを閉じ る場合 、 出力バッ フ ァ に残
っているデータは 、 そのフ ァ イルに対するオペレーテ ィ ングシステムバッ フ ァ に書き
込まれます 。 閉じ たフ ァ イルが使用し ていたバッ フ ァ領域は全て開放されます 。 その
フ ァ イルに指定されたフ ァ イル番号も開放されます 。

構文

Close [filenumberlist]

引数

Close ステー ト メ ン ト には以下の引数があ り ます ：

filenumberlist を省略する と 、 Open ステー ト メ ン ト を使用し て開かれた全ての
アク テ ィ ブ フ ァ イルが閉じ られます 。

例

close #1

関連 ト ピ ッ ク

ステー ト メ ン ト

filenumberlist 必要に応じ て
次の構文を使用し た 1 つも し く は複数のフ ァ イル番号です 。
こ こで filenumber は任意の有効なフ ァ イル番号にな り ます ：

[[#]filenumber] [, [#]filenumber] . . .
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Dim
変数を宣言し て メ モ リ領域を割り当てます 。  

構文

Dim varname[([subscripts])] [,varname[([subscripts])]] . . .

引数

Dim ステー ト メ ン ト には以下の引数があ り ます ：

Dim ステー ト メ ン ト を空の括弧と組み合わせる と 、 動的配列を宣言できます 。 宣言し
た動的配列の次元と要素の数をプロシージャ内で定義するには 、 ReDim ステー ト メ
ン ト を使います 。

例

Dim x(10), y(20)

関連 ト ピ ッ ク

ステー ト メ ン ト

varname 必須
変数の標準的な命名規則に従い名前を付けます 。

subscripts 必要に応じ て
配列変数の次元
引数 subscripts の構文は次のとお り です ：

[lower To] upper [, [lower To] upper] . . .

配列の最小値は常に 0 です 。
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マク ロ
Do...Loop

Do...Loop
指定された条件が True である間 、 または条件が True になるまで 、 一連のステー ト
メ ン ト を繰り返し実行し ます 。

構文 1
Do [{While | Until} condition]
[statements]
[Exit Do]
[statements]
Loop

構文 2
Do
[statements]
[Exit Do]
[statements]
Loop [{While | Until} condition]

引数

Do Loop ステー ト メ ン ト には以下の引数があ り ます ：

Exit Do ステー ト メ ン ト を Do...Loop ステー ト メ ン ト 内の任意の場所に使用し て
Do...Loop ステー ト メ ン ト を終了させる こ と もできます 。 Exit Do ステー ト メ ン ト は
条件の評価の後に使用される こ とが多 く 、 その場合 、 Exit Do ステー ト メ ン ト は Loop
ステー ト メ ン ト の直後のステー ト メ ン ト に制御を渡し ます 。

ネス ト 構造にし ている場合に Exit Do ステー ト メ ン ト が実行される と 、 その Exit Do
ステー ト メ ン ト を囲んでいる 1 番内側のループから抜け出し ます 。

例

Do while i < 10
i = i + 1 
loop

condition 必要に応じ て
次の式の 1 つも し く は複数 ：

True または False になる数式
True または False になる文字列式

引数 condition が Null 値の場合 、 引数 condition は False と し て扱
われます 。

statements 引数 condition が True である間 、 または True になるまで繰り返し
実行される 1 つも し く は複数のステー ト メ ン ト
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関連 ト ピ ッ ク

ステー ト メ ン ト
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マク ロ
For-Next

For-Next
一連のステー ト メ ン ト を指定された回数だけ繰り返し ます 。

構文

For counter = start To end [Step step]
[statements]
[Exit For]
[statements]
Next [counter]

引数

For-Next ステー ト メ ン ト には以下の引数があ り ます ：

引数 step には正の数または負の数を指定できます 。 引数 step で指定し た値によ り 、
Table3-8 に記載の通り 、 ループの実行が制御されます 。

ループ内の一連のステー ト メ ン ト が全て実行される と 、 引数 step の値が引数 counter
に加算されます 。 この時点で終了条件が満た されていない場合 、 ループ内のステー ト
メ ン ト が再び実行されます 。 終了条件が満た されている場合 、 ループから抜け出し て
Next ステー ト メ ン ト の次のステー ト メ ン ト に制御が移り ます 。

Exit For ステー ト メ ン ト をループの任意の場所に置いて終了する こ と もできます 。
Exit For は 、 Next ステー ト メ ン ト の次のステー ト メ ン ト にすぐに制御を移し ます 。

counter 必須
ループカウン タ と し て使う数値変数 。
Counter には 、 ブーリ アン要素や配列要素は指定できません 。

start 必須
引数 counter の初期値

end 必須
引数 counter の最終値

step 必要に応じ て
ループを繰り返すご とに引数 counter に加算される値 。
指定されていない場合 、 step はデフ ォル ト の 1 にな り ます 。

statements 必要に応じ て
For と Next の間の 1 つも し く は複数のステー ト メ ン ト で 、 counter
で指定された回数だけ実行されます 。

Table 3-8. For-Next ステー ト メ ン ト ループカウン タ

値 実行条件

正の数または 0 counter <= end

負の数 counter >= end
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For-Next ステー ト メ ン ト を他の For-Next ステー ト メ ン ト 内に置いてネス ト させる こ と
ができます 。 個々のステー ト メ ン ト にそれらの counter と し て固有の変数名を与えま
す 。 以下は有効な組み立てです ：

For A = 1 To 10
 For B = 2 To 20
 For C = 3 To 30
 ...
 Next C
 Next B

Next A

例

for i = 0 to 10 step 2
s = sti
next i

関連 ト ピ ッ ク

ステー ト メ ン ト
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Function
Function プロシージャ を定義する名前 、 引数およびコー ド を宣言し ます 。

Function プロシージャは 、 Sub プロシージャ と同様 、 引数を受け取って一連のステー
ト メ ン ト を実行し 、 その引数の値を変更する独立し たプロシージャです 。 ただ し 、
Sub プロシージャ とは違い 、 Function プロシージャは Sqr 関数 、 Cos 関数 、 Chr 関数
などの組み込みの関数のよ う に式の右辺に記述する こ と で戻り値を使用する こ とがで
きます 。  

Function プロシージャで使用される変数には 2 種類あ り ます ：

• プロシージャ内で明示的に宣言される変数 ： これらの変数は 、 そのプロシージ
ャ内だけで有効で ( ローカル変数 ) 、 Dim ステー ト メ ン ト などを使用し ます 。
関数のローカル変数の値は 、 プロシージャへの呼び出しの間保存されません 。

• プロシージャ内で明示的に宣言せずに使われている変数 ：  これらの変数も 、
そのプロシージャの外部のさ らに上のレベルで明示的に宣言されていない限り
はローカル変数と な り ます 。

構文

Function name [(arglist)]
[statements]
[name = expression]
[Exit Function] 
[statements]
[name = expression]
End Function

Exit Function ステー ト メ ン ト は Function プロシージャ を直ちに終了し ます 。 プログラ
ムの実行は 、 その Function プロシージャ を呼び出し たステー ト メ ン ト の次のステー ト
メ ン ト から継続されます 。 Exit Function ステー ト メ ン ト は Function プロシージャ内の
任意の位置で何度でも指定できます 。

引数

Function ステー ト メ ン ト には以下の引数があ り ます ：

name 必須
Function プロシージャの名前
変数の標準的な命名規則に従い名前を付けます 。
Function プロシージャから値を返すには 、 値を Function プロ
シージャ名 name に代入し て く だ さい 。 引数 name への代入は
、 Function プロシージャ内の任意の場所で行う こ とができま
す 。 引数 name に値を代入し ない場合は既定の戻り値が返され
ます 。  
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引数 arglist の構文は次のとお り です ：  

[ByVal | ByRef] varname[( )] 

Table3-9 に arglist 構文要素を記載し ます 。

Function プロシージャ を他の Function プロシージャ 、 または Sub プロシージャの中で
定義する こ とはできません 。  

Function プロシージャの呼び出しの詳細については 、 Call ステー ト メ ン ト をご覧 く だ
さい 。

例

以下の例は 、 Example とい う名前の関数にどのよ う にし て戻り値を割り当てるかを示
し ます 。 この場合 、 名前には False が指定され 、 ある条件に合わないこ と を示し ます 

Function Example()
...

' Value not found.Return False.
If ConditionNotMet Then

Example = False
Exit Function 

End If
...

Example = True
End Function

関連 ト ピ ッ ク

ステー ト メ ン ト

arglist 必要に応じ て
Function プロシージャ を呼び出す際に Function プロシージャ
に渡す引数を表す変数のリ ス ト 。
複数の変数を指定する場合はカ ンマで区切り ます 。  

statements 必要に応じ て
Function プロシージャ内で実行される一連のステー ト メ ン ト

expression function プロジージャの戻り値

Table 3-9. Function ステー ト メ ン ト arglist 構文

Part 説明

ByVal その引数が値渡し で渡される こ と を示し ます 。

ByRef その引数が参照渡し で渡される こ と を示し ます 。

Varname 引数を表す変数名 。
変数の標準的な命名規則に従って名前を付けます 。
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If...Then...Else ステー ト メ ン ト
式の値に基づいて 、 条件付きの実行を行います 。

構文

If condition Then [statements] [Else [elsestatements]]

ブロ ッ ク構文

If condition Then
[statements]
[ElseIf condition-n Then
[elseifstatements]] ...
[Else
[elsestatements]]
End If

引数

If...Then...Else ステー ト メ ン ト には以下の引数があ り ます ：

単一行形式は 、 短 く 簡単な条件判断を行う と きに使用し ます 。 よ り構造化され柔軟な
記述にはブロ ッ ク形式の構文を使用し ます 。 ブロ ッ ク形式の構文はコー ドの読みやす
さや保守性が向上し 、 デバッ グも行いやす く な り ます 。

単一行形式の場合は 、 If...Then で判断し た結果と し て 、 複数のステー ト メ ン ト を実行
できます 。 すべてのステー ト メ ン ト を 、 コ ロンで区切って同じ行に記述する必要があ
り ます 。 次にコー ド例を示し ます ：

If A > 10 Then A = A + 1 :B = B + A :C = C + B

condition 必須
任意の式 。 式が論理でない場合は論理式に変換し ます 。

statements ブロ ッ ク形式の場合は省略可能です 。 Else 句が無い単一行
形式の場合は必ず指定し ます 。
1 つのステー ト メ ン ト 、 も し く はコ ロン (:) で区切られた複数
のステー ト メ ン ト 。 引数 condition が True の場合 、 実行されま
す 。

condition-n 必要に応じ て
任意の論理式 。 式が論理でない場合は論理式に変換し ます 。

elseifstatements 必要に応じ て
引数 condition-n が True の場合に実行される 、 1 つも し く は
複数の statement 。

elsestatements 必要に応じ て
Else 以前に定義されている条件がどれも True でない場合 、
または condition-n が True の場合に実行される 、 1 つも し く は
複数の statement 。
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ブロ ッ ク形式の場合は If ステー ト メ ン ト のみを最初の行に定義する必要があ り ます 。
Else 、 ElseIf 、 および End If の各ステー ト メ ン ト の前に記述できるのは 、 行ラベルだ
けです 。 If ステー ト メ ン ト ブロ ッ クの最後には 、 必ず End If ステー ト メ ン ト を記述し
て く だ さい 。

ステー ト メ ン ト がブロ ッ ク形式の If ステー ト メ ン ト かど うかを判断するには 、 キーワ
ー ド Then の後に何が続 く のかを調べます 。 ステー ト メ ン ト 内の Then キーワー ドの後
ろにコ メ ン ト 以外の記述がある と 、 単一行の If ステー ト メ ン ト と判断されます 。

Else 句と ElseIf 句はどち ら も必要に応じ て定義し ます 。 また 、 ブロ ッ ク形式の If ステ
ー ト メ ン ト では 、 ElseIf 句はい く つ指定し てもかまいません 。 ただ し 、 Else 句の後ろ
には何も指定できません 。 ブロ ッ ク形式の If ステー ト メ ン ト はネス ト 構造にできます

ブロ ッ ク形式の If ステー ト メ ン ト が検出される と 、 condition がテス ト されます 。
condition が True の場合 、 Then の次のステー ト メ ン ト が実行されます 。 condition が
False の場合は 、 ElSeIf ステー ト メ ン ト が順に評価されます 。 True condition が見つか
る と 、 その Then の直後に指定されたステー ト メ ン ト が実行されます 。 どの Elself 
condition も True にならないか 、 Elself ステー ト メ ン ト が 1 つも定義されていない場合
は 、 Else の次のステー ト メ ン ト が実行されます 。 Then 、 ElseIf 、 または Else に続 く
ステー ト メ ン ト の実行が終わる と 、 End If の次のステー ト メ ン ト から プログラムの実
行が続けられます 。

例

If x < y then x = y

と

If x < y then
x = y
End if

関連 ト ピ ッ ク

ステー ト メ ン ト
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Input #
開いているテキス ト フ ァ イルからデータ を読み 、 変数にデータ を指定し ます 。 この
ステー ト メ ン ト は Input モー ド で開いたフ ァ イルに対し てのみこのステー ト メ ン ト を
使用し て く だ さい 。 読み込まれる と 、 文字列あるいは数字のデータは変数に修正無し
に指定されます 。

構文

Input #filenumber, varlist

引数

Input # ステー ト メ ン ト には以下の引数があ り ます ：

関連 ト ピ ッ ク

ステー ト メ ン ト

filenumber 必須
任意の有効なフ ァ イル番号

varlist 必須
フ ァ イルから読み込まれた値を割り当てられた 、 カ ン
マで区切られた変数 。 配列およびオブジ ェ ク ト 変数は
使用できません 。 ただ し 、 配列の要素を表す変数は使
用する こ とができます 。
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Modal
変数へのアクセスを開きます 。

PADS マク ロでモーダルダイアログが開いている間は 、 開いているダイアログの外側
にある変数へのアクセスはすべてブロ ッ ク され 、 開いているダイアログ内のコ ン ト ロ
ールのみアクセス可能にな り ます 。 開いているモーダルダイアログとの関連において
変数にアクセスできるよ う にするには 、 マク ロ フ ァ イルの先頭で “modal” を宣言し ま
す 。

構文

modal variablename

引数

modal キーワー ド には以下の引数があ り ます ： :

例

modal docname

variablename 必須
アクセスを可能にする変数の名前
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Open
フ ァ イルへの入出力を可能にし ます 。

フ ァ イルに入出力操作を行う前にフ ァ イルを開 く 必要があ り ます 。 Open はフ ァ イル
に I/O バッ フ ァ を割り当て 、 バッ フ ァに使用するアクセスのモー ド を決定し ます 。 他
のプロセスでフ ァ イルが既に開かれてお り 、 指定されたアクセスの形式が許可されて
いない場合は 、 Open 操作は失敗し エラーが発生し ます 。

構文

Open pathname For mode [Access access] [lock] As [#]filenumber 
[Len=reclength]

引数

Open ステー ト メ ン ト には以下の引数があ り ます ：

パス名で指定されたフ ァ イルが存在し ない場合 、 フ ァ イルが Append 、 Binary 、
Output または Random アクセスモー ド で開かれた時にフ ァ イルが作成されます 。

例

Open "C:\data.txt" for read as #1

関連 ト ピ ッ ク

ステー ト メ ン ト

pathname 必須
フ ァ イル名を指定する文字列式 。 フ ォルダ名と ド ラ イブ名を
含める こ と も可能です 。

mode 必須
フ ァ イルアクセスモー ド を指定するキーワー ド ：
Append 、 Binary 、 Input 、 Output または Random 。
モー ドが指定されない場合 、 フ ァ イルは Random アクセスで
開きます 。

access 必要に応じ て
開いたフ ァ イルに許可された操作を指定するキーワー ド ：
Read 、 Write または Read Write 。

lock 必要に応じ て
開いたフ ァ イルで制限される操作を指定するキーワー ド ：
Shared 、 Lock Read 、 Lock Write 、 Lock Read Write 。
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Print #
シーケンシャルフ ァ イルにフ ォーマ ッ ト 済みデータ を書き込みます 。

構文

Print # filenumber, [outputlist]

引数

Print # ステー ト メ ン ト には以下の引数があ り ます ：

引数 outputlist を省略し て引数 filenumber の後にカ ンマを指定する と 、 空白行が
フ ァ イルに出力されます 。

複数の式はスペースまたはセ ミ コ ロンで区切って指定する こ とができます 。
スペース と セ ミ コ ロンは同じ機能を持ちます 。

例

print #1, a, b, c

outputlist には以下の構文があ り ます ：

[{Spc(n) | Tab[(n)]}] [expression] [charpos]

Table3-10 で 、 outputlist 構文要素について説明し ます ：

filenumber 必須
任意の有効なフ ァ イル番号

outputlist 必要に応じ て
出力する式または一連の式 。 outputlist が空の場合は何も書き込
まれません 。 ただ し outputlist が Null の場合 、 Null がフ ァ イルに
書き込まれます 。

Table 3-10. Print# ステー ト メ ン ト outputlist 構文

設定 説明

Spc(n) 出力するデータにスペースを挿入し ます 。 n は挿入するスペー
スの数を表し ます 。

Tab(n) 挿入位置を相対的な桁番号に配置し ます 。 n は桁番号を表し ま
す 。
引数な し で Tab を指定する と 、 次の出力領域の先頭に挿入ポイ
ン ト を配置し ます 。  
Print # はデータのイ メ ージを フ ァ イルに書き込むため 、 正し く
出力されるよ う 、 データは区切る必要があ り ます 。 出力位置を
次の出力領域に移すために引数な し で Tab を指定し た場合 、 出
力フ ィ ールド間のスペースも フ ァ イルに書き込まれます 。
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Print # ステー ト メ ン ト を使用し て書き込んだデータは 、 Input # を使用し て読み込み
ます 。

例

Print #1, a, Spc(3), b

関連 ト ピ ッ ク

ステー ト メ ン ト

expression 出力する数式または文字列式 。 複数の式は 、 スペースまたは
セ ミ コ ロンで区切って指定する こ とができます 。

charpos 次の文字の出力位置を指定し ます 。
charpos を省略する と 、 次の文字は次の行の先頭から出力されま
す 。 セ ミ コ ロンを指定する と 、 次の文字は最後の文字の直後か
ら出力されます 。

Table 3-10. Print# ステー ト メ ン ト outputlist 構文
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ReDim
動的配列変数のメ モ リ領域の再割り当てを行います 。

ReDim ステー ト メ ン ト を使用する と 、 既に空の括弧を使って ( 次元の添え字を使用せ
ず ) 宣言された動的配列の次元のサイズを変更できます 。 ReDim ステー ト メ ン ト は
配列の要素数や次元数を変更するために何回でも使用できます 。

注意 ：  Dim ステー ト メ ン ト で明示的にサイズを指定された配列変数の次元を再度宣
言する と エラーが起こ り ます 。

構文

ReDim [Preserve] varname(subscripts) [, varname(subscripts)] . . .

引数

ReDim ステー ト メ ン ト には以下の引数があ り ます ：

注意 ： 配列のサイズを変更し て小さ く する と 、 削除された要素に格納されていた
データは失われます 。

Preserve を指定し た場合 、 配列の最後の次元のサイズのみ変更できます 。 次元の数は
変更できません 。 た と えば 、 次元が 1 つしかない配列の場合 、 その次元は最後かつ唯
一の次元であるため 、 サイズを変更する こ とができます 。  

次元が 2 つ以上ある配列の場合 、 最後の次元のサイズだけを変更し てその配列の内容
をそのまま残すこ とは可能ですが 、 他の次元の大き さ を変更する こ とはできません 。
次の例では 、 既に格納されている値を削除せずに動的配列の最後の次元のサイズを増
やし ます 。

ReDim X(10, 10, 10)
. . .
ReDim Preserve X(10, 10, 15)

Preserve 必要に応じ て
次元の大き さ を変更し ても 、 その配列に既に格納されて
いる値をそのまま保持するために使用するキーワー ド 。

varname 必須
変数の標準的な命名規則に従って名前を付けます 。

subscripts 必須
配列変数の次元
引数 subscripts の構文は次のとお り です ：

[lower To] upper [,[lower To] upper] . . .

明示的に指定し ない場合 、 下限は 0 と な り ます 。
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Preserve を使用する場合 、 上限を変更する こ とによ ってのみ配列のサイズを変更する
こ とができます 。 下限を変更し て し ま う と エラーが起こ り ます 。

例

ReDim x(150)

関連 ト ピ ッ ク

ステー ト メ ン ト
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Set
オブジ ェ ク ト の参照を 、 変数またはプロパテ ィ に代入し ます 。

構文

Set objectvar = {objectexpression | Nothing}

引数

Set ステー ト メ ン ト には以下の引数があ り ます ：

objectvar は 、 代入されるオブジ ェ ク ト と同じ種類のオブジ ェ ク ト である必要があ り ま
す 。

Dim と ReDim の各ステー ト メ ン ト は 、 オブジ ェ ク ト を参照する変数のみを宣言し ま
す 。 Set ステー ト メ ン ト を使用する こ とによ り 、 変数が実際のオブジ ェ ク ト を参照す
るよ う にな り ます 。

一般に Set ステー ト メ ン ト でオブジ ェ ク ト への参照を変数に代入し た と きは 、 その
オブジ ェ ク ト のコ ピーは作成されず 、 オブジ ェ ク ト への参照が作成されます 。 複数の
オブジ ェ ク ト 変数が同じ オブジ ェ ク ト を参照する こ とができます 。 このオブジ ェ ク ト
変数は 、 オブジ ェ ク ト のコ ピーではな く 、 オブジ ェ ク ト 自体を参照し ているので 、
オブジ ェ ク ト に変更を加えた場合 、 その変更結果はそのオブジ ェ ク ト を参照し ている
全ての変数に反映されます 。

例

Set obj = application

関連 ト ピ ッ ク

ステー ト メ ン ト

objectvar 必須
変数名またはプロパテ ィ 名は変数の標準的な命名規則に
従います 。

objectexpression 必須
オブジ ェ ク ト 名 、 参照するオブジ ェ ク ト と同じオブジ ェ ク
ト の種類の宣言済みの他の変数名 、 同じオブジ ェ ク ト の
種類のオブジ ェ ク ト を返す関数名またはメ ソ ッ ド名などで
構成される式 。

Nothing 必要に応じ て
objectvar と特定のオブジ ェ ク ト の関係を解除し ます 。
objectvar に Nothing が代入された と きに 、 その引数を他の
変数が参照し てなければ 、 それまで参照し ていたオブジ ェ
ク ト に割り当てていた全てのシステムリ ソースおよび メ モ
リ リ ソースを開放し ます 。
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Sub
Sub プロシージャ を定義する名前 、 引数およびコー ド を宣言し ます 。

Sub プロシージャは 、 Function プロシージャ同様 、 引数を受け取って一連のステー ト
メ ン ト を実行し 、 その引数の値を変更する独立し たプロシージャです 。 ただ し 、
値を返す Function プロシージャ とは異な り 、 Sub プロシージャは値を返さ ないため式
の中に記述する こ とはできません 。

Sub プロシージャで使用される変数には 2 種類あ り ます ：

• プロシージャ内で明示的に宣言される変数 ：  これらの変数は 、 そのプロシージ
ャの中だけで有効で ( ローカル変数 )Dim ステー ト メ ン ト などを使用し ます 。
関数のローカル変数の値は 、 プロシージャへの呼び出しの間保存されません 。

• プロシージャ内で明示的に宣言せずに使われている変数 ：  これらの変数も 、
そのプロシージャの外部のさ らに上のレベルで明示的に宣言されていない限り
はローカル変数と な り ます 。

構文

Sub name [(arglist)] 
[statements]
[Exit Sub]
[statements]
End Sub 

引数

Sub ステー ト メ ン ト には以下の引数があ り ます ：

例

引数 arglist の構文は次のとおり です ：  

[ByVal | ByRef] varname[( )]

name 必須
Sub プロシージャ名 
変数の標準的な命名規則に従い名前を付けます 。

arglist 必要に応じ て
Sub プロシージャ を呼び出す際に Sub プロシージャに渡す
引数を表す変数のリ ス ト  
複数の変数を指定する場合はカ ンマで区切り ます 。

statements Sub プロシージャ内で実行される一連のステー ト メ ン ト
Exit Sub ステー ト メ ン ト は Sub プロシージャ を直ちに終了
し ます 。 プログラムの実行は 、 その Sub プロシージャ を呼
び出し たステー ト メ ン ト の次のステー ト メ ン ト から継続さ
れます 。 Exit Sub ステー ト メ ン ト は sub プロシージャ内の
任意の場所に何度でも置 く こ とができます 。
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Table3-11 で arglist 構文要素を説明し ます ：

注意 ：  Sub プロシージャ を他の Function プロシージャ または Sub プロシージャ内で
定義する こ とはできません 。  

Sub プロシージャの呼び出しの詳細については Call ステー ト メ ン ト をご覧 く だ さい 。

関連 ト ピ ッ ク

ステー ト メ ン ト

Table 3-11. Sub ステー ト メ ン ト arglist 構文

Part 説明

ByVal その引数が値渡し で渡される こ と を示し ます 。

ByRef その引数が参照渡し で渡される こ と を示し ます 。

varname 引数を表す変数名 。
変数の標準的な命名規則に従って名前を付けます 。
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マク ロ
While...Wend

While...Wend
指定された条件が True である限り 、 一連のステー ト メ ン ト を実行し ます 。

構文

While condition
[statements]
Wend

引数

While Wend ステー ト メ ン ト には以下の引数があ り ます ：

引数 condition が True の場合は Wend ステー ト メ ン ト に達するまで引数 statements 内
のすべてのステー ト メ ン ト が実行されます 。 実行が Wend ステー ト メ ン ト に達する と
制御は再び While ステー ト メ ン ト に戻り 、 引数 condition が評価されます 。 引数
condition が True の間 、 この処理が繰り返されます 。 引数 condition が True でない場合
は Wend ステー ト メ ン ト の次のステー ト メ ン ト に制御が移り ます 。

While … Wend ステー ト メ ン ト は 、 任意のレベルにネス ト する こ とができます 。
Wend ステー ト メ ン ト は最後に実行された While ステー ト メ ン ト に対応し ます 。

例

While i < 10
i = i + 1
Wend

関連 ト ピ ッ ク

ステー ト メ ン ト

condition 必須
任意の式 。 式が論理でない場合は 、 論理式に変換し ます 。

statements 必要に応じ て
引数 condition が True の間に実行する 1 つまたは複数のス
テー ト メ ン ト 。
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Width #
Open ステー ト メ ン ト で開いたフ ァ イルに出力する行の幅を設定し ます 。

構文

Width #filenumber, width

引数

Width # ステー ト メ ン ト には以下の引数があ り ます ：

例

Width #2, 100

関連 ト ピ ッ ク

ステー ト メ ン ト

関数
PADS プログラムのマク ロエンジンでは以下の組み込み関数をサポー ト し ます ：

• Asc

• Atn

• Chr

• Command

• Cos

• CreateObject

• CurDir

• Dir

• DoEvents

• Environ

• Environ

filenumber 必須
任意の有効なフ ァ イル番号

width 必須
0 ～ 255 文字の範囲の数式 。 新しい行が始まる前に 1 行に表示され
る文字数を指定し ます 。 Width が 0 の場合 、 行の長さには制限があ
り ません 。 width のデフ ォル ト 値は 0 にな り ます 。
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マク ロ
関数

• Eof

• Exp

• GetObject

• GetTmpFileName

• InStr

• InStrRev 

• Left 

• Len 

• Mid 

• MkDir

• MoveFile

• MsgBox

• Right 

• Sin

• Spc

• Str

• Tab

• Val
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Asc
指定された文字列の 、 最初の文字に相当する文字コー ド を表す整数を返し ます 。

構文

Asc(string)

引数

Atn 関数には以下の引数があ り ます ：

例

i = Asc("abc")

string 必須
任意の有効な文字列式
引数 string に文字が含まれない場合は 、 実行時エラーが発生し ます 。
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マク ロ
Atn

Atn
指定し た数値のアーク タ ンジ ェ ン ト を表すダブルを返し ます 。

戻り値の範囲は - pi/2 ～ pi/2 ラジアンです 。 単位を度から ラジアンに変換するには 、
度数に pi/180 を掛けます 。 ラジアンを度に変換するには 、 ラジアンに 180/pi を掛けま
す 。

Atn 関数は 、 直角三角形の 2 辺の比を取り 、 対応する角度を ラジアンで返し ます 。
この比は 、 求める角度と反対側の辺の長さ をその角度に隣接する辺の長さ で割った値
です 。

Atn 関数は Tan 関数の逆三角関数です 。 Tan 関数は角度を引数と し 、 直角三角形の
2 辺の比を返し ます 。 Atn 関数と コ タ ンジ ェ ン ト を混同し ないよ う気をつけて く だ さ
い 。 コ タ ンジ ェ ン ト はタ ンジ ェ ン ト の逆数 (1/ タ ンジ ェ ン ト ) です 。

構文

Atn(number)

引数

Atn 関数には以下の引数があ り ます ：

例

f = Atn(2)

number 必須
任意の式 。 式が論理でない場合は 、 論理式に変換されます 。
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Chr
指定し た文字コー ド に対応する文字を含む文字列型を返し ます 。

構文

Chr(charcode)

引数

Chr 関数には以下の引数があ り ます ：

例

c = chr(64)

charcode 必須
文字を特定する長整数型 (Long) 。 0 ～ 31 の範囲の値は 、 標準の
ASCII コー ド と同じ で表示できません 。  た と えば 、 Chr(10) は
ラ イ ン フ ィ ー ド文字を返し ます 。 引数 charcode の通常の範囲は
0 ～ 255 です 。  
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マク ロ
Command

Command
プログラムを起動させるために使用する コ マン ド ラ イ ン ( 実行フ ァ イルへのパス と
それに続 く 任意の引数を含む ) を返し ます 。

構文

Command

コ マン ド ラ イ ンから プログラムを起動する と 、 マク ロスク リ プ ト でコ マン ド ラ イ ンが
使用可能にな り ます 。

例

プログラムが以下のコ マン ド で起動された と仮定する と ：

BlazeRouter log:logfile.log preview.pcb

コ マン ド関数は以下を返し ます ：

"C:\Program Files\Mentor Graphics\PADS\<latest 
release>\Programs\BlazeRouter.exe log:logfile.log preview.pcb"
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Cos
指定し た角度のコサイ ンを表すダブルを返し ます 。

Cos 関数は角度を受け取り 、 直角三角形の 2 辺の比を返し ます 。 この比は 、 指定し た
角度に隣接する辺の長さ を 、 斜辺の長さ で割った値です 。 戻り値は 、 -1 から 1 の範
囲の値にな り ます 。 単位を度から ラジアンに変換するには 、 度に pi/180 を掛けます 。
ラジアンを度に変換するには 、 ラジアンに 180/pi を掛けます 。

構文

Cos(number)

引数

Cos 関数には以下の引数があ り ます ：

例

x = Cos(1.57)

number 必須
角度 ( 単位はラジアン ) を示すダブル 、 または任意の
有効な数式
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マク ロ
CreateObject

CreateObject
ActiveX オブジ ェ ク ト への参照を作成し て返し ます 。

構文

CreateObject(class,[servername])

引数

CreateObject 関数構文には以下の引数があ り ます ：

引数 class は構文 appname.objecttype を使用し 、 以下の要素から成り ます ：

ActiveX オブジ ェ ク ト を作成するには 、 CreateObject 関数の戻り値をオブジ ェ ク ト
変数に代入し ます 。

オブジ ェ ク ト の現在のイ ンス タ ンスが無い場合は CreateObject を使用し ます 。 オブジ
ェ ク ト のイ ンス タ ンスが既に実行されている場合は新しいイ ンス タ ンスが開始され 、
指定された形式のオブジ ェ ク ト が作成されます 。 現在のイ ンス タ ンスを使用 、 または
アプ リ ケーシ ョ ンを開始し てフ ァ イルを読み込むには 、 GetObject 関数を使用し ます
。

オブジ ェ ク ト がシングルイ ンス タ ンスオブジ ェ ク ト と し て登録されている場合 、
CreateObject の実行回数にかかわらず 、 1 イ ンス タ ンスのみオブジ ェ ク ト が作成され
ます 。

例

set obj = CreateObject("PowerPCB.Application")

class 必須
文字列
作成するオブジ ェ ク ト のク ラス と アプ リ ケーシ ョ ン名

servername 必要に応じ て
文字列
オブジ ェ ク ト が作成されるネ ッ ト ワークサーバの名称
リ モー ト サーバが存在し ない 、 あるいは使用不可能の場合は 、
実行時エラーが発生し ます 。

appname 必須
文字列
オブジ ェ ク ト を提供するアプ リ ケーシ ョ ンの名称

objecttype 必須
文字列
作成するオブジ ェ ク ト の種類またはク ラス
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CurDir
現在のパスを表す文字列を返し ます 。

構文

CurDir [(drive)]

引数

CurDir 関数には以下の引数があ り ます ：

例

s = CurDir("d:")

drive 必要に応じ て
既存のド ラ イブを特定する任意の文字列式 。 ド ラ イブが何も指定
されていない場合や 、 drive が 0 長文字列 (" ") の場合 、 CurDir
は現在のド ラ イブのパスを返し ます 。
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マク ロ
Dir

Dir
指定し たパターン 、 フ ァ イル属性 、 あるいはド ラ イブ量ラベルに一致する フ ァ イル
またはフ ォルダの名称を表す文字列を返し ます 。

構文

Dir(pathname)

引数

Dir 関数には以下の引数があ り ます ：

Dir では 、 複数の文字 (*) や単一の文字 (?) のワイルド カー ド を使用し た複数の
フ ァ イルの指定がサポー ト されています 。

例

C:drive root で最初のフ ァ イルを取得するには ：

Dir("C:\*.*")

同じパスで次のフ ァ イルを取得するには ：

Dir

C:\PADS Projects\Samples 内で他の検索を開始するには ：

Dir("C:\PADS Projects\Samples\*.*")

pathname 必要に応じ て
フ ァ イル名を指定する文字列式 。 フ ォルダ名と ド ラ イブ名を含め
る こ と も可能です 。
パス名が見つからない場合は 、 0 長文字列 ("") が返されます 。
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DoEvents
オペレーテ ィ ングシステムに制御を移し ます 。 待ち行列のイベン ト を処理し終える と
オペレーテ ィ ングシステムは制御を返し ます 。

構文

DoEvents()

マク ロが長い計算を実行する際に 、 DoEvents が便 利 な こ とがあ り ます 。 毎秒あるい
はそれ以上の間隔で DoEvents 呼び出し を挿入する こ とによ り 、 待ち行列の未処理の
イベン ト の蓄積を防ぐ こ とができます 。  
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マク ロ
Environ

Environ
オペレーテ ィ ングシステムの環境変数に関連する文字列を返し ます 。

構文

Environ [(envstring)]

引数

Environ 関数には以下の引数があ り ます ：

環境文字列テーブルで envstring が見つからない場合 、 0 長文字列 ("") が返されます

Environ は 、 指定し た envstring に割り当てられた文字 ( 環境変数の環境文字列テーブ
ル内の = の後に続 く 文字 ) を戻し ます 。

例

s = Environ ("path")

Envstring 必要に応じ て
環境変数の名称を含む文字列式
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Eof
ラ ンダムモー ド またはシーケンシャル入力モー ド で開いたフ ァ イルの現在位置が
フ ァ イルの末尾に達し ている場合 、 ブール値の True を返し ます 。   

Eof 関数は 、 フ ァ イルの末尾に達する直前の入力を取得し よ う とする と きにエラーが
発生するのを防ぐために使用し ます 。   

Table3-12 に 、 Eof 関数の戻り値を記載し ます 。

構文

Eof [(filenumber)]

引数

Eof 関数には以下の引数があ り ます ：

例

If Eof (1) then .... 

Table 3-12. Eof 関数の戻り値

条件 Eof 関数の
戻り値

フ ァ イルの末尾に達し ていない場合 False

フ ァ イルの末尾に達し た場合 True

フ ァ イルがラ ンダムアクセスで開かれ 、 Get ステー
ト メ ン ト が記録全体を読み取る こ とができる場合

False

フ ァ イルがラ ンダムアクセスで開かれ 、 Get ステー
ト メ ン ト が記録全体を読み取れない場合

True

フ ァ イルがバイナ リ アクセスで開かれ 、 Get ステー
ト メ ン ト が記録全体を読み取る こ とができる場合

False

フ ァ イルがバイナ リ アクセスで開かれ 、 Get ステー
ト メ ン ト が記録全体を読み取る こ とができない場合

True

フ ァ イルが出力用に開かれている場合 True

filenumber 必要に応じ て
任意の有効フ ァ イル番号を含む整数
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マク ロ
Exp

Exp
ダブル指定 e ( 自然対数の底 ) を累乗し ます 。 定数 e はおよそ 2.718282 にな り ます 。

注意 ： Exp 関数は Log 関数を補完し 、 真数と し て表現される こ と もあ り ます 。

構文

Exp(number)

引数

Exp 関数には以下の引数があ り ます ：

例

x = exp(y)

number 必須
ダブルも し く は任意の有効な数式 。
number の値が 709.782712893 を超える と エラーが発生し ます 。  
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GetObject
ActiveX コ ンポーネン ト から提供されたオブジ ェ ク ト への参照を返し ます 。

構文

GetObject([pathname] [, class])

引数

GetObject 関数には以下の引数があ り ます ：

引数 class は以下の要素から成る構文 appname.objecttype を使用し ます ：

フ ァ イルから取得し た ActiveX オブジ ェ ク ト にアクセス し 、 取得し たオブジ ェ ク ト へ
の参照をオブジ ェ ク ト 変数に代入するには 、 GetObject 関数を使います 。 Set ステー
ト メ ン ト を使って 、 GetObject 関数で取得し たオブジ ェ ク ト をオブジ ェ ク ト 変数に代
入し ます 。

例

obj = GetObject(, "PowerPCB.Application")

pathname 必要に応じ て
バリ アン ト 文字列
取得するオブジ ェ ク ト が含まれている フ ァ イルの絶対パス
( フ ォルダ と ド ラ イブ ) と フ ァ イル名 。 pathname を省略する
場合は class を指定する必要があ り ます 。

class 必要に応じ て
バリ アン ト 文字列
オブジ ェ ク ト のク ラスを表す文字列

appname 必須
バリ アン ト 文字列
オブジ ェ ク ト を提供するアプ リ ケーシ ョ ンの名称

objecttype 必須
バリ アン ト 文字列
作成するオブジ ェ ク ト の種類またはク ラス
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マク ロ
GetTmpFileName

GetTmpFileName
文字列引数で識別される フ ォルダ内のユニークな新規フ ァ イルを指定し た文字列を
返し ます 。

構文

GetTmpFileName(string)

引数

GetTmpFileName 関数には以下の引数があ り ます ：

例

s = GetTmpFileName("d:\tmp")

string 必須
文字列式
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InStr
ある文字列の中から指定し た文字列を検索し 、 最初に見つかった文字位置を返し ます

構文

InStr([start, ]string1, string2)

引数

InStr 関数には以下の引数があ り ます ：

戻り値

例

i = InStr(1,"cbc","c")

start 必要に応じ て
各検索の開始位置を設定する数式
start を省略する と 、 先頭の文字から検索されます 。

string1 必須
検索対象と なる文字列式

string2 必須
検索する文字列式

Table 3-13. InStr 関数戻り値

以下の場合 戻り値

string1 が長さ 0 の場合 0

string2 が長さ 0 の場合 start

string2 が見つからない場合 0

string2 が string1 内で見つかった場合 見つかった文字列の位置

start > string 0
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マク ロ
InStrRev

InStrRev
他の文字列の中にある文字列の位置を文字列の後ろから返し ます 。

構文

InStrRev(string1, string2, [start])

引数

InStrRev 関数には以下の引数があ り ます ：

戻り値

例 ：

以下のサンプルコー ドは "4" を戻し ます 。

InStrRev("abcdbc", "bc")

string1 必須
検索先の文字列式

string2 必須
検索する文字列式

start 必要に応じ て
各検索の開始位置を設定する数式
省略する と 、 最後の文字位置から検索が開始されます 。

Table 3-14. InStrRev 関数戻り値

以下の場合 戻り値

string1 が長さ 0 の場合 0

string2 が長さ 0 の場合 Start

string2 が見つからない場合 0

string2 が string1 内で見つかった場合 文字列が見つかった位置

start > Len(string2) 0
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Left
文字列の左端から 、 指定された文字数分の文字列を返し ます 。   

構文

Left(string, length)

引数

Left 関数には以下の引数があ り ます ：

例

以下のサンプルコー ドは "ab" を戻し ます 。

Left("abcd", 2)

string 必須
左端から文字が取り出される文字列式

length 取り出す文字列の文字数を示す数式
length が 0 の場合 、 Left は長さ 0 の文字列 (" ") を返し ます 。
length が引数 string の文字数以上の場合は Left は文字列全体を
返し ます 。
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マク ロ
Len

Len
指定し た文字列式 ( 文字列の長さ ) に含まれる文字数を返し ます 。

構文

Len(string)

引数

Len 関数には以下の引数があ り ます ：

例

以下のサンプルコー ドは "4" を返し ます 。

Len("abcd")

string 必須
任意の有効な文字列式
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Mid
文字列から指定された文字数分の文字列を返し ます 。

構文

Mid (string, start, [length])

引数

Mid 関数には以下の引数があ り ます ：

例

以下のサンプルコー ドは "cd" を戻し ます 。

Mid("abcdbc", 3, 2)

string 必須
文字列を取り出す元の文字列式

start 必須
取り出される部分が開始する string の文字位置 。 開始部分が
string の文字数よ り多い場合 、 Mid は 0 長文字列 (" ") を返し ま
す 。

length 必要に応じ て
取り出される文字数 。 省略された場合 、 ( 開始の文字を含め )
文字列内の文字数が length よ り も少ない場合 、 Mid は開始位置
から文字列の終わり までの全ての文字を返し ます 。
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マク ロ
MkDir

MkDir
新規フ ォルダを作成し ます 。

構文

MkDir (path)

引数

MkDir 関数には以下の引数があ り ます ：

例

MkDir ("D:\newdir")

path 必須
作成する フ ォルダを識別する文字列式 。 パスにはド ラ イブを含め
る こ と も可能です 。 ド ラ イブが指定されない場合 、 MkDir は現
在のド ラ イブに新規のフ ォルダを作成し ます 。
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MoveFile
path1 引数で指定し たフ ァ イルを 、 path2 で指定し た場所へ移動し ます 。

構文

MoveFile(path1, path2)

引数

MoveFile 関数には以下の引数があ り ます ：

例

MoveFile("C:\data.bin","D:\")

path1 必須
文字列式

path2 必須
文字列式
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マク ロ
MsgBox

MsgBox
ダイアログボッ クスに メ ッ セージを表示し 、 ユーザーがボタ ンを ク リ ッ クするのを
待ち 、 どのボタ ンがク リ ッ ク されたかを示す整数値を返し ます 。

構文

MsgBox(prompt [, buttons] [, title])

引数

MsgBox 関数には 、 以下の引数があ り ます ：

設定値

引数 buttons の設定値は以下の通り です :

prompt 必須
ダイアログボ ッ クス内のメ ッ セージ と し て表示される文字列式 。
引数 prompt に指定できる最大文字数は 1 バイ ト 文字で約 1,024 文
字ですが 、 使用する文字幅にも依存し ます 。 引数 prompt に複数行
を指定するには 、 改行する場所にキャ リ ッ ジ リ ターン  (Chr(13)) 、
ラ イ ン フ ィ ー ド  (Chr(10)) 、 またはキャ リ ッ ジ リ ターン と ラ イ ン フ
ィ ー ドの組み合わせ (Chr(13) & Chr(10)) を挿入し て く だ さい 。

buttons 必要に応じ て
表示されるボタ ンの種類と個数 、 使用するアイ コ ンのス タ イル 、
標準ボタ ン 、 メ ッ セージ ボ ッ クスがモーダルかど うかなど 、 それ
ら を表す値の合計値を示す数式を指定し ます 。
buttons のデフ ォル ト 値は 0 にな り ます 。

title 必要に応じ て
ダイアログボ ッ クスのタ イ ト ルバーに表示される文字列式 。
title のデフ ォル ト 値はアプ リ ケーシ ョ ン名にな り ます 。

Table 3-15. MsgBox ボタ ンの設定値

定数 値 説明

mbOKOnly 0 OK ボタ ンのみを表示

mbOKCancel 1 OK ボタ ン とキャ ンセル * ボタ ンを表示

mbAbortRetryIgnore 2 中止 、 再試行 、 無視ボタ ンを表示

mbYesNoCancel 3 はい 、 いいえ 、 キャ ンセル * ボタ ンを
表示

mbYesNo 4 はいボタ ン といいえボタ ンを表示

mbRetryCancel 5 再試行ボタ ン とキャ ンセル * ボタ ンを
表示

mbCritical 16 警告メ ッ セージアイ コ ンを表示
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• 最初のグループに属する値 (0 ～ 5) は 、 ダイアログボ ッ クスに表示される
ボタ ンの種類と個数を指定し ます 。

• 次のグループに属する値 (16 、 32 、 48 、 64) はアイ コ ンの種類を指定し ます 。

• 第 3 のグループに属する値 (0 、 256 、 512) はデフ ォル ト ボタ ンを指定し ます 。  

引数 buttons の値を設定するには 、 各グループから値を 1 つずつ選択し て加算し た合
計値を指定し ます 。   

戻り値

* キャ ンセルボタ ンが表示されているダイアログボ ッ クスでは 、 Esc キーを押すと 、
キャ ンセルボタ ンを ク リ ッ ク し た と き と同じ結果にな り ます 。

例

MsgBox("Hello",mbOK, "This is a message box")

mbQuestion 32 問い合わせメ ッ セージアイ コ ンを表示

mbExclamation 48 警告メ ッ セージアイ コ ンを表示

mbInformation 64 情報メ ッ セージアイ コ ンを表示

mbDefaultButton1 0 第 1 ボタ ンをデフ ォル ト に設定

mbDefaultButton2 256 第 2 ボタ ンをデフ ォル ト に設定

mbDefaultButton3 512 第 3 ボタ ンをデフ ォル ト に設定

Table 3-16. MsgBox 戻り値

定数 値 説明

mbOK 1 OK

mbCancel 2 キャ ンセル *
mbAbort 3 中止

mbRetry 4 再試行

mbIgnore 5 無視

mbYes 6 はい

mbNo 7 いいえ

Table 3-15. MsgBox ボタ ンの設定値
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マク ロ
Right

Right
文字列の右端から指定された文字数分の文字列を返し ます 。   

構文

Right(string, length)

引数

Right 関数には以下の引数があ り ます ：

例

以下のサンプルコー ドは "dbc" を戻し ます 。

Right("abcdbc", 3)

string 必須
右端から文字が取り出される文字列式

length 取り出す文字列の文字数を示す数式
length が 0 の場合 、 長さ 0 の文字列 (" ") を返し ます 。
length が引数 string の文字数以上の場合は文字列全体が返されます 。
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Sin
指定し た角度のサイ ンを表すダブルを返し ます 。

Sin 関数は 、 引数と し て角度を受け取り 、 その角度を含む直角三角形の 2 辺の比を返
し ます 。 こ こ でい う 2 辺とは 、 指定し た角の反対側の辺 ( 対辺 ) と斜辺を指し ます 。
2 辺の比は対辺の長さ を斜辺の長さ で割った値です 。

戻り値は 、 -1 ～ 1 の範囲の値にな り ます 。

単位を度から ラジアンに変換するには 、 度数に pi/180 を掛けます 。 ラジアンを度に
変換するには 、 ラジアンに 180/pi を掛けます 。

構文

Sin(number)

引数

Sin 関数には以下の引数があ り ます ：

例

x = sin(y)

number 必須
角度を ラジアンで表す任意の式 。
式が数式でない場合は数式に変換されます 。
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マク ロ
Spc

Spc
この関数は Print # ステー ト メ ン ト あるいは Print メ ソ ッ ド と一緒に使用され 、 出力の
位置を決定し ます 。

構文

Spc(n)

引数

Spc 関数には以下の引数があ り ます ：

n が出力線幅よ り小さい場合 、 次の出力位置は出力されたスペース数にすぐに続きま
す 。 n が出力線幅よ り大きい場合 、 Spc は公式を使用し て次の出力位置を計算し ます

currentprintposition + (n Mod width)

た と えば 、 現在の出力位置が 24 、 出力線幅が 80 の場合 、 Spc(90) を指定する と 、 次
の出力は 34 の位置から開始されます 。 ( 現在の出力位置 +90/80 の残り ) 。 現在の出
力位置と出力線幅の差が n ( または Mod 幅 ) よ り小さい場合 、 Spc 関数は次の行の最
初まで飛び 、 n- ( 幅 - currentprintposition) と同等のスペースを作成し ます 。

例

Spc(3)

n 必須
リ ス ト 内の次の式を表示または出力する前に挿入するスペースの数 。
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Str
数の文字列表示を返し ます 。

構文

Str(number)

引数

Str 関数には以下の引数があ り ます ：

数値が文字列に変換される と 、 先頭スペースは number のサイ ン と し て必ず取って
おきます 。 number が整の数の場合 、 返される文字列は先頭スペースを含み 、 プ ラス
記号は省略されます 。

例

x = Str(324)

number 必須
任意の式 。 式が数式でない場合は数式に変換されます 。
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マク ロ
Tab

Tab
この関数は Print # ステー ト メ ン ト あるいは Print メ ソ ッ ド と一緒に使用され 、
出力の位置を決定し ます 。

構文

Tab[(n)]

引数

Tab 関数には以下の引数があ り ます ：

n を省略し た場合 、 Tab は挿入ポイ ン ト を次の出力領域の先頭に移動し ます 。 これに
よ り 、 カ ンマを小数点の記号と し て使用する際に 、 カ ンマの代わり に Tab を使用する
こ とができます 。

現在の行の出力位置が n を超える場合 、 Tab は次の出力行の n 桁目に進みます 。 n が
1 未満の場合 、 Tab は出力位置を桁位置 1 に移動し ます 。 n が出力行の桁数を超える
場合 、 Tab は次の式を使って次の出力位置を決めます 。

n Mod width

た と えば 、 桁数 width が 80 の場合 、 Tab(90) と指定する と 、 次の出力は (90/80 の余り
である )10 桁目から始ま り ます 。 n が現在の出力位置よ り前にある場合 、 次の行に改
行され 、 計算し た桁位置に出力位置が移動し ます 。 計算された出力位置が現在の出力
位置よ り後ろのと きは 、 同じ行上の計算された位置に出力位置が移動し ます 。

出力行の出力位置は左端を 1 と数えます 。 b ステー ト メ ン ト を使ってフ ァ イルを出力
する場合 、 出力位置の右端が出力フ ァ イルの現在の 1 行の桁数に相当し ます 。 出力
フ ァ イルの桁数は Width # ステー ト メ ン ト を使って設定し ます 。

例

Tab(2)

n 必要に応じ て
リ ス ト 内の次の式を表示または出力する前に移動する桁数 。
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Val
文字列に含まれる数値を 、 適切なデータ型の数値と し て返し ます 。

構文

Val(string)

引数

Val 関数には以下の引数があ り ます ：

Val 関数は数字と し て認識できない最初の文字で読込みを停止し ます 。 ただ し 、 ラジ
ッ クス接頭辞 &O (8 進数 ) および &H (16 進数 ) は認識し ます 。 空白 、 タ ブ 、 改行文
字は引き数から取り除かれます 。 Val 関数はピ リ オ ドのみ (.) を有効な小数点記号と
し て認識し ます 。

例

i=Val("123")

オー ト メ ーシ ョ ンサポー ト
プログラムのマク ロエンジンはオー ト メ ーシ ョ ンオブジ ェ ク ト を通じ てオー ト メ ーシ
ョ ンをサポー ト し ます 。 CreateObject() でオブジ ェ ク ト が作成された り 、 GetObject()
でオブジ ェ ク ト が接続される と 、 通常の構文を使用し てオブジ ェ ク ト のメ ソ ッ ドが
呼び出されます 。

Object.Method arg1, ..., argn
var = Object.Method( arg1, ..., argn )
var = Object.Property
Object.Property = expression

関連 ト ピ ッ ク

CreateObject

GetObject

ダイアログボ ッ クス制御
PADS プログラムのマク ロ言語は以下のダイアログボ ッ クス制御を使用し ます ：

• CheckBox

• CheckListBox

string 必須
任意の有効な文字列式
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マク ロ
ダイアログボ ッ クス制御

• ComboBox

• EditBox

• GridControl

• ListBox

• PushButton

• RadioBox

• SliderControl

• SpinButton

• TabControl

• TreeItem

• TreeView



マク ロ
CheckBox

PADS Layout User’s Guide, PADS9.0 1255

CheckBox
ダイアログボッ クス上のチ ェ ッ クボ ッ クスを表し ます 。 ダイアログボ ッ クスの
Control メ ソ ッ ド を使って 、 特定のチ ェ ッ クボッ クスを参照する こ とができます 。
CheckBox オブジ ェ ク ト は State メ ソ ッ ド と Property メ ソ ッ ド を使用し ます 。

State

このメ ソ ッ ドはチ ェ ッ クボ ッ クスの状態を設定し ます 。

構文

checkbox.State(iState)

引数

State には以下の引数があ り ます ：

iState には以下のいずれかの値があ り ます ：

Value プロパテ ィ

このメ ソ ッ ドはチ ェ ッ クボ ッ クス制御の状態を返すか 、 設定し ます 。

構文

checkbox.Value[=iState]

引数

Value プロパテ ィ には以下の引数があ り ます ：

iState には以下のいずれかの値があ り ます ：

iState 必須
設定するチ ェ ッ クボ ッ クスの状態を表す数式

Table 3-17. CheckBox.State iState の値

値 説明

0 も し く は False チ ェ ッ クな し

1 も し く は True チ ェ ッ クあ り

2 不確定

iState 必須
設定するチ ェ ッ クボ ッ クスの状態を表す数式
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マク ロ
CheckBox

Table 3-18. CheckBox.Value iState Values

値 説明

0 も し く は False チ ェ ッ クな し

1 も し く は True チ ェ ッ クあ り

2 不確定
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CheckListBox
ダイアログボッ クス上のチ ェ ッ ク リ ス ト ボ ッ クスを表し ます 。

State

このメ ソ ッ ドはチ ェ ッ ク リ ス ト ボ ッ クスの選択状態を設定し ます 。

構文

CheckListBox.State(string)

引数

State メ ソ ッ ド には以下の引数があ り ます ：

SetCheck

このメ ソ ッ ドはチ ェ ッ ク リ ス ト ボ ッ クスのチ ェ ッ ク状態を設定し ます 。

構文

CheckListBox.SetCheck(string)

引数

SetCheck メ ソ ッ ド には以下の引数があ り ます ：

ListCount プロパテ ィ

チ ェ ッ ク リ ス ト ボ ッ クスの項目数を返し ます 。

構文

CheckListBox.ListCount

SelCount プロパテ ィ

チ ェ ッ ク リ ス ト ボ ッ クスの選択項目数を返し ます 。

構文

CheckListBox.SelCount

string 必須
選択する項目のリ ス ト を含む任意の有効な文字列式

string 必須
チ ェ ッ クする項目のリ ス ト を含む文字列式 。
リ ス ト に表示されない項目はすべてチ ェ ッ ク されません 。
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マク ロ
CheckListBox

Selected プロパテ ィ

チ ェ ッ ク リ ス ト ボ ッ クスの項目の選択状態を返すか 、 設定し ます 。 このプロパテ ィ は
ブーリ アン値の配列と リ ス ト プロパテ ィ と同数の項目にな り ます 。

構文

CheckListBox.Selected(index)[=boolean]

Check プロパテ ィ

このメ ソ ッ ドは 、 チ ェ ッ ク リ ス ト ボ ッ クスの項目のチ ェ ッ ク済み状態を設定または定
し ます 。 このプロパテ ィ はブーリ アン値の配列と リ ス ト プロパテ ィ と同数の項目にな
り ます 。

構文

CheckListBox.Check(index)[=boolean]

Text プロパテ ィ

チ ェ ッ ク リ ス ト ボ ッ クスで現在選択されている項目の文字を返し ます 。

構文

CheckListBox.Text
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ComboBox
ダイアログボッ クス上のコ ンボボ ッ クスを表し ます 。

選択

このメ ソ ッ ドはコ ンボボ ッ クスの選択状態を設定し ます 。

構文

ComboBox.Select(string)

引数

Select メ ソ ッ ド には以下の引数があ り ます ：

例

ActiveLayer.Select("Top")

Edit

このメ ソ ッ ドはコ ンボボ ッ クスの編集状態を設定し ます 。

構文

ComboBox.Edit(string)

Edit メ ソ ッ ド には以下の引数があ り ます ：

Text プロパテ ィ

このメ ソ ッ ドはコ ンボボ ッ クスの文字を返すか 、 設定し ます 。

構文

ComboBox.Text[=string]

引数

Text メ ソ ッ ド には以下の引数があ り ます ：

string 必須
コ ンボボ ッ クス内の選択する文字列を含む文字列式

string 必須
コ ンボボ ッ クスの編集ボ ッ クスに挿入する文字列を含む文字列式

string 必須
コ ンボボ ッ クスに設定する文字を含む文字列式
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マク ロ
ComboBox

List プロパテ ィ

このメ ソ ッ ドはコ ンボボ ッ クス リ ス ト に含まれる項目を返すか 、 設定し ます 。
このリ ス ト は個々の要素がリ ス ト 項目である文字列配列です 。

構文

ComboBox.List(index)

SelStart プロパテ ィ

このメ ソ ッ ドは選択された文字の開始点を返すか設定し ます 。 文字が選択されていな
い場合 、 このメ ソ ッ ドは挿入点の位置を示し ます 。

構文

ComboBox.SelStart[=index]

SelLength プロパテ ィ

このメ ソ ッ ドは 、 選択された文字数を返すか設定し ます 。

構文

ComboBox.SelLength[=number]

SelText プロパテ ィ

このメ ソ ッ ドは現在選択されている文字を含む文字列を返すか 、 設定し ます 。
文字が選択されていない場合 、 このメ ソ ッ ドは長さ 0 の文字列 ("") を返し ます 。

構文

ComboBox.SelText[=string]

引数

引数は編集ボッ クスに設定する文字を含む文字列式です 。
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EditBox
この制御はダイアログボ ッ クス上の編集ボ ッ クスを表し ます 。 ダイアログボ ッ クスの
Control メ ソ ッ ド を使用し て特定の編集ボッ クスを参照する こ とができます 。

State

このメ ソ ッ ドは編集ボ ッ クスの状態を設定し ます 。

構文

EditBox.State(string)

引数

State には以下の引数があ り ます ：

Text プロパテ ィ

このメ ソ ッ ドは編集ボ ッ クス文字を返すか 、 設定し ます 。

構文

EditBox.Text[=string]

文字列引数とは 、 編集ボ ッ クスに設定する文字を含む文字列式のこ と です 。

SelStart プロパテ ィ

このメ ソ ッ ドは選択された文字の開始点を返すか設定し ます 。 文字が選択されていな
い場合 、 このメ ソ ッ ドは挿入点の位置を示し ます 。

構文

EditBox.SelStart[=index]

SelLength プロパテ ィ

このメ ソ ッ ドは 、 選択された文字数を返すか設定し ます 。

構文

EditBox.SelLength[=number]

SelText プロパテ ィ

このメ ソ ッ ドは現在選択されている文字を含む文字列を返すか 、 設定し ます 。
文字が選択されていない場合 、 このメ ソ ッ ドは長さ 0 の文字列 ("") を返し ます 。

string 必須
編集ボ ッ クスに表示する文字の文字列式
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構文

EditBox.SelText[=string]

引数

SelText メ ソ ッ ド には次の引数があ り ます ：

string 編集ボ ッ クスに設定する文字を含む文字列式
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GridControl
この制御はダイアログボ ッ クス上のグ リ ッ ド制御を表し ます 。 この Control メ ソ ッ ド
を使って特定のグ リ ッ ド制御を参照する こ とができます 。
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ListBox
ダイアログボッ クス上のリ ス ト ボ ッ クスを表し ます 。

State

このメ ソ ッ ドはリ ス ト ボ ッ クスの選択状態を設定し ます 。

構文

ListBox.State(string)

引数

State メ ソ ッ ド には以下の引数があ り ます ：

List プロパテ ィ

このメ ソ ッ ドはダイアログボ ッ クス リ ス ト に含まれる項目を返し ます 。
このリ ス ト は個々の要素がリ ス ト 項目である文字列配列です 。

構文

ListBox.List

ListCount プロパテ ィ

このメ ソ ッ ドは 、 リ ス ト ボ ッ クスの中の項目数を返し ます 。

構文

ListBox.ListCount

SelCount プロパテ ィ

このメ ソ ッ ドは 、 リ ス ト ボ ッ クス内の選択項目数を返し ます 。

構文

ListBox.SelCount

Selected プロパテ ィ

このメ ソ ッ ドは 、 リ ス ト ボ ッ クスの項目の選択状態を返すまたは設定し ます 。
このプロパテ ィ はブーリ アン値の配列と リ ス ト プロパテ ィ と同数の項目にな り ます 。

string 必須
選択する項目数を含む文字列式 。 リ ス ト に表示されない項目はす
べて選択されません 。



マク ロ
ListBox

PADS Layout User’s Guide, PADS9.0 1265

構文

ListBox.Selected(index) [=boolean]

Text プロパテ ィ

このメ ソ ッ ドはリ ス ト ボ ッ クス内で現在選択されている項目の文字を返し ます 。

構文

ListBox.Text
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PushButton
ダイアログボッ クス上のプ ッ シュボタ ン ( コマン ド ボタ ン と もい う ) を表し ます 。

Click

このメ ソ ッ ドはマウスボタ ンの押下をエ ミ ュ レー ト し ます 。

構文

button.Click()

例

dlg.control("OK").click()
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RadioBox
ダイアログボッ クス上のオプシ ョ ンボタ ンを表し ます 。

State

このメ ソ ッ ドはオプシ ョ ンボタ ンの状態を設定し ます 。

構文

RadioBox.State(iState)

引数

State メ ソ ッ ド には以下の引数があ り ます ：

Value プロパテ ィ

このメ ソ ッ ドはオプシ ョ ンボタ ンの状態を返すか 、 チ ェ ッ ク し ます 。

構文

RadioBox.Value[=iState]

引数

Value プロパテ ィ には以下の引数があ り ます ：

iState 必須
チ ェ ッ クするオプシ ョ ンボタ ンの位置を表す数式 。
-1 は 、 ボタ ンが何も選択されていないこ と を意味し ます 。

iState 必須
チ ェ ッ クするオプシ ョ ンボタ ンの位置を表す数式 。
-1 は 、 ボタ ンが何も選択されていないこ と を意味し ます 。
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SliderControl
ダイアログボッ クス上のスラ イダ制御を表し ます 。

State

このメ ソ ッ ドはスラ イダの状態を設定し ます 。

構文

SliderControl.State(iState)

引数

State には以下の引数があ り ます ：

Value プロパテ ィ

このメ ソ ッ ドは現在のスラ イダの位置を返すか 、 設定し ます 。

構文

Slider.Value[=val]

引数

Value プロパテ ィ には以下の引数があ り ます ：

iState 必須
数式

val 必須
数式
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SpinButton
ダイアログボッ クス上のスピンボタ ンを表し ます 。

State

このメ ソ ッ ドはスピンボタ ンの状態を設定し ます 。

構文

SpinButton.State(iState)

引数

State には以下の引数があ り ます ：

iState 必須
数式
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TabControl
ダイアログボッ クス上のタ ブを表し ます 。

State

このメ ソ ッ ドはタ ブの選択状態を設定し ます 。

構文

TabControl.State(iState)

引数

State には以下の引数があ り ます ：

例

dlg.Control("Tab").State(3)

Value プロパテ ィ

このメ ソ ッ ドは現在のタ ブの位置を返すか 、 設定し ます 。

構文

TabControl.Value[=tab]

引数

Value プロパテ ィ には以下の引数があ り ます ：

iState 必須
タ ブの位置を表す数式 。

tab 必須
タ ブの位置を表す数式か 、 タ ブキャ プシ ョ ンを表す文字列式
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TreeItem
ダイアログボッ クス上のツ リー項目を表し ます 。

選択

このメ ソ ッ ドはツ リー項目の選択状態を設定し ます 。

構文

TreeItem.Select(flag)

引数

Select メ ソ ッ ド には以下の引数があ り ます ：

flag には以下のいずれかの値があ り ます ：

例

item.Select(true)

Expand

このメ ソ ッ ドはツ リー項目の展開状態を設定し ます 。

構文

TreeItem.Expand(flag)

引数

Expand には以下の引数があ り ます ：

flag 必須
数式

Table 3-19. TreeItem.Select フ ラグの値

値 説明

0 も し く は False 選択解除

1 も し く は True 選択

flag 必須
数式
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flag には以下のいずれかの値があ り ます ：

例

item.Expand(true)

Focus

このメ ソ ッ ドは項目にツ リー項目フ ォーカスを設定し ます 。

構文

TreeItem.Focus()

例

item.Focus(1)

Table 3-20. TreeItem.Expand フ ラグの値

値 説明

0 も し く は False 折り たたみ

1 も し く は True 展開
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TreeView
ダイアログボッ クス上のツ リービ ューを表し ます 。

項目

このメ ソ ッ ドは TreeItem オブジ ェ ク ト を返し ます 。

構文

TreeView.Item(itemname)

引数

Item には以下の引数があ り ます ：

例

item = tree.Item("Net Objects\Nets\end")

BeginDrag

このメ ソ ッ ドは選択項目のツ リーからのド ラ ッ グをエ ミ ュ レー ト し ます 。

構文

TreeView.BeginDrag(itemname)

引数

BeginDrag には以下の引数があ り ます ：

Copy

このメ ソ ッ ドは選択し た項目を ク リ ッ プボー ド にコ ピーし ます 。

構文

TreeView.Copy(itemname)

引数

Copy には以下の引数があ り ます ：

itemname 必須
項目の名前を表す文字列式

itemname 必須
ド ラ ッ グする項目名を表す文字列式

itemname 必須
コ ピーする項目名を表す文字列式
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Drop

このメ ソ ッ ドは 、 ド ラ ッ グし てきた項目の項目へのド ロ ッ プをエ ミ ュ レー ト し ます 。

構文

TreeView.Drop(itemname)

引数

Drop メ ソ ッ ド には以下の引数があ り ます ：

例

tree.Drop("Net Objects\Net classes")

Paste

このメ ソ ッ ドは 、 選択し た分岐にク リ ッ プボー ドの中身を貼り付けます 。

構文

TreeView.Paste(itemname)

引数

Paste には以下の引数があ り ます ：

CreateNewItem

このメ ソ ッ ドは選択し た分岐に新規項目を作成し ます 。 このメ ソ ッ ドは 、 作成された
項目に相当する TreeItem オブジ ェ ク ト を返し ます 。

構文

TreeView.CreateNewItem(itemname)

引数

CreateNewItem には以下の引数があ り ます ：

itemname 必須
ド ラ ッ グし てきた項目を ド ロ ッ プする項目の名称を表す文字列式 

itemname 必須
貼り付けする項目名を表す文字列式

itemname 必須
作成する項目名を表す文字列式
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内部マク ロオブジ ェ ク ト
PADS プログラムの内部マク ロオブジ ェ ク ト は以下を含みます ：

• Application オブジ ェ ク ト

• Dialog オブジ ェ ク ト

• Document オブジ ェ ク ト

• HelpContents オブジ ェ ク ト  

• HelpContentsItem オブジ ェ ク ト  

• HelpPane オブジ ェ ク ト  

• Main View オブジ ェ ク ト

Application オブジ ェ ク ト

このオブジ ェ ク ト はプログラムのアプ リ ケーシ ョ ンを表し ます 。 オブジ ェ ク ト には
以下のメ ソ ッ ドがあ り ます ：

• CreateNewDocument

• ExecuteCommand

• Help

• HelpContents

• HelpPane

• OpenCustomizeDialog

• OpenDocument

• OpenOptionsDialog

• OpenPropertiesDialog

• Quit

• RunMacro

関連 ト ピ ッ ク

内部マク ロオブジ ェ ク ト
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CreateNewDocument
このメ ソ ッ ドは空の文書を作成し ます 。

構文

Application.CreateNewDocument
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ExecuteCommand
このメ ソ ッ ドはプログラムのコ マン ドの 1 つを実行し ます 。

構文

Application.ExecuteCommand(command, [arg1,...])

引数

ExecuteCommand メ ソ ッ ド には以下の引数があ り ます ：

例 1
Application.ExecuteCommand("ID_VIEW_BOARD")

例 2
Application.ExecuteCommand("Open", "C:\PADS Projects\preview.pcb")

command 必須
PADS 製品のコ マン ド を表す文字列式

arg1,... 必要に応じ て
command に渡されるオプシ ョ ンの引数を表し ます 。  
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Help
Help を表示し ます 。

構文

Application.Help()
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HelpContents
このメ ソ ッ ドはヘルプ コ ンテンツウ ィ ン ド ウに Help 内容を返し ます 。

構文

Application.HelpContents

例

Set var = Application.HelpContents
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HelpPane
このメ ソ ッ ドはヘルプウ ィ ン ド ウを返し ます 。

構文

Application.HelpPane

例

Set var = Application.HelpPane
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OpenCustomizeDialog
このメ ソ ッ ドは 、 カス タ マイズモーダルダイアログボ ッ クスを開きます 。

構文

Application.OpenCustomizeDialog()
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OpenDocument
このメ ソ ッ ドは 、 パス引数によ って識別された既存の文書を開きます 。

構文

Application.OpenDocument(path)

引数

OpenDocument メ ソ ッ ド には以下の引数があ り ます ：

例

Application.OpenDocument("C:\PADS Projects\preview.pcb") 

path 必須
開 く 文書のパスを含む文字列式
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OpenOptionsDialog
このメ ソ ッ ドはオプシ ョ ンモー ド レスダイアログボ ッ クスを開きます 。

構文

Application.OpenOptionsDialog()
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OpenPropertiesDialog
プロパテ ィ モー ド レスダイアログボ ッ クスを開きます 。

構文

Application.OpenPropertiesDialog()
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Quit
アプ リ ケーシ ョ ンを終了し ます 。

構文

Application.Quit()
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RunMacro
このメ ソ ッ ドは 、 プログラムコ マン ドの 1 つを実行し ます 。

構文

Application.RunMacro(path[, function [, arg1, ...]])

引数

RunMacro メ ソ ッ ド には以下の引数があ り ます ：

例

Application.RunMacro("C:\PADS Projects\mymacro.mcr")

Var = Application.RunMacro("c:\PADS Projects\mymacro.mcr", myfunction", 1, 
2, 3)

Dialog オブジ ェ ク ト

dialog オブジ ェ ク ト はダイアログボ ッ クスを表し ます 。 このオブジ ェ ク ト には以下の
メ ソ ッ ドがあ り ます ：

• Control

• Focus

• HelpPane

• OpenHelpPane

• CloseHelpPane

• ShowHelpFor

関連 ト ピ ッ ク

内部マク ロオブジ ェ ク ト

path 必須
実行するマク ロのフ ァ イルパスを含む文字列式

function 必要に応じ て 
呼び出すマク ロ フ ァ イルの関数名も し く はサブ名 。  
function が指定される と 、 RunMacro は関数が返すものを返し ま
す 。 function が指定されない場合 、 またはサブ関数の場合 、
RunMacro は何も返し ません 。

arg1,... 必要に応じ て
function に渡される引数
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Focus
このメ ソ ッ ドは 、 ダイアログボ ッ クスコ ン ト ロールにフ ォーカスを設定し ます 。

構文

Dialog.Focus(controlname)

引数

Focus メ ソ ッ ド には以下の引数があ り ます ：

関連 ト ピ ッ ク

Control

controlname 必須
制御の名前を表す文字列式
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Control
このメ ソ ッ ドはダイアログボ ッ クスコ ン ト ロールを返し ます 。

構文

Dialog.Control(controlname)

引数

Control には以下の引数があ り ます ：

例

以下の例は OK ボタ ンを返し ます 。

set obj = dlg.Control("OK")

関連 ト ピ ッ ク

Focus

controlname 必須
制御の名前を表す文字列式
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CloseHelpPane
このメ ソ ッ ドは 、 ダイアログボ ッ クス内の開いているヘルプペイ ンを閉じ ます 。

構文

Dialog.CloseHelpPane

例

Dialog.CloseHelpPane
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OpenHelpPane
このメ ソ ッ ドはダイアログボ ッ クスのヘルプペイ ンを表示し ます 。

構文

Dialog.OpenHelpPane

例

Dialog.OpenHelpPane
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ShowHelpFor
このメ ソ ッ ドは指定されたコ ン ト ロールのヘルプを表示し ます 。

構文

Dialog.ShowHelpFor(controlname)

引数

ShowHelpFor メ ソ ッ ド には以下の引数があ り ます ：

例

以下の例は適用 (Apply) ボタ ンのヘルプを表示し ます 。

Dialog.ShowHelpFor("Apply")

Document オブジ ェ ク ト

Document オブジ ェ ク ト は現在読み込まれている設計を表し ます 。 このオブジ ェ ク ト
には以下のメ ソ ッ ドがあ り ます ：

• Print

• PrintSetup

• RepeatLastAction

• Save

• SaveAs

関連 ト ピ ッ ク

内部マク ロオブジ ェ ク ト

controlname 必須
制御の名前
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Print
このメ ソ ッ ドは文書を印刷し ます 。

構文

Document.Print()
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PrintSetup
このメ ソ ッ ドは 、 [ プ リ ン タの設定 ] ダイアログボ ッ クスを開きます 。

構文

Document.PrintSetup()
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RepeatLastAction
このメ ソ ッ ドは 、 現在のセ ッ シ ョ ンで実行された最後の動作を繰り返し ます 。

構文

Document.RepeatLastAction()
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Save
このメ ソ ッ ドは 、 ド キュ メ ン ト が修正されている場合 、 そのド キュ メ ン ト を保存し ま
す 。

構文

Document.Save()
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SaveAs
このメ ソ ッ ドは 、 ユーザーが定義し た名前またはパスの場所に文書を保存し ます 。

構文

Document.SaveAs(path)

SaveAs メ ソ ッ ド には以下の引数があ り ます ：

HelpContents オブジ ェ ク ト

HelpContents オブジ ェ ク ト はヘルプ コ ンテンツウ ィ ン ド ウを表し ます 。

項目

Item プロパテ ィ はコ ンテンツツ リーからヘルプ コ ンテンツの場所を探し出し ます 。  

構文

Application.HelpContents.Item (path)

例

Set item = Application.HelpContents.Item("File Operations\To Restore 
Files")

関連 ト ピ ッ ク

内部マク ロオブジ ェ ク ト

HelpContentsItem オブジ ェ ク ト

このオブジ ェ ク ト はヘルプ コ ンテンツ項目名を探し ます 。 HelpContentsItem オブジ ェ
ク ト には以下のプロパテ ィ と 1 つのメ ソ ッ ド (Select) があ り ます ：

• Location

• Name

• Select

• SubItem

• SubItemCount

path 必須
文書を保存するパスを表す文字列式
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関連 ト ピ ッ ク

内部マク ロオブジ ェ ク ト
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Location
このプロパテ ィ は項目の位置を返し ます 。

構文

Item.Location

例

以下の例では 、 item_loc 変数には次の値が指定されます ：
"its:C:\Program Files\Mentor Graphics\PADS\<latest_release>
\Documentation\Router\BlazeRouter.chm::
/fileops/To_Restore_Files.htm".

Set item = Application.HelpContents.Item("File Operations\To Restore 
Files")
item_loc = item.Location
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Name
このプロパテ ィ は項目の名前を返し ます 。

構文

Item.Name

例

以下の例では 、 item_name 変数には "To Restore Files." の値が指定されています 。

Set item = Application.HelpContents.Item("File Operations\To Restore 
Files")
item_name = item.Name
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Select
このメ ソ ッ ドは項目を選択し ます 。

構文

Item.Select

例

Set item = Application.HelpContents.Item("File Operations").SubItem(3)
item.Select
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SubItem
このプロパテ ィ は 、 項目のサブ項目の位置を返し ます 。 必要と される整数 pos 引数は
分岐内において項目を反映するサブ項目の 0 基準シ リ アル番号です 。

構文

Item.SubItem(pos)

例

以下の例では 、 item_name 変数には "To Restore Files" の値が指定されています 。

Set item = Application.HelpContents.Item("File Operations").SubItem(3)
item_name = item.Name
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SubItemCount
このプロパテ ィ は項目内のサブ項目の数を返し ます 。

構文

Item.SubItemCount

例

以下の例では 、 count 変数には 10 の値が指定されます 。

Set item = Application.HelpContents.Item("File Operations")
count = item.SubItemCount

HelpPane オブジ ェ ク ト

このオブジ ェ ク ト はヘルプウ ィ ン ド ウを表し ます 。

Document

Document プロパテ ィ は 、 ヘルプウ ィ ン ド ウに HTML 文書を表示し ます 。 Document
プロパテ ィ は Document Object Model(DOM) を使用し ます 。 HTMLDocument イ ン ター
フ ェースの全詳細については 、 Microsoft Software Developer's Network(MSDN) ド キュ
メ ン ト をご覧 く だ さい 。

以下はマク ロエンジンが使用する最も有効なプロパテ ィ です ：

関連 ト ピ ッ ク

内部マク ロオブジ ェ ク ト

Main View オブジ ェ ク ト

MainView オブジ ェ ク ト はプログラムのメ イ ンビ ューを表し ます 。 MainView
オブジ ェ ク ト は以下のメ ソ ッ ド を使用し ます ：

• ActiveLayer

• ToggleFullScreen

• MouseDown

• MouseEndDrag

title 文書のタ イ ト ルを設定も し く は取得し ます 。 このプロパテ ィ は
ド キュ メ ン ト ウ ィ ン ド ウのタ イ ト ルバーに ド キュ メ ン ト のタ イ ト ル
を表示し ます 。 また 、 ド キュ メ ン ト の内容も識別し ます 。

URL 現在のド キュ メ ン ト の URL を設定または取得し ます 。
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• MouseMove

• MouseStartDrag

• MouseUp

• Print

• PrintPreview

関連 ト ピ ッ ク

内部マク ロオブジ ェ ク ト
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ActiveLayer
このメ ソ ッ ドは Active Layer コ ンボボ ッ クスを表示し ます 。

構文

MainView.ActiveLayer

例

set layerCombo = MainView.ActiveLayer
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ToggleFullScreen
このメ ソ ッ ドはフルスク リーンモー ド を ON にし ます 。

構文

MainView.ToggleFullScreen()
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MouseDown
このメ ソ ッ ドはマウスボタ ンの押下をエ ミ ュ レー ト し ます 。

構文

MainView.MouseDown(x, y, button)

引数

MouseDown メ ソ ッ ド には以下の引数があ り ます ：

引数 button は下記の値または修飾子を 1 つ以上含むこ とがあ り ます ：

x 必須
任意の数式
カーソルの X 座標

y 必須
任意の数式
カーソルの Y 座標

button 必須
文字列式
任意のボタ ンを押し ます 。

Table 3-21. MainView.MouseDown ボタ ンの値

値 説明

L マウスの左ボタ ンが押されます

M マウスの中央のボタ ンが押されます

R マウスの右ボタ ンが押されます

C Ctrl ボタ ンが押されます ( 修飾子 )
S Shift ボタ ンが押されます ( 修飾子 )
A Alt ボタ ンが押されます ( 修飾子 )
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MouseEndDrag
このメ ソ ッ ドはマウスのド ラ ッ グ操作の終了をエ ミ ュ レー ト し ます 。

構文

MainView.MouseEndDrag(x, y, button)

引数

MouseEndDrag メ ソ ッ ド には以下の引数があ り ます ：

引数 button は下記の値または修飾子を 1 つ以上含むこ とがあ り ます ：

x 必須
任意の数式
カーソルの X 座標

y 必須
任意の数式
カーソルの Y 座標

button 必須
文字列式
任意のボタ ンを押し ます 。

Table 3-22. MainView.MouseEndDrag ボタ ンの値

値 説明

L マウスの左ボタ ンが押されます

M マウスの中央のボタ ンが押されます

R マウスの右ボタ ンが押されます

C Ctrl ボタ ンが押されます ( 修飾子 )
S Shift ボタ ンが押されます ( 修飾子 )
A Alt ボタ ンが押されます ( 修飾子 )
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MouseMove
このメ ソ ッ ドはマウスの移動をエ ミ ュ レー ト し ます 。

構文

MainView.MouseMove(x, y, button)

引数

MouseMove メ ソ ッ ド には以下の引数があ り ます ：

引数 button は下記の値または修飾子を 1 つ以上含むこ とがあ り ます ：

例

MainView.MouseMove(300,350,"+L")

x 必須
任意の数式
カーソルの X 座標

y 必須
任意の数式
カーソルの Y 座標

button 必須
文字列式
+ は相対モー ド を示し ます 。
任意のボタ ンを押し ます 。

Table 3-23. MainView.MouseMove ボタ ンの値

値 説明

L マウスの左ボタ ンが押されます

M マウスの中央のボタ ンが押されます

R マウスの右ボタ ンが押されます

C Ctrl ボタ ンが押されます ( 修飾子 )
S Shift ボタ ンが押されます ( 修飾子 )
A Alt ボタ ンが押されます ( 修飾子 )
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MouseStartDrag
このメ ソ ッ ドはマウスのド ラ ッ グ操作開始をエ ミ ュ レー ト し ます 。

構文

MainView.MouseStartDrag(x, y, button)

引数

MouseStartDrag メ ソ ッ ド には以下の引数があ り ます ：

引数 button は下記の値または修飾子を 1 つ以上含むこ とがあ り ます ：

x 必須
任意の数式
カーソルの X 座標

y 必須
任意の数式
カーソルの Y 座標

button 必須
文字列式
任意のボタ ンを押し ます 。

Table 3-24. MainView.MouseStartDrag ボタ ンの値

値 説明

L マウスの左ボタ ンが押されます

M マウスの中央のボタ ンが押されます

R マウスの右ボタ ンが押されます

C Ctrl ボタ ンが押されます ( 修飾子 )
S Shift ボタ ンが押されます ( 修飾子 )
A Alt ボタ ンが押されます ( 修飾子 )
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MouseUp
このメ ソ ッ ドはマウスボタ ンを離すこ と をエ ミ ュ レー ト し ます 。

構文

MainView.MouseUp(x, y, button)

MouseUp メ ソ ッ ド には以下の引数があ り ます ：

引数 button は下記の値または修飾子を 1 つ以上複数を含むこ とがあ り ます ：

x 必須
任意の数式
カーソルの X 座標

y 必須
任意の数式
カーソルの Y 座標

button 必須
文字列式
任意のボタ ンを押し ます 。

Table 3-25. MainView.MouseUp ボタ ンの値

値 説明

L マウスの左ボタ ンが押されます

M マウスの中央のボタ ンが押されます

R マウスの右ボタ ンが押されます

C Ctrl ボタ ンが押されます ( 修飾子 )
S Shift ボタ ンが押されます ( 修飾子 )
A Alt ボタ ンが押されます ( 修飾子 )
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Print
このメ ソ ッ ドは現在の表示を印刷し ます 。

構文

MainView.Print()
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PrintPreview
このメ ソ ッ ドは印刷プレビ ューモー ド を ON にし ます 。

構文

MainView.PrintPreview()
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— Symbols —
- 演算子 , 1191
演算子

- 演算子 , 1191
&amp\, 1187, 1213
* 演算子 , 1188
+ 演算子 , 1189
.do フ ァ イル , 524, 527

エデ ィ タ , 527
起動 , 524

.do フ ァ イルの作成 , 527

.hyp フ ァ イル , 110
/ 演算子 , 1190
^ 演算子 , 1193
～に等しい , 1195
～に等し く ない , 1195
～よ り大きい , 1195
～以下 , 1195
～以上 , 1195
～未満の , 1195

— A —
Activate メ ソ ッ ド , 1111
ActiveDocument プロパテ ィ , 646
ActiveLayer, 1304
ActiveLayer コ ンボボ ッ クス , 1304
ActiveView プロパテ ィ , 767
ActiveX オブジ ェ ク ト , 1230
ActiveX コ ンポーネン ト , 1237
AddLabel プロパテ ィ , 1106
AddText メ ソ ッ ド , 1112
Add メ ソ ッ ド , 1091, 1098, 1148
And 演算子 , 1194
Angle プロパテ ィ , 1061
Appliation プロパテ ィ , 959
application オブジ ェ ク ト , 604, 1082

ActiveDocument プロパテ ィ , 646
Application プロパテ ィ , 647
CreateLibrary プロパテ ィ , 1078
DefaultFilePath プロパテ ィ , 648

ExportLibraryItems メ ソ ッ ド , 1079
FullName プロパテ ィ , 649
GetLibraryItems メ ソ ッ ド , 1082
Libraries プロパテ ィ , 650
LockServer メ ソ ッ ド , 1083
Measure メ ソ ッ ド , 1084
Name プロパテ ィ , 651
ObjectType プロパテ ィ , 652
OpenDocument イベン ト , 1162
OpenDocument メ ソ ッ ド , 1085
Parent プロパテ ィ , 653
Preference プロパテ ィ , 654
ProgressBar プロパテ ィ , 655
ProgressChange イベン ト , 1163
Quit イベン ト , 1164
Quit メ ソ ッ ド , 1088
RunMacro メ ソ ッ ド , 1089
StatusBarText プロパテ ィ , 656
UnlockServer メ ソ ッ ド , 1090
Version プロパテ ィ , 657
Visible プロパテ ィ , 658

Application オブジ ェ ク ト メ ソ ッ ド , 1275
CreateNewDocument, 1276
ExecuteCommand, 1277
Help, 1278
HelpContents, 1279
OpenCustomizeDialog, 1281
OpenDocument, 1282
OpenOptionsDialog, 1283
OpenPropertiesDialog, 1284
Quit, 1285
RunMacro, 1286

Application プロパテ ィ , 647, 654, 659, 667, 
673, 681, 696, 707, 747, 768, 803, 814, 
825, 847, 853, 859, 870, 885, 891, 923, 
933, 972, 1000, 1027, 1048, 1062

Asc, 1225
ASCII

データ出力 , 71
assemblyoptions オブジ ェ ク ト , 605

索引
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Add メ ソ ッ ド , 1091
Application プロパテ ィ , 659
Count プロパテ ィ , 660
Delete メ ソ ッ ド , 1092
ItemType プロパテ ィ , 662
Item プロパテ ィ , 661
Merge メ ソ ッ ド , 1093
Next プロパテ ィ , 663
ObjectType プロパテ ィ , 664
ParentObject プロパテ ィ , 666
Parent プロパテ ィ , 665
Remove メ ソ ッ ド , 1094
Reset メ ソ ッ ド , 1095
Select メ ソ ッ ド , 1096
Sort メ ソ ッ ド , 1097

AssemblyOptions プロパテ ィ , 769
Atn, 1226
attributes オブジ ェ ク ト

Add メ ソ ッ ド , 1098
Delete メ ソ ッ ド , 1099
Merge メ ソ ッ ド , 1100
Remove メ ソ ッ ド , 1101
Sort メ ソ ッ ド , 1105

Attributes プロパテ ィ , 708, 771, 871, 886, 
924, 934, 1028

attribute オブジ ェ ク ト , 606
Application プロパテ ィ , 667, 673
Count プロパテ ィ , 674
ItemType プロパテ ィ , 676
Item プロパテ ィ , 675
Measure プロパテ ィ , 1103
Name プロパテ ィ , 668
Next プロパテ ィ , 677
ObjectType プロパテ ィ , 669, 678
ParentObject プロパテ ィ , 680
Parent プロパテ ィ , 670, 679
Reset メ ソ ッ ド , 1102
Select メ ソ ッ ド , 1104
Value プロパテ ィ , 671

Attribute プロパテ ィ , 826
AutoCAD サポー ト , 257

— B —
Basic, 594, 595, 596, 597, 598, 601
Basic スク リ プ ト , 1173

RGL 置換の使用 , 1173

BGA, 97
BGA/PGA ウ ィ ザー ド タ ブ―ピンウ ィ

ザー ド ダイアログボ ッ クス , 456
BGA 配線ウ ィ ザー ド ダイアログボ ッ

クス , 97
ダイ部品と同期ダイアログボ ッ クス , 

543
ダイ部品を追加ダイアログボ ッ クス , 

52
ピン ラベルの追加 , 43
ピン ラベル―追加 , 43
画像で選択ダイアログボ ッ クス , 514
配線ウ ィ ザー ド ダイアログボ ッ クス , 

97
部品形状 , 456

BlazeRouter モニ タ ダイアログボ ッ クス , 
421, 422

BoardOutlineSurface プロパテ ィ , 772
BoardSim ダイアログボッ クス , 110
BottomRightX プロパテ ィ , 1049
BottomRightY プロパテ ィ , 1050

— C —
Call ステー ト メ ン ト , 1201
CAM

NC ド リルオプシ ョ ンの定義 , 348
NC ド リル設定 , 350
RS-274-X 設定 , 444
ド リルシンボルの定義 , 235
パッ ド間隙 , 476
フ ォ ト プロ ッ タの高度な設定 , 444
フ ォ ト プロ ッ タの設定 , 447
プロ ッ ト オプシ ョ ン , 476
ペンプロ ッ タの高度な設定 , 441
ペンプロ ッ タの設定 , 443
出力の確認 , 119
層と出力項目を選択 , 515
文書 , 182

CAM 文書設定の保存 , 182
CBPs プロパテ ィ , 709, 985
CBP オブジ ェ ク ト

Application プロパテ ィ , 681
Component プロパテ ィ , 682
Edge プロパテ ィ , 683
Function プロパテ ィ , 684
Layer プロパテ ィ , 685
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Length プロパテ ィ , 686
Name プロパテ ィ , 687
ObjectType プロパテ ィ , 688
Parent プロパテ ィ , 689
PositionX プロパテ ィ , 690
PositionY プロパテ ィ , 691
Shape プロパテ ィ , 693
SPBs プロパテ ィ , 692
Width プロパテ ィ , 694
Wirebonds プロパテ ィ , 695

CBP タ ブ , 197, 205, 211
CBP を リ ングに指定ダイアログボ ッ クス , 

76
CenterX プロパテ ィ , 697, 710, 960, 1051
CenterY プロパテ ィ , 698, 711, 961, 1052
cfg フ ァ イル , 240
Change イベン ト , 1169
CheckASCII メ ソ ッ ド , 1113
CheckBox, 1255
CheckListBox, 1257
Chr, 1227
Circle.ShapeType プロパテ ィ , 706
circle オブジ ェ ク ト

Application プロパテ ィ , 696
CenterX プロパテ ィ , 697
CenterY プロパテ ィ , 698
Circle.ShapeType プロパテ ィ , 706
Geometry プロパテ ィ , 699
Layer プロパテ ィ , 700
LineWidth プロパテ ィ , 701
ObjectType プロパテ ィ , 702
OutlineType プロパテ ィ , 703
Parent プロパテ ィ , 704
Radius プロパテ ィ , 705

Close, 1202
Close ステー ト メ ン ト , 1202
ComboBox, 1259
Components プロパテ ィ , 773, 925
component オブジ ェ ク ト

AddLabel プロパテ ィ , 1106
Application プロパテ ィ , 707
Attributes プロパテ ィ , 708
CBPs プロパテ ィ , 709
CenterX プロパテ ィ , 710
CenterY プロパテ ィ , 711

DecalAttributes プロパテ ィ , 713
DecalCompatibleList プロパテ ィ , 714
Decal プロパテ ィ , 712
DieHeight プロパテ ィ , 715
DieLength プロパテ ィ , 716
DieWidth プロパテ ィ , 717
ECORegistered プロパテ ィ , 731
Glued プロパテ ィ , 718
Installed プロパテ ィ , 719
ISDiePart プロパテ ィ , 720
ISSMD プロパテ ィ , 721
Labels プロパテ ィ , 722
Layer プロパテ ィ , 723
MoveCenter メ ソ ッ ド , 1110
Move メ ソ ッ ド , 1108
Name プロパテ ィ , 724
ObjectType プロパテ ィ , 726
Orientation プロパテ ィ , 727
Parent プロパテ ィ , 728
PartTypeAttributes プロパテ ィ , 730
PartTypeLogic プロパテ ィ , 732
PartTypeObject プロパテ ィ , 733
PartType プロパテ ィ , 729
Pins プロパテ ィ , 734
Placed プロパテ ィ , 735
PositionX プロパテ ィ , 736
PositionY プロパテ ィ , 737
SBPs プロパテ ィ , 738
Selected プロパテ ィ , 739
Substituted プロパテ ィ , 740
WirebondRulesAngleMaximum プロパ

テ ィ , 741
WirebondRulesClearanceWireToPad プロ

パテ ィ , 742
WirebondRulesClearanceWireToWire プ

ロパテ ィ , 743
WirebondRulesLengthMaximum プロパ

テ ィ , 744
WirebondRulesLengthMinimum プロパ

テ ィ , 745
Wirebonds プロパテ ィ , 746

Component プロパテ ィ , 682, 827, 935, 986, 
1063

Connections プロパテ ィ , 774, 872
Connection オブジ ェ ク ト
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Length プロパテ ィ , 748
connection オブジ ェ ク ト

Application プロパテ ィ , 747
Name プロパテ ィ , 749
Net プロパテ ィ , 751
ObjectType プロパテ ィ , 752
Parent プロパテ ィ , 753
Pins プロパテ ィ , 754
RouteSegments プロパテ ィ , 755
Selected プロパテ ィ , 756
Vias プロパテ ィ , 757

Control, 1288
Cos, 1229
Count プロパテ ィ , 660, 674, 892
CreateLibrary プロパテ ィ , 1078
CreateNewDocument, 1276
CreateObject, 1230
CurDir, 1231

— D —
daialog オブジ ェ ク ト , 1286

CloseHelpPane, 1289
Control, 1288
Focus, 1287
OpenHelpPane, 1290
ShowHelpFor, 1291

DecalAttributes プロパテ ィ , 713
DecalCompatibleList プロパテ ィ , 714
Decal プロパテ ィ , 712
DefaultFilePath プロパテ ィ , 648
Delete メ ソ ッ ド , 1092, 1099, 1136, 1154
DFT 検査

テス ト ポイ ン ト の配置 , 188
テス ト ポイ ン ト プロパテ ィ の設定 , 192
テス ト ポイ ン ト 割り当ての設定 , 186

DieHeight プロパテ ィ , 715
DieLength プロパテ ィ , 716
DieWidth プロパテ ィ , 717
Dim, 1203
DIP ウ ィ ザー ド タ ブ―ピンウ ィ ザー ド ダ

イアログボ ッ クス , 459
Dir, 1232
display-formatted データ , 1215
Display プロパテ ィ , 828
Do...Loop ステー ト メ ン ト , 1204
Document.ExportECOFile メ ソ ッ ド , 1115

Document.ObjectType プロパテ ィ , 790
document オブジ ェ ク ト , 611

Activate メ ソ ッ ド , 1111
ActiveView プロパテ ィ , 767
AddText メ ソ ッ ド , 1112
Application プロパテ ィ , 768
AssemblyOptions プロパテ ィ , 769
Attributes プロパテ ィ , 771
BoardOutlineSurface プロパテ ィ , 772
CheckASCII メ ソ ッ ド , 1113
Components プロパテ ィ , 773
Connections プロパテ ィ , 774
Drawings プロパテ ィ , 775
ElectricalLayerCount プロパテ ィ , 776
ExportASCII メ ソ ッ ド , 1114
ExportNetList メ ソ ッ ド , 1116
ExportRules メ ソ ッ ド , 1117
FullName プロパテ ィ , 777
GetObjects メ ソ ッ ド , 1119
GridX プロパテ ィ , 778
GridY プロパテ ィ , 779
ImportECOFile メ ソ ッ ド , 1123
ImportNetList メ ソ ッ ド , 1124
Jumpers プロパテ ィ , 780
LayerCount プロパテ ィ , 781
LayerEnabled プロパテ ィ , 782
LayerName プロパテ ィ , 783
LayerType プロパテ ィ , 786
Name プロパテ ィ , 787
NetClasses プロパテ ィ , 788
Nets プロパテ ィ , 789
ObjectType プロパテ ィ , 790
OriginX プロパテ ィ , 791
OriginY プロパテ ィ , 792
Parent プロパテ ィ , 793
PartTypes プロパテ ィ , 794
Path プロパテ ィ , 795
Pins プロパテ ィ , 796
PositionsChange イベン ト , 1166
Preference プロパテ ィ , 797
RouteSegments プロパテ ィ , 798
SaveAs メ ソ ッ ド , 1127
Saved プロパテ ィ , 799
Save イベン ト , 1167
Save メ ソ ッ ド , 1126
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SecurityLimit イベン ト , 1165
SelectionChange イベン ト , 1168
SelectObjects メ ソ ッ ド , 1132
Texts プロパテ ィ , 800
Unit プロパテ ィ , 801
Vias プロパテ ィ , 802

DoEvents, 1233
Do ステー ト メ ン ト の終了 , 1204
Drawings プロパテ ィ , 775, 873
DrawingType プロパテ ィ , 804
drawing オブジ ェ ク ト

Application プロパテ ィ , 803
DrawingType プロパテ ィ , 804
Geometry プロパテ ィ , 805
Name プロパテ ィ , 806
Net プロパテ ィ , 807
ObjectType プロパテ ィ , 808
Parent プロパテ ィ , 809
PositionX プロパテ ィ , 810
PositionY プロパテ ィ , 811
Selected プロパテ ィ , 812
Texts プロパテ ィ , 813

Drawing プロパテ ィ , 1001
DrillSize プロパテ ィ , 936, 1029
drop, 1273
DxDesigner Link

DxDesigner に接続 , 240
ド キュ メ ン ト タ ブ , 240
バッ クワー ド ア ノ テーシ ョ ンダイアロ

グボッ クス , 93
フ ォワー ド ア ノ テーシ ョ ンダイアログ

ボッ クス , 282
各種定義のア ノ テーシ ョ ン , 245

DxDesigner Link ダイアログボ ッ クス , 245
ク ロスプロービングの設定 , 247
ラ イブ ラ リ タ ブ , 242
各種定義タ ブ , 245
選択動作タ ブ , 247

DXF, 257
データ出力 , 252
データ入力 , 257
ド リル径と記号 , 521

DXF データ出力ダイアログボ ッ クス , 252
DXF のド リル径と記号 , 521
DXF 入力ダイアログボ ッ クス , 257

— E —
e ( 自然対数の底 ), 1236
ECORegistered プロパテ ィ , 731
ECO のネ ッ ト ク ラス , 129
ECO 操作

ラ イブ ラ リからパー ト タ イプを取得ダ
イアログボ ッ クス , 287

各種定義 , 259
EDC 検査 , 265

パラ メ ータ設定 , 262
高速回路設定の保存と取得 , 265

Edge プロパテ ィ , 683
Edit, 1259
EditBox, 1261
ElectricalLayerCount プロパテ ィ , 776
ElectricalType プロパテ ィ , 937
EndLayer プロパテ ィ , 1030
EndOffsetX プロパテ ィ , 1064
EndOffsetY プロパテ ィ , 1065
EndPad プロパテ ィ , 1066
EndX プロパテ ィ , 1067
EndY プロパテ ィ , 1068
Environ, 1234
EOF, 1235
ExecuteCommand, 1277
Exp, 1236
exponent, 1193
ExportASCII メ ソ ッ ド , 1114
ExportECOFile メ ソ ッ ド , 1115
ExportLibraryItems メ ソ ッ ド , 1079
ExportNetList メ ソ ッ ド , 1116
ExportRules メ ソ ッ ド , 1117

— F —
Focus, 1287

TreeItem, 1271
For-Next ステー ト メ ン ト , 1206
For ステー ト メ ン ト の終了 , 1206
FullName プロパテ ィ , 649, 777, 848
FullScreen, 1305
FunctionName プロパテ ィ , 938
Function プロパテ ィ , 684, 987

— G —
Geometry プロパテ ィ , 699, 805
GetLibraryItems メ ソ ッ ド , 1145
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GetObject, 1237
CreateObject, 1230

GetObjects メ ソ ッ ド , 1119
GetTmpFileName, 1238
Glued プロパテ ィ , 718, 939, 1031
gotolink padslayour_user

カス タム規則 , 486
gotolink padslayout_user

オブジ ェ ク ト の選択 , 486
選択し た項目にズーム , 486

GridControl, 1263
GridX プロパテ ィ , 778
GridY プロパテ ィ , 779
GUI 制御

モー ド レスコ マン ド , 341
起動のデフ ォル ト 設定 , 536

— H —
Height プロパテ ィ , 1002
Help, 1278
HelpContentsItem オブジ ェ ク ト , 1296
HelpContents オブジ ェ ク ト , 1296
HelpPane, 1280
HelpPane オブジ ェ ク ト , 1302
HorzJustification プロパテ ィ , 1003
HyperLynx, 110

— I —
I/O, 1202
IDF, 299

IDF データ を出力ダイアログボ ッ クス
, 296

IDF データ入力ダイアログボ ッ クス , 
299

データ出力 , 296
データ入力 , 299

If...Then...Else ステー ト メ ン ト , 1210
ImportECOFile メ ソ ッ ド , 1123
ImportLibraryItems2 メ ソ ッ ド , 1147
ImportLibraryItems メ ソ ッ ド , 1146
ImportNetList メ ソ ッ ド , 1124
Installed プロパテ ィ , 719, 815
InStr, 1239
InStrRev 関数 , 1240
IsDiePart プロパテ ィ , 720
IsSMD プロパテ ィ , 721, 941

Item.Location, 1298
Item.Name, 1299
Item.Select, 1300
ItemType プロパテ ィ , 662, 676, 894
Item プロパテ ィ , 661, 675, 893

— J —
JEDEC 配列ピンを設定ダイアログボッ ク

ス , 305
Jumpers プロパテ ィ , 780
jumper オブジ ェ ク ト

Application プロパテ ィ , 814
Installed プロパテ ィ , 815
Length プロパテ ィ , 816
Name プロパテ ィ , 817
Net プロパテ ィ , 819
ObjectType プロパテ ィ , 820
Orientation プロパテ ィ , 821
Parent プロパテ ィ , 822
Points プロパテ ィ , 823
Selected プロパテ ィ , 824

— L —
Labels プロパテ ィ , 722
label オブジ ェ ク ト

Application プロパテ ィ , 825
Attribute プロパテ ィ , 826
Component プロパテ ィ , 827
Delete メ ソ ッ ド , 1136
Display プロパテ ィ , 828
Height プロパテ ィ , 1002
HorzJustification プロパテ ィ , 1003
Layer プロパテ ィ , 1004
LineWidth プロパテ ィ , 1005
Mirror プロパテ ィ , 1006
Name プロパテ ィ , 829
ObjectType プロパテ ィ , 830
Orientation プロパテ ィ , 1009
Parent プロパテ ィ , 831
PositionX プロパテ ィ , 1011
PositionY プロパテ ィ , 1012
Selected プロパテ ィ , 833
Text プロパテ ィ , 834
Type プロパテ ィ , 835
VertJustification プロパテ ィ , 1015

LayerCount プロパテ ィ , 781
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LayerEnabled プロパテ ィ , 782
LayerName プロパテ ィ , 783
LayerType プロパテ ィ , 786
Layer プロパテ ィ , 685, 700, 723, 963, 973, 

988, 1004
Left 関数 , 1241
Length プロパテ ィ , 686, 748, 816, 874, 974, 

989
Len 関数 , 1242
Libraries プロパテ ィ , 650
libraryitem オブジ ェ ク ト

Application プロパテ ィ , 853
Library プロパテ ィ , 854
Name プロパテ ィ , 855
ObjectType プロパテ ィ , 856
Parent プロパテ ィ , 857
Type プロパテ ィ , 858

library オブジ ェ ク ト
Application プロパテ ィ , 847
FullName プロパテ ィ , 848
GetLibraryItems メ ソ ッ ド , 1145
ImportLibraryItems2 メ ソ ッ ド , 1147
ImportLibraryItems メ ソ ッ ド , 1146
Name プロパテ ィ , 849
ObjectType プロパテ ィ , 850
Parent プロパテ ィ , 851
Path プロパテ ィ , 852

Library プロパテ ィ , 854
LineWidth プロパテ ィ , 701, 964, 1005
ListBox, 1264
ListCount プロパテ ィ , 1257

CheckListBox, 1257
ListBox, 1264

list プロパテ ィ , 1259
ComboBox, 1259
List box, 1264

Location, 1298
LockServer メ ソ ッ ド , 1083

— M —
MainView, 1302
measure オブジ ェ ク ト

Application プロパテ ィ , 859
Name プロパテ ィ , 860
Normalize メ ソ ッ ド , 862
Number プロパテ ィ , 861

ObjectType プロパテ ィ , 863
Parent プロパテ ィ , 864
Prefix プロパテ ィ , 865
Text プロパテ ィ , 866
Unit プロパテ ィ , 867
Value プロパテ ィ , 868

Measure プロパテ ィ , 1103
Measure メ ソ ッ ド , 1084
Merge メ ソ ッ ド , 1093, 1149
Mid 関数 , 1243
Mirror プロパテ ィ , 1006
MkDir, 1244
Mod, 1196
MouseDown, 1306
MouseEndDrag, 1307
MouseMove, 1308
MouseStartDrag, 1309
MouseUp, 1310
MoveCenter メ ソ ッ ド , 1110
MoveFile, 1245
Move メ ソ ッ ド , 1108
MsgBox, 1246

— N —
Name, 1299
Name プロパテ ィ , 651, 668, 687, 724, 749, 

787, 806, 817, 829, 849, 855, 860, 875, 
887, 928, 942, 975, 990, 1007, 1033, 
1053, 1069

NC ド リルオプシ ョ ン , 348
NC ド リルデバイス設定 , 350
NetClassAttributes プロパテ ィ , 878
NetClasses プロパテ ィ , 788
netclass オブジ ェ ク ト

Application プロパテ ィ , 885
Attributes プロパテ ィ , 886
Name プロパテ ィ , 887
Nets プロパテ ィ , 888
ObjectType プロパテ ィ , 889
Parent プロパテ ィ , 890

NetClass プロパテ ィ , 877
Nets プロパテ ィ , 789, 888
net オブジ ェ ク ト

Application プロパテ ィ , 870
Attributes プロパテ ィ , 871
Connections プロパテ ィ , 872
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Drawings プロパテ ィ , 873
Length プロパテ ィ , 874
Name プロパテ ィ , 875
NetClassAttributes プロパテ ィ , 878
NetClass プロパテ ィ , 877
ObjectType プロパテ ィ , 879
Parent プロパテ ィ , 880
Pins プロパテ ィ , 881
Power プロパテ ィ , 882
Selected プロパテ ィ , 883
Vias プロパテ ィ , 884

Net プロパテ ィ , 751, 807, 819, 944, 977, 
1035

Next プロパテ ィ , 663, 677, 895
Normalize プロパテ ィ , 862
Not 演算子 , 1197
Number プロパテ ィ , 861, 945

— O —
objects オブジ ェ ク ト

Add メ ソ ッ ド , 1148
Application プロパテ ィ , 891
Count プロパテ ィ , 892
ItemType プロパテ ィ , 894
Item プロパテ ィ , 893
Merge メ ソ ッ ド , 1149
ObjectType プロパテ ィ , 896
ParentObject プロパテ ィ , 898
Parent プロパテ ィ , 897
Remove メ ソ ッ ド , 1150
Reset メ ソ ッ ド , 1151
Select メ ソ ッ ド , 1152
Sort メ ソ ッ ド , 1153

ObjectType プロパテ ィ , 652, 664, 669, 678, 
688, 702, 726, 752, 808, 820, 830, 850, 
856, 879, 889, 896, 930, 946, 965, 978, 
991, 1008, 1036, 1054, 1070

OLE, 589
OLE 背景 , 589
OLE オー ト メ ーシ ョ ン , 589

OpenCustomizeDialog, 1281
OpenDocument, 1282

Application, 1275
OpenDocument イベン ト , 1162
OpenDocument メ ソ ッ ド , 1085
OpenOptionsDialog, 1283

OpenPropertiesDialog, 1284
Open ステー ト メ ン ト , 1202, 1214
Orientation プロパテ ィ , 727, 821, 992, 1009
OriginX プロパテ ィ , 791
OriginY プロパテ ィ , 792
Or 演算子 , 1198
OutlineType プロパテ ィ , 703, 966

— P —
PADS Router リ ン ク , 419, 421, 422

モニ タ , 421, 422
概要 , 419
配線仕様ダイアログボ ッ クス , 501

Pan メ ソ ッ ド , 1155
ParentObject プロパテ ィ , 666, 680, 898
Parent プロパテ ィ , 653, 665, 670, 679, 689, 

704, 728, 753, 793, 809, 822, 831, 851, 
857, 864, 880, 890, 931, 949, 967, 979, 
993, 1010, 1038, 1055, 1071

PartType.Logic プロパテ ィ , 927
PartTypeAttributes プロパテ ィ , 730
PartTypeECO Registered プロパテ ィ , 926
PartTypeLogic プロパテ ィ , 732
PartTypeObject プロパテ ィ , 733
PartTypes プロパテ ィ , 794
PartType オブジ ェ ク ト , 602
parttype オブジ ェ ク ト

Application プロパテ ィ , 923
Attributes プロパテ ィ , 924
Components プロパテ ィ , 925
ECORegistered プロパテ ィ , 926
Logic プロパテ ィ , 927
Name プロパテ ィ , 928
ObjectType プロパテ ィ , 930
Parent プロパテ ィ , 931
Selected プロパテ ィ , 932

PartType プロパテ ィ , 729
pathname, 1232
Path プロパテ ィ , 795, 852
PGA 部品形状―作成 , 456
Pins プロパテ ィ , 734, 754, 796, 881
pin オブジ ェ ク ト , 956

Application プロパテ ィ , 933
Attributes プロパテ ィ , 934
Component プロパテ ィ , 935
DrillSize プロパテ ィ , 936
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ElectricalType プロパテ ィ , 937
FunctionName プロパテ ィ , 938
Glued プロパテ ィ , 939
ISSMD プロパテ ィ , 941
Name プロパテ ィ , 942
Net プロパテ ィ , 944
Number プロパテ ィ , 945
ObjectType プロパテ ィ , 946
Parent プロパテ ィ , 949
PlaneThermal プロパテ ィ , 950
Plated プロパテ ィ , 951
PositionX プロパテ ィ , 952
PositionY プロパテ ィ , 953
Selected プロパテ ィ , 954
SlotLength プロパテ ィ , 955
SlotOffset プロパテ ィ , 956
SlotOrientation プロパテ ィ , 957
TestPoint プロパテ ィ , 958

Placed プロパテ ィ , 735
PlaneThermal プロパテ ィ , 950, 1039
Plated プロパテ ィ , 951, 1040
Points プロパテ ィ , 823, 968, 980
polyline オブジ ェ ク ト , 621, 962

Appliation プロパテ ィ , 959
CenterX プロパテ ィ , 960
CenterY プロパテ ィ , 961
Geometry プロパテ ィ , 962
Layer プロパテ ィ , 963
LineWidth プロパテ ィ , 964
ObjectType プロパテ ィ , 965
OutlineType プロパテ ィ , 966
Parent プロパテ ィ , 967
Points プロパテ ィ , 968
Radius プロパテ ィ , 970
ShapeType プロパテ ィ , 971

PositionsChange イベン ト , 1166
PositionX プロパテ ィ , 690, 736, 810, 952, 

994, 1011, 1041
PositionY プロパテ ィ , 691, 737, 811, 953, 

995, 1012, 1042
Power プロパテ ィ , 882
PPcbASCIISections, 628
PPcbASCIIVersion, 629
PPcbAttrFlags, 629
PPcbBondPadEdge, 629

PPcbBondPadShape, 630
PPcbDrawingType, 631
PPcbDRCMode, 631
PPcbGridType, 631
PPcbHorizontalJustification, 632
PPcbLabelDisplayMode, 632
PPcbLabelType, 632
PPcbLayerType, 633
PPcbLibraryItemType, 633, 635
PPcbMeasureFormat, 633
PPcbNudgeMode, 634
PPcbObjectType, 634
PPcbOutlineType, 635
PPcbPinElectricalType, 636
PPcbRightReadingStatus, 637
PPcbSegmentType, 637
PPcbShapeType, 637
PPcbTestPointType, 638
PPcbUnit, 638
PPcbVerticalJustification, 638
Preference プロパテ ィ , 797
Prefix プロパテ ィ , 865
Print, 1311

Print Document, 1292
PrintPreview, 1312
PrintSetup, 1293

document, 1291
Print ステー ト メ ン ト , 1215
ProgressBar プロパテ ィ , 655
ProgressChange イベン ト , 1163
PushButton, 1266
pxr フ ァ イル , 240

— Q —
Quit, 1285
Quit イベン ト , 1164
Quit メ ソ ッ ド , 1088

— R —
RadioBox, 1267
Radius プロパテ ィ , 705, 970
ReDim ステー ト メ ン ト , 1217
Refresh メ ソ ッ ド , 1156
Remove メ ソ ッ ド , 1094, 1101, 1150
reoutesegment オブジ ェ ク ト

Points プロパテ ィ , 980
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SegmentType プロパテ ィ , 981
RepeatLastAction, 1294
Reset メ ソ ッ ド , 1095, 1102, 1151
RGL, 1179

RGL field keywords のオー ト メ ーシ ョ
ン置換 , 1179

RGL top level keywords の置換 , 1174
sublevel keyword のオー ト メ ーシ ョ ン

置換 , 1175
オー ト メ ーシ ョ ン フ ァ ン クシ ョ ン置換

, 1180
オー ト メ ーシ ョ ン置換 , 1173

RGL のオー ト メ ーシ ョ ン置換 , 1173
RightReading プロパテ ィ , 832
Right 関数 , 1248
RouteSegments プロパテ ィ , 755, 798
routesegment オブジ ェ ク ト , 621

Application プロパテ ィ , 972
Layer プロパテ ィ , 973
Length プロパテ ィ , 974
Name プロパテ ィ , 975
Net プロパテ ィ , 977
ObjectType プロパテ ィ , 978
Parent プロパテ ィ , 979
Selected プロパテ ィ , 982
Width プロパテ ィ , 983

RS-274-X, 444
フ ォ ト プロ ッ タの高度な設定 , 444

RunMacro メ ソ ッ ド , 1089

— S —
Save, 1295
SaveAs, 1296
SaveAs メ ソ ッ ド , 1127
Saved プロパテ ィ , 799
Save イベン ト , 1167
Save メ ソ ッ ド , 1126
SBPs プロパテ ィ , 738
SBP オブジ ェ ク ト , 622

Application プロパテ ィ , 984
CBPs プロパテ ィ , 985
Component プロパテ ィ , 986
Function プロパテ ィ , 987
Layer プロパテ ィ , 988
Length プロパテ ィ , 989
Name プロパテ ィ , 990

ObjectType プロパテ ィ , 991
Orientation プロパテ ィ , 992
Parent プロパテ ィ , 993
PositionX プロパテ ィ , 994
PositionY プロパテ ィ , 995
Shape プロパテ ィ , 996
Tier プロパテ ィ , 997
Width プロパテ ィ , 998
Wirebonds プロパテ ィ , 999

SBP のプロパテ ィ ダイアログボ ッ クス , 
510

SBP プロパテ ィ , 692
SecurityLimit イベン ト , 1165
SegmentType プロパテ ィ , 981
SelCount プロパテ ィ , 1257

CheckListBox, 1257
ListBox, 1264

Select, 1259, 1300
ComboBox, 1259
TreeItem, 1271

Selected プロパテ ィ , 739, 756, 812, 824, 
833, 883, 932, 954, 982, 1013, 1043, 
1257, 1264

CheckListBox, 1257
ListBox, 1264

SelectionChange イベン ト , 1168
SelectObjects メ ソ ッ ド , 1132
Select メ ソ ッ ド , 1096, 1104, 1152
SelLength プロパテ ィ , 1259

ComboBox, 1259
EditBox, 1261

SelStart プロパテ ィ , 1259
ComboBox, 1259
EditBox, 1261

SelText プロパテ ィ , 1259
ComboBox, 1259
EditBox, 1261

SetCheck, 1257
SetExtentsToAll メ ソ ッ ド , 1158
SetExtentsToBoard メ ソ ッ ド , 1159
SetExtentsToSelection メ ソ ッ ド , 1160
SetExtents メ ソ ッ ド , 1157
SetScale メ ソ ッ ド , 1161
Set ステー ト メ ン ト , 1219
ShapeType プロパテ ィ , 971
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Shape プロパテ ィ , 693, 996
Sin, 1249
SliderControl, 1268
SlotLength プロパテ ィ , 955
SlotOffset プロパテ ィ , 956
SlotOrientation プロパテ ィ , 957
SOIC ウ ィ ザー ド タ ブ―ピンウ ィ ザー ド ダ

イアログボ ッ クス , 467
Sort メ ソ ッ ド , 1097, 1105, 1153
Spc, 1250
SPECCTRA Translator, 527

.do フ ァ イルエデ ィ タ , 527
自動読み込み / 送信 , 531

SpinButton, 1269
StartLayer プロパテ ィ , 1044
StartOffsetX プロパテ ィ , 1072
StartOffsetY プロパテ ィ , 1073
StartPad プロパテ ィ , 1074
StartX プロパテ ィ , 1075
StartY プロパテ ィ , 1076
state, 1257

CheckBox, 1255
CheckListBox, 1257
EditBox, 1261
ListBox, 1264
RadioBox, 1267
SliderControl, 1268
SpinButton, 1269
Tab コ ン ト ロール , 1270
TreeItem, 1271

StatusBarText プロパテ ィ , 656
stp フ ァ イル , 536
Str, 1251
string

Str, 1251
SubItem, 1301
SubItemCount, 1302
Substituted プロパテ ィ , 740

— T —
Tab, 1252
TabControl, 1270
TestPoint プロパテ ィ , 958, 1046
Texts プロパテ ィ , 800, 813
text オブジ ェ ク ト , 623

Application プロパテ ィ , 1000

Delete メ ソ ッ ド , 1154
Drawing プロパテ ィ , 1001
Height プロパテ ィ , 1002
HorzJustification プロパテ ィ , 1003
Layer プロパテ ィ , 1004
LineWidth プロパテ ィ , 1005
Mirror プロパテ ィ , 1006
Name プロパテ ィ , 1007
ObjectType プロパテ ィ , 1008
Orientation プロパテ ィ , 1009
Parent プロパテ ィ , 1010
PositionX プロパテ ィ , 1011
PositionY プロパテ ィ , 1012
Selected プロパテ ィ , 1013
text プロパテ ィ , 1014
VertJustification プロパテ ィ , 1015

Text プロパテ ィ , 834, 866, 1014
text プロパテ ィ , 1257

CheckListBox, 1257
ComboBox, 1259
EditBox, 1261
ListBox, 1264

Tier プロパテ ィ , 997
TopLeftX プロパテ ィ , 1058
TopLeftY プロパテ ィ , 1059
TreeItem, 1271
TreeView, 1273
TrueLayer

および CAM, 151
および層の関連付け , 151

Type プロパテ ィ , 835, 858, 1047

— U —
Unit プロパテ ィ , 801, 867
UnlockServer メ ソ ッ ド , 1090
URL を取得する , 1302

— V —
Val, 1253
Value プロパテ ィ , 671, 868
value プロパテ ィ , 1267, 1268, 1270

RadioBox, 1267
SliderControl, 1268
TabControl, 1270

Version プロパテ ィ , 657
VertJustification プロパテ ィ , 1015
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Vias プロパテ ィ , 757, 802, 884
Via オブジ ェ ク ト , 602
via オブジ ェ ク ト , 624

Application プロパテ ィ , 1027
Attributes プロパテ ィ , 1028
DrillSize プロパテ ィ , 1029
EndLayer プロパテ ィ , 1030
Glued プロパテ ィ , 1031
Name プロパテ ィ , 1033
Net プロパテ ィ , 1035
ObjectType プロパテ ィ , 1036
Parent プロパテ ィ , 1038
PlaneThermal プロパテ ィ , 1039
Plated プロパテ ィ , 1040
PositionX プロパテ ィ , 1041
PositionY プロパテ ィ , 1042
Selected プロパテ ィ , 1043
StartLayer プロパテ ィ , 1044
TestPoint プロパテ ィ , 1046
Type プロパテ ィ , 1047

view オブジ ェ ク ト , 625
Application プロパテ ィ , 1048
BottomRightX プロパテ ィ , 1049
BottomRightY プロパテ ィ , 1050
CenterX プロパテ ィ , 1051
Change イベン ト , 1169
Name プロパテ ィ , 1053
ObjectType プロパテ ィ , 1054
Pan メ ソ ッ ド , 1155
Parent プロパテ ィ , 1055
Refresh メ ソ ッ ド , 1156
SetExtentsToAll メ ソ ッ ド , 1158
SetExtentsToBoard メ ソ ッ ド , 1159
SetExtentsToSelection メ ソ ッ ド , 1160
SetExtents メ ソ ッ ド , 1157
SetScale メ ソ ッ ド , 1161
TopLeftX プロパテ ィ , 1058
TopLeftY プロパテ ィ , 1059
Zoom プロパテ ィ , 1060

Visible プロパテ ィ , 658
Visual C++, 594, 595, 596, 597, 598, 601

— W —
While, 1222
While Wend ステー ト メ ン ト , 1222
While...Wend ステー ト メ ン ト , 1222

Width #, 1252
Width # ステー ト メ ン ト , 1223
Width プロパテ ィ , 694, 983, 998
WireBondRulesAngleMaximum プロパテ ィ

, 741
WirebondRulesClearanceWireToPad プロパ

テ ィ , 742
WirebondRulesClearanceWireToWire プロパ

テ ィ , 743
WirebondRulesLengthMaximum プロパテ ィ

, 744
WirebondRulesLengthMinimum プロパテ ィ

, 745
wirebond オブジ ェ ク ト , 626

Angle プロパテ ィ , 1061
Application プロパテ ィ , 1062
Component プロパテ ィ , 1063
EndOffsetX プロパテ ィ , 1064
EndOffsetY プロパテ ィ , 1065
EndPad プロパテ ィ , 1066
EndX プロパテ ィ , 1067
EndY プロパテ ィ , 1068
Name プロパテ ィ , 1069
ObjectType プロパテ ィ , 1070
Parent プロパテ ィ , 1071
StartOffsetX プロパテ ィ , 1072
StartOffsetY プロパテ ィ , 1073
StartPad プロパテ ィ , 1074
StartX プロパテ ィ , 1075
StartY プロパテ ィ , 1076

wrapper ク ラス , 593
wrapper ク ラスの作成 , 593

— X —
Xor 演算子 , 1199

— Z —
Zoom プロパテ ィ , 1060

— ア —
アーク タ ンジ ェ ン ト , 1226
アウ ト プ ッ ト ウ ィ ン ド ウ

ステータ ス タ ブ , 399
マク ロ タ ブ , 400

アスキーフ ァ イルを出力ダイアログボ ッ
クス , 71
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アセンブ リ オプシ ョ ンダイアログボ ッ ク
ス , 75

アセンブ リバリ アン ト を選択ダイアログ
ボッ クス , 513

ア ドバンスチ ッ プパッ ケージング , 193
ダイ フ ラグウ ィ ザー ド , 193
ワイヤボン ド ウ ィ ザー ド , 580

ア ノ テーシ ョ ン
DxDesigner Link

各種定義の設定 , 245
アプ リ ケーシ ョ ンを終了する , 1285
イベン ト （オー ト メ ーシ ョ ン） , 1162

Application.OpenDocument, 1162
Application.ProgressChange, 1163
Application.Quit, 1164
Document.PositionsChange, 1166
Document.Save, 1167
Document.SecurityLimit, 1165
Document.SelectionChange, 1168
View.Change, 1169

イ ンス ト ールオプシ ョ ンダイアログボ ッ
クス , 301, 302

オプシ ョ ン タ ブ , 302
ラ イセンスフ ァ イルタ ブ , 301

エラー , 559
表示 , 559

エラー メ ッ セージ
グループから貼り付け , 554

エラー記号 , 559
オー ト メ ーシ ョ ンサーバー , 602

application オブジ ェ ク ト , 604
assemblyoptions collection オブジ ェ ク ト

, 605
attribute オブジ ェ ク ト , 606
document オブジ ェ ク ト , 611
polyline オブジ ェ ク ト , 621
RGL field keywords の置換 , 1179
RGL sublevel keywords の置換 , 1175
RGL top level keywords の置換 , 1174
RGL 置換の新規フ ァ ン クシ ョ ン , 1180
routesegment オブジ ェ ク ト , 621
SBP オブジ ェ ク ト , 622
text オブジ ェ ク ト , 623
via オブジ ェ ク ト , 624
view オブジ ェ ク ト , 625

wirebond オブジ ェ ク ト , 626
オブジ ェ ク ト 階層 , 590
はじめに , 589
概要 , 602

オー ト メ ーシ ョ ンの概要 , 589
オブジ ェ ク ト , 1185

同じ形式の全てのオブジ ェ ク ト に値を
適用する , 358

オブジ ェ ク ト オブジ ェ ク ト
Next プロパテ ィ , 895

オブジ ェ ク ト タ ブ―属性のプロパテ ィ ダ
イアログボ ッ クス , 87

オブジ ェ ク ト の作成 , 1230
オブジ ェ ク ト の参照 , 1219
オブジ ェ ク ト 階層 , 590
オブジ ェ ク ト 属性ダイアログボ ッ クス , 

358
オプシ ョ ン - ラ イセンス , 301, 302
オプシ ョ ン / 置換ダイアログボ ッ クス , 

557
オプシ ョ ンモー ド レスダイアログボ ッ ク

ス , 1283
オフセ ッ ト パッ ド , 403
オペレーテ ィ ングシステムに制御を移す , 

1233

— カ  —
ガーバー , 444
ク ラス , 129
ク ラス タ

ク ラス タのプロパテ ィ ダイアログボ ッ
クス , 140

ク ラス タ部品配置
ク ラス タのプロパテ ィ ダイアログボ ッ

クス , 135
自動ク ラス タ部品配置 , 137
配置ク ラス タ を設定 , 470
配置部品を設定 , 472

ク ラスの規則ダイアログボ ッ クス , 129
グ リ ッ ド タ ブ―オプシ ョ ンダイアログ

ボ ッ クス , 378
グループ , 290
グループ操作 , 290

グループからエラー メ ッ セージの貼り
付け , 554

規則レポー ト , 493
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削除 , 290
定義 , 290

ク ロスプロービングの設定 , 247
クワ ッ ド (QUAD) ウ ィ ザー ド タ ブ―ピン

ウ ィ ザー ド ダイアログボ ッ クス , 
465

ゲー ト , 80, 427
代替形状をゲー ト に指定 , 80, 427

ゲー ト タ ブ―部品情報ダイアログボ ッ ク
ス , 427

ゲー ト の部品形状を指定ダイアログボ ッ
クス , 80

コサイ ン , 1229
コネク タ タ ブ―部品情報ダイアログボ ッ

クス , 425
コ マン ド , 1228
コ マン ド ラ イ ン , 1228

— サ —
サーマルタ ブ―オプシ ョ ンダイアログ

ボッ クス , 390
サイ ン , 1249
サブス ト レー ト ボン ドパッ ド を追加ダイ

アログボッ クス , 66
サブネ ッ ト エラー , 559
サンプル , 592, 593, 594, 595, 596, 597, 598, 

601
サンプル 1, 592, 594
サンプル 2, 592, 595
サンプル 3, 592, 596
サンプル 4, 592, 597
サンプル 5, 592, 598
サンプル 6, 601
サンプルコー ド , 1169, 1172

ト ラ ブルシューテ ィ ング , 1172
拡張 , 1171
実行 , 1169

サンプルコー ドの実行 , 1172
サンプルの拡張 , 1171
ト ラ ブルシューテ ィ ング , 1172

ジャ ンパ
ジャ ンパダイアログボ ッ クス , 314
ジャ ンパピンプロパテ ィ ダイアログ

ボッ クス , 308
ジャ ンパプロパテ ィ ダイアログボ ッ ク

ス , 311

ジャ ンパ名プロパテ ィ ダイアログボ ッ
クス , 306

ステー ト メ ン ト , 1199
Call, 1201
Close, 1202
Dim, 1203
Do...Loop, 1204
For-Next, 1206
Function, 1208
If...Then...Else, 1210
Input, 1212
Open, 1214
Print, 1215
ReDim, 1217
Set, 1219
Sub, 1220
While...Wend, 1222
Width #, 1223

ステー ト メ ン ト の実行 , 1222
スペース , 1250
セキュ リ テ ィ , 301, 302

オプシ ョ ンのチ ェ ッ ク イ ン / チ ェ ッ ク
アウ ト , 302

ラ イセンスフ ァ イルの表示 , 301

— タ  —
ター ミ ナル , 67

ター ミ ナルプロパテ ィ ダイアログボ ッ
クス , 549

ター ミ ナル番号プロパテ ィ アログボ ッ
クス , 549

追加 , 67
番号変更 , 490

ター ミ ナルの番号再指定 , 490
ダイアログボ ッ クスコ ン ト ロール , 1288
ダイアログボ ッ クス メ ッ セージ , 1246
ダイウ ィ ザー ド -GDSII フ ァ イルから作成

ダイアログボ ッ クス
CBP タ ブ , 197

ダイウ ィ ザー ド - テキス ト フ ァ イルから
作成ダイアログボ ッ クス

CBP タ ブ , 205
ダイウ ィ ザー ドの確認画面表示色ダイア

ログボ ッ クス , 220
ダイウ ィ ザー ド - パラ メ ーターを設定し

て作成ダイアログボ ッ クス
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CBP タ ブ , 211
ダイの確認画面表示色 , 220
ダイ フ ラグウ ィ ザー ド ダイアログボ ッ ク

ス , 193
ダイ実装部品タ ブ―オプシ ョ ンダイアロ

グボッ クス , 363
ダイ寸法

ダイ寸法を編集ダイアログボ ッ クス , 
264

編集 , 264
ダイ寸法を編集ダイアログボ ッ クス , 264
ダイ部品

ダイ部品と同期ダイアログボ ッ クス , 
543

追加 , 52
ダイ部品と同期ダイアログボ ッ クス , 543
ダイ部品を追加ダイアログボ ッ クス , 52
ダブル , 1184
チ ェ ッ ク , 301, 302

イ ンス ト ールオプシ ョ ン , 302
ラ イセンスフ ァ イル , 301

チ ェ ッ ク を設定 , 1257
テ ィ ア ド ロ ッ プ

テ ィ ア ド ロ ッ プを検査ダイアログボ ッ
クス , 128

検査 , 128
修正 , 547

テ ィ ア ド ロ ッ プ タ ブ―オプシ ョ ンダイア
ログボッ クス , 387

テ ィ ア ド ロ ッ プを検査ダイアログボ ッ ク
ス , 128

デ ィ レ ク ト リ , 1232
データ出力

ASCII, 71
DXF, 252
IDF, 296
機械設計システムへ , 296

データ入力
DXF フ ァ イル , 257
IDF フ ァ イル , 299

テス ト ポイ ン ト
テス ト ポイ ン ト 位置固定済み警告 , 575
プロパテ ィ 設定 , 192
割り当て許可の設定 , 186

テス ト ポイ ン ト の配置 , 188

テス ト ポイ ン ト プロパテ ィ の設定 , 192
テス ト ポイ ン ト 割り当ての設定 , 186
デフ ォル ト , 536

起動設定 , 536
デフ ォル ト と し て保存ボタ ン , 44, 235
ド キュ メ ン ト , 1291
ド キュ メ ン ト タ ブ - DxDesigner Link, 240
ド ラ ッ グ開始 , 1273
ト ラ ブルシューテ ィ ング , 593

サンプルコー ド , 1172
ド リルペアの設定 , 239
ド リル一覧表 - 定義 , 235
ド リル穴図画オプシ ョ ンダイアログボ ッ

クス , 235

— ナ —
ネ ッ ト

ク ラスに追加 , 129
ク ラス作成 , 129
ネ ッ ト から ク ラスを選択 , 129
ネ ッ ト から ピンペアを選択 , 290
ネ ッ ト ご とにビアを許可 , 356
規則の定義 , 356
許可するビアを決定 , 498
削除 , 129
修正 , 352
特定の層に制限 , 498
表示 , 572

ネ ッ ト のプロパテ ィ ダイアログボ ッ クス , 
354

ネ ッ ト の規則ダイアログボ ッ クス , 356
ネ ッ ト リ ス ト から SBP 関数を抽出ダイア

ログボ ッ クス , 184
ネ ッ ト を表示ダイアログボ ッ クス , 572

— ハ —
バス配線

ビア タ イプ , 569
バッ クワー ド ア ノ テーシ ョ ンダイアログ

ボ ッ クス , 93
ハッ チ タ ブ―ベタ マネージャダイアログ

ボ ッ クス , 481
パッ ド ス タ ッ ク , 413

ネ ッ ト ご とにビアを許可 , 356
パッ ド ス タ ッ ク プロパテ ィ ダイアログ

ボ ッ クス , 403
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部品形状エデ ィ タ , 413
パッ ド入力角度の規則ダイアログボ ッ ク

ス , 401
パブ リ ッ クネ ッ ト , 354
パラ メ ータ , 262, 534
ビア , 498, 757

ネ ッ ト ご とに許可 , 356
修正 , 566
単一千鳥ビア , 160
配線の規則 , 498

ビア タ イプ , 569
制限 , 498
設定 , 569
未制限 , 498

ビアの最大数 , 498
ピン , 453

修正 , 432, 453
名称変更 , 435

ピンウ ィ ザー ド
BGA/PGA ウ ィ ザー ド , 456
DIP ウ ィ ザー ド , 459
QUAD ウ ィ ザー ド , 465
SOIC ウ ィ ザー ド , 467
極座標 SMD 部品ウ ィ ザー ド , 463
極座標部品ウ ィ ザー ド , 462

ピンペア
グループから ピンペアを削除 , 290
規則 , 452
修正 , 450
追加 , 290
特定の層に制限 , 498

ピン ラベル , 43
フ ァ イルのパッ ケージング , 240
フ ァ イルの移動 , 1245
フ ァ イルの末尾 , 1235
フ ァ イル入出力 , 1214
フ ァ ンアウ ト の規則ダイアログボ ッ クス , 

273
フ ォ ト プロ ッ タ , 447

アパーチャ設定 , 447
高度な設定 , 444

フ ォルダ , 1232
Dir, 1232
MkDir, 1244

フ ォワー ド ア ノ テーシ ョ ンダイアログ
ボ ッ クス , 282

プ ッ シュボタ ン , 1266
プ ラ イベー ト ネ ッ ト , 354
プ ラナー形状タ ブ―アレ イ作成ダイアロ

グボ ッ クス , 165
プ リ ン タの設定ダイアログボ ッ クス , 1293
フルスク リーンモー ド , 1305
プロ ッ ト オプシ ョ ンダイアログボ ッ クス , 

476
プロパテ ィ , 413

タ ッ ク , 546
テ ィ ア ド ロ ッ プ , 547
ピンのパッ ド ス タ ッ ク , 413
ラベル , 436
作図オブジ ェ ク ト , 232
図形コーナー , 230
配線コーナー , 546
文字 , 550

プロパテ ィ ダイアログボ ッ クス
ク ラス タ , 135, 140
サブス ト レー ト ボン ドパッ ド , 512
ジャ ンパ , 306, 308, 311
ネ ッ ト , 352
パッ ド ス タ ッ ク , 403
ビア , 566
ピン , 453
ピンペア , 450
ユニオン , 556
ワイヤボン ド , 577
禁止領域 , 232
再利用 , 494
作図オブジ ェ ク ト , 231
配線 , 554

プロパテ ィ モー ド レスダイアログボ ッ ク
ス , 1284

プロパテ ィ （オー ト メ ーシ ョ ン )
Application.ActiveDocument, 646

プロパテ ィ （オー ト メ ーシ ョ ン） , 700, 
800

Application.Application, 647
Application.CreateLibrary, 1078
Application.DefaultFilePath, 648
Application.FullName, 649
Application.Libraries, 650
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Application.Name, 651
Application.ObjectType, 652
Application.Parent, 653
Application.ProgressBar, 655
Application.StatusBarText, 656
Application.Version, 657
Application.Visible, 658
AssemblyOptions.Application, 659
AssemblyOptions.Count, 660
AssemblyOptions.Item, 661
AssemblyOptions.ItemType, 662
AssemblyOptions.Next, 663
AssemblyOptions.ObjectType, 664
AssemblyOptions.Parent, 665
AssemblyOptions.ParentObject, 666
Attribute.Application, 667
Attribute.Measure, 1103
Attribute.Name, 668
Attribute.ObjectType, 669
Attribute.Parent, 670
Attribute.Unit, 867
Attribute.Value, 671
Attributes.Application, 673
Attributes.Count, 674
Attributes.Item, 675
Attributes.ItemType, 676
Attributes.Next, 677
Attributes.ObjectType, 678
Attributes.Parent, 679
Attributes.ParentObject, 680
CBP.Application, 681
CBP.Component, 682
CBP.Edge, 683
CBP.Function, 684
CBP.Layer, 685
CBP.Length, 686
CBP.Name, 687
CBP.ObjectType, 688
CBP.Parent, 689
CBP.PositionX, 690, 691
CBP.SBPs, 692
CBP.Shape, 693
CBP.Width, 694
CBP.Wirebonds, 695
Circle.Application, 696

Circle.CenterX, 697
Circle.CenterY, 698
Circle.Geometry, 699
Circle.Layer, 700
Circle.LineWidth, 701
Circle.ObjectType, 702
Circle.OutlineType, 703
Circle.Parent, 704
Circle.Radius, 705
Circle.ShapeType, 706
Component.AddLabel, 1106
Component.Application, 707
Component.Attributes, 708
Component.CenterX, 710
Component.CenterY, 711
Component.Decal, 712
Component.DecalAttributes, 713
Component.DecalCompatibleList, 714
Component.DieHeight, 715
Component.DieLength, 716
Component.DieWidth, 717
Component.ECORegistered, 731
Component.Glued, 718
Component.Installed, 719
Component.IsDiePart, 720
Component.ISSMD, 721
Component.Labels, 722
Component.Layer, 723
Component.Name, 724
Component.ObjectType, 726
Component.Orientation, 727
Component.Parent, 728
Component.PartType, 729
Component.PartTypeAttributes, 730
Component.PartTypeLogic, 732
Component.PartTypeObject, 733
Component.Pins, 734
Component.Placed, 735
Component.PositionX, 736
Component.PositionY, 737
Component.SBPs, 738
Component.Selected, 739
Component.Substituted, 740
Component.WireBondRulesAngleMaximu

m, 741
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Component.WireBondRulesClearanceWir
eToPad, 742

Component.WirebondRulesClearanceWire
ToWire, 743

Component.WirebondRulesLengthMaxim
um, 744

Component.WirebondRulesLengthMinimu
m, 745

Component.Wirebonds, 746
Connection.Application, 747
Connection.Length, 748
Connection.Name, 749
Connection.Net, 751
Connection.ObjectType, 752
Connection.Parent, 753
Connection.Pins, 754
Connection.RouteSegments, 755
Connection.Selected, 756
Connection.Vias, 757
Document.ActiveView, 767
Document.Application, 768
Document.AssemblyOptions, 769
Document.Attributes, 771
Document.BoardOutlineSurface, 772
Document.Components, 773, 774
Document.Drawings, 775
Document.ElectricalLayerCount, 776
Document.FullName, 777
Document.GridX, 778
Document.GridY, 779
Document.Jumpers, 780
Document.LayerCount, 781
Document.LayerEnabled, 782
Document.LayerName, 783
Document.LayerType, 786
Document.Name, 787
Document.NetClasses, 788
Document.Nets, 789
Document.ObjectType, 790
Document.OriginX, 791
Document.OriginY, 792
Document.Parent, 793
Document.PartTypes, 794
Document.Path, 795
Document.Pins, 796

Document.Preference, 797
Document.RouteSegments, 798
Document.Saved, 799
Document.Texts, 800
Document.Unit, 801
Document.Vias, 802
Drawing.Application, 803
Drawing.DrawingType, 804
Drawing.Geometry, 805
Drawing.Name, 806
Drawing.Net, 807
Drawing.ObjectType, 808
Drawing.Parent, 809
Drawing.PositionX, 810, 811
Drawing.Selected, 812
Drawing.Texts, 813
Jumper.Application, 814
Jumper.Installed, 815
Jumper.Length, 816
Jumper.Name, 817
Jumper.Net, 819
Jumper.ObjectType, 820
Jumper.Orientation, 821
Jumper.Parent, 822
Jumper.Points, 823
Jumper.Selected, 824
Label.Application, 825
Label.Attribute, 826
Label.Component, 827
Label.Display, 828
Label.Height, 1002
Label.HorzJustification, 1003
Label.Layer, 1004
Label.LineWidth, 1005
Label.Mirror, 1006
Label.Name, 829
Label.ObjectType, 830
Label.Orientation, 1009
Label.Parent, 831
Label.PositionX, 1011
Label.PositionY, 1012
Label.RightReading, 832
Label.Selected, 833
Label.Text, 834
Label.Type, 835
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Label.VertJustification, 1015
Library.Application, 847
Library.FullName, 848
Library.Name, 849
Library.ObjectType, 850
Library.Parent, 851
Library.Path, 852
LibraryItem.Application, 853
LibraryItem.Library, 854
LibraryItem.Name, 855
LibraryItem.ObjectType, 856
LibraryItem.Parent, 857
LibraryItem.Type, 858
Measure.Application, 859
Measure.Name, 860
Measure.Normalize, 862
Measure.Number, 861
Measure.Parent, 864
Measure.Prefix, 865
Measure.Text, 866
Measure.Value, 868
Net.Application, 870
Net.Attributes, 871
Net.Connections, 872
Net.Drawings, 873
Net.Length, 874
Net.Name, 875
Net.NetClass, 877
Net.NetClassAttributes, 878
Net.ObjectType, 879
Net.Parent, 880
Net.Pins, 881
Net.Power, 882
Net.Selected, 883
Net.Vias, 884
NetClass.Application, 885
NetClass.Attributes, 886
NetClass.Name, 887
NetClass.Nets, 888
NetClass.ObjectType, 889
NetClass.Parent, 890
Object.Objecttype, 896
Object.Parent, 897
Objects.Application, 891
Objects.Count, 892

Objects.Item, 893
Objects.ItemType, 894
Objects.Next, 895
Objects.ParentObject, 898
PartType.Application, 923
PartType.Attributes, 924
PartType.Components, 925
PartType.Name, 928
PartType.ObjectType, 930
PartType.Parent, 931
PartType.Selected, 932
Pin.Application, 933
Pin.Component, 935
Pin.DrillSize, 936
Pin.ElectricalType, 937
Pin.FunctionName, 938
Pin.Glued, 939
Pin.ISSMD, 941
Pin.Name, 942
Pin.Net, 944
Pin.Number, 945
Pin.ObjectType, 946
Pin.Parent, 949
Pin.PlaneThermal, 950
Pin.Plated, 951
Pin.PositionX, 952
Pin.PositionY, 953
Pin.Selected, 954
Pin.SlotLength, 955
Pin.SlotOffset, 956
Pin.SlotOrientation, 957
Pin.TestPoint, 958
Polyline.Application, 959
Polyline.CenterX, 960
Polyline.CenterY, 961
Polyline.Geometry, 962
Polyline.Layer, 963
Polyline.LineWidth, 964
Polyline.ObjectType, 965
Polyline.OutlineType, 966
Polyline.Parent, 967
Polyline.Points, 968
Polyline.Radius, 970
Polyline.ShapeType, 971
RouteSegment.Application, 972
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RouteSegment.Layer, 973
RouteSegment.Length, 974
RouteSegment.Name, 975
RouteSegment.Net, 977
RouteSegment.ObjectType, 978
RouteSegment.Parent, 979
RouteSegment.Points, 980
RouteSegment.SegmentType, 981
RouteSegment.Selected, 982
Routesegment.Width, 983
SBP.Application, 984
SBP.CBPs, 985
SBP.Component, 986
SBP.Function, 987
SBP.Layer, 988
SBP.Length, 989
SBP.Name, 990
SBP.ObjectType, 991
SBP.Orientation, 992
SBP.Parent, 993
SBP.PositionX, 994
SBP.PositionY, 995
SBP.Shape, 996
SBP.Tier, 997
SBP.Width, 998
SBP.Wirebonds, 999
Text.Application, 1000
Text.Drawing, 1001
Text.Height, 1002
Text.HorzJustification, 1003
Text.Layer, 1004
Text.LineWidth, 1005
Text.Mirror, 1006
Text.Name, 1007
Text.ObjectType, 1008
Text.Orientation, 1009
Text.Parent, 1010
Text.PositionX, 1011
Text.PositionY, 1012
Text.Selected, 1013
Text.Text, 1014
Text.VertJustification, 1015
Via.Application, 1027
Via.Attributes, 1028
Via.DrillSize, 1029

Via.EndLayer, 1030
Via.Glued, 1031
Via.Name, 1033
Via.Net, 1035
Via.ObjectType, 1036
Via.Parent, 1038
Via.PlaneThermal, 1039
Via.Plated, 1040
Via.PositionX, 1041
Via.PositionY, 1042
Via.Selected, 1043
Via.StartLayer, 1044
Via.TestPoint, 1046
Via.Type, 1047
View.Application, 1048
View.BottomRightX, 1049
View.BottomRightY, 1050
View.CenterX, 1051
View.CenterY, 1052
View.Name, 1053
View.ObjectType, 1054
View.Parent, 1055
View.TopLeftX, 1058
View.TopLeftY, 1059
View.Zoom, 1060
Wirebond.Angle, 1061
Wirebond.Application, 1062
Wirebond.Component, 1063
Wirebond.EndOffsetX, 1064
Wirebond.EndOffsetY, 1065
Wirebond.EndPad, 1066
Wirebond.Endx, 1067
Wirebond.EndY, 1068
Wirebond.Name, 1069
Wirebond.ObjectType, 1070
Wirebond.Parent, 1071
Wirebond.StartOffsetX, 1072
Wirebond.StartOffsetY, 1073
Wirebond.StartPad, 1074
Wirebond.StartX, 1075
Wirebond.StartY, 1076

ベーシ ッ クスク リ プ ト
エデ ィ タ , 95
スク リ プ ト の実行 , 96
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ベーシ ッ クスク リ プ ト ダイアログボ ッ
クス , 96

マク ロを メ ニューに追加 , 96
ベーシ ッ ク タ ブ , 95
ベタ と内層接続領域の修正 , 278
ベタ マネージャダイアログボ ッ クス

ハッ チ タ ブ , 481
塗潰し タ ブ , 479
内層接続層へ接続タ ブ , 482

ベタ操作
作図オブジ ェ ク ト のプロパテ ィ , 232

ヘルプウ ィ ン ド ウ , 1302
ヘルプ コ ンテンツ項目 , 1296
ペンプロ ッ タ , 443

基本設定 , 443
高度な設定 , 441

— マ —
マウスのド ラ ッ グ開始 , 1309
マウスのド ラ ッ グ操作 , 1308

MouseEndDrag, 1307
MouseStartDrag, 1309

マウスのド ラ ッ グ操作終了 , 1307
マウスの移動 , 1308
マウスボタ ンを押す , 1306
マウスボタ ンを離す , 1310
マウスボタ ン押下 , 1306
マウス移動 , 1308
マク ロ タ ブ、 アウ ト プ ッ ト ウ ィ ン ド ウ , 

400
メ ソ ッ ド （オー ト メ ーシ ョ ン） , 1082, 

1145
Application.ExportLibraryItems, 1079
Application.GetLibraryItems, 1082
Application.LockServer, 1083
Application.Measure, 1084
Application.OpenDocument, 1085
Application.Quit, 1088
Application.RunMacro, 1089
Application.UnlockServer, 1090
AssemblyOptions.Add, 1091
AssemblyOptions.Delete, 1092
AssemblyOptions.Merge, 1093
AssemblyOptions.Remove, 1094
AssemblyOptions.Reset, 1095
AssemblyOptions.Select, 1096

AssemblyOptions.Sort, 1097
Attributes.Add, 1098
Attributes.Delete, 1099
Attributes.Merge, 1100
Attributes.Remove, 1101
Attributes.Reset, 1102
Attributes.Select, 1104
Attributes.Sort, 1105
Component.Move, 1108
Component.MoveCenter, 1110
Document.Activate, 1111
Document.AddText, 1112
Document.CheckASCII, 1113
Document.ExportASCII, 1114
Document.ExportECOFile, 1115
Document.ExportNetList, 1116
Document.ExportRules, 1117
Document.GetObjects, 1119
Document.ImportECOFile, 1123
Document.ImportNetList, 1124
Document.Save, 1126
Document.SaveAs, 1127
Document.SelectObjects, 1132
Label.Delete, 1136
Library.GetLibraryItems, 1145
Library.ImportLibraryItems, 1146
Library.ImportLibraryItems2, 1147
Object.Reset, 1151
Objects.Add, 1148
Objects.Merge, 1149
Objects.Select, 1152
Objects.Sort, 1153
Text.Delete, 1154
View.Pan, 1155
View.Refresh, 1156
View.SetExtents, 1157
View.SetExtentsToAll, 1158
View.SetExtentsToBoard, 1159
View.SetScale, 1161

メ ッキあ り ド リル径 , 235
メ ッキな し ド リル径 , 235
メ ッ セージ , 1246
メ モ リ領域の割当 , 1203
モー ドルダイアログボ ッ クスのカス タ マ

イズ , 1281
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モー ド レスコ マン ド , 341
モジュ ロ演算子 , 1196

— ヤ —
よ う こそ , 589

— ラ  —
ラ イセンスフ ァ イル , 301
ラ イセンスフ ァ イルの表示 , 301
ラ イブ ラ リ , 327, 508

ラ イブ ラ リ リ ス ト , 326
検索オプシ ョ ン , 326
検索順序 , 326
作成 , 327
属性 , 334
部品タ イプ と部品形状を ラ イブ ラ リへ

保存 , 508
編集 , 327

ラ イブ ラ リからパー ト タ イプを取得ダイ
アログボッ クス , 287

ラ イブ ラ リから作図項目を取得ダイアロ
グボッ クス , 286

ラ イブ ラ リから属性をロー ド , 83
ラ イブ ラ リ タ ブ - DxDesigner Link, 242
ラ イブ ラ リの検索順序 , 326
ラ イブ ラ リ マネージャ , 326, 327, 334

PCB 形状の修正 , 430
ゲー ト に部品形状を指定 , 80
ゲー ト 設定の修正 , 427
コネク タ , 425
パー ト タ イプ と部品形状を ラ イブ ラ リ

へ保存 , 508
ラ イブ ラ リからパー ト タ イプを取得 , 

287
ラ イブ ラ リから属性をロー ド , 83
ラ イブ ラ リ マネージャダイアログボ ッ

クス , 327
ラ イブ ラ リ リ ス ト の順序の修正 , 326
ラ イブ ラ リ属性の名称変更 , 334
ロジ ッ ク フ ァ ミ リの編集 , 331
一般的な部品プロパテ ィ の編集 , 428
英数字ピンの修正 , 435
新規属性の追加 , 334
属性の管理 , 334
属性の削除 , 334
部品の編集 , 327

部品属性の修正 , 424
ラ イブ ラ リ属性を管理ダイアログボ ッ ク

ス , 334
ラジオボ ッ クス , 1267
ラテ ィ ム (Latium) 検査内容を設定ダイア

ログボ ッ クス , 319
ラベル

新規部品ラベルの追加 , 62
ラベルオブジ ェ ク ト

RightReading プロパテ ィ , 832
リ ス ト ボ ッ クス , 1264
リ ニアの間隔と反復 , 538
レジス ト リ , 593
レポー ト , 493

規則 , 506
作成 , 493

レポー ト マネージャ , 491
レポー ト 作成 , 493
ロジ ッ ク フ ァ ミ リ ダイアログボ ッ クス , 

331

— ワ —
ワイヤボン ド

検査 , 576
ワイヤボン ドの検査内容を設定ダイアロ

グボ ッ クス , 576
ワイヤボン ド規則ダイアログボ ッ クス , 

579

— 漢字 —
値 , 1253
値の指定 , 1192
一時フ ァ イル名 , 1238
一般設定タ ブ―オプシ ョ ンダイアログ

ボ ッ クス , 374
色 , 227

ネ ッ ト 毎 , 572
設定 , 227

印刷プレビ ューモー ド , 1312
英数字ダイアログボ ッ クスでパー ト タ イ

プを参照 , 305
英数字ピン タ ブ―部品情報ダイアログ

ボ ッ クス , 435
演算子 , 1186, 1187, 1213

&amp\, 1187, 1213
* 演算子 , 1188
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+ 演算子 , 1189
/ 演算子 , 1190
= 演算子 , 1192
^ 演算子 , 1193
And 演算子 , 1194
Mod 演算子 , 1196
Not 演算子 , 1197
Or 演算子 , 1198
Xor 演算子 , 1199
比較演算子 , 1195

押し退け , 358
押退ダイアログボ ッ クス , 358
外形線検査 , 130

空の文書 , 1276
画面表示色を定義ダイアログボ ッ クス , 

227
外形線

検査 - 押し退け , 130
各種定義

ECO, 259
グ リ ッ ド , 378
サーマル , 390
ダイ部品 , 363
テ ィ ア ド ロ ッ プ , 387
一般設定 , 374
作図 , 372
配線 , 381
配置と配線 , 360
分割 / 混在内層接続層 , 384

各種定義タ ブ
DxDesigner Link, 245

環境変数 , 1234
間隔と反復 , 537

リ ニア タ ブ , 538
極座標タ ブ , 539
使用 , 537
放射線タ ブ , 540

間隙
間隙の規則 , 133
設定 , 130

間隙を表示ダイアログボ ッ クス , 571
関連付け , 151

実装部品層と文書層 , 151
基板製造工程検査条件を設定ダイアログ

ボッ クス , 270

機械設計システム , 296
データ出力 , 296
～からデータ入力 , 299

規則
ク ラス , 129
グループ , 290
ネ ッ ト , 356
パッ ド入力 , 401
ピンペア , 452
フ ァ ンアウ ト , 273
レポー ト , 506
間隙 , 133
高速 , 291
差動ペア , 221
実装部品 , 156
制約条件 , 158
配線 , 498

起動フ ァ イル , 536
起動フ ァ イルを出力ダイアログボ ッ ク

ス , 536
起動フ ァ イルを設定ダイアログボ ッ ク

ス , 520
作成 , 536
指定 , 520

極座標 SMD 部品ウ ィ ザー ド タ ブ , 463
極座標ウ ィ ザー ド タ ブ―ピンウ ィ ザー ド

ダイアログボ ッ クス , 462
極座標の間隔と反復 , 539
検査 , 56

テ ィ ア ド ロ ッ プ , 128
ラテ ィ ウム設計 , 319
高速 , 56
製造関連 , 270
単一千鳥ビア , 160

減算演算子 , 1191
現在のパス , 1231
現在の表示を印刷 , 1311
更新オプシ ョ ンの選択 , 149
項目 , メ ソ ッ ド , 1273
高速回路検査 , 265

パラ メ ータ設定 , 262
高速規則ダイアログボ ッ クス , 291
設定の取得 , 265
設定の保存 , 265

差 , 1191
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差動ペア , 221
規則 , 221
削除 , 221
新規ペアの定義 , 221

再生成 , 235, 447
CAM ド リル図画オプシ ョ ンのボタ ン , 

235
フ ォ ト プロ ッ タ設定のボタ ン , 447

再利用を作成ダイアログボ ッ クス , 332
最後の動作を繰り返す , 1294
作図の各種定義タ ブ―オプシ ョ ンダイア

ログボッ クス , 372
作図操作

作図の各種定義タ ブ , 372
作図項目のプロパテ ィ ダイアログボ ッ

クス , 232
作図端点の修正 , 231
自動ベタ と内層接続設定の修正 , 278
図形コーナーの修正 , 230
文字の追加 , 51

作成
BGA/PGA 部品形状 , 456
ク ラス , 57
グループ , 65
ダイ , 168
レポー ト , 493
設計規則 , 505
属性 , 83

削除
ク ラスからネ ッ ト を削除 , 129
グループ , 290
グループから ピンペアを削除 , 290
テーブル内のド リル図画エン ト リ , 235
ネ ッ ト ク ラス , 129
ラ イブ ラ リ属性 , 334
差動ペア , 221
属性 , 83
部品形状指定 , 430

指数 , 1193
指定

CAM 内層接続にネ ッ ト を指定 , 475
ピンに信号名を指定 , 432
同じ形式のオブジ ェ ク ト に属性を指定

, 358
部品に形状を指定 , 430

自動ベタ操作
ハッ チ タ ブ―ベタ マネージャダイアロ

グボ ッ クス , 481
設定の修正 , 278
塗潰し タ ブ―ベタ マネージャダイアロ

グボ ッ クス , 479
内層接続層へ接続タ ブ―ベタ マネー

ジャダイアログボ ッ クス , 482
自動寸法

プロパテ ィ , 70, 120, 224, 225, 269, 325, 
340

自動配線の仕様設定 , 501
式 , 1185
式の比較 , 1195
実装部品

規則の定義 , 156
実装部品アレ イ

プ ラナー形状タ ブ―アレ イ作成ダイア
ログボ ッ クス , 165

実装部品の規則ダイアログボ ッ クス , 156
修正 , 436

テ ィ ア ド ロ ッ プ , 547
ラ イブ ラ リ リ ス ト の順序 , 326
ラベル , 436
信号名 , 432
属性 , 424
属性の階層 , 87

出力の位置付け , 1250
除算 , 1190, 1196
乗算 , 1188
信号ピン タ ブ―部品情報ダイアログボ ッ

クス , 432
信号長パラ メ ータ , 262
新規デ ィ レ ク ト リ , 1244
新規の場所に文書を保存 , 1296
新規フ ァ イル

起動フ ァ イルを設定ダイアログボ ッ ク
ス , 520

新規フ ァ イル名 , 1238
新規フ ォルダ , 1244
新規形状ラベルを追加ダイアログボ ッ ク

ス , 59
新規部品ラベルを追加ダイアログボ ッ ク

ス , 62
真数 , 1236
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数式 , 1185
数値 , 1184
制御

ネ ッ ト 表示 , 572
制御を渡す , 1201
制約条件規則 , 158

作成 , 158
設計タ ブ―オプシ ョ ンダイアログボ ッ ク

ス , 360
設計データの変換 , 552

PADS Layout から SPECCTRA へ , 552
設計フ ァ イルと出力オプシ ョ ンの選択 , 

147
設計規則

ク ラス , 129
ク ラス作成 , 129
グループ , 290
グループの作成 , 290
ネ ッ ト , 356
パッ ド入力 , 401
ピンペア , 452
フ ァ ンアウ ト , 273
レポー ト , 506
間隙 , 133
規則ダイアログボ ッ クス , 506
検証 , 559
高速 , 291
差動ペア , 221
実装部品 , 156
制約条件規則 , 158
設定 , 505
配線 , 498

設計検証 , 559
EDC, 265, 559
エラーの表示 , 559
エラー記号 , 559
間隙検査内容を設定ダイアログボ ッ ク

ス , 130
基板製造工程検査条件を設定ダイアロ

グボッ クス , 270
規則 , 559
混在内層を設定ダイアログボ ッ クス , 

340
使用 , 559
内層接続の全面検査の設定 , 340

設定 , 534
パラ メ ータ , 262
ベタ と内層接続領域の定義 , 278
画面表示色 , 227

選択
画像で選択ダイアログボ ッ クス , 514

選択フ ィ ルタ ダイアログボ ッ クス
オブジ ェ ク ト タ ブ , 519
層タ ブ , 517

選択項目ダイアログボ ッ クス , 515
選択動作タ ブ - DxDesigner Link, 247
全層に対する画面表示色を指定ダイアロ

グボ ッ クス , 78
層 , 268, 322, 498

CAM 出力する層の選択 , 515
関連指定 , 151
制限ネ ッ ト と ピンペア , 498
層の厚さ を指定する , 320
層構成を定義ダイアログボ ッ クス , 322
電気層の再指定 , 489
未制限 , 498
無効にする , 268
有効にする , 268

層の関連付け , 151
実装部品層と文書層 , 151

層の厚さ ダイアログボ ッ クス , 320
層の有効 / 無効ダイアログボ ッ クス , 268
層を有効にする , 268
層構成を定義ダイアログボ ッ クス , 322
増加 , 235, 447

CAM ド リル図画オプシ ョ ンのボタ ン , 
235

フ ォ ト プロ ッ タの進行中 , 447
フ ォ ト プロ ッ タ設定のボタ ン , 447

属性
オブジ ェ ク ト に属性を指定 , 358
オブジ ェ ク ト 属性ダイアログボ ッ クス

, 358
パー ト タ イプに指定 , 424
プロパテ ィ タ イプ , 89
ラ イブ ラ リから ロー ド , 83
ラ イブ ラ リ属性の名称変更 , 334
更新 , 83
削除 , 83, 358
自動でロー ド , 83
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辞書 , 83
修正 , 87, 424, 436
属性を画面表示ダイアログボ ッ クス , 

526
編集 , 436

属性タ ブ―部品情報ダイアログボ ッ クス , 
424

属性の階層―修正 , 87
属性の要約 , 526
属性を画面表示ダイアログボ ッ クス , 526
単一千鳥ビア

検査 , 160
単項否定演算子 , 1191
探索コ マン ド , 275

探索ダイアログボ ッ クス , 275
探索ダイアログボ ッ クス , 275
追加

BGA ピン ラベル , 43
オブジ ェ ク ト へ属性を追加 , 83, 358
グループにピンペアを追加 , 290
ター ミ ナル , 67
ネ ッ ト を ク ラスに追加 , 129
メ ッ キあ り またはメ ッキな し ド リル径

, 235
ロジ ッ ク フ ァ ミ リ , 331
新規部品ラベル , 62
特殊シンボル , 425
部品に属性を追加 , 424
文書 , 44
文字 , 51

定義 , 182
NC ド リルオプシ ョ ン , 348
プロ ッ ト オプシ ョ ン , 476

定数 , 628, 629, 630, 631, 632, 633, 634, 635, 
636, 637, 638

PPcbASCIIVersion, 629
PPcbAttrFlags, 629
PPcbBondPadEdge, 629
PPcbBondPadShape, 630
PPcbDrawingType, 631
PPcbDRCMode, 631
PPcbGridType, 631
PPcbHorizontalJustification, 632
PPcbLabelDisplayMode, 632
PPcbLabelType, 632

PPcbLayerType, 633
PPcbLibraryItemType, 633
PPcbMeasureFormat, 633
PPcbNudgeMode, 634
PPcbObjectType, 634
PPcbOriginType, 635
PPcbOutlineType, 635
PPcbPinElectricalType, 636
PPcbRightReadingStatus, 637
PPcbSegmentType, 637
PPcbShapeType, 637
PPcbTestPointType, 638
PPcbUnit, 638
PPcbVerticalJustification, 638

定数 e, 1236
展開 , 1271
電気層の再指定 , 489
電気層―修正 , 489
電気特性検査 (EDC） , 265
電気特性検査ダイアログボ ッ クス , 265
内層接続

設定の修正 , 278
内層接続データ を破棄 , 226
内層接続検査 , 340

混在内層を設定 , 340
内層接続の全面検査 , 340

内層接続層のネ ッ ト ダイアログボ ッ クス , 
475

内層接続層のパラ メ ータ , 262
内層接続層へ接続タ ブ―ベタ マネージャ

ダイアログボ ッ クス , 482
内部マク ロオブジ ェ ク ト , 1275
入力 / 出力 , 1202
塗潰し

塗潰し タ ブ―ベタ マネージャダイアロ
グボ ッ クス , 479

塗潰し タ ブ―ベタ マネージャダイアログ
ボ ッ クス , 479

破棄―内層接続データ , 226
排他的論理 , 1199
配線タ ブ―オプシ ョ ンダイアログボ ッ ク

ス , 381
配線の規則 , 498

編集 , 498
配線を コ ピーダイアログボ ッ クス , 554
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配線仕様ダイアログボ ッ クス , 501
配置

設定 , 472
比較オプシ ョ ンの選択 , 143
比較演算子 , 1195
開 く

部品形状 , 289
非電気層 , 268
非電気層を無効にする , 268
表示

ネ ッ ト , 572
画面表示色を設定 , 227
保存 , 509

負の数 , 1191
部品エデ ィ タ , 326
部品の押し退け , 358
部品ラベル , 62
部品ラベルプロパテ ィ ダイアログボ ッ ク

ス , 436
部品を整列ダイアログボ ッ クス , 69
部品形状 , 430, 508

ゲー ト に代替形状を指定 , 430
ラ イブ ラ リへ保存 , 508

部品形状エデ ィ タ , 289, 441, 498
BGA/PGA の作成 , 456
ター ミ ナルの追加 , 67
ター ミ ナルの番号再指定 , 490
ター ミ ナル番号プロパテ ィ アログボ ッ

クス , 549
間隔と反復 , 537
配線規則にビアを追加 , 498
部品形状エデ ィ タ での自動寸法 , 441
部品形状ラベルプロパテ ィ ダイアログ

ボッ クス , 177
部品形状を開 く , 289

部品形状エデ ィ タの部品形状の規則ダイ
アログボッ クス , 498

部品形状ラベル
プロパテ ィ , 177

部品情報ダイアログボ ッ クス
ゲー ト タ ブ , 427
コネク タ タ ブ , 425
一般設定タ ブ , 428
英数字ピン タ ブ , 435
信号ピン タ ブ , 432

属性タ ブ , 424
部品情報ダイアログボ ッ クス―PCB 部品

形状タ ブ , 430
部品情報ダイアログボ ッ クス―一般設定

タ ブ , 428
部品操作

ター ミ ナルプロパテ ィ ダイアログボ ッ
クス , 549

ター ミ ナル番号プロパテ ィ アログボ ッ
クス , 549

ピンのプロパテ ィ ダイアログボ ッ クス
, 453

ピンペアのプロパテ ィ , 450
ラ イブ ラ リへ保存 , 508

物理的再利用
ネ ッ ト のプロパテ ィ ダイアログボ ッ ク

ス , 354
再利用構成を構築 , 332
修正 , 494

分割 / 混在内層接続層
設定の修正 , 278
分割内層接続層の検査 , 340

分割内層接続層 / 混在内層接続層タ ブ―
オプシ ョ ンダイアログボ ッ クス , 
384

文書 ( ド キュ メ ン ト ) を追加 / 編集ダイア
ログボ ッ クス , 44

文書の印刷 , 1292
文書の定義 , 182
文書を表示する , 1302
文書を保存 , 1295
文書―CAM, 182
変数

オブジ ェ ク ト , 1185
数値 , 1184
文字列 , 1184
論理値 , 1184

変数の宣言 , 1203
編集

ダイ寸法 , 264
ネ ッ ト のク ラス , 129
ピンペアのグループ , 290
ラ イブ ラ リ部品 , 428
ロジ ッ ク フ ァ ミ リ , 331
属性 , 83, 358



1340 PADS Layout Reference Guide, PADS 9.0

A B F GDC E H I J K L M N O P Q R S T U V XW Y Z

属性ラベル , 436
属性値 , 83
文書 , 44
要約 , 526

保存 , 508
パー ト タ イプ と部品形状 , 508
起動フ ァ イル , 536
作図項目 , 286
表示の保存と復元 , 509

放射移動
放射移動条件を設定ダイアログボ ッ ク

ス , 486
放射状の間隔と反復 , 540
放射線タ ブ―間隔と繰返し ダイアログ

ボッ クス , 540
名称変更

ク ラス , 129
ピン , 435

文字コー ド , 1227
Asc, 1225
Chr, 1227

文字列 , 1251
文字列式 , 1185

文字列式 , 1185
文字列連結 , 1187, 1213
文字操作 , 51

修正 , 550
追加 , 51

読み込み , 531
自動 , 531

連結 , 1189
論理積 , 1194
論理否定 , 1197
論理和 , 1198
和 , 1189
割る , 1190, 1196



End-User License Agreement
The latest version of the End-User License Agreement is available on-line at:

www.mentor.com/terms_conditions/enduser.cfm

END-USER LICENSE AGREEMENT (“Agreement”)

This is a legal agreement concerning the use of Software (as defined in Section 2) between the company acquiring
the license (“Customer”), and the Mentor Graphics entity that issued the corresponding quotation or, if no
quotation was issued, the applicable local Mentor Graphics entity (“Mentor Graphics”). Except for license
agreements related to the subject matter of this license agreement which are physically signed by Customer and an
authorized representative of Mentor Graphics, this Agreement and the applicable quotation contain the parties'
entire understanding relating to the subject matter and supersede all prior or contemporaneous agreements. If
Customer does not agree to these terms and conditions, promptly return or, if received electronically, certify
destruction of Software and all accompanying items within five days after receipt of Software and receive a full
refund of any license fee paid. 

1. ORDERS, FEES AND PAYMENT. 

1.1. To the extent Customer (or if and as agreed by Mentor Graphics, Customer’s appointed third party buying agent)
places and Mentor Graphics accepts purchase orders pursuant to this Agreement (“Order(s)”), each Order will
constitute a contract between Customer and Mentor Graphics, which shall be governed solely and exclusively by the
terms and conditions of this Agreement, any applicable addenda and the applicable quotation, whether or not these
documents are referenced on the Order. Any additional or conflicting terms and conditions appearing on an Order
will not be effective unless agreed in writing by an authorized representative of Customer and Mentor Graphics.

1.2. Amounts invoiced will be paid, in the currency specified on the applicable invoice, within 30 days from the date of
such invoice. Any past due invoices will be subject to the imposition of interest charges in the amount of one and one-
half percent per month or the applicable legal rate currently in effect, whichever is lower. Prices do not include
freight, insurance, customs duties, taxes or other similar charges, which Mentor Graphics will invoice separately.
Unless provided with a certificate of exemption, Mentor Graphics will invoice Customer for all applicable taxes.
Customer will make all payments free and clear of, and without reduction for, any withholding or other taxes; any
such taxes imposed on payments by Customer hereunder will be Customer’s sole responsibility. Notwithstanding
anything to the contrary, if Customer appoints a third party to place purchase orders and/or make payments on
Customer’s behalf, Customer shall be liable for payment under such orders in the event of default by the third party.

1.3. All products are delivered FCA factory (Incoterms 2000) except Software delivered electronically, which shall be
deemed delivered when made available to Customer for download. Mentor Graphics retains a security interest in all
products delivered under this Agreement, to secure payment of the purchase price of such products, and Customer
agrees to sign any documents that Mentor Graphics determines to be necessary or convenient for use in filing or
perfecting such security interest. Mentor Graphics’ delivery of Software by electronic means is subject to Customer’s
provision of both a primary and an alternate e-mail address.

2. GRANT OF LICENSE. The software installed, downloaded, or otherwise acquired by Customer under this Agreement,
including any updates, modifications, revisions, copies, documentation and design data (“Software”) are copyrighted,
trade secret and confidential information of Mentor Graphics or its licensors, who maintain exclusive title to all Software
and retain all rights not expressly granted by this Agreement. Mentor Graphics grants to Customer, subject to payment of
applicable license fees, a nontransferable, nonexclusive license to use Software solely: (a) in machine-readable, object-
code form; (b) for Customer’s internal business purposes; (c) for the term; and (d) on the computer hardware and at the
site authorized by Mentor Graphics. A site is restricted to a one-half mile (800 meter) radius. Customer may have
Software temporarily used by an employee for telecommuting purposes from locations other than a Customer office, such
as the employee's residence, an airport or hotel, provided that such employee's primary place of employment is the site

 IMPORTANT INFORMATION 

USE OF THIS SOFTWARE IS SUBJECT TO LICENSE RESTRICTIONS. CAREFULLY READ THIS 
LICENSE AGREEMENT BEFORE USING THE SOFTWARE. USE OF SOFTWARE INDICATES YOUR 
COMPLETE AND UNCONDITIONAL ACCEPTANCE OF THE TERMS AND CONDITIONS SET FORTH 

IN THIS AGREEMENT. ANY ADDITIONAL OR DIFFERENT PURCHASE ORDER TERMS AND 
CONDITIONS SHALL NOT APPLY.

http://www.mentor.com/terms_conditions/enduser.cfm


where the Software is authorized for use. Mentor Graphics’ standard policies and programs, which vary depending on
Software, license fees paid or services purchased, apply to the following: (a) relocation of Software; (b) use of Software,
which may be limited, for example, to execution of a single session by a single user on the authorized hardware or for a
restricted period of time (such limitations may be technically implemented through the use of authorization codes or
similar devices); and (c) support services provided, including eligibility to receive telephone support, updates,
modifications, and revisions. For the avoidance of doubt, if Customer requests any change or enhancement to Software,
whether in the course of receiving support or consulting services, evaluating Software or otherwise, any inventions,
product improvements, modifications or developments made by Mentor Graphics (at Mentor Graphics’ sole discretion)
will be the exclusive property of Mentor Graphics.

3. ESC SOFTWARE. If Customer purchases a license to use development or prototyping tools of Mentor Graphics’
Embedded Software Channel (“ESC”), Mentor Graphics grants to Customer a nontransferable, nonexclusive license to
reproduce and distribute executable files created using ESC compilers, including the ESC run-time libraries distributed
with ESC C and C++ compiler Software that are linked into a composite program as an integral part of Customer’s
compiled computer program, provided that Customer distributes these files only in conjunction with Customer’s compiled
computer program. Mentor Graphics does NOT grant Customer any right to duplicate, incorporate or embed copies of
Mentor Graphics’ real-time operating systems or other embedded software products into Customer’s products or
applications without first signing or otherwise agreeing to a separate agreement with Mentor Graphics for such purpose.

4. BETA CODE. 

4.1. Portions or all of certain Software may contain code for experimental testing and evaluation (“Beta Code”), which
may not be used without Mentor Graphics’ explicit authorization. Upon Mentor Graphics’ authorization, Mentor
Graphics grants to Customer a temporary, nontransferable, nonexclusive license for experimental use to test and
evaluate the Beta Code without charge for a limited period of time specified by Mentor Graphics. This grant and
Customer’s use of the Beta Code shall not be construed as marketing or offering to sell a license to the Beta Code,
which Mentor Graphics may choose not to release commercially in any form.

4.2. If Mentor Graphics authorizes Customer to use the Beta Code, Customer agrees to evaluate and test the Beta Code
under normal conditions as directed by Mentor Graphics. Customer will contact Mentor Graphics periodically during
Customer’s use of the Beta Code to discuss any malfunctions or suggested improvements. Upon completion of
Customer’s evaluation and testing, Customer will send to Mentor Graphics a written evaluation of the Beta Code,
including its strengths, weaknesses and recommended improvements.

4.3. Customer agrees that any written evaluations and all inventions, product improvements, modifications or
developments that Mentor Graphics conceived or made during or subsequent to this Agreement, including those
based partly or wholly on Customer’s feedback, will be the exclusive property of Mentor Graphics. Mentor Graphics
will have exclusive rights, title and interest in all such property. The provisions of this Subsection 4.3 shall survive
termination of this Agreement.

5. RESTRICTIONS ON USE. 

5.1. Customer may copy Software only as reasonably necessary to support the authorized use. Each copy must include all
notices and legends embedded in Software and affixed to its medium and container as received from Mentor
Graphics. All copies shall remain the property of Mentor Graphics or its licensors. Customer shall maintain a record
of the number and primary location of all copies of Software, including copies merged with other software, and shall
make those records available to Mentor Graphics upon request. Customer shall not make Software available in any
form to any person other than Customer’s employees and on-site contractors, excluding Mentor Graphics
competitors, whose job performance requires access and who are under obligations of confidentiality. Customer shall
take appropriate action to protect the confidentiality of Software and ensure that any person permitted access does not
disclose or use it except as permitted by this Agreement. Log files, data files, rule files and script files generated by or
for the Software (collectively “Files”) constitute and/or include confidential information of Mentor Graphics.
Customer may share Files with third parties excluding Mentor Graphics competitors provided that the confidentiality
of such Files is protected by written agreement at least as well as Customer protects other information of a similar
nature or importance, but in any case with at least reasonable care. Standard Verification Rule Format (“SVRF”)
and Tcl Verification Format (“TVF”) mean Mentor Graphics’ proprietary syntaxes for expressing process
rules. Customer may use Files containing SVRF or TVF only with Mentor Graphics products. Under no
circumstances shall Customer use Software or allow its use for the purpose of developing, enhancing or marketing
any product that is in any way competitive with Software, or disclose to any third party the results of, or information
pertaining to, any benchmark. Except as otherwise permitted for purposes of interoperability as specified by
applicable and mandatory local law, Customer shall not reverse-assemble, reverse-compile, reverse-engineer or in
any way derive from Software any source code.



5.2. Customer may not sublicense, assign or otherwise transfer Software, this Agreement or the rights under it, whether by
operation of law or otherwise (“attempted transfer”), without Mentor Graphics’ prior written consent and payment of
Mentor Graphics’ then-current applicable transfer charges. Any attempted transfer without Mentor Graphics’ prior
written consent shall be a material breach of this Agreement and may, at Mentor Graphics’ option, result in the
immediate termination of the Agreement and licenses granted under this Agreement. The terms of this Agreement,
including without limitation the licensing and assignment provisions, shall be binding upon Customer’s permitted
successors in interest and assigns.

5.3. The provisions of this Section 5 shall survive the termination of this Agreement.

6. SUPPORT SERVICES. To the extent Customer purchases support services for Software, Mentor Graphics will provide
Customer with available updates and technical support for the Software which are made generally available by Mentor
Graphics as part of such services in accordance with Mentor Graphics’ then current End-User Software Support Terms
located at http://supportnet.mentor.com/about/legal/.

7. LIMITED WARRANTY. 

7.1. Mentor Graphics warrants that during the warranty period its standard, generally supported Software, when properly
installed, will substantially conform to the functional specifications set forth in the applicable user manual. Mentor
Graphics does not warrant that Software will meet Customer’s requirements or that operation of Software will be
uninterrupted or error free. The warranty period is 90 days starting on the 15th day after delivery or upon installation,
whichever first occurs. Customer must notify Mentor Graphics in writing of any nonconformity within the warranty
period. For the avoidance of doubt, this warranty applies only to the initial shipment of Software under the applicable
Order and does not renew or reset, by way of example, with the delivery of (a) Software updates or (b) authorization
codes or alternate Software under a transaction involving Software re-mix. This warranty shall not be valid if
Software has been subject to misuse, unauthorized modification or improper installation. MENTOR GRAPHICS’
ENTIRE LIABILITY AND CUSTOMER’S EXCLUSIVE REMEDY SHALL BE, AT MENTOR GRAPHICS’
OPTION, EITHER (A) REFUND OF THE PRICE PAID UPON RETURN OF SOFTWARE TO MENTOR
GRAPHICS OR (B) MODIFICATION OR REPLACEMENT OF SOFTWARE THAT DOES NOT MEET THIS
LIMITED WARRANTY, PROVIDED CUSTOMER HAS OTHERWISE COMPLIED WITH THIS AGREEMENT.
MENTOR GRAPHICS MAKES NO WARRANTIES WITH RESPECT TO: (A) SERVICES; (B) SOFTWARE
WHICH IS LICENSED AT NO COST; OR (C) BETA CODE; ALL OF WHICH ARE PROVIDED “AS IS.”

7.2. THE WARRANTIES SET FORTH IN THIS SECTION 7 ARE EXCLUSIVE. NEITHER MENTOR GRAPHICS
NOR ITS LICENSORS MAKE ANY OTHER WARRANTIES EXPRESS, IMPLIED OR STATUTORY, WITH
RESPECT TO SOFTWARE OR OTHER MATERIAL PROVIDED UNDER THIS AGREEMENT. MENTOR
GRAPHICS AND ITS LICENSORS SPECIFICALLY DISCLAIM ALL IMPLIED WARRANTIES OF
MERCHANTABILITY, FITNESS FOR A PARTICULAR PURPOSE AND NON-INFRINGEMENT OF
INTELLECTUAL PROPERTY.

8. LIMITATION OF LIABILITY. EXCEPT WHERE THIS EXCLUSION OR RESTRICTION OF LIABILITY
WOULD BE VOID OR INEFFECTIVE UNDER APPLICABLE LAW, IN NO EVENT SHALL MENTOR GRAPHICS
OR ITS LICENSORS BE LIABLE FOR INDIRECT, SPECIAL, INCIDENTAL, OR CONSEQUENTIAL DAMAGES
(INCLUDING LOST PROFITS OR SAVINGS) WHETHER BASED ON CONTRACT, TORT OR ANY OTHER
LEGAL THEORY, EVEN IF MENTOR GRAPHICS OR ITS LICENSORS HAVE BEEN ADVISED OF THE
POSSIBILITY OF SUCH DAMAGES. IN NO EVENT SHALL MENTOR GRAPHICS’ OR ITS LICENSORS’
LIABILITY UNDER THIS AGREEMENT EXCEED THE AMOUNT PAID BY CUSTOMER FOR THE SOFTWARE
OR SERVICE GIVING RISE TO THE CLAIM. IN THE CASE WHERE NO AMOUNT WAS PAID, MENTOR
GRAPHICS AND ITS LICENSORS SHALL HAVE NO LIABILITY FOR ANY DAMAGES WHATSOEVER. THE
PROVISIONS OF THIS SECTION 8 SHALL SURVIVE THE TERMINATION OF THIS AGREEMENT.

9. LIFE ENDANGERING APPLICATIONS. NEITHER MENTOR GRAPHICS NOR ITS LICENSORS SHALL BE
LIABLE FOR ANY DAMAGES RESULTING FROM OR IN CONNECTION WITH THE USE OF SOFTWARE IN
ANY APPLICATION WHERE THE FAILURE OR INACCURACY OF THE SOFTWARE MIGHT RESULT IN
DEATH OR PERSONAL INJURY. THE PROVISIONS OF THIS SECTION 9 SHALL SURVIVE THE
TERMINATION OF THIS AGREEMENT.

10. INDEMNIFICATION. CUSTOMER AGREES TO INDEMNIFY AND HOLD HARMLESS MENTOR GRAPHICS
AND ITS LICENSORS FROM ANY CLAIMS, LOSS, COST, DAMAGE, EXPENSE OR LIABILITY, INCLUDING
ATTORNEYS’ FEES, ARISING OUT OF OR IN CONNECTION WITH CUSTOMER’S USE OF SOFTWARE AS
DESCRIBED IN SECTION 9. THE PROVISIONS OF THIS SECTION 10 SHALL SURVIVE THE TERMINATION
OF THIS AGREEMENT.

http://supportnet.mentor.com/about/legal/


11. INFRINGEMENT. 

11.1. Mentor Graphics will defend or settle, at its option and expense, any action brought against Customer in the United
States, Canada, Japan, or member state of the European Union which alleges that any standard, generally supported
Software product infringes a patent or copyright or misappropriates a trade secret in such jurisdiction. Mentor
Graphics will pay any costs and damages finally awarded against Customer that are attributable to the action.
Customer understands and agrees that as conditions to Mentor Graphics’ obligations under this section Customer
must: (a) notify Mentor Graphics promptly in writing of the action; (b) provide Mentor Graphics all reasonable
information and assistance to settle or defend the action; and (c) grant Mentor Graphics sole authority and control of
the defense or settlement of the action.

11.2. If a claim is made under Subsection 11.1 Mentor Graphics may, at its option and expense, (a) replace or modify
Software so that it becomes noninfringing, or (b) procure for Customer the right to continue using Software, or
(c) require the return of Software and refund to Customer any license fee paid, less a reasonable allowance for use.

11.3. Mentor Graphics has no liability to Customer if the claim is based upon: (a) the combination of Software with any
product not furnished by Mentor Graphics; (b) the modification of Software other than by Mentor Graphics; (c) the
use of other than a current unaltered release of Software; (d) the use of Software as part of an infringing process; (e) a
product that Customer makes, uses, or sells; (f) any Beta Code; (g) any Software provided by Mentor Graphics’
licensors who do not provide such indemnification to Mentor Graphics’ customers; or (h) infringement by Customer
that is deemed willful. In the case of (h), Customer shall reimburse Mentor Graphics for its reasonable attorney fees
and other costs related to the action.

11.4. THIS SECTION IS SUBJECT TO SECTION 8 ABOVE AND STATES THE ENTIRE LIABILITY OF MENTOR
GRAPHICS AND ITS LICENSORS AND CUSTOMER’S SOLE AND EXCLUSIVE REMEDY WITH RESPECT
T O  A N Y  A L L E G E D  P A T E N T  O R  C O P Y R I G H T  I N F R I N G E M E N T  O R  T R A D E  S E C R E T
MISAPPROPRIATION BY ANY SOFTWARE LICENSED UNDER THIS AGREEMENT.

12. TERM. 

12.1. This Agreement remains effective until expiration or termination. This Agreement will immediately terminate upon
notice if you exceed the scope of license granted or otherwise fail to comply with the provisions of Sections 2, 3, or 5.
For any other material breach under this Agreement, Mentor Graphics may terminate this Agreement upon 30 days
written notice if you are in material breach and fail to cure such breach within the 30 day notice period. If a Software
license was provided for limited term use, such license will automatically terminate at the end of the authorized term.

12.2. Mentor Graphics may terminate this Agreement immediately upon notice in the event Customer is insolvent or
subject to a petition for (a) the appointment of an administrator, receiver or similar appointee; or (b) winding up,
dissolution or bankruptcy.

12.3. Upon termination of this Agreement or any Software license under this Agreement, Customer shall ensure that all use
of the affected Software ceases, and shall return it to Mentor Graphics or certify its deletion and destruction,
including all copies, to Mentor Graphics’ reasonable satisfaction.

12.4. Termination of this Agreement or any Software license granted hereunder will not affect Customer’s obligation to
pay for products shipped or licenses granted prior to the termination, which amounts shall immediately be payable at
the date of termination.

13. EXPORT. Software is subject to regulation by local laws and United States government agencies, which prohibit export
or diversion of certain products, information about the products, and direct products of the products to certain countries
and certain persons. Customer agrees that it will not export Software or a direct product of Software in any manner
without first obtaining all necessary approval from appropriate local and United States government agencies.

14. U.S. GOVERNMENT LICENSE RIGHTS. Software was developed entirely at private expense. All Software is
commercial computer software within the meaning of the applicable acquisition regulations. Accordingly, pursuant to US
FAR 48 CFR 12.212 and DFAR 48 CFR 227.7202, use, duplication and disclosure of the Software by or for the U.S.
Government or a U.S. Government subcontractor is subject solely to the terms and conditions set forth in this Agreement,
except for provisions which are contrary to applicable mandatory federal laws.

15. THIRD PARTY BENEFICIARY. Mentor Graphics Corporation, Mentor Graphics (Ireland) Limited, Microsoft
Corporation and other licensors may be third party beneficiaries of this Agreement with the right to enforce the
obligations set forth herein.



16. REVIEW OF LICENSE USAGE. Customer will monitor the access to and use of Software. With prior written notice
and during Customer’s normal business hours, Mentor Graphics may engage an internationally recognized accounting
firm to review Customer’s software monitoring system and records deemed relevant by the internationally recognized
accounting firm to confirm Customer’s compliance with the terms of this Agreement or U.S. or other local export laws.
Such review may include FLEXlm or FLEXnet (or successor product) report log files that Customer shall capture and
provide at Mentor Graphics’ request. Customer shall make records available in electronic format and shall fully cooperate
with data gathering to support the license review. Mentor Graphics shall bear the expense of any such review unless a
material non-compliance is revealed. Mentor Graphics shall treat as confidential information all information gained as a
result of any request or review and shall only use or disclose such information as required by law or to enforce its rights
under this Agreement. The provisions of this section shall survive the termination of this Agreement.

17. CONTROLLING LAW, JURISDICTION AND DISPUTE RESOLUTION. The owners of the Mentor Graphics
intellectual property rights licensed under this Agreement are located in Ireland and the United States. To promote
consistency around the world, disputes shall be resolved as follows: This Agreement shall be governed by and construed
under the laws of the State of Oregon, USA, if Customer is located in North or South America, and the laws of Ireland if
Customer is located outside of North or South America. All disputes arising out of or in relation to this Agreement shall
be submitted to the exclusive jurisdiction of Portland, Oregon when the laws of Oregon apply, or Dublin, Ireland when the
laws of Ireland apply. Notwithstanding the foregoing, all disputes in Asia (except for Japan) arising out of or in relation to
this Agreement shall be resolved by arbitration in Singapore before a single arbitrator to be appointed by the Chairman of
the Singapore International Arbitration Centre (“SIAC”) to be conducted in the English language, in accordance with the
Arbitration Rules of the SIAC in effect at the time of the dispute, which rules are deemed to be incorporated by reference
in this section. This section shall not restrict Mentor Graphics’ right to bring an action against Customer in the jurisdiction
where Customer’s place of business is located. The United Nations Convention on Contracts for the International Sale of
Goods does not apply to this Agreement.

18. SEVERABILITY. If any provision of this Agreement is held by a court of competent jurisdiction to be void, invalid,
unenforceable or illegal, such provision shall be severed from this Agreement and the remaining provisions will remain in
full force and effect.

19. MISCELLANEOUS. This Agreement contains the parties’ entire understanding relating to its subject matter and
supersedes all prior or contemporaneous agreements, including but not limited to any purchase order terms and
conditions. Some Software may contain code distributed under a third party license agreement that may provide additional
rights to Customer. Please see the applicable Software documentation for details. This Agreement may only be modified
in writing by authorized representatives of the parties. All notices required or authorized under this Agreement must be in
writing and shall be sent to the person who signs this Agreement, at the address specified below. Waiver of terms or
excuse of breach must be in writing and shall not constitute subsequent consent, waiver or excuse.

Rev. 090402, Part No. 239301



エンドユーザ・ライセンス契約書（「本契約」）

この合意書は、 ソ フ ト ウ ェ アの使用に関し、 ラ イセンスを入手するエン ド ユーザと し て会社の権限ある代表者であるお客様と、 Mentor Graphics Corporation および
Mentor Graphics (Ireland) Limited （これら二社が直接、 またはその子会社を通し て活動する場合を含み、 以下 「メ ン ター ・ グラ フ ィ ッ ク ス」 と総称する） の間に成
立する、 正式な契約です。 この契約の主題に関し、 それぞれの権限ある者が署名し たラ イセンス契約がある場合を除き、 本契約と該当する見積書は、 お客様と メ
ン ター ・ グラ フ ィ ッ ク スの間の完全なる合意を定めたものであ り、 これらに先立ちまたは同時にな された合意に と っ て代わる ものです。 これらの条件に同意され
ない場合、 ソ フ ト ウ ェ アの受領後 ５ 日以内にソ フ ト ウ ェ アおよび全ての付属品目を直ちに返却し、 電子的手段によ り受領し た と きはその破棄を証明し て、 支払済
みラ イセンス料の全額払戻をお受け く だ さい。

第 １ 条 　 注文、 料金および支払
　 　 第 １ 項 　 お客様の有効な見積書 （以下 「メ ン ター･グラ フ ィ ッ ク ス見積書」 とい う） に応じお客様またはメ ン ター･グラ フ ィ ッ ク スが同意し た場合においては、
お客様の指定する第三者買付代理人が発行し た購入注文書を メ ン ター･グラ フ ィ ッ ク スが承諾する限り で、各注文は成約し て両当事者間の契約を成すものと し ます
（メ ン ター･グラ フ ィ ッ ク スが承諾し た購入注文書を以下 「本注文書」 と い う ）。 本注文書は、 専ら本契約、 該当する覚書および該当する メ ン ター･グラ フ ィ ッ ク ス
見積書の条件に準拠する ものと し、 これらの書面が本注文書で参照されるか否かを問いません。本注文書に表示された本契約またはメ ン ター･グラ フ ィ ッ ク ス見積
書に追加する、 またはこれら と抵触する条件は、 お客様と メ ン ター･グラ フ ィ ッ ク スそれぞれの権限ある代表者が書面で同意し ない限り、 無効と し ます。
　 　 第 ２ 項 　 お客様は請求された金額を、 メ ン ター･グラ フ ィ ッ ク ス見積書で別途定める場合を除き、 請求書発行月月末締め、 翌月末支払にて、 指定された通貨に
よ り メ ン ター･グラ フ ィ ッ ク スへ支払います。 支払期日を過ぎた請求額には、 月 １ ?％または適用される法定利率のいずれか低い方の率が利息と し て加算される。
税金免除証明書が提出されない限り、 メ ン ター･グラ フ ィ ッ ク スは全ての適用される税金をお客様に請求し ます。 お客様は、 源泉徴収税またはその他の税金を何ら
の控除な く 、 支払 う ものと し ます。 お客様による支払に課せられるいかなる税金も、 お客様の責任と し ます。 また、 お客様がお客様の代わり に第三者買付代理人
に購入注文書の発行およびその支払を委託し ている場合、 当該第三者買付代理人が支払を怠った場合、 甲は、 当該注文の支払義務を免れる ものではあ り ません。
　 　 第 ３ 項 　 全ての製品は、 メ デ ィ アにて出荷される場合は CIP Destination (Incoterms 2000) にて引き渡され、電子的手段によ り提供される場合はダウンロー ド可
能な時点で引き渡されたものとみな されます。 メ ン ター･グラ フ ィ ッ ク スは、 当該製品の購入価格に対する支払を確保するため、 本契約に基づき出荷される全ての
製品に対し て先取特権を保有し ます。お客様は、 メ ン ター･グラ フ ィ ッ ク スが当該先取特権を要請し遂行するために必要ないかなる書類にも記名押印または署名す
る こ とに同意し ます。 メ ン ター･グラ フ ィ ッ ク スによる本ソ フ ト ウ ェ アの電子的手段による出荷は、 お客様の指定担当者および代行者の E-mail ア ド レスの提供を
条件と し ます。

第 ２ 条 　 ラ イセンスの許諾  本契約に基づき、 お客様によ っ てイ ンス ト ール、 ダウン ロー ド またはそれ以外の方法で入手されたソ フ ト ウ ェ ア ・ プログラム （その
ア ッ プデー ト 、 修正、 改訂、 コ ピー、 ド キュ メ ンテーシ ョ ンおよびデザイ ン ・ データ を含み、 以下 「本ソ フ ト ウ ェ ア」 と い う ） は、 著作権によ り保護されてお り、
本ソ フ ト ウ ェ アの全部に対し独占的権原を保持し、 かつ本契約で明示的に許諾されていない全ての権利を留保する メ ン ター ・ グラ フ ィ ッ ク スまたはそのラ イセン
サー （メ ン ター ・ グラ フ ィ ッ ク スに対する使用許諾者、 以下同様） の営業秘密および秘密情報です。 メ ン ター ・ グラ フ ィ ッ ク スは、 適切なラ イセンス料の支払を
条件に、 本ソ フ ト ウ ェ アを使用でき る譲渡不可の非独占的ラ イセンスを、 （ ａ ） 機械読取り可能なオブジ ェ ク ト ・ コー ド の形態によ り、 （ ｂ ） お客様の内部業務目
的のために、 （ ｃ ） ラ イセンス期間中、 そ し て （ ｄ ） メ ン ター ・ グラ フ ィ ッ ク スが承認し たコ ンピ ュータ ・ ハー ド ウ ェ アな らびにサイ ト で使用する場合に限り、 お
客様に対し許諾し ます。 なお １ サイ ト は、 半径 ０ ． ５ マイル （ ８ ０ ０ メ ー ト ル） 以内に制限されています。 本ソ フ ト ウ ェ ア、 支払済みラ イセンス料または購入済
みサービスに応じ て異なる メ ン ター ・ グラ フ ィ ッ ク スの標準規定は、 （ ａ ） 本ソ フ ト ウ ェ アの再配置、 （ ｂ ） 本ソ フ ト ウ ェ アの使用制限 （例えば、 認定されたハー
ド ウ ェ ア上での単一ユーザによる単一セ ッ シ ョ ンの実行、 または限定期間の使用等の制限を含み、 これらの制限はオーソ ラ イゼーシ ョ ン ・ コー ド または類似の仕
組を利用し て技術的に実施される）、 な らびに （ ｃ ） 電話サポー ト 、 ア ッ プデー ト 、 修正および改訂を対象とするサポー ト ・ サービス、 に適用されます。 甲が本ソ
フ ト ウ ェ アに何らかの変更依頼や強化依頼を乙に し た場合、 それがサポー ト ・ サービスの受領、 コ ンサルテ ィ ング ・ サービス、 本ソ フ ト ウ ェ アの評価、 またはそ
れ以外の作業のいずれかにかかわらず、 メ ン ター･グラ フ ィ ッ ク ス単独の選択によ り いかなる発明、 製品の改良、 修正または開発物は、 メ ン ター･グラ フ ィ ッ ク ス
の独占的財産と な り ます。
  
第 ３ 条 Ｅ ＳC ソ フ ト ウ ェ ア  お客様が組込みソ フ ト ウ ェ ア開発 （以下 「Ｅ ＳC」 とい う） 用の本ソ フ ト ウ ェ アを使用する ラ イセンスを購入し、 本契約が適用される
場合、 メ ン ター ・ グラ フ ィ ッ ク スは、 お客様がコ ンパイルし たコ ンピ ュータ ・ プログラムの不可欠な部分と し て、 複合プログラムに連係される Ｅ ＳC Ｃ および
Ｃ++ コ ンパイ ラの本ソ フ ト ウ ェ ア と共に頒布される Ｅ ＳC ラ ン タ イム ・ ラ イ ブ ラ リ を含めて、 Ｅ ＳC コ ンパイ ラ を用いて生成された実行可能フ ァ イルを複製およ
び頒布できる譲渡不可の非独占的ラ イセンスを、 お客様に対し許諾し ます。 但し これらのフ ァ イルは、 お客様がコ ンパイルし たコ ンピ ュータ ・ プログラムとの組
合せでのみ頒布される こ と を条件と し ます。 本条で明示的に許諾される ものを除き、 メ ン ター ・ グラ フ ィ ッ ク スのリ アルタ イム ・ オペレーテ ィ ング ・ システムま
たは他の Ｅ ＳC 用の本ソ フ ト ウ ェ アを コ ピーし、 またはこれをお客様の製品に組込むいかなる権利も、 初めに メ ン ター ・ グラ フ ィ ッ ク ス との間で当該目的の契約
を別途締結し、 またはその他方法によ り合意し ない限り、 お客様に対し許諾されません。  
  
第 ４ 条 ベータ ・ コー ド  
第 １ 項 　 本ソ フ ト ウ ェ アには、 実験試用および評価用のコー ド （以下 「ベータ ・ コー ド 」 と い う ） を含んでいる場合があ り ます。 このコー ド は、 メ ン ター ・ グラ
フ ィ ッ ク スの明示的な許諾な し に使用できません。 メ ン ター ・ グラ フ ィ ッ ク スが承認し た場合、 ベータ ・ コー ド を試験および評価する実験的使用のための一時的
で譲渡不可の非独占的ラ イセンスを、 メ ン ター ・ グラ フ ィ ッ ク スが特定する限定期間中のみ、 お客様に対し無償で許諾し ます。 この許諾およびお客様によるベー
タ ・ コー ド の使用は、 ベータ ・ コー ド のラ イセンスを販売するためのマーケテ ィ ングまたは申込とは解釈されないものと し ます。 メ ン タ ー ・ グラ フ ィ ッ ク スは、
ベータ ・ コー ド をいかなる形態でも商業的に リ リース し ないこ と を選択できます。
第 ２ 項 　 メ ン ター ・ グラ フ ィ ッ ク スがお客様に対し ベータ ・ コー ド の使用を許諾する場合、 お客様はベータ ・ コー ド を メ ン ター ・ グラ フ ィ ッ ク スが指示する環境
下で評価および試験する こ とに同意し ます。 お客様には、 ベータ ・ コー ド の使用期間中、 不具合または改良の提案等について、 メ ン ター ・ グラ フ ィ ッ ク ス と定期
的に連絡し て頂きます。 またお客様の評価および試験が完了し だい、 ベータ ・ コー ド の長所、 弱点および推奨する改良点を含めて、 評価書をお客様から メ ン ター ・
グラ フ ィ ッ ク スへお送り頂 く ものと し ます。
第 ３ 項 　 お客様は、 評価書、 および メ ン ター ・ グラ フ ィ ッ ク スが本契約の期間中またはその後に考案または創作する全ての発明、 または製品の改良、 修正も し く
は開発物も、 お客様からのフ ィ ー ドバッ クに一部または完全に基づ く ものを含めて、 メ ン ター ・ グラ フ ィ ッ ク スの独占的財産と なる こ と に同意し ます。 メ ン ター ・
グラ フ ィ ッ ク スは、 当該財産の全部について独占的な権利、 権原および権益を保有し ます。 本項の規定は、 本契約の終了または期間満了後も存続し ます。  
  
第 ５ 条 使用の制限  
第 １ 項 　 お客様は、 許諾された使用をサポー ト するため合理的に必要な場合のみ本ソ フ ト ウ ェ アを コ ピーできます。 各コ ピーには、 本ソ フ ト ウ ェ アを メ ン ター ・
グラ フ ィ ッ ク スから受領し た際に組込まれてお り、その記憶媒体および包装に添付されていた全ての告知文および表示を含めなければな り ません。 コ ピーは全て、
メ ン ター ・ グラ フ ィ ッ ク スまたはそのラ イセンサーの所有物に留ま り ます。 お客様は、 他のソ フ ト ウ ェ ア と融合し たコ ピーを含めて、 本ソ フ ト ウ ェ アのコ ピー全
部に関し数量および主たる保管場所の記録簿を保持し、 メ ン ター ・ グラ フ ィ ッ ク スが要求し だい当該記録を利用でき るよ う に し ます。 お客様は、 メ ン ター ・ グラ
フ ィ ッ ク スの競合相手を除外し た う えで、 その職務の履行が本ソ フ ト ウ ェ アへのア クセスを必要と し、 かつ秘密保持義務を負 う、 お客様の従業員およびお客様施
設現場に在する請負業者以外の者に対し て、 本ソ フ ト ウ ェ アをいかなる形態で も利用可能に し てはな り ません。 またお客様は、 本ソ フ ト ウ ェ アの秘密性を保護す
るため適切な措置を講じ、 かつ本ソ フ ト ウ ェ アへのア ク セスを許されたいかなる者も、 本契約で許可される場合を除き、 これを開示または使用し ないこ と を保証
する ものと し ます。 本ソ フ ト ウ ェ アによ り、 または本ソ フ ト ウ ェ アのために生成されたログ ・ フ ァ イル、 データ ・ フ ァ イル、 ルール ・ フ ァ イルならびにス ク リ プ
ト ・ フ ァ イル （以下 「本フ ァ イル」 と総称する） は、 メ ン ター･グラ フ ィ ッ ク スの秘密情報を含む場合があ り ます。 お客様は、 本フ ァ イルを第三者と共有する こ と
ができますが、 当該第三者はメ ン ター･グラ フ ィ ッ ク スの競合相手を除外する ものと し、 また本フ ァ イルを同種の情報と同等の注意義務を も っ て保護する こ と （た
だ し注意義務の程度は合理的に必要と される善良なる管理者の注意を下回ら ないものとする） を書面で同意し ている こ と を条件と し ます。ス タ ンダー ド ・ベ リ フ ィ
ケーシ ョ ン ・ ルール ・ フ ォーマ ッ ト （以下 「SVRF」 と い う ） および Tcl ベ リ フ ィ ケーシ ョ ン ・ フ ォーマ ッ ト （以下 「TVF」 と い う ） とは、 プロセスルールを表現

 重 要 事 項
このソフトウェアの使用（本契約第２条に規定される）はライセンス条件の適用を受けます。ソフトウェアを使用する前に、このライセンス契約書をよくお読み
ください。ソフトウェアを使用することにより、お客様は本契約で定める条件の完全かつ無条件な承諾を表すことになります。ご注文書に追加または異なる条件
が含まれる場合、それらは適用されません。



するための メ ン ター･グラ フ ィ ッ ク スの商標構文です。 お客さんは、 SVRF または TVF を含む本フ ァ イルを メ ン ター･グラ フ ィ ッ ク ス製品とのみ使用する こ とがで
き る。 いかなる場合においても、 お客様は、 本ソ フ ト ウ ェ ア と何らかの形で競合する製品を開発、 強化、 またはマーケテ ィ ング目的で使用または使用の許可を し
てはならず、 第三者にベンチマークの結果やそれに付随する情報を開示し てはな り ません。 当該国または地域で適用される強行法規に従い相互運用性の目的で認
められる場合を除き、 お客様は、 逆アセンブル、 逆コ ンパイル、 リバース ・ エンジニア リ ング、 その他いかなる方法でも、 本ソ フ ト ウ ェ アから ソース ・ コー ド を
引出そ う と し てはな り ません。
第 ２ 項 　 お客様は、 メ ン ター ・ グラ フ ィ ッ ク スの書面による事前同意およびその時点で該当する ト ラ ンス フ ァー料の支払な く 、 本ソ フ ト ウ ェ ア、 本契約または本
契約に基づ く 権利を、 法適用の効果またはその他によるかを問わず、 サブ ラ イセンス （再使用許諾）、 譲渡、 その他の方法で移転する こ と （以下 「移転実施」 とい
う） はできません。 メ ン ター ・ グラ フ ィ ッ ク スの書面による事前同意がない移転実施は、 いずれも本契約の重大な違反になる ものと し、 本契約および本契約に基
づき許諾されたラ イセンスはメ ン ター ・ グラ フ ィ ッ ク スの選択によ り催告な く 直ちに終了し ます。 本契約の諸条件は、 ラ イセンスおよび譲渡に関する条項を含め、
お客様の相続人、 地位承継者または譲受人に対し て も拘束力を持ちます。
第 ３ 項 　 本条の規定は、 本契約の終了または期間満了後も存続し ます。  
  
第 ６ 条 サポー ト ･サービス 　 本ソ フ ト ウ ェ アに対するサポー ト ・ サービスをお客様が購入し た場合、 メ ン ター･グラ フ ィ ッ ク スは一般に提供し ている本ソ フ ト ウ ェ
アに対するア ッ プデー ト ならびに技術サポー ト をお客様に提供し ます。現行サポー ト ・サービスの条項はメ ン ター･グラ フ ィ ッ ク スのホームページまたは次のウ ェ
ブサイ ト に記載される通り です。
http://supportnet.mentor.com/about_jp/legal/index.cfm

第 ７ 条 　 限定的保証  
第 １ 項  メ ン ター ・ グラ フ ィ ッ ク スは、 その保証期間中、 本ソ フ ト ウ ェ アが適切にイ ンス ト ールされている場合は、 該当するユーザ ・ マニ ュ アルで定める機能上
の仕様と実質的に一致する こ と を保証し ます。 メ ン ター ・ グラ フ ィ ッ ク スは、 本ソ フ ト ウ ェ アがお客様の要求を満たすこ と、 または本ソ フ ト ウ ェ アの稼動に中断
も し く はエラーが生じ ないこ とは保証し ていません。 保証期間は、 本ソ フ ト ウ ェ アの引渡後 １ ５ 日目またはイ ンス ト ール時点のいずれか早い方から起算する ９ ０
日間と し ます。 お客様は不一致を保証期間中に メ ン ター ・ グラ フ ィ ッ ク スへ書面で通知し なければな り ません。 本項の保証は、 本ソ フ ト ウ ェ アの誤用、 許諾され
ていない修正、 も し く は不適切なイ ンス ト ールがな されていた場合には有効と な り ません。 メ ン ター ・ グラ フ ィ ッ ク スの全責任およびお客様唯一の救済手段は、
お客様が本契約を他の点でも全て遵守し ていたこ と を条件に、 メ ン ター ・ グラ フ ィ ッ ク スの選択によ り、 （ ａ ） 本ソ フ ト ウ ェ アがメ ン ター ・ グラ フ ィ ッ ク スへ返却
されてから支払済み価格を払戻すか、 （ ｂ ） 本項の限定的保証を満た さ ない本ソ フ ト ウ ェ アを修正または取替える こ との、 いずれか一方と し ます。 また、 （ ａ ） 各
種のサービス、 （ ｂ ） お客様へ期間を限定し て、 も し く は無償で許諾される本ソ フ ト ウ ェ ア、 または （ ｃ ） 実験用ベータ ・ コー ド は、 全て 「現状のまま」 の条件で
提供される ものと し、 これらについて メ ン ター ・ グラ フ ィ ッ ク スは一切の保証を行いません。
第 ２ 項  本条に定める と こ ろが、 本契約に基づ く 唯一の保証と な り ます。 メ ン ター ・ グラ フ ィ ッ ク スまたはそのラ イセンサーは、 本契約に基づき提供される本ソ
フ ト ウ ェ アまたは他の資料について、 明示的、 黙示的または法定上かを問わず、 他のいかなる保証も行いません。 メ ン ター ・ グラ フ ィ ッ ク スおよびそのラ イセン
サーは、 商業性、 特定目的への適合性、 および知的財産の非侵害について、 一切の黙示的保証を否認し ます。  

第 ８ 条 責任の限定  本条で定める責任の排除および制限が、 法令または規則によ り無効と される場合を除き、 メ ン ター ・ グラ フ ィ ッ ク スまたはそのラ イセンサー
は、 いかなる場合も間接的、 付随的、 派生的または特別な損害 （逸失利益または節約機会の喪失を含む） について、 その損害の可能性を メ ン ター ・ グラ フ ィ ッ ク
スまたはそのラ イセンサーが予め知ら されていた場合といえど も、 契約、 不法行為、 またはその他の法理に基づ く かにかかわらず、 その責めを負わないものと し
ます。 いかなる場合も、 メ ン ター ・ グラ フ ィ ッ ク スまたはそのラ イセンサーの本契約に基づ く 責任は、 当該請求が生じ た本ソ フ ト ウ ェ アまたはサービスの対価と
し てお客様が支払済みの金額を超えないものと し ます。 支払済み金額がない場合、 メ ン ター ・ グラ フ ィ ッ ク スおよびそのラ イセンサーは、 いかなる損害について
も一切の責任を負わないものと し ます。 本条の規定は、 本契約の期間満了または終了後も存続し ます。  
  
第 ９ 条 人命に関る活動  メ ン ター ・ グラ フ ィ ッ ク スまたはそのラ イセンサーは、 その不具合または不正確が死亡事故または人身傷害を もたらす可能性のある応用
分野では、 本ソ フ ト ウ ェ アの使用に起因または関連するいずれの損害について も、 その責めを負わないものと し ます。 本条の規定は、 本契約の期間満了または終
了後も存続し ます。  
  
第 １ ０ 条 免 責  前条にい う 分野での本ソ フ ト ウ ェ アの使用に起因または関連する全ての請求、 損失、 代価、 損害、 経費または賠償責任 （弁護士報酬を含む） につ
いて、 お客様には メ ン ター ・ グラ フ ィ ッ ク スおよびそのラ イセンサーを補償し免責する こ と に同意頂きます。 本条の規定は、 本契約の期間満了または終了後も存
続し ます。  
  
第 １ １ 条 侵 害  
  第 １ 項  米国、 カナダ、 日本、 または欧州特許庁の加盟国において、 本ソ フ ト ウ ェ アが特許も し く は著作権の侵害または営業秘密の不正使用である と、 お客様が
提訴された場合、 メ ン ター ・ グラ フ ィ ッ ク スは、 その選択および費用負担で防御または解決し ます。 メ ン ター ・ グラ フ ィ ッ ク スは、 当該侵害訴訟に帰すべき訴訟
費用および損害賠償でお客様に対する最終裁定額を支払います。 本条に基づ く 義務を メ ン ター ・ グラ フ ィ ッ ク スが履行する条件と し て、 お客様には、 （ ａ ） 提訴の
事実を直ちに メ ン ター ・ グラ フ ィ ッ ク スへ書面で通知し、 （ ｂ ） 当該訴訟を防御または解決するために、 全ての合理的な情報および支援を メ ン ター ・ グラ フ ィ ッ ク
スへ提供し、かつ（ ｃ ）当該訴訟を防御または解決する単独の裁量権を メ ン ター・グラ フ ィ ッ ク スへ付与し なければなら ないこ と を了解の う え、これに同意頂きます。  
  第 ２ 項  前項に基づき権利侵害の申立がな された場合、 メ ン ター ・ グラ フ ィ ッ ク スは、 その選択および費用負担によ り、 （ ａ ） 非侵害と なるよ う に本ソ フ ト ウ ェ
アを代替も し く は修正するか、 （ ｂ ） 本ソ フ ト ウ ェ アの使用を継続でき る権利をお客様のために取得するか、 （ ｃ ） 本ソ フ ト ウ ェ アの返却を要求し、 かつ使用によ
る合理的な控除額を差引いた支払済みラ イセンス料をお客様へ払戻すこ との、 いずれかを行う こ とができます。  
  第 ３ 項  メ ン ター ・ グラ フ ィ ッ ク スは、 権利侵害の主張が、 （ ａ ） メ ン ター ・ グラ フ ィ ッ ク スの供給によ ら ない製品との組合せ、 （ ｂ ） メ ン ター ・ グラ フ ィ ッ ク ス
以外による本ソ フ ト ウ ェ アの修正、 （ ｃ ） 変更な しの現行リ リ ース以外による本ソ フ ト ウ ェ アの使用、 （ ｄ ） 侵害する方法 ・ 工程の部分と し ての本ソ フ ト ウ ェ アの
使用、 （ ｅ ） お客様が作成、 使用または販売する製品、 （ ｆ ） 本ソ フ ト ウ ェ アに含まれるベータ･コー ド 、 （ ｇ ） メ ン ター ・ グラ フ ィ ッ ク スの顧客に対し その補償を
行わない メ ン ター ・ グラ フ ィ ッ ク スのラ イセンサーによ り提供される本ソ フ ト ウ ェ ア、 または （ ｈ ） お客様の故意とみな される侵害のいずれかに基づ く 場合は、
お客様に対し一切の責任を負いません。 また上記 （ ｈ ） のと き、 お客様は当該訴訟に関連し て メ ン ター ・ グラ フ ィ ッ ク スに生じ た弁護士報酬その他の費用を、 終
局判決があ り し だい メ ン ター ・ グラ フ ィ ッ ク スへ補償する ものと し ます。  
  第 ４ 項  本条は第 ８ 条に従う ものと し、本契約に基づき ラ イセンス された本ソ フ ト ウ ェ アによる特許も し く は著作権の侵害または営業秘密の不正使用に係るあら
ゆる主張について、 メ ン ター ・ グラ フ ィ ッ ク スおよびそのラ イセンサーの全責任、 な らびにお客様唯一の救済手段を定める ものと な り ます。  
  
第 １ ２ 条 期 間  
第 １ 項 　 本契約は期間満了または終了時まで有効に存続し ます。 お客様が許諾されたラ イセンスの範囲を超え、 または第 ２ 条、 第 ３ 条ないし第 ５ 条の規定を遵守
し ない場合、 メ ン ター ・ グラ フ ィ ッ ク スからの通知を も っ て本契約は直ちに終了し ます。 その他重大な契約違反があ り、 メ ン ター ・ グラ フ ィ ッ ク スの書面による
通知から ３ ０ 日以内に是正されない場合、 メ ン ター ・ グラ フ ィ ッ ク スはその通知から ３ ０ 日を も っ て本契約を終了する こ とができます。 本ソ フ ト ウ ェ アが期間限
定の使用のために提供された場合、 本契約は当該許諾期間の満了を以っ て自動的に終了し ます。
第 ２ 項 　 甲が破産または、 (a) 管財人、 破産管財人、 または類似の被任命者を指名、 あるいは (b) 解散または倒産申請をする場合、 通知の上、 乙は本契約を直ちに
終了する こ とができます。
　 　 　 第 ３ 項 　 本契約または本ソ フ ト ウ ェ アのラ イセンスの終了次第、 お客様は、 該当する本ソ フ ト ウ ェ アの全ての使用を止める こ と を保証し、 コ ピー全部を含
む、 当該本ソ フ ト ウ ェ アを止め メ ン ター ・ グラ フ ィ ッ ク スへ返却、 または削除および破棄し、 メ ン ター･グラ フ ィ ッ ク スに書面による破棄証明を提出する こ とに同
意頂きます。  
　 第 ４ 項 　 契約または本ソ フ ト ウ ェ アのラ イセンスの終了前に出荷された製品またはラ イセンスに対する甲の対価支払義務は免除される ものではな く 、 本契約終
了時に直ちに支払 う ものと し ます。

第 １ ３ 条 輸 出  本ソ フ ト ウ ェ アは、 一定の製品、 当該製品の情報、 および当該製品から直接作成された製品を、 一定の国および人物へ輸出または迂回流出する こ
と を禁じ る各国法および米国政府機関による規制の対象と な り ます。 お客様には、 初めに各国および米国政府機関から必要な全ての承認を取得する こ と な く 、 本
ソ フ ト ウ ェ アまたは本ソ フ ト ウ ェ アから直接作成された製品を、 いかなる方法でも輸出し ないこ と に同意頂きます。  
  
第 １ ４ 条 米国政府による ラ イセンス使用  本ソ フ ト ウ ェ アは、 も っぱら民間の経費によ り開発され、かつ制限的権利 (RESTRICTED RIGHTS) が適用された う えで提
供される商用のコ ンピ ュータ ・ ソ フ ト ウ ェ アです。 US FAR 48 CFR 12.212 および DFAR 48 CRF 227.7202 に従い、 米国政府またはその下請業者による使用、 複製
または開示は、 強制適用のある連邦法に反し ない範囲で、 本契約の規定と条件のみを適用する ものと し ます。  
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第 １ ５ 条 第三受益者  メ ン ター ・ グラ フ ィ ッ ク スが本契約に基づき ラ イセンスする Microsoft または他のラ イセンサーの本ソ フ ト ウ ェ アに関し て、 Microsoft また
は該当する ラ イセンサーは、 本契約の定める義務を強制する権利を持った、 本契約上の受益者たる第三者に当た り ます。  
  
第 １ ６ 条 ラ イセンス使用の検査  お客様は、 本ソ フ ト ウ ェ アへのア ク セス、 本ソ フ ト ウ ェ アの所在ならびに使用を管理し ます。 メ ン ター･グラ フ ィ ッ ク スは、 合理
的な期間の予告を行なった う えで、 お客様のソ フ ト ウ ェ ア管理システム、 ならびに本契約、 覚書または米国その他輸出管理規制の遵守を確認するために合理的に
必要と される記録を、 お客様の通常の営業時間中に検査する権利を有する ものと し ます。 この検査には、 メ ン ター ・ グラ フ ィ ッ ク スの求めに応じ て検索し提供さ
れる FLEXlm または FLEXnet レポー ト のログ ・ フ ァ イルが含まれる こ とがあ り ます。 お客様は、 記録を電子フ ォーマ ッ ト で提供するよ う に し、 またラ イセンス検
査を支援するための情報収集に全面的に協力し ます。 重大な違反が発見された場合を除き、 当該検査の費用は乙負担と し ます。 メ ン ター･グラ フ ィ ッ ク スは、 その
依頼または検査の結果得られた全ての情報を秘密に保持し、 法律に従い、 あるいはメ ン ター ・ グラ フ ィ ッ ク スの権利を本契約または覚書に基づき執行するために
必要な情報のみを使用または開示する ものと し ます。 本条の規定は、 本契約の期間満了または終了後も存続し ます。  

第 １ ７ 条 準拠法、 裁判管轄および紛争解決  本契約は、 日本法に準拠し て解釈される ものと し ます。 本契約に起因または関連し て生じ る全ての紛争は、 東京地方
裁判所を専属的合意管轄地と し て これに服し ます。 国際物品売買契約に関する国連条約の条項は本契約に適用されません。  
  
第 １ ８ 条 可分性  本契約でいずれかの条項が、 管轄権を有する裁判所によ り無効、 執行不能、 または違法である と判示された場合、 その条項は本契約から切離さ
れて、 残りの条項が完全に有効なまま存続する ものと し ます。  
  
第 １ ９ 条 雑則  本契約は、 主題に関し、 両当事者の完全な合意を定めたものと な り、 購入注文書等に記載される条件等、 本契約に先立ち、 または同時にな された
一切の合意に取っ て代わり ます。 一部の本ソ フ ト ウ ェ アには第三者のラ イセンス契約に基づき配布される コー ドが含まれ、 お客様に追加の権利が付与される場合
があ り ます。 詳細は該当する本ソ フ ト ウ ェ アの ド キュ メ ンテーシ ョ ンをご覧 く だ さい。 本契約は、 両当事者の権限ある代表者が署名し て書面にて合意し た場合の
み、 修正する こ とができます。 条件の放棄または違反の免除は書面による同意を要し、 その後の同意、 権利放棄または免除を構成し ないものと し ます。
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